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凡　　　　例

１　本目録には、秋田県立秋田図書館が旧蔵していた「佐竹文庫（宗家）」5864点を収録した。

従来「佐竹文庫」は出所の異なる３資料群の総称であったが、今回の再整理により佐竹宗家から

の譲渡資料のみを「佐竹文庫」と称することとした（「解題」参照のこと）。

またこの資料群は、「秋田県庁旧蔵古文書」と同様に、秋田藩庁に保管されていた資料の一部を

含むと考えられるので、総称として「秋田藩関係文書」という呼称を用いた。

２　本目録は、次の項目で編成した。

(１）資料番号

・資料番号は、原則として県立秋田図書館で整理した際に付与されていたものを踏襲した。

ただし、一部の資料については必要に応じて枝番号を追加した。

(２）資料名

・資料名は、原則として県立秋田図書館で整理した際に付与されていたものを踏襲した。

ただし、必要に応じて資料の様式や内容から適宜変更した。

・資料名は原則として（　　）書きしないことにしたが、推定せざるを得ない場合に（　　）を

用いた。

(３）年代

・和暦年、西暦年、年月日をアラビア数字で記載した。

・推定した和暦には（　　）を付した。

・元号のみがわかる場合は「○○年間」とし、元号がまたがる場合は「○○～○○」とした。

・簿冊の年代は、その記載内容年代を採り、書写された年代がわかる場合は備考に「○年作成」

と記した。

(４）作成・差出および受取

・５名まではそのまま記載したが、６名以上の場合は「○○ほか○名」と記載した。

(５）形状

・簿冊の場合は次の項目を用いた。　　　竪帳、横帳、横半、簿冊、綴、罫紙、版本、印刷

・竪帳・横帳・横半のどれにも分類できないものを「簿冊」とした。

・別々の資料が単に綴られている場合は「綴」とした。

・簿冊の場合は形状の後ろに丁数を（　　）で示した。

・一紙の場合は次の項目を用いた。　　　竪紙、切紙、継紙、折紙、罫紙、折本、軸装

・絵図については「（たて）㎝×（よこ）㎝」を記載した。

(６）備考

・資料に関する情報や内容について、要点にかぎり記載した。

・表題・裏書・端裏書・包紙上書の記載で資料名と同じ場合は省略した。

・表紙等から抜き書きした文言については「　」で示した。

・枝番２以降で枝番１と備考の内容が同一の場合は省略した。

(７）その他

・漢字はおおむね常用漢字を使用した。　　例：嶋→島、峯→峰、縣→県、條→条など

・不明な字は□で表記し、字数不明の場合は［　　］で表記した。
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解　　　　題

伝来経緯について

昭和26年(1951)1月29日、秋田県立秋田図書館により、秋田市上中城町にある旧秋田藩主佐竹家

別邸に保管されていた資料5797点の現物照合が行われ、翌日の照合終了後に書庫に搬入、同年4月

にこれらの資料群が秋田図書館に譲渡された。秋田図書館では、昭和29年から「日本十進分類法」

に基づく秋田図書館の郷土資料分類基準により整理に着手、翌30年3月に目録を刊行して一般に公

開した。

秋田図書館には、昭和26年10月に大館佐竹家（佐竹西家）から1294点、翌27年8月に角館佐竹家

（佐竹北家）から866点の資料が譲渡され、両者はともに昭和32年4月の目録刊行と同時に一般に公

開された。

秋田図書館は、この出所が異なる3資料群を「佐竹文庫」と総称し、必要に応じて「佐竹文庫

（宗家）」「佐竹文庫（西家）」「佐竹文庫（北家）」などの表記を用いて3者を区別した。

平成5年(1993)6月30日、公文書館新設にともない「佐竹文庫」の3資料群は秋田図書館から移管

され、同年11月2日の秋田県公文書館開館により、公文書館所蔵資料として引き続き一般に公開さ

れた。（なお、平成14年4月1日から平成17年3月31日まで、秋田県公文書館古文書班の秋田県立図

書館移管にともない、この間は「佐竹文庫」も県立図書館所蔵となった。）

再整理について

公文書館の開館にともない、各資料群の再整理が課題とされた。本目録は、「佐竹文庫」のなか

の佐竹宗家からの譲渡資料、いわゆる「佐竹文庫（宗家）」の再整理の成果をまとめたものである。

この「佐竹文庫」の再整理にともない、出所の異なる3資料群の区別の明確化、収録資料の資料情

報の充実、「日本十進分類法」に基づく秋田図書館の郷土資料分類基準による分類整理の改善が課

題となった。

資料群名称については、出所の異なる3資料群を総称する状況を解消し、本目録刊行以降は、佐

竹宗家からの譲渡資料のみを「佐竹文庫」と称し、佐竹北家からの譲渡資料は「佐竹北家文書」、

佐竹西家からの譲渡資料は「佐竹西家文書」と明確に区別することとした。なお、宗家譲渡資料の

名称については「佐竹家文書」などの名称を新たに付すことも検討されたが、東京大学史料編纂所

が明治26年(1893)に作成した影写本「佐竹文書」や、財団法人千秋文庫（東京都千代田区九段）が

所蔵する資料群「佐竹古文書」など類似名称の資料群がすでに存在することから、利用において新

たな混乱が生じない名称が必要であること、また従来利用されてきた「佐竹文庫」の名称にも一定

程度の定着がみられること、そしてその多くは佐竹宗家からの譲渡資料をあらわす場合が多いこと

などを考慮した。

収録資料については、作成年月日、作成・差出・受取、形状、備考などの資料情報を資料1点ご

とに掲載して充実を図った。必要に応じて新たに資料番号に枝番号を追加または変更した資料もあ

り、昭和30年刊行の前目録とは資料番号の一部が変更となっている点にご注意いただきたい。

目録構成にあたっては、資料内容に応じて「家資料」と「藩資料」に大別した。さらに「藩資料」

については、当時の整理状況の違いをもとに、秋田藩御記録方の整理・保管資料を中心とする嘉永

期までの資料と、12代藩主佐竹義堯のもとで整理・保管されてきたと考えられる安政期以降の資

料に区別した。これに対応して「家資料」は、11代義睦までを近世、12代義堯からを近代と二分

した。また「藩資料」のうち、修史編纂事業を担った御記録方の関連資料を独立して扱った。詳細
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については次項「目録概要」をご覧いただきたい。

以上の整理・検討を通じて、佐竹宗家から譲渡された資料5864点をあらためて「佐竹文庫」と

して公開することとした。

目録概要

Ⅰ．近世佐竹家資料　1365点

本章には、近世を通じて出羽秋田を治めた大名佐竹氏の家格・由緒や日常生活に関する資料を収

めた。11代藩主佐竹義睦の藩主在任期にあたる安政期までを収め、続く12代藩主佐竹義堯以降の

資料は「Ⅴ．近代佐竹家資料」に収めた。

１　領知・叙任（84点） 「（１）領知判物・朱印状」には、慶長7年(1602)に徳川家康から下さ

れた判物など31点を収めた。判物類はすべて写である。「（２）領知目録」には、寛文4年(1664)か

ら安政7年(1860)までの目録23点、「（３）宣旨・口宣案」には、寛永3年(1626)に佐竹義宣が左近衛

権中将に昇進した際の口宣案など30点を収めた。

２　佐竹氏系図（78点） 清和天皇にはじまる佐竹氏の由緒をまとめた系図類を収めた。元

禄・宝永期にすすめられた秋田藩の修史編纂事業に際して収集もしくは家臣から提出・献上された

系図が多く含まれる。寛政期や弘化期に幕府への提出目的で作成された系図も含まれる。宗家の系

図に続けて、佐竹分流、佐竹北家・西家など一門の系図の順に収めた。

３　佐竹家譜（235点） 元禄・宝永期の修史編纂事業以来作成された佐竹氏歴代の家譜類を収

めた。家譜は、源義光の記載にはじまる初冊から、安政6年(1859)に完成した義厚公譜まで作成さ

れた。なお義宣家譜については、写本の一部のみ佐竹文庫に含まれる。

また家譜と同時に作成された引証本も収めたが、義和公譜の引証本にあたる「御亀鑑」は、115

点と大部のため「引証本」とは別に項目を立てて収めた。

４　冠婚葬祭（495点） 佐竹家の冠婚葬祭に関連する資料を、「（１）入部」75点、「（２）誕

生・成人儀礼」63点、「（３）御目見・家督・昇進」41点、「（４）婚礼」116点、「（５）葬礼」200

点の5項目に分類して収めた。各項目とも、前半部に藩主に関する記録を掲載し、後半部に夫人・

嫡子・その他の子女に関する記録を、それぞれ年代順になるように掲載した。

「（４）婚礼」には、3代藩主義処の嫡子義苗と紀州徳川光貞娘・育姫の婚儀に関する資料や、

佐竹義睦の姉にあたり宇和島藩伊達宗徳に嫁した佳姫の婚礼記録が含まれる。

なお「（５）葬礼」の末尾に、疱瘡などの不例記録を含めた。

５　日記・書状（247点） 10代藩主義厚が残した日記や書状を中心に、藩主または藩主夫人に

よる資料をまとめて収めた。「（１）佐竹義厚日記」には、義厚の自筆日記など44冊を収めた。文

政8年(1825)5～11月、天保12年(1841)6～11月をはじめ、文政期後半から天保期にかけての日記が断

続的に含まれる。「（２）佐竹義厚書状」には義厚自筆書状11点、「（３）佐竹義厚宛書状」には、

佐竹義尹（実弟）、佐竹義純（補佐役）、佐竹義路（補佐役）、桂寿院（祖母）、節姫（実姉）、瑶台

院（正室）、園岡（老女）から義厚にあてた書状173点を収めた。

６　大名書状（42点） 佐竹家と親交のあった諸大名による年始や時候の挨拶、相続祝などの

儀礼状を収めた。すべて作成年次は不明であるが、多くの書状が佐竹義厚の藩主在任期、もしくは

それ以降と推測される。

７　その他（184点） 「（１）書礼」には、戦国期～近世にかけて作成された佐竹家の書札礼

60点、「（２）折紙・極札」には、武具・書画・茶器などの鑑定書など84点、「（３）武芸伝授」に

は、兵法や弓術・馬術などの各流派の免状や起請文など40点を収めた。

－ⅲ－



Ⅱ．修史編纂関連資料　1158点

本章には、修史編纂などを担当した秋田藩御記録方に関する資料を中心に収めた。御記録方の組

織や活動については未解明な部分が多いが、佐竹文庫の構成資料には、御記録方により作成・保管

されたと考えられる資料が多く含まれることから、不十分ながら本章を設けた。

なお「Ⅰ．近世佐竹家資料　２」「Ⅲ．近世秋田藩資料　２」など、御記録方の収集資料が多く

収められた節も、あわせて参照していただきたい。

１　系図・由緒書（543点） 「（１）岩城・芦名氏系図」には佐竹氏とつながりのある両大名

の系図類15点、「（２）佐竹家臣系図・由緒書」には元禄期と文化期を主とする家臣提出系図類436

点をおおむね50音順に収めた。関連資料として「（４）裁判請文」66点があることから、佐竹文庫

の系図類には、御記録方が内容を吟味・検討した系図や、嫡庶争論に発展した家の系図が含まれる

という特徴を挙げることができる。

主な争論として「赤坂忠兵衛・同権右衛門争論」「浅利・高屋争論」「石井一家争論」「岩屋一家

争論」「真壁甚太夫・酒寄弥兵衛争論」があり、これらの関連資料は50音順にこだわらず一括して

掲載した。

２　御記録方資料（140点） 御記録方が修史編纂をはじめとする業務のなかで発給した文書、

またはそれらを纏めた資料を中心に収めた。「（1）被仰渡控」52点、「（2）青印書」18点、「（3）考

控」15点、「（4）在々給人勤方格式」17点、「（5）その他」38点に分類して収めた。

「（１）被仰渡控」には作成目的や年代が異なる資料が混在するなど、整理状況にはいまだ検討

の余地も残るが、秋田藩の御記録方の活動をうかがい知ることのできる資料が含まれる。

３　国典類抄（475点） 初代藩主義宣から8代藩主義敦までの時代を記録した編纂資料「国典

類抄」を収めた。9代藩主義和のもとで編纂が始められ、文政2年(1819)までに完成したとされる。

現存する471冊（平成7年秋田県有形文化財指定）とともに、関連資料4点を含めた。

Ⅲ．近世秋田藩資料　1257点

本章と、続く「Ⅳ．幕末維新秋田藩資料」には、秋田藩主として藩政に関わるなかで残された資

料を収めた。本章には、御記録方で保管された形跡がみられる資料が含まれる、11代藩主義睦の

在任中にあたる嘉永期までの資料を収めた。

１　幕府・諸藩（～嘉永期）（331点） 幕府や諸大名との交渉のなかで授受・作成された資料

を内容分類のうえ収めた。

「（１）達書」には老中奉書など67点、「（２）届書」には寛文期の家来証人書付や藩主養子願な

ど55点、「（３）儀礼・儀式」には江戸城内西丸や各書院、上野増上寺の見取図など68点、「（４）

留書」には寛永寺火番の勤務記録「上野御役場記録」や、縁戚大名への贈答記録「御家門様御取扱」

など江戸屋敷で作成されたと考えられる一件記録を中心に64点を収めた。

「（５）寛永上洛」には寛永3年(1626)と寛永11年(1634)の将軍上洛の供奉記録8点、「（６）上使」

には上使饗応に関する絵図や書付など5点、「（７）判物改」には享保～天保期の判物改記録12点を

収めた。嘉永7年以降の判物改記録は「Ⅳ．幕末維新秋田藩資料　４」に含めた。

「（８）箱館出兵」には文化4年(1807)の箱館出兵関係記録11点、「（９）国目付取扱」には文政4

年(1821)と嘉永2年(1849)の国目付の秋田下向に関する記録類26点、「（10）官位昇進」には10代藩主

義厚の少将昇進に関する天保期の記録4点、「（11）弘化系譜」には幕府からの系図書継に関する弘

化期の記録11点を含めた。

２　秋田領内支配（～元禄・宝永期）（234点） 領内支配や家中支配に関連する資料を収めた。

近世前期の秋田藩資料は、元禄・宝永期の修史編纂事業にともない収集もしくは家臣などから提
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出・献上された資料やその写が多く、作成者・出所先・内容などが多岐におよぶ。このため本節で

は、内容分類を行わず、おおむね年代順になるように掲載した。

３　秋田領内支配（正徳・享保期～嘉永期）（448点） 前節に続き、領内支配や家中支配に関

連する資料を収めた。収集・提出資料が中心であった前節と異なり、藩政を通じて作成・保管され

た資料が中心と考えられる。よって本節では、内容分類のうえ収めた。

「（１）仰渡」には8代義敦・9代義和・10代義厚を中心に家中への被仰渡など94点、「（２）書

上・書状」には家臣による願書や伺書など70点、「（３）儀礼・儀式」には家臣の出仕儀礼や藩主

の系図上覧などの儀式に関する記録・絵図105点を収めた。

「（４）留書」には藩主の日光参詣や領内巡行記録をはじめ、文化期の「用向書留」14冊、江戸

屋敷の事例を書き上げた「古来勤書」12冊などあわせて89点、「（５）財用」には「御納戸諸入用

書付」など9点、「（６）旗・幕紋」には「御家臣軍旗紋章帳」など10点を収めた。

「（７）佐竹鼎一件」には、佐竹鼎義路の失脚をはじめとして、弘化3年(1846)の義厚死去にとも

なう家老・一門の動向に関する書状や覚書など44点を収めた。

「（８）諸役帳」には、秋田藩の役職名と藩士名が短冊状に並べられた、嘉永期の人事一覧をあ

らわす資料3点を収めた。

４　江戸御用状（110点） 江戸留守居から国元秋田にあてた御用状を収めた。ほとんどの書状

が根岸惣内と山方杢助の2名から黒沢采女・後藤七右衛門・沼井四郎兵衛の3名にあてられている。

作成年次は不明であるが、その内容から万治2～3年(1659～1660)と推測できる書状が含まれる。ま

た根岸惣内から疋田斎・国安造酒にあてた書状14点も、やはり年次不明であるが、寛文4年(1664)

と推測できるものが含まれる。2代藩主義隆の代における秋田藩の江戸と国元の情報伝達の様子を

うかがうことができる資料といえる。

５　その他（134点） 「（１）蔵書」には「藩翰譜」「改選諸家系譜」など96点を収めた。なお

「改選諸家系譜」には、江戸屋敷に設置された講釈所日知館の図書印がみられる。

Ⅳ．幕末維新秋田藩資料　1299点

本章に収めた秋田藩資料は、前章に収めた資料とは異なり、御記録方による整理・保管を経るこ

となく、12代藩主義堯のもとで整理・保管された状態で伝来したと考えられる。そこで資料の整

理・保管状況の相違を基準に、安政期から廃藩置県にいたる明治初期までの資料を本章に収めた。

１　幕府・朝廷・諸藩（安政期～慶応期）（459点） 嘉永7（安政元）年(1854)から慶応3年

(1867)までの書状類を中心とした資料を、おおむね時系列順に収めた。

義堯は、ペリー来航の際に11代藩主義睦の名代として江戸城に登城するなど、安政4年(1857)の

藩主就任前から重責を担っている。このため、嘉永7(安政元)年頃からの資料が義堯のもとでまと

まって整理・保管されたと考えられる。また、書状類の多くには義堯自身と思われる筆跡で包紙に

日付や内容が記載されている。

２　戊辰戦争（145点） 前節に続き、慶応4（明治元）年の戊辰戦争に関する資料を、おおむ

ね時系列順に収めた。徳川慶喜追討の沙汰書にはじまり、奥羽鎮撫総督や伊達氏・津軽氏との書状、

秋田の戦局を伝える書状類、南部美濃護送や由利・庄内地方取締りなどの戦後処理に関する総督府

や行政府の通達が含まれる。

３　新政府・諸藩（明治初期）（158点） 慶応4年から廃藩置県を経た明治5年(1872)頃までの資

料を、おおむね時系列順に収めた。太政官・行政官・弁官からの達書をはじめ、酒田民政局・按察

使・開拓使からの達書なども含まれる。

４　秋田領内支配（安政期～明治初期）（290点） 安政期以降の領内支配・家中支配に関連す
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る資料を、内容分類のうえ収めた。

「（１）仰渡」には11代義睦・12代義堯による家臣への被仰渡など71点、「（２）書上・書状」に

は「江戸来書控」などを含む家臣の書状など23点、「（３）儀礼・儀式」には家臣の出仕儀礼や藩

主の系図上覧などの儀式に関する記録28点、「（４）財用」には納戸の備高や支払いに関する記録

など27点を収めた。

「（５）判物改」には嘉永7（安政元）年(1854)と安政7（万延元）年(1860)の判物改記録3点、

「（６）江戸屋敷」には、天保期以来の江戸屋敷交替の記録や明治初期までの屋敷地に関する記録

23点を収めた。

「（７）東家一件」には安政4～5年(1857～58)の佐竹中務義祚失脚に関する資料30点、「（８）男

鹿異国船渡来」には安政6年7月に男鹿門前村にロシア蒸気船が渡来した一件に関する記録9点、

「（９）藩主巡見」には文久元年(1861)の藩主義堯の領内巡見記録9点、「（10）上方館入」には文久3

年の義堯上京中の御用商人や関係寺院に関する記録9点を収めた。

「（11）大滝入湯」には慶応2年(1866)の藩主義堯の大滝温泉入湯に関する記録16点、「（12）討死

母妻御酒被下」には明治3年(1870)の戊辰遺族への被仰渡など4点、「（13）二三男軍功調」には軍功

調に関する記録5点、「（14）公務控」には明治3～5年にかけての「公務控」13点、「（15）上書」に

は献上金に関する御用達商人那波三郎右衛門上書4点と明治4年の常陸国久慈郡増井村正宗寺上書3

点を収めた。

５　御手控（107点） 年始・節分・玄猪・年忘などの年中行事、入部着城・系図拝見・家臣出

仕などの城内儀礼、上使出迎・口宣頂戴・拝領物拝見などの儀礼、上京・領内巡行・寺院参詣など

の行程に関する手控などを収めた。

６　宇都宮孟綱日記（140点） 天保12年(1841)に秋田藩家老に就任した宇都宮孟綱の自筆記録

を収めた。天保12年6月から明治元年(1868)12月までの日記119冊、旅中日記7冊、江戸来書御用留

書など14冊を年代順に収めた。佐竹家に伝来した経緯は不明であるが、幕末の秋田藩の動向を詳

細にうかがうことができる資料といえる。

Ⅴ．近代佐竹家資料　785点

本章には、「Ⅰ．近世佐竹家資料」に続き、12代藩主佐竹義堯の藩主在任期以降の佐竹家に関す

る資料を収めた。

１　冠婚葬祭（192点） 「（１）入部」には義堯の秋田入部記録のほか、諒鏡院（前藩主義睦

室）や雅姫・鐶姫（ともに義堯娘）の下国や江戸登の記録など18点、「（２）誕生・成人儀礼」に

は義堯子女を中心とした記録48点、「（３）御目見・家督・昇進」には義堯の家督相続や叙任に関

する記録など35点を収めた。「（４）婚礼」には義堯の婚礼記録など13点、「（５）葬礼」には安政

期から明治39年(1906)までの諸記録55点、「（６）祭礼」には、明治5年の八幡宮祭礼や源義光を祀

る明治10年の大祖祭典の記録など23点を収めた。

２　家政（279点） 「（１）日記」には、江戸浅草屋敷御寄附間、同手代役、秋田のし祐筆局

などで纏められた日記類105点を収めた。「（２）勘定帳」には御錠前役所による「金銀請払帳」

「御勘定帳」をはじめ、江戸・大坂への呉服などの注文帳や女中給金帳など174点を収めた。なお

錠前役は江戸・秋田双方に設置されたが、勘定帳は両者作成分が混在した状態である。両者を区別

して整理する必要があるが、内容による判断が困難な記録もあり、従来の整理状態のまま収めた。

３　通達・届書（169点） 明治4年(1871)の廃藩置県以降、各省庁や東京府などから佐竹家にあ

てられた呼出状などの通達、また佐竹家から提出された願書や申請書などを収めた。

明治4～8年頃を中心とした戸籍に関わる提出書類が多いが、八坂丸外債に関わる太政官布達や
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司法省通達、外賓の屋敷庭園見学を依頼する外務省達書、内務省からの「真澄遊覧記」返却の通達、

西南戦争への寄付拠出による銀杯下賜の太政官達書など、その内容は多岐におよぶ。

４　華族（31点） 明治7～11年の華族会館関係書類をはじめ、明治9～11年の第十五国立銀行

設立関係書類、南部利義一件を主とした明治10～12年の宗族書類、明治9～17年の宮中麝香間祗候

関係書類などを収めた。

５　戊辰戦史編纂（63点） 明治18年から進められた佐竹家による戊辰戦史編纂に関わり収

集・作成された資料を収めた。旧藩士から提出された軍功書上、評定所日記の軍事書抜などが含ま

れる。また、これらの資料に基づき纏められた「戊辰秋田勤王記」「戊辰秋田戦争記」の執筆原稿

や凡例原稿も含まれる。

６　その他（51点） 「（１）目録」には佐竹家に伝来した蔵書・武具・什器ほか諸道具の目録

類50点を収めた。なお蔵書目録には近世期の目録も含まれるが、一括して本節に収めた。

「（２）雅姫書状」には当時7歳の雅姫が父義堯にあてた書状1点を収めた。

参考資料について

「佐竹文庫」利用の参考資料として、「佐竹氏略系図（１）」「佐竹氏略系図（２）」「秋田藩主佐

竹家歴代一覧」を次ページ以降に掲載した。

「佐竹氏略系図（１）」は、家譜に基づき佐竹氏初代を源義光とし、最後の秋田藩主佐竹義堯ま

でをまとめた系図である。「佐竹氏略系図（２）」は、近世後期から幕末維新期について、「佐竹文

庫」中に関連資料が含まれる人物を中心として掲載した系図である。藩主子女については、「佐竹

文庫」中に関連資料が含まれる者に限り掲載した。なお、「略系図」はいずれも「佐竹文庫」に収

められた家譜・系図類に基づき作成した。

「秋田藩主佐竹家歴代一覧」は、家譜・系図類や「国典類抄」などに基づき作成した。生没年月

日は公儀届出ではなく事実日としたが、資料により若干の差異がある。また夫人については、「佐

竹文庫」中に関連資料が含まれる者に限り掲載した。

参考：「100年のあゆみ　－秋田県立図書館創立100周年記念誌－」（平成12年8月）

「秋田県立秋田図書館所蔵　佐竹文庫目録壱」（昭和30年3月）

「秋田県立秋田図書館所蔵　佐竹文庫目録弐・参」（昭和32年4月）
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Ⅰ．近世佐竹家資料

１　領知・叙任

(1) 領知判物・朱印状

AS317-6-2-1 権現様御判物写 慶長7年(1602) 佐竹侍従 切紙
7月27日

〈包紙〉天保二年御納戸御判物御引合ニ而

AS317-6-2-2 権現様御判物写 慶長7年(1602) 佐竹侍従 切紙
7月27日

〈包紙〉

AS317-7-1 権現様御判物 慶長7年(1602) 佐竹侍従 竪紙
7月27日

〈包紙〉

AS317-7-2 権現様御判物 慶長7年(1602) 佐竹侍従 竪紙
7月27日

〈包紙〉

AS317-8 権現様御判物写 慶長7年(1602) 佐竹侍従 切紙
7月27日

〈包紙〉

AS317-19-2 厳有院様御判物写 寛文4年(1664) 秋田侍従 切紙
4月5日

〈包紙〉(19-1～19-2まで同一包紙)

AS317-21-1 厳有院様御判物 寛文4年(1664) 秋田侍従 竪紙
4月5日

包紙2枚あり

AS317-21-2 厳有院様御判物 寛文4年(1664) 秋田侍従 竪紙
4月5日

〈包紙〉

AS317-24-1 常憲院様御判物 貞享元年(1684) 秋田侍従 竪紙
9月21日

包紙2枚あり

AS317-24-2 常憲院様御判物 貞享元年(1684) 秋田侍従 竪紙
9月21日

〈包紙〉
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AS317-25-2 常憲院様御判物写 貞享元年(1684) 秋田侍従 切紙
9月21日

〈包紙〉貞享元年常憲院様御判物写入并御添目録壱通

AS317-41-2 文照院様御判物写 正徳2年(1712) 秋田侍従 竪紙
4月11日

AS317-43-1 文照院様御判物 正徳2年(1712) 秋田侍従 竪紙
4月11日

〈包紙〉正徳二年壬辰四月十九日義路公御登城之度将軍家宣公於御前御頂戴之御判物、包紙2枚あり

AS317-43-2 文照院様御判物 正徳2年(1712) 秋田侍従 竪紙
4月11日

〈包紙〉

AS317-44-1 文照院様御判物写 正徳2年(1712) 秋田侍従 切紙
4月11日

〈包紙〉正徳二年壬辰四月十九日御登城御拝領被遊候御判物写、包紙2枚あり

AS317-44-2 文照院様御判物写 正徳2年(1712) 秋田侍従 切紙
4月11日

AS317-50 有徳院様御判物 享保2年(1717) 秋田侍従 竪紙
8月11日

〈包紙〉

AS317-51-2 吉宗公御判物写 享保2年(1717) 秋田侍従 切紙
8月11日

AS317-52 当将軍吉宗公御判物写 享保2年(1717) 秋田侍従 切紙
8月11日

AS317-57-1 有徳院様御判物写 享保19年(1734) 秋田侍従 切紙
12月11日

〈包紙〉(57-1～57-2まで同一包紙）

AS317-58-1 有徳院様御朱印 享保19年(1734) 秋田侍従 竪紙
12月11日

包紙2枚あり

AS317-58-2 有徳院様御朱印写 享保19年(1734) 秋田侍従 切紙
12月11日

〈包紙〉

AS317-63-2 惇信院様御判物写 延享3年(1746) 秋田少将 切紙
10月11日

〈包紙〉(63-1～63-2まで同一包紙）
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AS317-64-1 惇信院様御判物 延享3年(1746) 秋田少将 竪紙
10月11日

包紙2枚あり

AS317-64-2 惇信院様御判物写 延享3年(1746) 秋田少将 切紙
10月11日

〈包紙〉

AS317-66 家治公御判物 宝暦11年(1761) 佐竹秀丸 竪紙
10月21日

〈包紙〉

AS317-68-2 浚明院様御判物写 宝暦11年(1761) 佐竹秀丸 切紙
10月21日

〈包紙〉(68-1～68-2まで同一包紙）

AS317-79-2 家斉公御判物写 天明8年(1788) 佐竹次郎 切紙
3月5日

〈包紙〉(79-1～79-2まで同一包紙）

AS317-107-1 家慶公御判物 天保10年(1839) 秋田少将 竪紙
3月5日

〈包紙〉

AS317-107-2 家慶公御判物 天保10年(1839) 秋田少将 竪紙
3月5日

〈包紙〉

AS317-107-3 家慶公御判物 天保10年(1839) 秋田少将 竪紙
3月5日

(2) 領知目録

AS317-19-1 厳有院様御判物御目録写 寛文4年(1664) 永井伊賀守尚庸・ 佐竹修理大夫 切紙(3)
4月5日 小笠原山城守長頼

判物添目録、付札2枚、〈包紙〉(19-1～19-2まで同一包紙）

AS317-20 出羽国之内秋田仙北御高目 寛文4年(1664) 継紙
録 5月13日

AS317-25-1 常憲院様御判物御目録写 貞享元年(1684) 本多淡路守忠常・ 佐竹右京大夫 切紙(3)
9月21日 牧野因幡守冨成

判物添目録、〈包紙〉貞享元年常憲院様御判物写入并御添目録壱通

AS317-41-1 文照院様御判物御目録写 正徳2年(1712) 松平備前守・ 佐竹大膳大夫 竪紙(2)
4月11日 安藤右京亮

判物添目録(2枚に分割）、〈包紙〉文照院様御判物写
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AS317-42 御領知目録写 正徳2年(1712) 松平備前守・ 佐竹大膳大夫 継紙
4月11日 安藤右京亮

判物添目録、〈包紙〉御領知目録写、包紙2枚あり

AS317-49 御判物御添目録写 享保2年(1717) 石川近江守総茂・ 佐竹右京大夫 継紙
8月18日 朽木民部少輔稙元

〈包紙〉享保二年御判物御添目録写 壱通

AS317-51-1 吉宗公御目録写 享保2年(1717) 石川近江守総茂・ 佐竹右京大夫 切紙
8月18日 朽木民部少輔稙元

AS317-56 領知目録 享保19年(1734) 本多中務大輔・ 佐竹右京大夫 継紙
12月11日 松平伊豆守・

酒井讃岐守・
松平左近将監

包紙2枚あり

AS317-57-2 有徳院様御判物御目録写 享保19年(1734) 本多中務大輔・ 佐竹右京大夫 切紙
12月11日 松平伊豆守・

酒井讃岐守・
松平左近将監

判物添目録、〈包紙〉(57-1～57-2まで同一包紙）

AS317-63-1 惇信院様御判物御目録写 延享3年(1746) 本多紀伊守・ 佐竹右京大夫 切紙(2)
10月11日 秋元摂津守

〈包紙〉(63-1～63-2まで同一包紙）

AS317-65 御領知目録 延享3年(1746) 本多紀伊守・ 佐竹右京大夫 継紙
10月11日 秋元摂津守

AS317-126-4 惇信院様領知目録写 延享3年(1746) 本多紀伊守正・ 佐竹右京大夫 継紙
10月11日 秋元摂津守凉朝

AS317-67 領知目録 宝暦11年(1761) 戸田采女正氏英・ 佐竹秀丸 継紙
10月21日 松平和泉守乗佑

AS317-68-1 浚明院様御判物御目録写 宝暦11年(1761) 戸田采女正氏英・ 佐竹秀丸 切紙(3)
松平和泉守乗佑

〈包紙〉(68-1～68-2まで同一包紙）

AS317-126-2 浚明院様領知目録写 宝暦11年(1761) 戸田采女正氏英・ 佐竹秀丸 継紙
10月21日 松平和泉守乗佑

AS317-69 御領知目録写 天明8年(1788) 青山大膳亮・ 佐竹次郎 継紙
3月5日 松平右京亮

AS317-70 御領知目録写 天明8年(1788) 竪帳(8)
3月5日

天明9年写
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AS317-79-1 家斉公御判物御目録写 天明8年(1788) 青山大膳亮幸完・ 佐竹次郎 切紙(3)
3月5日 松平右京亮輝和

〈包紙〉(79-1～79-2まで同一包紙）

AS317-80 御領知目録 天明8年(1788) 青山大膳亮幸完・ 佐竹次郎 継紙
3月5日 松平右京亮輝和

包紙2枚あり

AS317-126-5 文恭院様領知目録写 天明8年(1788) 青山大膳亮幸完・ 佐竹次郎 継紙
3月5日 松平右京亮輝和

AS317-109 御領知目録写 天保10年(1839) 牧野備前守忠雅・ 佐竹右京大夫 継紙
3月5日 本多下総守康禎

包紙2枚あり

AS317-126-1 慎徳院様領知目録写 天保10年(1839) 牧野備前守忠雅・ 佐竹右京大夫 継紙
3月5日 本多下総守康禎

AS317-126-3 家茂公領知目録写 安政7年(1860) 松平大隅守親良・ 佐竹右京大夫 継紙
3月5日 松平右京亮輝聴

(3) 宣旨・口宣案

AS317-72-1 佐竹義宣任左近衛権中将口 寛永3年(1626) 切紙
宣案 8月19日

〈包紙〉天英公中将御昇進口宣写二通（72-1～72-2まで同一包紙）

AS317-72-2 佐竹義宣叙従四位上口宣案 寛永3年(1626) 切紙
8月19日

AS317-72-3 佐竹義隆任左近衛権少将宣 寛文6年(1666) 切紙
旨 12月28日

AS317-72-4 天山公･宗見公冠掛免許状写 2月3日 飛鳥井雅章 秋田侍従 切紙

蹴鞠、紫組冠懸免許の事、〈包紙〉

AS317-72-5 佐竹義隆任左近衛権少将宣 寛文6年(1666) 切紙
旨 12月28日

〈端書〉侍従源義隆朝臣任左少将宣旨、〈包紙〉天山公被任侍従少将口宣写五通（72-5～72-9まで同一包紙）

AS317-72-6 佐竹義隆任侍従宣旨 寛永3年(1626) 切紙
8月19日

AS317-72-7 佐竹義隆任侍従口宣案 寛永3年(1626) 切紙
8月19日
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AS317-72-8 佐竹義隆叙従四位下口宣案 寛永3年(1626) 切紙
8月19日

AS317-72-9 佐竹義隆任左近衛権少将口 寛文6年(1666) 切紙
宣案 12月28日

AS317-72-10 佐竹義処任侍従宣旨 寛文9年(1669) 切紙
12月27日

〈包紙〉宗見公侍従成口宣宣旨写 二通（72-10～72-11まで同一包紙）

AS317-72-11 佐竹義処任侍従口宣案 寛文9年(1669) 切紙
12月27日

AS317-72-12 佐竹義知任左近衛将監宣旨 寛文10年(1670) 切紙
12月28日

「源義知任左近衛将監宣旨」と貼紙あり

AS317-72-13 佐竹義知任左近衛将監口宣 寛文10年(1670) 切紙
案 12月28日

AS317-72-14 佐竹義知叙従五位下口宣案 寛文10年(1670) 切紙
12月28日

AS317-72-15-1 佐竹義峰任左近衛権少将口 延享元年(1744) 切紙
宣案 12月16日

〈包紙〉義峰公口宣案写 五通（72-15-1～72-18まで同一包紙）

AS317-72-15-2 佐竹義峰叙従四位下口宣案 正徳5年(1715) 切紙
12月18日

AS317-72-16 佐竹義峰任右京大夫口宣案 正徳5年(1715) 切紙
12月18日

AS317-72-17 佐竹義峰任侍従口宣案 正徳5年(1715) 切紙
12月18日

AS317-72-18 佐竹義峰叙従五位下口宣案 正徳5年(1715) 切紙
12月18日

AS317-72-19 佐竹義堅叙従四位下口宣案 享保17年(1732) 切紙
12月16日

〈包紙〉義堅公口宣案写 三通（72-19～72-21まで同一包紙）

AS317-72-20 佐竹義堅任豊前守口宣案 享保5年(1720) 切紙
12月18日

AS317-72-21 佐竹義堅叙従五位下口宣案 享保5年(1720) 切紙
12月18日
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AS317-72-22 佐竹義真任左兵衛督口宣案 延享3年(1746) 切紙
12月18日

〈包紙〉義真公口宣案写 四通（72-22～72-25まで同一包紙）

AS317-72-23 佐竹義真叙従五位下口宣案 延享3年(1746) 切紙
12月18日

AS317-72-24 佐竹義真任侍従口宣案 寛延2年(1749) 切紙
12月18日

AS317-72-25 佐竹義真叙従四位下口宣案 延享3年(1746) 切紙
12月18日

AS317-72-26 佐竹義局任右京大夫口宣案 宝暦3年(1753) 切紙
12月18日

〈包紙〉義局公口宣案写 四通（72-26～72-29まで同一包紙）

AS317-72-27 佐竹義局叙従五位下口宣案 宝暦3年(1753) 切紙
12月18日

AS317-72-28 佐竹義局叙従四位下口宣案 宝暦3年(1753) 切紙
12月18日

AS317-72-29 佐竹義局任侍従口宣案 宝暦3年(1753) 切紙
12月18日

２　佐竹氏系図

AS288.2-1 四家并惣系図 竪帳(107)

貴志安左衛門献

AS288.2-2 清和源氏御系図写 延宝3年(1675) 軸装
2月10日

〈端裏〉中院家蔵源氏系図写、〈包紙〉清和源氏御系図壱巻、右者中院家より被遣之御系図之写

AS288.2-3 清和源氏御系図 延宝3年(1675) 継紙
2月10日

〈端裏〉延宝三年乙卯二月十日先達中院大納言殿ヨリ参候清和源氏之御系図三宅道的写候而今日御前江指上

候、右梅津半右衛門忠宴日記ニ在、〈包紙〉清和源氏御系図壱巻、中院家ヨリ被遣之本書

AS288.2-4 本朝四姓系図 橘平源藤原 慶長20年(1615) 鵜沼三郎左衛門 継紙

〈包紙〉

AS288.2-5 源氏系図 継紙

頼義－義家－義綱－義光、ほか1点あり
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AS288.2-6 古本佐竹系図 天文6年(1537) 竪帳(12)
9月23日

頼義～義篤、酒出季親所蔵

AS288.2-7 古本佐竹系図写 天文6年(1537) 竪帳(10)
9月23日

頼義～義篤、酒出季親所蔵古本之写

AS288.2-8 佐竹系図草案 天文24年(1555) 竹閑斎　 竪帳(12)
3月7日

義重～義昭、宇留野九助勝休所蔵

AS288.2-9 佐竹系図 天文24年(1555) 竹閑斎 竪帳(10)
3月7日

義重～義昭、宇留野九助勝休所蔵

AS288.2-10 佐竹系図 全 天文25年(1556) 小瀬宮内大輔義貞 竪帳(11)
4月

清和天皇～義昭、小瀬氏家蔵、小田野和泉入道書之

AS288.2-11 佐竹系図 全 写 天文25年(1556) 小瀬宮内大輔義貞 竪帳(9)
4月

清和天皇～義昭、小瀬氏家蔵、小田野和泉入道書之

AS288.2-12 御系図稿 中村光得 竪帳(45)

源姓佐竹氏系図、義光～義格

AS288.2-13 御系図写 元禄10年(1697) 高根六郎兵衛 横帳(5)
4月

清和天皇～義隆、〈包紙〉御系図入

AS288.2-14 佐竹系図 元禄14年(1701) 木村立 継紙

清和天皇～義隆、箱あり、袋あり

AS288.2-15 異本佐竹系図 元禄14年(1701) 中村光得 竪帳(34)
3月

水戸本、諸家系図巻之十九、清和天皇～義処

AS288.2-16 佐竹系図引証本 元禄14年(1701) 中村光得 竪帳(134)
3月

草稿

AS288.2-17 佐竹系図略、中院家到来系 元禄14年(1701) 中村光得 竪帳(40)
図正誤 12月

合冊、大島小助宛桜木右近書状写もあり

AS288.2-21-1 佐竹系図略 享保3年(1718) 木村立 横帳(16)
3月

御系図草稿、〈包紙〉(21-1～21-2まで同一包紙）、包紙3枚あり

－8－

佐竹文庫目録

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－9－

AS288.2-21-2 木村立覚書 享保4年(1719) 木村立 折紙
11月20日

佐竹系図の軸についての覚

AS288.2-32 続系譜別録 弘化4年(1847) 佐竹次郎義睦 竪帳(25)
9月

義処～義厚

AS288.2-33 源姓佐竹氏総系図 宝永3年(1706) 中村光得 竪帳(133)
3月15日

義光～義峰、草稿

AS288.2-34 御系図御書継草稿 安政5年(1858) 竪帳(3)

義睦－義就、〈包紙〉

AS288.2-36 続御系譜稿 竪帳(16)

義処～義敦

AS288.2-37 佐竹代々系図 竪帳(10)

義光～義宣、水戸光明院所蔵写

AS288.2-38 佐竹并諸家系図 竪帳(43)

常州増井正宗寺蔵書四冊之内

AS288.2-39 佐竹并諸家系図 竪帳(233)

常州古内清音寺蔵書

AS288.2-40 佐竹世系図 竪帳(27)

義光～義厚

AS288.2-41 佐竹系図 全 竪帳(13)

清和天皇～義舜、長山氏家蔵

AS288.2-42 佐竹系図 竪帳(14)

藤沢道場所蔵

AS288.2-43 御系図稿 中村光得 竪帳(43)

源姓佐竹氏系図、清和天皇～義格

AS288.2-44 御系図草稿 中村光得 竪帳(43)

源姓佐竹氏系図、清和天皇～義格

AS288.2-45 源氏系図 写 竪帳(37)

清和天皇～義盛、北酒出伝四郎忠房家蔵写
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AS288.2-46 源氏系図 竪帳(37)

清和天皇～義盛、北酒出伝四郎忠房家蔵

AS288.2-47 佐竹系図 全 写 竪帳(11)

清和天皇～義篤、長山氏家蔵写

AS288.2-48 佐竹御系図引用諸系譜書籍 竪帳(35)

義光～義宣

AS288.2-49 四家並佐竹御家来衆之系図 竪帳(51)

AS288.2-50 佐竹家系譜 竪帳(142)

義光伝～義宣弟伝

AS288.2-51 引証佐竹世系大成 附分流系 木村立 竪帳(38)

AS288.2-52 佐竹家蔵旧本諸系図目録 竪帳(15)

AS288.2-53 佐竹歴世牌子記 正徳元年(1711) 継紙

（朱書）文化拾四年天徳寺ヨリ御引上ケ、箱書に「御先祖并諸金枝官名法号連譜入」とあり（53～54まで同

一箱）

AS288.2-54 佐竹家系図 継紙

清和天皇～義敦、4枚断裂

AS288.2-55 寛永御系図 寛永18年(1641) 継紙
4月

貞純親王～義隆、包紙2枚あり

AS288.2-56 佐竹系図 継紙

清和天皇～義宣、〈端裏〉(朱書）小林兵右衛門献

AS288.2-57 佐竹家系図 継紙

貞純親王～義宣

AS288.2-58-1 佐竹家系図 享保4年(1719) 継紙
3月18日

義重－義宣、〈包紙〉亥三月九日被仰渡候略御系弐巻考控（58-1～58-2まで同一包紙）

AS288.2-58-2 佐竹家系図 享保4年(1719) 継紙
3月18日

義重～義峰

AS288.2-59 佐竹家系図 継紙

義光～義宣
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AS288.2-60 御当家御系図 酉 木村松軒 継紙

清和天皇～義昭、〈包紙〉、5枚に分割

AS288.2-92 桜木右近ヨリ差出セル御先 （桜木右近） （大島小助） 切紙
代御系図

包紙2枚あり

AS288-9-1 佐竹歴世牌子記 竪帳(12)

蓮舜（昌義）～覚性院（義処妾）、9-2と同じもの

AS288-9-2 佐竹歴世牌子記 竪帳(12)

蓮舜（昌義）～覚性院（義処妾）、9-1と同じもの、包紙2枚あり

AS288-18 佐竹暦世牌子記 正徳元年(1711) 継紙
8月

蓮舜（昌義）～覚性院（義処妾）

AS288-38 略縁起抜書 附太田御城古実 寛政4年(1792) 水戸天神林佐竹寺 竪帳(17)
9月

佐竹寺の縁起、佐竹氏の系図抜書、太田城の故実を記したもの

AS288-53 御代々様御法名 竪帳(19)

蓮舜～天樹院

AS288-55 御代々様御称号 竪帳(12)

義光～義厚

AS288.2-22 佐竹義寘系譜 佐竹右京大夫 竪帳(4)

義寘～義真

AS288.2-23 佐竹義寘系譜引証本草稿 竪帳(5)

義寘～義真

AS288.2-24 佐竹義寘系譜 弘化3年(1846) 佐竹次郎 竪帳(6)
9月

義寘～義真

AS288.2-25 義寘君御系譜稿 竪帳(5)

義寘～義真

AS288.2-26 佐竹義寘系譜草稿 佐竹右京大夫 竪帳(3)

義寘～義真

AS288.2-27 義寘公家譜 撰者田崎治左衛門 竪帳(7)
秀満・校正太田治
太夫成章・筆者関
口左太夫某

義寘～義真

Ⅰ．近世佐竹家資料
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AS288.2-28 佐竹義寘系譜 寛政11年(1799) 佐竹右京大夫 竪帳(7)
8月

義寘～義真

AS288.2-29 続系譜 寛政11年(1799) 佐竹右京大夫義和 竪帳(7)
8月

右京大夫義和代

AS288.2-30 佐竹義寘系譜 寛政11年(1799) 佐竹右京大夫 竪帳(7)
8月

義寘～義真

AS288.2-31 佐竹義寘系譜 弘化4年(1847) 佐竹次郎 竪帳(4)
9月

義寘～義真

AS288.2-68-2 佐竹分流系譜 継紙

義寘～義真

AS288.2-68-3 鳥越御系図 継紙

AS288.2-68-4 鳥越御系図 継紙

〈包紙〉鳥越御系譜 土屋新之丞従江戸表持参分

AS288-62 御証文被渡置時被仰渡御 宝永6年(1709) 竪帳(9)
書付控 正月

佐竹家分流証文並系図

AS289-14 佐竹義堅系図加記書 切紙(2)

〈包紙〉

AS288.2-63 佐竹北氏系図 宝永5年(1708) 継紙
9月2日

義信～義命、秋田史館の青印あり、〈包紙〉

AS288.2-64 北之系図 継紙

義人～義廉、〈包紙〉鑑照院様御代より北之系図

AS288.3-111 佐竹義格判物 宝永5年(1708) 義格 主計 切紙
9月2日

北家由緒について、〈包紙〉

AS288.3-112 北家願書へ御附札を以被 文化10年(1813) 佐竹河内 横帳(2)
仰渡候控 11月

北家由緒について、〈包紙〉
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AS317-99-1-1 佐竹河内宛御証文写 文政11年(1828) 河内 継紙

佐竹河内家由緒について

AS317-99-1-2 佐竹河内宛御証文写 文政6年(1823) 河内 切紙

AS288.2-19-1 佐竹小場氏系図 継紙

義久～義方、箱書に「此御証文一通并小場家系図一巻者天祥院様御代佐竹六郎義方被下之候処故有之、継子

石見義暄数度就愁訴享保二十一年辰二月可被遂御吟味候間先可致返上旨被仰付者也、追而御吟味有之筈」と
あり（19-1～19-2まで同一箱）、〈包紙〉小場家御証文并系図、外ニ御直書写（19-1のみ）、包紙2枚あり

AS288.2-19-2 佐竹義格証文 宝永5年(1708) 義格 六郎 切紙
9月2日

〈包紙〉天祥院様御代佐竹六郎ニ被下置候御証文壱通并系図一巻、享保廿一辰三月四日佐竹石見方より黒沢

宇一郎を以指上候（19-2のみ）、包紙2枚あり

３　佐竹家譜

(1) 家譜

AS288-1-1 自佐竹第一世義光至同第九 天喜3～嘉元3年 竪帳(46)
世行義家譜 (1055～1305)

佐竹家譜一

AS288-1-2 佐竹第十世貞義家譜 弘安10～文和元年 竪帳(24)
(1287～1352)

佐竹家譜二

AS288-1-3 佐竹第十一世義篤家譜 応長元～康安2年 竪帳(42)
(1311～1362)

佐竹家譜三

AS288-1-4 佐竹第十二世義宣・同第十 貞和2～応永14年 竪帳(35)
三世義盛家譜 (1346～1407)

佐竹家譜四

AS288-1-5 佐竹第十四世義人家譜 応永7～応仁2年 竪帳(37)
(1400～1468)

佐竹家譜五

AS288-1-6 佐竹第十五世義俊・同第十 応永27～延徳2年 竪帳(20)
六世義治家譜 (1420～1490)

佐竹家譜六

Ⅰ．近世佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－14－

AS288-1-7 佐竹第十七世義舜家譜 文明2～永正14年 竪帳(48)
(1470～1517)

佐竹家譜七

AS288-1-8 佐竹第十八世義篤家譜 永正4～天文13年 竪帳(22)
(1507～1544)

佐竹家譜八

AS288-1-9 佐竹第十九世義昭家譜 享禄4～永禄8年 竪帳(26)
(1531～1565)

佐竹家譜九

AS288-1-10 佐竹第二十世義重家譜 上 天文16～天正5年 竪帳(74)
(1547～1577)

佐竹家譜十

AS288-1-11 佐竹第二十世義重家譜 中 天正6～13年 竪帳(42)
(1578～1585)

佐竹家譜十一

AS288-1-12 佐竹第二十世義重家譜 下 天正14～慶長17年 竪帳(64)
(1586～1612)

佐竹家譜十二

AS288-8-1 佐竹第二十一世義宣家譜 一 元亀元～天正17年 竪帳(63)
(1570～1589)

AS288-8-2 佐竹第二十一世義宣家譜 二 天正18～慶長3年 竪帳(64)
(1590～1598)

AS288-8-3 佐竹第二十一世義宣家譜 三 慶長4～7年 竪帳(49)
(1599～1602)

AS288-8-4 佐竹第二十一世義宣家譜 四 慶長7～19年 竪帳(103)
(1602～1614)

AS288-8-5 佐竹第二十一世義宣家譜 五 元和5年(1619) 竪帳(93)

AS288-8-6 佐竹第二十一世義宣家譜 六 元和6～7年 竪帳(74)
(1620～1621)

AS288-6 佐竹義宣家譜稿 寛永元年(1624) 竪帳(82)

後半は寛政元年の記録

AS288-7 佐竹義宣譜 元亀元～寛永10年 佐竹義脩 竪帳(72)
(1570～1633)

明治6年作成

佐竹文庫目録
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AS288-1-13 佐竹第二十二世義隆家譜 上 慶長14～寛永20年 竪帳(70)
(1609～1643)

佐竹家譜二十五

AS288-1-14 佐竹第二十二世義隆家譜 下 正保元～寛文11年 竪帳(118)
(1644～1671)

佐竹家譜二十六

AS288-1-15 佐竹第二十三世義処家譜 上 寛永14～寛文12年 竪帳(58)
(1637～1672)

佐竹家譜二十七

AS288-1-16 佐竹第二十三世義処家譜 中 延宝元～貞享4年 竪帳(80)
(1673～1687)

佐竹家譜二十八

AS288-1-17 佐竹第二十三世義処家譜 下 元禄元～16年 竪帳(79)
(1688～1703)

佐竹家譜二十九

AS288-1-18 佐竹第二十四世義格家譜 上 元禄7～宝永6年 竪帳(84)
(1694～1709)

佐竹家譜三十

AS288-1-19 佐竹第二十四世義格家譜 下 宝永7～正徳5年 竪帳(66)
(1710～1715)

佐竹家譜三十一

AS288-1-20 佐竹第二十五世義峰家譜 元禄3～寛延2年 竪帳(80)
(1690～1749)

佐竹家譜三十二

AS288-1-21 佐竹第二十六世義真公譜 享保17～宝暦3年 竪帳(79)
(1732～1753)

佐竹家譜三十二

AS288-1-22 佐竹二十七世義明公家譜 上 享保8～宝暦5年 竪帳(58)
(1723～1755)

佐竹家譜三十三

AS288-1-23 佐竹二十七世義明公家譜 下 宝暦6～8年 竪帳(65)
(1756～1758)

佐竹家譜三十四

AS288-1-24 義敦公譜 仁 寛延元～宝暦13年 竪帳(81)
(1748～1763)

佐竹家譜三十五

Ⅰ．近世佐竹家資料
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AS288-1-25 義敦公譜 誼 明和元～8年 竪帳(86)
(1764～1771)

佐竹家譜三十六

AS288-1-26 義敦公譜 礼 安永元～5年 竪帳(78)
(1772～1776)

佐竹家譜三十七

AS288-1-27 義敦公譜 智 安永6～9年 竪帳(80)
(1777～1780)

佐竹家譜三十八

AS288-1-28 義敦公譜 信 天明元～5年 竪帳(83)
(1781～1785)

佐竹家譜三十九

AS288-1-29 義和公譜 甲 安永4～天明6年 竪帳(82)
(1775～1786)

佐竹家譜四十

AS288-1-30 義和公譜 乙 天明7～8年 竪帳(80)
(1787～1788)

佐竹家譜四十一

AS288-1-31 義和公譜 丙 寛政元年(1789) 竪帳(100)

佐竹家譜四十二

AS288-1-32 義和公譜 丁 寛政2～4年 竪帳(135)
(1790～1792)

佐竹家譜四十三

AS288-1-33 義和公譜 戊 寛政5～7年 竪帳(123)
(1793～1795)

佐竹家譜四十四

AS288-1-34 義和公譜 己 寛政8～12年 竪帳(138)
(1796～1800)

佐竹家譜四十五

AS288-1-35 義和公譜 庚 享和元～文化2年 竪帳(136)
(1801～1805)

佐竹家譜四十六

AS288-1-36 義和公譜 辛 文化3～4年 竪帳(112)
(1806～1807)

佐竹家譜四十七

佐竹文庫目録
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AS288-1-37 義和公譜 壬 文化5～8年 竪帳(118)
(1808～1811)

佐竹家譜四十八

AS288-1-38 義和公譜 癸 文化9～12年 竪帳(102)
(1812～1815)

佐竹家譜四十九

AS288-1-39 義厚公譜 甲 文化9～13年 竪帳(57)
(1812～1816)

佐竹家譜五十

AS288-1-40 義厚公譜 乙 文化14～文政3年 竪帳(66)
(1817～1820)

佐竹家譜五十一

AS288-1-41 義厚公譜 丙 文政4～6年 竪帳(55)
(1821～1823)

佐竹家譜五十二

AS288-1-42 義厚公譜 丁 文政7～8年 竪帳(68)
(1824～1825)

佐竹家譜五十三

AS288-1-43 義厚公譜 戊 文政9～11年 竪帳(89)
(1826～1828)

佐竹家譜五十四

AS288-1-44 義厚公譜 己 文政12～天保2年 竪帳(77)
(1829～1831)

佐竹家譜五十五

AS288-1-45 義厚公譜 庚 天保3～5年 竪帳(84)
(1832～1834)

佐竹家譜五十六

AS288-1-46 義厚公譜 辛 天保6～9年 竪帳(95)
(1835～1838)

佐竹家譜五十七

AS288-1-47 義厚公譜 壬 天保10～13年 竪帳(94)
(1839～1842)

佐竹家譜五十八

AS288-1-48 義厚公譜 癸 天保14～弘化3年 竪帳(77)
(1843～1846)

佐竹家譜五十九、題箋なし

Ⅰ．近世佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－18－

(2) 家譜引証本

AS288-20-1 義峰公家譜引証本 一 元禄3～享保2年 竪帳(111)
(1690～1717)

明和2年作成

AS288-20-2 義峰公家譜引証本 二 享保3～7年 竪帳(127)
(1718～1722)

AS288-20-3 義峰公家譜引証本 三 享保8～16年 竪帳(97)
(1723～1731)

AS288-20-4 義峰公家譜引証本 四 享保17～20年 竪帳(101)
(1732～1735)

AS288-20-5 義峰公家譜引証本 五 享保21～元文5年 竪帳(124)
(1736～1740)

AS288-20-6 義峰公家譜引証本 六 元文6～延享元年 竪帳(68)
(1741～1744)

AS288-20-7 義峰公家譜引証本 七 延享2～寛延2年 竪帳(88)
(1745～1749)

AS288-21-1-1 義峰公家譜引証本 一 正徳5～享保2年 竪帳(108)
(1715～1717)

明和2年作成、草稿本

AS288-21-1-2 義峰公家譜引証本 二 享保3～7年 竪帳(125)
(1718～1722)

AS288-21-1-3 義峰公家譜引証本 三 享保8～16年 竪帳(109)
(1723～1731)

AS288-21-1-4 義峰公家譜引証本 四 享保17～20年 竪帳(98)
(1732～1735)

AS288-21-1-5 義峰公家譜引証本 五 享保21～元文5年 竪帳(114)
(1736～1740)

AS288-21-1-6 義峰公家譜引証本 六 元文6～延享元年 竪帳(57)
(1741～1744)

AS288-21-1-7 義峰公家譜引証本 七 延享2～明和3年 竪帳(90)
(1745～1766)

末書に「円明院様御家譜書綴り可申被仰渡出来迄之次第覚書」とあり

佐竹文庫目録

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－19－

AS288-33-1 通霄公御譜引証本 一 享保17～寛保3年 竪帳(90)
(1732～1743)

寛政6年5月作成、全7冊

AS288-33-2 通霄公御譜引証本 二 寛保4～延享2年 竪帳(81)
(1744～1745)

AS288-33-3 通霄公御譜引証本 三 延享3～寛延2年 竪帳(84)
(1746～1749)

AS288-33-4 通霄公御譜引証本 四 寛延2～3年 竪帳(87)
(1749～1750)

AS288-33-5 通霄公御譜引証本 五 寛延4年(1751) 竪帳(173)

AS288-33-6 通霄公御譜引証本 六 宝暦2年(1752) 竪帳(138)

AS288-33-7 通霄公御譜引証本 七 宝暦3年(1753) 竪帳(105)

AS288-34-1 通霄公御譜引証本 一 享保17～寛保3年 竪帳(124)
(1732～1743)

草稿本、末書に「正左衛門宗六御清書御読合済」とあり

AS288-34-2 通霄公御譜引証本 二 寛保4～延享2年 竪帳(102)
(1744～1745)

AS288-34-3 通霄公御譜引証本 三 延享3～寛延2年 竪帳(110)
(1746～1749)

AS288-34-4 通霄公御譜引証本 四 寛延2～3年 竪帳(90)
(1749～1750)

AS288-34-5 通霄公御譜引証本 五 寛延4年(1751) 竪帳(173)

12月29日以下の記述あり

AS288-34-6 通霄公御譜引証本 六 宝暦2年(1752) 竪帳(124)

末書に「武藤礼治御清書丑九月晦日出来」とあり

AS288-34-7 通霄公御譜引証本 七 宝暦3年(1753) 竪帳(108)

AS288-35-1 恭温公御譜引証本 一 享保8～宝暦3年 竪帳(167)
(1723～1753)

御引証本草稿一

AS288-35-2 恭温公御譜引証本 二 宝暦4年(1754) 竪帳(144)

御引証本草稿二
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AS288-35-3 恭温公御譜引証本 三 宝暦5年(1755) 竪帳(129)

御引証本草稿三

AS288-35-4 恭温公御譜引証本 四 宝暦6年(1756) 竪帳(111)

御引証本草稿四

AS288-35-5 恭温公御譜引証本 五 宝暦7年(1757) 竪帳(101)
正月～5月

御引証本草稿五

AS288-35-6 恭温公御譜引証本 五ノ下 宝暦7年(1757) 竪帳(79)
6月～12月

御引証本草稿五

AS288-35-7 恭温公御譜引証本 六 宝暦8年(1758) 竪帳(29)

御引証本草稿六終

(3) 御亀鑑

AS289-18-1 御亀鑑 江府一 安永4～7年 竪帳(38)
(1775～1778)

AS289-18-2 御亀鑑 江府二 安永8年(1779) 竪帳(55)
正月～12月

AS289-18-3 御亀鑑 江府三 安永9～天明2年 竪帳(48)
(1780～1782)

AS289-18-4 御亀鑑 江府四 天明3～4年 竪帳(68)
(1783～1784)

AS289-18-5 御亀鑑 江府五 天明5年(1785) 竪帳(81)
正月～6月

AS289-18-6 御亀鑑 江府六 天明5年(1785) 竪帳(78)
6月～8月

AS289-18-7 御亀鑑 江府七 天明5年(1785) 竪帳(60)
9月～12月

AS289-18-8 御亀鑑 江府八 天明6年(1786) 竪帳(113)
正月～6月

AS289-18-9 御亀鑑 江府九 天明6年(1786) 竪帳(121)
7月～12月
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AS289-18-10 御亀鑑 江府十 天明7年(1787) 竪帳(80)
正月～5月

AS289-18-11 御亀鑑 江府十一 天明7年(1787) 竪帳(118)
5月～12月

AS289-18-12 御亀鑑 江府十二 天明8年(1788) 竪帳(82)
正月～7月

AS289-18-13 御亀鑑 江府十三 天明8年(1788) 竪帳(121)
8月～12月

AS289-18-14 御亀鑑 江府十四 寛政元年(1789) 竪帳(77)
正月～4月

AS289-18-15 御亀鑑 江府十五 寛政元年(1789) 竪帳(69)
5月～12月

AS289-18-16 御亀鑑 江府十六 寛政2年(1790) 竪帳(98)
正月～4月

AS289-18-17 御亀鑑 江府十七 寛政2年(1790) 竪帳(66)
5月～8月

AS289-18-18 御亀鑑 江府十八 寛政2年(1790) 竪帳(95)
8月～12月

AS289-18-19 御亀鑑 江府十九 寛政3年(1791) 竪帳(114)
正月～3月

AS289-18-20 御亀鑑 江府二十 寛政3年(1791) 竪帳(123)
4月～12月

AS289-18-21 御亀鑑 江府二十一 寛政4年(1792) 竪帳(160)
正月～8月

AS289-18-22 御亀鑑 江府二十二 寛政4年(1792) 竪帳(132)
9月～12月

AS289-18-23 御亀鑑 江府二十三 寛政5年(1793) 竪帳(182)
正月～4月

原表紙欠

AS289-18-24 御亀鑑 江府二十四 寛政5年(1793) 竪帳(200)
5月～12月

AS289-18-25 御亀鑑 江府二十五 寛政6年(1794) 竪帳(76)
正月～4月
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AS289-18-26 御亀鑑 江府二十六 寛政6年(1794) 竪帳(83)
4月～7月

AS289-18-27 御亀鑑 江府二十七 寛政6年(1794) 竪帳(89)
7月～10月

AS289-18-28 御亀鑑 江府二十八 寛政6年(1794) 竪帳(88)
10月～12月

AS289-18-29 御亀鑑 江府二十九 寛政7年(1795) 竪帳(137)
正月～6月

AS289-18-30 御亀鑑 江府三十 寛政7年(1795) 竪帳(103)
7月～12月

AS289-18-31 御亀鑑 江府三十一 寛政8年(1796) 竪帳(88)
正月～3月

AS289-18-32 御亀鑑 江府三十二 寛政8年(1796) 竪帳(96)
4月～7月

AS289-18-33 御亀鑑 江府三十三 寛政8年(1796) 竪帳(90)
8月～12月

AS289-18-34 御亀鑑 江府三十四 寛政9年(1797) 竪帳(142)
正月～4月

AS289-18-35 御亀鑑 江府三十五 寛政9年(1797) 竪帳(116)
4月～12月

AS289-18-36 御亀鑑 江府三十六 寛政10年(1798) 竪帳(127)
正月～4月

AS289-18-37 御亀鑑 江府三十七 寛政10年(1798) 竪帳(109)
5月～8月

AS289-18-38 御亀鑑 江府三十八 寛政10年(1798) 竪帳(129)
9月～12月

AS289-18-39 御亀鑑 江府三十九 寛政11年(1799) 竪帳(74)
正月～2月

AS289-18-40 御亀鑑 江府四十 寛政11年(1799) 竪帳(82)
3月～7月

AS289-18-41 御亀鑑 江府四十一 寛政11年(1799) 竪帳(75)
7月～12月
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AS289-18-42 御亀鑑 江府四十二 寛政12年(1800) 竪帳(144)
正月～7月

AS289-18-43 御亀鑑 江府四十三 寛政12年(1800) 竪帳(145)
8月～12月

AS289-18-44 御亀鑑 江府四十四 享和元年(1801) 竪帳(90)
正月～6月

AS289-18-45 御亀鑑 江府四十五 享和元年(1801) 竪帳(97)
7月～12月

AS289-18-46 御亀鑑 江府四十六 享和2年(1802) 竪帳(128)
正月～6月

AS289-18-47 御亀鑑 江府四十七 享和2年(1802) 竪帳(84)
7月～9月

AS289-18-48 御亀鑑 江府四十八 享和2年(1802) 竪帳(71)
10月～12月

AS289-18-49 御亀鑑 江府四十九 享和3年(1803) 竪帳(85)
正月～2月

AS289-18-50 御亀鑑 江府五十 享和3年(1803) 竪帳(139)
3月～12月

AS289-18-51 御亀鑑 江府五十一 文化元年(1804) 竪帳(66)
正月～6月

AS289-18-52 御亀鑑 江府五十二 文化元年(1804) 竪帳(90)
7月～12月

AS289-18-53 御亀鑑 江府五十三 文化2年(1805) 竪帳(110)
正月～4月

AS289-18-54 御亀鑑 江府五十四 文化2年(1805) 竪帳(62)
4月～7月

AS289-18-55 御亀鑑 江府五十五 文化2年(1805) 竪帳(101)
8月～12月

AS289-18-56 御亀鑑 江府五十六 文化3年(1806) 竪帳(149)
正月～6月

AS289-18-57 御亀鑑 江府五十七 文化3年(1806) 竪帳(128)
7月～12月
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AS289-18-58 御亀鑑 江府五十八 文化4年(1807) 竪帳(90)
正月～3月

AS289-18-59 御亀鑑 江府五十九 文化4年(1807) 竪帳(65)
4月～6月

AS289-18-60 御亀鑑 江府六十 文化4年(1807) 竪帳(142)
7月～12月

AS289-18-61 御亀鑑 江府六十一 文化5年(1808) 竪帳(161)
正月～閏6月

AS289-18-62 御亀鑑 江府六十二 文化5年(1808) 竪帳(121)
7月～12月

AS289-18-63 御亀鑑 江府六十三 文化6年(1809) 竪帳(163)
正月～4月

AS289-18-64 御亀鑑 江府六十四 文化6年(1809) 竪帳(182)
5月～12月

AS289-18-65 御亀鑑 江府六十五 文化7年(1810) 竪帳(169)
正月～6月

AS289-18-66 御亀鑑 江府六十六 文化7年(1810) 竪帳(103)
7月～10月

AS289-18-67 御亀鑑 江府六十七 文化7年(1810) 竪帳(106)
10月～12月

AS289-18-68 御亀鑑 江府六十八 文化8年(1811) 竪帳(107)
正月～2月

AS289-18-69 御亀鑑 江府六十九 文化8年(1811) 竪帳(99)
3月～6月

AS289-18-70 御亀鑑 江府七十 文化8年(1811) 竪帳(104)
7月～12月

AS289-18-71 御亀鑑 江府七十一 文化9年(1812) 竪帳(110)
正月～7月

AS289-18-72 御亀鑑 江府七十二 文化9年(1812) 竪帳(89)
8月～12月

AS289-18-73 御亀鑑 江府七十三 文化10年(1813) 竪帳(80)
正月～4月
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AS289-18-74 御亀鑑 江府七十四 文化10年(1813) 竪帳(125)
4月～12月

AS289-18-75 御亀鑑 江府七十五 文化11年(1814) 竪帳(116)
正月～8月

AS289-18-76 御亀鑑 江府七十六 文化11年(1814) 竪帳(67)
9月～12月

AS289-18-77 御亀鑑 江府七十七 文化12年(1815) 竪帳(87)
正月～3月

AS289-18-78 御亀鑑 江府七十八 文化12年(1815) 竪帳(112)
3月～7月

AS289-18-79 御亀鑑 江府七十九 文化12年(1815) 竪帳(138)
7月～12月

AS289-18-1-1 御亀鑑 秋府一 天明5年(1785) 竪帳(58)
6月～12月

AS289-18-1-2 御亀鑑 秋府二 天明6年(1786) 竪帳(37)
正月～12月

AS289-18-1-3 御亀鑑 秋府三 天明7年(1787) 竪帳(44)
正月～12月

AS289-18-1-4 御亀鑑 秋府四 天明8年(1788) 竪帳(51)
正月～12月

AS289-18-1-5 御亀鑑 秋府五 寛政元年(1789) 竪帳(81)
正月～8月

AS289-18-1-6 御亀鑑 秋府六 寛政元年(1789) 竪帳(114)
8月～12月

AS289-18-1-7 御亀鑑 秋府七 寛政2年(1790) 竪帳(121)
正月～12月

AS289-18-1-8 御亀鑑 秋府八 寛政3年(1791) 竪帳(97)
正月～12月

AS289-18-1-9 御亀鑑 秋府九 寛政4年(1792) 竪帳(137)
正月～12月

AS289-18-1-10 御亀鑑 秋府十 寛政5年(1793) 竪帳(130)
正月～12月
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AS289-18-1-11 御亀鑑 秋府十一 寛政6年(1794) 竪帳(121)
正月～12月

AS289-18-1-12 御亀鑑 秋府十二 寛政7年(1795) 竪帳(146)
正月～12月

AS289-18-1-13 御亀鑑 秋府十三 寛政8年(1796) 竪帳(115)
正月～12月

AS289-18-1-14 御亀鑑 秋府十四 寛政9年(1797) 竪帳(140)
正月～12月

AS289-18-1-15 御亀鑑 秋府十五 寛政10年(1798) 竪帳(78)
正月～12月

AS289-18-1-16 御亀鑑 秋府十六 寛政11年(1799) 竪帳(134)
正月～12月

AS289-18-1-17 御亀鑑 秋府十七 寛政12年(1800) 竪帳(111)
正月～12月

AS289-18-1-18 御亀鑑 秋府十八 享和元年(1801) 竪帳(127)
正月～12月

AS289-18-1-19 御亀鑑 秋府十九 享和2年(1802) 竪帳(60)
正月～12月

AS289-18-1-20 御亀鑑 秋府二十 享和3年(1803) 竪帳(122)
正月～12月

AS289-18-1-21 御亀鑑 秋府二十一 文化元年(1804) 竪帳(117)
正月～12月

AS289-18-1-22 御亀鑑 秋府二十二 文化2年(1805) 竪帳(144)
正月～12月

AS289-18-1-23 御亀鑑 秋府二十三 文化3年(1806) 竪帳(121)
正月～12月

AS289-18-1-24 御亀鑑 秋府二十四 文化4年(1807) 竪帳(76)
正月～6月

AS289-18-1-25 御亀鑑 秋府二十五 文化4年(1807) 竪帳(82)
7月～8月

AS289-18-1-26 御亀鑑 秋府二十六 文化4年(1807) 竪帳(83)
9月～12月
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AS289-18-1-27 御亀鑑 秋府二十七 文化5年(1808) 竪帳(103)
正月～12月

AS289-18-1-28 御亀鑑 秋府二十八 文化6年(1809) 竪帳(103)
正月～12月

AS289-18-1-29 御亀鑑 秋府二十九 文化7年(1810) 竪帳(94)
正月～12月

AS289-18-1-30 御亀鑑 秋府三十 文化8年(1811) 竪帳(82)
正月～7月

AS289-18-1-31 御亀鑑 秋府三十一 文化8年(1811) 竪帳(89)
7月～12月

AS289-18-1-32 御亀鑑 秋府三十二 文化9年(1812) 竪帳(77)
正月～3月

AS289-18-1-33 御亀鑑 秋府三十三 文化9年(1812) 竪帳(65)
3月～12月

AS289-18-1-34 御亀鑑 秋府三十四 文化10年(1813) 竪帳(138)
正月～12月

AS289-18-1-35 御亀鑑 秋府三十五 文化11年(1814) 竪帳(107)
正月～12月

AS289-18-1-36 御亀鑑 秋府三十六 文化12年(1815) 竪帳(60)
正月～7月

(4) 御事蹟

AS280-1-1 義光公より義重公迄御事蹟 横半(48)

「世譜 草稿」とあり

AS280-1-2 義処公御事蹟 一 寛永14～寛文12年 横半(94)
(1637～1672)

AS280-1-3 義処公御事蹟 二 延宝元～4年 横半(79)
(1673～1676)

AS280-1-4 義処公御事蹟 三 延宝5～天和元年 横半(93)
(1677～1681)

AS280-1-5 義処公御事蹟 四 天和2～3年 横半(54)
(1682～1683)
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AS280-1-6 義処公御事蹟 五 元禄8～16年 横半(80)
(1695～1703)

AS280-1-7 義処公御事蹟 諸日記書抜 寛永14～延宝4年 横半(43)
(1637～1676)

AS280-1-8 義処公御事蹟 諸日記書抜 正保～文政 横半(28)
(1644～1830)

AS280-1-9 義格公御事蹟 元禄7～正徳5年 横半(130)
(1694～1715)

AS280-1-10 義格公御事蹟 諸日記書抜 宝永6～正徳5年 横半(23)
(1709～1715)

AS280-1-11 義峰公御事蹟 一 元禄3～享保7年 横半(124)
(1690～1722)

AS280-1-12 義峰公御事蹟 二 享保8～20年 横半(137)
(1723～1735)

AS280-1-13 義峰公御事蹟 三 享保21～寛保3年 横半(128)
(1736～1743)

AS280-1-14 義峰公御事蹟 四 延享元～寛延2年 横半(101)
(1744～1749)

AS280-1-15 義真公御事蹟 一 享保17～延享4年 横半(74)
(1732～1747)

AS280-1-16 義真公御事蹟 二 寛延元～宝暦3年 横半(87)
(1748～1753)

AS280-1-17 義明公御事蹟 享保8～宝暦8年 横半(128)
(1723～1758)

AS280-1-18 宏徳院様御事蹟 一 文化9～文政9年 横半(48)
(1812～1826)

義厚公

AS280-1-19 宏徳院様御事蹟 二 文化10～12年 横半(82)
(1813～1815)

江戸 一之上

AS280-1-20 宏徳院様御事蹟 三 文化12～文政12年 横半(51)
(1815～1829)

秋田 一之下
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AS280-1-21 宏徳院様御事蹟 四 文化12～文政8年 横半(35)
(1815～1825)

江戸 一之中

AS280-1-22 宏徳院様御事蹟 五 文化13～文政3年 横半(65)
(1816～1820)

江戸 二

AS280-1-23 宏徳院様御事蹟 六 文化14～文政12年 横半(42)
(1817～1829)

秋田 三之上

AS280-1-24 宏徳院様御事蹟 七 文政4～12年 横半(58)
(1821～1829)

江戸 三之下

AS280-1-25 宏徳院様御事蹟 八 文政6～10年 横半(7)
(1823～1827)

秋田 四上

AS280-1-26 御先代様御普請御手伝御書 享保7年(1722) 横半(4)
上

大山不尤留書小本之内

AS280-1-27 左近様御事蹟 宝暦4～明和6年 横半(12)
(1754～1769)

左近義方

AS280-1-28 方等君御事蹟 横半(16)

左近義方

AS280-1-29 豊前様御事蹟 文化12～文政12年 横半(20)
(1815～1829)

友千代

４　冠婚葬祭

(1) 入部

AS209-23 乾徳院様・天祥院様・円明 元禄7・宝永7・ 竪帳(103)
院様・慈雲院様御入部書留 享保2・享保21年

(1694～1736)

乾徳院様御部屋住ニ而御入部之節左之通（元禄7）／天祥院様御入部之節左之通（宝永7）／円明院様御入部

之節左之通（享保2）／慈雲院様御部屋住ニ而御入部之節左之通（享保21）
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AS312-12 屋形様義格公御入部万覚 正徳元年(1711) 八島小右衛門 竪帳(35)

AS209-41 本源院様秋田江御下国次第 享保12年(1727) 横帳(6)
2月

AS209-43 若殿様義堅公御入部御用留 享保20～元文元年 竪帳(113)
書 (1735～1736)

AS209-44 若殿様義堅公御入部御用留 享保20～元文元年 竪帳(111)
書 (1735～1736)

AS209-45-1 若殿様義堅公屋形様御入部 元文元年(1736) 竪帳(87)
御纒参考 一 5月27日～6月26日

AS209-45-2 若殿様義堅公屋形様御入部 (元文元年)(1736) 竪帳(102)
御纒参考 二 6月4日～6月21日

AS209-45-3 若殿様義堅公屋形様御入部 (元文元年)(1736) 竪帳(71)
御纒参考 三 6月12日～12月30日

安政7年2月15日の記事あり

AS209-47 通霄公御入部御用留書 寛延3～4年 竪帳(99)
(1750～1751)
6月～5月

AS209-48 通霄公御入部ニ付被仰渡諸 寛延4年(1751) 竪帳(47)
事控御家老書面控 四

AS209-49 通霄公御入部御用町送書状 寛延4年(1751) 竪帳(8)
要書控 3月～6月

AS209-50 通霄公江戸御記録写御道中 寛延3～4年 竪帳(86)
被仰渡控 (1750～1751)

5月25日～5月3日

後半部に「御入部之節於御道中被仰渡置候控」(寛延4）あり

AS209-52 御入部御用立帰登懸役人を 寛延4年(1751) 竪帳(7)
以御窺之覚

AS209-54 通霄公御入部御記録 寛延4年(1751) 横帳(27)

AS209-53 通霄院様・恭温院様・源通 寛延4・宝暦5・明 竪帳(79)
院様御入部留書 和2年(1751～1765)

通霄院様御入部之節左之通（寛延4）／恭温院様御入部之節左之通（宝暦5）／源通院様御入部之節左之通

（明和2）
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AS209-73-1 義和公御入部御記録 上 天明8～寛政元年 竪帳(111)
(1788～1789)
6月2日～5月14日

AS209-73-2 義和公御入部御記録 下 寛政元年(1789) 竪帳(149)
5月15日～7月7日

AS209-80-1 義和公御入部記録 上 寛政元年(1789) 竪帳(104)
5月15日

～12月30日

AS209-80-2 義和公御入部記録 下 寛政2年(1790) 竪帳(73)
正月元日～3月8日

AS209-81-1 義和公御入部記 上 天明8～寛政元年 竪帳(154)
(1788～1789)
6月2日～5月14日

AS209-81-2 義和公御入部記 下 寛政元年(1789) 竪帳(189)
5月15日～8月8日

AS209-82-1 義和公御入部書留 巻之上 寛政元年(1789) 竪帳(136)
5月11日～

閏6月19日

修繕時の表紙「寛政元年義和公御入部御膳番局日記」

AS209-82-2 義和公御入部書留 巻之中 寛政元年(1789) 竪帳(130)
閏6月21日

～12月30日

AS209-82-3 義和公御入部書留 巻之下 寛政2年(1790) 竪帳(136)
正月元日～3月16日

AS209-127-1 文政七年六月より同八酉年 文政7～8年 竪帳(38)
迄御入部御記録 (1824～1825)

6月8日～4月29日

屋形様義厚公御入部記録 一

AS209-127-2 文政八酉年五月中御記録 文政8年(1825) 竪帳(209)
5月1日～5月30日

屋形様義厚公御入部記録 二

AS209-127-3 文政八酉年六月中御記録 文政8年(1825) 竪帳(81)
6月1日～6月25日

屋形様義厚公御入部記録 三

AS209-127-4 文政八酉年七月中御記録 文政8年(1825) 竪帳(135)
7月1日～7月29日

屋形様義厚公御入部記録 四
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AS209-127-5 文政八酉年八月中御記録 文政8年(1825) 竪帳(76)
8月1日～8月26日

屋形様義厚公御入部記録 五

AS209-127-6 文政八酉年九月中御記録 文政8年(1825) 竪帳(22)
9月3日～9月28日

屋形様義厚公御入部記録 六

AS209-127-7 文政八酉年四月廿九日江戸 文政8年(1825) 竪帳(104)
御発駕御道中院内迄之御記 4月29日～5月13日
録

屋形様義厚公御入部記録 七、後半部に「御道中より江戸表江被差立候御飛脚案文控」「御道中より秋田江被

差立候御飛脚案文控」あり

AS209-127-8 文政八酉年十一月中御記録 文政8年(1825) 竪帳(18)
11月1日

～11月29日

屋形様義厚公御入部記録 八

AS209-127-9 文政八酉年十二月中御記録 文政8年(1825) 竪帳(65)
12月1日

～12月30日

屋形様義厚公御入部記録 九

AS209-127-10 文政九戌年二月中御記録 文政9年(1826) 竪帳(41)
2月1日～2月29日

屋形様義厚公御入部記録 十

AS209-127-11 文政九戌年三月中御記録 文政9年(1826) 竪帳(96)
3月1日～3月22日

屋形様義厚公御入部記録 十一

AS209-127-12 文政九戌年正月中御記録 文政9年(1826) 竪帳(109)
正月元日

～正月26日

屋形様義厚公御入部記録 十二

AS209-127-13 文政八酉年五月院内杉峠よ 文政8年(1825) 竪帳(55)
り御着城迄之御記録 5月13日～5月17日

屋形様義厚公御入部記録 十三

AS209-126 義厚公御入部記録 文政7～8年 竪帳(158)
(1824～1825)

AS209-128 義厚公御入部書留 文政7～8年 竪帳(185)
(1824～1825)
8月1日～9月15日
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AS209-130 義厚公御前髪之侭御入部御 文政7～8年 竪帳(10)
願書写 (1824～1825)

11月～正月

AS209-132 御入部記録 5月 竪帳(96)

AS209-133-1 義厚公御入部記録 上 文政7～8年 竪帳(106)
(1824～1825)
8月22日～6月12日

AS209-133-2 義厚公御入部記録 中 文政8年(1825) 竪帳(128)
7月3日～7月9日

AS209-133-3 義厚公御入部記録 下 文政8～9年 竪帳(125)
(1825～1826)
7月11日～2月15日

AS209-135-1 義厚公御入部御記録 天 文政8年(1825) 竪帳(173)
5月17日～7月29日

AS209-135-2 義厚公御入部御記録 地 文政8年(1825) 竪帳(148)
8月1日～12月30日

AS209-135-3 義厚公御入部御記録 人 文政9年(1826) 竪帳(147)
正月元日～3月22日

AS209-158 義厚公御行列帳 天保14～弘化3年 竪帳(136)
(1843～1846)

AS209-185-1 義睦公御入部御記録 天 嘉永7～安政2年 竪帳(158)
(1854～1855)
8月12日～6月11日

AS209-185-2 義睦公御入部御記録 地 安政2年(1855) 竪帳(143)
6月25日～6月28日

AS209-185-3 義睦公御入部御記録 人 安政2～3年 竪帳(109)
(1855～1856)
7月5日～3月7日

AS209-186 義睦公御入部御記録 嘉永7～安政2年 竪帳(86)
(1854～1855)
8月1日～9月16日

表紙に「御膳番局」と朱書あり

AS209-187 義睦公御入部御発駕御着日 安政2年(1855) 竪帳(57)
御道中御行列帳

発駕着日行列帳（明細書）／道中行列帳（明細書）／発駕着日行列帳（御家老衆江上候帳此通仮名斗）／道

中行列帳（御家老衆江上候帳此通仮名斗）
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AS209-188 御入部御発駕御着城御行列 安政2年(1855) 竪帳(67)
帳

表紙に「御膳番局」とあり

AS209-189 御発駕御着日御道中御行列 安政3～万延元年 竪帳(90)
帳 (1856～1860)

義睦行列（安政3・4）、義就行列（安政6・万延元）

AS209-191-1 義睦公御入部御記録 一 嘉永7～安政2年 竪帳(148)
(1854～1855)
8月14日～5月1日

AS209-191-2 義睦公御入部御記録 二 安政2年(1855) 竪帳(81)
6月1日～6月29日

AS209-191-3 義睦公御入部御記録 三 安政2年(1855) 竪帳(77)
7月1日～7月29日

AS209-191-4 義睦公御入部御記録 四 安政2年(1855) 竪帳(65)
8月1日～8月30日

AS209-191-5 義睦公御入部御記録 五 安政2年(1855) 竪帳(52)
9月1日～9月30日

AS209-191-7 義睦公御入部御記録 七 安政2年(1855) 竪帳(92)
11月1日

～12月29日

AS209-191-8 義睦公御入部御記録 八 安政3年(1856) 竪帳(61)
正月元日～正月3日

AS209-191-9 義睦公御入部御記録 九 安政3年(1856) 竪帳(136)
正月4日～正月30日

AS209-191-10 義睦公御入部御記録 十 安政3年(1856) 竪帳(117)
2月1日～4月30日

AS209-191-11 義睦公御入部御記録 十一 安政3年(1856) 竪帳(37)
5月1日～5月19日

AS209-193 義睦公御入部御記録 一 (嘉永6年)(1853) 竪帳(34)
5月12日

～10月30日

AS209-117 御姫様節姫君御登御記録 御 文化13年(1816) 竪帳(101)
道中御日記共 2月11日～4月27日
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AS209-123-1 友千代様義厚公御弟御登記 文政5～6年 御用懸御右筆々頭 竪帳(64)
録 (1822～1823) 石川兵左衛門広隆

正月29日～4月19日

AS209-123-2 友千代様御登御道中御手控 文政6年(1823) 渡辺文衛門福 竪帳(121)
御行列并日記 3月15日～4月3日

AS209-124-1 友千代様御登御記録写 文政5～6年 渡辺文衛門福 竪帳(71)
(1822～1823)
正月29日～4月19日

AS209-124-2 友千代様御登御道中御手控 文政6年(1823) 渡辺文衛門福 竪帳(124)
御行列御日記等写 3月15日～4月3日

AS209-151 忠姫様御登御記録 天保11年(1840) 竪帳(46)
正月26日～6月2日

AS209-153-1 忠姫様御登御用御記録 御登 天保10～11年 御膳番局 竪帳(85)
前之部 (1839～1840)

5月14日～4月29日

AS209-153-2 忠姫様御登御用御記録 御発 天保11年(1840) 御膳番局 竪帳(63)
輿より御着日迄 4月29日～5月21日

AS209-154 忠姫様御登御待請御用書留 天保10～11年 御膳番局 竪帳(92)
(1839～1840)
11月8日～5月23日

(2) 誕生・成人儀礼

AS386-17 御祝儀ニ付御酒肴上申候者 寛永16年(1639) 黒沢和泉・沼井四 赤津内蔵丞・ 横帳(5)
共ニ御小袖銀子被下候御帳 11月16日 郎兵衛 川井正右衛門

AS386-18-1 若君様御誕生御七夜為御祝 寛永18年(1641) 大野今右衛門 綴(6)
儀諸大名御献上御道具之覚 8月9日

〈端裏〉

AS386-18-2 若君様御誕生御七夜為御祝 寛永18年(1641) 継紙
儀諸大名御献上御道具之覚 8月9日

部分欠

AS386-20 藤井俊家覚書 寛文8～11年 竪帳(7)
(1668～1671)

市姫様御誕生（寛文8）／亀姫様御誕生（寛文10）／徳寿丸様御誕生（寛文11）、「藤井氏ノ日記写之、延宝

年中ニ」
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AS386-1 乾徳院様御元服之事有之御 延宝9年(1681) 竪帳(18)
日記書抜 正月～2月

AS386-34 義敦公御吉事之部 宝暦12～明和元年 竪帳(30)
(1762～1764)

AS384-2 義敦公御袖留并御前髪被為 宝暦13年(1763) 竪帳(26)
執候御規式御勤向記録 5月～7月

AS384-4 屋形様御袴着之次第 安永8年(1779) 竪帳(47)
10月11日～12月3日

AS386-3 義和公御元服記 全 天明5年(1785) 竪帳(58)
4月1日～4月29日

AS209-103-1 雄丸様御誕生留書 文化9～10年 竪帳(139)
(1812～1813)

AS384-7 雄丸様御髪置殊御丈夫御嫡 文化10年(1813) 竪帳(71)
子御届御記録 正月30日～3月15日

AS384-17 雄丸様御出生より御箸初迄 文化9年(1812) 竪帳(141)
留書 7月17日～11月17日

雄丸様御出生より御箸初御祝儀迄惣取纏日記／雄丸様御出生より御箸初迄向々為御知御手紙并諸向被仰渡取

纏／雄丸様御出生より御箸初迄御飛脚御用状取纏／雄丸様御出生より御箸初迄御歓御文通贈答取纏／御財用
方御出生様御用諸品御入目申立／御右筆所御男子様御誕生御記録但御箸初迄

AS386-42 雄丸様御誕生御記録 御膳番局 竪帳(178)

AS386-4 義厚公御元服御記録 文政3～4年 竪帳(90)
(1820～1821)
6月26日～3月15日

AS386-5 義厚公御元服御用御入目取 文政4年(1821) 竪帳(53)
纏帳 2月

AS386-6 義厚公御元服御用留書 日記 文政4年(1821) 竪帳(117)
2月

AS386-7 義厚公御元服御用留書 文通 文政4年(1821) 竪帳(53)
2月

AS384-9 義厚公御額直御袖留御前髪 文政10年(1827) 御用掛御右筆々頭 竪帳(43)
被為執候御規式并御勤向記 3月17日～4月25日 石川兵左衛門広隆
録

AS209-150 義厚公御社参御仏詣御装束 天保10年(1839) 竪帳(8)
御行列帳 8月

佐竹文庫目録

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－37－

AS384-14 雄丸様御誕生より御箸初迄 天保9～10年 竪帳(140)
御記録 (1838～1839)

12月3日～5月27日

AS384-15 雄丸様御髪置御記録 天保12年(1841) 御膳番局 竪帳(38)
8月15日～11月17日

AS384-16 雄丸様御髪置御記録 天保12年(1841) 竪帳(31)
8月15日～11月17日

冒頭に「御膳番部屋取纏其侭写之」とあり

AS384-20 御曹司様御袴着御記録 天保13～14年 竪帳(106)
(1842～1843)
10月16日～4月1日

AS384-21 義睦公御曹司様御袴着御記 天保13～14年 竪帳(145)
録 (1842～1843)

10月16日～5月16日

AS386-8 義睦公御元服御記録 日記 嘉永3～4年 竪帳(90)
(1850～1851)
4月3日～9月30日

AS386-9 義睦公御元服御記録 文通 嘉永3～4年 竪帳(56)
(1850～1851)
3月20日～4月9日

AS386-10 義睦公御元服御記録 全 嘉永3～4年 竪帳(181)
(1850～1851)
3月10日～4月11日

表紙に「御膳番局御備」とあり

AS384-22 義睦公御額直御袖留御前髪 安政3年(1856) 竪帳(40)
被為執候御規式并御勤向御 8月25日～9月30日
記録

AS384-23 義睦公御額直御袖留御前髪 安政3年(1856) 竪帳(29)
被為執候御記録 全 8月25日～9月19日

AS209-21-1 義苗公・義堅公諸御式累代 竪帳(125)
儲君諸儀

（表題なし）／御曹司様御幼年中取纏累代儲君諸儀

AS209-21-2 義苗公・義堅公諸御式累代 竪帳(75)
儲君諸儀

AS209-108-1 直千代様御誕生以前より御 文化10～11年 竪帳(51)
幟御祝儀迄書留 (1813～1814)

御膳番方御備、後半部に「文化十二亥年六月廿七日直千代様御髪置御祝ひ之次第」あり
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AS209-108-2 御国許直千代様御誕生御記 文化10～12年 竪帳(66)
録 (1813～1815)

AS384-8 友千代様御髪置御祝儀御式 文化14年(1817) 竪帳(15)
之次第草稿 11月24日

AS209-103-2 徳寿丸様御袴着御用書留 文化14～15年 竪帳(139)
(1817～1818)
3月9日～2月17日

AS384-10 友千代様御改名御額直御袖 文政12年(1829) 竪帳(25)
留御前髪被為執候御式書全 2月
草稿

AS384-11 友千代様御改名御額直御袖 文政12年(1829) 竪帳(26)
留御前髪被為執候次第 2月24日～2月27日

AS386-84 御前様御妊娠留書 天保2年(1831) 竪帳(58)
3月29日～6月28日

AS386-85-1 武丸様御誕生御記録 天保3年(1832) 竪帳(111)
5月28日～閏11月
11日

AS386-85-2 武丸様御誕生御記録 附御箸 天保3年(1832) 竪帳(54)
初迄御取調 5月28日～閏11月

11日

AS209-69 御前様御着帯并御産処御移 安永元～2年 竪帳(87)
初御規式記録 (1772～1773)

AS209-70 御前様御着帯御出産御記録 安永2年(1773) 竪帳(44)

AS209-98-1 御前様御安産御記録 附而御 享和3年(1803) 竪帳(153)
姫様御宮参御代参迄御百一 正月12日～6月26日
日御色直御箸初之次第

AS209-98-2 御前様御安産御記録 附而御 享和3年(1803) 竪帳(153)
姫様御宮参御代参迄御百一 正月12日～9月2日
日御色直御箸初之次第

AS209-100-1 節姫様御誕生御記録 文化8～9年 竪帳(46)
(1811～1812)
11月23日～3月5日

AS209-100-2 節姫様御誕生ヨリ御箸初御 文化8～9年 竪帳(46)
髪置御式迄之次第書留 (1811～1812)

11月23日～6月26日
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AS209-112 利瑳姫様御誕生より御箸初 文化10年(1813) 竪帳(50)
迄御記録 秋田分 7月8日～11月8日

AS209-105 御姫様節姫様御行列帳 文化10年(1813) 横帳(6)

表紙に「文政十亥年九月廿二日清書済」とあり

AS209-106 御姫様節姫様三社御社参留 文化10年(1813) 竪帳(9)
書 6月13日～6月16日

表紙に「文政十亥年九月廿二日読合清書済」とあり

AS209-107 御姫様節姫様三社御社参留 文化10年(1813) 竪帳(14)
書 附御行列共 6月13日～6月16日

AS384-6 節姫様利瑳姫様御紐解御祝 文化14・文政2年 竪帳(18)
(1817・1819)

節姫：文化14年11月15日、利瑳姫：文政2年11月15日

AS386-86-1-1 忠姫様御誕生御記録 天保4～5年 (御膳番局) 竪帳(91)
(1833～1834)
9月26日～3月11日

AS386-86-1-2 忠姫様御誕生御記録 天保5年(1834) 御膳番局 竪帳(91)
3月24日～7月23日

AS386-86-2 忠姫様御誕生御記録抜書 (天保5年)(1834) 竪帳(5)
4月24日

AS386-86-3 忠姫様御誕生御記録 (天保5年)(1834) 竪帳(44)
2月6日～4月7日

AS384-12 忠姫様御髪置御記録 天保6年(1835) 竪帳(25)
4月2日～4月26日

AS209-147 忠姫様三社御宮参書留 天保7年(1836) 竪帳(36)
6月19日～6月28日

AS386-87-1 江戸孝姫様御誕生御記録 天保6年(1835) 御膳番部屋 竪帳(107)
正月22日～8月28日

AS386-87-2 孝姫様御誕生御記録 天保6年(1835) 竪帳(104)
正月22日～8月28日

AS386-87-3 孝姫様御誕生御記録 天保6年(1835) 竪帳(95)
正月22日～8月28日

AS386-88 鑑姫様御誕生御記録 天保8～9年 御膳番局 竪帳(113)
(1837～1838)
6月5日～閏4月20日
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AS384-13 鑑姫様御髪置御記録 天保10年(1839) 竪帳(31)
4月4日～4月15日

AS384-24 佳姫様御鉄漿初取纏 (安政5年)(1858) 竪帳(34)
6月

(3) 御目見・家督・昇進

AS209-20 乾徳公・天祥公御目見留書 延宝9・元禄16年 竪帳(47)
(1681・1703)

若殿様御目見江之時御進物帳（延宝9）／若殿様千代丸様初而御目見覚書、御目見之節被改源次郎様（元禄

16）

AS387-16 義格公御叙任御官物並御進 竪帳(18)
物留

AS209-34 義峰公御官位五位四位侍従 正徳5～6年 竪帳(40)
御記録 (1715～1716)

12月～2月

AS317-46 義峰公御官位五位四位侍従 正徳5～6年 竪帳(38)
御記録 (1715～1716)

12月17日～2月19日

表紙に「江戸御勤」とあり

AS317-47 義峰公御官位御記録 正徳5～6年 竪帳(22)
(1715～1716)
12月17日～2月19日

末書に「京都御勤之次第」とあり

AS387-17 義峰公御官位御祝儀御受納 正徳5年(1715) 竪帳(24)
同御返礼并被下物之留 12月

AS317-62 円明院様少将御昇進御書留 延享元～3年 竪帳(20)
(1744～1746)

AS289-13 福寿丸様御名乗 10月3日 宝鏡院 折紙

AS288-36-2 恭温院様於秋田御病中より 宝暦8年(1758) 竪帳(102)
御跡目御願御家督済迄御日 2月～5月
記書抜

後半部に「恭温院様御遺物被進候留書」(7月10日）あり

AS288-37 義敦公御家督御礼以御名代 宝暦8年(1758) 竪帳(96)
被仰上候御日記書抜 5月9日～7月27日
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AS317-71-1 義敦公御官位之節御勤向留 宝暦13～14年 竪帳(65)
書 (1763～1764)

11月17日～3月3日

AS387-20 義敦公初而御目見之次第御 宝暦13年(1763) 竪帳(108)
日記書抜 坤 付五節句月次 2月14日～6月11日
御登城之次第

AS384-3 直丸様御弘御記録草稿 安永7年(1778) 竪帳(19)
12月22日

～12月27日

AS387-27-1 御乗出之記 上 天明7～8年 竪帳(59)
(1787～1788)
10月30日～10月9日

AS387-27-2 御乗出之記 下 天明8年(1788) 竪帳(85)
10月11日

～12月20日

AS317-81 義和公御官位記録 天明8～9年 竪帳(64)
(1788～1789)
12月15日～2月14日

AS288-54-1 屋形様就御幼年御家督御礼 文化12～13年 竪帳(169)
以御名代被仰上候付而御勤 (1815～1816)
向之次第 7月25日～3月28日

AS387-36 屋形様義厚公御乗出記録 全 文政6～7年 御膳番小野崎七太 竪帳(37)
(1823～1824) 夫・御刀番ニ而御
9月12日 膳番助力三宅吉右

～10月29日 衛門

AS387-37-3 義厚公御乗出并初而御目見 文政6～7年 竪帳(99)
御記録 天 (1823～1824)

8月15日～閏8月
29日

AS387-37-2 義厚公御乗出并初而御目見 文政7年(1824) 竪帳(102)
御記録 地 9月1日～10月13日

AS387-37-1 義厚公御乗出并初而御目見 文政7～8年 竪帳(157)
御記録 人 (1824～1825)

10月14日～2月5日

AS209-129 屋形様義厚公初而御登城ニ 文政7年(1824) 竪帳(30)
付為御祝儀御酒御吸物被下
候御式并絵図

〈表題〉文政七申年十月廿九日、屋形様義厚公初而御登城無御滞被為済候ニ付為御祝儀御酒御吸物被下候

面々并献立御屋鋪絵図
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AS209-139 義厚公御束帯ニ而御登城之 文政10年(1827) 竪帳(27)
節御行列帳

AS317-95-1 義厚公御官位御記録 乾 文政7年(1824) 竪帳(90)
8月29日

～12月27日

AS317-95-2 義厚公御官位御記録 坤 文政7～8年 竪帳(53)
(1824～1825)
12月27日～4月7日

AS317-95-3 義厚公御昇進御記録 天保9～10年 竪帳(138)
(1838～1839)
12月15日～5月2日

AS317-95-4 義厚公少将御昇進御記録 天保9～10年 竪帳(50)
(1838～1839)
12月15日～5月6日

AS386-90 御曹司様御縁組御嫡子御届 天保13年(1842) 竪帳(91)
御記録 4月9日～7月5日

AS384-19 雄丸様御嫡子御届御記録 天保13年(1842) 竪帳(49)
6月1日～7月23日

AS387-47-1 義睦公御遺領御家督以来御 弘化3年(1846) 竪帳(11)
記録 11月14日

～11月26日

AS387-47-2 屋形様義睦公御家督御記録 (弘化3年)(1846) 竪帳(50)
10月11日

～11月15日

AS387-42-1 宏徳院様御遺領御家督御礼 弘化3年(1846) 竪帳(94)
記録 全 11月9日

～11月23日

AS317-111 義睦公御遺領御蒙之御記録 弘化3年(1846) 御納戸 竪帳(11)
全 11月12日

～11月26日

AS317-112 屋形様義睦公御遺領御蒙御 弘化3年(1846) 御膳番局 竪帳(13)
記録 11月12日

～12月3日

AS288-59 義睦公御家督御礼以御名代 弘化3年(1846) 竪帳(112)
被仰上候御記録

佐竹文庫目録
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AS387-48-1 義睦公御乗出御記録 天 嘉永6～7年 竪帳(128)
(1853～1854)
4月15日～8月27日

AS387-48-2 義睦公御乗出御記録 地 嘉永7年(1854) 竪帳(134)
9月1日～10月13日

AS387-48-3 義睦公御乗出御記録 嘉永6～7年 竪帳(134)
(1853～1854)
4月15日

～10月30日

AS387-48-4 義睦公御乗出被仰出候より 嘉永6～安政2年 竪帳(76)
御目見済并雁御拝領且御官 (1853～1855)
位御改名迄之記録

AS317-122 義睦公御官位御記録 嘉永7～安政2年 竪帳(167)
(1854～1855)
11月26日～

3月12日

AS317-137 憲諒院様御遺領御願済之一 安政4年(1857) 竪帳(21)
件 7月2日～10月22日

(4) 婚礼

AS386-30 御婚礼之記 附録 竪帳(188)

鑑照院様御祝言（寛永10）／徳雲院様御祝言（寛文3）／乾徳院様御婚礼（元禄2）／通霄院様御婚礼（宝暦

2）／恭温院様御婚礼（延享元）／源通院様御婚礼（明和4）

AS386-28 徳雲院様御婚礼記録 寛文元年(1661) 竪帳(27)

正徳4年写

AS386-19-1 宝明院様御輿入之節御道具 (万治4年)(1661) 横帳(3)
書 4月

中村又左衛門所蔵写、〈封筒〉(19-1～19-2まで同一封筒）

AS386-19-2 宝明院様御輿入之節御道具 万治4年(1661) 継紙
書

真壁又十郎所蔵写、正徳三年三月十一日被指出候

AS386-31 御結納御婚礼御規式万聞書 宝暦2年(1752) 竪帳(83)
全 附御祝言御膳御座敷御飾
絵図共三枚有
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AS386-32 通霄院様御結納御婚礼之記 宝暦2年(1752) 竪帳(85)
6月～7月

寛政2年8月写

AS386-33 通霄院様御結納御婚礼之記 宝暦2年(1752) 竪帳(91)
6月～7月

寛政年間写

AS386-37-1 義和公御婚礼記録 一 寛政3～5年 竪帳(165)
(1791～1793)

AS386-37-2 義和公御婚礼記録 二 寛政5年(1793) 竪帳(102)
3月1日～4月12日

AS386-38-1-1 御婚礼之記 上 天明8～寛政5年 竪帳(164)
(1788～1793)

佐竹義和婚礼記録

AS386-38-1-2 御婚礼之記 下 寛政5年(1793) 竪帳(154)
2月29日～4月5日

AS386-38-2-1 御祝儀迄之手数書付 4月11日 継紙

AS386-38-2-2 御祝儀迄之手数書付 4月11日 継紙

AS386-38-2-3 御手控草稿 継紙

儀式次第書

AS386-38-2-4 御結納品目録 4月11日 御使者岡本但馬 継紙

AS386-39 義和公御婚礼留書 春 天明8～寛政4年 竪帳(140)
(1788～1792)

AS386-54-1 義厚公御婚礼御用御記録 一 文政10年(1827) 竪帳(71)
3月17日

～12月27日

AS386-54-2 義厚公御婚礼御用御記録 二 文政11年(1828) 竪帳(110)
正月7日～5月30日

AS386-54-3 義厚公御婚礼御用御記録 三 文政11年(1828) 竪帳(95)
6月1日～8月4日

AS386-54-4 義厚公御婚礼御用御記録 四 文政11年(1828) 竪帳(78)
8月12日～9月30日

佐竹文庫目録
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AS386-54-5 義厚公御婚礼御用御記録 五 文政11年(1828) 竪帳(100)
10月5日

～12月28日

AS386-55 御婚礼済御祝儀之次第并年 竪帳(36)
中御使者御取交申合

AS386-56 御聟入御里披之次第 文政11年(1828) 竪帳(54)

AS386-57 皆子餅御取交之次第 竪帳(30)

AS386-58 御鯨指御結納御取交之次第 文政11年(1828) 竪帳(91)

AS386-59-1 義厚公御婚礼御記録 一 文政10年(1827) 竪帳(94)
3月17日

～12月28日

拾三巻之内(59-1～63まで)

AS386-59-2 義厚公御婚礼御記録 二 文政11年(1828) 竪帳(148)
正月7日～5月30日

AS386-59-3 義厚公御婚礼御記録 三 文政11年(1828) 竪帳(124)
6月1日～8月4日

AS386-59-4 義厚公御婚礼御記録 四 文政11年(1828) 竪帳(101)
8月12日～9月28日

AS386-59-5 義厚公御婚礼御記録 五 文政11年(1828) 竪帳(130)
10月1日

～12月28日

AS386-60 御婚礼御当日之次第 (文政11年)(1828) 竪帳(150)
11月21日

～11月28日

AS386-61-1 御道具参候次第 (文政11年)(1828) 竪帳(30)
11月22日

～11月26日

AS386-61-2 御婚礼済御祝義之次第 (文政11年)(1828) 竪帳(28)
12月25日

～12月26日

AS386-62 御婿入御里披之次第 (文政11年)(1828) 竪帳(57)
12月10日

～12月11日
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AS386-63 御鯨差御結納御取交之次第 文政11年(1828) 竪帳(105)
9月14日

～11月16日

AS386-64 御婚礼御当日之次第 (文政11年)(1828) 竪帳(128)
11月21日

～11月28日

AS386-65-1 義厚公御婚礼御記録 天 文政10年(1827) 竪帳(124)
3月17日

～11月29日

AS386-65-2 義厚公御婚礼御記録 人 文政11～12年 竪帳(50)
(1828～1829)
12月20日

～正月14日

AS386-66 屋形様義厚公御結納記録 文政11～12年 竪帳(49)
(1828～1829)
11月15日～2月5日

AS386-68 義厚公御婚礼御当日之次第 文政11年(1828) 竪帳(106)
11月21日

～11月28日

AS386-69 皆子餅御取交之次第 (文政11年)(1828) 竪帳(26)
11月20日

～12月1日

AS386-70 御聟入御里披之次第 文政11年(1828) 竪帳(50)
12月10日

～12月11日

AS386-71 鯨尺御取交之次第、御結納 文政11年(1828) 竪帳(74)
被進之次第 9月14日～11月16日

AS386-72 義厚公御婚礼済御祝儀之次 文政11年(1828) 竪帳(26)
第 12月25日～26日

AS386-67 御道具参候次第 文政11年(1828) 竪帳(22)
11月22日

～11月25日

AS317-101-2 公辺向御勤之次第､御前様表 文政11年(1828) 竪帳(48)
江被為入候次第 11月27日

～12月15日

佐竹義厚と松平淡路守女との婚礼関係の記事

佐竹文庫目録

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－46－



AS386-82 悦姫様御婚礼御召御夜具 横帳(20)

AS386-83 悦姫様御道具控牒 横帳(15)

AS386-92-1 義睦公御婚礼御記録 一 安政3～4年 竪帳(113)
(1856～1857)
2月～2月10日

AS386-92-2 義睦公御婚礼御記録 二 安政4年(1857) 竪帳(100)
2月10日～3月24日

AS386-92-3 義睦公御婚礼御記録 三 安政4年(1857) 竪帳(95)
3月26日～7月14日

AS386-93-1 義睦公御婚礼御記録 二 安政4年(1857) 奥 竪帳(101)
2月10日～3月24日

AS386-93-2 義睦公御婚礼御記録 三 安政4年(1857) 奥 竪帳(99)
3月26日～7月14日

AS386-94 諒鏡院様御入輿之節御持込 安政4年(1857) 竪帳(89)
御召服并御道具御帳 4月

末書に「前記御品之内丸印御分ハ于今御保存無印之御分奥州ニ於テ掠奪トナル」と朱書あり

AS386-102 御結納被進之御次第 御道具 安政4年(1857) 奥 竪帳(42)
送之御次第 3月27日～4月1日

AS386-103 御聟入御里披御舅入御祝儀 安政4年(1857) 奥 竪帳(105)
御使者御取交之御次第 4月8日～閏5月8日

御聟入御里披御舅入御祝儀御使者御取交之御次第／御婚礼済御祝儀之御次第／御前様初而表江被為入候御次

第／屋形様江御前様より御料理被進候御次第／御双方様時候御見舞之御振合ニ而被為入候御次第／御前様初
而総泉寺江御仏詣之御次第

AS386-104 御結納之次第 初度より五度 安政4年(1857) 竪帳(48)
目迄御道具送之次第 3月27日～4月1日

AS386-105 御聟入御里披御舅入御祝儀 安政4年(1857) 竪帳(115)
之御使者御取交之御次第 4月7日～閏5月8日

附而御婚礼済御祝儀之御次第／御前様始而表江被為入候御次第／屋形様江御前様より御料理被進候御次第／

御双方様時候御見舞之御振合ニ而被為入候御次第／御前様始而総泉寺江御仏詣之御次第

AS386-22 筒井政勝書状 (貞享3年)(1686) 筒井左次右衛門政 柳田主計 折紙
正月6日 勝

〈包紙〉御縁組之儀ニ付筒井左次右衛門殿より柳田主計方へ被遣候書状主計大越甚右衛門所へ持参候信太又

左衛門罷下ニ指上候
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AS386-23 宇留野源兵衛・大越甚右衛 (貞享3年)(1686) 宇留野源兵衛・ 梅津内蔵允・ 横帳(13)
門連署状 9月17日 大越甚右衛門 疋田斎之助

〈包紙〉天厳公御縁組之時書状

AS386-40-1 田中孫十郎・蒔田権佐連署 9月11日 田中孫十郎・ 佐竹右京大夫 折紙
状 蒔田権佐

紀伊中納言の意向を伝える、〈包紙〉

AS386-40-2 田中孫十郎・蒔田権佐連署 7月11日 蒔田権佐・ 佐竹右京大夫 折紙
状 田中孫十郎

御縁組の件につき紀州様より御懇意の思召あり

AS386-40-3 蒔田権佐書状 10月2日 蒔田権佐 宇留野源兵衛 継紙

田中孫太夫事御役替につき以後水野藤右衛門殿御取扱の事

AS386-40-4 紀伊国様方家来之書付 折紙

〈包紙〉御役人衆 紀伊国様方家来之書付写

AS386-40-5 岡野平太夫他連署状 8月23日 岡野平太夫・加納 田中孫十郎・ 継紙
平次右衛門・久野 蒔田権佐
丹波守・安藤帯刀

紀伊国殿息女と佐竹右京大夫との縁組一件について右京大夫不如意のため来年中は普請なりがたき事など

AS386-41-1 御付女中書付 折紙

〈包紙〉蒔田権佐殿・田中孫十郎殿より参候御状外女中書付共ニ（41-1～41-2まで同一包紙）

AS386-41-2 御付女中書付 折紙

AS386-24 岩姫様御縁組之証 元禄8年(1695) 竪帳(3)
7月13日

～11月24日

山方太郎左衛門泰護日記抄

AS386-25 岩姫様御縁組被仰出候御勤 元禄11年(1698) 竪帳(15)
留 4月～12月

AS386-21 久姫様御縁組被仰出候御勤 元禄15年(1702) 竪帳(8)
之留 6月11日～6月27日

AS386-26 岩姫様御姫様御婚礼御式 寛永10～宝永5年 竪帳(69)
(1633～1708)

岩姫様・久姫様の婚礼記録中心

AS386-27 松平出羽守様江順姫様御引 正徳3～享保5年 竪帳(102)
越御記録 (1713～1720)

佐竹文庫目録
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AS386-29 常姫様御結納御祝儀被仰合 享保20年(1735) 細井佐治右衛門・ 横帳(6)
覚 閏3月 小野治郎右衛門

AS386-91 御姫様御式 寛延3～宝暦3年 竪帳(69)
(1750～1753)

寿姫様婚礼記録

AS386-35 幸姫様御婚礼御持参御道具 寛政3年(1791) 竪帳(67)
帳 二 2月

AS386-36 幸姫様御引越御行列帳 寛政3年(1791) 竪帳(99)
2月

AS386-43 儁蔵様左近様御次男鼎様御 文化元年(1804) 竪帳(13)
事御養家江御引越留書 11月15日

～12月15日

AS386-44 今大路家江儁蔵様御縁組よ 享和3～文化元年 竪帳(36)
り御引越迄留書 (1803～1804)

8月3日～12月23日

AS386-45 御曹司様御縁組記録 文化10年(1813) 竪帳(104)
正月28日～7月5日

AS386-46 利瑳姫様御縁組記録 文化11～12年 竪帳(58)
(1814～1815)
8月5日～正月18日

AS386-47 節姫様御入輿御用留書 文政5～6年 竪帳(158)
(1822～1823)
11月2日～5月15日

AS386-48 節姫様御縁組記録 文政5～6年 御右筆々頭石川兵 竪帳(115)
(1822～1823) 左衛門広隆
11月2日～2月22日

AS386-49 節姫様御結納記録 文政6年(1823) 竪帳(37)
3月8日～5月15日

AS386-50-1 節姫様御姫様御引越御記録 文政6～7年 竪帳(83)
(1823～1824)
5月26日～11月7日

三冊之内

AS386-50-2 節姫様御姫様御引越御記録 文政7～8年 竪帳(81)
(1824～1825)
11月20日

～正月25日
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AS386-51 御姫様御婚礼御祝御座御飾 文政7年(1824) 横半(16)
閏8月

AS386-52 節姫様御用御引越品々御用 文政7～8年 御雑用所 竪帳(199)
人御膳番御用掛諸品并代銀 (1824～1825)
相渡判突帳写 11月～4月

AS386-53 節姫様御入輿惣御入高帳 文政5～9年 竪帳(81)
(1822～1826)

AS386-73 御付女中人数に付伺書 切紙

上杉弾正への縁組の節は女中50人であったが今回は人数を減らしてはどうかの伺い

AS386-74 祝言当日着服次第 折紙

AS386-75 鶴姫様御祝言時部屋方置道 12月28日 継紙
具書付

〈包紙〉

AS386-76 御曹子様御祝儀に付礼状 5月 佐竹壱岐守 切紙

AS386-77 御婚儀御あつらへ物之書付 折紙

〈包紙〉

AS386-78 若殿様御婚礼ニ付被仰付候 9月29日 折紙
役人書付

〈包紙〉

AS386-79-1 御道具目録写 折紙

〈包紙〉(79-1～79-2まで同一包紙）

AS386-79-2 御道具目録写 折紙

〈包紙〉

AS386-80 瑶台院様於鋭様御婚礼御行 (文政11年)(1828) 横帳(13)
列帳

AS386-89-1 素姫様御婚礼御記録 天保12～13年 竪帳(92)
(1841～1842)

二冊之内

AS386-89-2 素姫様御婚礼御記録 天保11～13年 竪帳(103)
(1840～1842)

AS386-95 佳姫様伊達様へ御入輿御召 安政3年(1856) 竪帳(13)
京都御注文申立控 7月

佐竹文庫目録
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AS386-96 佳姫様御引越御用申立 安政3年(1856) 奥手代役 竪帳(16)
10月

AS386-97-1 佳姫様御引越御記録 一 安政3年(1856) 竪帳(84)
6月～8月18日

AS386-97-2 佳姫様御引越御記録 二 安政3年(1856) 竪帳(94)
8月19日～9月26日

AS386-97-3 佳姫様御引越御記録 三 安政3年(1856) 竪帳(115)
10月～11月10日

AS386-97-4 佳姫様御引越御記録 四 安政3年(1856) 竪帳(101)
11月13日

～12月21日

AS386-97-5 佳姫様御引越御記録 五 安政3～4年 竪帳(104)
(1856～1857)
12月25日

～3月11日

AS386-97-6 佳姫様御引越御記録 御結納 (安政3年)(1856) 竪帳(60)
御引越御当日 12月3日

～12月16日

AS386-98-1 佳姫様御引越御記録 (安政3年)(1856) 竪帳(82)
10月10日

～12月15日

〈表題〉御引越御記録

AS386-98-2 佳姫様御引越御記録 (安政3年)(1856) 竪帳(89)
10月26日～11月

〈表題〉御打合書

AS386-98-3 佳姫様御引越御記録 (安政3年)(1856) 竪帳(89)

〈表題〉諸御行列

AS386-98-4 佳姫様御引越御記録 安政3～4年 竪帳(78)
(1856～1857)
11月13日

～2月15日

〈表題〉御打合書

AS386-98-5 佳姫様御引越御記録 安政3～4年 竪帳(119)
(1856～1857)
6月19日～2月16日
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AS386-98-6 佳姫様御引越御記録 安政3～4年 竪帳(106)
(1856～1857)
12月16日

～3月11日

〈表題〉御引越御記録

AS386-99-1 佳姫様御縁組御引越御婚礼 安政3～4年 竪帳(174)
御用記録 (1856～1857)

6月～2月

AS386-99-2 佳姫様御引越惣御行列纏 安政4年(1857) 竪帳(97)

御結納、御道具御仕送、御宮参附御仏詣、御引越、皆子餅御取交、御舅入御祝物御進物の際の行列帳

AS386-111 従土州様御入輿ニ付取扱諸 安政3～4年 奥御錠前役所 竪帳(41)
留 (1856～1857)

11月15日
～6月18日

(5) 葬礼

AS386-206 御逝去御記録紀抄 寛文11～文化12年 横半(78)
(1671～1815)

鑑照院様御逝去御記録之内／乾徳院様御逝去御記録之内／徳雲院様御逝去御記録之内／天祥院様御逝去御記

録之内／光聚院様御逝去御記録之内／源通院様御逝去御記録之内／宝明院様御葬礼行列之内／恭温院様御土
葬式之内／天樹院様御葬礼御記録之内／霊岳院様

AS386-135 天英様御葬礼之節御道具帳 正月27日 竪帳(6)

AS386-137 真崎兵庫他連署状 (寛文12年)(1672) 梅津半右衛門・大 渋江宇右衛門 横帳(3)
正月28日 越甚右衛門・真崎

兵庫

〈包紙〉真崎兵庫被指出候書付、〈包紙〉天山公御逝去ニ附覚書

AS386-138-1-1 天山公御道具書付 (寛文11年)(1671) 横帳(2)
12月3日

〈包紙〉(138-1-1～138-1-3まで同一包紙）、〈包紙〉(138-1-1のみ）

AS386-138-1-2 鑑照院様御葬礼次第 (寛文12年)(1672) 折紙
2月24日

AS386-138-1-3 鑑照院様御逝去次第 寛文12年(1672) 切紙(3)

AS386-138-2-1 鑑照院様御葬儀次第書付 寛文11～12年 継紙
(1671～1672)

〈端裏〉(朱書）鑑照院様御逝去御葬場書付、末書に「正徳二年辰十一月十八日梅津藤太夫殿より被遣候写

置候」とあり
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AS386-138-2-2 鑑照院様御葬儀次第書付 (寛文12年)(1672) 継紙

AS386-138-2-3 鑑照院様御葬儀書付 (寛文12年)(1672) 武石安左衛門 酒寄弥兵衛 切紙
7月19日

AS386-139 天山公御逝去之時覚書 (寛文12～13年) 竪帳(25)
(1672～1673)

AS386-140-1 鑑照院様御葬礼之時行列 寛文12年(1672) 横帳(10)
正月11日

AS386-140-2 鑑照院様御葬礼之時行列 (寛文12年)(1672) 横帳(7)
正月11日

AS386-141-1 御葬式行列 (寛文12年)(1672) 継紙

AS386-141-2 御葬式行列 (寛文12年)(1672) 継紙

AS386-142 天徳寺御宝蔵ニ入申御道具 寛文12年(1672) 岩堀造酒・朝日与 横帳(2)
之覚 9月2日 次右衛門・田所清

左衛門

AS386-147-1 徳雲院様御病中并御逝去御 宝永7年(1710) 中村又左衛門 渡部奥右衛門・ 竪帳(11)
葬礼御法事中留書目録 吉成藤兵衛

AS386-147-2 徳雲院様御逝去日記 上 元禄16年(1703) 竪帳(78)
5月16日～6月30日

AS386-147-3 徳雲院様御逝去日記 中 元禄16年(1703) 竪帳(61)
7月1日～7月30日

AS386-147-4 徳雲院様御逝去日記 下 元禄16年(1703) 竪帳(40)
8月1日～12月26日

AS386-147-5 徳雲院様御葬礼行列并御葬 (元禄16年)(1703) 竪帳(23)
場相詰役人帳

AS386-147-6 徳雲院様御葬礼御法事惣役 (元禄16年)(1703) 竪帳(37)
人名寄帳

AS386-147-7 徳雲院様御遺命御書附写 元禄16年(1703) 竪帳(9)

AS386-147-8 徳雲院様御献上并方々江被 元禄16年(1703) 横帳(9)
進候御遺物帳

AS386-147-9 義処公徳雲院殿公十三御回 正徳5年(1715) 信太才助 竪帳(10)
忌天徳寺ニ而御法会御記録 6月23日
草稿
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AS386-147-10 徳雲院様御葬礼行列并御葬 (元禄16年)(1703) 竪帳(23)
場相詰役人帳

AS386-147-11 徳雲院様御逝去之節御遺物 (元禄16年)(1703) 御記録所 竪帳(4)
被下候覚 8月

宝暦八年恭温院逝去の際の記述を含む

AS386-253-1 徳雲院様御大法事之図、天 (宝永3年)(1706) 31×46
徳寺御仏殿図

彩色有、〈包紙〉(253-1～253-2まで同一包紙）

AS386-253-2 桂昌院様御法事中ニ付申渡 (宝永3年)(1706) 切紙
書 5月

AS386-253-3 御香奠献上之覚 (宝永3年)(1706) 切紙

AS386-149-1 天祥公御逝去江戸御勤 (正徳5年)(1715) 竪帳(8)
7月24日～7月27日

AS386-149-2 克譲院様御逝去万覚書 (正徳5年)(1715) 竪帳(50)
8月13日～9月18日

「御記録所」の付箋あり

AS386-149-3 天祥院様御葬礼御行列御道 (正徳5年)(1715) 竪帳(61)
具諸支度控

「克譲院様御葬礼御行列并御道具諸支度控帳」の原表題あり

AS386-149-4 天祥院様御葬之御覚書 正徳5年(1715) 長瀬徳右衛門・ 竪帳(11)
8月3日 梅津操軒

「克譲院様御葬被仰付候節覚書」の原表題あり、「御記録所」の付箋あり

AS386-149-5 天祥院様御葬之御覚書 (正徳5年)(1715) 竪帳(32)
7月19日～8月29日

「克譲院様御葬之覚書」の原表題あり、「御記録所」の付箋あり

AS386-149-6 天祥公御葬礼御記録 山方泰 正徳5年(1715) 山方太郎左衛門 竪帳(83)
護日記 7月19日

～10月28日

「日記」の原表題あり、「御記録処」の付箋あり

AS386-149-7 天祥院様御百ケ日御法事覚 (正徳5年)(1715) 竪帳(15)
書 10月27日

～10月29日

AS386-149-8 天祥院様御遺物御献上 正徳5年(1715) 竪帳(9)

「義格公御遺物御献上并御老中御家門御懇意之御方江被進候御帳」の原表題あり
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AS386-151 円明院様御遺物留書 寛延2年(1749) 竪帳(6)

ほか1枚

AS386-152-1 通霄院様内諷経御布施相渡 宝暦3年(1753) 中島兵助・ 竪帳(30)
帳 9月23日 小野崎伊左衛門

AS386-152-2 通霄院様御葬礼ニ付御葬場 宝暦3年(1753) 小菅生久兵衛ほか 竪帳(19)
● 11月22日 5名

AS386-152-3 通霄院様御葬礼御法事諸色 宝暦3年(1753) 御仏殿役小野崎三 竪帳(46)
請取物帳 11月29日 之允・小野崎多右

衛門

AS386-152-4 通霄院様御二七日より御葬 宝暦3年(1753) 御武頭高垣七右衛 竪帳(23)
礼大御法事御五七日迄天徳 9月 門・大御番与頭小
寺御台処御用目録 野崎作兵衛・御台

処役赤尾関織部

AS386-152-5 通霄院様御葬式御道具相渡 宝暦3年(1753) 小田内甚之允・小 田崎助之丞・ 竪帳(27)
帖 11月 野岡新左衛門・平 根本忠蔵

塚市之助・真崎新
左衛門

AS386-153 恭温院様御葬儀記録 (宝暦8年)(1758) 竪帳(11)

AS386-154 恭温院様義明公御遺物之覚 宝暦8年(1758) 竪帳(7)

AS386-156 源通院様就御逝去万御用留 天明5年(1785) 竪帳(128)
書 5月22日～9月21日

AS386-157 源通院様御遺体御道中御行 天明5年(1785) 竪帳(67)
列帳 6月～7月

源通院様御不例以来御尊骸御着棺御本葬迄被仰渡覚／源通院様御着棺御行列帳／源通院様御葬礼御行列帳

AS386-158 源通院様御不例以来御尊骸 天明5年(1785) 竪帳(46)
御着棺御本葬迄被仰渡覚 5月～11月

AS386-159 源通院様御葬式懸諸役帳 諸 天明5年(1785) 竪帳(79)
役江被仰渡并窺共 全

AS386-160 源通院様御土葬式留書 天明5～6年 竪帳(64)
(1785～1786)
6月16日～6月9日

AS386-161 源通院様御土葬方請払帳 天明5年(1785) 軽部強太・ 竪帳(31)
8月 杉山吉之助
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AS386-162 源通院様御葬式御仏殿方一 天明5年(1785) 松塚長右衛門・ 竪帳(75)
紙目録 6月～7月 小笹強太

源通院様御葬式御仏殿方一紙目録／源通院様御葬礼御龕御荘厳一紙／源通院様御葬場●／源通院様御龕方●

／源通院様御土葬方●

AS386-167-1 天樹院様御逝去ニ付従沐浴 文化12～13年 竪帳(61)
之式御瘞埋合細御石碑之次 (1815～1816)
第迄御用記録 7月9日～7月5日

AS386-167-2 天樹院様御土葬方記録従御 (文化12～13年) 竪帳(44)
棺斂御石碑迄之品々画図面 (1815～1816)
とも

AS386-167-3 天樹院様御遺物御取調帳 (文化12年)(1815) 竪帳(18)

AS386-167-4 天樹院様秋田御遺物帳 (文化12年)(1815) 竪帳(15)

AS386-167-5 天樹院様御逝去候付従沐浴 文化12～13年 竪帳(68)
之式御瘞埋合細御石碑之次 (1815～1816)
第迄御用記録 7月9日～7月5日

AS386-167-6 天樹院様御土葬式記録 諸品 (文化12年)(1815) 竪帳(28)
受払 下

AS386-167-7 天樹院様御逝去御土葬御遺 文化12年(1815) 竪帳(203)
物御記録 7月14日

～10月27日

原表題不明

AS386-167-8 天樹院様御逝去諸書留 文化12年(1815) 御納戸役 竪帳(82)
7月8日～12月26日

AS386-167-9 義和公御逝去諸書留 文化12年(1815) 竪帳(44)
7月

AS386-168 天樹院様御逝去より御当君 文化12年(1815) 町田大之進・ 竪帳(76)
様御家督御礼御納戸江御引 7月14日 大和主鈴
移迄書留 ～11月15日

AS386-185 宏徳院様御不例中より之書 弘化3年(1846) 竪帳(41)
留 9月13日～12月9日

AS386-186-1 宏徳院様従御病中以来御記 弘化3年(1846) 竪帳(149)
録 一 9月6日～10月4日

AS386-186-2 宏徳院様従御病中以来御記 弘化3年(1846) 竪帳(112)
録 二 10月5日

～12月17日
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AS386-187-1 宏徳院様御逝去御記録 日記 弘化3～4年 竪帳(178)
一 (1846～1847)

9月12日～8月4日

AS386-187-2 宏徳院様御逝去御記録 宿次 弘化3年(1846) 竪帳(110)
町触并文通 二 9月～11月

AS386-187-3 宏徳院様御逝去御記録 向々 弘化3年(1846) 竪帳(117)
被仰渡 三・四 9月～11月

AS386-187-4 宏徳院様御逝去御記録 伺書 (弘化3年)(1846) 竪帳(92)
五 9月～11月

AS386-187-5 宏徳院様御逝去御着棺御本 (弘化3年)(1846) 竪帳(86)
葬御記録 六

AS386-187-6 宏徳院様御逝去院内より天 弘化3年(1846) 竪帳(96)
徳寺江御着棺御埋葬迄御記
録 七

宏徳院様御逝去院内より天徳寺江御着棺御埋葬迄御記録 七／宏徳院様記録役割宿割支度 八／宏徳院様御記

録御使者 九／宏徳院様御記録被下金 十

AS386-188 宏徳院様御逝去御記録 全 弘化3～4年 御納戸 竪帳(144)
(1846～1847)
10月3日～6月16日

AS386-189 宏徳院様御逝去取纏 弘化3年(1846) 竪帳(110)
9月13日

～12月28日

AS386-190 宏徳院様御逝去取纏御記録 弘化3年(1846) 御膳番局 竪帳(155)
9月13日

～12月28日

AS386-191 宏徳院様御逝去御記録 弘化3年(1846) 竪帳(219)
8月16日

～12月17日

AS386-192 宏徳院様御尊体御下国御道 (弘化3年)(1846) 竪帳(33)
中御行列

AS386-193 宏徳院様御尊体御下国御道 弘化3年(1846) 竪帳(221)
中御日記 10月4日

～10月25日

宏徳院様御尊体御下国御道中御日記／御発棺御着棺御行列／御道中御行列

AS386-194 宏徳院様御柩御下り御道中 弘化3年(1846) 竪帳(51)
より御本葬御大法事迄取纏 10月3日

～10月27日
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AS386-195 宏徳院様御着棺発棺御列控 弘化3年(1846) 御膳番局 竪帳(74)
10月～11月

宏徳院様義厚公御発棺御着棺御行列覚／宏徳院様御本葬御行列覚

AS386-196 御発棺御着棺御行列帳 弘化3年(1846) 横帳(22)

AS386-197 従御着柩御埋葬御出来上り 弘化3年(1846) 竪帳(38)
迄書留 10月25日

～11月16日

AS386-198 宏徳院様御棺其外共寸法絵 (弘化3年)(1846) 竪帳(9)
図

AS386-199 宏徳院様御二七日より御百 (弘化3年)(1846) 竪帳(136)
ケ日迄天徳寺留書 全 9月30日

～12月18日

AS386-200 宏徳院様御遺物御取調帳 竪帳(21)

AS386-201 宏徳院様御遺物被進被下控 弘化3年(1846) 御納戸役 竪帳(26)
12月

AS386-202 宏徳院様御遺物被進被下控 弘化3年(1846) 竪帳(19)
12月

AS386-204 御発棺御着棺御行列 竪帳(42)

AS386-228 御下シ御品取纏帳并御本葬 横帳(3)
御用相渡候控

AS386-229 御遺物御取調帳 竪帳(13)

AS386-207-1 憲諒院様記録 一 安政4年(1857) 竪帳(125)
6月21日～11月8日

AS386-207-2 憲諒院様御逝去宿継町触文 (安政4年)(1857) 竪帳(142)
通記録 二

AS386-207-3 憲諒院様記録 被仰渡 三 (安政4年)(1857) 竪帳(127)

AS386-207-4 憲諒院様記録 御飛脚 四 (安政4年)(1857) 竪帳(50)

AS386-207-5 憲諒院様記録 伺書 五 (安政4年)(1857) 竪帳(77)

AS386-207-6 憲諒院様御出棺御本葬行列 安政4年(1857) 竪帳(75)
追加御塋域江被為入候行列 7月
六
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AS386-207-7 憲諒院様記録 御使者 七 (安政4年)(1857) 竪帳(43)
7月～8月

AS386-207-8 憲諒院様記録 役割宿割支度 (安政4年)(1857) 竪帳(48)
拝礼并御本葬方御足軽差紙
共 八

AS386-207-9 憲諒院様記録 被下金 九 (安政4年)(1857) 竪帳(32)

AS386-208 憲諒院様御逝去御記録 全 安政4年(1857) 竪帳(70)
7月1日～8月1日

AS386-209 憲諒院様御逝去御記録 全 安政4年(1857) 御納戸 竪帳(77)
7月1日～8月1日

AS386-210 憲諒院様御出棺御本葬御行 安政4年(1857) 竪帳(42)
列 7月

AS386-211 憲諒院様御出棺御行列 安政4年(1857) 竪帳(27)

AS386-212 憲諒院様御葬礼御行列 安政4年(1857) 竪帳(61)

AS386-213 憲諒院様御逝去取纏 安政4～5年 竪帳(88)
(1857～1858)
6月21日～11月7日

AS386-214 憲諒院様御逝去取纏 安政4年(1857) 竪帳(94)
6月28日～9月12日

AS386-215-1 憲諒院様御初七日之御記録 安政4年(1857) 竪帳(130)
7月7日～10月12日

AS386-215-2 御墓地御上家略図、御水屋 安政5年(1858) 竪帳(4)
之略図、御墓地平之略図、
横面之略図

AS386-215-3 御葬場詰所図 安政5年(1858) 54×97

AS386-216 憲諒院様御不例より御逝去 安政4年(1857) 竪帳(78)
迄留書 6月22日

～10月12日

AS386-217-1 憲諒院十七日五十箇日御忌 (安政4年)(1857) 天徳寺 折紙(2)
勤行次序、憲諒院五十箇日 8月
御忌御附御法事勤行次序
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AS386-217-2 憲諒院御三七日御忌勤行次 (安政4年)(1857) 天徳寺 折紙
序 7月

〈包紙〉

AS386-217-3 憲諒院御二七日御忌勤行次 (安政4年)(1857) 折紙
序 7月

〈包紙〉

AS386-217-4 憲諒院様御逝去に付諸事書 安政4年(1857) 天徳寺 折紙
留

〈包紙〉

AS386-217-5 御記録方右筆伺書 (安政4年)(1857) 御記録方御右筆 折紙
7月

憲諒院様御逝去に関わる諸作法につき伺い、〈包紙〉(217-5～217-8まで同一包紙）

AS386-217-6 憲諒院御本葬勤行次序 (安政4年)(1857) 天徳寺 折紙
7月

AS386-217-7 憲諒院御四七日御忌勤行次 (安政4年)(1857) 天徳寺 折紙
序 7月

AS386-217-8 憲諒院御初忌日勤行次序 (安政4年)(1857) 天徳寺 折紙
8月

AS386-217-9 憲諒院大御法事勤行次序 (安政4年)(1857) 天徳寺 横帳(2)
8月

〈包紙〉(217-9～217-10まで同一包紙）

AS386-217-10 憲諒院六七日御忌勤行次序 (安政4年)(1857) 天徳寺 折紙
8月

AS386-217-11 憲諒院百箇日御忌勤行次序 (安政4年)(1857) 天徳寺 折紙
10月

〈包紙〉

AS386-217-12 憲諒院五七日勤行次序 (安政4年)(1857) 折紙
8月

〈包紙〉

AS386-217-13 御記録方御右筆伺書 (安政4年)(1857) 御記録方御右筆 継紙
7月

「憲諒院様御逝去ニ付諸事書留」のうち(217-13～217-26まで)、〈包紙〉(217-13～217-26まで同一包紙）、〈包

紙〉(217-13のみ）

AS386-217-14 院口書留 (安政4年)(1857) 切紙
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AS386-217-15 憲諒院様法事書留 (安政4年)(1857) 継紙

AS386-217-16 不寝番星帳 安政4年(1857) 折本
7月

AS386-217-17 御葬礼次第に付伺書下書 (安政4年)(1857) 継紙

AS386-217-18 御位牌持など書留 (安政4年)(1857) 切紙
7月

各藩主の葬礼事における御位牌御香炉等の持方の分担

AS386-217-19 源通院様江戸秋田共十三回 (安政4年)(1857) 御記録所 継紙(2)
御忌御法事御代香之次第 7月10日

AS386-217-20 御官名考 (安政4年)(1857) 切紙

〈包紙〉(217-20のみ）

AS386-217-21 御法名 安政4年(1857) 切紙
7月2日

〈包紙〉(217-21のみ）

AS386-217-22 御葬礼次第書 (安政4年)(1857) 切紙

先例の調査書付

AS386-217-23 御葬礼次第書 (安政4年)(1857) 切紙

先例の調査書付

AS386-217-24 御記録所届書 (安政4年)(1857) 御記録所 切紙
8月

恭温院様御遺領相続の先例について

AS386-217-25 御記録所届書 (安政4年)(1857) 切紙

御入棺および法事についての先例について

AS386-217-26 義睦公御逝去之節御書付 (安政4年)(1857) 継紙
7月

〈包紙〉(217-26のみ）

AS386-218-1 憲諒院様御棺御絵図 (安政4年)(1857) 32×40
7月2日

〈表題〉天徳寺於大木屋御拵御外御棺本図、〈包紙〉(218-1～218-4まで同一包紙）

AS386-218-2 憲諒院様御棺御絵図 (安政4年)(1857) 28×41

彩色有、〈表題〉御絵図品々
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AS386-218-3 憲諒院様御棺御絵図 (安政4年)(1857) 28×69
6月

彩色有

AS386-218-4 憲諒院様御棺御絵図 (安政4年)(1857) 33×24

AS386-219-1 憲諒院様御逝去之節御土葬 (安政4年)(1857) 継紙
奉行より申立候書付

〈包紙〉(219-1～219-7まで同一包紙）

AS386-219-2 憲諒院様御逝去之節御土葬 (安政4年)(1857) 継紙
奉行より申立候書付

AS386-219-3 憲諒院様御逝去之節御土葬 (安政4年)(1857) 継紙
奉行より申立候書付

AS386-219-4 憲諒院様御逝去之節御土葬 (安政4年)(1857) 継紙
奉行より申立候書付

AS386-219-5 憲諒院様御逝去之節御土葬 (安政4年)(1857) 継紙
奉行より申立候書付

AS386-219-6 憲諒院様御逝去之節御土葬 (安政4年)(1857) 継紙
奉行より申立候書付 8月21日

AS386-219-7 憲諒院様御逝去之節御土葬 (安政4年)(1857) 継紙
奉行より申立候書付

AS386-136 大寿院様・芳寿院様御遺骸 寛永8・寛永15 竪帳(11)
御下之事 ～16年

(1631～1639)

大寿院：寛永15年12月18日～16年2月朔日　芳寿院：寛永8年11月朔日～12月15日

AS386-148 宝明院様御葬礼行列之次第 天和2年(1682) 継紙
2月27日

〈包紙〉

AS386-143 宝明院様御不例中より御逝 天和3年(1683) 竪帳(51)
去於秋田天徳寺御葬礼大御 正月19日～3月14日
法事等之次第 梅津半右衛
門日記抜書

AS386-144 光聚院様御葬礼御記録 貞享元～2年 竪帳(86)
(1684～1685)
7月18日～正月10日
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AS386-145 霊岳院様御不例中より御逝 元禄6年(1693) 竪帳(29)
去迄之次第 梅津半右衛門 8月3日～10月6日
日記抜書

AS386-146 霊岳院様御逝去御遺物并御 元禄16年(1703) 竪帳(30)
家督御祝儀等次第

AS386-150-1 円宗院様・俊交院様・盛徳 延享2・宝暦5・ 御記録所 竪帳(7)
院様御逝去之次第書抜 宝暦12年

(1745～1762)

AS386-150-2 円宗院様御葬礼御法事諸色 延享2年(1745) 御仏殿役岡半五郎 竪帳(47)
請取物帳 4月29日 ・平山杢兵衛

AS386-150-3 円宗院様御逝去御葬礼御法 延享2年(1745) 竪帳(74)
事覚書 正月23日

～10月23日

AS386-150-4 円宗院様御葬式大法事迄御 延享2年(1745) 冨田文市郎・ 竪帳(83)
雑用方諸色御町本払帳 5月 川尻正助

AS386-150-5 円宗院様御葬式御龕御調御 延享2年(1745) 坂本九郎左衛門・ 竪帳(31)
帳 3月 湊金左衛門

AS386-150-6 円宗院様大法事之節御配当 延享2年(1745) 小笹兵九郎・ 竪帳(25)
并御施行帳 3月12日 黒子団之允

AS386-150-7 円宗院様御法事御用青物売 延享2年(1745) 助川八十郎・ 竪帳(59)
上帳 3月～5月 木部清右衛門

円宗院様御法事御用青物売上帳／円宗院様御七日并御葬礼大御法事迄於天徳寺御台所御入高目録／円宗院様

御葬礼之時於永源院御色衣御仕立目録

AS386-150-8 円宗院様諸色御布施帳 延享2年(1745) 折内幸之助・ 竪帳(75)
3月 信太重四郎

円宗院様諸色御布施帳／円宗院様外諷経御布施引渡帳／円宗院様内諷経御布施引渡帳

AS386-155 盛徳院様御逝去御葬式御用 宝暦12年(1762) 竪帳(52)
留書 4月

AS386-164 貞明院様御逝去より御葬礼 文化7～8年 竪帳(73)
大御法事迄御用留日記 (1810～1811)

11月3日～3月29日

AS386-165-1 貞明院様御遺髪御下りより (文化7～8年) 竪帳(46)
御葬礼迄御行列 (1810～1811)

貞明院様御爪髪御下り之節院内より御行列／御葬式御行列／御柩従本堂御宮城江被為入候節之御行列／御葬

礼之節御牌御火屋より本堂江被為入候節之御行列／御灰寄之節御牌御葬場江被為入御帰之節共御行列
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AS386-165-2 貞明院様御遺髪御着書付 切紙

AS386-166 貞明院様御遺髪御着棺之節 (文化7～8年) 41×55
より拝礼之次第迄 (1810～1811)

封筒あり

AS386-172-1 仙祥院様御葬式記録 乾 文化13年(1816) 竪帳(25)
5月12日～7月5日

AS386-172-2 仙祥院様御葬式記録 坤 文化13年(1816) 竪帳(39)
5月19日～8月24日

AS386-172-3 仙祥院様御葬礼記 文通之分 (文化13年)(1816) 竪帳(86)
5月～8月

AS386-172-4 仙祥院様御爪髪御着棺より 文化13年(1816) 竪帳(28)
御本葬并大御法事迄之御記 6月26日～7月4日
録

AS386-172-5 仙祥院様御逝去ニ付被仰渡 文化13・文化15 竪帳(65)
并御法事控 ・文政4年

(1816～1821)

仙祥院様御逝去ニ付被仰渡并御法事控／直千代様御法事（文化15）／玲光院様御法事（文政4）

AS386-173 梅胤智芳様御葬礼式 御不例 文化15年(1818) 竪帳(85)
より御逝去初御法事迄 3月

AS386-174 直千代様御法名梅胤智芳様 文化15年(1818) 竪帳(15)
御襲斂留書 3月14日～3月17日

AS386-175 梅胤智芳様御用一色纏帳控 文化15年(1818) 御用懸り根田忠四 竪帳(18)
3月 郎・川井孫四郎・

和田卯平治

AS386-171 直千代様御葬式品々受取帳 (文化15年)(1818) 竪帳(5)
3月

AS386-176 浄智院様御病中より御法事 文政5～6年 竪帳(129)
迄御記録 (1822～1823)

12月6日～3月17日

AS386-203 和田倉御前様御疱瘡ニ而御 12月～正月 竪帳(26)
逝去取纏御記録

御前様とは真性院か

AS386-177 凶事考控 竪帳(15)
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AS386-257 玲光院様七回御忌御法事式 文政10年(1827) 竪帳(5)
3月12日～3月13日

AS386-178 桂寿院様御病中より御卒去 文政12年(1829) 竪帳(104)
まで御記録 8月1日～11月20日

AS386-179 武丸様御逝去より御送葬御 天保3～4年 竪帳(50)
法事迄御記録 (1832～1833)

閏11月19日
～2月29日

AS386-180-1 梅林様御逝去御用記録 乾 天保3～4年 竪帳(82)
(1832～1833)
閏11月19日

～2月29日

AS386-180-2 梅林様御逝去御用記録 坤 天保3年(1832) 竪帳(128)

梅林様総泉寺迄御供立御行列帳／御引導中御家老并諸役詰処図面／梅林様総泉寺玄関より御廟処迄御行列帳

／梅林様就御送葬支度帳／梅林様初御法事役割帳／梅林様初御法事ニ付支度帳／梅林様御三十五日一願之御

廻向被成置候付支度帳／梅林様御百ヶ日一願之御廻向被成置候付支度帳／梅林様就御逝去御入方帳／梅林様
御沐浴御葬式并御霊前御用御雑用ニ而御買上諸品帳／梅林様就御逝去御雑用所より被相渡候諸品帳

AS386-181 孝姫様御病中より御逝去御 天保7年(1836) 竪帳(87)
送葬御百ケ日まで記録 9月12日

～12月24日

AS386-182 菊林様御逝去御記録 天保7年(1836) 竪帳(53)
9月12日～11月9日

AS386-183-1 譲徳院様御病中より御百ケ 天保9年(1838) 竪帳(107)
日迄御記録 9月14日

～12月24日

AS386-183-2 譲徳院様御逝去御記録 天保9年(1838) 竪帳(138)
9月14日

～12月23日

AS386-184-1 心月院様御逝去御記録 天保11年(1840) 竪帳(206)
8月18日

～12月18日

AS386-184-2 心月院様御逝去御記録 (天保11年)(1840) 竪帳(198)
8月16日

～12月27日

AS386-184-3 心月院様御逝去より御百ケ 天保11年(1840) 竪帳(169)
日まて御記録 8月29日～12月9日

AS386-170 瑶台院様御逝去覚 (天保11年)(1840) 竪帳(10)
9月6日～10月8日
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AS385-9 智照院様従御病中之御記録 天保13年(1842) 竪帳(233)

AS386-205 智照院様御逝去御記録 全 天保13～14年 竪帳(220)
(1842～1843)
7月30日～5月23日

AS493-6 乾徳院様御疱瘡元禄三年忠 元禄3年(1690) 竪帳(8)
宴日記書抜 5月6日～6月3日

AS386-167-10 屋形様御疱瘡中留書 文化15年(1818) 竪帳(71)
正月9日～2月11日

AS493-1 豊前様御麻疹御記録 天保7年(1836) 竪帳(29)
9月2日～9月12日

AS493-2 義厚公御不例中御記録 天保12～13年 御膳番局 竪帳(67)
(1841～1842)
12月17日～3月1日

AS493-3 義厚公御不例より御床払迄 天保12～13年 竪帳(71)
留書 全 (1841～1842)

12月17日～3月5日

AS384-18 義厚公御床払御祝儀御記録 天保13年(1842) 御膳番局 竪帳(43)
3月2日～3月4日

AS493-4 佳姫様御疱瘡取纏 弘化4年(1847) 竪帳(48)
正月17日～4月5日

AS493-5 義睦公屋形様御疱瘡取纏 弘化4年(1847) 竪帳(99)
2月6日～4月21日

５　日記・書状

(1) 佐竹義厚日記

AS280-16-1 日記 天保12年(1841) 竪帳(56)
6月1日～7月13日

AS280-16-2 日記 天保12年(1841) 竪帳(17)
7月16日～7月23日

AS280-16-3 日記 天保12年(1841) 竪帳(21)
7月24日～8月7日
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AS280-16-4 日記 天保12年(1841) 竪帳(19)
8月8日～8月20日

AS280-16-5 日記 天保12年(1841) 竪帳(22)
8月21日～9月4日

AS280-16-6 日記 天保12年(1841) 竪帳(19)
9月5日～9月16日

AS280-16-7 日記 天保12年(1841) 竪帳(19)
9月19日～9月26日

AS280-16-8 日記 天保12年(1841) 竪帳(19)
10月1日

～10月14日

AS280-16-9 日記 天保12年(1841) 竪帳(18)
10月15日

～10月27日

AS280-16-10 日記 天保12年(1841) 竪帳(22)
10月28日

～11月13日

AS280-16-11 日記 天保12年(1841) 竪帳(22)
11月14日

～11月30日

AS280-16-12 日記 8月19日～9月18日 竪帳(47)

16-12～16-16まで同一帙

AS280-16-13 日記 (天保5年)(1834) 竪帳(44)
3月1日～4月27日

AS280-16-14 日記 4月28日～6月21日 竪帳(42)

AS280-16-15 仕舞組・独吟 11月5日～正月26日　 竪帳(45)

AS280-16-16 仕舞組・番組 4月28日～9月4日 竪帳(43)

AS280-16-17 日記 6月22日～8月18日 竪帳(45)

16-14と12の間の日記か

AS280-16-18 日記 10月5日～11月7日 竪帳(34)

AS280-16-19 日記 (天保6年)(1835) 竪帳(44)
正月元日
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AS280-16-20 日記 (文政13年)(1830) 横半(56)
閏3月1日

～4月15日

16-32からつづく

AS280-16-21 日記 丑 横半(44)
5月24日～5月29日

AS280-16-22 日記 丑 横半(40)
6月1日～7月5日

AS280-16-23 日記 丑 横半(42)
11月1日

～11月30日

AS280-16-24 日記 (文政9年)(1826) 横半(95)
2月1日～3月23日

AS280-16-25 道中日記 亥 横半(46)
4月29日～5月5日

江戸～郡山

AS280-16-26 日記 亥 横半(46)
5月16日～5月29日

AS280-16-27 日記 天保8年(1837) 横半(77)
11月1日

～12月30日

AS280-16-28 日記 天保9年(1838) 横半(58)
3月1日～3月18日

AS280-16-29 日記 天保9年(1838) 横半(53)
正月元日

～正月29日

AS280-16-30 日記 文政9年(1826) 横半(44)
正月元日

～正月30日

AS280-16-31 日記 (文政13年)(1830) 横半(43)
2月1日～2月26日

AS280-16-32 日記 (文政13年)(1830) 横半(46)
3月1日～3月25日

16-20へつづく
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AS280-16-33 日記 (文政10年)(1827) 横半(45)
閏6月9日

～閏6月13日

AS280-16-34 日記 (文政10年)(1827) 横半(31)
8月1日～8月30日

AS280-16-35 日記 (天保5年)(1834) 横半(23)
9月18日～10月5日

AS280-16-36 日記 12月1日 横半(47)
～12月19日

AS280-16-37 日記 (文政8年)(1825) 横半(38)
5月17日～5月27日

AS280-16-38 日記 (文政8年)(1825) 横半(40)
7月1日～7月3日

AS280-16-39 日記 (文政8年)(1825) 横半(40)
8月1日～8月29日

AS280-16-40 日記 (文政8年)(1825) 横半(40)
9月1日～9月29日

AS280-16-41 日記 (文政8年)(1825) 横半(40)
10月1日

～10月30日

AS280-16-42 日記 (文政8年)(1825) 横半(48)
11月1日

～11月29日

AS280-16-43 日記 寛政8～享和2年 横半(184)
(1796～1802)

義和の江戸藩邸出駕時の側近記録、義厚日記ではない

AS280-16-44 日記 6月21日～7月28日 横半(74)

前欠

(2) 佐竹義厚書状

AS289-19-2-1 佐竹義厚書状 正月14日 同右京大夫 佐竹友千代 継紙

年頭の挨拶
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AS289-19-2-2 佐竹義厚書状 2月12日 同右京大夫 佐竹友千代 継紙

近況報告

AS289-19-2-3 佐竹義厚書状 正月26日 右京 佐竹鼎 継紙

時候挨拶、近況報告

AS289-19-2-4 佐竹義厚書状 継紙

近況伺い

AS289-19-2-5 佐竹義厚書状 2月26日 さ竹右京大夫 桂寿院 継紙

近況伺い

AS289-19-2-6 佐竹義厚書状 正月14日 佐たけ右京大夫 桂寿院 継紙

近況伺い

AS289-19-2-7 佐竹義厚官職書付 切紙

AS289-19-2-8 佐竹右京大夫書状 5月27日 右京大夫 弾正大弼 継紙

在府中の取り扱いについての礼

AS289-22-1 佐竹義厚書状下書 継紙

拝領物の節、桜の間着座の次第、〈包紙〉(22-1～22-3まで同一包紙）

AS289-22-2 佐竹義厚書状 継紙

西丸御礼席次第につき書付・図面など照会の礼

AS289-22-3 佐竹義厚書状下書 継紙

奏者番指図不都合について

(3) 佐竹義厚宛書状

AS289-20-1 佐竹義尹書状 2月16日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

鶴拝領の祝い、〈包紙〉御歓（20-1～20-3まで同一包紙）

AS289-20-2 佐竹義尹書状 10月28日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

御出生様御七夜御祝儀の祝い状

AS289-20-3 佐竹義尹書状 12月11日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

御召使女中安産御女子様御出生の祝い状

AS289-20-4 佐竹義尹書状 9月12日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

東家相続の儀に付、〈包紙〉
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AS289-20-5 佐竹義尹書状 8月2日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

佐竹中務急病に付東家相続の件、〈包紙〉

AS289-20-6 佐竹義尹書状 10月6日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

御機嫌伺い

AS289-20-7 佐竹義尹書状 正月2日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

年頭の挨拶状

AS289-20-8 佐竹義尹書状 12月28日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

歳末の挨拶状

AS289-20-9 佐竹義尹書状 6月18日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

暑中見舞い

AS289-20-10 佐竹義尹書状 6月7日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

時候御機嫌伺い

AS289-20-11 佐竹義尹書状 正月15日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

時候御機嫌伺い

AS289-20-12 佐竹義尹書状 6月4日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

時候御機嫌伺い

AS289-20-13 佐竹義尹書状 8月2日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

時候御機嫌伺い

AS289-20-14 佐竹義尹書状 9月12日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

時候御機嫌伺い、〈包紙〉時候御見舞（20-14～20-15まで同一包紙）

AS289-20-15 佐竹義尹書状 10月7日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

時候御機嫌伺い

AS289-20-16 佐竹義尹書状 5月12日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

参勤途中への御機嫌伺い、〈包紙〉御発駕御当日より御着城迄（20-16～20-18まで同一包紙）

AS289-20-17 佐竹義尹書状 5月11日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

参勤途中への御機嫌伺い

AS289-20-18 佐竹義尹書状 6月7日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

国元到着についての御機嫌伺い

AS289-20-19 佐竹義尹書状 12月30日 佐竹友千代義尹 屋形様 折紙

歳末の挨拶状、包紙2枚あり
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AS289-20-20 佐竹義尹書状 12月7日 佐竹友千代義尹 屋形様 折紙

和田倉様御容体について、〈包紙〉

AS289-20-21 佐竹義尹書状 (文政10年)(1827) 佐竹友千代義尹 屋形様 折紙
閏6月15日

時候御機嫌伺い、〈包紙〉

AS289-20-22 佐竹義尹書状 2月30日 佐竹豊前(義尹） 屋形様 継紙

東祥書の御扇面についての礼、〈包紙〉

AS289-20-23 佐竹義尹書状 正月2日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

年頭の挨拶状、ほか1枚

AS289-20-24 佐竹義尹書状 12月28日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

歳末の挨拶状

AS289-20-25 佐竹義尹書状 7月6日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

時候御機嫌伺い

AS289-20-26 佐竹義尹書状 12月11日 佐竹豊前義尹 屋形様 折紙

寒中御見舞、〈包紙〉歳旦より暑寒歳末迄

AS289-20-27 佐竹義尹書状 6月15日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

暑中御見舞、近況報告

AS289-20-28 佐竹義尹書状 6月18日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

時候伺いと近況報告

AS289-20-29 佐竹義尹書状 12月28日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

時候伺いと近況報告、上屋敷の変事について

AS289-20-30 佐竹義尹書状 9月27日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

時候伺いと近況報告

AS289-20-31 佐竹義尹書状 10月7日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

時候伺いと近況報告、〈包紙〉暑寒并時候御返書（20-31～20-32まで同一包紙）

AS289-20-32 佐竹義尹書状 8月2日 佐竹豊前義尹 屋形様 継紙

時候伺いと近況報告

AS289-23-1 佐竹義純書状 6月18日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

石塚孫太夫出府についての伝言の礼、〈包紙〉御礼事（23-1～23-4まで同一包紙）、包紙2枚あり
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AS289-23-2 佐竹義純書状 8月27日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

金子貸与の礼

AS289-23-3 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御刀子・拵料の下賜についての礼など

AS289-23-4 佐竹義純書状 2月16日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御鷹の鶴拝領についての祝い

AS289-23-5 佐竹義純書状 2月4日 佐竹壱岐守 御請 継紙

御機嫌伺い、近況報告、〈包紙〉御別啓（23-5～23-7まで同一包紙）

AS289-23-6 佐竹義純書状 12月11日 佐竹壱岐守 継紙

御兼題御詠頂戴についての礼

AS289-23-7 佐竹義純書状 6月15日 継紙

御染筆の御画下賜の礼

AS289-23-8 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御姫様御七夜祝儀の祝状、〈包紙〉御吉凶時候（23-8～23-13まで同一包紙）

AS289-23-9 佐竹義純書状 12月11日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御女子様御誕生の祝い

AS289-23-10 佐竹義純書状 8月3日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

桂寿院御卒去に付お悔やみ

AS289-23-11 佐竹義純書状 2月21日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御機嫌伺い、近況報告

AS289-23-12 佐竹義純書状 閏月14日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御機嫌伺い、近況報告

AS289-23-13 佐竹義純書状 8月2日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御機嫌伺い、近況報告

AS289-23-14 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

歳末の挨拶

AS289-23-15 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い等

AS289-23-16 佐竹義純書状 正月17日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

歳末御祝詞への礼状
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AS289-23-17 佐竹義純書状 12月11日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い等

AS289-23-18 佐竹義純書状 6月25日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

暑中御見舞、〈包紙〉歳旦より暑寒歳末迄（23-18～23-21まで同一包紙）

AS289-23-19 佐竹義純書状 正月2日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

年頭の挨拶

AS289-23-20 佐竹義純書状 2月2日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い

AS289-23-21 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守 継紙

時候伺い

AS289-23-22 佐竹義純書状 5月11日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御旅行途中見舞、〈包紙〉御発駕御当日より御帰国御礼迄（23-22～23-26まで同一包紙）

AS289-23-23 佐竹義純書状 5月12日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

御旅行途中見舞

AS289-23-24 佐竹義純書状 7月6日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い

AS289-23-25 佐竹義純書状 8月7日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い

AS289-23-26 佐竹義純書状 6月7日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い

AS289-24-1 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い、孝姫様御全快御床揚の祝い

AS289-24-2 佐竹義純書状 12月21日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

節姫様卒去に付悔状

AS289-24-3 佐竹義純書状 正月15日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

歳末御祝詞への礼状、御機嫌伺

AS289-24-4 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

歳末の挨拶状

AS289-24-5 佐竹義純書状 6月18日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い
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AS289-24-6 佐竹義純書状 6月7日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

女子様御誕生に付御祝い

AS289-24-7 佐竹義純書状 7月6日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候伺い、〈包紙〉(24-7～24-11まで同一包紙）

AS289-24-8 佐竹義純書状 6月20日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

小鷹狩右近上着の砌御伝言承知

AS289-24-9 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候・御機嫌伺い

AS289-24-10 佐竹義純書状 6月4日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候・御機嫌伺い

AS289-24-11 佐竹義純書状 9月27日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候・御機嫌伺い

AS289-24-12 佐竹義純書状 5月11日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

時候・御機嫌伺い、〈包紙〉(24-12～24-16まで同一包紙）

AS289-24-13 佐竹義純書状 5月8日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

下国途中見舞い

AS289-24-14 佐竹義純書状 4月29日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

下国途中見舞い

AS289-24-15 佐竹義純書状 5月2日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

下国途中見舞い

AS289-24-16 佐竹義純書状 7月6日 佐竹壱岐守義純 屋形様 折紙

帰国の祝い

AS289-24-17 佐竹義純書状 12月28日 佐竹壱岐守 継紙

御鷹の鶴一羽拝領の事、〈包紙〉(25-17～25-22まで同一包紙）

AS289-24-18 佐竹義純書状 11月6日 佐竹壱岐守義純 屋形様 継紙

御詠御短冊御染筆を下賜されたき事等

AS289-24-19 佐竹義純書状 2月4日 佐竹壱岐守 御左右 継紙

御兼題書詠出来の事

AS289-24-20 佐竹義純書状 7月6日 継紙

御兼題御指上の儀遅延の事

Ⅰ．近世佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－75－



AS289-24-21 佐竹義純書状 12月28日 切紙

添書への返礼

AS289-24-22 佐竹義純書状 12月11日 切紙

蒲焼一折献上

AS289-25-1 佐竹義路書状 11月21日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

時候及び御機嫌伺い、〈包紙〉(25-1～25-3まで同一包紙）

AS289-25-2 佐竹義路書状 閏6月6日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

時候及び御機嫌伺い

AS289-25-3 佐竹義路書状 12月28日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

歳末の挨拶状

AS289-27-1 佐竹義路書状 2月15日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

時候及び御機嫌伺い、〈包紙〉(27-1～27-5まで同一包紙）

AS289-27-2 佐竹義路書状 2月15日 佐竹義路 継紙

風邪の見舞い、鷹の鶴拝領の祝い等

AS289-27-3 佐竹義路書状 5月21日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

久保田着城の祝い

AS289-27-4 佐竹義路書状 2月26日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

時候及び御機嫌伺い

AS289-27-5 佐竹義路書状 2月27日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

鷹の鶴拝領の祝い

AS289-27-6 佐竹義路書状 7月20日 佐竹鼎 継紙

御側小姓仰せ付けられ方など、〈包紙〉(27-6～27-12まで同一包紙）

AS289-27-7 佐竹義路書状 (天保6年)(1835) 義路 御左右 継紙
閏7月14日

秋田の田畑の模様、御詠筆拝見の事など

AS289-27-8 佐竹義路書状 2月27日 義路 継紙

御機嫌・近況御伺など

AS289-27-9 佐竹義路書状 12月1日 佐竹鼎 継紙

凶作打ち続き余儀なき筋、御達書の文言に障りなく安堵の事
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AS289-27-10 佐竹義路書状 7月5日 佐竹鼎 継紙

中務妻及び中務病状の事、〈包紙〉(27-10のみ）

AS289-27-11 佐竹義路書状 8月4日 佐竹鼎 御左右 継紙

鮎贈答の礼、〈包紙〉(27-11のみ）

AS289-27-12 佐竹義路書状 切紙

酒井雅楽家人娘、親の敵討ちにて評判

AS289-27-13 佐竹義路書状 11月7日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

時候及び御機嫌伺い、〈包紙〉(27-13～27-17まで同一包紙）

AS289-27-14 佐竹義路書状 12月28日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

時候及び御機嫌伺い

AS289-27-15 佐竹義路書状 正月2日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

年頭の挨拶

AS289-27-16 佐竹義路書状 12月12日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

御参勤七月中迄の御用捨の祝い

AS289-27-17 佐竹義路書状 12月11日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

時候及び御機嫌伺い

AS289-27-18 佐竹義路書状 (天保6年)(1835) 義路 御侍者中 継紙
6月15日

孝姫様誕生及びその後の状況報告、〈包紙〉御吉凶（27-18～27-25まで同一包紙）

AS289-27-19 佐竹義路書状 11月21日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

明年の参府御伺済の事について

AS289-27-20 佐竹義路書状 6月7日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

御女子様御誕生の祝い

AS289-27-21 佐竹義路書状 8月10日 義路 継紙

御機嫌伺い、飛脚への返礼

AS289-27-22 佐竹義路書状 8月10日　 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

桂寿院葬儀滞りなく終わる

AS289-27-23 佐竹義路書状 8月3日 義路 継紙

桂寿院の容体について
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AS289-27-24 佐竹義路書状 (天保6年)(1835) 佐竹鼎義路 屋形様 折紙
6月15日

御出生様孝姫と称す

AS289-27-25 佐竹義路書状 8月3日 佐竹鼎義路 屋形様 折紙

桂寿院逝去

AS289-27-26 佐竹義路書状 継紙

滑川長蔵・平沢才治種々姦計のこと（後欠）、〈包紙〉御返書

AS289-41-1 桂寿院御直書 5月6日 けい寿院 上 折紙

滞りなく山越、御旅行に付祝儀

AS289-41-2 桂寿院御直書 5月6日 けい寿院 上 継紙

旅中見舞い

AS289-41-3 桂寿院御直書 けい寿院 継紙

旅中見舞い

AS289-41-4 桂寿院御直書 5月11日 けい寿院 上 継紙

旅中見舞い

AS289-41-5 桂寿院御直書 5月11日 けい寿院 上 折紙

御発駕より御着城迄旅中見舞い、〈包紙〉御発駕より御着城迄（41-5～41-6まで同一包紙）、2枚あり

AS289-41-6 桂寿院御直書 4月29日 けい寿院 上 折紙

御発駕より御着城迄旅中見舞い

AS289-41-7 桂寿院御直書 6月5日 けい寿院 上 継紙

近況御機嫌伺

AS289-41-8 桂寿院御直書 6月5日 けい寿院 上 折紙

土用の入に付御飛脚にて御機嫌伺

AS289-41-9 桂寿院御直書 折紙

年頭の祝儀挨拶

AS289-41-10 桂寿院御直書 正月2日 けい寿院 上 継紙

年頭の祝儀挨拶

AS289-41-11 桂寿院御直書 11月28日 けい寿院 上 折紙

寒の入に付時候機嫌伺、〈包紙〉年始より歳末迄（41-11～41-14まで同一包紙）
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AS289-41-12 桂寿院御直書 11月28日 けい寿院 上 継紙

和田倉御前様疱瘡の病状について

AS289-41-13 桂寿院御直書 正月26日 けい寿院 上 継紙

御機嫌伺、退屈御見舞としてキセルを贈る

AS289-41-14 桂寿院御直書 正月26日 けい寿院 上 折紙

寒中時候御機嫌伺

AS289-41-15 桂寿院御直書 閏6月27日 けい寿院 折紙

残暑御機嫌伺

AS289-41-16 桂寿院御直書 7月9日 けい寿院 上 折紙

近況報告

AS289-41-17 桂寿院御直書 けい寿院 上 折紙

旅中見舞い

AS289-41-18 桂寿院御直書 閏6月27日 けい寿院 上 継紙

能代灯籠絵図等への礼、残暑強く近況の連絡等

AS289-41-19 桂寿院御直書 閏6月6日 けい寿院 上 折紙

残暑見舞い、〈包紙〉時候御文、2枚あり

AS289-45-1 節姫様御直書 せつ さたけ右京大 折紙
夫

年頭挨拶、〈包紙〉

AS289-45-2 節姫様御直書 切紙

合印、〈包紙〉(45-2～45-4まで同一包紙）

AS289-45-3 節姫様御直書 まつ平肥後守内 さ竹右京大夫 折紙

滞りなく着城の事を祝う

AS289-45-4 節姫様御直書 せつ 屋形様 継紙

旅中見舞い

AS289-45-5 節姫様御直書 せつ 屋形様 折紙

御手から御肴送付についての礼、〈包紙〉(45-5～45-6まで同一包紙）

AS289-45-6 節姫様御直書 継紙

書状への礼
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AS289-45-7 節姫様御直書 せつ 屋形様 折紙

進物についての礼、〈包紙〉午九月五日（45-7～45-8まで同一包紙）

AS289-45-8 節姫様御直書 継紙

来書への礼

AS289-45-9 節姫様御直書 せつ 屋形様 折紙

時候伺と近況報告、〈包紙〉(45-9～45-10まで同一包紙）

AS289-45-10 節姫様御直書 継紙

慰みに茶道具を贈る

AS289-45-11 節姫様御直書 まつ平肥後守内 さ竹右京大夫 折紙

暑中見舞、〈包紙〉

AS289-45-13 節姫様御直書 せつ 屋形様 継紙

進物品についての礼、〈包紙〉(45-13～45-14まで同一包紙）

AS289-45-14 節姫様御直書 せつ 屋形様 折紙

残暑見舞い、近況伺い

AS289-45-15 節姫様御直書 節 屋形様 継紙

進物品への礼、〈包紙〉(45-15～45-17まで同一包紙）

AS289-45-16 節姫様御直書 節 屋形様 継紙

御状への返書

AS289-45-17 節姫様御直書 継紙

御状への返書

AS289-45-18 節姫様御直書 せつ 屋形様 切紙

御状への返書、〈包紙〉(45-18～45-20まで同一包紙）

AS289-45-19 節姫様御直書 せつ 屋形様 継紙

御状・菓子の礼、寒中見舞い

AS289-45-20 節姫様御直書 せつ 屋形様 折紙

御状への返書

AS289-45-21 節姫様御直書 せつ 屋形様 継紙

御状への返書、〈包紙〉(45-21～45-24まで同一包紙）、2枚あり、〈包紙〉(45-21のみ）

AS289-45-22 節姫様御直書 せつ 屋形様 折紙

御状への返書并近況伺
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AS289-45-23 節姫様御直書 せつ 屋形様 継紙

近況伺い、〈包紙〉(45-23のみ）

AS289-45-24 節姫様御直書 せつ 屋形様 折紙

旅中見舞い、〈包紙〉(45-24のみ）

AS289-46-1 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

御参勤時節四月下旬御発駕の事、御雛一対の礼

AS289-46-2 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

歳暮の祝儀

AS289-46-3 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

忌明後の御機嫌伺

AS289-46-4 瑶台院御直書 とし 屋形様 継紙

進物品についての礼、〈包紙〉

AS289-46-5 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

御機嫌伺と近況報告

AS289-46-6 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

残暑見舞い

AS289-46-7 瑶台院御直書 折紙

新春の御祝い

AS289-46-8 瑶台院御直書 とし 屋形様 継紙

近況御機嫌伺、菓子の礼

AS289-46-9 瑶台院御直書 とし 屋形様 継紙

時候・御機嫌伺

AS289-46-10 瑶台院御直書 とし 屋形様 継紙

御機嫌伺・来春御参勤の事、〈包紙〉(46-10～46-11まで同一包紙）

AS289-46-11 瑶台院御直書 継紙

近況伺い、国許当年は豊作の事

AS289-46-12 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

滞りなく着城の祝い、〈包紙〉(46-12～46-14まで同一包紙）

AS289-46-13 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

江戸表御発駕の祝儀
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AS289-46-14 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

国入についての祝儀、御機嫌伺

AS289-46-15 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

暑中見舞い

AS289-46-16 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

寒中見舞い

AS289-46-17 瑶台院御直書 折紙

初春の祝儀

AS289-46-18 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

時候御機嫌伺

AS289-46-19 瑶台院御直書 とし 屋形様 折紙

御機嫌伺、ほか1枚

AS310-8-1-1 園岡書状 継紙

鼎様御思慮に従うべき事、〈包紙〉(8-1-1～8-1-3まで同一包紙）

AS310-8-1-2 園岡書状 園岡 継紙

滞りなく着城の祝儀、近況御機嫌伺

AS310-8-1-3 園岡書状 そのをか 上 継紙

近況報告、特に雄丸様御成長の様子の事など、〈包紙〉

(4) その他

AS289-12 佐竹義峰書状 正月6日 義峰 長倉蔵人 竪紙

年頭の挨拶

AS911.1-3 恭廟御筆御懐紙 侍従源義局 竪紙

御茶屋坊主小貫宗也献、〈包紙〉恭廟御筆御懐紙、〈端裏〉恭温公御自詠御懐紙

AS159-1 円宗院様御書写 元文5年(1740) 竪帳(4)
11月吉日

元文5年に円宗院（円明院御前）から蓮寿院（照姫、松平隠岐守室）へ婚礼の際に宛てた教訓書写、文化7年
御文庫の反古の内より見つけられ御前へ差し上げられたとの記載あり

AS911.1-1-1 桃源院様御詠草 切紙(2)
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AS911.1-1-2 桃源院様御詠草 切紙(2)

AS911.1-2-1 桃源院様御詠草 切紙

〈包紙〉(2-1～2-11まで同一包紙）

AS911.1-2-2 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-3 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-4 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-5 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-6 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-7 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-8 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-9 桃源院様御詠草 切紙

AS911.1-2-10 桃源院様御詠草 折紙

元文5年の記載あり

AS911.1-2-11 桃源院様御詠草 折紙

AS289-40-2-1 貞明院御直書 3月26日 母 さたけ右京 折紙(3)

AS289-40-2-2 貞明院御直書 正月2日 母 佐たけ右京大 折紙
夫

年頭の祝儀、〈包紙〉貞明院様御直書（40-2-2～40-2-3まで同一包紙）

AS289-40-2-3 貞明院御直書 5月21日 母 佐たけ右京大 継紙
夫

滞りなく御着城に付祝儀

６　大名書状

AS387-52-1 細川斉護書状 12月15日 細越中守斉護 佐右京大夫 折紙

相続方につき祝いの挨拶状、〈包紙〉

AS387-52-2 松平斉溥書状 12月2日 松美濃守斉溥 佐右京大夫 折紙

相続方につき祝いの挨拶状、〈包紙〉
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AS387-52-3 上杉斉憲書状 11月15日 上弾正大弼斉憲 佐右京大夫 折紙

相続方につき祝いの挨拶状、〈包紙〉

AS387-52-4 伊達宗城書状 12月 伊遠江守宗城 佐右京大夫 折紙

相続方につき祝いの挨拶状、〈包紙〉

AS342-63 秋田信濃守書状 6月26日 秋田信濃守 佐右京大夫 継紙

昨年の凶作時における助成に対する礼状、〈包紙〉

AS387-78-1-1 有馬玄蕃書状 7月2日 有玄蕃頭頼値 佐右京大夫 折紙

時候挨拶、〈包紙〉(78-1-1～78-1-2まで同一包紙）

AS387-78-1-2 有馬玄蕃書状 4月7日 有馬 佐竹 継紙

御拝領物の節の着座の位置について問い合わせ

AS387-79-1 有馬頼永書状 6月22日 有馬上総介頼永 佐竹右京大夫 継紙

時候挨拶、〈包紙〉(79-1～79-2まで同一包紙）

AS387-79-2 有馬頼永書状 正月28日 有馬上総介頼永 佐竹右京大夫 継紙

年始挨拶

AS387-44 岩城隆喜書状 正月21日 岩城伊予守隆喜 右京大夫 折紙

時候挨拶、〈包紙〉

AS387-82 上杉斉憲書状 2月15日 上弾正大弼斉憲 佐右京大夫 折紙

時候挨拶、〈包紙〉

AS387-83 上杉斉定書状 7月26日 上杉弾正大弼斉定 佐竹右京大夫 継紙

凶作の見舞、状況の窺い、凶作への対応不十分との巷説もあり、田作の仕付十分でなくては窮迫逃れがたし、

〈包紙〉

AS387-84-1 伊達宗城書状 10月12日 伊大膳大夫 佐右京大夫 折紙

時候挨拶、〈包紙〉伊達様より之御来書六通（84-1～84-6まで同一包紙）、包紙2枚あり

AS387-84-2 伊達宗城書状 12月11日 伊大膳大夫宗城 佐右京大夫 折紙

時候挨拶

AS387-84-3 伊達宗城書状 正月17日 伊大膳大夫宗城 佐右京大夫 折紙

年始挨拶

AS387-84-4 伊達宗城書状 8月20日 伊大膳大夫宗城 佐右京大夫 折紙

時候挨拶

佐竹文庫目録
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AS387-84-5 伊達宗城書状 8月20日 継紙

AS387-84-6 伊達宗城書状 正月15日 伊大膳大夫 佐右京大夫 継紙

AS387-85 藤堂高猷書状 2月10日 藤和泉守高猷 佐右京大夫 折紙

年始挨拶、〈包紙〉

AS387-81-1 那須資礼書状 正月2日 那須与一資礼 屋形様 折紙

年始挨拶、〈包紙〉年始暑寒時候（81-1～81-7まで同一包紙）、包紙2枚あり

AS387-81-2 那須資礼書状 2月4日 那須与一資礼 屋形様 折紙

年始挨拶

AS387-81-3 那須資礼書状 6月20日 那須与一資礼 屋形様 折紙

時候挨拶

AS387-81-4 那須資礼書状 12月12日 那須与一資礼 屋形様 折紙

時候挨拶

AS387-81-5 那須資礼書状 8月20日 那須与一資礼 屋形様 折紙

時候挨拶

AS387-81-6 那須資礼書状 6月9日 那須与一資礼 屋形様 折紙

時候挨拶

AS387-81-7 那須資礼書状 与一 切紙

桂寿院様病状について

AS387-78-2 御移徙御祝儀御礼 継紙

AS387-78-3 松平修理大夫書状 5月12日 松修理大夫 佐右京大夫 継紙

AS387-86-1 松平斉敬書状 7月5日 松伊予守斉 佐右京大夫 折紙

時候挨拶、御帰国の祝い、〈包紙〉(86-1～86-3まで同一包紙）

AS387-86-2 松平斉敬書状 12月16日 松伊予守斉 佐右京大夫 折紙

時候挨拶

AS387-86-3 松平斉敬書状 正月16日 松伊予守斉敬 佐右京大夫 折紙

年始挨拶

AS387-87-1 松平土佐守書状 9月27日 土佐少将 秋田少将 継紙

時候・作並の御見舞、御所望の鰹を送るので御笑納されたし、〈包紙〉御直書松平土佐守様より之御書五通

（87-1～87-4まで同一包紙）、包紙2枚あり

Ⅰ．近世佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－85－



AS387-87-2 松平土佐守書状 8月11日 松土佐守豊 佐右京大夫 折紙

時候挨拶

AS387-87-3 松平土佐守書状 6月21日 松土佐守豊 佐右京大夫 折紙

長途帰国の見舞

AS387-87-4 松平土佐守書状 正月2日 松土佐守豊 佐右京大夫 折紙

年始挨拶

AS387-88 松平対馬守書状 2月26日 松対馬守豊 佐右京大夫 折紙

年始挨拶、〈包紙〉松平対馬守様御直書一通

AS387-89-1 松平容敬書状 正月7日 松平肥後守容敬 佐竹右京大夫 折紙

年始挨拶、〈包紙〉松平肥後守様より之御直書（89-1～89-5まで同一包紙）

AS387-89-2 松平容敬書状 正月7日 松平肥後守容敬 佐竹右京大夫 折紙

時候挨拶

AS387-89-3 松平容敬書状 正月15日 松平肥後守容敬 佐竹右京大夫 折紙

時候挨拶

AS387-89-4 松平容敬書状 6月21日 松平肥後守容敬 佐竹右京大夫 折紙

時候挨拶

AS387-89-5 松平容敬書状 7月16日 松平肥後守容敬 佐竹右京大夫 折紙

時候挨拶

AS387-90 松平晟太郎書状 6月22日 松晟太郎豊 佐右京大夫 折紙

長途帰国の見舞

７　その他

(1) 書礼

AS209-1 旧記書礼集 一 竪帳(19)

AS209-2 佐竹書札之次第 天正14年(1586) 竪帳(13)
3月吉日

前小屋市右衛門所蔵

AS209-3 佐竹家書礼 全 天正16年(1588) 竪帳(14)
5月吉日

石塚孫太夫家臣館九郎右衛門所蔵

佐竹文庫目録
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AS209-35 佐竹書礼 享保2年(1717) 竪帳(13)
8月

末書に「右佐竹書札之書家来館九郎右衛門所蔵也、本書者依御用被召上之以写所賜之也」とあり

AS209-37 佐竹家書礼写 竪帳(12)

石塚孫太夫家臣館九郎右衛門所蔵

AS209-345 旧記書礼集 竪帳(75)

AS209-346-1 当用書礼集 一之巻 竪帳(13)

AS209-346-2 当用書礼集 二之巻 竪帳(9)

AS209-346-3 当用書礼集 四之巻 竪帳(10)

AS209-346-4 当用書礼集 五之巻 竪帳(16)

AS209-346-5 当用書礼集 六之巻 竪帳(13)

AS209-346-6 当用書礼集 八之巻 竪帳(14)

AS209-346-7 当用書礼集 九之巻 竪帳(27)

AS209-347-1 書礼書 旧記 男女衣裳 簿冊(34)

帙に「書礼書廿九冊」とあり(347-1～347-29まで同一帙）

AS209-347-2 書礼書 旧記 女房装束 簿冊(17)

AS209-347-3 書礼書 旧記 御下文古文書 簿冊(25)

AS209-347-4 書礼書 旧記 仮名遣 寛文5年(1665) 久保正貞・ 簿冊(15)
6月9日 久保正之

AS209-347-5 書礼書 旧記 綸旨古文書 十 簿冊(13)
三

AS209-347-6 書礼書 旧記 仮名遣 十五 寛文5年(1665) 久保正貞・ 簿冊(13)
6月9日 久保正之

AS209-347-7 書礼書 旧記 綸旨 主計頭平尚祐 簿冊(20)

AS209-347-8 書礼書 旧記 百官百首 寛永16年(1639) 久保正之 簿冊(13)
11月

AS209-347-9 書礼書 旧記 家書抜萃 十四 簿冊(27)
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AS209-347-10 書礼書 旧記 消息耳底抄、 簿冊(30)
玉章秘伝抄 三十

AS209-347-11 書礼書 考正座右書礼 一 簿冊(14)

AS209-347-12 書礼書 考正座右書礼 二 簿冊(10)

AS209-347-13 書礼書 考正座右書礼 三 簿冊(38)

AS209-347-14 書礼書 考正座右書礼 四 簿冊(11)

AS209-347-15 書礼書 考正座右書礼 五 簿冊(18)

AS209-347-16 書礼書 考正座右書礼 六 簿冊(24)

AS209-347-17 書礼書 考正座右書礼 七 簿冊(10)

AS209-347-18 書礼書 考正座右書礼 八 簿冊(14)

AS209-347-19 書礼書 考正座右書礼 九 簿冊(11)

AS209-347-20 書礼書 考正座右書礼 十 寛永14年(1637) 曽我古祐 簿冊(16)
12月

寛政2年写

AS209-347-21 書礼書 御判物 簿冊(12)

AS209-347-22 書礼書 八十五ケ条 袖珍宝 慶長15年(1610) 平尚祐 簿冊(9)
第八 9月

品々不好事

AS209-347-23 書礼書 三百八十ケ条抜書 簿冊(12)

文言心得不宜条々

AS209-347-24 書礼書 雲上系図職原抜書 元和2年(1616) 平尚祐 簿冊(28)
9月7日

天和元年写

AS209-347-25 書礼書 書礼百首 承応3年(1654) 平古祐 簿冊(11)

AS209-347-26 書礼書 改正当用書札 春 簿冊(19)

当用書札10冊（寛文8）を4冊にまとめたもの

AS209-347-27 書礼書 改正当用書札 夏 簿冊(25)

佐竹文庫目録

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－88－



AS209-347-28 書礼書 改正当用書札 秋 簿冊(28)

AS209-347-29 書礼書 改正当用書札 冬 寛政2年(1790) 尹祥 簿冊(26)
正月

AS209-348-1 書礼書 諸第行幸懐紙 簿冊(31)

帙に「書礼書廿一冊」とあり（348-1～348-18まで同一帙）

AS209-348-2 書礼書 古懐紙 簿冊(21)

AS209-348-3 書礼書 武家懐紙端造 源尹祥 簿冊(16)

AS209-348-4 書礼書 師家江書翰、宣胤 天明元年(1781) 源尹祥 簿冊(17)
卿之記抜書 完 8月

AS209-348-5 書礼書 詩懐紙書法 二十三 簿冊(9)

AS209-348-6 書礼書 書捨 女房懐紙 二十 簿冊(10)
一

AS209-348-7 書礼書 後普光園院御抄 持 簿冊(11)
明院

定家仮名序、いろは歌について

AS209-348-8 書礼書 書札礼儀 簿冊(14)

AS209-348-9 書礼書 右史之心得 寛政2年(1790) 源尹祥 簿冊(27)
5月12日

AS209-348-10 書礼書 当世武家略体書状 簿冊(31)
礼節

AS209-348-11 書礼書 改正彜用聞書 第一 簿冊(36)

AS209-348-12 書礼書 大慨順 簿冊(24)

AS209-348-13 書礼書 法式 上四 簿冊(23)

AS209-348-14 書礼書 法式 中五 簿冊(14)

AS209-348-15 書礼書 法式 下六 慶安元年(1648) 久保正之 簿冊(15)
10月

AS209-348-16 書礼書 書札略法 上 簿冊(10)
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AS209-348-17 書礼書 書札略法 中 簿冊(5)

AS209-348-18 書礼書 書札略法 下 簿冊(14)

(2) 折紙・極札

AS709-10-1 狩野晴川院直翰 (天保14年)(1843) 狩野晴川院 鳥越 切紙
2月11日

燕鍔の図は探幽の作にはあらず、〈包紙〉国友明命作 探幽図 燕鍔 狩野晴川院直翰、包紙2枚あり

AS709-10-2 千重菊桔梗薄三所物折紙 文政9年(1826) 後藤四郎兵衛光美 折紙
12月7日

包紙2枚あり

AS709-10-3 金紋牡丹加獅子小刀柄証書 安永3年(1774) 横谷宗与友貞 折紙(2)
11月

包紙2枚あり

AS709-10-4 小鍛冶御脇差副状 天明3年(1783) 岩堀造酒 折紙
5月

岩堀造酒家伝の脇差を藩主に献上した際の添状、脇差の由来と名品であることの所以を証明、包紙3枚あり

AS709-10-5 小鍛冶御脇差証書 4月3日 本阿弥十郎右衛門 岩堀造酒 折紙
親俊

AS709-10-6 色絵鶏目貫小刀柄証書 正月7日 後藤四郎兵衛光美 折紙

包紙2枚あり

AS709-10-7 太真殿小刀柄証文 元文5年(1740) 後藤四郎兵衛光理 折紙
7月7日

包紙2枚あり

AS709-10-8 金神楽獅子御目貫折紙 安永7年(1778) 後藤四郎兵衛光孝 折紙
2月7日

包紙2枚あり

AS709-10-9 倶利伽羅龍小刀柄証文 元文5年(1740) 後藤四郎兵衛光理 折紙
5月7日

包紙2枚あり

AS709-10-10 若松竹三所物折紙 嘉永6年(1853) 後藤四郎兵衛光晃 折紙
2月7日

包紙2枚あり
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AS709-11-1 信家兜添状 安政3年(1856) 甲冑良工増田明珍 折紙
8月 主水紀宗治

〈包紙〉

AS709-11-2 黒塗無地御鞍折紙 元文元年(1736) 辻山城政良 折紙
8月21日

〈包紙〉

AS709-11-3 黒塗丸ニ笠之紋御鞍折紙 元文2年(1737) 辻山城政良 折紙
8月21日

〈包紙〉

AS709-11-4 貞直作海無鞍折紙 元治元年(1864) 辻山城政照 折紙
9月17日

〈包紙〉

AS709-11-5 伊勢加賀守貞直正作海老鞍 文政12年(1829) 辻山城政有 折紙
折紙 2月21日

包紙に「銀紅葉狩蒔絵御鞍折紙」ともあり、包紙2枚あり

AS709-11-6 伊勢加賀守貞直正作両咲鐙 文政12年(1829) 辻山城政有 折紙
折紙 2月21日

包紙に「銀紅葉狩蒔絵御鐙折紙」ともあり、包紙2枚あり

AS709-12 御荷物入記 4月23日 藤本束・ 高根勝馬・ 竪帳(7)
村瀬嘉右衛門・ 飯塚伝也・
大田原茂 岩堀文四郎

御納戸入の美術品目録

AS709-14-1 牛庵随応副状 慶安4年(1651) 牛庵随応 折紙

藤原定成筆の古今和歌集であることを証す、〈包紙〉副状（14-1～14-4まで同一包紙）

AS709-14-2 龍山公外題極札 切紙(2)

〈包紙〉（14-2のみ）

AS709-14-3 牛庵随応書状 3月4日 随応 切紙

藤原定成筆の古今集上下2巻の評価額について、〈包紙〉(14-3のみ）

AS709-14-4 古今和歌集紙枚書付 切紙

〈包紙〉(14-4のみ）

AS709-14-5 光起金屏風光貞証書 9月 絵所預従四位下土 折紙(2)
佐守光貞

包紙2枚あり
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AS709-14-6 御加筆依頼書 切紙

〈包紙〉

AS709-14-7 伊勢物語今川氏真真蹟吟味 天保15年(1844) 切紙(3)
書付 9月11日

包紙2枚あり

AS709-14-8 古筆了延外題極札 切紙

包紙2枚あり

AS709-14-9 山崎宗鑑由来書 切紙

包紙2枚あり

AS709-14-10 江月和尚極札 切紙

〈包紙〉

AS709-14-11 古筆了意書付 (文化11年)(1814) 切紙

〈包紙〉文化十一年甲戌八月古筆了意被為召候砌ニ認候書附一通、新院様御筆御掛物ニ添、包紙2枚あり

AS709-14-12 隠元禅師筆抔茶証書 切紙

包紙2枚あり

AS709-14-13 利休文加筆依頼書付 切紙

〈包紙〉(14-13～14-16まで同一包紙）、〈包紙〉(14-13のみ）

AS709-14-14 利休文極札 切紙

〈包紙〉(14-14のみ）

AS709-14-15 不審庵極札 切紙

利休文についての極札、〈包紙〉(14-15のみ）

AS709-14-16 古筆了佐極札 切紙

利休文についての極札、〈包紙〉(14-16のみ）

AS709-14-17 加筆依頼書付 継紙

〈包紙〉書付 古筆御懐紙極書、包紙2枚あり

AS709-14-18 後京極良経公筆古筆了延極 切紙
札

包紙2枚あり

AS709-14-19 土佐光祐証文・極札 宝永7年(1710) 正六位下土佐守左 切紙(2)
2月 近衛将監光祐

〈包紙〉(14-19～14-20まで同一包紙）、〈包紙〉(14-19のみ）
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AS709-14-20 極札 (宝永7年)(1710) 切紙

〈包紙〉(14-20のみ）

AS709-15-1 御茶器勘定書 7月4日 継紙

〈包紙〉(15-1～15-13まで同一包紙）、〈包紙〉(15-1～15-2まで同一包紙）、ほか1枚

AS709-15-2 御茶器鑑定書 7月10日 野村 継紙

AS709-15-3 黄山谷墨跡極札 切紙

〈包紙〉(15-3～15-4まで同一包紙）

AS709-15-4 城東早春 継紙

AS709-15-5 宗旦作茶杓不審菴極札 巳　3月 不審庵 折紙

AS709-15-6 八十島彦右衛門和歌軸物極 切紙
札

AS709-15-7 岩堀宗六取扱書付 文政7年(1824) 岩堀宗六 継紙
3月29日

AS709-15-8 松平下野守忠郷公筆文横物 切紙
書附

AS709-15-9 黄山谷極札 切紙

AS709-15-10 色絵鉄山唐竹三所物吟味札 切紙

〈包紙〉(15-10～15-13まで同一包紙）

AS709-15-11 色絵帯取小柄吟味札 切紙

AS709-15-12 金紋二疋獅子小柄吟味札 切紙

AS709-15-13 中山前大納言添状 文化2年(1805) 中山前大納言 折紙
10月

AS709-16-1 切石村兜明神覚書 寛政6年(1794) 折紙
7月

〈包紙〉(16-1～16-4まで同一包紙）

AS709-16-2 諸道具折紙 8月 左近士正六 折紙

AS709-16-3 諸道具折紙 文化6年(1809) 継紙
7月

Ⅰ．近世佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－93－



AS709-16-4 諸道具折紙 継紙

AS709-16-5 宗清御袖添状 文政5年(1822) 御甲冑極所増田明 折紙
2月 珍右馬之介紀宗胤

〈包紙〉(16-5～16-9まで同一包紙）

AS709-16-6-1 宗縄臑当添状 文政5年(1822) 御甲冑極所増田明 折紙
2月 珍右馬之介紀宗胤

AS709-16-6-2 明珍右馬之介書状 (文政5年)(1822) 明珍右馬之介 御兵具方 切紙
閏正月22日

宗縄添状についての追加説明

AS709-16-7 宗重御甲添状 文政5年(1822) 御甲冑極所増田明 折紙
2月 珍右馬之介紀宗胤

AS709-16-8 宗清御胴添状 文政5年(1822) 御甲冑極所増田明 折紙
2月 珍右馬之介紀宗胤

AS709-16-9 信広御小手添状 文政5年(1822) 御甲冑極所増田明 折紙
2月 珍右馬之介紀宗胤

AS709-17-1 雪下久家折紙 寛政12年(1800) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗妙

〈包紙〉

AS709-17-2 宗介面鎧折紙 寛政8年(1796) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍長門守紀

宗政

「宗介面頬二百五拾枚」と端裏に貼紙あり、〈包紙〉(17-2～17-6まで同一包紙）

AS709-17-3 宗安霊甲折紙 寛政12年(1800) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗妙

「宗安作代金二百枚」と端裏に貼紙あり

AS709-17-4 宗久面鎧折紙 寛政12年(1800) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗妙

「宗久代金七枚」と端裏に貼紙あり

AS709-17-5 吉道臑鎧折紙 寛政12年(1800) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗妙

「吉道代金五枚」と端裏に貼紙あり

佐竹文庫目録

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－94－



AS709-17-6 義通手鎧折紙 寛政12年(1800) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗妙

「義通代金拾枚」と端裏に貼紙あり

AS709-17-7 信家面鎧折紙 明和6年(1769) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗益

〈包紙〉

AS709-17-8 宗実尊霊甲折紙写 正徳4年(1714) 日本唯一甲冑良士 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗介

〈包紙〉(17-8～17-9まで同一包紙）

AS709-17-9 義長臑鎧折紙 寛政8年(1796) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍長門守紀

宗政

〈包紙〉

AS709-17-10 義通頭甲折紙 安永9年(1780) 日本唯一甲冑良工 折紙
2月 増田明珍大隅守紀

宗近

「義厚公御三領目岩堀造酒献上」「義通黄金百枚」と包紙に貼紙あり

AS709-17-11 信家頭甲折紙 明和6年(1769) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗益

AS709-17-12 宗実御兜・宗重御兜目形書 折紙
上

〈包紙〉(17-12～17-13まで同一包紙）

AS709-17-13 宗実尊霊甲折紙 正徳4年(1714) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗介

AS709-17-14 信広喉輪折紙 寛政8年(1796) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍長門守紀

宗政

〈包紙〉

AS709-17-15 宗重胴鎧折紙 寛政9年(1797) 日本唯一甲冑良工 折紙
2月 増田明珍大隅守紀

宗妙

〈包紙〉
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AS709-17-16 宗政喉輪折紙 明和6年(1769) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗益

〈包紙〉

AS709-17-17 宗安霊甲折紙 寛政6年(1794) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍長門守紀

宗政

〈包紙〉御甲折紙 右折紙寛政六寅年九月廿九日御膳番籠谷小左衛門相渡ス御兵具役土野塚弟助請取之、包

紙2枚あり

AS709-17-18 信広臑鎧折紙 明和6年(1769) 日本唯一甲冑良工 折紙
8月 増田明珍大隅守紀

宗益

〈包紙〉

AS750-13-1 大和国包真御刀折紙 万延元年(1860) 本阿 折紙
5月3日

〈包紙〉(13-1～13-6まで同一包紙）、包紙3枚あり

AS750-13-2 金重御刀折紙 元禄15年(1702) 本阿 折紙
9月3日

包紙2枚あり

AS750-13-3 参河国貞吉御短刀折紙 12月15日 本阿弥喜三二長根 折紙

包紙2枚あり

AS750-13-4 来国次御刀副状 11月3日 本阿弥十郎右衛門 折紙(2)
親俊

包紙2枚あり

AS750-13-5 備中国国重御脇差副状 11月23日 本阿弥喜三二長根 折紙

包紙2枚あり

AS750-13-6 貝三原中御脇差極札 戊辰 切紙

包紙2枚あり

(3) 武芸伝授

AS399-1-1 起請文写 (宝永6年)(1709) 小野治部右衛 切紙
門

〈包紙〉御兵法御誓詞文留書（1-1～1-2まで同一包紙）、包紙2枚あり

AS399-1-2 起請文写 宝永6年(1709) 切紙

佐竹文庫目録
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AS399-2 五十騎一備図 63×51

彩色有

AS399-3 五十騎塁備図 73×52

彩色有

AS399-4 五十騎行軍 草野半右衛門 横帳(20)

〈包紙〉上 五十騎壱備之行軍 三代目草野半右衛門調

AS399-12 軍法之巻引合 8月 平元貞治 竪帳(25)

AS399-13-1 軍法伝来 草野宗閑斎 切紙

〈包紙〉(13-1～13-2まで同一包紙）

AS399-13-2 城取縄張之伝来 草野宗閑斎 切紙

AS399-14 古兵法 抜 竪帳(43)

AS399-15 御定書 横帳(5)

AS399-17-1 貝之伝書 承暦元年(1077) 継紙
2月10日

〈包紙〉(17-1～17-2まで同一包紙）

AS399-17-2 御貝之次第覚 継紙

AS399-18 武田流軍法伝来 継紙

AS789-1-1 御誓戒状下書 享保16年(1731) 御名 小野次郎右衛 切紙
7月 門

切紙「此下書同年七月廿四日持参　金森三郎太夫」、〈包紙〉、ほか1枚

AS789-1-2 仮策免状 明和7年(1770) 渡部善兵衛源安綱 折紙
12月26日

〈包紙〉

AS789-2 黒札之調様 安永2年(1773) 小野寺主水 継紙
6月

〈包紙〉

AS789-3-1 真陰流太刀許状 天保15年(1844) 手戸仁兵衛旨利 宗胤公 折紙
2月

〈包紙〉(3-1～3-2まで同一包紙）
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AS789-3-2 真陰流太刀許状 天保9年(1838) 手戸仁兵衛旨利 宗胤公 切紙
9月

AS789-4 小笠原流御免状 天保13年(1842) 水谷伝兵衛運重 宗胤公 切紙
10月22日

〈包紙〉

AS393-6 印可状 弘化3年(1846) 草野半右衛門正辰 宗胤公 折紙
3月23日

武田軍法書伝授の証文、〈包紙〉呈 印可状

AS789-5 大和流弓道射術的目録 安政3年(1856) 徳峰軒奥田長平源 竪帳(8)
3月 是義

AS789-8 大坪本流伝書目録 安政6年(1859) 高橋是休 継紙
2月

馬術書目録、〈包紙〉

AS789-12-1 小的絵取寸法書 万延2年(1861) 徳峰軒奥田是義 継紙

〈包紙〉(12-1～12-2まで同一包紙）

AS789-12-2 小的絵取寸法 (万延2年)(1861) 継紙

ほか1枚

AS789-13 大的絵取寸法書 文久元年(1861) 徳峰軒奥田是義 切紙
3月

〈包紙〉、ほか1枚

AS789-14 真陰流太刀陰 口伝 辰　3月 手戸仁兵衛 横半(8)

AS789-15 弓名書付 3月 省巳 継紙

AS789-16 龍神弓 6月28日 折紙

弓術の心得書

AS789-17 半的絵取寸法書 中村伝右衛門・ 切紙
山崎彦太郎

〈包紙〉

AS789-18-1 離相流鎗術誓詞 切紙

〈包紙〉(18-1～18-2まで同一包紙）

AS789-18-2 信直流馬術起請文前書 切紙
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AS789-19 一刀流兵法御打太刀起請文 切紙
前書

一刀流兵法承伝に際して、〈包紙〉

AS789-20-1 信直流表裏御手綱御書付 折紙

〈包紙〉(20-1～20-2まで同一包紙）

AS789-20-2 信直流表裏御手綱御書付 折紙

AS789-21-1 考書 小野寺主水 継紙

〈包紙〉

AS789-21-2 考書 小野寺主水 継紙

AS789-22 上段三十九首 継紙

〈包紙〉

AS789-23 阿蘭陀鞭製作書付 未 馬田三右衛門 切紙

〈包紙〉

AS789-24-1 山本勘助流兵法起請文前書 切紙

山本勘助流兵法并に城築縄張一切御相伝他見他言せざる事、〈包紙〉(24-1～24-2まで同一包紙）

AS789-24-2 一刀流兵法起請文前書 切紙

一刀流兵法相伝他見他言無用
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１　系図・由緒書

(1) 岩城・芦名氏系図

AS288.2-61 岩城伊達芦名系図写 (元禄年間) 竪帳(25)
(1688～1704)

岩城之系図／岩城系図／藤原姓伊達系／会津領主御代々系図（元禄8）／芦名家譜／会津芦名之系図

AS288.2-62 岩城系図并雑記 竪帳(23)

AS288.2-73 平姓岩城氏略系図 太和田信胤 切紙

桓武天皇～貞隆、〈包紙〉

AS288.3-54 岩城家由緒覚 横帳(6)

〈包紙〉前小屋

AS288.3-55 岩城覚書 横帳(3)

〈包紙〉

AS288.3-56-1 関口半八届書 12月 御名内関口半八 継紙

岩城氏由緒について、〈包紙〉(56-1～56-3は同一包紙）

AS288.3-56-2 某届書 継紙

56-1と同文

AS288.3-56-3 佐竹右京大夫口上書下書 御名 継紙

56-1と同文

AS288.3-57 岩城氏由緒覚 継紙

AS289-43 佐藤無久覚書 8月2日 佐藤無久 継紙

岩城貞隆の治績について、〈包紙〉定隆様御事佐藤無及ニ御尋被成候御答書付、宝永元年七月二日御前御箱

之内より見出シ秋田御文書所可相渡付請取候、〈包紙〉宝永二年酉五月十六日ニ又太郎殿より又右衛門・惣
右衛門両人に被相渡候佐藤無及覚書、包紙3枚あり

AS288.3-107-1 神谷春茂書状 6月6日 神谷半次春茂 関口半八 継紙

系譜作成に関し、問い合わせの件について

AS288.3-107-2 神谷春茂書状別紙 6月6日 神谷半次 関口半八 継紙
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AS288.3-36-1 芦名氏系図 元禄4年(1691) 黒沢多左衛門 竪帳(7)

AS288.3-36-2 芦名氏系図 元禄4年(1691) 黒沢多左衛門 竪帳(8)

〈包紙〉芦名系図

AS288.3-37 芦名系図 継紙

真壁善九郎差出ス、〈包紙〉葦名系図

(2) 佐竹家臣系図・由緒書

AS288.2-69-1 赤坂氏系図 元禄11年(1698) 赤坂権右衛門 継紙
2月14日

〈端裏〉赤坂権右衛門系図

AS288.2-69-2 赤坂氏系図写 元禄11年(1698) 赤坂権右衛門 継紙
2月14日

〈端裏〉御文書改所へ差出候弐通之内 赤坂権右衛門系図写

AS288.2-69-3 赤坂氏系図 元禄13年(1700) 茂木弥三郎組下赤 継紙
12月5日 坂権右衛門

AS288.3-11-1 赤坂権右衛門届書 元禄10年(1697) 赤坂権右衛門 継紙
9月23日

赤坂氏由緒について申伝覚

AS288.3-11-2 赤坂権右衛門届書 (元禄10年)(1697) 赤坂権右衛門光寛 忠兵衛 継紙
閏2月20日

〈包紙〉御書写一通 故実書弐通

AS288.3-11-3 赤坂権右衛門届書 (元禄13年)(1700) 赤坂権右衛門 石井蔵人・ 継紙
正月17日 菅生権右衛門

〈包紙〉赤坂権右衛門宛所遣候書付二通（11-3～11-5まで同一包紙）

AS288.3-11-4 赤坂権右衛門届書 (元禄10年)(1697) 赤坂権右衛門光寛 忠兵衛 継紙
閏2月22日

AS288.3-11-5 赤坂権右衛門届書 (元禄10年)(1697) 赤坂権右衛門 忠兵衛 折紙
閏2月22日

AS288.3-12-1 赤坂氏分流系図 切紙

赤坂氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.3-12-2 赤坂忠兵衛届書 (元禄12年)(1699) 赤坂忠兵衛 切紙
9月

〈包紙〉
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AS288.3-12-3 赤坂忠兵衛届書 (元禄12年)(1699) 赤坂忠兵衛 継紙
9月

〈包紙〉

AS288.3-12-4 赤坂忠兵衛届書 元禄11年(1698) 赤坂忠兵衛 岡本又太郎 切紙
10月15日

AS288.3-12-5 赤坂吉右衛門他連署届書 元禄11年(1698) 赤坂吉右衛門ほか 切紙
10月15日 8名

AS288.3-13-1 赤坂権右衛門届書 元禄11年(1698) 赤坂権右衛門 継紙
2月14日

赤坂氏の由緒について

AS288.3-13-2 赤坂権右衛門届書 元禄11年(1698) 茂木弥三郎組下赤 継紙
2月14日 坂権右衛門

系図、「先祖分レ之覚」とあり、〈包紙〉

AS288.3-13-3 赤坂権右衛門届書 (元禄12年)(1699) 赤坂権右衛門 継紙
12月19日

貼紙5枚あり

AS288.3-13-4 赤坂権右衛門届書 7月28日 赤坂権右衛門 継紙

AS288.3-13-5 赤坂権右衛門届書 元禄11年(1698) 赤坂権右衛門 継紙
2月14日

〈端裏〉御文書改所へ差出候弐通之内赤坂権右衛門口上書写

AS288.3-13-6 赤坂権右衛門届書 7月28日 赤坂権右衛門 継紙

13-4の写、〈端裏〉赤坂権右衛門重而鈴木平蔵を以赤坂忠兵衛方江遣候書付写也、包紙2枚あり

AS288.3-14-1 赤坂忠兵衛書状 (元禄年間) 同忠兵衛 赤坂権右衛門 折紙
(1688～1704)
2月22日

先祖についての問状、〈包紙〉(14-1～14-8まで同一包紙）

AS288.3-14-2 赤坂忠兵衛書状 (元禄年間) 赤忠兵衛 赤坂権右衛門 折紙
(1688～1704)
10月21日

挨拶状

AS288.3-14-3 赤坂忠兵衛書状 (元禄年間) 赤坂忠兵衛 赤坂権右衛門 継紙
(1688～1704)
正月27日

公儀（藩）より仰せ渡しの家々の故実書上げについて

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



AS288.3-14-4 赤坂忠兵衛書状 (元禄年間) 同忠兵衛 赤坂権右衛門 継紙
(1688～1704)
7月26日

贈答品の添状

AS288.3-14-5 赤坂忠兵衛書状 (元禄年間) 赤忠兵衛 赤坂門兵衛 切紙
(1688～1704)
閏6月1日

病気見舞

AS288.3-14-6 赤坂忠兵衛書状 (元禄年間) 同忠兵衛 赤権右衛門 継紙
(1688～1704)
8月4日

近況挨拶状

AS288.3-14-7 赤坂忠兵衛書状 (元禄年間) 赤坂忠兵衛 赤坂権右衛門 折紙
(1688～1704)
2月24日

系譜の儀、幾度申し越候とも改める事ならず

AS288.3-14-8 赤坂忠兵衛届書 (元禄年間) 赤坂忠兵衛 鈴木平蔵 継紙
(1688～1704)
10月13日

赤坂氏の由緒について

AS288.3-15 赤坂権右衛門届書 (元禄10年)(1697) 赤坂権右衛門 忠兵衛 継紙
閏2月20日

〈端裏〉最前赤坂忠兵衛所江赤坂権右衛門方より遣候書状写也 弐通之内

AS288.3-140-1 鈴木平蔵書状 8月4日 鈴木平蔵 赤坂権右衛門 折紙

赤坂氏由緒調査について、〈包紙〉(140-1～140-2まで同一包紙）

AS288.3-140-2 鈴木重昌書状 11月2日 鈴木平蔵重昌 赤坂権右衛門 折紙

AS288.3-148 高柿兵右衛門届書 (元禄年間) 高柿兵右衛門 切紙
(1688～1704)
11月19日

先祖高柿庄左衛門妻は赤坂下総の娘、〈包紙〉

AS288.3-208 茂木知重書状 正月23日 茂木弥三郎知重 岡本又太郎 折紙

十二所給人は常州において与力と申すこと相違、〈包紙〉

AS386-225-1 赤坂源太書状 10月10日 赤坂源太 赤坂権右衛門 折紙

忠兵衛死去の節到来の飛札への礼状、〈包紙〉付届之状四通 内壱通中忠兵衛所より私親門兵衛ニ定紋之上下

遣候手紙（225-1～225-2まで同一包紙）
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AS386-225-2 赤坂源太書状 9月19日 赤源太 赤坂権右衛門 折紙
・同源右衛門

同姓忠兵衛死去の通知

AS386-226-1 赤坂忠兵衛書状 7月6日 赤坂忠兵衛 赤坂権右衛門 折紙

〈包紙〉赤坂遜休夫婦死去之時中忠兵衛返状弐通、但シ祖父権右衛門所へ（226-1～226-2まで同一包紙）

AS386-226-2 赤坂忠兵衛書状 閏2月20日 赤坂忠兵衛 赤坂権右衛門 折紙

AS288.2-70 赤須氏系図 継紙

〈包紙〉太田周治伝来之古書付同人より差出候本書之写

AS288.2-71 赤須市右衛門由緒 3月11日 赤須市右衛門 継紙

AS288.3-16 由緒証文ニ付覚書 元禄15年(1702) 継紙
4月

赤須氏の由緒について

AS288.3-17 赤須露身届書 元禄15年(1702) 赤須露身 中村又左衛門 継紙
7月28日 ・大和田内記

赤須氏の由緒について

AS288.3-18 赤須家由緒ニ付覚書 元禄15年(1702) 継紙
8月

〈端裏〉(朱書）文政十年亥十一月三日再御裁判被仰渡此御裁判書市右衛門子孫市兵衛より被召上為后来御貯

ニ相成候

AS288.3-19 赤須家由緒ニ付覚書 元禄15年(1702) 継紙
8月

〈包紙〉元禄年中被仰渡御書付写入

AS288.3-21 赤須市右衛門届書 (元禄年間) 赤須市右衛門 大和田内記・ 切紙
(1688～1704) 中村又左衛門
9月16日

AS288.3-22 赤須氏由緒覚に付申渡書 (元禄年間) 継紙
(1688～1704)
5月

赤須氏由緒が承伝の通りであることを確認した通達

AS288.3-23 赤須氏由緒届書 7月6日 赤須治部之助・ 切紙
赤須平馬・
大田金右衛門

赤須の元祖御尋ねにつき、吟味の上御答

AS288.3-24 田名部八之允届書 11月9日 田名部八之允 切紙

赤須家伝来の証文、祖母より譲り受け所持のこと

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



AS288.3-25 佐竹義人判物写 宝徳2年(1450) 義人 赤須兵庫助 切紙
2月16日

赤須村代々相伝の文書紛失について、「秋田藩家蔵文書」50-25と同じ

AS288.3-26 赤須茂左衛門願書 9月 赤須茂左衛門 継紙

赤須氏の由緒について再度吟味の願い

AS288.3-27 赤須平馬・赤須萬太願書 (文化年間) 赤須平馬・ 継紙
(1804～1818) 赤須萬太
9月

赤須氏の由緒について再度吟味の願い

AS288.3-28 赤須露身口上覚 1月6日 赤須露身 田名部八之丞 継紙

赤須家由緒及び伝来の証文について

AS288.3-29 赤須市右衛門願書 4月10日 赤須市右衛門 継紙

田名部八之丞所持の証文、赤須家に拝領いたしたき願い

AS288.3-30 赤津鉄之助届書 元禄11年(1698) 赤津鉄之助 切紙
2月22日

一族男子の書上、幕紋、改姓など

AS288.3-31 赤津鉄之助届書 元禄11年(1698) 赤津鉄之助 継紙
2月22日

赤津氏の由緒、歴代の実名、通称など書上

AS288.3-32-1 赤津氏略系図 赤津鉄之助 折紙

〈包紙〉前々より持来候間指上申候 赤津鉄之助（32-1～32-4は同一包紙）

AS288.3-32-2 某書状 切紙

AS288.3-32-3 赤津系図 切紙

AS288.3-32-4 赤津氏幕紋 寛文6年(1666) 赤津半丞 切紙
9月29日

AS288.3-33 赤津鉄之助届書 11月26日 赤津鉄之助 継紙

赤津氏の由緒について

AS288.3-96 小貫喜左衛門届書 (元禄11年)(1698) 小貫喜左衛門 切紙
2月21日

赤津鉄之助由緒について

AS288-12 語伝口上之覚 元禄14年(1701) 十狐村肝煎与右衛 継紙
7月30日 門ほか5名

浅利氏の由緒について
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AS288.2-72 源姓浅利氏由緒書 元禄11年(1698) 浅利与右衛門 継紙
5月29日

AS288.2-102 源氏浅利系図写 元禄10年(1697) 高屋五左衛門・ 継紙
6月 浅利五郎作

高屋氏系図

AS288.3-34 浅利五郎作届書 元禄11年(1698) 浅利五郎作 継紙
7月8日

浅利氏先祖の勤功について

AS288.3-35-1 浅利与右衛門届書 元禄15年(1702) 浅利与右衛門 継紙
7月2日

浅利氏の由緒について

AS288.3-35-2 浅利与右衛門届書 元禄15年(1702) 浅利与右衛門 継紙
正月29日

〈表題〉承伝候覚

AS288.3-156-1 高屋五左衛門・浅利五郎作 元禄10年(1697) 高屋五左衛門・ 継紙
連署届書 6月 浅利五郎作

高屋氏の由緒について

AS288.3-156-2 高屋五左衛門届書 元禄15年(1702) 高屋五左衛門 継紙
閏8月13日

AS288.3-156-3 高屋五左衛門・浅利長兵衛 元禄15年(1702) 高屋五左衛門・ 継紙
連署届書 9月4日 浅利長兵衛

浅利氏の由緒について

AS288.3-156-4 高屋五左衛門他連署届書 元禄15年(1702) 高屋五左衛門・ 継紙
9月4日 浅利長兵衛・

高屋五兵衛

祖先年齢書付

AS288.3-157-1 高屋五兵衛届書 元禄17年(1704) 高屋五兵衛 継紙
3月

高屋氏の由緒について

AS288.3-157-2 高屋五兵衛届書 元禄11年(1698) 高屋五兵衛 切紙
7月18日

高屋氏略系図

AS288.3-157-3 高屋五兵衛届書 元禄11年(1698) 高屋五兵衛 切紙
2月22日

高屋氏の由緒について
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AS288.3-158 高屋五左衛門届書 元禄17年(1704) 高屋五左衛門 切紙
3月13日

武具書付、〈包紙〉

AS288.3-50 池見高映届書 享保6年(1721) 池見安左衛門 継紙
5月1日

池見氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.2-75 石井氏系図 元禄15年(1702) 石井惣左衛門 継紙
閏8月4日

AS288.3-38-1 石井弥右衛門書状 延宝5年(1677) 石井弥右衛門 石井太郎左衛 折紙
8月11日 門

自分家の元祖及び分流についての質問

AS288.3-38-2 石井弥右衛門願書 元禄15年(1702) 石井弥右衛門 切紙
8月16日

石井豊前守を先祖として認められたし

AS288.3-39 石井氏由緒覚 寛文9年(1669) 継紙
4月19日

AS288.3-40-1 石井太郎左衛門願書 元禄12年(1699) 石井太郎左衛門 中村与介・ 継紙
12月19日 大和田内記

石井氏の由緒の取り扱い方についての願い

AS288.3-40-2 石井太郎左衛門口上書 2月14日 (石井太郎左衛門） (石井蔵人） 切紙

石井蔵人家の由緒について、朝忠以後の系図仕立て方勝手たるべし

AS288.3-40-3 石井太郎左衛門届書 元禄12年(1699) 石井太郎左衛門忠 継紙
12月7日 藤

石井家由緒について

AS288.3-40-4 石井太郎右衛門届書 元禄12年(1699) 石井太郎右衛門 継紙
11月17日

AS288.3-40-5 石井忠藤書状 延宝5年(1677) 石井太郎左衛門忠 石井弥右衛門 折紙
8月11日 藤

石井氏苗字の由緒について

AS288.3-40-6 石井忠藤書状 天和3年(1683) 石井太郎左衛門忠 石井弥一兵衛 折紙
5月21日 藤

「忠」の一字使用について

AS288.3-40-7 石井忠以書状 寛文9年(1669) 石井太郎左衛門忠 石井市三郎 折紙
4月30日 以

石井家分流の祖について
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AS288.3-40-8 石井忠藤書状 正月18日 石井太郎左衛門忠 石井蔵人 折紙
藤

此度の由緒調査の対応は此方に任せられたし

AS288.3-40-9 石井忠以書状 寛文8年(1668) 石井太郎左衛門忠 石井縫殿助 折紙
12月18日 以

我等系図御分候儀につき

AS288.3-40-10 石井忠以書状 寛文7年(1667) 石井太郎左衛門忠 石井拾右衛門 折紙
7月24日 以

石井豊前末葉に付、幕紋・一字使用のこと

AS288.3-40-11 石井忠以書状 9月13日 石井太郎左衛門忠 石井半平・ 折紙
以 石井右源太

石井氏分流筋について

AS288.3-40-13 石井忠以書状 10月20日 石井太郎左衛門忠 石井蔵人・菅 継紙
以 谷勘右衛門・

石井刑部右衛
門

AS288.3-40-14 石井忠以書状 寛文6年(1666) 石井太郎左衛門忠 石井蔵人ほか 折紙(2)
以 5名

AS288.3-41-1 石井宇内願書 元禄13年(1700) 石井宇内 継紙
12月6日

石井家の由緒を御記録に載録されたし

AS288.3-41-2 御記録所申渡書 元禄13年(1700) (御記録所） 石井宇内 継紙

伝承せる系図偽り多し

AS288.3-42-1 石井惣左衛門届書 (元禄13年)(1700) 石井惣左衛門 折紙

石井惣左衛門家由緒について、〈包紙〉石井太郎左衛門所より遣シ申候書付壱通 石井惣左衛門

AS288.3-42-2 石井惣左衛門届書 (元禄13年)(1700) 石井惣左衛門 継紙
12月6日

AS288.3-43-1 石井弥市兵衛届書 元禄16年(1703) 石井弥市兵衛 継紙
4月1日

AS288.3-43-2 石井権之丞願書 元禄13年(1700) 石井権之丞 切紙
12月6日

石井氏分流由緒報告の延引願
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AS288.3-43-3 石井藤兵衛・石井理左衛門 元禄15年(1702) 石井藤兵衛・ 継紙
届書 12月10日 石井理左衛門

石井氏分流の由緒について

AS288.3-43-4 石井又左衛門届書 元禄15年(1702) 石井又左衛門 中村又左衛門 切紙
5月21日 ・大和田内記

AS288.3-43-5 石井庄左衛門届書 (元禄13年)(1700) 石井庄左衛門 中村又左衛門 切紙
8月12日 ・大和田内記

AS288.3-43-6 石井弾七届書 元禄15年(1702) 茂木筑後与下七右 切紙
6月26日 衛門子石井弾七

石井家由緒に関わる義篤公の御書一通伝来の事

AS288.3-43-7 石井忠藤書状 延宝元年(1673) 石井伝九郎忠藤 石井藤馬 折紙
12月16日

名字の由緒について

AS288.3-43-8 石井忠衛書状 延宝元年(1673) 石井藤馬忠衛 石井伝九郎 折紙
12月16日

AS288.3-43-9 石井右源太他連署状 9月13日 石井右源太・石井 石井太郎左衛 折紙
半平・根田治部助 門
俊与・[ ]

石井氏分流の由緒について、〈包紙〉此三通五段たんす智の引出石井一家争論書付一袋之内より出ス、追而

可復（43-9～43-13は同一包紙）

AS288.3-43-10 石井忠重書状 寛文7年(1667) 石井権右衛門忠重 石井太郎左衛 折紙
7月24日 門

石井氏分流の由緒について

AS288.3-43-11 石井忠央書状 正月23日 同藤兵衛忠央 石井太郎左衛 折紙(2)
門

AS288.3-43-12 石井忠道書状 正月23日 同理左衛門忠道 石井太郎左衛 折紙
門

AS288.3-43-13 石井忠央書状 正月15日 石井藤兵衛忠央 石井太郎左衛 折紙(2)
門

AS288.3-44-1 御記録所申渡書 元禄15年(1702) (御記録所） 石井彦左衛門 継紙
6月 ほか11名

石井氏分流の由緒について吟味の上申し渡し

AS288.3-44-2 石井彦左衛門届書 元禄13年(1700) 石井彦左衛門 切紙
4月10日

石井彦左衛門家由緒について
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AS288.3-44-3 石井彦左衛門・石井太郎右 11月9日 石井彦左衛門・ 切紙
衛門願書 同太郎右衛門

一名并家紋について指示下されたし

AS288.3-45-1 石井縫殿助願書 元禄13年(1700) 茂木弥三郎組下石 継紙
4月16日 井縫殿助

石井家の由緒を御記録にお載せ下されたし

AS288.3-45-2 石井達忠書状 元禄13年(1700) 石井縫殿助達忠 石井太郎左衛 折紙
11月25日 門

石井氏分流の由緒について

AS288.3-45-3 石井達忠書状 元禄13年(1700) 同縫殿助達忠 石井太郎左衛 折紙
正月29日 門

幕紋の件に付教示を得たことについての礼

AS288.3-45-4 石井達忠書状 元禄13年(1700) 同縫殿助達忠 石井太郎左衛 折紙
3月3日 門

幕紋の件に付教示を得たことについての礼

AS288.3-46-1 石井作兵衛他連署届書 元禄14年(1701) 石井作兵衛・ 継紙
5月19日 石井理左衛門・

石井権之丞

系図

AS288.3-46-2 石井作兵衛届書 元禄15年(1702) 石井作兵衛 切紙
閏8月1日

石井氏分流の書付指出方について

AS288.3-46-3 石井作兵衛願書 元禄14年(1701) 石井作兵衛 継紙
5月19日

太郎左衛門分流として御記録されたし

AS288.3-47-1 石井寛忠書状 (元禄年間) 石井市三郎寛忠 石井太郎左衛 折紙
(1688～1704) 門
4月27日

石井家分流の由緒について

AS288.3-47-2 石井寛忠書状 (元禄年間) 石井市三郎寛忠 石井太郎左衛 折紙
(1688～1704) 門
4月27日

AS288.3-48-1 石井蔵人届書 (元禄13年)(1700) 石井蔵人 継紙
4月13日

石井蔵人家の由緒について
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AS288.3-48-2 塩谷盛良書状 2月19日 塩谷主鈴盛良 完戸源左衛門 切紙

由緒の調査について、〈包紙〉、ほか1枚

AS288.3-48-3 石井蔵人届書 卯　8月12日 石井蔵人 継紙

AS288.3-48-4 石井蔵人口上書 寅　2月9日 石井蔵人 石井太郎左衛 継紙
門

〈表題〉石井太郎左衛門処江申達候口上之覚

AS288.3-48-5 石井寛忠書状 寛文6年(1666) 蔵人 石井太郎左衛 切紙
11月2日 門

AS288.3-48-6 石井寛忠書状 (元禄年間) 同蔵人寛忠 石井太郎左衛 継紙
(1688～1704) 門
正月14日

AS288.3-48-7 石井寛忠口上書 (元禄年間) (石井蔵人） (石井太郎左衛 切紙
(1688～1704) 門）
2月15日

〈表題〉石井太郎左衛門所江返答口上書

AS288.3-48-8 石井寛忠書状下書 (元禄年間) 同蔵人 石井太郎左衛 折紙(2)
(1688～1704) 門
正月13日

AS288.3-48-9 石井寛忠書状 (元禄年間) 蔵人 太郎左衛門 切紙
(1688～1704)
正月14日

AS288.3-49-1 石井忠元書状 (元禄年間) 石井弥一兵衛忠元 石井太郎左衛 折紙
(1688～1704) 門
9月11日

石井弥一郎家の由緒について

AS288.3-49-2 石井弥市兵衛届書 元禄11年(1698) 石井弥市兵衛 継紙
3月11日

石井家の系図

AS288.3-129-1 佐藤忠左衛門書状 寛文7年(1667) 佐藤忠左衛門 石井太郎左衛 折紙
7月15日 門

石井権右衛門、一類に疑いなき故、一字・幕紋許可されたし

AS288.3-129-2 佐藤忠左衛門書状 寛文6年(1666) 佐藤忠左衛門 石井太郎左衛 折紙
8月9日 門尉

石井氏由緒について

AS288.3-51 糸井隼人願書 申　3月8日 糸井隼人 切紙

糸井氏由緒の証拠を下されたし
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AS288.3-58-1 岩堀惣六願書 (宝暦12年)(1762) 岩堀惣六 富岡忠右衛門 継紙
3月29日 ・沢部角助

献上の古系図返却されたし、〈包紙〉

AS288.3-58-2 岩堀宗六届書 (宝暦13年)(1763) 岩堀宗六 切紙
3月4日

嫡庶の分は昨年上申の書付にあり、〈包紙〉

AS288.3-58-3 岩堀宗六願書 宝暦12年(1762) 岩堀宗六 冨岡忠右衛門 継紙
6月26日 ・沢部角助

献上済の古系図を拝領賜りたし、〈包紙〉

AS288.3-58-4 古事書付 切紙

去ル亥ノ年夏ノ頃小野寺桂遊老桂之介ト被申ケル時物語セラレケルヲ書留置候覚、〈包紙〉

AS288.3-58-5 岩堀宗六届書 宝暦12年(1762) 岩堀宗六 横帳(3)
8月

岩堀氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-59-1 岩堀吉右衛門届書 宝暦12年(1762) 岩堀吉右衛門 継紙
8月11日

岩堀氏系図、〈包紙〉

AS288.3-59-2 岩堀吉右衛門届書 9月4日 岩堀吉右衛門 切紙

岩堀氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-59-3 岩堀吉右衛門届書 3月9日 岩堀吉右衛門 切紙

〈包紙〉

AS288.3-59-4 岩堀吉右衛門届書 (宝暦14年)(1764) 岩堀吉右衛門 福地三太郎・ 継紙
4月9日 草刈重右衛門

〈包紙〉

AS288.3-59-5 御証文写 正徳5年(1715) 岩堀吉右衛門 切紙
3月

天英公御書一通召上のこと、〈包紙〉(59-5～59-6まで同一包紙）

AS288.3-59-6 御証文写 宝永6年(1709) 岩堀伝四郎 切紙
正月

義継君書一通御記録に載せおかれること

AS288.3-61-1 岩村五郎兵衛届書 6月13日 岩村五郎兵衛 切紙

岩村氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-61-2 岩村五郎兵衛届書 切紙

〈包紙〉(61-2～61-3まで同一包紙）
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AS288.3-61-3 小助川五左衛門書状 6月10日 小助川五左衛門 岩村五郎兵衛 切紙

AS288.3-61-4 岩村五郎兵衛・岩村弥兵衛 2月24日 岩村五郎兵衛・ 継紙
届書 同弥兵衛

AS288.2-74 源姓岩屋氏系図写 岩屋五郎兵衛 継紙

団斎の署名あり、〈包紙〉

AS288.2-76 宇佐美系図 軸装

AS288.2-77 宇佐美系図写 母方 (元禄年間) 継紙
(1688～1704)

〈端裏〉宇佐美系図写之由団斎指出之

AS288.2-84 小笠原系図 (元禄年間) 軸装
(1688～1704)

岩屋系図・宇佐美系図と同じ、貼紙あり

AS288.2-90 河井系図 (明暦年間) 軸装
(1655～1658)

AS288.3-60 聞書証文並目録 (元禄年間) 岩屋弾斎 横帳(16)
(1688～1704)

AS288.3-62 岩屋氏一家一年ノ嘉例儀式 元和2年(1616) 朝祐 横帳(9)
之覚 12月

表紙に「天正九年正月吉日」とあり

AS288.3-63 岩屋・宇佐美・河井土地証 寛永7年(1630) 朝祐 横半(34)
文万聞書覚帳 12月28日

AS288.3-64-1 源家小笠原岩屋氏証文之写 元禄12年(1699) 成就院 横帳(6)
12月17日

AS288.3-64-2 片岡軍左衛門届書 元禄13年(1700) 片岡軍左衛門 継紙
正月26日

岩屋氏の由緒について

AS288.3-65-1 岩屋弾斎届書 (元禄15年)(1702) 岩屋弾斎 継紙
閏8月9日

AS288.3-65-2 岩屋弾斎届書 (元禄15)(1702) 岩屋弾斎 継紙
9月26日

AS288.3-66 成就院届書 12月16日 成就院 継紙

〈表題〉源家小笠原岩屋氏承伝申候覚
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AS288.3-67-1 岩屋五郎兵衛願書 元禄15年(1702) 岩屋五郎兵衛 中村又左衛門 切紙
9月15日 ・大和田内記

先祖所持の書き物を拝領いたしたき願い

AS288.3-67-2 三村庄右衛門届書 卯　11月20日 三村庄右衛門 切紙

岩屋氏由緒について

AS288.3-67-3 福田長右衛門届書 辰　正月30日 福田長右衛門 切紙

AS288.3-67-4 下田清左衛門届書 6月16日 下田清左衛門 中村又左衛門 切紙
・大和田内記

〈包紙〉

AS288.3-101 箕輪彦兵衛届書 (元禄15年)(1702) 箕輪彦兵衛 中村又左衛門 切紙
6月13日 ・大和田内記

箕輪氏の由緒について

AS288.3-117 斎藤宅兵衛届書 (元禄15年)(1702) 斎藤宅兵衛 継紙
6月14日

斎藤氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-176 長山久平届書 (元禄15年)(1702) 長山久平 切紙
5月11日

長山氏由緒について

AS288.3-207-1 茂木伝之丞届書 茂木伝之丞 切紙

茂木氏の由緒について、〈包紙〉(207-1～207-8まで同一包紙）、〈包紙〉(207-1のみ）

AS288.3-207-2 茂木伝之丞届書 元禄12年(1699) 茂木伝之丞 継紙
11月23日

AS288.3-207-3 茂木伝之丞願書 (元禄15年)(1702) 茂木伝之丞 切紙
閏8月14日

岩屋氏相続願

AS288.3-207-4 茂木伝之丞届書 茂木伝之丞 切紙

茂木氏由緒、〈表題〉名字聞書

AS288.3-207-5 茂木伝之丞書状 11月27日 茂木伝之丞 中村与助 切紙

祖先の件について諍休と申す老人に確認すべし

AS288.3-207-6 皆川名兵衛書状 2月24日 皆川名兵衛 仁平用右衛門 継紙

岩屋氏由緒について

AS288.3-207-7 岩屋一門書上 折紙

人名の書付
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AS288.3-207-8 植木孫右衛門届書 2月12日 植木孫右衛門 皆川名兵衛 折紙

先祖惣右衛門について

AS288.2-78 宇都宮継図 継紙

〈包紙〉古来系図 武茂三郎差出

AS288.3-70 宇留野伊勢千代書状 宇留野伊勢千代 宇留野縫殿 折紙

分流の系図を与え、幕紋の使用を認める

AS288.3-71 宇留野九助届書 辰　8月9日 宇留野九助 折紙

宇留野九助家由緒について、包紙2枚あり

AS288.2-79 源姓大沢系図 軸装

AS288.2-80 大島氏系図 宝永5年(1708) 大島重為 継紙
4月28日

源姓新田分流、包紙3枚あり

AS288.3-77 御文書所申渡書 宝永6年(1709) 御文書所 大島七郎右衛 継紙
9月 門・同助兵衛

右両人先祖嫡庶之儀申出について吟味の事

AS288.3-78-1 大島助兵衛願書 正徳2年(1712) 大島助兵衛 御文書所 切紙
2月26日

同姓七郎右衛門・私、嫡庶の儀に付証判拝領の願い、〈包紙〉(78-1～78-2まで同一包紙）

AS288.3-78-2 大島助兵衛届書 正徳2年(1712) 大島助兵衛 御文書所 継紙
正月21日

同姓七郎右衛門・私、嫡庶の議について

AS288.3-80 大塚氏考書 継紙

大塚氏所蔵の文書の真偽を考察

AS288.2-81-1 大縄氏系図 継紙

〈包紙〉(81-1～81-2まで同一包紙）

AS288.2-81-2 大縄近代分 切紙

AS288.3-81 大縄与七郎届書 (享保5年)(1720) 大縄与七郎 吉成藤兵衛・ 継紙
8月14日 渡辺奥右衛門

大縄氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.2-82 大江氏永井之祖 大平由緒 桜田喜兵衛 継紙
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AS288.2-83 大平林清庵由緒・大平勘左 継紙
衛門由緒

AS288.3-83-1 大山氏系図 継紙

〈包紙〉大山因幡口上書五通

AS288.3-83-2 今宮文四郎書状 9月16日 今宮文四郎 中村又左衛門 継紙

大山氏由緒について、〈包紙〉(83-2～83-5まで同一包紙）

AS288.3-83-3 大山因幡口上書写 折紙

AS288.3-83-4 今宮文四郎書状 9月14日 今宮文四郎 中村又左衛門 継紙

AS288.3-83-5 大山因幡届書 9月4日 大山因幡 切紙

先祖義豊婚姻の件について

AS288.3-85-1 小川刑部右衛門届書 宝永2年(1705) 小川刑部右衛門 切紙
4月6日

曾祖父の勤功について、〈包紙〉(85-1～85-2まで同一包紙）

AS288.3-85-2 小川刑部右衛門書状 宝永2年(1705) 小川刑部右衛門 中村又左衛門 継紙
4月6日

AS288.3-86-1 小倉忠右衛門届書 享保6年(1721) 小倉忠右衛門 継紙
5月1日

小倉氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.3-86-2 小倉忠右衛門・池見安左衛 享保6年(1721) 小倉忠右衛門・ 切紙
門届書 5月1日 池見安左衛門

〈包紙〉

AS288.3-88-1 小瀬縫殿之介願書 6月24日 小瀬縫殿之介 折紙

系図下書拝領の願、〈包紙〉

AS288.3-88-3 小瀬縫殿之助願書 6月24日 小瀬縫殿之助 継紙

小瀬氏の由緒届、及び拝領の御証文に知行高書き加えの願い、〈包紙〉

AS288.3-89 小田野亦八郎願書 (宝永7年)(1710) 小田野亦八郎 継紙
閏8月3日

小田野氏の由緒について、及び証文などの取り扱い方願い、〈包紙〉

AS288.3-90-1 御用所より被仰渡候別紙写 (文化3年)(1806) 切紙
4月

小田野より提出せる願書・覚書の取り扱い方
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AS288.3-90-2 通達書 (文化3年)(1806) 切紙
4月

願いの儀御沙汰に及び難し

AS288.3-90-3 小田野九郎願書 (文化3年)(1806) 小田野九郎 継紙
2月

小田野氏の由緒について、及び御幕紋拝領の願い

AS288.3-91 小田野九郎届書 (文化3年)(1806) 小田野九郎 竪帳(8)
2月

小田野氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.2-85 御中屋系図 御中屋所左衛門真 軸装
満

AS288.2-86 御中屋所左衛門由緒書 御中屋所左衛門 軸装

AS288.3-94 御中屋所左衛門届書 (元禄11年)(1698) 御中屋所左衛門 継紙
2月26日

御中屋氏の由緒について、〈包紙〉御厨所左衛門由緒書

AS288.3-95 小貫伊右衛門届書 宝永2年(1705) 小貫伊右衛門 中村又左衛門 継紙
6月13日

小貫氏の由緒について

AS288.2-87-1 山能小野崎故系図 (文化9年)(1812) (角間川松岡平蔵） 継紙

包紙2枚あり

AS288.2-87-2 山能小野崎故系図 切紙

AS288.3-97 小野崎正九郎自筆書付 文化3年(1806) 切紙

妾を本妻として系図に載せて提出する輩あり吟味せよ、〈包紙〉文化三年寅四月八日御記録方御番頭松野茂

右衛門江御家老小野崎正九郎相渡候自筆之書付

AS288.2-88 小野寺系図 文化9年(1812) 角間川松岡平蔵 継紙
8月6日

〈包紙〉小野寺系写、包紙2枚あり

AS288.2-89 小山系図 竪帳(7)

岡本元朝所蔵

AS288.3-100-1 御旗本貝塚家伝来古文書 (弘化元年)(1844) 竪帳(9)

〈包紙〉江戸御旗本貝塚家系考控 弘化元年 三冊一通（100-1～100-4まで同一包紙）

AS288.3-100-2 江戸御旗本貝塚家系譜写 弘化元年(1844) 竪帳(18)
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AS288.3-100-3 貝塚家系譜に関する付札写 (弘化元年)(1844) 継紙

AS288.3-100-4 貝塚家系譜に関する付札写 (弘化元年)(1844) 竪帳(4)

AS288.3-106 加藤弾右衛門届書 (宝永3年)(1706) 加藤弾右衛門 継紙

加藤氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.3-116-1 神谷半次届書 (文政6年)(1823) 神谷半次 駒木根直太夫 継紙
9月20日

神谷氏由緒について、〈包紙〉(116-1～116-2まで同一包紙）、包紙2枚あり

AS288.3-116-2 駒木根直太夫届書 (文政6年)(1823) 駒木根直太夫 岩堀宗六 切紙
9月22日

AS288.2-91 河井氏系図 正徳4年(1714) 継紙
6月

〈包紙〉

AS288.3-108-1 川井主水届書 (宝永3年)(1706) 川井主水 中村又左衛門 折紙
8月21日 ・羽生惣右衛

門・渡部奥右
衛門

川井氏由緒について

AS288.3-108-2 川井主水届書 (宝永3年)(1706) 川井主水 中村又左衛門 折紙
4月21日 ・吉成藤兵衛

・羽入惣右衛
門・渡部奥右
衛門

AS288.3-108-3 川井主水届書 (宝永3年)(1706) 川井主水 中村又左衛門 折紙
8月14日 ・羽生惣右衛

門・渡部奥右
衛門

川井氏由緒に関わる文書等について

AS288.3-109 川井喜藤太届書 宝永3年(1706) 川井喜藤太 継紙
12月10日

指上候系図之義ニ付御不審之趣御答申上候覚

AS288.3-110-1 川井主水願書 (宝永7年)(1710) 川井主水 継紙
8月19日

川井角助家取り扱い方についての願い、〈包紙〉

AS288.3-110-2 川井主水請書 (宝永5年)(1708) 川井主水 中村又左衛門 切紙
8月11日 ・吉成藤兵衛

名字の儀について
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AS288.3-110-3 川井主水届書 (宝永3年)(1706) 川井主水 中村又左衛門 継紙
8月13日 ・羽生惣右衛

門・渡辺奥右
衛門

川井氏由緒について

AS288.3-110-4 川井主水届書 (宝永4年)(1707) 川井主水 中村又左衛門 切紙
6月2日 ・吉成藤兵衛

以前差し上げの口上書について

AS288.3-113 国井八右衛門願書 (元禄11年)(1698) 国井八右衛門 継紙
2月22日

嫡男・二男の仰せ付けられ方について、〈包紙〉

AS288.3-114 国井角右衛門願書 (元禄11年)(1698) 国井角右衛門 継紙
4月7日

国井氏由緒について裁許を求む、〈包紙〉

AS288.3-73 郷平右衛門他届書 寛文7年(1667) 郷平右衛門・ 久右衛門尉 継紙
5月10日 郷平左衛門・

郷安右衛門

郷氏の由緒について

AS288.3-119-1 坂入半太夫書状 丑　7月20日 坂入半太夫 坂入友之進 折紙

多賀谷家人坂入氏由緒について、〈包紙〉(119-1～119-2まで同一包紙）

AS288.3-119-2 坂入半太夫届書 天和3年(1683) 坂入半太夫 坂入五右衛門 切紙
6月

坂入家祥之一字道号に用申事

AS288.3-122 榊与右衛門願書 (宝永年間) 榊与右衛門 切紙
(1704～1711)
3月18日

榊氏の由緒について御記録の写を賜わりたし

AS288.2-112 平姓真壁氏系図 元禄10年(1697) 真壁充幹 継紙
6月

AS288.3-120 古備伝集 慶長17年(1612) 酒寄又二郎 継紙

真壁氏の由緒伝聞

AS288.3-121-1 酒寄弥兵衛届書 亥　7月21日 継紙

酒寄氏由緒について、〈包紙〉真壁甚大夫酒寄弥兵衛由緒訴書付三通壱袋入、但内壱通系図（121-1～121-3ま
で同一包紙）、〈包紙〉(121-1のみ）
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AS288.3-121-2 酒寄弥兵衛届書 (宝永6年)(1709) 酒寄弥兵衛 継紙
正月21日

〈包紙〉(121-2のみ）

AS288.3-121-3 真壁甚太夫届書 (宝永6年)(1709) 真壁甚太夫 継紙
3月26日

AS288.3-200 氏康ヨリ真壁エ御通用ノ事 継紙
并坂入酒寄由来

AS288.2-93-1 桜田氏系図 切紙

AS288.2-93-2 大江姓桜田氏系図 元禄10年(1697) 桜田五右衛門 継紙
9月26日

AS288.2-93-3 桜田氏系図 元禄10年(1697) 桜田作左衛門 継紙
12月16日

〈包紙〉

AS288.3-123-1 桜田作左衛門書状 (宝永4年)(1707) 折紙
9月12日

桜田氏の先祖について、〈包紙〉(123-1～123-10まで同一包紙）

AS288.3-123-2 桜田作左衛門書状 (宝永4年)(1707) 桜田作左衛門 桜田喜兵衛 切紙
9月29日

御文書所へ提出の口上書について

AS288.3-123-3 桜田作左衛門届書 (宝永4年)(1707) 桜田作左衛門 桜田喜兵衛 切紙
9月22日

御文書所への由緒書提出の件について、〈包紙〉(123-3のみ）

AS288.3-123-4 桜田作左衛門届書 (宝永4年)(1707) 桜田作左衛門 継紙
9月16日

桜田氏由緒について

AS288.3-123-5 桜田幸白書状 (宝永4年)(1707) 桜田幸白 桜田喜兵衛 切紙
9月7日

馳走の礼

AS288.3-123-6 桜田作左衛門書状 (宝永4年)(1707) 桜田作左衛門 桜田喜兵衛 切紙
9月24日

御文書所へ差し出す口上書について

AS288.3-123-7 桜田作左衛門書状 (宝永4年)(1707) 桜田作左衛門 桜田喜兵衛 切紙
8月25日

相談事項への返状に対する礼、親の病状など

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－121－

AS288.3-123-8 桜田作左衛門書状 (宝永4年)(1707) 桜田作左衛門 桜田喜兵衛 継紙
9月14日

桜田氏の由緒について、御文書所へ差し出しの一件

AS288.3-123-9 桜田作左衛門書状 (宝永4年)(1707) 桜田作左衛門 桜田喜兵衛 切紙
8月30日

桜田氏の由緒について、御文書所へ差し出しの一件

AS288.3-123-10 桜田幸白書状 (宝永4年)(1707) 桜田幸白 桜田喜兵衛 切紙
9月6日

自分及び作左衛門の近況について

AS288.3-124-1 桜田郷之允願書 (宝永4年)(1707) 桜田郷之允 継紙
9月24日

桜田作左衛門の提出せる由緒書への異論、〈包紙〉(124-1～124-6まで同一包紙）、〈包紙〉(124-1のみ）

AS288.3-124-2 桜田喜兵衛口上書 (宝永4年)(1707) 桜田喜兵衛 桜田郷之允 切紙
9月7日

桜田氏の由緒について

AS288.3-124-3 桜田郷之允宛口上書控 (宝永4年)(1707) 継紙

3通分の控

AS288.3-124-4 桜田郷之允口上書 (宝永4年)(1707) 桜田郷之允 桜田喜兵衛 切紙
8月26日

〈包紙〉(124-4のみ）

AS288.3-124-5 桜田郷之允口上書 (宝永4年)(1707) 桜田郷之允 継紙
8月27日

〈包紙〉(124-5のみ）

AS288.3-124-6 小泉伊兵衛届書 (宝永4年)(1707) 小泉伊兵衛 継紙
9月6日

桜田郷之允の依頼による御文書所への口上書、桜田氏由緒についての異論、〈包紙〉(124-6のみ）

AS288.3-125-1 桜田喜兵衛届書 (宝永4年)(1707) 桜田喜兵衛 継紙
10月2日

桜田氏由緒について、〈包紙〉(125-1～125-3まで同一包紙）

AS288.3-125-2 桜田喜兵衛書上等写 (宝永4年)(1707) 桜田喜兵衛 桜田作左衛門 継紙

AS288.3-125-3 桜田喜兵衛届書 (宝永4年)(1707) 桜田喜兵衛 継紙
10月2日

AS288.3-126-1 桜田作左衛門届書下書 9月16日 桜田作左衛門 桜田喜兵衛 継紙

桜田氏由緒について
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AS288.3-126-2 喜兵衛所へ指越候二度目手 継紙
紙下書

AS288.3-126-3 喜兵衛所へ指越候初度目手 継紙
紙下書

AS288.3-128-1 桜田喜兵衛届書 9月17日 切紙

桜田氏由緒について

AS288.3-128-2 桜田郷之丞書状 桜田郷之丞 桜田作左衛門 切紙

AS288.3-128-3 桜田喜兵衛書状 9月14日 桜田喜兵衛 桜田作左衛門 継紙

AS288.3-128-4 桜田喜兵衛書状 9月13日 桜田喜兵衛 桜田作左衛門 継紙

AS288.2-94 佐藤氏近代系図草稿 宝暦13年(1763) 佐藤太仲 竪帳(14)
9月8日

〈包紙〉

AS288.2-95 佐藤系図写 (元禄年間) 佐藤久左衛門 継紙
(1688～1704)

AS288.2-104 藤原氏佐藤谷口継図 多賀谷将監家人佐 継紙
藤平兵衛

AS288.3-130 先祖之覚書 元禄10年(1697) 切紙
5月9日

角館弥勒院閑居由緒覚書の写、〈端裏〉宝暦十三年未八月伊藤権左衛門方より借候而写置本書権左衛門所へ

返置候

AS288.3-131-1 政景日記抜書 (宝暦13年)(1763) 佐藤多仲 横半(7)
11月2日

〈包紙〉宝暦十四年申四月十二日裁判済（131-1～131-4まで同一包紙）、〈包紙〉(131-1のみ）

AS288.3-131-2 佐藤太仲願書 (宝暦13年)(1763) 佐藤太仲 切紙
9月4日

佐藤氏分流由緒について、御記録写の拝領願い

AS288.3-131-3 (佐藤治右衛門届書写) 継紙

佐藤氏由緒について

AS288.3-131-4 佐藤多仲届書 (宝暦13年)(1763) 佐藤多仲 切紙
11月2日

AS288.3-134 佐藤信仙・塩隆秋連署状 (元禄16年)(1703) 佐藤善六郎信仙・ 塩無一・ 継紙
3月26日 塩長太夫隆秋 塩市右衛門

塩氏の由緒について、〈包紙〉

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－123－

AS288.3-135 信太東一郎届書 宝永2年(1705) 信太東一郎 継紙
4月15日

信太氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-136 島田氏由緒書 継紙

島田氏由緒について、〈包紙〉島田幽也由緒書二通、下山田新五郎承合大島小助方江遣候無用之書也、包紙2
枚あり

AS288.2-96 結城白川系図 切紙

〈包紙〉

AS288.3-137-1 白川之内大田川御譜代之者 寛文7年(1667) 白川之内大田川御 和知久右衛門 継紙
共連署状写 8月4日 譜代之者共

御本名名乗りについて、〈包紙〉白川家来書状二通（137-1～137-2まで同一包紙）

AS288.3-137-2 射物藤五郎・同学右衛門書 5月21日 射物藤五郎・同学 久右衛門 継紙
状 右衛門

御本名結城氏を名乗るべし

AS288.3-138 白坂治部右衛門届書 (元禄10年)(1697) 白坂治部右衛門 継紙
正月2日

祖先白坂主殿の治績、明暦元年6月の白坂主殿届書の写

AS288.3-139 会津長沼新国由緒 元禄11年(1698) 新国太郎右衛門 横帳(7)
正月21日

多賀谷将監組下新国太郎右衛門届書、〈包紙〉

AS288.2-97 源姓須田氏系図 宝暦13年(1763) 須田美濃盛命 横帳(5)
6月2日

AS288.3-141-1 須田美濃願書 (宝暦13年)(1763) 須田美濃 切紙
4月23日

須田氏分流の由緒を御記録に載せおかれたき願い、〈包紙〉宝暦十三未年八月裁判済（141-1～141-6まで同一

包紙）

AS288.3-141-2 須田勘兵衛願書 (宝暦13年)(1763) 須田勘兵衛 切紙
4月15日

AS288.3-141-3 須田市右衛門願書 (宝暦13年)(1763) 須田市右衛門 切紙
4月15日

AS288.3-141-4 須田忠右衛門願書 (宝暦13年)(1763) 須田忠右衛門 切紙
4月15日

AS288.3-141-5 戸村十太夫届書 (宝暦13年)(1763) 戸村十太夫 折紙
4月16日

自分組下須田忠右衛門・須田市右衛門・須田勘兵衛の由緒について
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AS288.3-141-6 須田美濃届書 (宝暦13年)(1763) 須田美濃 折紙
5月16日

須田氏の由緒について

AS288.3-141-7 須田美濃届書 (宝暦13年)(1763) 須田美濃 折紙
7月

須田忠右衛門家お尋ねの次第につき申上、包紙2枚あり

AS288.3-142-1 箭内清右衛門届書他 貞享3年(1686) (須田主膳） 継紙
10月16日

須田氏由緒について、〈表題〉田村郡大平落城之事、〈包紙〉(142-1～142-2まで同一包紙）

AS288.3-142-2 天英公ヨリ須田美濃ニ被下 (須田主膳） 継紙
候御書之写他

天正17年より5通分

AS288.3-143 須田美濃軍功書他 (貞享3年)(1686) (須田主膳） 継紙

須田氏祖先美濃、須賀川一戦における軍功について

AS288.3-145-1 関貞右衛門届書 宝暦12年(1762) 関貞右衛門 継紙
5月22日

関氏略系図、〈包紙〉(145-1～145-2まで同一包紙）

AS288.3-145-2 関貞右衛門届書 (宝暦12年)(1762) 関貞右衛門 切紙
5月29日

関氏由緒について

AS288.3-144-1 関戸左衛門届書 (宝暦12年)(1762) 関戸左衛門 川上治左衛門 切紙
5月29日 ・塩谷庄左衛

門

関戸氏由緒について

AS288.3-144-2 関戸左衛門口上書 宝暦12年(1762) 関戸左衛門 切紙
5月

関戸氏略系図

AS288.2-100-1 高久氏系図 天保5年(1834) 竪帳(2)
4月

AS288.2-100-2 高久氏系図写 折紙

AS288.2-101 高久氏系図 明和4年(1767) 高久善左衛門 竪帳(4)
9月
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AS288.3-149-1 高久喜左衛門他連署願書 12月 高久長蔵・ 継紙
高久伊兵衛・
高久永治・
高久喜左衛門

同苗市蔵・三右衛門両家嫡庶の儀に付願、〈包紙〉

AS288.3-149-2 高久喜左衛門他連署願書 4月 高久長蔵・ 横帳(2)
高久永治・
高久喜左衛門

高久氏の由緒について

AS288.3-149-3 高久喜左衛門他連署届書 (寛政12年)(1800) 高久長蔵・ 継紙
6月 高久伊兵衛・

高久永治・
高久喜左衛門

〈包紙〉

AS288.3-150 御記録所申渡書 (享和元年)(1801) 御記録所 高久長蔵・ 継紙
10月 高久永治・

高久喜左衛門

高久三右衛門・高久市蔵御裁判書の控、〈包紙〉

AS288.3-151-1 高久三右衛門父子御請書 享和2年(1802) 高久三右衛門・ 切紙
7月12日 同治左衛門

自分家系・高久市蔵家系についての仰せ渡されに異論なし、〈表題〉御請印証、〈包紙〉

AS288.3-151-2 高久三右衛門願書 丑　8月 高久三右衛門 切紙

自家の系図・由緒書差し上げの延期願、〈包紙〉

AS288.3-152-1 御記録所申渡書写 享和2年(1802) 御記録所 継紙
7月

高久長蔵ほか3名宛の申渡書1通・高久三右衛門宛の申渡書1通を写したもの、〈包紙〉(152-1～152-4まで同一

包紙）

AS288.3-152-2 高久治左衛門由緒書付 申　9月 継紙

高久治左衛門の経歴

AS288.3-152-3 高久一件書付 継紙

高久三右衛門へ家筋分け置く件につき三右衛門不届

AS288.3-152-4 御記録所申渡書 (寛政11年)(1799) 御記録所 高久長蔵・ 継紙
12月 高久伊兵衛・

高久永治・
高久喜左衛門

高久市蔵、高久三右衛門へ家筋分け置く件について

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

Ⅱ．修史編纂関連資料



佐竹文庫目録

－126－

AS288.3-153 高久氏演説覚 4月 高久長蔵・ 竪帳(22)
高久永治・
高久喜左衛門

高久三右衛門へ家筋分け置く一件について、〈包紙〉

AS288.3-154-1 北家より被指出候旧記之書 10月29日 切紙
抜

高久伊兵衛へも同様の申し渡しながら御呵中故申渡書より名を除く、〈包紙〉

AS288.3-154-2-1 高久市蔵届書 9月 高久市蔵 切紙

高久家の系図の由来について、〈包紙〉市蔵・三右衛門より引上分（154-2-1～154-2-3まで同一包紙）

AS288.3-154-2-2 高久氏系図写 折紙

AS288.3-154-2-3 高久氏由緒書付 切紙

兄彦之允と父治左衛門の北家との関係について

AS288.3-154-3 高久三右衛門へ申渡書 享和2年(1802) 高久三右衛門 切紙
2月6日

御請書遅延につき不調法、遠慮申し渡す

AS288.3-154-4 高久市蔵届書 9月 高久市蔵 切紙

高久市蔵家の由緒について

AS288.3-154-5 高久市蔵願書 寛政11年(1799) 高久市蔵 高久長蔵・ 横帳(3)
12月16日 高久伊兵衛・

高久永治・
高久喜左衛門

親治左衛門の名、引継ぎ名乗りたし

AS288.3-154-6 那珂正右衛門願書 9月 那珂正右衛門 継紙

高久彦之允の経歴吟味の願い、〈端裏〉宝永年中御暇被下候人別

AS288.3-154-7 高久治左衛門届書 宝暦3年(1753) 高久治左衛門 切紙
3月18日

高久治左衛門の経歴、〈包紙〉蓮沼五左衛門差出候旧記之書状一通

AS288.3-154-8 高久長蔵他連署願書 6月 高久長蔵・ 折紙
高久伊兵衛・
高久永治・
高久喜左衛門

同苗市蔵、三右衛門へ分流願に付

AS288.3-155 高橋縫殿之丞願書 (宝永4年)(1707) 高橋縫殿之丞 中村又左衛門 切紙
2月15日

本名浜田姓へ復氏願
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AS288.2-103 多賀谷系図 軸装

AS288.2-98 田崎氏系図 多賀谷家人田崎味 切紙
右衛門

〈包紙〉

AS288.2-99-1 田代系図 継紙

〈包紙〉

AS288.2-99-2 田代系図 切紙

〈包紙〉

AS288.3-160 田代源太届書 (宝永5年)(1708) 田代源太 切紙
7月24日

田代氏の由緒について、包紙2枚あり

AS288.3-161 田代氏名字分由来書付 6月12日 継紙

田代氏の由緒について

AS288.3-162-1 土屋弥五左衛門願書 (宝暦13年)(1763) 土屋弥五左衛門 切紙
5月26日

系図・証文など御記録に留め置かれたし、〈包紙〉明和元年申閏十二月十六日裁判済、包紙2枚あり

AS288.3-162-2 土屋氏系図 (明和元年)(1764) 竪帳(10)

〈包紙〉明和元年土屋氏裁判ニ而指出系図一冊訴状壱通

AS288.3-164-1 寺崎弥太夫願書 (明和元年)(1764) 寺崎弥太夫 切紙
11月8日

伝来文書を御記録に留めおかれたし、〈包紙〉(164-1～164-2まで同一包紙）

AS288.3-164-2 寺崎弥太夫届書 (明和元年)(1764) 寺崎弥太夫 切紙
閏12月4日

AS288.3-165 天神林内蔵願書 宝永6年(1709) 天神林内蔵 吉成藤兵衛・ 切紙
5月29日 渡辺奥右衛門

〈包紙〉

AS317-94 戸村十太夫宛御証文写 文政6年(1823) 竪紙

戸村十太夫家の由緒について、ほか2枚

AS288.3-167 那珂新太郎・那珂正左衛門 3月16日 那珂新太郎・ 継紙
連署届書 那珂正左衛門

小場六郎御家中江幡左吉由緒について、〈袋〉小場家人黒沢又兵衛前小屋舎人差遣候那珂一家書付一通

AS288.2-106 長倉氏世系之図 継紙

佐竹氏庶流
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AS288.2-107 長倉氏世系之図 継紙

佐竹系図、清和天皇～義峰

AS288.3-146-1 川合伴左衛門・薄根甚左衛 10月15日 千本吉之丞内川合 小林与惣 継紙
門連署状 伴左衛門・薄根甚

左衛門

長倉氏由緒についての問合わせ、〈包紙〉千本岡田一件書付入、寛政十二年申七月六日御役頭茂右衛門殿ヲ

以御年寄衆へ指上候（146-1～146-6まで同一包紙）

AS288.3-146-2 塚原忠兵衛届書 (寛政12年)(1800) 御書院番安藤伊与 切紙
守組岡田勇助家来
塚原忠兵衛

紋・高など書付

AS288.3-146-3 千本・岡田両氏由緒書 (寛政12年)(1800) 切紙

長倉氏は一門なれども、当時正統の子孫なし

AS288.3-146-4 (岡田氏系図に付届書） (寛政12年)(1800) 切紙

岡田氏の系図、当方の旧記と齟齬あれども添削せず

AS288.3-146-5 岡田氏系図 (寛政12年)(1800) 岡田勇助利貞 継紙

AS288.3-146-6 某氏系図 (寛政12年)(1800) 継紙

AS288.3-173-1 長倉常因書状 (宝永5年)(1708) 長倉常因 大島幸遁 継紙
10月22日

長倉氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.3-173-2 長倉常因書状 (宝永5年)(1708) 蔵人 小助 切紙
11月4日

佐竹氏先祖の名乗り等についての問い合わせ、〈包紙〉(173-2～173-4まで同一包紙）

AS288.3-173-3 長倉常因書状 (宝永5年)(1708) 長倉常因 大島小助 継紙
11月4日

AS288.3-173-4 長倉常因書状 (宝永5年)(1708) 長倉常因 大島幸遁 切紙
10月26日

AS288.3-174 長倉氏家伝文書控 (享和元年)(1801) 竪帳(15)
11月

長倉氏の由緒に関わる諸文書の控

AS288.3-175 長倉家伝覚書 大沢弥五兵衛 竪帳(21)

AS288.3-168 中田五郎兵衛届書 (元禄10年)(1697) 中田五郎兵衛 折紙
12月26日

多賀谷組下能代給人中田氏の由緒について、〈包紙〉
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AS280-14-1 三木北川中村三家考 竪帳(6)

〈袋〉御代々様御側室御取扱考 附三木北川両家由緒書 三冊（14-1～14-3まで同一袋）

AS280-14-2 由緒并被仰渡書 9月 北川治之助 竪帳(6)

AS280-14-3 被仰渡書 9月 三木鉡之助 竪帳(3)

AS288.2-105 中村一家系図巻 軸装

〈包紙〉中村家系図

AS288.3-169 岡本又太郎申渡書 (元禄13年)(1700) 岡本又太郎 御旗本中村武 継紙
4月 助・佐竹淡路

家人中村治太
夫

中村武助・中村治太夫先祖嫡庶の訴論、裁許の事

AS288.3-170-1 中村敞昌届書 元禄13年(1700) 中村治太夫敞昌 継紙
2月4日

中村氏の由緒について、〈包紙〉

AS288.3-170-2-1 中村敞昌届書 元禄11年(1698) 中村治太夫敞昌 継紙
3月6日

〈包紙〉(170-2-1～170-2-2まで同一包紙）

AS288.3-170-2-2 中村治太夫書状 (元禄11年)(1698) 中村治太夫 中村武助 折紙
3月8日

〈包紙〉

AS288.3-170-3 中村敞昌届書写 元禄11年(1698) 中村治太夫 中村武助 継紙
3月6日

岡本又太郎に提出のものを写し、中村武助に宛てる、〈包紙〉

AS288.3-170-4 中村光盈書状 8月16日 中村武介光盈 中村治太夫 継紙

〈包紙〉

AS288.3-171-1 大部高通書状 8月7日 大部真休高通 中村武助 横帳(2)

中村氏の由緒について調査報告、〈包紙〉

AS288.3-171-2 中村武助願書 元禄15年(1702) 中村武助 継紙
5月26日

中村氏嫡庶のことにつき分明に仕りたき願、〈包紙〉

AS288.3-171-3 中村武助請書 元禄15年(1702) 中村武助 切紙
6月29日

中村治太夫と拙者嫡庶争論の事、〈包紙〉
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AS288.3-171-4 中村光盈願書 元禄13年(1700) 中村武助光盈 継紙
正月24日

中村氏の由緒について

AS288.3-172 中村武助へ申渡条目 元禄15年(1702) 中村武助 継紙
6月12日

中村氏の由緒について

AS288.3-177 滑川八右衛門届書 元禄15年(1702) 滑川八右衛門 継紙
12月12日

滑川氏先祖の軍功等について、〈包紙〉

AS288.2-108 藤原姓小野崎山能氏分流根 継紙
本氏系図

AS288.3-178-1 根本権之丞訴状 天和2年(1682) 根本権之丞 継紙
2月13日

根本氏の由緒について、〈包紙〉(178-1～178-2まで同一包紙）

AS288.3-178-2 根本権之丞届書 (元禄15年)(1702) 根本権之丞 切紙
閏8月16日

AS288.3-179 根本新蔵人届書 亥　5月22日 根本新蔵人 吉成藤兵衛・ 切紙
渡辺奥右衛門

根本氏の由緒について、包紙2枚あり

AS288.3-185 長谷川甚兵衛願書 (宝永3年)(1706) 長谷川甚兵衛 中村又左衛門 切紙
9月26日

本名小高に改めたき願

AS288.3-186-1 斯波某知行充行状 応安8年(1375) 左京権大夫 葛西周防三郎 切紙
4月1日

「秋田藩家蔵文書」13-24原本資料、〈包紙〉(186-1～186-5まで同一包紙）、〈包紙〉蜂屋親類一家周防三郎証

文一通（186-1のみ）

AS288.3-186-2 (組下指出の覚書返却に付書 (明和9年)(1772) 切紙
留）

通霄院様御代御用に付此方御役所より指出され候書付の件について

AS288.3-186-3 蜂屋氏由緒書 横帳(2)

〈包紙〉(186-3のみ）

AS288.3-186-4 柏山源柏書状 10月29日 源柏 はちや修理 折紙

源柏は仙台柏山伊予守嫡子、〈包紙〉(186-4のみ）
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AS288.3-186-5 重明より名乗之証文 天文6年(1537) 重明 (蜂屋大隅守） 折紙
12月

〈包紙〉(186-5のみ）

AS288.3-191-1 平沢清次口上書 正月25日 平沢清次 平沢清兵衛 継紙

平沢氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-191-2 平沢清次口上書 正月25日 平沢清次 平沢清兵衛 継紙

〈包紙〉

AS288.3-191-3 平沢清次願書 (元禄14年)(1701) 平沢清次 中村又左衛門 継紙
正月6日 ・大和田内記

平沢氏由緒の証文、同姓平沢清兵衛方より当方へ返却するよう申しつけられたし、〈包紙〉

AS288.3-191-4 平沢清次口上書 (元禄14年)(1701) 平沢清次 平沢清兵衛 継紙
正月18日

平沢氏由緒、その分流筋目について、〈包紙〉

AS288.3-191-5 平沢清次口上書 (元禄14年)(1701) 平沢清次 平沢清兵衛 継紙
正月18日

平沢清兵衛方へ御証文被返下度訴訟申口上書、ほか1枚、〈包紙〉

AS288.3-192-1 平沢清兵衛願書 (元禄14年)(1701) 平沢清兵衛 継紙
2月6日

平沢氏由緒の証文所持致したき願、〈包紙〉

AS288.3-192-2 平沢清次書状 (元禄14年)(1701) 平沢清次 平沢清兵衛 継紙
10月20日

証文・系図等の借用について、〈包紙〉

AS288.3-192-3 平沢清兵衛口上書 (元禄14年)(1701) 平沢清兵衛 平沢清次 継紙
正月

由緒の証文・系図等の取り扱い方について、〈包紙〉

AS288.3-193 藤井五郎右衛門連署届書 7月21日 藤井五郎右衛門・ 中村又右衛門 継紙
同藤兵衛・
同作太夫・
同市右衛門

藤井氏由緒について

AS288.3-194 布施氏信記 継紙

布施氏由緒、〈包紙〉

AS317-37-1 古内義陳書状 (宝永元年)(1704) 古内茂右衛門義陳 中村又左衛門 折紙
12月26日 ・大和田内記

古内織部・古内今右衛門の由緒書上げ方について、〈包紙〉宝永元年十二月廿六日之書状
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AS317-37-2 古内義陳届書 (宝永元年)(1704) 古内茂右衛門 (梅津半右衛門) 切紙
11月19日

古内織部・古内今右衛門は佐竹六郎の組下にあらず、〈包紙〉(37-2～37-3まで同一包紙）、包紙2枚あり

AS317-37-3 古内義陳書状 (宝永2年)(1705) 古内茂右衛門義陳 中村又左衛門 折紙
3月4日

古内織部・古内今右衛門の勤方について藩への願い方、梅津半右衛門殿の取次を願いたし

AS317-37-4 古内義陳書状 (宝永元年)(1704) 古内茂右衛門義陳 中村又左衛門 折紙
12月23日

古内織部・古内今右衛門儀について来年早々申し上げたし、〈包紙〉

AS317-37-5 古内義陳書状 11月19日 古内茂右衛門義陳 中村又左衛門 継紙
・大和田内記

古内織部・古内今右衛門は佐竹六郎の組下にあらず、戸村十太夫指南よりその後多賀谷左兵衛指南となる、

〈包紙〉

AS317-37-6 古内義陳届書 (宝永元年)(1704) 古内茂右衛門 (梅津半右衛門) 継紙
12月26日

古内織部・古内今右衛門の勤方由緒についての届書、延宝4年2月御旗本諸士の指南停止、番頭支配となる、

〈包紙〉

AS317-38-1 佐竹六郎へ御書付を以御尋 折紙
可被成覚

古内織部・古内今右衛門勤方由緒について、〈包紙〉(38-1～38-3まで同一包紙）

AS317-38-2 延宝二年・同四年書付覚 延宝2・4年 折紙
(1674・1676)

支配の与力を向後組下と称すべき事についての通達ほか

AS317-38-3 古内茂右衛門へ書付を以御 折紙
尋可被成覚

古内織部・古内今右衛門勤方由緒について

AS317-98-1 古内蔵人宛御証文写 文政11年(1828) 古内蔵人 竪紙

古内蔵人家由緒について

AS317-98-2 古内蔵人宛御証文写 文政6年(1823) 古内蔵人 切紙

AS288.2-113 平氏前沢系図写 前沢靱負村胤 継紙

AS288.3-197 前沢靱負届書 元禄11年(1698) 前沢靭負 切紙
7月17日

家伝文書目録
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AS288.3-198 前沢家伝書 元禄10年(1697) 前沢靭負 継紙

前沢氏由緒について

AS288.3-199 前沢系図代々申伝之覚 前沢靱負 竪帳(8)

正保4年前沢通胤由緒届書の写

AS288.3-202-1 真崎兵庫届書 4月24日 真崎兵庫 折紙

系図・証文等差し上げたき事

AS288.3-202-2 真崎兵庫届書 7月26日 真崎兵庫 折紙

真崎治部之助は出入りなき者にして由緒のこと申しつけようもなし

AS288.2-114 藤原姓武茂氏系図 (元禄年間) 継紙
(1688～1704)

〈包紙〉藤原姓武茂家系図

AS288.3-68 武茂系譜之写 (宝永6年)(1709) 継紙

系図

AS288.2-115 茂木系図写 元禄10年(1697) 茂木弥三郎知量 継紙
12月10日

〈包紙〉元禄十年茂木弥三郎指出候系図一巻

AS288.2-116 箭田野氏先祖覚、箭田野氏 元禄11年(1698) 箭田野新右衛門行 継紙
系図 7月20日 中・須田兎毛秀久

・須田弾之丞秀俊

AS288.2-109 野内氏系図 元禄12年(1699) 茂木弥三郎組下野 切紙
3月2日 内五左衛門

〈包紙〉系図壱通 野内五左衛門

AS288.2-110-1 野内氏系図添書 (元禄年間) 横帳(3)
(1688～1704)

AS288.2-110-2 藤原氏野内大膳先祖承伝之 元禄12年(1699) 十弐所茂木弥三郎 継紙
覚、大膳先祖次男別野内助 3月2日 組下野内助太夫
太夫系図

〈包紙〉

AS288.2-111 野内系図 元禄12年(1699) 茂木弥三郎組下野 継紙
3月2日 内孫兵衛

〈包紙〉

AS288.3-180-1 野内孫兵衛届書 (元禄11年)(1698) 野内孫兵衛 石井蔵人・ 継紙
6月25日 菅生十右衛門

野内氏の由緒について
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AS288.3-180-2 野内孫兵衛届書 (元禄11年)(1698) 野内孫兵衛 切紙
2月16日

AS288.3-181 野内正兵衛願書 (元禄11年)(1698) 野内正兵衛 石井蔵人・ 切紙
7月11日 菅生拾右衛門

差し上げ済みの由緒書に誤りあり、〈包紙〉

AS288.3-182-1 野内五左衛門届書 (元禄11年)(1698) 野内五左衛門 継紙
6月26日

野内氏の由緒について、〈包紙〉(182-1～182-2と同一包紙）

AS288.3-182-2 野内五左衛門届書 (元禄11年)(1698) 野内五左衛門 継紙
2月16日

当家は野内助太夫先祖の分流にはあらず

AS288.3-183-1 野内助太夫届書 (元禄11年)(1698) 野内助太夫 菅生拾右衛門 継紙
2月14日

野内氏の由緒について

AS288.3-183-2 野内助太夫願書 (元禄11年)(1698) 野内助太夫 石井蔵人・ 継紙
5月9日 菅生拾右衛門

AS288.3-183-3 野内介太夫届書 (元禄11年)(1698) 野内介太夫 菅生十右衛門 切紙
2月15日

AS288.3-183-4 野内介太夫口上書控 (元禄11年)(1698) 野内介太夫 野内岡之允 切紙
3月15日

AS288.3-183-5 野内介太夫口上書写 (元禄11年)(1698) 野内介太夫 野内岡之允 切紙
3月27日

AS288.3-183-6 野内助太夫届書 (元禄12年)(1699) 野内助太夫 切紙
5月9日

系図・由来引証の書など所持致さず

AS288.3-183-7 野内助太夫口上書写 (元禄11年)(1698) 野内助太夫 野内岡之允 切紙
4月18日

AS288.3-184-1 野内岡之允口上書写 (元禄年間) 野内岡之允 野内助太夫 切紙
(1688～1704)
4月15日

野内氏の幕紋及び由緒について、〈包紙〉(184-1～184-3まで同一包紙）

AS288.3-184-2 野内岡之丞口上書写 (元禄年間) 野内岡之允 野内助太夫 切紙
(1688～1704)
4月28日

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－135－

AS288.3-184-3 野内岡之允口上書 (元禄年間) 野内岡之允 野内介太夫 切紙
(1688～1704)
3月25日

AS288.3-209 山下惣左衛門届書 丑　11月10日 山下惣左衛門 折紙

山下氏由緒について、〈包紙〉

AS288.2-117-1 吉成藤原氏系図 元禄17年(1704) 吉成熊之丞助門 継紙
3月30日

〈包紙〉(117-1～117-2まで同一包紙）

AS288.2-117-2 吉成助門書状 元禄17年(1704) 吉成熊之丞 大和田内記・ 切紙
3月30日 中村左衛門

(3) 大坂役軍功

AS288.3-103 御記録所申渡書 元禄15年(1702) 継紙
8月

大坂の陣における先祖の軍功について届出のこと

AS288.3-72 江尻軍兵衛届書 元禄15年(1702) 清次嫡孫江尻軍兵 継紙
9月4日 衛

大坂の陣における祖父の軍功について、〈包紙〉

AS288.3-74 笈川南右衛門届書 元禄17年(1704) 笈川南右衛門 継紙
3月28日

大坂の陣における祖父の軍功について、〈表題〉大坂御陣之砌祖父南右衛門働之次第

AS288.3-79 大塚九郎兵衛届書 元禄16年(1703) 大塚九郎兵衛 継紙
9月8日

御尋により曾祖父大塚資郷の大坂今福における軍功、〈包紙〉先祖九郎兵衛於大坂働之次第武具書付

AS288.3-84 大和田弥八届書 宝永元年(1704) 大和田弥八 継紙
5月11日

大坂の陣における曾祖父の軍功について、〈包紙〉

AS288.3-93 小田部五郎右衛門届書 元禄15年(1702) 小田部五郎右衛門 継紙
閏8月12日

大坂の陣における先祖の軍功について、〈包紙〉

AS288.3-98 小野崎庄左衛門届書 元禄15年(1702) 小野崎庄左衛門 継紙
閏8月6日

大坂の陣における先祖の軍功について、〈表題〉先祖源左衛門於大坂討死仕候覚、〈包紙〉
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AS288.3-99 小野崎通時届書 宝永元年(1704) 小野崎織部通時 継紙
5月11日

祖父織部の大坂の陣における軍功について、〈包紙〉

AS288.3-102 片岡又左衛門届書 元禄16年(1703) 片岡又左衛門 継紙
正月21日

祖父の大坂の陣における軍功について、〈包紙〉

AS288.3-104 加藤多右衛門届書 (元禄16年)(1703) 加藤多右衛門 切紙
5月27日

大坂の陣における先祖の軍功について、〈包紙〉

AS288.3-105 加藤主鈴届書 宝永2年(1705) 加藤主鈴 切紙
6月4日

大坂の陣における先祖の軍功について、〈包紙〉

AS288.3-115 小介川正左衛門届書 元禄15年(1702) 小介川正左衛門 切紙
閏8月23日

大坂の陣における先祖の軍功について

AS288.3-132 猿田甚左衛門届書 戌　5月24日 猿田甚左衛門 切紙

大坂の陣における先祖の軍功について、〈包紙〉

AS288.3-147 高柿兵右衛門届書 元禄15年(1702) 高柿兵右衛門 継紙
11月26日

大坂の陣における先祖兵右衛門戦死の様子について、〈包紙〉

AS288.3-166-1 戸村十太夫届書 閏8月11日 切紙

大坂合戦において曾祖父戸村十太夫の軍功について、〈包紙〉(166-1～166-2まで同一包紙）

AS288.3-166-2 戸村十太夫届書 閏8月11日 切紙

AS288.3-187 塙治部左衛門届書 元禄16年(1703) 塙治部左衛門 切紙
2月19日

大坂合戦において先祖治部左衛門戦死の様子、〈包紙〉

AS288.3-195 船尾靱負届書 元禄15年(1702) 船尾靭負 継紙
閏8月29日

大坂合戦における祖先の軍功について、〈包紙〉

AS288.3-203 町田長安届書 元禄15年(1702) 町田小左衛門長安 切紙
9月26日

大坂合戦における先祖の軍功について、〈包紙〉
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(4) 裁判請文

AS288.3-212-1 岡九平太届書 元禄14年(1701) 岡九平太 継紙
9月16日

岡氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-212-2 高五郎右衛門請書 10月25日 高五郎右衛門 大和田内記・ 切紙
中村亦左衛門

折内名字に改正の事、子孫において一言子細申し上げず、〈包紙〉

AS288.3-212-3 石井蔵人請書 元禄15年(1702) 石井蔵人 切紙
9月19日

自家由緒について以後子孫において子細申し上げず、〈包紙〉

AS288.3-212-4 石井縫殿助請書 元禄15年(1702) 石井縫殿助 切紙
9月22日

石井氏由緒について後来子細申し上げず、〈包紙〉

AS288.3-212-5 浅利頼慶請書 元禄17年(1704) 浅利与右衛門頼慶 中村又左衛門 切紙
2月6日 ・大和田内記

同名浅利長兵衛先祖と私先祖につき裁許異論なし、〈包紙〉

AS288.3-212-6 大沢弥五兵衛請書 (元禄16年)(1703) 大沢弥五兵衛 切紙
12月16日

同名嫡庶の事につき裁許異論なし、〈包紙〉

AS288.3-212-7 高屋五左衛門他連署請書 元禄17年(1704) 高屋五左衛門・ 中村又左衛門 切紙
2月15日 同五兵衛・ ・大和田内記

浅利長兵衛

浅利氏嫡庶裁判につき異論なし、〈包紙〉

AS288.3-212-8 福地五左衛門請書 元禄15年(1702) 福地五左衛門 中村又左衛門 切紙
9月22日 ・大和田内記

赤沢由緒書一通写し取りのこと

AS288.3-212-9 岩屋弾斎請書 元禄15(1702) 岩屋弾斎 中村又左衛門 切紙
12月27日 ・大和田内記

由緒の儀に付子細申し上げず

AS288.3-212-10 岩屋新右衛門請書 (元禄16年)(1703) 岩屋新右衛門 切紙
2月16日

先祖伝来文書、裁許を以て残りなく受け取り

AS288.3-213-1 塩谷主鈴請書 8月29日 塩谷主鈴 切紙

系図・証文の儀吟味次第、〈包紙〉
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AS288.3-213-2 桜田作左衛門届書 10月2日 桜田作左衛門 継紙

桜田氏由緒書

AS288.3-213-3 根田四郎右衛門請書 8月29日 根田四郎右衛門 切紙

系図・証文の儀は吟味次第、〈包紙〉

AS288.3-214-1 人見勘之丞請書 4月2日 人見勘之丞 中村又左衛門 継紙
・大和田内記

実父山辺仁左衛門の跡目相続の件について、〈包紙〉(214-1～214-4まで同一包紙）

AS288.3-214-2 人見勘之丞請書 10月24日 人見勘之丞 継紙

AS288.3-214-3 人見勘之丞願書 10月13日 人見勘之丞 中村又左衛門 折紙

親山辺仁左衛門の跡目弟吉之允に取らせたき事

AS288.3-214-4 山辺仁左衛門跡目に付返答 (中村又左衛門） (人見勘之丞） 継紙
書下書

山辺仁左衛門跡目について

AS288.3-214-5 天神林善太夫請書 宝永5年(1708) 天神林善太夫 切紙
5月29日

由緒に付子細申し上げず、〈包紙〉

AS288.3-214-6 田代長之助請書 宝永5年(1708) 田代長之助 切紙
閏正月13日

差し上げの系図に付裁許、〈包紙〉

AS288.3-214-7 長沼五郎兵衛請書 宝永2年(1705) 長沼五郎兵衛 切紙
9月10日

嫡庶争論致すまじく請文、〈包紙〉

AS288.3-214-8 高柿孫左衛門他連署請書 宝永3年(1706) 高柿孫左衛門・ 中村又左衛門 継紙
10月15日 同舎人・ ・羽生惣右衛

同勘右衛門 門・渡部奥右
衛門

由緒・嫡庶の儀に付子細申し上げず、〈包紙〉

AS288.3-214-9 酒寄弥兵衛請書 宝永6年(1709) 酒寄弥兵衛 中村又左衛門 切紙
5月2日 ・吉成藤兵衛

酒寄家、真壁氏分流のこと、〈包紙〉

AS288.3-214-10 赤坂光寛請書 元禄13年(1700) 赤坂権右衛門光寛 御文書御改所 切紙
7月26日

分流の件につき御裁許の通り、〈包紙〉
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AS288.3-214-11 田代隼人願書 2月9日 田代隼人 中村又左衛門 切紙
・羽生惣右衛
門・渡部奥右
衛門

分流の儀につき仰せ渡されの通り御記録に載せ置かれたし

AS288.3-214-12 真壁甚太夫請書 宝永6年(1709) 真壁甚太夫 中村又左衛門 切紙
4月14日 ・吉成藤兵衛

酒寄弥兵衛家、真壁氏分流の件、〈包紙〉

AS288.3-215-1 根本三郎右衛門請書 (文化3年)(1806) 根本三郎右衛門 折紙
9月16日

根本家は小野崎三郎よりの分流にあらず、〈包紙〉(215-1～215-2まで同一包紙）

AS288.3-215-2 近藤武左衛門請書 (文化3年)(1806) 近藤武左衛門 折紙
10月16日

同家は馬之助よりの分流

AS288.3-215-3 近藤馬之助請書 (文化3年)(1806) 近藤馬之助 折紙
10月16日

武左衛門家は私家の分流、〈包紙〉

AS288.3-215-4 塩谷右膳請書 (文化5年)(1808) 塩谷右膳 折紙
4月3日

岡本内記、岡本形右衛門は同流にあらず、〈包紙〉

AS288.3-215-5 沼田丹蔵他連署請書 文化3年(1806) 沼田丹蔵・ 折紙
10月6日 同助左衛門・

同丹左衛門・
同吉右衛門

丹蔵家は準嫡家と心得るべし、〈包紙〉

AS288.3-215-6 岡本形右衛門届書 子　4月2日 岡本形右衛門 折紙

家筋分家の件につき、内記と連名にて請書提出の心積もり、〈包紙〉

AS288.3-215-7 白土庄兵衛請書 文化3年(1806) 白土庄兵衛 切紙
2月

系図についての仰せ渡されに対し、後来まで異論なし、包紙2枚あり

AS288.3-215-8 白土元兵衛請書 (文化3年)(1806) 白土元兵衛 切紙
3月7日

同苗白土庄兵衛家筋は私家の分流、〈包紙〉

AS288.3-215-9 武田栄球・同閑斎連署請書 文化3年(1806) 武田栄球・同閑斎 切紙
12月

両家嫡庶について、〈包紙〉
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AS288.3-215-10 石井政吉請書 正月3日 石井政吉 折紙

石井氏家筋について混乱なきよう、〈包紙〉

AS288.3-216-1 茂又祐蔵請書 文化3年(1806) 茂又祐蔵 切紙
2月

同苗茂又新太郎と家筋分け置かれたき事、〈包紙〉(216-1～216-2まで同一包紙）

AS288.3-216-2 茂又新太郎請書 文化3年(1806) 茂又新太郎 切紙
2月

AS288.3-216-3 中村伝十郎請書 3月22日 中村伝十郎 切紙

異姓の儀について、〈包紙〉

AS288.3-216-4 信太麗蔵請書 文化7年(1810) 信太麗蔵 切紙
3月6日

分流信太喜右衛門・信太浅右衛門家筋の件について、〈包紙〉(216-4～216-5まで同一包紙）

AS288.3-216-5 信太喜右衛門・同浅右衛門 文化7年(1810) 信太喜右衛門・ 切紙
連署請書 3月8日 同浅右衛門

信太氏分流筋につき裁許請書

AS288.3-216-6 佐藤善兵衛請書 文化3年(1806) 佐藤善兵衛 切紙
5月13日

私家筋以来嫡流に準ずべき事、〈包紙〉(216-6～216-7まで同一包紙）

AS288.3-216-7 佐藤伊兵衛請書 文化3年(1806) 佐藤伊兵衛 切紙
5月13日

佐藤善兵衛家との家筋の儀に付、後来異論なし

AS288.3-216-8 戸島文蔵請書 文化3年(1806) 戸島文蔵 切紙
4月26日

同姓戸島伊織家と嫡庶の儀について、〈包紙〉

AS288.3-216-9 佐藤左門・同兵右衛門連署 文化6年(1809) 佐藤左門・ 切紙
請書 4月23日 同兵右衛門

宗家・分流の儀に付異論なし、〈包紙〉茂木幸松与下十二所給人佐藤左門同兵右衛門家筋御裁判、文化六年

巳四月廿三日御請書差出之

AS288.3-216-10 遠山周助・同長蔵連署請書 文化3年(1806) 遠山周助・同長蔵 切紙
10月

宗家・分流の儀に付異論なし、〈包紙〉

AS288.3-216-11 吉成十右衛門・同四郎兵衛 文化5年(1808) 吉成十右衛門・ 切紙
連署請書 8月28日 同四郎兵衛

嫡庶の儀に付異論なし、〈包紙〉
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AS288.3-216-12 経徳礼助他連署請書 文化4年(1807) 経徳礼助・ 切紙
5月13日 経徳祐治・

経徳丹治

嫡庶の儀に付異論なし、〈包紙〉

AS288.3-217-1 天神林織部請書 文化8年(1811) 佐竹左衛門組下湯 切紙
2月12日 沢給人天神林織部

私家筋分流の儀に付、子細申し上げず、〈包紙〉

AS288.3-217-2 小川又兵衛・同岡之丞連署 文化5年(1808) 小川又兵衛・ 切紙
請書 同岡之丞

家筋仰せ渡されに付、異論なし、〈包紙〉

AS288.3-217-3 青柳善右衛門請書 (文化2年)(1805) 青柳善右衛門 切紙
12月9日

私家筋、同姓源吉分流にあらず

AS288.3-217-4 青柳源吉請書 (文化2年)(1805) 青柳源吉 切紙
12月8日

同姓青柳善右衛門家は分流筋にあらず、〈包紙〉(217-4～217-6まで同一包紙）

AS288.3-217-5 青柳源吉請書 (文化2年)(1805) 青柳源吉 切紙
12月8日

同姓青柳監物は分流

AS288.3-217-6 青柳監物請書 (文化2年)(1805) 青柳監物 切紙
12月8日

同姓源吉家は私家筋の分流

AS288.3-217-7 吉成第七郎請書 (文化3年)(1806) 吉成第七郎 佐藤三左衛門 切紙
正月13日 ・石井権六郎

同姓吉成主水家と嫡庶の儀について、〈包紙〉

AS288.3-217-8 田伏武太夫請書 (文化2年)(1805) 田伏武太夫 切紙
10月26日

私家筋は石塚清右衛門よりの分流にあらず、〈包紙〉(217-8～217-9まで同一包紙）

AS288.3-217-9 石塚清右衛門請書 文化2年(1805) 石塚清右衛門 切紙
10月29日

田伏家は私家筋分流にあらず

AS288.3-217-10 戸島伊織請書 文化3年(1806) 戸島伊織 切紙
4月26日

同姓戸島文蔵家と嫡庶の儀について、〈包紙〉
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AS288.3-217-11 岡本内記・同形右衛門連署 文化13年(1816) 岡本内記・ 切紙
請書 同形右衛門

嫡庶の儀について、〈包紙〉

AS288.3-217-12 真崎文平請書 文化5年(1808) 真崎文平 切紙
10月

真崎治太夫家筋との関係について、〈包紙〉(217-12～217-13まで同一包紙）

AS288.3-217-13 真崎治太夫請書 文化5年(1808) 真崎治太夫 切紙
11月

真崎文平家との家筋につき

AS288.3-217-14 金丸外記他連署請書 文化3年(1806) 金丸外記・ 切紙
9月15日 同多四郎・

同波負

家筋嫡庶の儀について、〈包紙〉

AS288.3-217-15 館岡内蔵・同久内連署請書 文化3年(1806) 館岡内蔵・同久内 切紙
9月29日

家筋嫡庶の儀について、〈包紙〉

AS288.3-217-16 円谷主税・同伊右衛門連署 文化4年(1807) 円谷主税・ 切紙
請書 11月 同伊右衛門

私共家筋について、〈包紙〉

AS288.3-217-17 水戸部喜平治請書 文化2年(1805) 水戸部喜平治 切紙
9月26日

宗家清右衛門家との家筋の儀について、〈包紙〉(217-17～217-19まで同一包紙）

AS288.3-217-18 水戸部与助請書 文化2年(1805) 水戸部与助 切紙
9月

宗家・分流喜平治家・私家筋の儀につき

AS288.3-217-19 水戸部清右衛門請書 文化2年(1805) 水戸部清右衛門 切紙
9月

同姓水戸部喜平治家との家筋について

(5) 寺社由緒

AS185-2-1 独狐村立昌寺静明届書 元禄14年(1701) 現住持比丘静明 寺社御奉行所 継紙
3月15日

AS185-2-2 独狐村立昌寺静明届書 元禄14年(1701) 現住沙門静明 御奉行所 切紙
3月17日
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AS185-3 大館玉林寺貞覚届書 元禄14年(1701) 大館玉林寺現住貞 御奉行所 切紙
4月10日 覚

AS185-6 源太寺届書 安政6年(1859) 角館町真言行人源 折紙
7月 太寺

角館町源太寺由緒、〈包紙〉

AS185-14-1 高寺山別当高善寺届書 巳　10月26日 高寺山別当高善寺 継紙

仙北高寺山縁起承伝申候覚、〈包紙〉(14-1～14-2まで同一包紙）

AS185-14-2 高寺山別当高善寺届書 巳　10月26日 高寺山別当高善寺 切紙

仙北高寺山別当高善寺代々覚

AS175-8 旧記抜書 8月 守屋飛騨守 竪帳(5)

社家大頭守屋家の由緒に関わる文書についての届書

２　御記録方資料

(1) 被仰渡控

AS280-3-1 在々江被仰渡控帳 元禄12年(1699) (御記録所） 竪帳(65)
8月～11月

被仰渡控帳一

AS280-3-2 旗本被仰渡町並書付相渡控 元禄13年(1700) (御記録所） 竪帳(34)
6月

被仰渡控帳二

AS280-3-3 御旗本被仰渡控 元禄15年(1702) (御記録所） 竪帳(134)
3月～10月

被仰渡控帳三

AS280-3-4 御旗本被仰渡控 元禄16年(1703) (御記録所） 竪帳(36)
3月～12月

被仰渡控帳四

AS280-3-5 旗本被仰渡控 宝永4～6年 (御記録所） 竪帳(74)
(1707～1709)

被仰渡控帳五

AS280-3-6 旗本被仰渡控 宝永7～享保9年 (御記録所） 竪帳(52)
(1710～1724)

被仰渡控帳六
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AS280-3-7 廻座之面々江被仰渡控 寛政5年(1793) (御記録所） 竪帳(54)
3月

被仰渡控帳七

AS280-3-8 四家始引渡并分流家人江被 寛政5年(1793) (御記録所） 竪帳(69)
仰渡控 3月

被仰渡控帳八

AS280-3-9 角館元御家中被仰渡控 寛政5年(1793) (御記録所） 竪帳(7)
3月

被仰渡控帳九

AS280-3-10 大山十郎組下院内給人被仰 寛政5年(1793) (御記録所） 竪帳(5)
渡控 3月

被仰渡控帳十

AS280-3-11 戸村十太夫・向帯刀組下横 寛政5年(1793) (御記録所） 竪帳(57)
手給人江被仰渡控 3月

被仰渡控帳十一、寛政9年の追記あり

AS280-3-12 御旗本諸士江被仰渡控 寛政5年(1793) (御記録所） 竪帳(62)
3月

被仰渡控帳十二、上ノ一、オ～タまで

AS280-3-13 佐竹主計并組下給人江再被 寛政9年(1797) (御記録所） 竪帳(7)
仰渡控 9月

被仰渡控帳十三

AS280-3-14 久保田在々江被仰渡控 文化2年(1805) (御記録所） 竪帳(8)
正月

被仰渡控帳十四

AS280-3-15 茂木若狭組下十二所給人被 寛政9年(1797) (御記録所） 竪帳(32)
仰渡控 7月

被仰渡控帳十五

AS280-3-16 被仰渡控 宝永2年(1705) (御記録所） 竪帳(27)
4月～11月

被仰渡控帳十六、原表紙欠

AS280-3-17 佐竹主計組下角館給人被仰 3月 (御記録所） 竪帳(10)
渡控

被仰渡控帳十七

AS280-3-18 出仕家督御礼留書 文政9～安政2年 竪帳(100)
(1826～1855)

被仰渡控帳十八、原表紙欠
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AS280-3-19 在々被仰渡稿 宝永4～享保6年 (御記録所） 竪帳(87)
(1707～1721)

被仰渡控帳十九

AS280-3-20 中村又左衛門・太和田内記 竪帳(52)
連署状他書状控

被仰渡控帳二十

AS288.2-18-1 御旗本在々被仰渡書付控 元禄14年(1701) (御記録所） 竪帳(25)

御系図御調に付被仰渡控

AS288.2-18-2 御旗本諸士江被仰渡控 寛政5年(1793) (御記録所） 竪帳(71)
3月

御系図御調に付被仰渡控

AS288.2-18-3 在々江被仰渡控 元禄16年(1703) (御記録所） 竪帳(39)

佐竹六郎家人并組下大館給人ほか

AS288.2-18-4 梅津小右衛門組下角間川給 (御記録所） 竪帳(15)
人申渡控

御系図御調に付被仰渡控

AS288.2-66 在々江被仰渡控帳 元禄11～12年 竪帳(49)
(1698～1699)

四冊之内

AS288.2-68-1-1 諸家御系図御調に付被仰渡 宝永7年(1710) 竪帳(59)
控 一 2月～3月

小野岡孫太夫・伊達九郎三郎ほか

AS288.2-68-1-2 諸家御系図御調に付被仰渡 元禄13年(1700) 竪帳(59)
控 二

赤坂忠兵衛・佐竹左衛門ほか

AS288.2-68-1-3 諸家御系図御調に付被仰渡 (御記録所） 竪帳(36)
控 三

古之部・天之部・安之部・佐之部・幾之部

AS288.2-68-1-4 諸家御系図御調に付被仰渡 (御記録所） 竪帳(8)
控 四

前欠、梅津小左衛門・志賀善兵衛・簗早太

AS288.2-68-1-5 諸家御系図御調に付被仰渡 (元禄13年)(1700) 岡本又太郎 竪帳(67)
控 五

高五郎右衛門・中村武助ほか
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AS288.2-68-1-6 諸家御系図御調に付被仰渡 竪帳(16)
控 六

南・戸村・小野岡・古内・北・東・小場・石塚・大山、先祖書上

AS288.2-68-1-7 諸家御系図御調に付被仰渡 (御記録所） 竪帳(46)
控 七

前欠、泉杢左衛門・泉主馬ほか、乱丁あり

AS288.2-68-1-8 諸家御系図御調に付被仰渡 竪帳(15)
控 八

早川小右衛門処名・小場勘解由処貞ほか、先祖書上

AS288.2-68-1-9 諸家御系図御調に付被仰渡 竪帳(16)
控 九

古内・北・東・小場・石塚・大山・南・戸村・小野岡、先祖書上、乱丁あり

AS288.2-68-1-10 諸家御系図御調に付被仰渡 (御記録所） 竪帳(33)
控 十

赤須平馬組御歩行・井上清右衛門組御歩行・太田伝太組御歩行・御鷹方御刀番支配・御用人支配・御納戸役

支配・御膳番支配・御財用奉行支配・御物頭支配・御勘定奉行支配・御代官支配・郡奉行支配、末書に「右
寛政十年午八月十六日郡奉行今泉三右衛門へ相渡ス」と朱書あり

AS288.2-68-1-11 諸家御系図御調に付被仰渡 (御記録所） 竪帳(33)
控 十一

佐竹石見組下大館給人・梅津小右衛門組下角間川給人

AS288.2-68-1-12 諸家御系図御調に付被仰渡 宝永3年(1706) 竪帳(35)
控 十二 6月～12月

御旗本被仰渡控、小田野又八郎・川井主馬ほか

AS288.2-68-1-13 諸家御系図御調に付被仰渡 文化6～13年 (御記録所） 竪帳(14)
控 十三 (1809～1816)

橋本甚之丞・田代三喜ほか

AS288.2-68-1-14 諸家御系図御調に付被仰渡 寛政9～享和4年 (御記録所） 竪帳(11)
控 十四 (1797～1804)

佐竹左衛門家人・佐竹主計組下角館給人・佐竹石見組下大館給人・戸村十太夫組下横手給人・塩谷右膳組下

角館給人

AS288.2-68-1-15 諸家御系図御調に付被仰渡 (御記録所） 竪帳(44)
控 十五

佐竹左衛門組下湯沢給人被仰渡控、石井喜七郎・石井監物ほか

AS288.2-68-1-16 諸家御系図御調に付被仰渡 寛政5年(1793) (御記録所）　 竪帳(28)
控 十六

白土嘉右衛門・青柳永之助ほか
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AS288.2-68-1-17 諸家御系図御調に付被仰渡 寛政8年(1796) (御記録所） 竪帳(61)
控 十七

津之部・子之部・奈之部・安之部・宇之部・武之部・濃之部・久之部・也之部・麻之部・婦之部

AS288.2-68-1-18 諸家御系図御調に付被仰渡 元禄11～12年 竪帳(57)
控 十八 (1698～1699)

四郎三郎様御家人・渋江内膳組下給人・塩谷民部組下給人・佐竹左衛門組下給人・佐竹淡路組下給人・佐竹

淡路家人・戸村十太夫組下給人・小瀬縫殿助・赤坂忠兵衛

AS288.2-68-1-19 諸家御系図御調に付被仰渡 宝永元年(1704) 竪帳(10)
控 十九

御旗本被仰渡控、塙治部左衛門・大越十郎兵衛・萩庭弥右衛門・川野理右衛門・八幡宮神女伊織・匹田久馬

AS288.2-68-1-20 諸家御系図御調に付被仰渡 竪帳(15)
控 二十

北・東・南・小場

AS288.2-68-1-21 諸家御系図御調に付被仰渡 御記録所 竪帳(52)
控 二十一

キノ部・ミノ部・シノ部・エノ部・ヒノ部・モノ部・セノ部・スノ部

AS288.2-68-1-22 諸家御系図御調に付被仰渡 元禄13年(1700) 竪帳(77)
控 二十二 9月～11月

寺崎弥左衛門・前沢百助ほか

AS288.2-68-1-23 諸家御系図御調に付被仰渡 宝永2年(1705) 竪帳(23)
控 二十三

塩谷民部・杉宮吉祥院ほか

AS288.2-68-1-24 諸家御系図御調に付被仰渡 元禄12年(1699) 岡本又太郎 竪帳(61)
控 二十四

小野崎権太夫・酒出金太夫ほか

AS288.2-68-1-25 諸家御系図御調に付被仰渡 宝永3年(1706) 竪帳(47)
控 二十五 5月～12月

前小屋市右衛門・前小屋又八ほか

AS288.2-68-1-26 諸家御系図御調に付被仰渡 岡本又太郎・ 竪帳(48)
控 二十六 中村又左衛門・

大和田内記

岡本又太郎書状、中村又左衛門・大和田内記連署控

AS288.3-10 御家中惣名寄目録 文化5～9年 (御記録所） 竪帳(42)
(1808～1812)
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(2) 青印書

AS317-36-7 青印書 宝永4年(1707) 片岡多左衛門 切紙
3月

AS317-36-8 青印書 宝永4年(1707) 中村武左衛門 切紙
3月

AS317-36-9 青印書 宝永4年(1707) 長井理兵衛 切紙
3月

AS317-36-10 青印書 宝永4年(1707) 川井奥之允 切紙
3月

AS317-36-13 青印書控 宝永4年(1707) 愛宕別当文殊 切紙
3月 院

AS317-36-14 青印書 宝永4年(1707) 川野藤之允 切紙
3月

〈包紙〉御青印書壱通

AS288.3-163 御青印書 宝永4年(1707) 青印(秋田史館） 寺崎弥左衛門 継紙
2月

〈端裏〉明和元年申閏十二月十六日新御青印書御引替ニ下候返上之古御青印書、〈包紙〉

AS288.3-20 御青印書 宝永4年(1707) 秋田史館 赤須一郎兵衛 切紙
3月

〈包紙〉(朱書）文政十年亥十一月三日再御裁判之節被召上竹堂様御書被相除新タニ御青印書市兵衛江被下

候

AS317-36-6 青印書控 宝永7年(1710) 御張付師日野 切紙
3月 杢之丞

AS317-36-11 青印書控 宝永7年(1710) 御張付師日野 切紙
3月 杢之丞

AS317-36-2 青印書控 宝永7年(1710) 片岡多左衛門 切紙
11月

AS288.2-20 写旧本所載賜御青印草稿 正徳3～4年 竪帳(20)
(1713～1714)

山県清右衛門、河井円八郎、鈴木平蔵、矢野孫太郎、榊与一右衛門

AS317-36-1 青印書控 享保11年(1726) 向源左衛門 切紙
11月
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AS317-36-3 青印書控 享保11年(1726) 田崎次左衛門 切紙
11月

AS317-36-4 青印書控 享保11年(1726) 太縄与一左衛 切紙
11月 門

AS317-36-5 青印書控 享保11年(1726) 羽生理右衛門 切紙
11月

AS317-36-12 青印書控 享保11年(1726) 向源左衛門 切紙
11月

AS317-85 御青印草稿 文化4年(1807) 竪帳(18)

(3) 考控

AS288.3-4 考控 三 宝暦14～明和2年 (御記録所） 竪帳(20)
(1764～1765)

AS288.3-5 考控 五 明和4～7年 (御記録所） 竪帳(38)
(1767～1770)

合冊（明和4・明和5・明和7）

AS288.3-6 考控 六 明和6年(1769) (御記録所） 竪帳(74)

合冊（5・6・7・9月）

AS288.3-7 考控 七 明和8～9年 (御記録所） 竪帳(57)
(1771～1772)

合冊（明和8年10月・明和9年正月・明和9年12月）

AS280-6 考控 安永元～10年 御記録所 竪帳(39)
(1772～1781)

義宣公御伝記ほか

AS288-32 考控 九 寛永14～延宝3年 竪帳(17)
(1637～1675)

多賀谷左兵衛隆家日記／梅津半右衛門忠宴日記／藤井勘之丞日記書抜／片岡宮内政長日記

AS288-42 考控 寛政元～6年 御記録所 竪帳(97)
(1789～1794)

寛文年中松前夷蜂起之節此方御人数割／蓮寿院様・本清院様御婚礼之次第／在々給人独礼之次第ほか
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AS384-5 寛政八年丙辰・同九年考 寛政8～9年 御記録所 竪帳(18)
控 十二 (1796～1797)

AS288.3-8 考控 十四 寛政10～文化元年 (御記録所） 竪帳(60)
(1798～1804)

合冊（寛政10・11・12、享和2・3、文化元）

AS288.3-9 考 十五 (享和3年)(1803) (御記録所） 竪帳(4)
7月

AS387-25 文化六年巳考控 十六 文化6年(1809) 竪帳(23)

享保～安永

AS288-39-1 文化七年午考控 十八 文化7・12年 竪帳(24)
(1810・1815)

同十二年乙亥考モアリ

AS288-44 考控 天保3～6年 竪帳(74)
(1832～1835)

AS317-106 考控 天保9～弘化2年 竪帳(105)
(1838～1845)

AS288-76 考控 慶応2～4年 御記録所 竪帳(117)
(1866～1868)

(4) 在々給人勤方格式

AS317-32-1 在々給人勤方格式 宝永2年(1705) 竪帳(15)
9月

組下給人の格式と勤方の書付を後日まとめたもの

AS317-32-2 在々給人勤方格式 宝永2年(1705) 竪帳(15)
9月

AS317-29-5 梅津半右衛門届書 宝永元年(1704) 梅津半右衛門 継紙
8月26日

組下給人の格式と勤方の書付

AS317-28-8 大山因幡届書 宝永元年(1704) 大山因幡 継紙
9月8日

AS317-28-2 塩谷民部届書 宝永元年(1704) 塩谷民部 切紙
9月12日
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AS317-28-6 戸村十太夫届書 宝永元年(1704) 戸村十太夫 継紙
9月26日

AS317-29-6 向源左衛門届書 宝永元年(1704) 向源左衛門 継紙
9月26日

AS317-29-1 佐竹左衛門届書 宝永元年(1704) 佐竹左衛門 継紙
10月2日

AS317-28-4 向源左衛門届書 宝永元年(1704) 向源左衛門 切紙
10月7日

AS317-28-3 石塚主殿届書 宝永元年(1704) 石塚主殿 継紙
10月8日

AS317-29-2 石塚主殿届書 (宝永元年)(1704) 石塚主殿 切紙
10月12日

AS317-28-5 茂木筑後届書 宝永元年(1704) 茂木筑後 継紙
10月14日

AS317-29-3 多賀谷酉之助届書 宝永元年(1704) 多賀谷酉之助 継紙
12月8日

AS317-28-1 佐竹淡路届書 宝永2年(1705) 佐竹淡路 切紙
2月1日

AS317-29-4 渋江内膳届書 宝永2年(1705) 渋江内膳 継紙
閏4月13日

AS317-28-7 佐竹六郎届書 (宝永2年)(1705) 佐竹六郎 継紙
5月15日

AS317-29-7 佐竹六郎届書 11月16日 佐竹六郎 継紙

(5) その他

AS317-27 赤須家知行書付 寛永～元禄 竪帳(4)
(1624～1704)

表紙に「文政十年丁亥再御裁判ニ入」と朱書あり

AS288-13 御系図御伝記御改ニ付御家 (元禄9～10年) 上村軍六写 竪帳(25)
中江被仰触并所々御尋被成 (1696～1697)
候御書付留
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AS288.3-2 横手給人并御免之者指上候 元禄11年(1698) 戸村十太夫 横帳(13)
御証文系図之覚 8月14日

差し出された系図の目録

AS317-11 北・東・南・小場列坐考控、 元禄13年(1700) 中村光得 竪帳(49)
引渡列坐定格考草稿 5月

AS280-4 御黒印写控帳 元禄14年(1701) 横帳(9)
5月17日

向右近組下

AS312-7 引渡廻坐御改書付 元禄15年(1702) 岡本又太郎 中村又左衛門 竪帳(15)
2月 ・大和田内記

AS312-6 引渡廻座諸士座列御改留書 元禄15年(1702) 大和田内記・ 御膳番衆 継紙
4月11日 中村又左衛門

〈包紙〉元禄十五年正月引渡廻座列座御改以後又太郎殿より被仰渡候ニ付中村又左衛門大和田内記所より御

膳番江御記録之事申遣候留書

AS288.3-75 岡本元朝申渡書 元禄16年(1703) 岡本又太郎元朝 大和田内記・ 継紙
12月 中村又左衛門

大沢主水先祖は長倉氏の分流に相違なし

AS317-30 古内茂右衛門届書 宝永元年(1704) 古内茂右衛門 継紙
8月24日

古内氏の由緒と勤功について

AS280-5 支流之面々証文草稿 宝永6年(1709) 中村光得 竪帳(28)
正月

「五段箪笥ヨリ出ツ、追テ考候而清書スベシ」と朱書あり

AS288-19 御証文御系図被下書留、廻 宝永6年(1709) 竪帳(28)
座衆之分控 3月22日

AS288-15 岡本元朝書付 宝永7年(1710) 岡本元朝 竪帳(3)
3月4日

〈包紙〉宝永七年庚寅三月四日元朝申渡書付一冊 元朝自筆

AS029-1 御文書并御書物帳目録受取 宝永7年(1710) 中村又左衛門 吉成藤兵衛・ 竪帳(98)
渡目録 7月 渡辺奥右衛門

AS288.3-118 幕ノ紋ニ扇之類願上候ニ付 (宝永年間) 横帳(2)
御吟味書付 (1704～1711)

酒出・小田野・小瀬・真崎等よりの願、ほか1枚、〈包紙〉
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AS289-40-1 昌寿院様御逝去につき考書 天明8年(1788) 御記録所 竪帳(10)
5月

横手天仙寺による明和4年3月書付「岩瀬御台様御事」に関する御記録所の考書

AS312-19 御改正一件留書 寛政8年(1796) 竪帳(54)

AS288.2-65 文化二年系図取纏ニ付御家 文化2年(1805) 竪帳(6)
中江被仰渡控

AS288-39-2-1 御系図之儀ニ付大関家返書 (文化7年)(1810) 切紙

天文・天正の頃の佐竹一門の動静についての覚書（39-2-1～39-2-3まで同一包紙）

AS288-39-2-2 御記録書考書 (文化7年)(1810) 御記録所 切紙
2月

佐竹氏一門の系譜について

AS288-39-2-3 大関美作守内生沢半右衛門 (文化7年)(1810) 大関美作守内生沢 佐竹右京大夫 継紙
書状 2月7日 半右衛門 様ニ而安田五

郎兵衛・森川
東兵衛

公儀への系譜書出についての願書

AS317-93-1 引渡廻座着座願ニ付申渡書 文政5年(1822) 御記録方頭取 切紙
5月

引渡廻座局住にて出仕の上着座願の通り仰せ渡されし者は家督の節伺いにおよばず、〈包紙〉文政五年午五

月十六日頭取太郎左衛門殿被相渡候 引渡廻座着座願之御書付写（93-1～93-2まで同一包紙）

AS317-93-2 申渡書添書 (文政5年)(1822) 切紙

AS312-33 山方太郎左衛門泰純考書 文政6年(1823) 御記録総裁山方太 竪帳(4)
12月14日 郎左衛門泰純

AS209-276-1 出仕諸式、出仕継目定格 天保4・元治元年 御記録方総裁大越 竪帳(138)
(1833・1864) 源十郎忠国・御記

録方大御番頭小貫
佐渡頼直

出仕諸式：天保四年四月、出仕継目定格：元治元年十月廿二日写終

AS288-45 於陰之間新調御家譜差上候 天保5年(1834) 記録方 竪帳(4)
節之御手控草稿 8月3日

AS288.3-204 岡本元朝書状 正月26日 岡本又太郎 中村又左衛門 継紙

南家・小場家の座列等について、〈包紙〉元朝殿自筆之書、五段信ノ部ヨリ一へ移ス、文政六年未正月

AS384-1-1 御代々様御年重御規式并御 寅　正月 御記録所 竪帳(28)
祝儀考

義処公・義和公の関連記事抜粋
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AS212-4 某書状 3月26日 継紙

「秋藩紀年」完成するも誤字・落字多し追々御加筆ありたし、筆者は同書の編纂にあたった山方泰純か

AS288-56 此度御系譜御書上ニ相成候 4月25日 御記録所 竪帳(11)
ニ付記載可仕之箇条存付御
伺致候件之取調

AS288-70 此度御系譜御書上ニ相成候 子　7月 御記録処 竪帳(12)
ニ付記載可仕之箇条存付御
伺

AS288.2-67 御書上御系図稿之内為御心 7月 竪帳(15)
得申遣候覚

AS186-2 御盆棚御取扱之面々 8月 御記録所 竪帳(11)

〈包紙〉

AS029-11 御記録所届書 10月30日 御記録所 折紙

諸書類目録、〈包紙〉

AS288-40 隆清院様ヨリ玲光院様マテ 10月 御記録所 竪帳(9)
考

AS288-51 御記録所届書 11月 御記録所 横帳(2)

御系譜御書継にあたり典拠不明部分の取扱について

AS288-57 御書上御系譜御譜中御異同 11月 御記録所 竪帳(10)
御伺草稿

AS288-43 新調御家譜指上候御手続書 岩堀宗六 竪帳(13)

AS317-31-1 御文書改人ノ事ニ付書附 継紙

〈包紙〉御文書改人ノ事ニ付書附一通

３　国典類抄

(1) 目録・引用書目

AS209-164 国典類抄目録 竪帳(88)

AS209-165-1 前編国典類抄目録 吉凶軍賓 竪帳(73)
嘉雑部
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AS209-165-2 後編国典類抄目録 吉凶軍賓 竪帳(70)
嘉雑部

AS209-166 国典類抄引用書目 竪帳(33)

(2) 国典類抄

AS209-167-1 国典類抄 前篇 吉部一 竪帳(112)

167-1～178-32まで平成７年３月17日秋田県指定有形文化財（書跡・古文書等26）

AS209-167-2 国典類抄 前篇 吉部二 竪帳(33)

AS209-167-3 国典類抄 前篇 吉部三 竪帳(125)

AS209-167-4 国典類抄 前篇 吉部四 竪帳(89)

AS209-167-5 国典類抄 前篇 吉部五 竪帳(101)

AS209-167-6 国典類抄 前篇 吉部六 竪帳(80)

AS209-167-7 国典類抄 前篇 吉部七 竪帳(50)

AS209-167-8 国典類抄 前篇 吉部八 竪帳(22)

AS209-167-9 国典類抄 前篇 吉部九 竪帳(57)

AS209-167-10 国典類抄 前篇 吉部十 竪帳(95)

AS209-167-11 国典類抄 前篇 吉部十一 竪帳(55)

AS209-167-12 国典類抄 前篇 吉部十二 竪帳(80)

AS209-167-13 国典類抄 前篇 吉部十三 竪帳(63)

AS209-167-14 国典類抄 前篇 吉部十四 竪帳(37)

AS209-167-15 国典類抄 前篇 吉部十五 竪帳(44)

AS209-167-16 国典類抄 前篇 吉部十六 竪帳(44)

AS209-167-17 国典類抄 前篇 吉部十七 竪帳(56)

AS209-167-18 国典類抄 前篇 吉部十八 竪帳(88)
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佐竹文庫目録

AS209-167-19 国典類抄 前篇 吉部十九 竪帳(74)

AS209-167-20 国典類抄 前篇 吉部二十 竪帳(55)

AS209-167-21 国典類抄 前篇 吉部二十一 竪帳(50)

AS209-167-22 国典類抄 前篇 吉部二十二 竪帳(55)

AS209-167-23 国典類抄 前篇 吉部二十三 竪帳(66)

AS209-167-24 国典類抄 前篇 吉部二十四 竪帳(68)

AS209-167-25 国典類抄 前篇 吉部二十五 竪帳(88)

AS209-167-26 国典類抄 前篇 吉部二十六 竪帳(67)

AS209-167-27 国典類抄 前篇 吉部二十七 竪帳(57)

AS209-167-28 国典類抄 前篇 吉部二十八 竪帳(59)

AS209-167-29 国典類抄 前篇 吉部二十九 竪帳(106)

AS209-167-30 国典類抄 前篇 吉部三十 竪帳(88)

AS209-167-31 国典類抄 前篇 吉部三十一 竪帳(72)

AS209-167-32 国典類抄 前篇 吉部三十二 竪帳(45)

AS209-167-33 国典類抄 前篇 吉部三十三 竪帳(61)

AS209-167-34 国典類抄 前篇 吉部三十四 竪帳(66)

AS209-167-35 国典類抄 前篇 吉部三十五 竪帳(34)

AS209-167-36 国典類抄 前篇 吉部三十六 竪帳(76)

AS209-167-37 国典類抄 前篇 吉部三十七 竪帳(33)

AS209-167-38 国典類抄 前篇 吉部三十八 竪帳(28)

AS209-167-39 国典類抄 前篇 吉部三十九 竪帳(44)

AS209-167-40 国典類抄 前篇 吉部四十 竪帳(102)

AS209-167-41 国典類抄 前篇 吉部四十一 竪帳(75)
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AS209-167-42 国典類抄 前篇 吉部四十二 竪帳(88)

AS209-167-43 国典類抄 前篇 吉部四十三 竪帳(56)

AS209-167-44 国典類抄 前篇 吉部四十四 竪帳(72)

AS209-167-45 国典類抄 前篇 吉部四十五 竪帳(52)

AS209-167-46 国典類抄 前篇 吉部四十六 竪帳(30)

AS209-167-47 国典類抄 前篇 吉部四十七 竪帳(27)

AS209-167-48 国典類抄 前篇 吉部四十八 竪帳(67)

AS209-167-49 国典類抄 前篇 吉部四十九 竪帳(48)

AS209-167-50 国典類抄 前篇 吉部五十 竪帳(60)

AS209-167-51 国典類抄 前篇 吉部五十一 竪帳(35)

AS209-167-52 国典類抄 前篇 吉部五十二 竪帳(53)

AS209-167-53 国典類抄 前篇 吉部五十三 竪帳(63)

AS209-167-54 国典類抄 前篇 吉部五十四 竪帳(83)

AS209-167-55 国典類抄 前篇 吉部五十五 竪帳(90)

AS209-167-56 国典類抄 前篇 吉部五十六 竪帳(29)

AS209-167-57 国典類抄 前篇 吉部五十七 竪帳(78)

AS209-167-58 国典類抄 前篇 吉部五十八 竪帳(59)

AS209-167-59 国典類抄 前篇 吉部五十九 竪帳(86)

AS209-167-60 国典類抄 前篇 吉部六十 竪帳(35)

AS209-167-61 国典類抄 前篇 吉部六十一 竪帳(30)

AS209-167-62 国典類抄 前篇 吉部六十二 竪帳(96)

AS209-167-63 国典類抄 前篇 吉部六十三 竪帳(67)

AS209-167-64 国典類抄 前篇 吉部六十四 竪帳(16)
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佐竹文庫目録

AS209-167-65 国典類抄 前篇 吉部六十五 竪帳(34)

AS209-167-66 国典類抄目録 前篇 吉部 竪帳(19)

AS209-168-1 国典類抄 後篇 吉部一 竪帳(49)

AS209-168-2 国典類抄 後篇 吉部二 竪帳(53)

AS209-168-3 国典類抄 後篇 吉部三 竪帳(82)

AS209-168-4 国典類抄 後篇 吉部四 竪帳(86)

AS209-168-5 国典類抄 後篇 吉部五 竪帳(80)

AS209-168-6 国典類抄 後篇 吉部六 竪帳(64)

AS209-168-7 国典類抄 後篇 吉部七 竪帳(80)

AS209-168-8 国典類抄 後篇 吉部八 竪帳(61)

AS209-168-9 国典類抄 後篇 吉部九 竪帳(117)

AS209-168-10 国典類抄 後篇 吉部十 竪帳(51)

AS209-168-11 国典類抄 後篇 吉部十一 竪帳(100)

AS209-168-12 国典類抄 後篇 吉部十二 竪帳(125)

AS209-168-13 国典類抄 後篇 吉部十三 竪帳(18)

AS209-168-14 国典類抄 後篇 吉部十四 竪帳(76)

AS209-168-15 国典類抄 後篇 吉部十五 竪帳(107)

AS209-168-16 国典類抄 後篇 吉部十六 竪帳(100)

AS209-168-17 国典類抄 後篇 吉部十七 竪帳(60)

AS209-168-18 国典類抄 後篇 吉部十八 竪帳(63)

AS209-168-19 国典類抄 後篇 吉部十九 竪帳(55)

AS209-168-20 国典類抄 後篇 吉部二十 竪帳(85)

AS209-168-21 国典類抄 後篇 吉部二十一 竪帳(80)
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AS209-168-22 国典類抄 後篇 吉部二十二 竪帳(47)

AS209-168-23 国典類抄 後篇 吉部二十三 竪帳(88)

AS209-168-24 国典類抄 後篇 吉部二十四 竪帳(72)

AS209-168-25 国典類抄 後篇 吉部二十五 竪帳(88)

AS209-168-26 国典類抄 後篇 吉部二十六 竪帳(79)

AS209-168-27 国典類抄 後篇 吉部二十七 竪帳(69)

AS209-168-28 国典類抄 後篇 吉部二十八 竪帳(88)

AS209-168-29 国典類抄 後篇 吉部二十九 竪帳(35)

AS209-168-30 国典類抄 後篇 吉部三十 竪帳(91)

AS209-168-31 国典類抄 後篇 吉部三十一 竪帳(113)

AS209-168-32 国典類抄 後篇 吉部三十二 竪帳(81)

AS209-168-33 国典類抄 後篇 吉部三十三 竪帳(88)

AS209-168-34 国典類抄 後篇 吉部三十四 竪帳(81)

AS209-168-35 国典類抄 後篇 吉部三十五 竪帳(86)

AS209-168-36 国典類抄 後篇 吉部三十六 竪帳(56)

AS209-168-37 国典類抄 後篇 吉部三十七 竪帳(84)

AS209-168-38 国典類抄 後篇 吉部三十八 竪帳(89)

AS209-168-39 国典類抄 後篇 吉部三十九 竪帳(105)

AS209-168-40 国典類抄 後篇 吉部四十 竪帳(118)

AS209-168-41 国典類抄 後篇 吉部四十一 竪帳(71)

AS209-168-42 国典類抄 後篇 吉部四十二 竪帳(73)

AS209-168-43 国典類抄 後篇 吉部四十三 竪帳(67)

AS209-168-44 国典類抄 後篇 吉部四十四 竪帳(61)
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佐竹文庫目録

AS209-168-45 国典類抄 後篇 吉部四十五 竪帳(36)

AS209-168-46 国典類抄 後篇 吉部四十六 竪帳(66)

AS209-168-47 国典類抄 後篇 吉部四十七 竪帳(29)

AS209-168-48 国典類抄 後篇 吉部四十八 竪帳(98)

AS209-168-49 国典類抄 後篇 吉部四十九 竪帳(59)

AS209-168-50 国典類抄 後篇 吉部五十 竪帳(35)

AS209-168-51 国典類抄 後篇 吉部五十一 竪帳(77)

AS209-168-52 国典類抄 後篇 吉部五十二 竪帳(79)

AS209-168-53 国典類抄 後篇 吉部五十三 竪帳(81)

AS209-168-54 国典類抄 後篇 吉部五十四 竪帳(53)

AS209-168-55 国典類抄 後篇 吉部五十五 竪帳(58)

AS209-168-56 国典類抄 後篇 吉部五十六 竪帳(127)

AS209-168-57 国典類抄 後篇 吉部五十七 竪帳(97)

AS209-168-58 国典類抄 後篇 吉部五十八 竪帳(51)

AS209-168-59 国典類抄 後篇 吉部五十九 竪帳(57)

AS209-168-60 国典類抄 後篇 吉部六十 竪帳(60)

AS209-168-61 国典類抄 後篇 吉部六十一 竪帳(93)

AS209-168-62 国典類抄 後篇 吉部六十二 竪帳(69)

AS209-168-63 国典類抄 後篇 吉部六十三 竪帳(75)

AS209-168-64 国典類抄 後篇 吉部六十四 竪帳(58)

AS209-168-65 国典類抄 後篇 吉部六十五 竪帳(92)

AS209-168-66 国典類抄 後篇 吉部六十六 竪帳(26)

AS209-168-67 国典類抄 後篇 吉部六十七 竪帳(17)
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AS209-168-68 国典類抄 後篇 吉部六十八 竪帳(48)

AS209-168-69 国典類抄目録 後篇 吉部 竪帳(19)

AS209-169-1 国典類抄 前篇 凶部一 竪帳(48)

AS209-169-2 国典類抄 前篇 凶部二 竪帳(64)

AS209-169-3 国典類抄 前篇 凶部三 竪帳(59)

AS209-169-4 国典類抄 前篇 凶部四 竪帳(33)

AS209-169-5 国典類抄 前篇 凶部五 竪帳(59)

AS209-169-6 国典類抄 前篇 凶部六 竪帳(55)

AS209-169-7 国典類抄 前篇 凶部七 竪帳(56)

AS209-169-8 国典類抄 前篇 凶部八 竪帳(65)

AS209-169-9 国典類抄 前篇 凶部九 竪帳(64)

AS209-169-10 国典類抄 前篇 凶部十 竪帳(100)

AS209-169-11 国典類抄 前篇 凶部十一 竪帳(67)

AS209-169-12 国典類抄 前篇 凶部十二 竪帳(59)

AS209-169-13 国典類抄 前篇 凶部十三 竪帳(18)

AS209-169-14 国典類抄 前篇 凶部十四 竪帳(76)

AS209-169-15 国典類抄 前篇 凶部十五 竪帳(34)

AS209-169-16 国典類抄 前篇 凶部十六 竪帳(109)

AS209-169-17 国典類抄 前篇 凶部十七 竪帳(97)

AS209-169-18 国典類抄 前篇 凶部十八 竪帳(69)

AS209-169-19 国典類抄 前篇 凶部十九 竪帳(32)

AS209-169-20 国典類抄 前篇 凶部二十 竪帳(51)

AS209-169-21 国典類抄 前篇 凶部二十一 竪帳(19)
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佐竹文庫目録

AS209-169-22 国典類抄 前篇 凶部二十二 竪帳(54)

AS209-169-23 国典類抄 前篇 凶部二十三 竪帳(58)

AS209-169-24 国典類抄 前篇 凶部二十四 竪帳(77)

AS209-169-25 国典類抄 前篇 凶部二十五 竪帳(33)

AS209-169-26 国典類抄 前篇 凶部二十六 竪帳(63)

AS209-169-27 国典類抄 前篇 凶部二十七 竪帳(33)

AS209-169-28 国典類抄 前篇 凶部二十八 竪帳(39)

AS209-169-29 国典類抄 前篇 凶部二十九 竪帳(104)

AS209-169-30 国典類抄 前篇 凶部三十 竪帳(85)

AS209-169-31 国典類抄 前篇 凶部三十一 竪帳(29)

AS209-169-32 国典類抄目録 前篇 凶部 竪帳(10)

AS209-170-1 国典類抄 後篇 凶部一 竪帳(26)

AS209-170-2 国典類抄 後篇 凶部二 竪帳(102)

AS209-170-3 国典類抄 後篇 凶部三 竪帳(56)

AS209-170-4 国典類抄 後篇 凶部四 竪帳(26)

AS209-170-5 国典類抄 後篇 凶部五 竪帳(94)

AS209-170-6 国典類抄 後篇 凶部六 竪帳(97)

AS209-170-7 国典類抄 後篇 凶部七 竪帳(74)

AS209-170-8 国典類抄 後篇 凶部八 竪帳(70)

AS209-170-9 国典類抄 後篇 凶部九 竪帳(58)

AS209-170-10 国典類抄 後篇 凶部十 竪帳(72)

AS209-170-11 国典類抄 後篇 凶部十一 竪帳(54)

AS209-170-12 国典類抄 後篇 凶部十二 竪帳(88)
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AS209-170-13 国典類抄 後篇 凶部十三 竪帳(58)

AS209-170-14 国典類抄 後篇 凶部十四 竪帳(50)

AS209-170-15 国典類抄 後篇 凶部十五 竪帳(51)

AS209-170-16 国典類抄 後篇 凶部十六 竪帳(95)

AS209-170-17 国典類抄 後篇 凶部十七 竪帳(51)

AS209-170-18 国典類抄 後篇 凶部十八 竪帳(91)

AS209-170-19 国典類抄 後篇 凶部十九 竪帳(105)

AS209-170-20 国典類抄 後篇 凶部二十 竪帳(46)

AS209-170-21 国典類抄 後篇 凶部二十一 竪帳(103)

AS209-170-22 国典類抄 後篇 凶部二十二 竪帳(21)

AS209-170-23 国典類抄 後篇 凶部二十三 竪帳(39)

AS209-170-24 国典類抄 後篇 凶部二十四 竪帳(30)

AS209-170-25 国典類抄 後篇 凶部二十五 竪帳(92)

AS209-170-26 国典類抄 後篇 凶部二十六 竪帳(79)

AS209-170-27 国典類抄 後篇 凶部二十七 竪帳(49)

AS209-170-28 国典類抄 後篇 凶部二十八 竪帳(34)

AS209-170-29 国典類抄 後篇 凶部二十九 竪帳(50)

AS209-170-30 国典類抄 後篇 凶部三十 竪帳(21)

AS209-170-31 国典類抄 後篇 凶部三十一 竪帳(40)

AS209-170-32 国典類抄 後篇 凶部三十二 竪帳(71)

AS209-170-33 国典類抄 後篇 凶部三十三 竪帳(68)

AS209-170-34 国典類抄 後篇 凶部三十四 竪帳(54)

AS209-170-35 国典類抄 後篇 凶部三十五 竪帳(53)
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AS209-170-36 国典類抄 後篇 凶部三十六 竪帳(65)

AS209-170-37 国典類抄 後篇 凶部三十七 竪帳(80)

AS209-170-38 国典類抄目録 後篇 凶部 竪帳(9)

AS209-171-1 国典類抄 前篇 軍部一 竪帳(76)

AS209-171-2 国典類抄 前篇 軍部二 竪帳(22)

AS209-171-3 国典類抄 前篇 軍部三 竪帳(99)

AS209-171-4 国典類抄 前篇 軍部四 竪帳(97)

AS209-171-5 国典類抄 前篇 軍部五 竪帳(119)

AS209-171-6 国典類抄 前篇 軍部六 竪帳(42)

AS209-171-7 国典類抄 前篇 軍部七 竪帳(112)

AS209-171-8 国典類抄 前篇 軍部八 竪帳(53)

AS209-171-9 国典類抄 前篇 軍部九 竪帳(46)

AS209-171-10 国典類抄 前篇 軍部十 竪帳(65)

AS209-171-11 国典類抄 前篇 軍部十一 竪帳(65)

AS209-171-12 国典類抄 前篇 軍部十二 竪帳(53)

AS209-171-13 国典類抄 前篇 軍部十三 竪帳(79)

AS209-171-14 国典類抄 前篇 軍部十四 竪帳(56)

AS209-171-15 国典類抄 前篇 軍部十五 竪帳(104)

AS209-171-16 国典類抄 前篇 軍部十六 竪帳(122)

AS209-171-17 国典類抄 前篇 軍部十七 竪帳(62)

AS209-171-18 国典類抄 前篇 軍部十八 竪帳(91)

AS209-171-19 国典類抄 前篇 軍部十九 竪帳(58)

AS209-171-20 国典類抄 前篇 軍部二十 竪帳(25)
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AS209-171-21 国典類抄目録 前篇 軍部 竪帳(6)

AS209-172-1 国典類抄 後篇 軍部一 竪帳(151)

AS209-172-2 国典類抄 後篇 軍部二 竪帳(84)

AS209-172-3 国典類抄 後篇 軍部三 竪帳(49)

AS209-172-4 国典類抄 後篇 軍部四 竪帳(80)

AS209-172-5 国典類抄 後篇 軍部五 竪帳(147)

AS209-172-6 国典類抄 後篇 軍部六 竪帳(17)

AS209-172-7 国典類抄目録 後篇 軍部 竪帳(3)

AS209-173-1 国典類抄 前篇 賓部一 竪帳(79)

AS209-173-2 国典類抄 前篇 賓部二 竪帳(84)

AS209-173-3 国典類抄 前篇 賓部三 竪帳(91)

AS209-173-4 国典類抄 前篇 賓部四 竪帳(53)

AS209-173-5 国典類抄 前篇 賓部五 竪帳(68)

AS209-173-6 国典類抄 前篇 賓部六 竪帳(52)

AS209-173-7 国典類抄 前篇 賓部七 竪帳(78)

AS209-173-8 国典類抄 前篇 賓部八 竪帳(65)

AS209-173-9 国典類抄 前篇 賓部九 竪帳(71)

AS209-173-10 国典類抄 前篇 賓部十 竪帳(40)

AS209-173-11 国典類抄 前篇 賓部十一 竪帳(33)

AS209-173-12 国典類抄 前篇 賓部十二 竪帳(77)

AS209-173-13 国典類抄 前篇 賓部十三 竪帳(112)

AS209-173-14 国典類抄 前篇 賓部十四 竪帳(19)

AS209-173-15 国典類抄 前篇 賓部十五 竪帳(112)
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AS209-173-16 国典類抄 前篇 賓部十六 竪帳(60)

AS209-173-17 国典類抄 前篇 賓部十七 竪帳(24)

AS209-173-18 国典類抄 前篇 賓部十八 竪帳(24)

AS209-173-19 国典類抄 前篇 賓部十九 竪帳(34)

AS209-173-20 国典類抄 前篇 賓部二十 竪帳(84)

AS209-173-21 国典類抄 前篇 賓部二十一 竪帳(67)

AS209-173-22 国典類抄目録 前篇 賓部 竪帳(5)

AS209-174-2 国典類抄 後篇 賓部二 竪帳(78)

AS209-174-3 国典類抄 後篇 賓部三 竪帳(88)

AS209-174-4 国典類抄 後篇 賓部四 竪帳(50)

AS209-174-5 国典類抄 後篇 賓部五 竪帳(66)

AS209-174-6 国典類抄 後篇 賓部六 竪帳(73)

AS209-174-7 国典類抄 後篇 賓部七 竪帳(50)

AS209-174-8 国典類抄 後篇 賓部八 竪帳(67)

AS209-174-9 国典類抄 後篇 賓部九 竪帳(110)

AS209-174-10 国典類抄 後篇 賓部十 竪帳(46)

AS209-174-11 国典類抄 後篇 賓部十一 竪帳(99)

AS209-174-12 国典類抄 後篇 賓部十二 竪帳(110)

AS209-174-13 国典類抄 後篇 賓部十三 竪帳(53)

AS209-174-14 国典類抄 後篇 賓部十四 竪帳(101)

AS209-174-15 国典類抄 後篇 賓部十五 竪帳(117)

AS209-174-16 国典類抄 後篇 賓部十六 竪帳(102)

AS209-174-17 国典類抄 後篇 賓部十七 竪帳(116)
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AS209-174-18 国典類抄 後篇 賓部十八 竪帳(57)

AS209-174-19 国典類抄 後篇 賓部十九 竪帳(77)

AS209-174-20 国典類抄 後篇 賓部二十 竪帳(76)

AS209-174-21 国典類抄 後篇 賓部二十一 竪帳(72)

AS209-174-22 国典類抄 後篇 賓部二十二 竪帳(50)

AS209-174-23 国典類抄 後篇 賓部二十三 竪帳(45)

AS209-174-24 国典類抄 後篇 賓部二十四 竪帳(65)

AS209-174-25 国典類抄 後篇 賓部二十五 竪帳(109)

AS209-174-26 国典類抄 後篇 賓部二十六 竪帳(96)

AS209-174-27 国典類抄 後篇 賓部二十七 竪帳(38)

AS209-174-28 国典類抄 後篇 賓部二十八 竪帳(38)

AS209-174-29 国典類抄 後篇 賓部二十九 竪帳(54)

AS209-174-30 国典類抄 後篇 賓部三十 竪帳(25)

AS209-175-1 国典類抄 前篇 嘉部一 竪帳(37)

AS209-175-2 国典類抄 前篇 嘉部二 竪帳(37)

AS209-175-3 国典類抄 前篇 嘉部三 竪帳(51)

AS209-175-4 国典類抄 前篇 嘉部四 竪帳(58)

AS209-175-5 国典類抄 前篇 嘉部五 竪帳(49)

AS209-175-6 国典類抄 前篇 嘉部六 竪帳(35)

AS209-175-7 国典類抄 前篇 嘉部七 竪帳(56)

AS209-175-8 国典類抄 前篇 嘉部八 竪帳(113)

AS209-175-9 国典類抄 前篇 嘉部九 竪帳(54)

AS209-175-10 国典類抄 前篇 嘉部十 竪帳(54)
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AS209-175-11 国典類抄 前篇 嘉部十一 竪帳(36)

AS209-175-12 国典類抄 前篇 嘉部十二 竪帳(70)

AS209-175-13 国典類抄 前篇 嘉部十三 竪帳(47)

AS209-175-14 国典類抄 前篇 嘉部十四 竪帳(58)

AS209-175-15 国典類抄 前篇 嘉部十五 竪帳(75)

AS209-175-16 国典類抄 前篇 嘉部十六 竪帳(44)

AS209-175-17 国典類抄 前篇 嘉部十七 竪帳(25)

AS209-175-18 国典類抄 前篇 嘉部十八 竪帳(50)

AS209-175-19 国典類抄 前篇 嘉部十九 竪帳(63)

AS209-175-20 国典類抄 前篇 嘉部二十 竪帳(64)

AS209-175-21 国典類抄 前篇 嘉部二十一 竪帳(24)

AS209-175-22 国典類抄 前篇 嘉部二十二 竪帳(45)

AS209-175-23 国典類抄 前篇 嘉部二十三 竪帳(121)

AS209-175-24 国典類抄 前篇 嘉部二十四 竪帳(31)

AS209-175-25 国典類抄 前篇 嘉部二十五 竪帳(53)

AS209-175-26 国典類抄 前篇 嘉部二十六 竪帳(79)

AS209-175-27 国典類抄 前篇 嘉部二十七 竪帳(83)

AS209-175-28 国典類抄 前篇 嘉部二十八 竪帳(83)

AS209-175-29 国典類抄 前篇 嘉部二十九 竪帳(55)

AS209-175-30 国典類抄 前篇 嘉部三十 竪帳(10)

AS209-175-31 国典類抄 前篇 嘉部三十一 竪帳(12)

AS209-175-32 国典類抄 前篇 嘉部三十二 竪帳(90)

AS209-175-33 国典類抄 前篇 嘉部三十三 竪帳(33)
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AS209-175-34 国典類抄 前篇 嘉部三十四 竪帳(44)

AS209-175-35 国典類抄 前篇 嘉部三十五 竪帳(75)

AS209-175-36 国典類抄 前篇 嘉部三十六 竪帳(115)

AS209-175-37 国典類抄 前篇 嘉部三十七 竪帳(66)

AS209-175-38 国典類抄 前篇 嘉部三十八 竪帳(41)

AS209-175-39 国典類抄 前篇 嘉部三十九 竪帳(48)

AS209-175-40 国典類抄 前篇 嘉部四十 竪帳(31)

AS209-175-41 国典類抄 前篇 嘉部四十一 竪帳(43)

AS209-175-42 国典類抄 前篇 嘉部四十二 竪帳(65)

AS209-175-43 国典類抄 前篇 嘉部四十三 竪帳(43)

AS209-175-44 国典類抄 前篇 嘉部四十四 竪帳(43)

AS209-175-45 国典類抄 前篇 嘉部四十五 竪帳(21)

AS209-175-46 国典類抄 前篇 嘉部四十六 竪帳(24)

AS209-175-47 国典類抄 前篇 嘉部四十七 竪帳(18)

AS209-175-48 国典類抄 前篇 嘉部四十八 竪帳(34)

AS209-175-49 国典類抄 前篇 嘉部四十九 竪帳(95)

AS209-175-50 国典類抄 前篇 嘉部五十 竪帳(53)

AS209-175-51 国典類抄 前篇 嘉部五十一 竪帳(115)

AS209-175-52 国典類抄 前篇 嘉部五十二 竪帳(100)

AS209-175-53 国典類抄 前篇 嘉部五十三 竪帳(89)

AS209-175-54 国典類抄 前篇 嘉部五十四 竪帳(42)

AS209-175-55 国典類抄 前篇 嘉部五十五 竪帳(93)

AS209-175-56 国典類抄 前篇 嘉部五十六 竪帳(75)
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AS209-175-57 国典類抄 前篇 嘉部五十七 竪帳(30)

AS209-175-58 国典類抄 前篇 嘉部五十八 竪帳(56)

AS209-175-59 国典類抄 前篇 嘉部五十九 竪帳(42)

AS209-175-60 国典類抄 前篇 嘉部六十 竪帳(42)

AS209-175-61 国典類抄 前篇 嘉部六十一 竪帳(46)

AS209-175-62 国典類抄 前篇 嘉部六十二 竪帳(37)

AS209-175-63 国典類抄 前篇 嘉部六十三 竪帳(31)

AS209-175-64 国典類抄 前篇 嘉部六十四 竪帳(29)

AS209-175-65 国典類抄 前篇 嘉部六十五 竪帳(47)

AS209-175-66 国典類抄 前篇 嘉部六十六 竪帳(37)

AS209-175-67 国典類抄 前篇 嘉部六十七 竪帳(29)

AS209-175-68 国典類抄 前篇 嘉部六十八 竪帳(56)

AS209-175-69 国典類抄目録 前篇 嘉部 竪帳(24)

AS209-176-1 国典類抄 後篇 嘉部一 竪帳(45)

AS209-176-2 国典類抄 後篇 嘉部二 竪帳(56)

AS209-176-3 国典類抄 後篇 嘉部三 竪帳(90)

AS209-176-4 国典類抄 後篇 嘉部四 竪帳(89)

AS209-176-5 国典類抄 後篇 嘉部五 竪帳(94)

AS209-176-6 国典類抄 後篇 嘉部六 竪帳(79)

AS209-176-7 国典類抄 後篇 嘉部七 竪帳(61)

AS209-176-8 国典類抄 後篇 嘉部八 竪帳(37)

AS209-176-9 国典類抄 後篇 嘉部九 竪帳(87)

AS209-176-10 国典類抄 後篇 嘉部十 竪帳(88)
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AS209-176-11 国典類抄 後篇 嘉部十一 竪帳(43)

AS209-176-12 国典類抄 後篇 嘉部十二 竪帳(76)

AS209-176-13 国典類抄 後篇 嘉部十三 竪帳(47)

AS209-176-14 国典類抄 後篇 嘉部十四 竪帳(59)

AS209-176-15 国典類抄 後篇 嘉部十五 竪帳(58)

AS209-176-16 国典類抄 後篇 嘉部十六 竪帳(44)

AS209-176-17 国典類抄 後篇 嘉部十七 竪帳(82)

AS209-176-18 国典類抄 後篇 嘉部十八 竪帳(54)

AS209-176-19 国典類抄 後篇 嘉部十九 竪帳(79)

AS209-176-20 国典類抄 後篇 嘉部二十 竪帳(95)

AS209-176-21 国典類抄 後篇 嘉部二十一 竪帳(105)

AS209-176-22 国典類抄 後篇 嘉部二十二 竪帳(91)

AS209-176-23 国典類抄 後篇 嘉部二十三 竪帳(78)

AS209-176-24 国典類抄 後篇 嘉部二十四 竪帳(22)

AS209-176-25 国典類抄 後篇 嘉部二十五 竪帳(103)

AS209-176-26 国典類抄 後篇 嘉部二十六 竪帳(78)

AS209-176-27 国典類抄 後篇 嘉部二十七 竪帳(34)

AS209-176-28 国典類抄 後篇 嘉部二十八 竪帳(82)

AS209-176-29 国典類抄 後篇 嘉部二十九 竪帳(80)

AS209-176-30 国典類抄 後篇 嘉部三十 竪帳(43)

AS209-176-31 国典類抄 後篇 嘉部三十一 竪帳(50)

AS209-176-32 国典類抄 後篇 嘉部三十二 竪帳(51)

AS209-176-33 国典類抄 後篇 嘉部三十三 竪帳(59)
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AS209-176-34 国典類抄 後篇 嘉部三十四 竪帳(51)

AS209-176-35 国典類抄 後篇 嘉部三十五 竪帳(75)

AS209-176-36 国典類抄 後篇 嘉部三十六 竪帳(68)

AS209-176-37 国典類抄 後篇 嘉部三十七 竪帳(46)

AS209-176-38 国典類抄 後篇 嘉部三十八 竪帳(31)

AS209-176-39 国典類抄 後篇 嘉部三十九 竪帳(60)

AS209-176-40 国典類抄 後篇 嘉部四十 竪帳(44)

AS209-176-41 国典類抄 後篇 嘉部四十一 竪帳(41)

AS209-176-42 国典類抄 後篇 嘉部四十二 竪帳(62)

AS209-176-43 国典類抄 後篇 嘉部四十三 竪帳(71)

AS209-176-44 国典類抄 後篇 嘉部四十四 竪帳(44)

AS209-176-45 国典類抄 後篇 嘉部四十五 竪帳(71)

AS209-176-46 国典類抄 後篇 嘉部四十六 竪帳(73)

AS209-176-47 国典類抄 後篇 嘉部四十七 竪帳(30)

AS209-176-48 国典類抄 後篇 嘉部四十八 竪帳(57)

AS209-176-49 国典類抄 後篇 嘉部四十九 竪帳(77)

AS209-176-50 国典類抄 後篇 嘉部五十 竪帳(91)

AS209-176-51 国典類抄 後篇 嘉部五十一 竪帳(106)

AS209-176-52 国典類抄 後篇 嘉部五十二 竪帳(65)

AS209-176-53 国典類抄 後篇 嘉部五十三 竪帳(39)

AS209-176-54 国典類抄 後篇 嘉部五十四 竪帳(44)

AS209-176-55 国典類抄 後篇 嘉部五十五 竪帳(24)

AS209-176-56 国典類抄 後篇 嘉部五十六 竪帳(21)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS209-176-57 国典類抄 後篇 嘉部五十七 竪帳(35)

AS209-176-58 国典類抄 後篇 嘉部五十八 竪帳(16)

AS209-176-59 国典類抄 後篇 嘉部五十九 竪帳(34)

AS209-176-60 国典類抄 後篇 嘉部六十 竪帳(43)

AS209-176-61 国典類抄 後篇 嘉部六十一 竪帳(25)

AS209-176-62 国典類抄 後篇 嘉部六十二 竪帳(11)

AS209-176-63 国典類抄 後篇 嘉部六十三 竪帳(86)

AS209-176-64 国典類抄 後篇 嘉部六十四 竪帳(47)

AS209-176-65 国典類抄目録 後編 嘉部 竪帳(21)

AS209-177-1 国典類抄 前篇 雑部一 竪帳(121)

AS209-177-2 国典類抄 前篇 雑部二 竪帳(79)

AS209-177-3 国典類抄 前篇 雑部三 竪帳(108)

AS209-177-4 国典類抄 前篇 雑部四 竪帳(85)

AS209-177-5 国典類抄 前篇 雑部五 竪帳(26)

AS209-177-6 国典類抄 前篇 雑部六 竪帳(91)

AS209-177-7 国典類抄 前篇 雑部七 竪帳(70)

AS209-177-8 国典類抄 前篇 雑部八 竪帳(44)

AS209-177-9 国典類抄 前篇 雑部九 竪帳(44)

AS209-177-10 国典類抄 前篇 雑部十 竪帳(21)

AS209-177-12 国典類抄 前篇 雑部十二 竪帳(83)

AS209-177-13 国典類抄 前篇 雑部十三 竪帳(68)

AS209-177-14 国典類抄 前篇 雑部十四 竪帳(135)

AS209-177-15 国典類抄 前篇 雑部十五 竪帳(116)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS209-177-16 国典類抄 前篇 雑部十六 竪帳(30)

AS209-177-17 国典類抄 前篇 雑部十七 竪帳(19)

AS209-177-18 国典類抄 前篇 雑部十八 竪帳(58)

AS209-177-19 国典類抄 前篇 雑部十九 竪帳(61)

AS209-177-20 国典類抄 前篇 雑部二十 竪帳(17)

AS209-177-21 国典類抄 前篇 雑部二十一 竪帳(100)

AS209-177-22 国典類抄目録 前篇 雑部 竪帳(8)

AS209-178-1 国典類抄 後篇 雑部一 竪帳(74)

AS209-178-2 国典類抄 後篇 雑部二 竪帳(67)

AS209-178-3 国典類抄 後篇 雑部三 竪帳(39)

AS209-178-4 国典類抄 後篇 雑部四 竪帳(78)

AS209-178-5 国典類抄 後篇 雑部五 竪帳(72)

AS209-178-6 国典類抄 後篇 雑部六 竪帳(48)

AS209-178-7 国典類抄 後篇 雑部七 竪帳(63)

AS209-178-8 国典類抄 後篇 雑部八 竪帳(72)

AS209-178-9 国典類抄 後篇 雑部九 竪帳(87)

AS209-178-10 国典類抄 後篇 雑部十 竪帳(74)

AS209-178-11 国典類抄 後篇 雑部十一 竪帳(100)

AS209-178-12 国典類抄 後篇 雑部十二 竪帳(86)

AS209-178-13 国典類抄 後篇 雑部十三 竪帳(117)

AS209-178-14 国典類抄 後篇 雑部十四 竪帳(65)

AS209-178-15 国典類抄 後篇 雑部十五 竪帳(62)

AS209-178-16 国典類抄 後篇 雑部十六 竪帳(72)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS209-178-17 国典類抄 後篇 雑部十七 竪帳(76)

AS209-178-18 国典類抄 後篇 雑部十八 竪帳(101)

AS209-178-19 国典類抄 後篇 雑部十九 竪帳(129)

AS209-178-20 国典類抄 後篇 雑部二十 竪帳(110)

AS209-178-21 国典類抄 後篇 雑部二十一 竪帳(44)

AS209-178-22 国典類抄 後篇 雑部二十二 竪帳(125)

AS209-178-23 国典類抄 後篇 雑部二十三 竪帳(71)

AS209-178-24 国典類抄 後篇 雑部二十四 竪帳(79)

AS209-178-25 国典類抄 後篇 雑部二十五 竪帳(73)

AS209-178-26 国典類抄 後篇 雑部二十六 竪帳(78)

AS209-178-27 国典類抄 後篇 雑部二十七 竪帳(47)

AS209-178-28 国典類抄 後篇 雑部二十八 竪帳(48)

AS209-178-29 国典類抄 後篇 雑部二十九 竪帳(50)

AS209-178-30 国典類抄 後篇 雑部三十 竪帳(37)

AS209-178-31 国典類抄 後篇 雑部三十一 竪帳(109)

AS209-178-32 国典類抄目録 後篇 雑部 竪帳(8)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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１　幕府・諸藩(～嘉永期)

(1) 達書

AS322.5-4 武家諸法度 慶長20年(1615) 継紙

AS317-14-1-1 秋田仙北知行高目録 寛永11年(1634) 切紙
9月22日

〈包紙〉寛永年中之御知行高御書附写三通 島田弾正殿より之御状壱通写（14-1-1～14-1-4まで同一包紙）、包

紙2枚あり

AS317-14-1-2 秋田仙北知行高目録 寛永11年(1634) 切紙
9月22日

AS317-14-1-3 秋田仙北知行高目録 寛永11年(1634) 切紙
9月22日

AS317-14-1-4 島田弾正書状 (寛永11年)(1634) 島田弾正 佐修理 竪紙
10月4日

知行高目録について

AS317-14-2-1 島田弾正書状 (寛永11年)(1634) 島田弾正 佐修理 竪紙
10月4日

知行高目録について、〈包紙〉(14-2-1～14-2-4まで同一包紙）

AS317-14-2-2 秋田仙北知行高目録 寛永11年(1634) 竪紙
9月22日

〈端裏〉下書

AS317-14-2-3 秋田仙北知行高目録 寛永11年(1634) 竪紙
9月22日

AS317-14-2-4 秋田仙北知行高目録 寛永11年(1634) 竪紙
9月22日

AS322.5-13 江戸御法度之写 寛永18年(1641) 継紙
6月20日

歩走・若党・中間・小者等の風体についての規定、〈端裏〉大番所

AS317-127-1 老中連署奉書 6月24日 阿部豊後守・ 佐竹修理大夫 折紙
松平和泉守・
松平伊豆守

〈包紙〉小野寺桂之助・細井金太夫右両人御家臣ニ被仰付候御奉書（127-1～127-2まで同一包紙）、〈包紙〉

(127-1のみ）
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AS317-127-2 老中連署奉書 (承応2年)(1653) 阿部豊後守・ 佐竹修理大夫 折紙
閏6月28日 松平和泉守・

松平伊豆守

御礼の使者派遣についての礼、〈包紙〉承応二年閏六月小野寺桂之助・細井金太夫右両人御家臣ニ被仰付候

御奉書（127-2のみ）

AS209-13 禁中築地料銀受取手形 明暦3年(1657) 板倉阿波守内大塚 佐竹修理大夫 竪紙
5月9日 弥兵衛・内藤瀬兵 御内沼井四郎

衛 兵衛

〈包紙〉

AS317-39 延沢領六沢村盗人六兵衛白 (寛文年間) 切紙
状同類之覚 (1661～1673)

〈包紙〉久世大和守殿より御渡候盗人之書付

AS659-1 鷹場免許書付 寛文4年(1664) 菅又新蔵人・ 継紙
7月26日 平野茂左衛門

将軍より佐竹氏への鷹場（鷹の使用）を許可した書付、「御印判」とあり、〈包紙〉

AS387-14 老中連署奉書 (元禄15年)(1702) 稲葉丹後守正通・ 佐竹右京大夫 折紙
2月18日 秋元但馬守喬朝・

小笠原佐渡守長重
・土屋相模守政直

〈包紙〉御病気之段達上聞 二月十八日御老中御連名御奉書以宿継同廿三日辰ノ刻到来 元禄十五年午二月廿

三日、包紙2枚あり

AS387-15 老中連署奉書 (元禄16年)(1703) 稲葉丹後守正通・ 佐竹右京大夫 折紙
6月14日 秋元但馬守喬朝・

小笠原佐渡守長重
・土屋相模守政直
・阿部豊後守正武

〈包紙〉元禄十六癸未年六月義処公御下国之節御領内於平鹿郡横手就御病気同所御旅館迄以宿次到来之御奉

書、包紙2枚あり

AS317-33-1 立花飛騨守書状 (宝永4年)(1707) 立花飛騨守 佐竹源六郎 切紙
6月22日

〈包紙〉桂昌院様御法事過惣出仕之御書附、従安藤筑後殿大御目附被相達候由、右御書付之写立花飛騨守殿

より以御手紙被遣候（33-1～33-2まで同一包紙）

AS317-33-2 大目付達書 (宝永4年)(1707) 切紙
6月21日

桂昌院様御法事終了せるによって来る24日惣出仕の事

AS288-14-1 口上ニ申候控 (宝永4年)(1707) 継紙
7月

養子縁組願、〈包紙〉板倉甲斐守殿・朝倉甚十郎殿御持参之覚書写二通（14-1～14-3まで同一包紙）
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AS288-14-2 老中申渡書写 宝永5年(1708) 相馬長門守・ 継紙
12月3日 東千代松・

佐竹式部

養子縁組願の通り

AS288-14-3 口上ニ申候控 (宝永4年)(1707) 継紙
8月

養子縁組について

AS209-26 大目付より被仰渡 宝永6年(1709) 切紙
3月30日

「衣服被仰渡之事」と端裏に貼紙あり、〈包紙〉宝永六年丑ノ四月十八日大御目付横田備中守殿［　　］御

留主居被為呼御渡被成候御書付之写一通、下山田新五郎罷出請取候

AS322.5-7 武家諸法度 享保2年(1717) 継紙
3月11日

〈端裏〉大番所

AS317-53 老中奉書 (享保6年)(1721) 佐竹右京大夫 折紙
9月6日

今宮摂津の口上逐一承知、諸山伏支配の事三人奉行申し付けの段大悦、〈包紙〉

AS387-18 横田備中守様御渡被成候御 (享保7年)(1722) 横帳(5)
書付写 3月

〈包紙〉横田備中守様御渡被成候御書付写 弐通

AS312-24 大御目付触御記録 文化8～12年 竪帳(197)
(1811～1815)

AS383-2-1 申渡書控 切紙

風雨の際の着服についての幕府の指示

AS383-2-2 佐竹右京大夫家臣伺書草稿 文政11年(1828) 家来安田五郎兵衛 継紙
7月

風雨の際の着服について伺い

AS310-7-1 大久保加賀守御口上手控 (文政11年)(1828) 佐竹右京大夫 切紙

参府の儀上聞に達せられ、追て御目見仰せ付けられる、〈包紙〉文政十一戊子四月御参勤之上同月十六日御

本丸御老中御上使大久保加賀守様御出之節御口上之御手控（7-1～7-2まで同一包紙）

AS310-7-2 大久保加賀守御口上手控 (文政11年)(1828) 佐竹右京大夫 切紙

参府の儀上聞に達せられ、追て御目見仰せ付けられる

AS342-33 御願書草稿 (天保6年)(1835) 竪帳(8)
正月

久能山宮御手伝御普請御用金容赦の嘆願、〈包紙〉

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



AS342-34 老中申渡書 (天保6年)(1835) 佐竹右京大夫 切紙

久能山宮等の普請御用金を免ず、〈包紙〉天保六未年三月十六日御用番代御老中大久保加賀守殿より御留守

居御呼出ニ付田代新右衛門参上致候所御達之御書面写

AS020-2 出版取締条々 (天保13年)(1842) 奉行 折紙
11月8日

AS310-9 御能拝見之節同席席順書付 (天保13年)(1842) 継紙

〈包紙〉天保十三壬寅年十月十五日於営中有馬玄蕃頭予江渡候御能拝見之節同席々順書附

AS317-119 江戸詰方交代之次第ニ付定 (嘉永2年)(1849) 継紙
書 7月

1か年半詰春登3月上旬国元出足同下旬交代、秋登9月上旬御国元出足同下旬交代ほか

AS386-223 泰姫様御逝去に付惣出仕触 正月4日 岡村丹後守 継紙

AS310-184-1 幕府老中連署奉書 正月29日 牧野備前守忠精・ 佐竹右京大夫 折紙
安藤対馬守信成・
戸田采女正氏教・
松平伊豆守信明

〈包紙〉川々就御普請御手伝御参勤御用捨之御奉書（184-1～184-2まで同一包紙）、包紙2枚あり

AS310-184-2 老中達書 佐竹右京大夫 切紙
・真田豊後守

川々浚御普請御用仰せつける、その儀については勘定奉行の指示に従うべき事

AS312-37-1-1 神尾内記書状 2月17日 神尾内記 信太兵部少輔 竪紙

川越への使者重臣の者不要、軽き者にてよしとの指示あり、〈包紙〉(37-1-1～37-1-2まで同一包紙）

AS312-37-1-2 神尾内記書状 8月5日 神尾内記 信太兵部少輔 竪紙

相国様御煩長引の様子、義宣様も御越しありたし

AS386-260-1 御達書 継紙

御香奠献上方次第につき通達、〈包紙〉(260-1～260-4まで同一包紙）

AS386-260-2 御達書 継紙

御香奠献上之覚

AS386-260-3 御達書 継紙

参詣之面々日限之覚

AS386-260-4 御達書 2月 継紙

国持大名たりとも黒門谷中口・車坂・屏風坂・新清水口より内へは規定外の人数は無用たるべし
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AS387-42-2-1 佐竹右京大夫内平沢為八伺 3月9日 佐竹右京大夫内平 切紙
書 沢為八

居屋敷類焼につき参勤御用捨の御奉書仰せ出されに対し使札をもって御礼の伺い、〈包紙〉

AS387-42-2-2 老中連署奉書写 3月29日 水野和泉守・ 佐竹右京大夫 継紙
戸田山城守・
久世大和守・
井上河内守

屋敷類焼の件について

AS387-42-2-3 老中連署奉書写 3月29日 水野和泉守・ 佐竹右京大夫 継紙
戸田山城守・
久世大和守・
井上河内守

AS387-22-1 老中連署奉書 3月29日 水野和泉守忠之・ 佐竹右京大夫 折紙
戸田山城守忠真・
久世大和守重之・
井上河内守正岑

火事見舞い、〈包紙〉御類焼之節御奉書弐通（22-1～22-2まで同一包紙）、〈包紙〉(22-1のみ）

AS387-22-2 老中連署奉書 3月29日 水野和泉守忠之・ 佐竹右京大夫 折紙
戸田山城守忠真・
久世大和守重之・
井上河内守正岑

〈包紙〉(22-2のみ）

AS611-4 大久保下野守申渡書 4月5日 継紙

永高と現在の領知高との関連を調査したうえで報告せよ

AS387-24 神矢加兵衛書状 4月13日 神矢加兵衛 中村勇右衛門 継紙

二条大坂在番御暇の節の拝領物、在番帰府の節の献上物等について

AS310-1 大目付通達書 6月 切紙

諸大名留守居、雑説を廻状に認め廻状に致すべからず、〈包紙〉大久保加賀守殿より御渡シ被成候御書付之

由壱通、寅六月廿七日渋江宇右衛門相渡候、包紙2枚あり

AS310-171 神尾山城守申渡書写 7月7日 神尾山城守 継紙

万石以上、交替寄合、表高家等登城の節心得の事

AS310-2-1 徳川秀忠書状写 8月16日 秀忠 佐竹中務少輔 竪紙

久しく無音、使者を以て申し入れ、〈包紙〉元禄十五年午正月五日水戸清音寺御持参之御証文写弐通（2-1～
2-2まで同一包紙）

AS310-2-2 大久保忠清・本多正信連署 8月23日 大久保相模守忠清 佐竹中務 竪紙
状写 ・本多佐渡守正信

今度鵜殿兵庫頭を以て申し入れ
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AS310-170 松平陸奥守回文添状 12月29日 松平陸奥守 松平加賀守ほ 継紙
か5名

堀田備中守より封書の御渡しあり、各様回達されたし、〈包紙〉

AS310-172 演説之覚 12月29日 松平陸奥守内市川 継紙
璉之助

堀田備中守様より御渡しの御封書の取扱いについて、〈包紙〉

AS387-80 有馬玄蕃頭より廻状写 12月 有馬玄蕃頭内中島 松平加賀守様 竪帳(11)
権兵衛・中村為之 御留守居ほか
丞 9名

AS209-60 服忌令 竪帳(63)

AS288-63 御家譜ニ付再御尋箇条 佐竹右京大夫 継紙

幕府へ提出の家譜につき堀田摂津守より再度問合せの条々控、〈包紙〉

AS288-66-1-1 佐竹右京大夫家尋 竪帳(5)

〈包紙〉堀田摂津守様より御家譜之内御尋之帳面入、午四月三日公用人福原伴助ヲ以御渡（66-1-1～66-1-2ま
で同一包紙）

AS288-66-1-2 佐竹右京大夫家尋 竪帳(5)

AS310-164 西丸御普請ニ付申渡書 佐竹右京大夫 継紙

西丸銅瓦、領分之鉦銅を以て打延ばし上納あるべき事

AS312-40 柳営席次 横帳(14)

上米につき仰出書

AS317-131 上米令 継紙

AS387-23 被仰渡御書付 継紙

下馬の儀につき慎方の事周知すべし、〈包紙〉戌年被仰渡御書付弐通并追加入

(2) 届書

AS317-22-1 佐竹修理大夫家来証人之書 亥　11月2日 佐竹修理大夫 北条右近大夫 継紙
付 ・本多美作守

・伊沢隼人正
・渡辺丹後守

〈包紙〉(22-1～22-7まで同一包紙）

AS317-22-2 佐竹修理大夫家来証人之書 寛文5年(1665) 根岸惣内 継紙
付 5月15日

－181－
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AS317-22-3 佐竹修理大夫家来証人之書 寛文4年(1664) 佐竹修理大夫 北条右近大夫 継紙
付 9月4日 ・本多美作守

・伊沢隼人正
・滝川長門守

AS317-22-4 佐竹修理大夫家来証人之書 辰　11月18日 佐竹修理大夫 北条右近大夫 継紙
付 ・本多美作守

・伊沢隼人正
・滝川長門守

AS317-22-5 佐竹修理大夫家来証人之書 寛文4年(1664) 佐竹修理大夫 本多美作守・ 継紙
付 6月29日 北条右近大夫

・伊沢隼人正
・滝川長門守

AS317-22-6 佐竹修理大夫家来証人之書 寛文4年(1664) 佐竹修理大夫 本多美作守・ 継紙
付 9月3日 北条右近大夫

・伊沢隼人正
・滝川長門守

AS317-22-7 佐竹修理大夫家来証人之書 万治元年(1658) 佐竹修理大夫 北条右近大夫 切紙
付 12月3日 ・酒井紀伊守

・本多美作守
・伊沢隼人正

AS317-22-8 佐竹修理大夫家来証人之書 辰　9月3日 佐竹修理大夫 本多美作守 切紙
付

〈包紙〉

AS317-22-9 佐竹修理大夫家来証人之書 佐竹修理大夫 本多美作守・ 切紙
付 伊沢隼人正・

北条右近大夫
・滝川長門守

AS393-1-2-1 佐竹右京大夫届書 (貞享5年)(1688) 佐竹右京大夫 竪紙

出羽国秋田郡久保田町商売鉄砲相改候覚、〈包紙〉鉄砲御改ニ付而公儀江指出候御書付弐通（1-2-1～1-2-2ま
で同一包紙）

AS393-1-2-2 佐竹右京大夫届書 (貞享5年)(1688) 佐竹右京大夫 竪紙

鉄砲改についての幕府への報告書、出羽国六郡および下野国河内郡

AS393-2-1 鉄砲御改御証文受取手形 (貞享5年)(1688) 藤堂伊予守内五百 佐竹右京大夫 切紙
6月9日 井清左衛門 様御内松本甚

左衛門

〈包紙〉鉄砲御改之御証文壱通、公儀へ被指上候ニ付藤堂伊予守殿御家来五百井清左衛門所より松本甚左衛

門所へ之受取手形壱枚甚左衛門所より内蔵之丞受取善兵衛を以指上候、貞享五年六月九日

AS288-22 佐竹豊前守願書 享保6年(1721) 佐竹豊前守 井上河内守・ 切紙
9月12日 戸田山城守・

水野和泉守

佐竹主計嫡子又四郎の儀仮養子願い、〈包紙〉駿府御加番被仰付候節御仮養子之御書付、包紙2枚あり
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AS288-23-1 佐竹右京大夫願書写 享保9年(1724) 佐竹右京大夫 松平左近将監 切紙
9月16日

〈包紙〉養子願書 上包茂中奉書可然奉存候（23-1～23-2まで同一包紙）

AS288-23-2 佐竹右京大夫願書写 享保17年(1732) 佐竹右京大夫 松平左近将監 切紙
5月 ・酒井讃岐守

・松平伊豆守

同姓豊前守を養子とする願い

AS288-27-1 御家譜より抜書 (元文5年)(1740) 折紙

AS288-27-2 御家譜より抜書 (元文5年)(1740) 切紙

AS288-27-3 林大学・林泰助口上覚書 (元文5年)(1740) 林大学頭・林泰助 横帳(2)

今度御用につき御書物の写進上の事、〈包紙〉

AS288-27-4 佐竹右京大夫届書 (元文5年)(1740) 佐竹右京大夫 (本多中務大輔) 折紙
8月

佐竹義宣・義処の経歴について、〈包紙〉申八月十七日本多中務大輔様江布施新助持参、御同処御用人佐藤

与一兵衛を以差上候処御請取被成候御答書付写一通

AS288-27-5 御下問書付 (元文5年)(1740) 折紙

家督年号月日についての問状、〈包紙〉申八月八日本多中務大輔様江松平大膳大夫様・松平大隅守様・松平

陸奥守様御留守居被為呼被渡置候御書付写一通

AS288-27-6 公儀御日記之写 (元文5年)(1740) 横帳(3)

末書に「右者於江戸土橋忠次郎殿江那珂采女御頼致公儀御日記之写申請候由ニ而御老衆より被渡置本書即差

上写差置候」とあり、〈包紙〉此壱冊元文五申十月五日本多中務大輔殿・林大学頭より御尋書被渡置候写与
有之候袋之内より取出、但右袋者九之部考控等入候箱之内より差出候

AS288-31 公方様昇進ニ付覚書 元文5年(1740) 鈴木半兵衛 横帳(2)
9月3日

本多中務大輔より義宣公・義処公御家督等につき御下問の事、来春公方様・大納言様・竹千代様御昇進につ

き御振舞のこと等の報告、〈包紙〉

AS288-30 佐竹家代々略歴 元文5年(1740) 竪帳(9)

〈袋〉元文五年申十月五日本多中務大輔殿林大学頭殿より御尋書被渡置候写、佐竹義宣から義堅まで

AS317-115-3 例書 3月9日 佐竹右京大夫内平 切紙
沢為八

明和9年屋敷類焼の節、幕府よりの見舞に対する御礼についての例書肩書、〈包紙〉

AS317-83-1 元禄年中上野御役手之節香 (寛政12年)(1800) 竪帳(5)
之図御紋之儀御目付衆御尋
ニ付御留守居御答致候次第
書抜被相渡候写
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AS383-1 佐竹右京大夫家臣伺書 (文政11年)(1828) 佐竹右京大夫家来 切紙
5月 田代新右衛門

右京大夫登城の際の着服について、〈包紙〉（朱書）文政十一年五月廿三日御三襟御伺書 同年七月廿九日風雨

之節御伺書、〈包紙〉文政十一年子五月廿三日御目付深谷十郎左衛門殿御用御頼江御伺書差出候処、同廿六
日御附札を以被相渡候写、包紙2枚あり

AS288-65-2 佐竹右京大夫願書控 天保6年(1835) 佐竹右京大夫 青山下野守・ 竪紙
4月21日 水野出羽守・

大久保加賀守
・松平和泉守
・松平周防守

佐竹豊前養子願い

AS288-66-2 佐竹右京大夫届書写 (天保9年)(1838) 御名 切紙
7月23日

妾腹出生の雄丸仮養子願、〈包紙〉

AS288.3-188 相馬家使者対談手控 (天保9年)(1838) 継紙
5月

佐竹山城家柄について、〈包紙〉天保九年戊戌六月九日相馬家御家老時候御見舞御使者ニ参候而此方様御用

人平沢為八へ対談之手控、相馬家御使者草野半右衛門

AS342-39-1 相馬様江御挨拶御使者御口 (天保9年)(1838) 継紙
上書写 6月

39-2への返書、〈包紙〉(39-1～39-2まで同一包紙）

AS342-39-2 相馬様之御使者御口上書写 (天保9年)(1838) 草野半右衛門 継紙
5月

領民救済のため頼母子講御加入の依頼

AS288-71 可順より承りながら相した (天保9年)(1838) 継紙
ため候覚

〈端裏〉天保九年戌五月九日平沢為八持参之書面 東家相馬様一件之事

AS209-148 供立減少届書下書 (天保10年)(1839) 安田五郎兵衛 継紙
10月

佐竹右京大夫勝手向不如意につき供立減少の届

AS525-1-2 銅瓦御献納御用捨被仰渡 天保11年(1840) 横半(8)
12月

AS312-47 御制服之儀一統へ仰出後大 (弘化3年)(1846) 佐竹義厚 継紙
目付共へ被下之御書付控 閏5月

〈包紙〉
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AS317-134-1 大島助太夫書状 2月1日 大島助太夫 岡半之丞・谷 継紙
田部郷左衛門
・白土嘉右衛
門

増火消の員数についての幕府との交渉

AS317-134-2 火消法度書写 9月11日 火消役 継紙

「定火消於火事場勤方之儀自今は構被申間敷候、大名火消江は只今迄之通差引可被致候」ほか条々

AS317-89 宏徳院様御筆上杉弾正大弼 4月16日 継紙
殿御賞一条

〈包紙〉

AS310-181 佐竹右京大夫請書 閏5月22日 佐竹右京大夫 水野和泉守 切紙

西丸へ登城の事承知、〈包紙〉

AS288-52 佐竹右京大夫届書 5月7日 佐竹右京大夫 切紙

妾腹の忰徳寿丸について、〈包紙〉

AS288-48-1 森川東兵衛伺書 6月 森川東兵衛 継紙

〈包紙〉御系図之儀ニ付上杉家へ御尋之書付二通 御書上ニ不成候御書付（48-1～48-2まで同一包紙）

AS288-48-2 御系図之儀に付書付 継紙

〈表題〉上杉様より御挨拶次第義人様御下付札之処江書加ひニ相成候事

AS288-50-1 御家譜江御引合セ被下度奉 竪帳(3)
願候事

〈包紙〉御系図之義ニ付問答書二通 上杉家より相達候書附写(50-1～2は同一包紙)

AS288-50-2 佐竹右京大夫義人由緒 竪帳(7)

AS288-65-1 佐竹家より口上書控 7月 継紙

右京大夫持病ありかつ男子なくよって因幡守を養子といたしたし、〈包紙〉

AS289-36-1 諸書類覚書 9月 切紙

〈包紙〉(36-1～36-2まで同一包紙）

AS289-36-2 実名仮字付 9月 佐竹次郎 切紙

AS317-115-2 御留守居名前ニ而御伺書草 9月 切紙
稿

御参勤の節領内山中雪途のため往来難渋につき10月国許発足の事、〈包紙〉

AS288-17 寛永・宝永年中御書上相違 12月 継紙
ニ付差上候書付草稿

〈包紙〉寛永年中宝永年中御書上御相違之処御別紙を以可被仰上御草稿

－185－
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AS288-16 寛永系図と元禄宝永系図と 継紙
齟齬之書上

AS288-47 御答書 関口半八 竪帳(17)

〈表題〉佐竹右京大夫家之儀御尋有之当正月中御答書并家譜写申上候処右之内御尋ニ付申上候覚、〈包紙〉

AS288-64-1 歴代之事蹟御糺ニ付書上候 竪帳(12)
処猶又此度御再問ニ付申上
書

AS288-64-2 御系譜ニ付御糺書 継紙

AS288-67 佐竹氏系譜ニ付伺書 横帳(4)

貼紙あり

AS310-187 御例書御届書 継紙

将軍留守中田安殿御殿へ伺候の件、上杉の前例書を以て伺い、〈包紙〉

(3) 儀礼・儀式

AS209-25 元禄十三年庚辰四月十七日 元禄13年(1700) 継紙
日光御祭礼御行列

AS385-1 正月御儀控 元文4年(1739) 横帳(35)

AS317-99-3 松平安芸守様東叡山火之御 天明6年(1786) 司参見新右衛門 竪帳(15)
番之節浚明院様御葬送之御 9月14日
例 ～11月19日

AS209-62 公儀被仰渡御張出控 寛政8年(1796) 竪帳(5)
9月

〈包紙〉

AS209-87-1 若君様御元服御官位之節於 寛政9年(1797) 41×56
大広間宣旨御位記請取之節
着座之絵図

彩色有、〈袋〉寛政九年丁巳三月朔日若君様家慶公御元服御官位之節於大広間御目見之絵図并於同所宣旨御

位記請取之節着坐図、同年同月四日右為御祝儀御能見物被仰付候節於帝鑑之間御目見之節之図并於柳之間御
料理頂戴之節図、御能見物之図、御能相済於大広間一同御目見之絵図　都合六枚（87-1～87-4まで同一袋）

AS209-87-2 若君様御元服御官位之為御 寛政9年(1797) 41×56
祝儀御能見物被仰付候而相
済於大広間一同御目見之図

彩色有

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



AS209-87-3 若君様御元服御官位之節御 寛政9年(1797) 28×41
能見物有之於柳之間侍従以
上御料理頂戴之節絵図

彩色有

AS209-87-4 若君様御元服御官位之節為 寛政9年(1797) 41×56
御祝儀御能見物被仰出御能
見物之席図

彩色有

AS175-3 上野東照宮絵図 寛政11年(1799) 41×111

〈端裏〉寛政十一己未春安禅院ヨリ借写之

AS209-93-1 若君様江御目見得之節御書 (寛政12年)(1800) 永務 与惣 継紙
付 5月16日

若君様御目見に関する諸書類、〈包紙〉寛政十二年五月十五日於西ノ丸若君様江御目見得之節御絵図面御書

付品々（93-1～93-8まで同一包紙）、〈袋〉寛政十二申年五月十五日西ノ丸ニ而若君様御目見得之節絵図永務
指上候（93-1～93-5まで同一包紙）

AS209-93-2 若君様江御目見得之節御書 (寛政12年)(1800) 継紙
付 5月16日

AS209-93-3 若君様江御目見得之節御書 (寛政12年)(1800) 栄仁・永務・永悦 小林与惣 切紙
付 5月14日

AS209-93-4 若君様江御目見得之節御書 (寛政12年)(1800) 吉野栄仁 小林与惣 継紙
付 5月16日

AS209-93-5 若君様江御目見得之節御書 (寛政12年)(1800) 切紙
付

AS209-93-6 若君様江御目見得之節御絵 享和2年(1802) 28×21
図

〈表題〉享和二壬戌年五月朔日於御白書院大納言様四品以上月次御礼今日初而被為受候御目見之図

AS209-93-7 若君様江御目見得之節御絵 39×36
図

AS209-93-8 若君様江御目見得之節御絵 28×41
図

AS209-96 鶴御拝領之次第、鶴御披之 享和2年(1802) 竪帳(45)
次第、大川通御船蔵前并本
所筋川之浚御普請御用済御
祝儀之節御手控

AS386-255 孝恭院様廿五回御忌御当日 享和2年(1802) 50×48
御法会席図

彩色有、ほか1枚

－187－
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AS317-84-2 藤堂和泉守書状 (享和3年)(1803) 藤堂和泉守 継紙
2月

〈包紙〉享和三亥年予参之義ニ付藤堂和泉守殿へ為取合之返翰入

AS185-5 有章院殿百回御忌増上寺御 文化12年(1815) 28×82
霊屋之図 2月30日

彩色有、〈包紙〉増上寺御霊屋之図、文化十二乙亥二月晦日有章院様百回御忌御予参御束帯宗対馬守様ヨリ

被進候

AS387-38 将軍家斉公大政大臣江御転 文政10年(1827) 竪帳(9)
任御祝儀御登城之節義厚公 3月18日
御召御束帯御切図

布地貼り付け

AS387-39 将軍家斉公大政大臣江御転 文政10年(1827) 折本
任御祝儀御登城之節義厚公 3月18日
御召御束帯御切図

布地貼り付け

AS317-99-2 予参之節之留控 文政12年(1829) 継紙
2月20日

〈表題〉文政十二年丑二月廿日最樹院様三回御忌御法事ニ付公方様御参詣之節衣冠下饗無之予参可相勤之旨

大目付松浦伊勢守より達有之我等予参相勤候控、〈包紙〉

AS386-258 最樹院殿三回御忌之節予参 文政12年(1829) 28×41
之図 2月20日

彩色有、〈表題〉最樹院様御霊屋絵図面

AS317-100-2 文政十二年丑二月廿日於東 文政12年(1829) 継紙
叡山最樹院様三回御忌御法 4月
事有之我等予参相勤候節着
座入替有無之儀取極候次第
之留控

〈包紙〉上杉弾正大弼より予参之節着座之儀申伝留書

AS386-262-1 台徳院様二百回御忌御予参 天保2年(1831) 28×40
之御絵図 正月24日

彩色有、〈表題〉台徳院様二百回御忌御法事之御小人目附金井新作差上候御絵図面、〈包紙〉(262-1～262-3ま
で同一包紙）

AS386-262-2 台徳院様二百回御忌御予参 (天保2年)(1831) 49×48
之御絵図

AS386-262-3 台徳院様二百回御忌御予参 (天保2年)(1831) 28×40
之御絵図

AS386-259 最樹院様七回御忌御法事之 天保4年(1833) 横半(17)
節同席触并大御目付様御触 2月
書御書留

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS209-144 最樹院様七回御忌御法事之 天保4年(1833) 横帳(13)
節御衣冠御轅ニ而御予参御
行列帳

AS387-40-1 有馬玄蕃頭書状 (天保9年)(1838) 有玄蕃頭 佐右京大夫 継紙
9月2日

〈包紙〉天保九年戌九月朔日御同席様大御所様江御目見得之御次第有馬様依り被仰遣之（40-1～40-4まで同

一包紙）

AS387-40-2 大御所様へ御目見之次第 (天保9年)(1838) 継紙
9月4日

大御所様へ御目見の次第および御三家方始め万石以上名代への被仰渡の写など

AS387-40-3 大御所様へ御目見之次第 (天保9年)(1838) 継紙
9月1日

大御所様へ御目見仰せつけられるにつき備後守より申渡しあり

AS387-40-4 大御所様へ御目見之次第 (天保9年)(1838) 継紙
9月1日

AS209-149 御普請御手伝相済御礼御登 (天保9年)(1838) 切紙
城之御次第書 10月1日

〈包紙〉

AS209-152-1 大御所様御目見之留 天保11年(1840) 継紙

〈包紙〉(152-1～152-2まで同一包紙）

AS209-152-2 大御所様江御目見之図 天保11年(1840) 28×39

AS386-224 文恭院様御不例より薨御并 (天保12年)(1841) 横半(29)
御中陰中御触年番廻状之趣 閏正月9日

～3月16日

AS209-156-1 屋形様御登城之御次第大略 天保12年(1841) 継紙

御拝領物仰せ渡されの節、登城、控えの次第など、〈包紙〉（156-1～156-4まで同一包紙）

AS209-156-2 屋形様御登城之御次第大略 天保12年(1841) 継紙
3月25日

AS209-156-3 御白書院図 (天保12年)(1841) 16×22

彩色有

AS209-156-4 御黒書院図 (天保12年)(1841) 16×18

彩色有

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

Ⅲ．近世秋田藩資料



佐竹文庫目録

－190－

AS209-159-1 大広間未御普請出来無之ニ 弘化2年(1845) 29×41
付於御白書院御礼有之節之
御絵図

彩色有、〈包紙〉（159-1～159-3まで同一包紙）

AS209-159-2 御本丸御普請ニ付御上納金 天保15年(1844) 29×41
御願済之節之御前之御席 西
之丸御白書院図

彩色有

AS209-159-3 西丸ニ而嘉祥之節之御絵図 天保15年(1844) 28×41

彩色有、〈表題〉天保十五甲辰年六月十六日西丸ニ而嘉祥之節之御絵図也、別壱枚本図アリ、此絵図ハ御覚

之所を以御認御坊主衆へ御取合之節別ニ壱枚本図差上候御見合之為残置

AS209-163-1-1 弘化二年正月御本丸御普請 弘化2年(1845) 32×43
中ニ付西丸ニ而年始御盃御
時服御頂戴之節御絵図

彩色有、〈包紙〉(163-1-1～163-1-4まで同一包紙）、〈包紙〉(163-1-1のみ）

AS209-163-1-2 弘化元御本丸御普請中ニ付 弘化元年(1844) 28×39
於西丸八朔御礼之御絵図

彩色有

AS209-163-1-3 天保十五甲辰年六月十六日 天保15年(1844) 28×41
西丸ニ而嘉祥之節御絵図

彩色有

AS209-163-1-4 辰十二月廿八日渡晦日触 (弘化元年)(1844) 切紙
12月

AS209-180 西丸ニ而年始被為受候節御 弘化2年(1845) 竪帳(4)
登城御手続書 正月2日

〈包紙〉

AS387-43 御目付江御謡初 正月3日 横帳(8)

AS209-327-1 御轅にて御三家様御行逢之 2月 切紙
節御取扱形之事

御三家と行逢いの節は中輿にて控えるべき事、先例あり、輿下におよばず、〈包紙〉(327-1～327-3まで同一包

紙）

AS209-327-2 御轅にて御三家様御行逢之 2月 継紙
節御取扱先例書

AS209-327-3 有馬某書状 2月19日 有馬 佐竹 継紙

御轅にて御三家と行逢いの節対応方につき先例あり

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS310-179 御登城日に付達書 5月 切紙

AS209-337 諸大名参勤之節従者員数ニ 丑　10月 継紙
付条々

AS185-10 上野二王門之図 84×41

彩色有

AS185-11-1 上野惣御絵図 40×55

彩色有、〈包紙〉(11-1～11-2まで同一包紙）

AS185-11-2 上野惣御絵図 40×28

彩色有

AS185-13-1 増上寺惣御絵図 40×55

彩色有、〈包紙〉(13-1～13-2まで同一包紙）

AS185-13-2 増上寺惣御絵図 32×41

彩色有

AS209-72-1 御家督御礼之記附録 竪帳(70)

AS209-72-2 御家督御礼之記附録 竪帳(79)

AS386-261-1 上野御法事御参詣之絵図 40×28

彩色有、〈包紙〉(261-1～261-2まで同一包紙）

AS386-261-2 上野御法事御参詣之絵図 40×28

彩色有

AS526-4-1 御黒書院御絵図 14×40

彩色有

AS526-4-2 御黒書院御絵図 40×28

彩色有、〈端裏〉御黒書院

(4) 留書

AS384-1-2 義格公様御代御大礼書抜稿 元禄7～正徳5年 岸八右衛門 竪帳(26)
(1694～1715)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS209-114-2 公家江戸御下向之節御窺 宝永6～享保6年 竪帳(23)
(1709～1721)

宝永6・正徳3・正徳6・享保3・享保4・享保6

AS324-1 相馬様御嫡子御退身就御願 享保2年(1717) 竪帳(51)
御贈答記録 閏3月20日

～12月9日

AS209-179 鶴御拝領御留書 享保14・文政9・ 竪帳(134)
文政13・弘化3年
(1729～1846)

数冊合

AS327-9 竹中筑後・福富兵部御預一 享保15年(1730) 継紙
件 10月16日

〈端裏〉竹中福冨御預ケ一件

AS209-46 義峰公御鷹之鶴御拝領之次 寛保3年(1743) 竪帳(28)
第

AS387-19 御巡見使御用日記 坤 宝暦10～11年 竪帳(41)
(1760～1761)
11月29日

～9月25日

AS312-17 宝暦十一辛巳年五月榊原左 宝暦11年(1761) 竪帳(134)
兵衛殿・布施藤五郎殿・久 5月12日～6月2日
松彦左衛門殿為御国廻御下
之節太田内蔵丞・真崎五郎
左衛門遣候時万日記

AS387-28 御同席触之部 明和2～文化元年 横半(21)
(1765～1804)

AS387-26 月次御礼其外御礼衆有之候 天明5年(1785) 折本
節当番相勤候留

「寛政十一己未年三月従堀田相模守殿借写之」とあり、〈包紙〉

AS209-95 殿中諸事書留 寛政年間 竪帳(18)
(1789～1801)

年頭之図／寛政四子十一月朔日若君様江初而御目見得之図／惣出仕之図／婚礼之御礼図／若君様初而御目見

得図／上使御礼登城図／嘉祥之図／参勤御礼之図／月次之御礼図／御暇御礼之図（寛政7）／御暇御礼後同

日鯉之杉戸際ニ而被仰渡並黒鷲杉戸ニ而被仰渡図／寛政四壬子九月八日浚明院殿七回御忌図／寛政七乙卯二
月廿四日孝恭院殿十七回忌御法事御延引之図

AS317-84-1 年中勤回 (寛政年間) 横半(36)
(1789～1801)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS209-86-2 処々勤向控 寛政8～12年 横半(43)
(1796～1800)

参勤江戸上着後の廻勤記録

AS387-42-3 鶴御拝領先例書上 寛政2～文化7年 継紙
(1790～1810)

AS209-97 御成記録 下 享和2～3年 横半(171)
(1802～1803)
5月～4月

AS312-22-2 御用留 寛政～文化 横半(85)
(1789～1818)

AS312-22-3 御用留 文化5～11年 横半(87)
(1808～1814)

AS317-97-1 上野御役場御記録 文政9～10年 竪帳(138)
(1826～1827)
4月19日

～4月29日

AS317-97-2 上野御役場御記録 文政13～天保2年 御用懸御右筆々頭 竪帳(101)
(1830～1831) 佐藤吉兵衛
12月12日

～4月25日

上野御役場御記録（文政13～天保2）／勅額卸之儀心得形御家老より被仰渡候（宝永元、宝永6）／勅額卸之

儀御用部屋御書物之内写

AS317-97-3 上野御役場御記録 明和3～寛政12年 竪帳(46)
(1766～1800)

急御役場東叡山火之御番御勤之次第（安永10）／雲雀御拝領之節書抜（明和3）／水谷十内一件留書（寛政

12）／太田丹下下男重助口論之上疵付従町御奉行処御呼出被預置候処就致死去候御届之次第（安永3）

AS387-21-1 御家門様御取扱 文化8～10年 竪帳(167)
(1811～1813)

縁戚大名との贈答・音信記録

AS387-21-2 御家門様御取扱 文化12～15年 竪帳(187)
(1815～1818)

AS387-21-3 御家門様御取扱 文政元～2年 竪帳(116)
(1818～1819)

AS387-21-4 御家門様御取扱 文政3～4年 竪帳(109)
(1820～1821)

AS387-21-5 御家門様御取扱 文政4～5年 竪帳(98)
(1821～1822)
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AS387-21-6 御家門様之部 文政6～8年 竪帳(189)
(1823～1825)

AS387-21-7 御家門様御取扱 文政6～8年 竪帳(203)
(1823～1825)

AS387-21-8 御家門様之部 文政8～9年 竪帳(107)
(1825～1826)

AS387-21-9 御家門様御取扱 安政6年(1859) 竪帳(168)

AS387-21-10 御家門様御取扱 文久元年(1861) 竪帳(195)

AS387-21-11 御家門様御取扱 文久3年(1863) 竪帳(157)

AS387-30 御老中青山下野守殿野州御 文化9年(1812) 竪帳(16)
領分就御通行留書 5月

AS209-104 鶴・雲雀等拝領次第留書 文化9～11年 竪帳(32)
(1812～1814)

AS312-25 御呼出御達御尋 文化9～14年 竪帳(106)
(1812～1817)

AS209-120 両山并御成ニ付御勤 文化9～文政7年 竪帳(35)
(1812～1824)

AS312-26-1 色々合冊之部 文化9～文政10年 竪帳(210)
(1812～1827)

御自分所々御見舞（文化9～文政7）／御客様御取扱（文政元～文政5）／御道中筋過人馬（文化8～文政10）
／御手許并諸家御倹約之部（文政元～文政10）

AS312-26-2 色々合冊之部 文化9～文政7年 竪帳(161)
(1812～1824)

御曲輪内出火之砌御勤向（文化9～文政5）／就出火御人数出張（文化9～文政10）／御老中御対客并御登城

前御出（文化9～文政7）／武術上覧（文化9・文政6）／御参府御土産物御進達（文化9・10）／松前一件

（文化9～文政5）／熊膽上納之部（文化12）／処々御役場并御門番勤之御方（文化9～文政7）／雑記（文化
9～文政元）／在番御家老病気且就死去御取扱（文化9～文政5）

AS312-26-3 色々合冊之部 文化9～文政9年 竪帳(194)
(1812～1826)

公儀御法事（文化11～文政9）／不時覚書御奉書（文化10・11）／不時御伺（文政3～文政7）／御呼出御達

御尋（文政9）／国役高役金御上納（文政元～文政6）／所々御役場并御門番御勤之御方（文化9～文政7）／

銅山方一件（文化11～文政5）／御回米船於他領破損一件（文政3～文政6）／御罰之部（文化9～文政9）／
雑記（文化9～文政元）
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AS312-26-4 色々合冊之部 文化9～文政9年 竪帳(129)
(1812～1826)

節句初而御登城御記録（文政8）／就御分家御勤（文化9～文政5）／鶴鷹雲雀御拝領（文化9～文政9）／養

老儀（文化10～文政4）

AS386-169 天樹院様江戸御家門様江御 文化12年(1815) 竪帳(23)
遺物帳、上々様江被進并処 12月
々被下御遺物

AS387-32 御三家様江御行逢之節諸家 文化12年(1815) 横半(8)
様御心得形藤堂様より被仰
進候一件

AS209-125-2 堂上方御下向御取扱写 文政5年(1822) 竪帳(23)
3月1日～3月5日

文政6年写

AS288-54-2-1 御持道具御願一件留書 乾 文政6～7年 竪帳(104)
(1823～1824)

AS288-54-2-2 御持道具御願一件留書 坤 文政8年(1825) 竪帳(97)

AS209-131 御長刀金紋御挟箱御願済御 文政9年(1826) 御用懸御右筆々頭 竪帳(38)
記録 6月5日～8月10日 石川兵左衛門広隆

AS209-137-1 義厚公初而御鷹之鶴御拝領 文政9年(1826) 竪帳(46)
記録 2月16日～3月28日

AS209-137-2 義厚公二度目鶴御拝領御記 文政13年(1830) 竪帳(52)
録 2月26日～3月27日

AS209-137-3 義厚公三度目鶴御拝領御記 天保7年(1836) 竪帳(71)
録 2月15日～3月27日

AS209-137-4 義厚公四度目鶴御拝領御記 弘化3年(1846) 竪帳(66)
録 2月21日～3月27日

AS209-162 義厚公四度目鶴御拝領御記 (弘化3年)(1846) 竪帳(38)
録 2月25日～3月6日

AS387-35 御入部以来他処御按文 文政8～天保13年 横半(56)
(1825～1842)

AS209-138 御参府御当座年始御回勤中 文政10～天保12年 竪帳(45)
御行列帳他 (1827～1841)

御参府御当坐年始御回勤中御行列帳六冊（文政10・13、天保3・5・7）／御参府御当坐初而両山御参詣御行

列帳壱冊（天保7）／正月二日御登城并両山御参詣御行列帳弐冊（天保9・11・12）
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AS387-41 銅灯篭御献備記録 天保12年(1841) 竪帳(10)
4月28日～7月21日

AS209-61 江戸御勤御行列 天保13年(1842) 竪帳(56)

宝暦6年～天保13年の行列書上、「天保十三壬寅年纏之」とあり

AS209-71 公辺向見聞録 横半(99)

安永10年の後、寛政7年、寛政8年の記載もあり

AS209-89 御代々様御行列帳 江戸御 竪帳(73)
勤

寛政10・文政10・文政12・天保3・天保5・嘉永3・嘉永4・嘉永7・安政3・安政4・安政5・万延元・文久元・

文久2・慶応元・慶応3

AS209-94 殿中書留 横半(59)

参覲御礼之事／上使御礼登城之事／月次登営之事／嘉祥之事／惣出仕之事／年頭之事／帰国御礼之事／御能

見物之事／婚礼済御礼之事／若君様江御目見得之事／川浚御普請済御礼之事／御目附触之事

AS209-109 年中御案文 竪帳(68)

AS209-111 定式并不時御目録控 竪帳(65)

献上品等の目録書式一覧

AS209-266 御詔請御飾付御能組御献立 竪帳(73)

元文3・寛保2・寛延4・明和3・文政4

AS288.4-3 禁庭御吉凶事 年号改元不時 竪帳(43)
御勤向御記録

AS317-61 御官位並御役場 竪帳(109)

浅草御花火之番、東叡山火之御番、御官位、東叡山御役場御記録（寛政10～11）

AS387-33 卯ノ年より辰ノ年迄御留守 横帳(15)
之内御進物万覚帳

AS387-97 壱ケ年半御在国定式御目録 竪帳(15)
箱銘書

(5) 寛永上洛

AS209-5 御上洛ニ付一騎駄輩衆御合 寛永3年(1626) 竪帳(9)
力江戸ニ而渡帳 5月13日
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AS209-6-1 御上洛ニ付御供衆之覚 寛永3年(1626) 梅津半右衛門 横帳(4)
4月5日

AS209-6-2 御先馬次之覚、御跡馬次之 10月7日 横帳(2)
覚

AS209-7 御上洛ニ付而修理様御供衆 寛永3年(1626) 竪帳(9)
路銭御合力帳 5月

AS209-8 御上洛帳 寛永11年(1634) 竪帳(18)

AS209-9 御上洛時取替書状写 寛永11年(1634) 竪帳(30)

戸村拾太夫・須田主膳・梅津外記・佐藤源右衛門

AS209-10 御上洛御供帳 寛永11年(1634) 竪帳(11)

「那珂正左衛門某蔵書写之」と朱書あり

AS209-11 御上洛御供帳 寛永11年(1634) 竪帳(48)

(6) 上使

AS209-122-3 上使御取扱絵図 45×65

彩色有

AS209-155 御朦中御尋上使御手続 天保11年(1840) 横半(4)
9月4日

冒頭に「天保十一庚子年九月四日御朦中為御尋之上使御奏者松平和泉守様御出之節御手続」とあり

AS317-128 上使松野孫八郎様御休看板 切紙
雛型

AS209-163-2-1 上使御饗応之次第書付 7月30日 継紙

AS209-163-2-2 上使之節大御番所江相詰候 継紙
面々書付

(7) 判物改

AS317-59-1 御判物御改之記 附録一 享保19～宝暦11年 竪帳(39)
(1734～1761)

享保19～20・延享2～4・宝暦10～11
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AS317-59-2 御判物御改之記 附録二 享保19～宝暦11年 竪帳(30)
(1734～1761)

享保19～20・延享2～4・宝暦10～11

AS317-75 御判物改御記録 天明6～9年 竪帳(107)
(1786～1789)

AS317-76 御判物改之記 全 天明7～8年 竪帳(71)
(1787～1788)
正月27日

～10月21日

AS317-77-1 大目付廻状 (天明8年)(1788) 松平土佐守内坪内 此方・藤堂和 継紙
3月2日 求馬・広瀬源之進、 泉守・宗対馬

有馬玄蕃頭内松本 守・立花左近
権之丞・中島権兵 将監様御留守
衛 居中

御判物頂戴の際の心得方について、〈包紙〉御手控(77-1～77-2まで同一包紙)

AS317-77-2 大目付廻状 (天明8年)(1788) 松平安芸守内中野 此方・藤堂和 継紙
3月2日 冨三郎・周参美勇 泉守・宗対馬

衛・福永助左衛門、 守・立花左近
松平土佐守内坪内 将監様御留守
求馬・広瀬源之進 居中

AS317-77-3 領知御判物拝領之次第書 (天明8年)(1788) 継紙

AS317-77-4 天明八年三月五日御判物頂 天明8年(1788) 継紙
戴之控

判物拝領の際の段取り、式次第について

AS317-77-5 指紙 (天明8年)(1788) 太田備後守・ 佐竹右京大夫 切紙
4月21日 水野越前守

「御用之儀候間明廿二日四時可有登城候、以上」

AS317-78 大目付廻状控 (天明8年)(1788) 細川越中守内磯谷 此方・藤堂和 継紙
3月2日 新左衛門・有馬玄 泉守・宗対馬

蕃頭内中村弾佐 守・立花左近
将監様御留守
居中

〈包紙〉御判物御頂戴次第書

AS317-101-1 御判物御改御記録 天保8～10年 竪帳(238)
(1837～1839)

AS317-92 御在国中新御判物被下之節 3月 横帳(7)
之御書留
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(8) 箱館出兵

AS393-8-1 岩城伊予守使者赤坂伝太口 (文化4年)(1807) 岩城伊予守様御使 継紙
上手控 6月 者赤坂伝太

箱館出兵に際しての慰労・見舞

AS393-8-2 箱館出兵の節御目見次第 (文化4年)(1807) 継紙

AS393-8-3 佐竹右京大夫内椎名転口上 (文化4年)(1807) 佐竹右京大夫様御 継紙
書控 6月5日 内椎名転

8-1に対する返状

AS393-8-4 佐竹右京大夫使者小笹郷太 (文化4年)(1807) 継紙
口上書写 6月

箱館出兵のため領内通行・止宿に関する馳走への礼、ほか1枚

AS393-8-5 佐竹右京大夫届書草稿 (文化4年)(1807) 御名 継紙
6月

東蝦夷地エトロフ島にて異国人争擾に及び松前表へ出兵の事仰せつけられる

AS393-8-6 佐竹右京大夫届書草稿 切紙

蝦夷地出兵についてねぎらいの上意に対する礼状

AS393-8-7 佐竹右京大夫書状草稿 10月28日 津軽越中守 切紙

出兵に際し領内通行等についての配慮に対する礼状

AS393-8-8 箱館出兵ニ付御直書之写 (文化4年)(1807) 切紙
5月25日

今度箱館加勢をその方共に申しつける、家内の者は預りおくので心安かるべし

AS393-8-11 佐竹右京大夫請書草稿 (文化4年)(1807) 御名 切紙
6月

異国船渡来時の対応なりについての幕府通達への請書

AS393-9 箱館御加勢出府届綴 (文化4年)(1807) 綴(6)

AS393-10 箱館御陣屋引払帰着届綴 綴(12)

(9) 国目付取扱

AS312-41-1 御国御目付御下向記録 義 文政4年(1821) 竪帳(136)
正月4日～3月12日

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

Ⅲ．近世秋田藩資料



佐竹文庫目録

－200－

AS312-41-2 御国御目付御下向記録 礼 文政4年(1821) 竪帳(91)
3月13日～5月9日

AS312-41-3 御国御目付御下向記録 智 文政4年(1821) 竪帳(116)
5月11日～9月23日

AS312-41-4 御国御目付御下向記録 信 文政4～5年 竪帳(170)
(1821～1822)
9月25日

～閏正月19日

AS317-97-4 御国目付御用記録 (文政4年)(1821) 竪帳(56)
5月29日～6月23日

AS317-97-5 御国目付御用記録 文政4年(1821) 竪帳(60)
7月7日～7月23日

AS317-97-6 御国目付御用記録 文政4年(1821) 竪帳(15)
8月3日

AS317-97-7 御国目付御用記録 文政4年(1821) 竪帳(28)
10月18日

AS209-121 御宮参并御仏詣記録 文政4年(1821) 竪帳(25)
6月29日～9月24日

国目付衆による参詣記録

AS209-122-1 天徳寺御仏詣記録 文政4年(1821) 竪帳(23)

国目付衆による天徳寺参詣記録

AS209-122-2 御国目付丹羽五左衛門殿・ 文政4年(1821) 竪帳(18)
三浦甚五郎殿江之御書御案
文写

AS312-8-1 御国目附様留書 文政3～4年 竪帳(80)
(1820～1821)

AS312-8-2 御国目附様留書 嘉永元～4年 竪帳(106)
(1848～1851)

AS317-118-1 御国御目付取扱方一件書付 (嘉永元年)(1848) 継紙

〈包紙〉嘉永元年御国御目付之義被仰出右御用向ニ而田代新右衛門御国表立帰下候ニ付源右衛門新右衛門へ

相渡候書付草稿二通（118-1～118-3まで同一包紙）

AS317-118-2 佐藤源右衛門言上書 (嘉永元年)(1848) 佐藤源右衛門 継紙
5月26日

この度御国目付下向の御沙汰につき御直書を以て私ならびに新右衛門に御指示あらせられたし
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AS317-118-3 御国御目付取扱ニ付演説書 (嘉永元年)(1848) 田代新右衛門 継紙

御国目付取扱方については文政度の事例を範とせず、当節の程よき所にて取調べ対応すべき事

AS312-41-5 御国目付御下向御取扱記録 嘉永2年(1849) 竪帳(162)
義 4月24日～5月18日

AS312-41-6 御国目付御下向御取扱記録 嘉永2年(1849) 竪帳(140)
礼 5月19日～7月7日

AS312-41-7 御国目付御下向御取扱記録 嘉永2年(1849) 竪帳(145)
知 7月9日～10月3日

AS312-41-8 御国目付御下向御取扱記録 嘉永2～3年 竪帳(90)
信 (1849～1850)

10月4日～3月9日

AS342-51-1 嘉永御国御目附御用金銀米 嘉永2年(1849) 竪帳(45)
銭纏 一

AS342-51-2 嘉永御国御目附御用金銀米 嘉永2年(1849) 竪帳(64)
銭纏 弐

AS342-51-3 嘉永御国御目附御用金銀米 嘉永2年(1849) 竪帳(19)
銭纏 三

AS342-51-4 嘉永御国御目附御用金銀米 嘉永2年(1849) 竪帳(27)
銭纏 四

AS342-51-5 嘉永御国御目附御用金銀米 嘉永2年(1849) 竪帳(135)
銭纏 五

AS342-51-6 嘉永御国御目附御用金銀米 嘉永2年(1849) 竪帳(56)
銭纏 六

(10) 官位昇進

AS317-100-1 昇進内願草稿 (天保7年)(1836) (佐竹義厚） 継紙
12月5日

近年同席どもの内御縁辺の面々には昇進する者あり、家柄・年齢の劣る者に先をこされては外聞たたず、

〈包紙〉天保七年申十二月五日水野越前守殿江出ス

AS317-104-1 昇進内願草稿 (天保9年)(1838) 名元 継紙
12月

100-1と同内容、〈包紙〉天保九戊戌年十二月初御老中様へ御直参ニ而被差出候御願書草稿
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AS317-105 少将御昇進御願書下書 (天保9年)(1838) 名元 継紙
12月

100-1、104-1と同内容、〈包紙〉天保九年戊戌十二月中御老中江御直書御直参候而被差出候少将御昇進御願書

下書

AS317-108 山本某他連署状 (天保10年)(1839) 切紙
正月9日

〈包紙〉御昇進ニ付両山御拝席上杉様江御取合申上候御書付

(11) 弘化系譜

AS288-58 江戸御系譜御書揚留書 弘化2～4年 竪帳(18)
(1845～1847)

AS288-60 御系譜御書上留書 附而御系 弘化2～4年 竪帳(48)
譜とも (1845～1847)

AS288-72-1 公儀御達書 (弘化2年)(1845) 松平大膳大夫内新 佐竹右京大夫 継紙
10月6日 山淳蔵・細川越中 ・藤堂和泉守

守内後藤善左衛門 ・宗対馬守・
立花左近将監

寛政重修諸家譜書継ぎのため諸家の系譜、寛政時と同様さし出すべき事、〈包紙〉

AS288-72-2 大目付廻状写 (弘化3年)(1846) 継紙
3月1日

寛政時系譜さし出しの節、質問があった場合は、その問合せの箇条および答書とも写をさし出すべき事、

〈包紙〉

AS288-72-3 大目付廻状写 (弘化3年)(1846) 懸り大目付土岐丹 継紙
3月11日 波守・同御目付平

賀三五郎

系譜についての質問方の取扱いについて、〈包紙〉

AS288-49-1 御系図御書継ニ付取調書付 (弘化4年)(1847) 継紙

〈包紙〉弘化四年四月改御書上 御系図御書継ニ相成候箇条取調書付入（49-1～49-6まで同一包紙）

AS288-49-2 御系図御書継ニ付取調書付 (弘化4年)(1847) 継紙
11月

系譜作成の仕様についての問合せ

AS288-49-3 御系図御書継ニ付取調書付 (弘化4年)(1847) 継紙

義厚系譜の下書

AS288-49-4 御系図御書継ニ付取調書付 (弘化4年)(1847) 継紙

書き出し「御書上御系図江御書継に可相成箇条左之通」

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS288-49-5 御系図御書継ニ付取調書付 (弘化4年)(1847) 泰蔵 御一統 継紙
3月15日

御書上御系図の誤字訂正および御書き足しの事など

AS288-49-6 御系図御書継ニ付取調書付 (弘化4年)(1847) 継紙
4月

御系譜書継の仕様について青柳某の覚書

２　秋田領内支配(～元禄・宝永期)

AS312-76 康応記録 竪帳(25)

青柳五左衛門吉道所蔵

AS288-2 康応記録写 天正3年(1575) 教城坊天維 竪帳(16)
5月6日

大館給人小林平右衛門献上、〈包紙〉

AS393-24 長倉追討記 竪帳(8)

大沢弥五兵衛清信家蔵

AS526-1-1 山尾古城之図 41×57

〈包紙〉

AS212-5 布施角之丞咄之覚 大島小助 折紙

後北条氏と合戦の次第

AS288.3-1 佐竹譜代記録 全 弘治4年(1558) 潮田勘解由左衛門 竪帳(14)
4月 尉堅重・小田野和

泉入道

AS288.3-76-1 御青印書 宝永4年(1707) 大窪八右衛門 切紙
3月

大窪家伝来の文書を記録に載せ後代の亀鑑とする、青印の部分切り取り、〈包紙〉大窪氏被召上候古文書三

通（76-1～76-3まで同一包紙）

AS288.3-76-2 蘆雪斎意汲判物 天正16年(1588) 蘆雪斎意汲 大窪右典厩 切紙
10月吉日

「秋田藩家蔵文書」43-62と同内容、包紙2枚あり

AS288.3-76-3 佐竹義重官途状 12月9日 義重 大窪右馬助 切紙

「秋田藩家蔵文書」43-61と同内容、〈包紙〉
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AS317-5 佐竹義信官途状写 天正17年(1589) 川崎善左衛門 折紙
4月23日

AS290-3 野州大田和御陣場絵図 52×75

彩色有

AS317-2 佐竹義重書状写 2月14日 御名 切紙

此度皆川へ出馬につき鉄砲衆差越しの事、〈包紙〉

AS317-23 常陸ニ而四ケ之御番衆 継紙

末書に「延宝五年拾月十八日写之」とあり

AS288-4 佐竹御一代常陸ニ而之格式 岩屋寿永軒 竪帳(23)
伏見物語付佐竹御国代万覚
書

AS288-3 中院桜木右近贈答書 6月12日 桜木右近 大島小助 横半(12)

AS317-3 佐竹義重感状写 8月8日 佐竹義重 佐藤雅楽丞 切紙

AS317-31-2 下国湊一門高家帳写 湊金左衛門 竪帳(7)

天正初と推測する末文あり

AS317-4 義重公御証文写 赤坂宮内大輔 継紙

4通写、8月12日／5月27日／小春6日／6月23日、「秋田藩家蔵文書」20-79／82／80／81と同内容

AS393-1-1 古老覚書 大島重為 折紙

義重公小田原表発向之事など、〈包紙〉

AS317-1-1 佐竹義久感状写 天正17年(1589) 佐竹義久 河崎善左衛門 折紙
11月6日

AS317-1-2 佐竹義久感状写 天正17年(1589) 佐竹義久 河崎善左衛門 折紙
11月7日

AS317-1-3 佐竹義久感状写 天正17年(1589) 佐竹義久 河崎善左衛門 折紙
11月8日

AS342-1 金銀受取証 文禄2年(1593) 人見しゆせん たいし別当・ 切紙
3月23日 田崎さかミ

豊臣秀吉朝鮮出兵の節、水戸御城金銀名護屋へ運送、その受取状、「元文二丁巳年八月十四日披見之」とあ

り、〈包紙〉十月四日田崎治左衛門相渡候所蔵文書写

AS317-6-1 黒印状写 文禄4年(1595) 藤沢 竪紙
7月16日

〈包紙〉権現様御墨印写 藤沢其阿上人 権現様ハ誤ナリ、天英公ノ御書也

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS345-1 岩城領之小物成目録 文禄4年(1595) 佐竹又七郎 竪帳(20)
11月9日

寛政元年十月に朱書入の旨貼紙あり

AS342-2 文禄五年御蔵江納帳 慶長2年(1597) 御蔵衆 竪帳(29)
2月16日

AS611-1 常陸国真壁郡麦田御検地帳 慶長2年(1597) 竪帳(11)
4月27日

AS322.5-1 掟 慶長11年(1606) 切紙
8月20日

AS317-9 慶長十一年横手御城大番帳 慶長11年(1606) 横帳(7)
之写

文化4年2月写

AS322.5-2 慶長十五年御定目写 慶長15年(1610) 継紙
5月1日

武家の心構え9ヶ条、〈端裏〉正徳四年午十一月中戸村十大夫殿ヨリ中村又左衛門方迄被遣此書物御文書前ニ

為写指置可申旨ニテ写置候、〈包紙〉

AS322.5-3 掟 慶長15年(1610) 継紙
5月1日

武家の心構え9ヶ条

AS185-8 権現様御証文写 慶長18年(1613) 三宝院 竪紙
5月21日

修験道入峰、諸役等達書、〈包紙〉

AS289-1 佐竹義宣書状 (慶長19年)(1614) 義宣 蘆名主計 折紙
2月9日

「秋田藩家蔵文書」37-8原本資料、「天英公御書 角館之士横塚久之丞献之」と朱書の貼紙あり

AS288.6-1-1 御真旗之図 (慶長19年)(1614) 切紙

金沢主税献、〈包紙〉(1-1～1-2は同一包紙）

AS288.6-1-2 御真旗之図 (慶長19年)(1614) 切紙

金沢主税献、「御真旗図形」と朱書の貼紙あり

AS317-10 元和四年御銀被下候覚帳 元和4年(1618) 横帳(62)

末書に「右者正徳年中那珂道普差上之候 本書被留置写被下之候以上 正徳三年二月日」とあり

AS317-12 元和中御番帳 継紙

〈袋〉元和中之御番帳一巻 寛永中之御番帳一冊 真崎治部助（12～13まで同一袋）、前欠
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AS317-13 寛永中御番帳 寛永11年(1634) 横帳(42)
10月

AS611-2 梅津主馬より亀田御役人へ 寛永2年(1625) 梅津半右衛門 継紙
御高書付写 8月30日

〈包紙〉

AS280-15 屋形様思召 寛永3～元文5年 竪帳(46)
(1626～1740)

AS345-2 今宿村肝煎豊後願書 寛永5年(1628) 今宿村肝煎豊後 切紙
12月7日

国替の節一揆おこり本堂城を取り巻く、その鎮圧の次第、〈表題〉御詫言之事、〈包紙〉

AS288-69-1 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(44)

古簡ノ写／藤堂高虎由緒書／岩城系図／感状ノ写数種／義宣公ヨリ和田安房守ヘノ書状ノ写

AS288-69-2 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(26)

系図

AS288-69-3 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(34)

義盛公時代家中／大沢系図／延元二年古文書写／延宝四年侍指南人名／落書秋田家勢州流罪ノ時／五大老五

奉行ノ起請文写／太閤三十ヶ条ノ戒

AS288-69-4 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(37)

伊達系図／大坂今福表功名人名／義舜公金砂口籠城供人名／宇都宮明神祭役人覚／岩城系図／宇都宮六十六

郷石帳／寛文九年松前夷蜂起ニ付南部表出帳人名／延宝二年ノ座辺

AS288-69-5 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(20)

天英公御時世之事

AS288-69-6 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(16)

天英公御時世之事

AS288-69-7 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(26)

岩城家之事

AS288-69-8 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(16)

岩城家之事

AS288-69-9 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(13)

岩城家之事

AS288-69-10 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(16)

岩城家之事
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AS288-69-11 佐藤半蔵覚書 佐藤半蔵 竪帳(30)

AS288.3-159 豊臣秀吉書状写 9月2日 御すへ判 多賀谷修理亮 折紙
・水谷伊勢守

北条氏討伐の事後処理について、「豊臣秀吉多賀谷水野賜書写」と貼紙あり、「秋田藩家蔵文書」13-2と同内

容

AS212-6 関原陣前後伺書 継紙

石田三成方より佐竹氏へ一味同心の勧めがあった時期などの質問、〈包紙〉

AS312-39 諸書付目録 3月12日 横帳(3)

「権現様より家来佐竹中務太輔ニ被下候御内書」など、大坂の陣に関わる古書書上げ

AS393-23 屋代越中守・高松内匠・木 竪帳(21)
村長門守・戸村十太夫書写

大坂合戦功績の問い合わせの往復書状写

AS393-5-1 屋代越中守書状 正月12日 屋代越中守 梅津半右 切紙

〈包紙〉大坂御陣之時屋代越中守より梅津半右衛門所へ被遣候書状

AS209-4 天英公御誕生書付 継紙

義宣様御誕生御産所御祝儀の覚ほか、小野岡市太夫義伯所持之写

AS312-2 天英公・鑑照公御書写 竪帳(67)

AS659-3 義宣公御鷹場 継紙

梅津政景日記抜萃

AS310-176 佐竹義宣書状写 7月23日 佐竹義宣 小場源左衛門 横帳(3)

鷹の江戸への登せ方について

AS310-177-1 佐竹義宣書状写 11月20日 佐竹義宣 小場源左衛門 折紙

由利のはい鷹を久保田着以前に残りなく揃えておくこと

AS029-10 小場源左衛門届書 8月26日 小場源左衛門 継紙

義宣公御直書他古書指出目録、〈包紙〉

AS289-42 多賀谷重経書状 12月9日 修理重経 御小座 切紙

「秋田藩家蔵文書」30-18と同内容

AS312-1-1 梅津憲忠書状 8月13日 梅津半右衛門 小場小伝次 継紙

政宗御袋御通行につき使者として岡本蔵人を遣わす、「秋田藩家蔵文書」19-15原本資料

AS312-1-2 梅津憲忠書状 5月15日 梅津半右衛門 小場源左衛門 継紙

江戸御供衆七カ月替に仰せつけられの事ほか、「秋田藩家蔵文書」19-3原本資料
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AS312-1-3 梅津憲忠書状 12月15日 梅津半右衛門 小場源左衛門 継紙

献上鷹の事ほか、「秋田藩家蔵文書」19-7原本資料

AS312-1-4 梅津憲忠書状 6月27日 梅津半右衛門 小場源左衛門 継紙

天徳寺の普請当年中に出来の事ほか、「秋田藩家蔵文書」19-9原本資料

AS312-1-5 梅津憲忠書状 7月7日 梅津半右衛門 小場小伝次 継紙

役内川の橋をはね橋に申しつけるべき事ほか、「秋田藩家蔵文書」19-5原本資料

AS312-1-6 梅津憲忠書状 4月15日 梅津半右衛門 小場小伝次 継紙

御登りの騎馬衆117騎、御足軽340人ほか、「秋田藩家蔵文書」19-10原本資料

AS312-1-7 梅津憲忠書状 4月19日 梅津半右衛門 小場小伝次 継紙

上洛の仰せ出あり、御供衆の人数ほか、「秋田藩家蔵文書」19-14原本資料

AS312-1-8 梅津憲忠書状 2月29日 梅津半右衛門 小場源左衛門 継紙

尾州様・紀州様等諸家よりの音信物の取扱いほか、「秋田藩家蔵文書」19-4原本資料

AS312-1-9 梅津憲忠書状 4月28日 梅津半右衛門 小場小伝次 継紙

御上洛5月中旬、御供人数目録準備の事、都合200騎等、「秋田藩家蔵文書」19-11原本資料

AS312-1-10 梅津憲忠書状 5月7日 梅津半右衛門 小場源左衛門 継紙

敦賀への御米舟の運送・着岸について、「秋田藩家蔵文書」19-12原本資料

AS312-1-11 梅津憲忠書状 5月19日 梅津半右衛門 小場源左衛門 折紙

本上州（本多正純）配下岡村左太夫女房を横手の宿に預け置くべき事、「秋田藩家蔵文書」19-19原本資料

AS312-1-12 梅津憲忠書状 11月28日 梅津半右衛門 小場源左衛門 折紙

八幡の曲輪に兵糧蔵を建てるに際しての材木・葺き萱調達の件、「秋田藩家蔵文書」19-17原本資料

AS312-1-13 梅津憲忠書状 10月9日 梅津半右衛門 小場源左衛門 折紙

相国様当6日御出立、殿様今日京都御立、江戸御着到次第御暇出のこと、「秋田藩家蔵文書」19-18原本資料

AS312-1-14 梅津憲忠書状 12月9日 梅津半右衛門 小場源左衛門 継紙

主馬（梅津政景）院内銀山の水抜き普請に取りかかるほか、「秋田藩家蔵文書」19-16原本資料

AS312-1-15 梅津憲忠書状 9月16日 梅津半右衛門 小場源左衛門 折紙

当6日行幸中日3日御逗留、10日に還幸

AS317-15-1 天山公御青印書 寛永13年(1636) 人見又右衛門 切紙
8月5日

加増分知行宛行状、包紙2枚あり
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AS327-1 富岡氏訴状 寛永14年(1637) 富岡与一左衛門 竪帳(8)
10月21日

AS789-25 新陰流之目録 寛永21年(1644) 望月隼人正善勝 矢野喜内 軸装
5月26日

AS559-1 東之御蔵御兵具之帳 正保4年(1647) 竪帳(49)

「松野弥五郎組下能代給人白坂新九郎 明和三丙戌年十月二日指出ス」と貼紙あり

AS317-17-1 四郎三郎様御目見之時分方 慶安2年(1649) 横帳(4)
々御進物之覚 6月29日

AS317-17-2 四郎三郎様御出仕之時御振 慶安2年(1649) 御肴や太郎右衛門 菊地吉兵衛 竪帳(5)
舞御肴売上帳 6月29日

AS317-17-3 四郎三郎様御出仕之御振舞 慶安2年(1649) 青物や彦兵衛・ 菊地吉兵衛 竪帳(6)
青物売上帳 6月30日 同庄八

AS317-17-4 四郎三郎様御出仕ニ付御入 慶安2年(1649) 菊地吉兵衛 綴(16)
目之目録 6月

16枚綴、請求書の束、〈包紙〉四郎三郎様御出仕ニ付御入目之目録

AS317-17-5 四郎三郎様御出仕之入目 慶安2年(1649) 菊地吉兵衛 継紙
6月29日

AS317-17-6 四郎三郎様御出仕之入目 慶安2年(1649) 菊地吉兵衛 継紙
10月16日

AS345-3-1 御役銀請取申帳 万治3年(1660) 赤尾関織部・ 竪帳(28)
2月4日 ［　　］与三右衛

門

AS345-3-2 御役銀之内御返被下候分 慶安2年(1649) 田所三左右衛門・ 竪帳(9)
8月9日 小栗与惣右衛門

AS342-3-1 飢饉之時御貸銀掛之内当年 慶安2年(1649) 大和田治左衛門・ 竪帳(4)
請取御帳 12月28日 宇佐見久大夫

寛永拾九年分

AS342-3-2 飢饉之時御貸銀済掛御帳 慶安2年(1649) 大和田治左衛門・ 竪帳(8)
12月28日 宇佐見久大夫

寛永拾九年分窪田給人

AS342-3-3 飢饉之時御貸銀皆済申御帳 慶安2年(1649) 宇佐見久大夫・ 竪帳(16)
11月15日 太和田次左衛門

寛永拾九年分窪田給人
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AS342-4-1 飢饉之時在々給人御貸銀之 慶安2年(1649) 大和田治左衛門・ 継紙
目録 12月28日 宇佐見久大夫

寛永拾九年分

AS342-4-2 御貸銀当年御下以来相済分 丑　12月26日 継紙

AS342-4-3 御貸銀之覚 切紙

AS209-12 江戸へ登候時道中他より音 慶安5年(1652) 横帳(4)
信来日・音信物遣覚 3月

AS322.5-5 礼日に茶屋口より出候者書 明暦元年(1655) 継紙
上 6月8日

AS317-18 明暦二年諸士名前書付 明暦2年(1656) 折紙
2月4日

〈包紙〉明暦二年諸士名前書付壱枚

AS209-14 江戸へ登候時道中ニ而音信 明暦4年(1658) 横帳(5)
遣他より来ル覚 4月

AS209-15-1 江戸御登之時道中御状之御 万治3年(1660) 横帳(13)
案文 3月～4月

AS209-15-2 江戸へ登之時道中状之案文 明暦4年(1658) 横帳(10)
4月

AS322.5-6 掟 万治2年(1659) 継紙
12月1日

武家の心構え5ヶ条

AS342-5 出羽国下野国秋田郷村高辻 寛文4・貞享元年 横帳(18)
帳、出羽国之内六郡下野国 (1664・1684)
之内弐郡郷村高辻帳

寛文4年の郷村高辻帳に貞享元年の郷村高辻帳の追加分を書き加えたもの

AS209-16 江戸登道中音信帳 寛文6年(1666) 横帳(7)
4月

AS209-17 日光登向之公家衆書上 (寛文6年)(1666) 折紙

東照宮五十年忌御法事着座等日光へ登向の衆名前書上、〈包紙〉

AS288.6-6-1 諸家幕紋書付 寛文9年(1669) 今宮摂津守 継紙
4月19日

幕紋の図書き上げ
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AS288.6-6-2 諸家幕紋書付 寛文9年(1669) 今宮摂津守 継紙
4月19日

AS289-3 佐竹義隆書状 12月22日 佐修理義隆 佐竹左近 継紙

進物の礼状、〈包紙〉鑑照院様御花押一枚、川井儀右衛門

AS289-4 佐竹義隆書状 2月20日 義隆 梅津半右衛門 折紙

〈包紙〉天山公御書壱通、梅津半右衛門へ賜書也

AS310-177-2 佐竹義隆書状写 正月22日 佐竹義隆 小場源左衛門 折紙

21日の西の丸の会合について、芳寿院様御気色について

AS310-177-3 佐竹義隆書状写 3月29日 佐竹義隆 小場源左衛門 折紙

駿河大納言一件についての知らせ

AS317-15-2 佐竹義隆御書 5月16日 修理 右京 継紙

今日被仰付候御役替之覚、〈包紙〉鑑照院様御真跡之御書御旗本之士川井儀右衛門献之、総裁山方太郎左衛

門を以御家老江申達候処御記録所へ可被召上其段可申渡被仰渡、文政九年丙戌三月十七日御書付を以同人江
申渡候

AS289-15 佐竹義寘書状 9月12日 佐竹式部少輔義寘 義隆 折紙

近況報告、「義寘君書、志賀九十九献之」と朱書の貼紙あり

AS289-5 岩城昌隆書状 閏12月19日 岩城四郎次郎昌隆 小場小伝次 折紙

御目見終了の報告、「天山公御書、田崎治左衛門献」と朱書の貼紙あり

AS212-1 吉生光邦見聞録 吉生平治右衛門光 竪帳(172)
邦

寛永10年より貞享2年迄凡53年抜書

AS387-2 他より来ル音信帳 寛文10～11年 横帳(23)
(1670～1671)
4月13日～5月5日

AS387-3 御参勤之時御進物帳 寛文10年(1670) 横帳(8)
4月15日～5月19日

AS387-10 端午之御祝儀自他覚 付八 寛文10年(1670) 横帳(6)
朔之帳 5月3日～5月5日、

8月1日

AS387-4 重陽之御祝儀自他帳 寛文10年(1670) 横帳(5)
9月5日～9月9日

AS387-5 御鷹進上之帳 寛文10年(1670) 横帳(2)
9月16日～11月10日
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AS387-6 鮭塩引之帳 寛文10～11年 横帳(5)
(1670～1671)
9月23日～4月22日

AS387-7 歳暮之御祝儀自他之帳 寛文10年(1670) 横帳(5)
12月21日

～12月30日

AS387-8 年頭自他御礼帳 寛文11年(1671) 横帳(22)
正月元日

～正月25日

AS387-9 就御任官左近様より方々御 寛文11年(1671) 横帳(3)
祝儀被遣帳 正月7日～正月11日

AS312-59 乍恐申上候御事 寛文11年(1671) 継紙
2月9日

領内仕置に対する領民からの上申、48ヶ条ほか注進7ヶ条、〈包紙〉御用書付 宝永七年寅十月十四日御入部

御用御書付詮儀之筋拝見之

AS288.6-2 御旗仕立書付写 寛文11年(1671) 竪帳(3)
2月19日

田崎善助献、ほか1点あり、〈表題〉御旗勝立次第、〈包紙〉

AS209-18-1 御入部御先例書抜 寛文12年(1672) 横帳(5)
6月26日～6月27日

6月26日と27日の記事を書き抜いたもの、〈袋〉御入部御先例書抜 四冊

AS209-18-2 寛文十二年子六月廿六日御 寛文12年(1672) 横帳(3)
家督之御祝儀御広間ニ而御
請被成候次第

AS209-18-3 六月廿七日御振舞被下候人 寛文12年(1672) 横帳(2)
数

AS280-2 御日記首書 寛文12～延宝4年 竪帳(45)
(1672～1676)

AS288.3-52 今宮隆久願書 延宝元年(1673) 今宮織部隆久 梅津半右衛門 継紙
11月17日 ・渋江宇右衛

門・梅津与左
衛門

今宮家幕紋改めたき願い、〈包紙〉

AS288.3-201 真崎隆治言上書 延宝元年(1673) 真崎兵庫隆治 梅津半右衛門 継紙
11月17日 ・渋江宇右衛

門・梅津与左
衛門

真崎氏の由緒について、〈包紙〉
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AS288.3-69 宇留野勝明言上書 延宝元年(1673) 宇留野源兵衛勝明 梅津半右衛門 継紙
11月20日 ・渋江宇右衛

門・梅津与左
衛門

〈包紙〉

AS288.3-82 大山金太夫願書 延宝元年(1673) 大山金太夫 梅津半右衛門 継紙
11月20日 ・渋江宇右衛

門・梅津与左
衛門

大山氏由緒について及び御紋御赦免願

AS288.3-92 小田野刑部願書 延宝元年(1673) 小田野刑部 梅津半右衛門 継紙
11月20日 ・渋江宇右衛

門・梅津与左
衛門

御紋の幕御赦免願、〈包紙〉

AS288.3-196 前小屋忠久言上書 延宝元年(1673) 前小屋市右衛門忠 梅津半右衛門 継紙
11月20日 久 ・渋江宇右衛

門・梅津与左
衛門

前小屋氏由緒について、〈包紙〉

AS288.3-87 小瀬縫殿助願書 延宝元年(1673) 小瀬縫殿助 梅津半右衛門 継紙
・渋江宇右衛
門・梅津与左
衛門

小瀬氏由緒について及び幕紋御免願、〈包紙〉

AS288.3-211-1 佐竹義処判物 延宝2年(1674) 義処 真崎兵庫 竪紙
正月11日

幕紋について、〈包紙〉延宝二年前小屋・小田野・今宮・宇留野・真崎・小瀬・酒出へ被仰渡候御証文七通

（211-1～211-7まで同一包紙）、〈包紙〉(211-1のみ）

AS288.3-211-2 佐竹義処判物 延宝2年(1674) 義処 小田野刑部 竪紙
正月11日

〈包紙〉(211-2のみ）

AS288.3-211-3 佐竹義処判物 延宝2年(1674) 義処 今宮織部 竪紙
正月11日

〈包紙〉(211-3のみ）

AS288.3-211-4 佐竹義処判物 延宝2年(1674) 義処 前小屋市右衛 竪紙
正月11日 門

〈包紙〉(211-4のみ)
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AS288.3-211-5 佐竹義処判物 延宝2年(1674) 義処 小瀬縫殿之助 竪紙
正月11日

〈包紙〉(211-5のみ)

AS288.3-211-6 佐竹義処判物 延宝2年(1674) 義処 宇留野源兵衛 竪紙
正月11日

〈包紙〉(211-6のみ)

AS288.3-211-7 佐竹義処判物 延宝2年(1674) 義処 酒出金太夫 竪紙
正月11日

〈包紙〉(211-7のみ)

AS709-1-1 徳雲院様御自筆之御入日記 延宝4年(1676) 切紙
3月15日

品目録、〈包紙〉

AS209-19 梅津半右衛門忠宴日記書抜 延宝7年(1679) 梅津半右衛門 竪帳(6)
10月1日

豕子祝儀

AS185-1 天徳寺閑居証文 延宝8年(1680) 天徳寺閑居徳峰 吉成文左衛門 継紙
7月7日

薬師寺村の庵室を新寺としない事につき一筆、〈包紙〉天徳寺閑居徳峰薬師寺村庵室以来寺院ニ仕間敷吉成

文左衛門方へ之証文一通、延宝八年七月廿一日梅津半右衛門差上ル

AS180-1 諸山伏江之条目 延宝9年(1681) 北村筑後・ 佐竹右京大夫 継紙
9月6日 甲村壱岐・ 様御内小野崎

平井兵部 大蔵・大越甚
右衛門・梅津
藤太

〈包紙〉

AS289-6-1 光聚院様御遺言写 (貞享元年)(1684) 宇留野源兵衛・ 継紙
11月18日 梅津半右衛門・

石塚孫太夫

家中不和なく屋形様御為第一と心得るべき事ほか

AS289-6-2 光聚院様御遺言 (貞享元年)(1684) 宇留野源兵衛・ 折紙
11月18日 梅津半右衛門・

石塚孫太夫

AS289-11-1 佐竹義林書状 (貞享2年)(1685) 佐竹修理大夫義林 義処 継紙
8月28日

近況報告、〈包紙〉乾徳院様御書三通、嘉永五年子十月平沢蔵人献之、内弐通之分ハ貞享二年ニシテ公御拾

五歳之時ニ当れり、御ケ条之内忠宴日記ニ引合、同壱通引合せヘキ御ケ条ナシ、何年ナルコト詳ナラス（11
-1～11-2まで同一包紙）

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－215－

AS289-11-2 佐竹義林書状 (貞享2年)(1685) 佐竹修理大夫義林 義処 継紙
8月19日

AS289-10 佐竹義林書状 12月12日 佐竹修理大夫義林 義処 折紙

久保田への着城大悦の事ほか、〈包紙〉

AS387-12 御役人方江御並之御衆より 貞享3年(1686) 横帳(4)
御音物被遣候聞合 12月

AS317-16 梅津半右衛門所ヨリ栗原三 己巳　6月 梅津半右衛門 栗原三左衛門 竪帳(7)
左衛門遣候書状控

AS526-1-2-1 城制微妙至善巻 元禄4年(1691) 広瀬巻龍 竪帳(8)

〈包紙〉献上極意巻（1-2-1～1-2-3まで同一包紙）

AS526-1-2-2 城制大極意 (元禄4年)(1691) 広瀬巻龍 58×56

彩色有

AS526-1-2-3 城制大極意 (元禄4年)(1691) 広瀬巻龍 58×56

彩色有

AS209-22 石塚孫太夫・梅津半右衛門 (元禄6年)(1693) 石塚孫大夫・ 継紙
連署口上書 2月26日 梅津半右衛門

将軍御講釈拝聴について、〈包紙〉元禄六年酉三月三日ニ江戸表より被指下候御書付之写、石塚氏宗蔵之写、

文政十年亥閏六月寺崎弥太夫指出候ヲ写取差置候

AS209-24 御旗御仕立記 元禄10・正徳4年 竪帳(73)
(1697・1714)

徳雲院様御代御旗御仕立之次第左之通（元禄10）／天祥院様御代御旗御仕立之次第左之通（正徳4）

AS312-3 被仰渡控 元禄11年(1698) 横半(14)
4月

AS387-13 下谷六軒町御添屋敷御拝領 元禄11年(1698) 竪帳(22)
覚書 10月11日

AS288-10 三井寺東円院ヨリ之聞書写 元禄14年(1701) 後藤理左衛門祐寿 継紙
2月23日

〈表題〉新羅大明神并義光公伝記三井寺東円院ヨリ聞書覚

AS288-11 語伝書 元禄14年(1701) 扇田村肝煎伝兵衛 継紙
8月15日

扇田城主浅利家およびその家来衆の由緒について
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AS337-1-1 新銭鋳立ニ付願書 元禄14年(1701) 幸阿弥与兵衛・ 佐竹右京大夫 切紙
9月 梶川彦兵衛・ 様御役人衆中

奈良太郎左衛門・
秋田屋九左衛門

〈包紙〉銭鋳申度段申立候御書付 小野崎権太夫方より同役共へ遣候 孫太夫指上候書付之写 本書ハ孫太夫方

へ返遣候（1-1～1-2まで同一包紙）

AS337-1-2 小野崎拾太夫書状写 (元禄14年)(1701) 小野崎拾太夫 石塚孫太夫・ 切紙
9月14日 疋田斎・渋江

内膳・梅津与
左衛門・梅津
半右衛門

新銭鋳立てについての願書について国元において吟味されたし

AS337-2 銭鋳候様子相尋候覚 (元禄14年)(1701) 横帳(3)

AS322-1 御会所御定 元禄14年(1701) 竪帳(3)
11月

AS317-26 元禄十四年極月廿九日近進 元禄14年(1701) 綴(5)
諸役人並番外之者在々給人 12月29日
御取扱在之面々言上之次第
書附

切紙5枚綴、〈包紙〉元禄十四年極月廿九日近進諸役人並番外之者在々給人御取扱在之面々言上之次第書附

AS312-5 御引渡御廻座名前 元禄14年(1701) 竪帳(9)

元禄15年正月元日の座配を記す

AS289-7-1 佐竹義処書状 (元禄16年)(1703) 佐右京義処 長倉常因允 折紙
2月6日

年頭の礼、〈包紙〉

AS289-7-2 佐竹義処書状 (元禄16年)(1703) 佐右京義処 長倉蔵人主 折紙
9月25日

由緒について以後異議なきように

AS288.3-133 塩家伝来之証文之写 元禄16年(1703) 継紙

建武年間の地頭宛行状ほか、包紙2枚あり、〈袋〉塩無一同市右衛門一家塩長太夫書并伝来証文写一巻、元禄

十六年十一月廿二日塩無一持参

AS290-1 常州道程方角相尋候書付 元禄16年(1703) 壱岐守様御家人小 横帳(5)
林兵右衛門

AS290-2 常州筋道程方角可相尋書付 元禄16年(1703) 竪帳(10)

AS175-1-1 加茂左近・加茂順庵連署状 (元禄年間) 加茂左近・同順庵 中村与助・ 折紙
(1688～1704) 大和田内記
4月10日

常州鴨辺村加茂神社付近絵図出来につき添書、〈包紙〉(1-1のみ）、〈袋〉(1-1～1-3まで同一袋）
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AS175-1-2 武藤七太夫・竜田源太夫連 (元禄年間) 武藤七太夫・ 中村与助・ 折紙
署状 (1688～1704) 竜田源太夫 大和田内記

4月23日

常州鴨辺村加茂神社付近絵図出来につき添書、〈包紙〉(1-2のみ）

AS175-1-3 常州鴨辺村賀茂神社附近絵 (元禄年間) 92×94
図 (1688～1704)

彩色有

AS289-8-1 佐竹義処書状 8月21日 切紙

「徳雲公御所、南家臣飯田嘉七郎献之」と朱書の貼紙あり

AS289-8-2 佐竹義処書状 さ竹う京 御おくかた 折紙

「秋田藩家蔵文書」37-15原本資料、「徳雲公御書、南家臣飯田官蔵献之」と朱書の貼紙あり

AS289-8-3 佐竹義処書状 12月12日 佐右京 佐竹左近 折紙

佐竹義隆逝去の報に対する返文、〈包紙〉(朱書）明和元年申閏十二月寺崎弥太夫被召上

AS289-8-4 佐竹義処書状 2月14日 佐竹右京 義隆 折紙

任官の祝儀進物への礼、「徳雲公御書、志賀九十九献之」と朱書の貼紙あり

AS289-9-1-1 佐竹義処書状 4月3日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

参勤の途上より、〈袋〉徳雲院様御身筆十七通（9-1-1～9-1-17まで同一袋）

AS289-9-1-2 佐竹義処書状 10月22日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

将軍事、本庄因幡守宅へ御成

AS289-9-1-3 佐竹義処書状 10月7日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

病状への気遣い

AS289-9-1-4 佐竹義処書状 9月10日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

10日久保田着、梅津半右衛門気色しかとこれなし、ほか1枚

AS289-9-1-5 能組書付 切紙

能の演目と役者の書き上げ

AS289-9-1-6 佐竹義処書状 9月15日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

10日久保田へ着城の報告、ほか1枚

AS289-9-1-7 佐竹義処書状 正月2日 佐右京義処 佐竹四郎三郎 折紙

越年の祝い

AS289-9-1-8 (書付) 切紙

佐竹義処書状についての注記か
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AS289-9-1-9 佐竹義処書状 2月15日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

近況報告

AS289-9-1-10 佐竹義処書状 9月7日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

相手方の機嫌伺いと近況報告

AS289-9-1-11 (佐竹義処書状) 切紙

御国許御家老、上の思召と一致せず、進退向き大いなる障り

AS289-9-1-12 某書付 切紙

錦鶏など段々尾羽つき候事

AS289-9-1-13 佐竹義処書状 12月17日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

相手方の機嫌伺いと近況報告

AS289-9-1-14 佐竹義処書状 11月9日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

相手方の機嫌伺いと近況報告

AS289-9-1-15 佐竹義処書状 12月29日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

年末の挨拶、ほか1枚

AS289-9-1-16 佐竹義処書状 9月1日 佐右京 佐竹四郎三郎 継紙

旅中の報告

AS289-9-1-17 佐竹義処書状 正月22日 佐竹右京大夫義処 佐竹四郎三郎 折紙

三之丸様御嘉の御祝儀一件

AS310-183 佐竹義処書状写 11月21日 佐竹義処 佐竹義隆 折紙

久世大和守殿より申越ほか5ヶ条、〈包紙〉

AS289-9-3-1 高根日記抜書 坤 高根養者軒 竪帳(103)

寛文5年～延宝4年、延宝4年の職制改革についての記載あり、義処の治世・対幕府関係の記録

AS289-9-3-2 高根日記抜書 乾 高根養者軒 竪帳(107)

延宝5年～8年

AS289-9-3-3 高根日記抜書 高根養者軒 竪帳(123)

貞享2年～元禄3年

AS312-10 三奉行副役江御口上 宝永4年(1707) 折紙
12月11日

「宝永四亥年十二月鈴木勘解由片岡角右衛門江戸より被差下梅津半右衛門御役儀被召放候節被仰出候御書付

也」と付札あり、〈包紙〉

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



AS289-2 小野崎弥一兵衛届書 宝永6年(1709) 小野崎弥一兵衛 折紙
正月

佐竹彦次郎義継について

AS317-120 御本方支配 宝永6年(1709) 横帳(6)
10月10日

御本方支配下の職と人名の書上げ、天秤屋・大木屋・御大工頭・御壁塗頭・御染師・御大工・御壁塗・御塗

師・御船頭・湊御米蔵守

AS317-34 七組御歩行人数 宝永7年(1710) 人見勘之允・ 横帳(10)
3月10日 瀬谷勘兵衛・

平井喜六郎・
小助川庄左衛門・
鈴木平蔵

AS317-35 御小姓頭支配惣人数書付 宝永7年(1710) 石川縫殿之丞・ 横帳(14)
閏8月 望月伊大夫・

平井喜六郎

AS209-114-1 東北出仕家督式 元和6～正徳元年 竪帳(64)
(1620～1711)

AS387-11 御分流之御方式御用被仰付 延宝～享保 竪帳(43)
候節式御頼被仰付候節御本 (1673～1736)
家御勉之控

AS288-21-2 義峰公御大礼書抜、従御本 元禄3～享保17 竪帳(34)
家御勤留書 ・宝暦13年

(1690～1763)

合冊、（前)「岸八右衛門留書写也」、(後)「今宮義坡公後壱岐守義忠改御家督、壱岐守義道公後和泉守改御隠

居」

AS312-4 御代々御公務之覚 元禄14～嘉永5年 横帳(11)
(1701～1852)

〈袋〉御代々御公務控　

AS185-15 正宗寺清音寺手簡 簿冊(49)

大和田内記・中村与助に宛てた正宗寺や清音寺書状を綴じたもの

AS312-35 山辺一件書付 5月 又太郎 竪帳(3)

AS175-9 鎌倉八幡宮へ寄進之控 切紙

〈端裏〉(朱書）佐竹家ヨリ鶴岡八幡宮寄進領写一通 酒出一学季賢献之

AS185-12 社務光明院代々之内書付 10月15日 一乗院 折紙

宥壽・宥賢両名の調書

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS288.3-127 古代書付写 桜田喜兵衛 継紙

大平林清庵所持仕候古来書状之写

AS317-48 梅津主馬書付 3月14日 梅津主馬 横帳(18)

AS317-129 御同朋頭他名簿 横帳(2)

〈包紙〉下野国佐野辺之者所持之由布施角之丞方より写置候由大島小助遣候、四通写済、外ニ小助覚書壱通

入

AS175-11 渋江内膳他連署状 8月21日 渋江内膳・ 後藤七右衛門 継紙
須田伯耆・ ・中根九左衛
戸村十太夫 門

出雲大社御再興につき材木注文依頼について

AS288.3-40-12 宋雲院書状 6月24日 宋雲院 後藤利左衛門 切紙

江月和尚の墨蹟について

AS288-61 本源院様御代之儀真壁八郎 正月4日 真壁八郎右衛門 竪帳(8)
右衛門差上候覚書

〈包紙〉

AS312-36 岡三郎兵衛・菅谷小隼人連 正月4日 岡三郎兵衛・ 梅津半右衛門 継紙
署状 菅谷小隼人

「被仰付御買物之目録為御披見指上申候」ほか、〈包紙〉

AS792-1 薫物法書 折紙

〈包紙〉

AS399-5 東軍精要聞書 横帳(5)

〈包紙〉

AS399-6 聞書 横半(10)

AS399-7 見聞集 竪帳(30)

AS399-8 見聞録 竪帳(9)

AS399-9 軍法聞書 竪帳(11)

AS399-10 軍法聞書雑集抄 竪帳(32)

AS399-11 軍法書 竪帳(21)

AS399-16 龍韜凡六十九条、虎韜 横帳(3)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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３　秋田領内支配(正徳・享保期～嘉永期)

(1) 仰渡

AS317-124-1 組下給人へ申渡書 (寛延4年)(1751) 継紙

今度御入部につき吟味のうえ独礼の儀許可ほか

AS317-124-2 組下給人へ申渡書下書 切紙

惣給人勤方につき先年御尋の節支配方より書出の趣

AS343-1 酉年御発駕前於江戸被仰出 (明和2年)(1765) (佐竹義敦) 竪帳(4)
御書付之写

財用向改革につき被仰出、〈包紙〉酉年御発駕前於江戸被仰出御書付之写

AS343-2 御直書御書付 (明和2年)(1765) (佐竹義敦) 折紙
8月

財用向改革につき被仰出、〈包紙〉

AS343-3 御直書御書付 2月 継紙

財用向改革につき被仰出、〈包紙〉御自筆御書附

AS342-8-1 御直筆御年寄共へ被仰出候 (安永8年)(1779) (佐竹義敦) 年寄共 継紙
写 8月

塩谷伯耆家老職再勤仰せつけられの事ほか5ヶ条、〈包紙〉(8-1～8-2まで同一包紙）、〈包紙〉(8-1のみ）

AS342-8-2 御自筆御書付写 明和2年(1765) (佐竹義敦) 竪帳(3)
12月

財用仕向方改正につき5ヶ年間倹約執行の事、〈表題〉明和二酉年十二月四日御自筆御書付を以被仰出源左衛

門へ被相渡候由ニ而弥兵衛へ被相渡候付左ニ写

AS317-74 源通院様御直書 (明和3年)(1766) 継紙
3月

引渡座順につき仰せ渡され、〈包紙〉

AS209-67 被仰渡御自筆 明和3年(1766) (佐竹義敦) 継紙
3月

引渡座列不分明につき再吟味元禄年中徳雲院殿の規定に従うべし、〈包紙〉明和三年戌三月十五日被仰出候

御自筆之書

AS342-6 御自筆御書附写 (明和9年)(1772) (佐竹義敦) 継紙
4月

財用難渋・江戸屋敷類焼など国家の急難、よって諸役召仕方を始め差略・簡易を第一とすべし、〈表題〉明

和九年壬辰四月廿日於御座間被仰出御自筆之写

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS342-9 御直筆写 (安永10年)(1781) (佐竹義敦) 年寄共 継紙
正月18日

財用危急につき千両調達の事、〈包紙〉、ほか1枚

AS317-146 寺崎弥太夫御座御免被仰渡 (安永10年)(1781) 継紙
書付 2月

〈包紙〉安永十丑年二月廿一日、包紙3枚

AS342-10 御自筆書書附 (天明元年)(1781) (佐竹義敦) 継紙
6月

拝借金支払いについて、〈包紙〉

AS342-14 本方奉行宛御直書 閏5月23日 本方奉行 継紙

財用危急の差支えにつき手当方心得の事、包紙2枚あり

AS342-15 御自筆御書付写 8月 年寄共 継紙

江戸表財用難渋、米なりとも金なりとも評議を尽くし安堵の方策をたてよ、〈包紙〉

AS342-16 御条目 6月 切紙

倹約の事、〈包紙〉

AS342-11 御直書 (天明3年)(1783) (佐竹義敦) (小野岡四郎) 継紙
正月

かねてより用達共へ約束の引当てなど順よく手当てすべきよう申達すべき事、佐竹義敦自筆、〈包紙〉

AS342-12 疋田斎宛御自筆 (天明5年)(1785) (佐竹義敦) 疋田斎 継紙
2月29日

財用危急の差支えにつき手当て方の事、〈包紙〉

AS342-13 御借上御割書付 天明6年(1786) 継紙

徒並以下諸細工人手代類とも諸士同様御借上、ほか1枚

AS209-76 御入部御発駕以前ヨリ御道 天明8～9年 竪帳(48)
中被仰渡控 (1788～1789)

9月8日～4月29日

AS373-1 寛政以来学政之義御条目并 寛政5～天保7年 竪帳(21)
被仰渡 (1793～1836)

寛政5.8.19、寛政12.3.5、文化元.10、文化2.2、文政12.9.29、天保7.7.2、〈包紙〉朱書あり

AS342-17 御兵具御備銀に付達書 (寛政6年)(1794) 継紙
3月

塩硝の御払代金を兵具方の備銀とすべし、他への利用を禁ず、〈包紙〉寛政六寅年三月四日御用番但馬殿小

野崎作兵衛江被相渡候御書付

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS342-18 被仰出御直筆 (寛政10年)(1798) (佐竹義和) 勘定奉行・ 継紙
正月 財用奉行

家臣からの借知割合を弛められるよう出精努力せよ、〈包紙〉

AS342-20 御直筆写 正月 (佐竹義和) 勘定奉行・ 継紙
財用奉行

342-18と同文

AS342-19 借知割合書付 正月 継紙

〈包紙〉将監殿・斎殿・重郎兵衛殿・東十郎殿御列席にて新蔵・正親・波江・武右衛門・頼母・五右衛門・

善兵衛御呼出御演説之上被相渡候分

AS317-82 佐竹左衛門へ被仰渡候御自 寛政10年(1798) 佐竹義和 継紙
筆之写 3月

勤方出精・辛労につき旧知行高より500石を返還す、〈包紙〉

AS312-22-1 東家へ御直書被成下候写 享和3年(1803) 佐竹将監 継紙
2月24日

岡本但馬死去につき暫時無人にて現在の家老により執り行うよう指示

AS387-29 義和公御直筆御書付写 文化3年(1806) 継紙
2月

直参および陪臣の応対方についての心得、〈包紙〉

AS342-26 壱岐守様御書 (文化7年)(1810) 佐壱岐 塩谷伯耆・ 継紙
正月15日 真壁掃部介・

小野岡四郎・
小瀬又七郎・
疋田斎

財用難渋につき合力助成の願い、〈包紙〉

AS342-27 御直書を以て被仰出候御書 (文化10年)(1813) 勘定奉行・ 継紙
付 10月 郡奉行

財用難渋の危急につき今般六郡開発方格別に申しつける、出高の上は他年の入用、非常の手当に致すべき事、

〈包紙〉文化十年酉十月十一日陰之間江御出坐年寄衆御列席御勘定奉行郡奉行被召出 御直書を以被仰出候御
書付入

AS342-21 御直書 5月28日 (佐竹義和) 勘定奉行・ 継紙
財用奉行

財用向難渋につき万端改革せしめ国家の基業を新立いたしたき事、〈包紙〉

AS342-22 御自筆御書付写 (佐竹義和) 継紙

財政難渋、国家の危急にあたり、改革の必要性を説く、〈包紙〉

AS590-43 御撫育御執行御直書写、執 (文政年間) 竪帳(6)
達写外申渡書写 (1818～1830)

〈封筒〉御用書、文政八年乙酉十月中御撫育御執行御直書書写并執達写郡奉行国安又左衛門より格段申渡ケ

条書并心得候下札其外寺院申渡等之書付写
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AS312-42-1 御直書写 (文政8年)(1825) 継紙
10月

〈包紙〉文政八年乙酉十月中御撫育御執行之儀ニ付篤き思召形郡奉行江被仰渡候御直書之写并執達写（42-1
～42-2まで同一包紙）

AS312-42-2 執達写 (文政8年)(1825) 継紙
10月

AS322-3 御門法被仰渡写 文政12年(1829) 竪帳(16)
5月

AS342-32-1 御直筆之写 (天保4年)(1833) (佐竹義厚) 年寄共 継紙
9月

大凶作にあたり一人も餓死者を出さざるよう、一和救い合いの本志を述べる、〈包紙〉天保四年九月十九日

御記録方御番頭小貫佐渡江御用番御家老石塚源一郎相渡之、筆頭岩堀宗六江相渡候（32-1～32-2まで同一包
紙）、〈包紙〉(32-1のみ）

AS342-32-2 家老執達之写 (天保4年)(1833) (佐竹義厚) 切紙
9月

32-1に添えられた執達書

AS342-41-1 財用難渋に付被仰出控 (天保8年)(1837) (佐竹義厚) 年寄共 継紙
12月

〈包紙〉(41-1～41-3まで同一包紙）

AS342-41-2 財用難渋に付被仰出控 (天保8年)(1837) (佐竹義厚) 勘定奉行共 継紙
12月 ・郡奉行共

AS342-41-3 財用難渋に付被仰出控 (天保8年)(1837) (佐竹義厚) 用人・膳番・ 継紙
12月 納戸役

AS317-102-1 御加恩御書付案文 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 真壁甚大夫 継紙
2月

江戸詰中難渋の財用格段の取計い出精につき旧知高200石を還付、〈包紙〉天保九年戊戌二月五日於秋田御陰

之間小野岡大和真壁甚大夫へ御直々被仰出候御加恩御書付案文二通、同日大和へ被仰出候江戸詰当分御免之
御書付一通（102-1～102-2まで同一包紙）

AS317-102-2 御加恩御書付案文 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 小野岡大和 継紙
2月

天保飢饉時に登坂、数万の金穀調達、領民救助抜群の出精につき新知高400石を加増す

AS342-40-1 家口被仰出ニ付秋田御家老 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 年寄共 継紙
共へ被仰出之御書付草稿 8月

〈包紙〉(40-1～40-6まで同一包紙）

AS342-40-2 家口被仰出ニ付秋田御家老 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 老共 継紙
共へ被仰出之御書付草稿 8月
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AS342-40-3 家口被仰出ニ付秋田御家老 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 勘定奉行・ 継紙
共へ被仰出之御書付草稿 郡奉行

AS342-40-4 家口被仰出ニ付秋田御家老 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 勘定奉行・ 継紙
共へ被仰出之御書付草稿 8月 評定奉行共

AS342-40-5 小野岡大和宛達書 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 大和 切紙
8月21日

取急ぎ登坂のこと催促

AS342-40-6 年寄宛達書 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 孫大夫・ 継紙
8月21日 甚大夫

小野岡大和登坂につき、その留守中両人にて政事向き取扱いの事

AS342-46-1-1 年寄宛達書 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 孫大夫・ 継紙
8月21日 甚大夫

40-6と同文、〈包紙〉案文四通、天保九年戊戌八月廿一日秋田表被仰出候事（46-1-1～46-1-2まで同一包紙）

AS342-46-1-2 小野岡大和宛達書 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 大和 切紙
8月21日

40-5と同文

AS342-36-1 家口米仕法被仰出写 (天保9年)(1838) 継紙
9月

巳年の凶作より財用難渋、やむをえず当戌年より寅年迄御領内一統飯料家口の仕法を執行の事

AS317-103 小野岡大和宛申渡書 (天保9年)(1838) (佐竹義厚) 切紙

近年来国政多端、財用混雑ゆえ当分江戸詰を解き国元への帰還を命ず

AS343-5 御口演書草稿 (天保9年)(1838) (小野岡大和) 継紙

大坂館入よりの借財莫大、今般家口執行し余米を買い上げ借財の返済にあてる

AS312-28-1 演説書 6月 継紙

「屋形様より鼎様江」、鼎様の待遇について、〈包紙〉(28-1～28-2まで同一包紙）

AS312-28-2 佐竹鼎伺書 6月 佐竹鼎 継紙

老年休息の合力は以後御断り申し上げたし

AS342-46-2 家老共江申渡書 天保11年(1840) (佐竹義厚) 継紙
2月1日

仙北三郡不作不納多分・人気不穏につき取立などについては領民の立ち行くようの取扱専要の事、〈包紙〉

AS342-37 被仰渡草稿 年寄共 継紙

両都借財莫大につき財用の基本を立てるためやむを得ず領民へ5万石の御用米を課す
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AS342-42-1 御用米被仰出草稿 (佐竹義厚) 年寄共 継紙

両都の借財返済のため、領内に5万石の用米を仰せつける、〈包紙〉(42-1～42-2まで同一包紙）

AS342-42-2 御用米被仰出草稿 (佐竹義厚) 郡奉行共 継紙

AS342-43 御直書 8月 (佐竹義厚) 勘定奉行・ 継紙
評定奉行共

家口米仕法執行の決意、〈包紙〉

AS342-44 御趣意書御草稿 12月 (佐竹義厚) 老共 継紙

表方・側方一和いたし国家相続・財用成立ちのため出精せよ、ほか1枚

AS342-45 御自筆写 4月6日 (佐竹義厚) 年寄共 継紙

鳥越様知行米一件、〈包紙〉

AS312-48-1 屋形様御逝去に付御条目 (弘化3年)(1846) 竪紙
9月

48-1～48-3まで同一帯

AS312-48-2 屋形様御逝去に付御条目 (弘化3年)(1846) 竪紙
9月

AS312-48-3 屋形様御逝去に付御条目 (弘化3年)(1846) 竪紙
9月

AS312-49 天樹院様御代御直書御書附 (弘化3年)(1846) 竪帳(13)
写

〈包紙〉天樹院様御代追々被仰出東家御用取扱之御規定 右源右衛門へ為心得相尋候所写取指越 弘化三丙午

年十月廿八日

AS159-5 御教諭書写 2月 継紙

養老御執行につき仰せ渡し、〈包紙〉

AS289-9-2 徳雲院様御遺命之御書付写 竪帳(8)

〈包紙〉左近様御符印ニ而天明六午年六月六日被願置候旨御用人藤井監物御取次ニて被相渡候

AS310-178 御直書草案 竪帳(6)

AS312-38 被仰渡書 切紙

御幼年中御政務諸事御家老へ御相談取捌の事

AS317-125 御国本より罷下候指南之覚 今宮摂津守指南 横帳(4)

〈包紙〉先祖組下給人書付一通
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AS317-133 御供之面々江被仰渡覚他条 継紙
々

「御歩行頭江被仰渡覚」「御刀番江被仰渡覚」「大番大小姓御小姓江被仰渡覚」「御歩行組頭同御目付江被仰

渡覚」ほか全40ヶ条

AS322.5-12-1 条々 12月 継紙

武家の心構え13ヶ条

AS322.5-12-2 条々 12月 継紙

AS322.5-14-1 御条目 辰　12月 継紙

財政窮迫につき倹約の事、〈包紙〉田中勘兵衛差上候御条目之写四通（14-1～14-2まで同一包紙）

AS322.5-14-2 御条目 12月 継紙

AS322.5-15 上意之覚 12月 継紙

家中の風儀の衰えについて条々、諸士の輩重だちたる面々に対し麁略の致し方あるまじき事など

AS322-4 御条目 6月 竪帳(8)

御条目弐通／左近様江被仰達候御口上控写／壱岐守様播磨守様江被仰達候御口上控写

AS322-5 奥御掟書 竪帳(10)

AS322-6 御供之面々被仰渡御条目 竪帳(31)

AS342-36-2 被仰渡控 未　正月 継紙

在番御定府被下金・御仕切金・御合力等割合借上等についてほか

AS342-47 御倹約被仰出 7月11日 継紙(2)

AS342-48 御倹約被仰出 12月 継紙

AS342-52 壱岐守書状写 2月17日 壱岐 御国元御財用 横帳(5)
奉行

国家の財政難渋につき、〈包紙〉

AS342-53 佐竹壱岐守御自筆 5月 勘定奉行 継紙

去作不熟、四民の手当行き届きかね当惑のいたり云々、〈包紙〉

AS342-55 御財用向等御変革被仰出之 10月5日 竪帳(5)
趣

AS343-11 御自筆之写 9月 竪帳(12)

財政改革についての被仰渡、〈包紙〉
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AS343-6 財用建直ニ付趣意書 酉　12月 継紙

難事において諸役一括いたし重き仕法を執行し、国家の財政の基本を建てるべき事、〈包紙〉趣意書

AS343-9-2 壱岐守殿江相渡候自筆書附 3月29日 継紙
写

2万石助成米滞りの事について、〈包紙〉壱岐守殿江相渡候自筆書附写

AS383-6 倹約ニ付被仰渡別紙 12月 継紙

〈包紙〉倹約藩制

AS611-9 六郡開発之思召ニ付被仰渡 酉　10月 御勘定奉行・ 継紙
郡奉行

財政逼迫のため御曹司様御成長後の御勤の手当、あるいは凶年の備のため六郡の開発を申しつける、〈包紙〉

AS611-10 将軍野御鷹野等開墾に付被 7月 竪帳(3)
仰渡

AS630-1 養蚕取立ニ付被仰渡 正月 金易右衛門・ 継紙
蓮沼仲・益田
治右衛門・松
本丹下・国安
又左衛門

養蚕取立のため養蚕係を申しつける

(2) 書上・書状

AS317-45 渋江宇右衛門届書 (正徳3年)(1713) 渋江宇右衛門 寺崎弥左衛門 折紙
閏5月8日

役儀辛労の功につき駕篭代御扶持給与、心易く勤むべき事などの「被仰渡」について

AS343-4 諸頭諸役人へ御年寄衆直々 享保2年(1717) 継紙
被仰渡候書付 10月30日

財用逼迫につき倹約方の事、〈包紙〉

AS342-31 大沢弥五兵衛他連署届書 (享保3年)(1718) 大沢弥五兵衛・ 継紙
2月16日 駒木根丹下・

東須平馬

内証向難渋につき倹約方につき年寄共と審議の上、御勘略筋の箇条をさし上げ申すべき事、「享保三戌年二

月十六日」と貼紙あり、〈包紙〉

AS317-54 勤方被仰渡覚 (享保12年)(1727) 折紙
11月

諸訴取次の事、財用方吟味役廃止の事、包紙2枚あり
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AS288-24 今宮義透口上書控 享保16年(1731) 今宮大学 継紙
3月22日

佐竹豊前守を宗家の養子とする件について上申、〈包紙〉

AS288-25 宇都宮典綱覚書 享保16年(1731) 宇都宮帯刀典綱 継紙
3月22日

佐竹豊前守を宗家世嗣と願い出るにあたり屋形様に実子誕生の節は豊前守の世嗣とすべき事、〈包紙〉

AS288-26-1 佐竹豊前守御請覚書 享保16年(1731) 佐竹豊前守 継紙
3月

豊前守、宗家世嗣となることの請書、〈包紙〉(26-1～26-6まで同一包紙）、包紙2枚あり

AS288-26-2 佐竹豊前守覚書 享保16年(1731) 佐竹豊前守 佐竹中務・今 継紙
3月 宮大学・多賀

谷左兵衛・大
越甚右衛門・
小瀬縫殿助

宗家の世嗣となることについての家老たちへの申渡書、〈包紙〉御家老中江覚書（26-2のみ）

AS288-26-3 佐竹豊前守覚書 享保16年(1731) 佐竹豊前守 宇都宮帯刀 継紙
3月

〈包紙〉御家老中江覚書（26-3のみ）

AS288-26-4 若殿様御口上之覚 (享保16年)(1731) 佐竹左衛門ほ 継紙
5月 か6名

世嗣養子願い認可につき御名御改御登城御礼首尾よく相済む、〈包紙〉(26-4のみ）

AS288-26-5 式部少輔家家臣取扱ニ付書 (享保17年)(1732) 切紙
付 閏5月17日

若殿様宗家世嗣となるによって式部少輔家跡立ておかれざるにつき自分ども儀是迄通り御擬下されたき事

AS288-26-6 御意之覚 (享保16年)(1731) 切紙
5月

豊前守様養子願い相済むについて向後は若殿様と称し屋形様同様心得るべき事

AS288-28 家老衆連署誓文 元文3年(1738) 向右近政美ほか5名 継紙
3月20日

向後御実子様御誕生の節の心得について、〈包紙〉

AS288-29 小田野正純・宇都宮典綱連 元文3年(1738) 小田野斎正純・ 継紙
署誓文 4月12日 宇都宮帯刀典綱

向後御実子様御誕生の節の心得について、〈包紙〉

AS185-4-1 尊寿院様依御願御挨拶被為 明和6年(1769) 切紙
仰進候書付 8月29日

御合力米100石加増について、〈包紙〉右者明和六年八月廿九日大小姓番頭真壁十兵衛を以御役所へ留置さし

置候様ニ迚老衆より被相渡候（4-1～4-2まで同一包紙）
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AS185-4-2 長山久平届書 宝暦3年(1753) 長山久平 継紙
4月23日

御合力米今年より都合100石に加増

AS288.3-3 川崎忠基言上書 宝暦7年(1757) 竪帳(13)
10月13日

〈表題〉於御陰間御記録御用申上候留書

AS288-41-2 幸之助様御名乗文字書付 明和2年(1765) 切紙
12月25日

〈包紙〉幸之助様御名乗文字書付壱枚 明和二年酉十二月廿五日大小姓番早川喜太郎を以被指出候

AS289-17 左近様御書付 (明和7年)(1770) 切紙
3月21日

義舜公御伝記一巻返却の事、〈包紙〉2枚あり

AS288-36-1 土屋新之允覚書控 (明和年間) 土屋新之允 折紙
(1764～1772)
7月4日

去秋中御殿焼失のため御右筆所日記残りなく焼失、よって江戸表へ貸出し中の御日記を早々さし下されたし、

〈包紙〉

AS342-7 書付草稿 安永4年(1775) 福地三太郎・ 井上清右衛門 竪帳(9)
3月9日 上杉文蔵・

石井嘉左衛門

〈表題〉安永四年未草稿、〈包紙〉

AS310-186-1 左近様御自筆写 (天明5年)(1785) 継紙
7月

御政事御財用の儀につき存念ある者は何にても上申あるべし、〈包紙〉(186-1～186-2まで同一包紙）

AS310-186-2 年寄衆演説覚 7月 継紙

AS659-6 御鷹方支配宛申渡書 寛政4年(1792) 両役連名 御鷹方支配 継紙
7月

鷹匠・鷹仕入の節御朱印願いの事ほか条々

AS327-2-1 佐竹左衛門組下給人森田惣 (寛政9年)(1797) 佐竹左衛門組下湯 横帳(7)
六口書 6月6日 沢給人森田惣六

佐竹左衛門組下給人、同支配歩行殺害一件につき関係者への尋問および口書、ほか1枚

AS327-2-2 雄勝郡倉内村藤兵衛口書 (寛政9年)(1797) 雄勝郡倉内村藤兵 横帳(4)
6月11日 衛

AS327-2-3 佐竹左衛門歩行鈴木小助口 (寛政9年)(1797) 佐竹左衛門歩行鈴 横帳(2)
書 6月8日 木小助
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AS327-2-4 佐竹左衛門組下湯沢給人上 (寛政9年)(1797) 佐竹左衛門組下湯 横帳(8)
遠野平蔵実弟浪人上遠野源 6月7日 沢給人上遠野平蔵
八口書 実弟浪人上遠野源

八

AS327-2-5 佐竹左衛門組下湯沢給人森 (寛政9年)(1797) 佐竹左衛門組下湯 横帳(3)
田惣六再応口上 6月13日 沢給人森田惣六

AS327-2-6 佐竹左衛門組下湯沢給人上 (寛政9年)(1797) 佐竹左衛門組下湯 横帳(4)
遠野平蔵実弟浪人上遠野源 6月13日 沢給人上遠野平蔵
八再応口上 実弟浪人上遠野源

八

AS327-2-7 佐竹左衛門組下湯沢給人芳 (寛政9年)(1797) 佐竹左衛門組下湯 横帳(4)
賀伊右衛門・菊地喜六郎口 6月11日 沢給人芳賀伊右衛
書 門・菊地喜六郎

AS288.3-53 主計殿江被仰渡候書付 (寛政11年)(1799) 継紙
3月

今宮源助列席の節は禄並次第、〈包紙〉寛政十一年未三月六日役頭松野茂右衛門ヲ以被相渡候主計殿へ被仰

渡候書付壱通

AS289-44 岡本但馬書状 (寛政11年)(1799) 但馬 文右衛門 継紙
7月

到来の書載披見の上、事により同職中へ申会

AS310-5 御右筆願書 (寛政12年)(1800) 御右筆 継紙
7月

右筆所近年手狭に付、新規御普請の願い

AS317-83-2 御頭衆より相渡候書付 寛政12年(1800) 継紙

佐竹主計死去につき角館へ香典上使を勤めた件についての報告、〈包紙〉

AS317-86 御用所より町々ニ御触写 (文化8年)(1811) 継紙
12月

御用所御普請出来につき来月御移徙、これにより向後定めの条々、〈包紙〉御用所より町々ニ御触写一通 文

化八年十二月廿日於評定所御副役北羽平四郎・国安又兵衛へ相渡候

AS310-8-2-1 御当君様と可奉称御一件御 文化12年(1815) 岡本又太郎元長・ 継紙
先例吟味書 小野岡大和義音・

疋田斎定綱

御幼年故屋形様と称する件について御機密あり、8-2-1～8-2-2までの帯封あり

AS310-8-2-2 佐藤源右衛門演説書 (文化12年)(1815) 佐藤源右衛門 継紙

御忌明か遺跡相続までは御当君様と称すべき事

AS280-7 疋田斎・宇都宮帯刀連署証 文化13年(1816) 疋田斎定綱・宇都 早川庄九郎 折紙
文 8月28日 宮帯刀重綱

御下字拝領延引について

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－231－

Ⅲ．近世秋田藩資料



佐竹文庫目録

AS317-96 町触控写 文政8年(1825) 綴(2)
6月

献上物によって武士に召し立てられた者の儀につき条々

AS280-8 出仕家格申立控、諸家家格 天保2・13年 竪帳(32)
申出控 (1831・1842)

合冊

AS385-8 佐藤源右衛門申渡書 天保8年(1837) 切紙
8月

御月見御年忘の節御膳等の次第書付、〈包紙〉天保八年丁酉八月十四日御用番御家老佐藤源右衛門殿被仰渡

候趣ニ而御番頭福原彦太夫殿筆頭剛太江被相渡候御書附

AS342-38 勘定奉行演説書 (天保8年)(1837) 御勘定奉行 継紙
12月

財用向についての上申書、〈包紙〉演説書 本書御勘定奉行金易右衛門自筆天保八年丁酉十二月十九日秋府御

政務所ニ而御家老小野岡大和・真壁甚太夫・佐藤源右衛門列座御勘定奉行金易右衛門・国安又左衛門・小野
崎又右衛門罷出申聞候演説之覚

AS312-29 建白書 (天保年間) 横半(3)
(1830～1844)

去巳年以来人気不穏、正金銭払底、政治向分裂等の事、〈包紙〉此密書誓于神明不可為口外者也恐懼々々可

慎

AS569-1 院内銀山出銀模様書上 弘化4年(1847) 院内銀山 竪帳(4)

〈包紙〉院内銀山出銀模様書入

AS317-101-3 田代新右衛門申聞候覚 嘉永2年(1849) 継紙
2月5日

新右衛門御目付御用のため国元へ出立、留守中に配慮し御側方役々の役割を説く

AS342-50 御暮方御借財御仕法大旨書 嘉永2年(1849) 佐藤源右衛門 継紙
抜置 2月

江戸表の借財元利高とその返済案、〈包紙〉

AS342-49 佐藤源右衛門書状 (嘉永2年)(1849) 佐藤源右衛門 継紙
2月9日

江戸表御借財の措置について江戸表において評議のうえ上申す、その件について異議あれば清水衛門に伝言

されたし

AS312-21-1 上書 竪帳(36)

宇留野源兵衛勝明上書、山方太郎左衛門泰護上書、疋田斎定常上書

AS312-21-2 上書 竪帳(29)

高垣兵右衛門重枝上書
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AS312-21-3 上書 竪帳(19)

茂木左太右衛門知康上書

AS312-21-4 上書 竪帳(26)

通霄院様より茂木是好江被下置候御書写并知亮上書写、古老伝来鈔

AS312-21-5 上書 竪帳(96)

今宮大学義透上書

AS312-21-6 上書 竪帳(45)

今宮大学義透上書

AS312-21-7 上書 竪帳(84)

黒沢多左衛門元重上書、佐藤無及上書、黒沢多左衛門元重上書、山方杢之助貞直上書、梅津主馬利忠上書

AS312-21-8 上書 竪帳(40)

大田丹下重厚上書

AS312-21-9 上書 竪帳(44)

今宮大学義透上書

AS312-21-10 上書 竪帳(28)

大田治大夫成章上書

AS159-4 御心得御書付 竪帳(7)

冒頭に「天寿院様御乗出前故、疋田斎定常儀御心得之為申上候書載」とあり

AS209-339 御証文被下置候御吉日宝鏡 5月24日 宝鏡院 折紙
院考書

〈包紙〉

AS288-5 御系図書抜 8月 佐藤源右衛門 竪帳(5)

AS310-12-1 高橋政孝他連署状 4月21日 高橋久太政孝ほか 半田佐左衛門 継紙
5名

給人中山助五郎吟味口上書写并文庫御封印一件覚書言上について、〈包紙〉

AS310-12-2 目付言上書 4月21日 御目附 継紙

宏徳院御代の言上覚書の文庫及び鍵の管理について、〈包紙〉

AS310-185 梅津外記書状他 7月22日 梅津外記 太越甚右衛門 竪紙

買掛り銀払い方について

AS312-11 信太主水小旗之事 小田部五 竪帳(25)
郎右衛門御訴訟書
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AS312-9 梅津忠雄他連署状 9月14日 梅津与左衛門・ 大越甚右衛門 継紙
須田伯耆・
戸村十太夫

今度御供替につき、登りの衆を二組に分け帳にして差し上げるほか

AS317-116 宇都宮帯刀・塩谷伯耆連署 11月25日 宇都宮帯刀・ 継紙
状 塩谷伯耆

石塚孫太夫・佐藤源右衛門へ御加恩仰せ出され方の事

AS317-90 平元貞治伺書 8月 平元貞治 継紙

御他領へ御出張の節御道中取締方につき伺い、〈包紙〉

AS387-45 佐竹豊前守伺書 3月26日 佐竹豊前守 継紙

〈包紙〉献上物御伺書御附札共写并別紙御書付之写

AS559-4 黒田郡左衛門・黒田郡兵衛 2月 黒田郡左衛門・ 継紙
届書 同郡兵衛

砲術諸流派の解説

(3) 儀礼・儀式

AS317-40 御入部之節并正月御盃頂戴 (正徳元年)(1711) 横帳(2)
之次第 12月

「正徳元卯十二月日」と朱書あり

AS209-38 御出陣御規式 享保2年(1717) 折紙
8月24日

出陣の御盃の次第ほか、〈包紙〉

AS209-36 東家江御成立式 享保2年(1717) 竪帳(4)
9月25日

AS209-40 円明院様御代御系図御拝見 享保5年(1720) 竪帳(6)
之次第 正月11日

AS209-39 御日記抜書御在府定式 下 (享保年間) 岸八右衛門百吉写 竪帳(91)
(1716～1736)

冒頭に「享保四亥年同八卯年迄之考」とあり

AS386-2-1 若殿様御半元服之次第 延享3年(1746) 竪帳(6)
8月12日

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－234－



AS386-2-2 義敦公御元服之節御理髪並 明和元年(1764) 竪帳(8)
ニ柳盤トモニ明和元年八月
朔日八幡内陣江御奉納之節
之次第

天明6年写

AS209-55 引渡座順申渡覚 宝暦元年(1751) (佐竹義真) 横帳(3)
12月29日

包紙2枚あり

AS209-57 於金之間御系図御拝見之礼 (宝暦8年)(1758) 竪帳(5)
正月11日

冒頭に「宝暦八戊寅」の貼札あり

AS209-58 恭温院様御代御系図御拝見 宝暦8年(1758) 竪帳(6)
之次第 正月11日

AS209-59 御系図御拝見之次第 宝暦8年(1758) 竪帳(8)
正月11日

土屋知虎日記の宝暦八年正月十一日条抜書

AS317-71-2 家老列座書 (明和元年)(1764) 切紙
閏12月

〈包紙〉

AS209-64 明和三戌正月十一日 於御座 明和3年(1766) 竪帳(5)
間御系図御拝見之御式 正月9日

AS209-63 明和三年丙戌正月十一日 続 明和3年(1766) 竪帳(15)
御系図上覧之式并御事初式 正月11日

AS209-65 明和三年丙戌正月十一日 御 明和3年(1766) 竪帳(12)
事初并続御系図御拝見之式 正月11日

AS209-66 源通院様御代御系図御拝見 明和3年(1766) 竪帳(5)
之次第 正月11日

AS526-1-3 御霊屋略図 明和3年(1766) 順澄 81×155

彩色有

AS385-2 年頭御祝儀覚 天明3年(1783) 御曹司様御用人藤 竪帳(10)
正月元日 井日記

AS385-3 年頭御祝儀覚 天明4年(1784) 藤井日記 竪帳(10)
正月元日
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AS386-254 源通院様就大御法事拝礼之 天明5年(1785) 横帳(13)
次第 7月23日

〈包紙〉

AS209-74 御判物式一件 天明8年(1788) 竪帳(8)

AS209-77 天樹院様御系図御拝見之式 寛政2年(1790) 竪帳(10)
正月11日

於御座間

AS209-79 天樹院様御代御系図御拝見 寛政2年(1790) 竪帳(9)
之御式 正月11日

AS209-84 新撰御家譜御拝見留書 寛政7年(1795) 那珂正左衛門 竪帳(6)
12月22日

AS209-85 新撰御家譜御拝見留書 寛政7年(1795) 那珂正左衛門 竪帳(6)
12月22日

AS209-86-1 新撰御家譜差上候節御席順 (寛政7年)(1795) 45×43

彩色有

AS209-90-1 御鎧御召初御絵図草稿 寛政10年(1798) 御右筆所 56×82
3月14日

4枚に断裂、彩色有、〈袋〉寛政十戊午年三月十四日御鎧召初御規式御記録入、但御絵図共、御右筆所（90-1
～90-2まで同一袋）

AS209-90-2 御鎧召初御規式御記録稿 寛政10年(1798) 御右筆所 竪帳(18)
3月14日

AS209-88 岡本元亮直筆写 寛政10年(1798) 岡本元亮 継紙

正月御謡初の節御肴献上の次第について、〈包紙〉

AS209-92 岡本元亮直筆写 寛政10年(1798) 岡本元亮 継紙

御謡初の節御広間にて御肴献上の次第について

AS322-2 出仕掟 寛政11年(1799) 竪帳(35)
4月

AS209-91 御苗字引渡廻座童形御目見 寛政10～天保12年 横半(7)
出仕家督御礼之節御取扱之 (1798～1841)
覚

AS386-163 香琳院様御死去一件 文化7年(1810) 竪帳(35)
5月29日～6月1日
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AS209-101 二之丸御勘定処勘定目録江 文化9年(1812) 竪帳(6)
御印被指出候付金御書院江 3月5日
御出座被成置候次第御記録

AS209-102 二之丸御勘定処勘定目録江 文化9年(1812) 竪帳(12)
御印被指出候付金御書院江 3月5日
御出座被成置候次第御記録

AS209-99 義和公御旗御勝截記録 全 文化9年(1812) 竪帳(87)
5月5日～9月16日

文化九壬申年七月中御旗御勝截被成置之旨被仰出屋形様義和公御在江今年三月中御参府ニ付御名代を以御勝

截被成置候留書／御旗御勝截ニ付御手紙向々伺諸願取纏帳／向々窺書取纏

AS209-125-1 仙北筋御巡行御行列帳 文政5年(1822) 横帳(7)

AS385-4 続年頭酒盃記稿 文政7年(1824) 竪帳(90)

寛政8・10・12年、享和2・4年の記事

AS209-134 於金之間御系図御拝見之次 文政8年(1825) 横半(6)
第 12月1日

AS386-249 崇源院様七百回御忌御法事 文政9年(1826) 竪帳(8)
同御法事済御祝儀御記録 10月19日

～10月20日

崇源院…源義光

AS289-19-1 天樹院様新調御家譜差上候 天保5年(1834) 竪帳(13)
節記録 8月3日

〈袋〉

AS209-182 於御上座敷拝領物之大略 嘉永2年(1849) 切紙
4月

AS209-183 屋形様御元服御規式被遊御 嘉永4年(1851) 横帳(19)
整候節御次第書同御三ツ目 2月22日
御規式被遊御整候節御次第
書

AS385-31-1 年始御規式書 折本

〈包紙〉年始御規式書 曽我様より御借入ニ而御写ニ相成候四通（31-1～31-4まで同一包紙）

AS385-31-2 年始御規式書 正月元日 折本

AS385-31-3 年始御規式書 正月3日 折本

AS385-31-4 年始御規式書 正月2日 折本
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AS209-145 御下国御道中記 5月1日～5月17日 竪帳(114)

AS288.3-206-1 佐竹義珍願書 5月12日 (佐竹義珍) 継紙

元服・出仕式等旧格に改められたし、〈包紙〉(206-1～206-3まで同一包紙）

AS288.3-206-2 (出仕節書付) 折紙

出仕の節の御見廻・御乗物使用の可否等

AS288.3-206-3 某書状 10月10日 弥三郎 剛太 切紙

両家一条につき此方家の秘書写、また政景・忠宴の日記の抜書等を遣わす、貼紙あり

AS209-142-2-1 御直筆御附札書付綴 綴(3)

〈包紙〉(142-2-1～142-2-10まで同一包紙）、〈包紙〉(142-2-1のみ）

AS209-142-2-2 被仰渡に付請書 6月6日 継紙

〈包紙〉最初被仰出候已後五日ニ御思召被仰出候趣何茂得心仕候哉之御尋被仰出候節申上候書付

AS209-142-2-3 申渡書并請書 6月 継紙

〈包紙〉最初宇右衛門申渡之趣且孫太夫初御請之趣之由指上候書付

AS209-142-2-4 座列一義に付差上候書付 6月10日 継紙

座列につき一門及び他家の存念につき上申、〈包紙〉右一儀ニ付四五日過差上候書付

AS209-142-2-5 今度被仰渡候座列一列 継紙

〈包紙〉是ハ御料理之節被仰出候一方之座順

AS209-142-2-6 御尋に付申上候書付 6月7日 継紙

〈包紙〉大和十郎・十太夫此方ニ罷在候内御尋被仰出候節申上候書付

AS209-142-2-7 座列一義に付差上候書付 6月5日 継紙

御入部御祝儀座列をめぐり一門が不満申し立てる

AS209-142-2-8 古来より之座列一例 切紙

〈包紙〉古来一方之座順

AS209-142-2-9 今度被仰出候座列書付 切紙

〈包紙〉此御書付先日御料理之節最初被仰出候座順之由御目付指上候

AS209-142-2-10 古来より之座順書付 切紙

〈包紙〉此書付古来より之座順之由御目付指上候

AS386-12-1 御先代様御元服覚 7月 継紙

〈包紙〉(12-1～12-3まで同一包紙）

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS386-12-2 御先代様御元服覚 継紙

歴代藩主の元服加冠の年月日の書上げ

AS386-12-3 御先代様御元服覚 継紙

「義和公御服御用係之御用人御膳番御附御納戸役江思召被仰出候旨御家老疋田斎於部屋申渡候趣」

AS209-325 日光御宮御霊屋御参詣之次 8月 継紙
第

〈包紙〉

AS386-250 崇源院様御祥忌日ニ付諸役 11月9日 継紙
書付

AS209-29 公辺御勤之次第御前様初而 11月27日 竪帳(47)
御表江被為入候次第 ～12月15日

AS209-160-1 御系図御拝見御式書 継紙

〈包紙〉（160-1～160-3まで同一包紙）

AS209-160-2 御系図御拝見御式書 継紙

AS209-160-3 御系図御拝見御式書 12月 切紙

AS288.3-205 佐竹左衛門願書 12月 佐竹左衛門 継紙

元服の式・返盃・御一字・乗輿、右4ヶ条旧格に復しおかれたき願、〈包紙〉、〈袋〉

AS209-30-1 出仕式 竪帳(65)

AS209-30-2 出仕式 御用局 竪帳(46)

東家出仕の後に東家継目、北家出仕などが続く

AS209-30-3 出仕式 御側頭取局 竪帳(41)

AS209-31 御着城御規式 竪帳(12)

AS209-32 御入部御祝儀之御料理 竪帳(25)

正徳元年の貼札あり

AS209-33 御入部御在国御規式 御着城 竪帳(26)
ヨリ

正徳元年の貼札あり

AS209-68 年中御式留書 近藤 竪帳(33)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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佐竹文庫目録

AS209-75 東北南諸被仰渡並出仕式 竪帳(71)

佐竹丹後江被仰渡候御書付写／佐竹左衛門南家殿上元服之式并出仕家督御礼之節返盃復古之次第留書／南家

江御直書写

AS209-78 於金之間御系図御拝見之次 竪帳(7)
第

AS209-192 御刀番例叢目録 竪帳(132)

AS209-305-1 御姫様御平常御行列帳 横帳(7)

AS209-305-2 御姫様御平常御略御行列帳 横帳(4)

AS209-306 御姫様御社参御行列帳 横帳(7)

AS209-307 御行列帳 横半(12)

AS209-330 旗本人数行列帳 横帳(13)

AS209-331 御束帯御轅ニ而御登城之節 横帳(14)
御行列帳

AS209-333 御登城并御廻勤之節御行列 横帳(10)
帳

AS209-338 参向之覚 折紙

AS209-342 座席覚 横半(21)

AS209-344 北東両家元服出仕草案 竪帳(34)

北東両家元服出仕草案／南大館両家出仕草案／南大館両家継目之御礼草案／出仕継目御作法草案

AS288.3-210 御腰物拝領之家々 竪帳(21)

御腰物拝領并童形御目見之家々

AS317-60-1 出仕継目定格 竪帳(62)

AS317-60-2 出仕継目定格 竪帳(62)

AS384-28-1 御鉄醤水始御式 竪帳(3)

AS384-28-2 公儀殺生御留日 継紙

〈包紙〉

AS385-5 御行事記録 竪帳(85)

嘉永5年の貼紙あり

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS385-6 年中行事 竪帳(124)

AS385-7 御在江年中行事 竪帳(86)

AS386-16 御誕生并御蟇目之記附録 竪帳(97)

AS386-81 御式御先例書 横半(17)

AS386-251 御法名書附 横帳(2)

〈包紙〉御事跡御書附壱冊・御法名書附壱通、義舜～義都

AS386-252 御法号及御忌日覚 竪帳(4)

〈包紙〉御法号及御忌日覚、義宣～義厚

AS386-268 御香奠献上目録 切紙

〈包紙〉御香奠献上之覚書 右ハ大猷院様廿一廻忌御法事之時

AS387-1 武人作法書 横半(65)

刀剣の扱いや弓箭・馬術の作法等を記す、後半に多賀谷氏の軍功記録を掲載、ほか2枚

(4) 留書

AS320-2 諸法度書 寛永18～嘉永7年 継紙
(1641～1854)

武家諸法度（嘉永7）／江戸御法度之写（寛永18）／礼日茶屋口より出候面々（享保20）／御評定所江壁書

（文化8）／定（文化8）、〈包紙〉

AS209-27 屋形様義格公御入部ニ付御 正徳元年(1711) 御膳番八島小右衛 竪帳(36)
先代之儀御吟味於秋田極候 5月 門
御帳

AS209-28 屋形様義格公御入部御道中 正徳元年(1711) 御供御膳番八島小 竪帳(69)
御帳 5月 右衛門

AS312-13 正徳五乙未年七月迄記之 正徳5年(1715) 竪帳(27)

AS317-55 享保十五年戊三月より同十 竪帳(5)
六年亥十一月迄御用留書之
内

AS209-42 四ツ小屋御鷹野御帳 享保19年(1734) 竪帳(23)
5月

AS209-56-1 古来勤書 一 竪帳(148)

享保～文政期を主とした江戸屋敷の事例書上、天保～慶応期の追記あり

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－241－

Ⅲ．近世秋田藩資料



佐竹文庫目録

AS209-56-2 古来勤書 二 竪帳(152)

AS209-56-3 古来勤書 三 竪帳(205)

AS209-56-4 古来勤書 四 竪帳(109)

AS209-56-5 古来勤書 五 竪帳(123)

AS209-56-6 古来勤書 六 竪帳(123)

AS209-56-7 古来勤書 七 竪帳(123)

AS209-56-8 古来勤書 八 竪帳(110)

AS209-56-9 古来勤書 九 竪帳(134)

AS209-56-10 古来勤書 十 竪帳(121)

AS209-56-11 古来勤書 十一 竪帳(138)

AS209-56-12 古来勤書 十二 竪帳(106)

AS590-42-1 座敷飾 元文2年(1737) 横帳(5)
2月12日

〈包紙〉元文二年丁巳二月十二日山城守ニ而座敷飾付其外書付共三通（42-1～42-3まで同一包紙）

AS590-42-2 屋形様御成之次第 元文2年(1737) 折本
2月12日

AS590-42-3 御目見被仰付候山城家来書 元文2年(1737) 折紙
上 2月12日

AS312-16-1 古来勤書御詔請 延享3・宝暦6年 竪帳(112)
(1746・1756)

AS312-16-2 古来勤書御詔請 寛延4年(1751) 竪帳(108)

AS312-16-3 古来勤書御詔請 元文3・寛保元年 竪帳(109)
(1738・1741)

AS209-116-1 格式 寛延3～明和8年 竪帳(80)
(1750～1771)

家格取扱いに関する記録抜書

AS209-116-2 格式 安永元～文政2年 竪帳(51)
(1772～1819)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS659-2 被仰出御張出控 寛延3～文政11年 竪帳(44)
(1750～1828)

鷹場、鷹役に関する留書

AS209-51 寛延四未年御入部御記録之 寛延4年(1751) 竪帳(12)
内抜書

AS310-4 従御先代様御目附共江被下 寛延4～文化8年 竪帳(64)
候御直書之写 (1751～1811)

AS049-1 諸留書書類 竪帳(114)

江戸御香会御日記写（宝暦12～14）／宿次之御奉書到着御当日御手控草稿写（文化3）／義和公寛政元年酉

七月二日御町踊上覧之次第／安政四年巳五月三十日惣御社参御手控写／諸寺院并修験等江被仰渡稿／亀丸様

御家督後初而屋形様彼方江被為出候節之留書／岩城采女様御領分黒瀬御巡覧之節此方様御領分御通行ニ付御
使者被進候留書（文化8）／諸事書抜／子籠鮭払底ニ付御品替鯣献上御案文（天保5）／中務様江戸表より御

同道被成置候留書（寛政9）／寛政元年七月九日但馬殿被渡候御書付写／寛政元酉年六月廿七日寺院社家御
目見之次第／遊行上人御取扱之部

AS288-41-1 円廟・通廟・恭廟・源廟御 明和2～享和4年 竪帳(23)
家譜指上候節留書 (1765～1804)

AS280-13 御先代様より御家中面々并 安永3～文政8年 竪帳(62)
百姓町人金銀米穀品物等差 (1774～1825)
上被召立候人別取調

AS209-286 御発駕御着城覚 天明元～慶応元年 竪帳(9)
(1781～1865)

AS387-31-1 上々様御取扱 文化9～15年 竪帳(104)
(1812～1818)

佐竹一門の贈答・交際記録

AS387-31-2 上々様御取扱 天明5～文政9年 竪帳(185)
(1785～1826)

上々様御取扱（文政8～9）／上々様御取扱（文政元～8）／上々様之部（天明5～8）

AS387-31-3 上々様御取扱 文政10～嘉永3年 竪帳(104)
(1827～1850)

AS387-31-4 上々様御取扱 嘉永4～安政6年 竪帳(117)
(1851～1859)

AS209-83-1 義和公下筋御巡覧記 一 寛政4年(1792) 竪帳(61)
閏2月

下筋御泊野日記／下筋御泊野宿割覚／下筋御泊野御用請払帳／下筋御泊野御伝馬歩夫上下有人覚

AS209-83-2 義和公下筋御巡覧記 二 寛政6年(1794) 竪帳(116)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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佐竹文庫目録

AS209-83-3 義和公下筋御巡覧記 三 寛政9年(1797) 竪帳(71)
6月～7月

下筋御泊野御用書留四冊合冊／下筋御泊野御伝馬歩夫并上下有人帳／下筋御泊野宿割帳／下筋御泊野御用金

請払帳

AS312-23-1 用向書留 一 享和3年(1803) 横半(25)
5月11日

～10月21日

AS312-23-2 用向書留 二 享和3～文化元年 横半(28)
(1803～1804)
10月23日～3月9日

AS312-23-3 用向書留 三 文化元年(1804) 横半(21)
3月12日

～11月13日

AS312-23-4 用向書留 四 文化元～2年 横半(31)
(1804～1805)
11月16日

～6月22日

AS312-23-5 用向書留 五 文化2年(1805) 横半(30)
6月24日

～10月30日

AS312-23-6 用向書留 六 文化2年(1805) 横半(30)
11月1日

～12月29日

AS312-23-7 用向書留 七 文化3年(1806) 横半(36)
正月8日～3月13日

AS312-23-8 用向書留 八 文化3年(1806) 横半(28)
3月14日～5月29日

AS312-23-9 用向書留 九 文化3～4年 横半(28)
(1806～1807)
6月1日～4月26日

AS312-23-10 用向書留 十 文化4～5年 横半(32)
(1807～1808)
9月7日～2月28日

AS312-23-11 用向書留 十三 文化6年(1809) 横半(38)
正月元日

～10月29日

AS312-23-12 用向書留 十五 文化8年(1811) 横半(41)
正月～12月

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS312-23-13 用向書留 十六 文化9年(1812) 横半(48)
正月～9月

AS312-23-14 用向書留 十七 文化10～12年 横半(50)
(1813～1815)

AS310-6-1 御手控 文化4年(1807) 横半(36)
5月12日～9月6日

AS310-6-2 御手控 文化5年(1808) 横半(32)
3月1日～12月26日

AS310-6-3 御手控 文化6～7年 横半(36)
(1809～1810)
11月4日

～12月14日

AS393-4 松前津軽御加勢心掛御備御 文化8年(1811) 竪帳(41)
人数御試シ留書 7月2日～7月26日

AS317-87 文化八辛未年都而御役頭江 文化8年(1811) 竪帳(26)
申上候書載控 十九

AS209-110 御届書并例書共下書 (文化11年)(1814) 関口半八 継紙

献上物差上の節の目録書方を改める件についての届書及び他家の先例

AS288-46 大軸御系図并御学館御系図 文化13年(1816) 竪帳(32)
御書継天徳寺江被納置候御 12月
系図写同寺始三ケ寺江被相
渡候牌子記御法名書之始終
留書

AS387-34 上々様御取扱 文政元～8年 竪帳(158)
(1818～1825)

AS525-1-1 江戸上御屋敷御普請御用留 文政3～4年 竪帳(62)
書 全 (1820～1821)

正月12日～6月

帙あり

AS209-136 屋形様御登城次第書 文政8・文政11年 横半(6)
(1825・1828)

文政8年4月15日と文政11年11月１日の記録

AS312-43-1 御在国一ケ年書抜 一 文政10年(1827) 竪帳(103)
2月2日～7月29日

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－245－

Ⅲ．近世秋田藩資料



佐竹文庫目録

AS312-43-2 御在国一ケ年書抜 二 文政10年(1827) 竪帳(74)
8月1日～12月29日

AS312-43-3 御在国一ケ年書抜 三 (文政13年)(1830) 竪帳(82)
正月元日～4月23日

AS209-140 下筋御泊野御用取纒草稿 文政10年(1827) 竪帳(164)
6月26日

～閏6月9日

後半部に「四ケ山惣稼人数御酒被下置候人別書上写」あり

AS209-141-1 屋形様江従御前様御料理被 文政11～12年 竪帳(95)
進候次第他 (1828～1829)

屋形様江従御前様御料理被進候次第／御前様初而浅草様江被為入候次第（文政12）／御前様初而総泉寺江御

仏詣之次第／御舅入之次第

AS209-141-2 屋形様江従御前様御料理被 文政11～12年 竪帳(72)
進候次第 附而桂寿院様奥江 (1828～1829)
被為入候次第他

屋形様江従御前様御料理被進候次第 附而桂寿院様奥江被為入候次第（文政11）／御前様初而浅草様江被為入

候次第（文政12）／御前様初而総泉寺江御仏詣之次第／御舅入之次第

AS209-141-3 屋形様江従御前様御料理被 文政11～12年 竪帳(85)
進并桂寿院様奥江御出之次 (1828～1829)
第他

屋形様江従御前様御料理被進并桂寿院様奥江御出之次第／御舅入之次第／御前様初而総泉寺江御仏詣之次第

（文政12）／御前様初而桂寿院様江被為入之次第（文政12）

AS664-1 義厚公御渡野御用書留 (文政12年)(1829) 竪帳(58)
5月5日～6月20日

AS327-3 鳥越様江御預人一件 文政13年(1830) 竪帳(28)
5月21日～5月26日

馬場為八郎の御預以前の6日間の経緯

AS312-44 薮台一件記録 三 天保3年(1832) 竪帳(75)
4月～7月

AS209-142-1 豊前様浅草御殿江御引移御 天保3年(1832) 竪帳(79)
用記録 5月14日～7月23日

AS209-146 天保五午年二月屋形様仙北 天保5年(1834) 竪帳(99)
筋可被遊御巡行被仰出候ニ 2月26日～7月28日
付右取調御用記録

北浦一揆の事後処理を目的とした藩主義厚の巡行記録

AS209-143 屋形様日光山御参詣御記録 (天保14年)(1843) 竪帳(91)
2月7日～7月2日
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AS209-157 屋形様日光山御参詣記録 (天保14年)(1843) 竪帳(92)
2月～7月2日

AS049-9-1 雑記 横半(69)

阿蘭陀船渡来風説書／一番船積荷物差出シ書／両本願寺江被仰渡之書／長命之者之事／赤雪降事／相馬家ヨ

リ再復御馬式

AS049-9-2 雑記 横半(71)

正月二日晩金ノ間絵図／同七日寺院礼絵図／同十六日同断／御記録御用初絵図／鶴御披絵図／正月元日御坐

ノ間絵図／御坐ノ間出仕席／同玄猪之絵図／同名越之絵図／同●銘之事／節分之事／四ヶ寺御盃之事／八月

十五日之事／御広間年始御式／出シ御月見御囃子絵図／家中苗字寄セ／年中御規式覚／七ヶ処御門御番処之
事／武家諸法度／御一字御下字ノ面々／鶴拝領之次第

AS049-9-3 雑記 横半(68)

阿蘭陀辞／八木橋村長右衛門咄之事／松平土佐守殿鍛冶橋屋敷坪数之事／鮟鱇道具之事／新屋村中堰之事／

土佐守殿品川屋敷坪数ノ事／紅毛刃物之事／紅毛膏薬名／二十四脉／上野三十六坊院号／湊御休守申伝書／

阿蘭陀文字／御婚礼之節御飾附／松平左兵衛佐トノエ被仰渡／高野山宝物／三宅松平京極屋敷言葉之事／は

んじ物献立／義格公御代御饗応之次第／大黒江備物之品数／観世新九郎処持皷胴之事／高野山宝物之事／寛

政八琉球人来朝之事／増上寺鐘并鐘楼之図之事／慶長元和之頃立馬之事／湯沢角館桧山十二所城破却之事／

由利郡之事／摺墨在所／太皷家之筒／寺院種々／外科薬／領中境目道法／領分船路／大明流／玄之斎蔵画記
／玄猪并由緒荒増／神保左京トノエ御料被仰渡事／反古集抜書／敬奉治鋳銅鐘／梅干拵様／寒熱升降蠻名

AS049-9-4 雑記 横半(41)

梵字／文禄年中禁中御能組／三觜翁助之事／駕籠之者道中言葉之事／稲之名／寛政十一年大奥御能組／一休

地蔵之歌／討死之面々法名／岩城殿嘉例之事／義隆公御革羽織之事／数鎗之事／石之名／長橋局之事／書院

江●木掛之釘寸方之事／一位様之事／上臈之事／松平加賀守殿上屋敷坪数／江戸地名はんし物／葵御紋之事
／惣社縁起之事／市神之事／石品／例年台江上り候獅子舞

AS049-9-5 雑記 横半(26)

AS312-14-1 御留記 横半(110)

AS312-14-2 御留記 横半(103)

AS312-15-1 御留記 横半(343)

AS312-15-2 御留記 横半(325)

AS312-15-3 御留記 横半(249)

AS209-343 御初野御記録 戌 竪帳(22)
正月2日～正月4日
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(5) 財用

AS342-35 代知証文 天保7年(1836) 御金蔵 切紙
7月5日

AS342-23-1 御納戸諸入用書付 (御納戸役） 継紙

〈包紙〉(23-1～23-4まで同一包紙）

AS342-23-2 御納戸諸入用書付 (御納戸役） 継紙(2)

AS342-23-3 御納戸諸入用書付 (御納戸役） 継紙

AS342-23-4 御納戸壱ケ年諸品代纏 (御納戸役） 切紙

AS342-24 御借上高被仰渡御書付 2月 継紙

〈包紙〉

AS342-25 御蔵入帳 竪帳(40)

AS342-29 八歳以下之子末期養子共被 竪帳(13)
召上銀穀御割合

AS342-54 御当用御入高壱ケ年見積 竪帳(11)

(6) 旗・幕紋

AS288.6-3-1 御龍印御旗御雛形 43×14

〈袋〉(3-1～3-8まで同一袋）

AS288.6-3-2 御龍印御旗御雛形 44×14

AS288.6-3-3 御龍印御旗御雛形 36×10

AS288.6-3-4 御龍印御旗御雛形 36×10

AS288.6-3-5 御龍印御旗御雛形 18×14

AS288.6-3-6 御龍印御旗御雛形 28×19

AS288.6-3-7 御龍印御旗書付 切紙

AS288.6-3-8 御龍印御旗仕立書付 折紙
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AS288.6-4 諸士旗紋書付 継紙

AS288.6-7 御家臣軍旗紋章帳 横半(72)

幕紋の図書き上げ、〈包紙〉

(7) 佐竹鼎一件

AS312-30 佐竹鼎上書 (弘化2年)(1845) 佐竹義路 継紙

政事向、人事等に関する提言9ヶ条、包紙3枚あり

AS289-34-4 佐竹義祚書状 6月30日 佐竹中務 (壱岐守） 継紙

御即位につき御使者派遣の事、〈包紙〉(34-4～34-5まで同一包紙）

AS289-34-5 佐竹義祚書状 佐竹中務 (壱岐守） 切紙

石塚孫太夫下りまで前後3ヶ月の間取締りの事

AS312-31-1 佐藤源右衛門書状 9月22日 切紙

側女中一件

AS312-31-2 佐藤源右衛門覚書 佐藤源右衛門 継紙

佐竹鼎に対する弾劾書、〈端裏〉鼎殿所業大旨 源右衛門覚書

AS312-31-3 佐藤源右衛門書状 9月25日 佐藤源右衛門 継紙

佐竹鼎に対する被仰渡について

AS312-31-4 佐藤源右衛門書状 9月26日 佐藤源右衛門 継紙

佐竹鼎に対する被仰渡について、〈端裏〉源右衛門書状

AS312-31-5 佐藤源右衛門書状 9月25日 佐藤源右衛門 継紙

鼎様取扱方一件

AS317-110 御側女中御暇御意見 9月26日 (佐竹義路） 継紙

御当君様御側女中、突然御暇下されし件について、〈包紙〉午九月廿六日鼎殿へ御当君様御世話御断ニ相成

候一件書物品々

AS289-34-1 佐竹義祚書状 午　10月10日 佐竹中務 (壱岐守） 継紙

屋形様御逝去、鼎様近来何義を御指図、何れも迷惑、一同伏さず、〈包紙〉

AS289-34-2 佐竹義祚書状 2月7日 (壱岐守） 継紙

病気により退役願、〈包紙〉

AS289-34-3 佐竹義祚書状 12月2日 佐竹中務 (壱岐守） 継紙

石塚孫太夫・佐藤源右衛門、勤労に付200石御加恩、〈包紙〉
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AS209-161-1 屋形様御直書控 竪帳(8)

御即位御使者についての被仰渡、御家老共江

AS209-161-2 屋形様御直書控 竪帳(4)

冒頭に「中務江御直書被成下候御趣意」とあり、当秋禁裏御即位の御名代御使者に佐竹中務を命ず

AS209-161-3 御国元へ申達候手紙草稿 未　4月26日 継紙

京都御即位につき御使者派遣の件

AS209-161-4 塩谷伯耆他連署状写 5月10日 塩谷伯耆・ 御請 継紙
宇都宮帯刀・
石塚孫太夫

AS209-161-5 某書状 継紙

AS310-10 御即位使者上京に付て草稿 (弘化4年)(1847) 継紙

御即位使者の人選についての意見、〈端裏〉弘化四未年四月廿九日御国元御家老石塚孫大夫・宇都宮帯刀・

塩谷伯耆へ申遣候草稿、御即位ニ付御使者之事

AS310-11-1 佐竹中務書状 (弘化4年)(1847) 佐竹中務 (壱岐守） 継紙
6月9日

御即位使者の人選について佐藤源右衛門は御傅役ゆえ他を命ずべき、〈包紙〉(11-1～11-3まで同一包紙）、2枚
あり

AS310-11-2 別紙添状 (弘化4年)(1847) (佐竹中務） (壱岐守） 継紙

御即位使者を努めるにあたり合力など減少すべし

AS310-11-3 御即位ニ付京都江御名代御 (弘化4年)(1847) 竪帳(4)
使者一件品々書付

AS317-113-1 石塚孫太夫・佐藤源右衛門 (弘化4年)(1847) 継紙
へ御賞御加恩被成下候一件
書付

〈包紙〉(113-1～113-5まで同一包紙）

AS317-113-2 石塚孫太夫・佐藤源右衛門 (弘化4年)(1847) 継紙
へ御賞御加恩被成下候一件
書付

AS317-113-3 石塚孫太夫・佐藤源右衛門 (弘化4年)(1847) 継紙
へ御賞御加恩被成下候一件
書付

〈端裏〉弘化四未年十一月十三日此度孫太夫源右衛門御加恩一件中務并御家老帯刀伯耆へ申遣候手紙草稿　

源右衛門へ相頼同人下書也
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AS317-113-4 石塚孫太夫・佐藤源右衛門 (弘化4年)(1847) 継紙
へ御賞御加恩被成下候一件
書付

石塚孫太夫略歴

AS317-113-5 石塚孫太夫・佐藤源右衛門 (弘化4年)(1847) 切紙
へ御賞御加恩被成下候一件
書付

佐藤源右衛門略歴

AS317-115-1-1 御納戸役へ申達書 (弘化4年)(1847) 切紙

「弘化四丁未十二月廿三日鼎殿御慎御免一件両役内蔵・礼助へ申達覚右下書并演説之趣也」

AS317-115-1-2 御演説書付 切紙

御慎み御免の申渡し

AS289-26-1 佐藤源右衛門書状 (嘉永元年)(1848) 佐藤源右衛門 継紙
12月2日

寿楽様御免の件、屋形様御承知

AS289-26-2 鼎様御免之一条覚 (嘉永元年)(1848) 切紙
11月21日

鼎様剃髪の儀、岡部市之助教授の儀に付伺い

AS289-26-3 鼎様御免之一条覚 嘉永元年(1848) 継紙
12月1日

鼎様御慎御免に付一条

AS289-26-4 鼎様御免之一条覚 (嘉永元年)(1848) 継紙
12月2日

鼎様御慎御免の儀申し渡す

AS289-47-1 某書状 継紙

佐藤源右衛門家内引越訴訟一件

AS289-47-2 某書状 嘉永2年(1849) 継紙
正月17日

佐藤源右衛門妾一件

AS289-47-3 御幼年御政治向取捌一件 継紙

AS289-47-4 佐藤源右衛門妾一件覚書 継紙

AS289-47-5 佐藤源右衛門家内引越一件 嘉永元年(1848) 継紙
覚書 12月
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AS312-27-1 佐竹中務家格之覚 6月 継紙

〈包紙〉鼎様御用書（27-1～27-6まで同一包紙）、包紙3枚あり

AS312-27-2 佐竹中務家由緒覚 6月 継紙

AS312-27-3 御附人等書付 継紙

「御附人」「旧臣」「侍分」「歩行」の名前・禄高・人数など

AS312-27-4 知行高・収納物等之覚 7月 継紙

AS312-27-5 道中持道具書付 7月 継紙

AS312-27-6 （玄蕃様に関する書付） 切紙

下書

AS312-50 佐藤源右衛門伺書 9月27日 佐藤源右衛門 継紙

屋形様御乗出、御入部の予定についての見解

(8) 諸役帳

AS317-117-1 諸役帳 上 (嘉永5～7年) 折本
(1852～1854)

26折、役職札・氏名札646枚

AS317-117-2 諸役帳 中 (嘉永5～7年) 折本
(1852～1854)

26折、役職札・氏名札820枚

AS317-117-3 諸役帳 下 (嘉永5～7年) 折本
(1852～1854)

26折、役職札・氏名札862枚

(9) その他

AS312-58 御城下ニ寛文九年拾月十六 切紙
日立申落書

AS288-68 御国御右筆所御日記之覚 横半(15)

寛文12年～享保17年までの日記の冊数、江戸御右筆所御日記之覚もあり

AS312-34 組付 竪帳(119)

宝永8年3月「支配之者勤方之覚」が挟まれている

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－252－



AS611-5 御上屋敷郷村帳之写 享保15年(1730) 折紙
12月9日

壱岐家領知高の書上げ、〈包紙〉

AS288.4-1 当今第三皇子東宮遐仁御歴 (延享4年)(1747) 継紙

AS175-2 諏訪御神幣串御書物覚 明和2年(1765) 竪帳(6)

AS312-18 御評定処休日 (天明年間) 継紙
(1781～1789)

AS393-2-2 秋田領内古城書上 文化7年(1810) 横帳(3)

AS393-3 御軍事人数割 文化8年(1811) 竪帳(33)

AS750-2 御召御腹巻御注文附 文政6年(1823) 竪帳(15)
3月

AS317-136-1 御付女中之覚 (安政3年)(1856) 継紙
8月

名前書付

AS317-136-2 御付女中之覚 天保11～安政4年 継紙
(1840～1857)

天保11年7月、天保13年7月、弘化3年7月、安政4年3月、安政3年7月の女中名一覧

AS317-136-3 御付女中之覚 安政3年(1856) 切紙

AS289-21-1 佐竹義厚墓誌 切紙

AS327-4 要書 (嘉永元年)(1848) 仙北郡内小友 切紙
村万蔵

内小友村万蔵、同村久助を殺害せし罪により入牢のうえ斬罪、〈包紙〉

AS312-62 御代々様御家老 横半(32)

AS317-88 御家中久保田在々御苗字引 竪帳(24)
渡廻座徒並諸職人軽輩両都
定居並陪臣人数取調

AS317-91 役料留 竪帳(11)

AS317-132 御上屋敷御目付共之勤方大 継紙
旨

AS659-4 黄鷹塒書付 切紙

黄鷹の塒の設置場所の書上げ

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS659-5-1 御鷹野供揃 継紙

〈端裏〉卯ノ年御改

AS659-5-2 御鷹野供揃 継紙

〈端裏〉古

AS209-309 御代々様御渡野年月覚 継紙

AS611-3 永楽銭来歴覚 折紙

永高および永楽銭の流通事情について考察し、見解を述べたもの

４　江戸御用状

AS312-32-1 山方杢助・根岸惣内届書 12月29日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

大名の縁組、隠居等動静の書上げ等江戸表の動静、〈包紙〉勤役書類（32-1～32-6まで同一包紙）

AS312-32-2 山方杢助・根岸惣内届書 7月27日 根岸惣内・ 黒沢采女・後 継紙
山方杢助 藤七右衛門・

沼井四郎兵衛

諸大名の家督相続、帰国の礼等についての書上げ等江戸表の動静

AS312-32-3 山方杢助・根岸惣内届書 9月6日 根岸惣内・ 継紙
山方杢助

高野山公事一件「御門番被仰付衆ノ覚」等

AS312-32-4 山方杢助・根岸惣内届書 7月18日 根岸惣内・ 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

AS312-32-5 根岸惣内・山方杢助連署状 4月29日 根岸惣内・ 沼井四郎兵衛 折紙
山方杢助 ・黒沢采女

AS312-32-6 根岸惣内・山方杢助連署状 2月6日 根岸惣内・ 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・後藤七右衛

門・黒沢采女

酒井雅楽頭様末の御息女様死去の事ほか6ヶ条

AS312-32-7 山方杢助・根岸惣内届書 6月11日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

参勤、下館帰、大坂加番、在所御暇など江戸の動静

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS312-32-8 根岸惣内・山方杢助連署状 5月6日 根岸惣内・ 黒沢采女・沼 折紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

屋形様何時御着城か承りたし

AS312-32-9 山方杢助・根岸惣内届書 7月2日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

井伊掃部死去及びその後の処置ほか、江戸表の動静

AS312-32-10 山方杢助・根岸惣内連署状 11月28日 山方杢助・ 黒沢采女・後 継紙
根岸惣内 藤七右衛門・

沼井四郎兵衛

若殿様御鷹の雁拝領の事

AS312-37-2-1 生田目正助・根岸惣内届書 8月10日 生田目正助・　 疋田斎助・ 継紙
根岸惣内 国安造酒助

「参勤之衆」「御暇」「駿河番御暇」「祝言相済御礼」など諸大名勤方の書上げ

AS312-37-2-2 生田目庄助・根岸惣内届書 9月2日 生田目庄助・　 疋田斎助・ 継紙
根岸惣内 国安造酒助

酒井雅楽頭様日光名代、日光御用仰せつけられるほか、勤方書き上げ

AS312-37-3-1 山方杢助・根岸惣内連署状 正月13日 山方杢助・ 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

江戸における諸大名らの動静についての報告

AS312-37-3-2 根岸惣内・山方杢助連署状 正月21日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

千代松様疱瘡の事、尾張大火の事など

AS312-37-3-3 根岸惣内・山方杢助連署状 正月3日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

越年の挨拶、若殿様登城の事など

AS312-37-3-4 山方杢助・根岸惣内届書 正月24日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

増上寺隠居遷化、板倉市正子息病死の事など江戸表の動静

AS312-37-3-5 根岸惣内・山方杢助連署状 7月28日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

越年の挨拶、端午の御内書・御帷子・御単物など拝領の事

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－255－

Ⅲ．近世秋田藩資料



佐竹文庫目録

AS312-37-3-6 大目付廻状 11月13日 山崎権左衛門・ 三好助左衛門 継紙
後藤二郎兵衛 ほか10名

今度御不例御快然為御祝儀被下

AS312-37-3-7 山方杢助・根岸惣内届書 6月29日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

若殿様御登城、黒田甲斐守様御参勤御礼など、江戸表の動静

AS312-37-3-8 根岸惣内・山方杢助連署状 5月3日 根岸惣内・　 黒沢采女・ 継紙
山方杢助 沼井四郎兵衛

御暇御礼の節小場六郎も同道の様指示あり

AS312-37-3-9 山方杢助・根岸惣内届書 5月10日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

「御暇」「継目御礼」など江戸表における諸家の動静

AS312-37-3-10 大納言様御成候時拝領物等 継紙
書上

AS312-37-3-11 山方杢助・根岸惣内届書 5月6日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

五月四日朝松平伊豆守様被仰付之覚

AS312-37-3-12 根岸惣内・山方杢助連署状 7月2日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

若殿様少霍乱気、則御本復の事

AS312-37-3-13 根岸惣内・山方杢助連署状 正月15日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

本郷より出火、両屋敷つつがなき事など、江戸表の動静

AS312-37-3-14 根岸惣内・山方杢助連署状 2月4日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

松平伊勢守御子息疱瘡にて御死去の事など、江戸表の動静

AS312-37-3-15 山方杢助・根岸惣内届書 5月24日 山方杢助・ 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

「伊勢郡代被仰付衆」「大坂御役人被仰付候衆」など報告

AS312-37-3-16 山方杢助・根岸惣内連署状 9月10日 山方杢助・ 切紙
根岸惣内

大田備中様御息女様御死去の事

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS312-37-3-17 山方杢助・根岸惣内連署状 9月10日 山方杢助・ 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

大名衆、名代とも八朔御礼相済む事、弟鷹一昨八日到着の事など、江戸表の動静報告

AS312-37-3-18 根岸惣内・山方杢助連署状 7月10日 根岸惣内・　 黒沢采女・後 継紙
山方杢助 藤七右衛門・

沼井四郎兵衛

爰元より出立の飛脚の一人、高倉川にて水死の事

AS312-37-3-19 山方杢助・根岸惣内連署状 8月20日 山方杢助・ 黒沢采女・沼 継紙
根岸惣内 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

松平出羽守様奥様御移徙に付御祝儀の事など

AS312-37-3-20 山方杢助・根岸惣内連署状 6月6日 山方杢助・ 黒沢采女・沼 継紙
根岸惣内 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

京極丹波守殿御袋様、権現様御総々様との手紙披見の事

AS312-37-3-21 根岸惣内・山方杢助届書 6月21日 根岸惣内・　 継紙
山方杢助

6月16日火消し御役仰せつけられし面々書上げ、神尾三郎左衛門ときわ橋にて慮外者を仕留めたる事など

AS312-37-3-22 山方杢助・根岸惣内届書 正月6日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

正月3日夜四つ時分火事の覚

AS312-37-3-23 根岸惣内・山方杢助連署状 12月29日 根岸惣内・　 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

江戸表の首尾についての報告

AS312-37-3-24 根岸惣内・山方杢助連署状 10月4日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

紀伊大納言様より御馬・御鷹拝領の事、本多能登守様御息女縁組の事、公家衆当地御登足の事など

AS312-37-3-25 根岸惣内・山方杢助届書 11月28日 根岸惣内・　 継紙
山方杢助

参勤の御礼、日光帰、御暇、湯治帰り御礼など諸家の動静

AS312-37-3-26 山方杢助・根岸惣内届書 11月26日 山方杢助・ 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

日光御殿普請関係諸役書上げ

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS312-37-3-27 山方杢助・根岸惣内連署状 2月7日 山方杢助・ 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

日光御参詣御延引のため、4月中に参勤すべきとの御奉書あり

AS312-37-3-28 根岸惣内・山方杢助連署状 10月29日 根岸惣内・　 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

若殿様御登城、首尾よく御内見の事など

AS312-37-3-29 根岸惣内・山方杢助連署状 6月11日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

松平出羽守様御息女、松平大和守様へ御祝言の事、梅津図書登城、白鳥2羽・蝋燭500挺進物の事など

AS312-37-3-30 山方杢助・根岸惣内届書 11月26日 山方杢助・　 沼井四郎兵衛 継紙
根岸惣内 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

松下八太夫と狂言師但山文右衛門子共山三郎との出入一件

AS312-37-3-31 根岸惣内・山方杢助連署状 正月28日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

屋形様虻川より御帰城の予定を承りたき事、昨27日御城において歳暮の御内書拝領の事など

AS312-37-3-32 山方杢助・根岸惣内届書 正月28日 山方杢助・　 継紙
根岸惣内

松平陸奥守様よりの参勤の御窺に対する御奉書未だなし、去14日当町火事に付陸奥守様より老中へ御飛脚の

事、久世三四郎様去25日病死の事

AS312-37-3-33 山方杢助・根岸惣内届書 8月12日 山方杢助・　 沼井四郎兵衛 継紙
根岸惣内 ・後藤七右衛

門・黒沢采女

松平左京大夫様御暇の事、井上帯刀様御息女御死去の事、松平但馬守様御死去の事など

AS312-37-3-34 根岸惣内・山方杢助連署状 正月6日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

御参勤の節、進物を例年のごとく準備すべき事、江戸表綿払底ゆえ今より買い調えの必要あり

AS312-37-3-35 回状写 6月22日 能勢一郎右衛門 山方杢助ほか 継紙
17名

内曲輪所々御門番書上げ

AS312-37-3-36 根岸惣内・山方杢助連署状 5月10日 根岸惣内・　 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

相馬長門守様奥様男子出産の事、堀田上野様御舎弟南部内蔵助様疱瘡にて死去の事など
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AS312-37-3-37 山方杢助・根岸惣内届書 正月21日 山方杢助・　 継紙
根岸惣内

勘定方館伝之助と酒井修理様家来鶴田多右衛門と抜刀出入一件

AS312-37-3-38 根岸惣内・山方杢助届書 10月4日 根岸惣内・　 継紙
山方杢助

紀伊大納言様御暇の時、家来衆拝領品書上ほか

AS312-37-3-39 根岸惣内・山方杢助連署状 8月12日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 切紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

松平右衛門様御内室昨夜男子出産の事

AS312-37-3-40 山方杢助・根岸惣内連署状 7月9日 山方杢助・　 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

井伊掃部様御仏事御国許において執行につき御使者・御香典等不要の事など、江戸表の動静

AS312-37-3-41 根岸惣内・山方杢助連署状 9月1日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

紀伊大納言様・同宰相様御下国につき進物の件、各家留守居役からの情報

AS312-37-3-42 根岸惣内・山方杢助連署状 8月19日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

若殿様御疝気快復の事、去15日登城熊皮・患蚫など首尾よく献上の事など

AS312-37-3-43 根岸惣内・山方杢助連署状 12月16日 根岸惣内・　 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

若殿様御登城、首尾よく御目見相済む、御口上・御連上及び進物の塩引など首尾よく指上げの事

AS312-37-3-44 根岸惣内・山方杢助届書 9月10日 根岸惣内・　 継紙
山方杢助

御台様御祝儀、在江戸の諸大名の御祝儀納入の情報など

AS312-37-3-45 根岸惣内・山方杢助連署状 12月20日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

日光御参詣について御進物は必要なしとの通達、松平伊豆守様よりあり

AS312-37-3-46 根岸惣内・山方杢助連署状 6月13日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

松平弾正様奥様御死去の事など江戸表の動静
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AS312-37-3-47 根岸惣内・山方杢助届書 根岸惣内・　 継紙
山方杢助

若殿様首尾よく御目見の事、黒田甲斐守様御参勤御礼の事、岩城伊予守様御姫様御祝言の事など

AS312-37-3-48 山方杢助・根岸惣内連署状 7月10日 山方杢助・　 黒沢采女・沼 継紙
根岸惣内 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

若殿様雲雀五十拝領の事

AS312-37-3-49 根岸惣内・山方杢助届書 12月16日 根岸惣内・　 継紙
山方杢助

霜月十日日光御供之段被仰出候覚

AS312-37-3-50 根岸惣内・山方杢助届書 6月4日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

松平弾正様御内室御男子出産ほか、江戸表の動静

AS312-37-3-51 根岸惣内・山方杢助連署状 8月7日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

紀伊宰相様・御前様御当着につき進物ならびに御使者派遣の事

AS312-37-3-52 山方杢助・根岸惣内連署状 7月18日 山方杢助・　 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

御本丸御移徙につき使者として親類か家老を指上げるべき事、雅楽頭より指示ありほか

AS312-37-3-53 根岸惣内・山方杢助連署状 2月15日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

保科肥後様、同筑前様へ旧冬官位の御祝儀を持参するも御返進されるほか

AS312-37-3-54 根岸惣内・山方杢助届書 7月22日 根岸惣内・　 黒沢采女・後 継紙
山方杢助 藤七右衛門・

沼井四郎兵衛

御参勤御礼、御家来衆の書き出しなど、諸家の動静

AS312-37-3-55 根岸惣内・山方杢助連署状 8月12日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

若殿様御疝気のため御腹痛、薬用御養生の事

AS312-37-3-56 山方杢助・根岸惣内届書 8月19日 山方杢助・　 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

参勤の御礼、駿河御暇、初めて御目見など諸家の動静
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AS312-37-3-57 根岸惣内・山方杢助連署状 8月4日 根岸惣内・　 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

御本丸御移徙日限通達あり

AS312-37-3-58 根岸惣内・山方杢助届書 2月3日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

火消御役所付ほか

AS312-37-3-59 (巡見使馳走方に付条々覚） 12月18日 継紙

道川通掃除ばかりいたし、付芝くり石敷などは無用の事など8箇条

AS312-37-3-60 根岸惣内・山方杢助連署状 正月24日 根岸惣内・　 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・後藤七右衛

門・黒沢采女

千代松様酒湯かけ済む事、山々御運上5か年分納入の件上申の事ほか

AS312-37-3-61 根岸惣内・山方杢助連署状 6月29日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

井伊掃部様御死去につき紀州様始め在江の諸大名御登城ほか

AS312-37-3-62 山方杢助・根岸惣内届書 正月28日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

おらんた人進物の覚

AS312-37-3-63 根岸惣内・山方杢助連署状 8月1日 根岸惣内・　 黒沢采女・後 継紙
山方杢助 藤七右衛門・

沼井四郎兵衛

若殿様御太刀目録にて御礼相済む、御本丸御移徙日限未だ不明ほか

AS312-37-3-64 根岸惣内・山方杢助連署状 6月17日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

黒田甲斐守様御参着の事、若殿様御加定に出させられ、首尾よく御退出の事など

AS312-37-3-65 山方杢助・根岸惣内連署状 5月30日 山方杢助・ 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

証人衆御暇の時節登城致し、拝領品詳しく申し上げず御立腹の段承知、しかるべく披露すべき事

AS312-37-3-66 山方杢助・根岸惣内連署状 9月7日 山方杢助・ 黒沢采女・後 継紙
根岸惣内 藤七右衛門・

沼井四郎兵衛

御移徙の御祝儀在江の諸大名相済む、戸村拾太夫首尾よく名代を勤む
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AS312-37-3-67 山方杢助・根岸惣内届書 8月24日 山方杢助・　 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・沼井四郎兵

衛・黒沢采女

証人御奉行に仰せつけられし面々の書出しなど

AS312-37-3-68 根岸惣内・山方杢助届書 正月3日 根岸惣内・　 継紙
山方杢助

旧冬御官位被仰付候御衆名を御替被成候覚

AS312-37-3-69 山方杢助・根岸惣内連署状 正月28日 山方杢助・　 沼井四郎兵衛 継紙
根岸惣内 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

諸家様火消御役仰せつけられる事、昨夜浅草新寺町出火、松平内匠様上屋敷焼失の事

AS312-37-3-70 根岸惣内・山方杢助連署状 8月9日 根岸惣内・　 沼井四郎兵衛 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

後藤七右衛門

若殿様御疝気にて薬用養生の事、御鉄砲初菱喰献上の事など

AS312-37-3-71 山方杢助・根岸惣内届書 5月10日 山方杢助・　 黒沢采女・沼 切紙
根岸惣内 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

相馬長門守様奥様平産の事

AS312-37-3-72 山方杢助・根岸惣内届書 2月15日 山方杢助・　 切紙
根岸惣内

酒井摂津守様庄内において御死去の事

AS312-37-3-73 (根岸惣内・山方杢助届書） 切紙

五月朔日継目之御礼

AS312-37-3-74 根岸惣内・山方杢助連署状 6月6日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

京極丹波様御母様御死去の事、吉良若狭様御老母様御死去の事など

AS312-37-3-75 山方杢助・根岸惣内届書 8月19日　 山方杢助・　 黒沢采女・沼 継紙
根岸惣内 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

御鉄砲袋入之色

AS312-37-3-76 根岸惣内・山方杢助連署状 6月29日 根岸惣内・　 黒沢采女・沼 継紙
山方杢助 井四郎兵衛・

後藤七右衛門

井伊掃部様御死去、織田左右衛門惣領御内儀死去、京極丹波様御袋様死去
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AS312-37-3-77 山方杢助・根岸惣内届書 6月13日 山方杢助・ 継紙
根岸惣内

参勤・御暇につき諸家拝領物

AS312-37-3-78 根岸惣内・山方杢助連署状 8月7日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 切紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

松平下野守様御国元においておこり御煩いの事

AS312-37-3-79 山方杢助・根岸惣内届書 2月12日 山方杢助・　 継紙
根岸惣内

神尾内膳様伊豆伊東へ湯治の事、本多左大夫様ほか5名日光参詣御目付仰せつけられの事ほか

AS312-37-3-80 根岸惣内・山方杢助書状 8月28日 根岸惣内・　 後藤七右衛門 継紙
山方杢助 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

御本丸御移徙、来月5日と決定、御祝儀のための諸大名の日程は未だ決まらずほか

AS312-37-3-81 丑ノ正月廿日類火之面々書 継紙
上

AS312-37-4-1 根岸惣内届書 10月26日 根岸惣内 疋田斎・ 継紙
国安造酒

御国元へ鶴御拝領の面々及び御鷹の雁御拝領の面々

AS312-37-4-2 根岸惣内届書 7月4日 根岸惣内 疋田斎・ 継紙
国安造酒

参勤の御礼、御加増拝領の衆拝領物書上げ

AS312-37-4-3 根岸惣内届書 10月30日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

水戸宰相様御姉様御遠行の事、雁御拝領衆など

AS312-37-4-4 根岸惣内届書 7月11日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

牛込忠左衛門御親父御病死の事、若殿様宇都宮にて羽石助三郎前髪の儀仰せつけられる

AS312-37-4-5 根岸惣内届書 6月21日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

屋形様・式部様御嘉定につき御登城の事、松平大隅守御息女死去の事など

AS312-37-4-6 根岸惣内届書 正月2日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

稲葉能登守殿御老母御死去の事、松平筑後守殿御内室御死去の事など
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AS312-37-4-7 根岸惣内届書 7月4日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

参勤御礼、大坂御番御暇、大坂在番の衆拝領物

AS312-37-4-8 根岸惣内届書 5月29日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

23日西丸において能興行あり、松平伊予守御内室御出産、隠居御礼の衆拝領物など

AS312-37-4-9 根岸惣内届書 8月7日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

縁組諸家の書上、絹紬・布木綿織出しの際寸法の規定など

AS312-37-4-10 根岸惣内届書 6月8日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

屋形様御登城、御領内御判物御頂戴首尾能相済むほか

AS312-37-4-11 根岸惣内書状 12月3日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

上野において宝樹院様13年忌法事あり、公方様上野御参詣より還御、よって御機嫌伺のため登城せよとの沙

汰あり

AS312-37-4-12 根岸惣内届書 正月2日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

鷹場帰御礼、祝言御礼、官位御礼、継目御礼、御加増御礼、各衆拝領物

AS312-37-4-13 根岸惣内届書 6月14日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

御暇御礼、参勤御礼の衆拝領物

AS312-37-4-14 根岸惣内届書 閏5月23日 根岸惣内 疋田斎助 継紙

牧野飛騨守御母儀御死去の事、佐久間長助殿死去の事など

AS312-37-4-15 山方杢助・根岸惣内届書 5月30日 山方杢助・ 後藤七右衛門 継紙
根岸惣内 ・黒沢采女・

沼井四郎兵衛

初て御礼、参勤御礼、継目御礼の衆拝領物

AS312-37-4-16 (根岸惣内届書） 11月27日 継紙

霜月23日火事について

AS312-37-4-17 根岸惣内届書 10月9日 根岸惣内 疋田斎助・ 継紙
国安造酒助

鶴拝領の衆、御暇の衆など
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５　その他

(1) 蔵書

AS210-1-1 藩翰譜 序・凡例・目録 新井白石 竪帳(29)

AS210-1-2 藩翰譜 巻一 新井白石 竪帳(40)

AS210-1-4 藩翰譜 巻二 新井白石 竪帳(27)

AS210-1-3 藩翰譜 巻三 新井白石 竪帳(27)

AS210-1-5 藩翰譜 巻四之上 新井白石 竪帳(94)

AS210-1-8 藩翰譜 巻四之中 新井白石 竪帳(78)

AS210-1-7 藩翰譜 巻四之下 新井白石 竪帳(43)

AS210-1-6 藩翰譜 巻五 新井白石 竪帳(72)

AS210-1-9 藩翰譜 巻六 新井白石 竪帳(86)

AS210-1-10 藩翰譜 巻七之上 新井白石 竪帳(63)

AS210-1-14 藩翰譜 巻八之上 新井白石 竪帳(51)

AS210-1-13 藩翰譜 巻八之下 新井白石 竪帳(71)

AS210-1-11 藩翰譜 巻九之上 新井白石 竪帳(54)

AS210-1-12 藩翰譜 巻九之下 新井白石 竪帳(58)

AS210-1-15 藩翰譜 巻十之上 新井白石 竪帳(58)

AS210-1-17 藩翰譜 巻十之下 新井白石 竪帳(22)

AS210-1-16 藩翰譜 巻十一 新井白石 竪帳(85)

AS210-1-18 藩翰譜 巻十二之上 新井白石 竪帳(87)

AS288.2-118-1 改選諸家系譜 前編 巻之一 享保5年(1720) 竪帳(110)

当将軍家御系譜、118-1～118-69まで日知館図書印あり
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AS288.2-118-2 改選諸家系譜 前編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(49)

尾張／紀伊／水戸

AS288.2-118-3 改選諸家系譜 前編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(62)
・四

越前／保科

AS288.2-118-5 改選諸家系譜 前編 巻之六 享保5年(1720) 竪帳(58)
上・下

酒井両家

AS288.2-118-6 改選諸家系譜 前編 巻之七 享保5年(1720) 竪帳(80)
・八・九

松平／竹谷／形原／大草／五井

AS288.2-118-7 改選諸家系譜 前編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(91)
・十一・十二

深溝／長沢／能見／佐々木

AS288.2-118-8 改選諸家系譜 前編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(72)
三・十四・十五

大給／滝脇／宮石／大給／岩津内衆／福釜

AS288.2-118-9 改選諸家系譜 前編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(57)
六

桜井／東条／藤井／三木／彦大夫／新九郎／甚三郎／伊兵衛

AS288.2-118-10 改選諸家系譜 後編 巻之一 享保5年(1720) 竪帳(71)

前田

AS288.2-118-11 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(73)

島津

AS288.2-118-12 改選諸家系譜 後編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(83)

伊達　附田村

AS288.2-118-13 改選諸家系譜 後編 巻之四 享保5年(1720) 竪帳(82)
・五

細川／黒田

AS288.2-118-14 改選諸家系譜 後編 巻之六 享保5年(1720) 竪帳(63)

浅野

AS288.2-118-15 改選諸家系譜 後編 巻之七 享保5年(1720) 竪帳(77)
上

毛利
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AS288.2-118-16 改選諸家系譜 後編 巻之七 享保5年(1720) 竪帳(86)
下

毛利

AS288.2-118-17 改選諸家系譜 後編 巻之八 享保5年(1720) 竪帳(44)

鍋島／竜造寺

AS288.2-118-18 改選諸家系譜 後編 巻之九 享保5年(1720) 竪帳(81)

池田

AS288.2-118-19 改選諸家系譜 後編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(104)
・十一・十二

井伊／藤堂／蜂須賀

AS288.2-118-20 改選諸家系譜 後編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(75)
三・十四

山内／有馬

AS288.2-118-21 改選諸家系譜 後編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(60)
五

佐竹

AS288.2-118-22 改選諸家系譜 後編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(44)
六

柳沢

AS288.2-118-23 改選諸家系譜 後編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(45)
七 上・下

上杉／長尾

AS288.2-118-24 改選諸家系譜 後編 巻之十 享保5年(1720) 竪帳(89)
八・十九

榊原　附大須賀／奥平　附宇久・五島

AS288.2-118-25 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(84)
十 上

本多

AS288.2-118-26 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(40)
十 下

本多

AS288.2-118-27 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(79)
十一

小笠原
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AS288.2-118-28 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(74)
十二 上

大久保

AS288.2-118-29 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(76)
十二 中

大久保

AS288.2-118-30 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(99)
十二 下

大久保

AS288.2-118-31 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(70)
十三

稲葉両家

AS288.2-118-32 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(82)
十四・二十五・二十六・二
十七

立花／丹羽／真田／阿部

AS288.2-118-33 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(54)
十八

戸田三流

AS288.2-118-34 改選諸家系譜 後編 巻之二 享保5年(1720) 竪帳(55)
十九

南部

AS288.2-118-35 改選諸家系譜 後編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(81)
十・三十一・三十二

堀田／宗／土屋

AS288.2-118-36 改選諸家系譜 後編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(93)
十三・三十四・三十五・三
十六

牧野両流／中川／本庄／大河内

AS288.2-118-37 改選諸家系譜 後編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(56)
十七

松井

AS288.2-118-38 改選諸家系譜 後編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(60)
十八 上

水野
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AS288.2-118-39 改選諸家系譜 後編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(46)
十八 下

水野

AS288.2-118-40 改選諸家系譜 後編 巻之三 享保5年(1720) 竪帳(118)
十九・四十 上・下

土井／内藤

AS288.2-118-41 改選諸家系譜 後編 巻之四 享保5年(1720) 竪帳(63)
十一・四十二・四十三

戸沢／安藤／松浦

AS288.2-118-42 改選諸家系譜 後編 巻之四 享保5年(1720) 竪帳(42)
十四

相馬

AS288.2-118-43 改選諸家系譜 後編 巻之四 享保5年(1720) 竪帳(60)
十五

石川

AS288.2-118-44 改選諸家系譜 後編 巻之四 享保5年(1720) 竪帳(81)
十六

京極

AS288.2-118-45 改選諸家系譜 後編 巻之四 享保5年(1720) 竪帳(71)
十七・四十八

仙石／井上／久世

AS288.2-118-46 改選諸家系譜 後編 巻之四 享保5年(1720) 竪帳(66)
十九・五十

脇坂／岡部

AS288.2-118-47 改選諸家系譜 後編 巻之五 享保5年(1720) 竪帳(69)
十一・五十二・五十三

伊東／加藤両家／越智／間部

AS288.2-118-48 改選諸家系譜 後編 巻之五 享保5年(1720) 竪帳(80)
十四・五十五

板倉／青山

AS288.2-118-49 改選諸家系譜 後編 巻之五 享保5年(1720) 竪帳(68)
十六・五十七・五十八・五
十九

秋田／有馬／溝口／太田

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS288.2-118-50 改選諸家系譜 後編 巻之六 享保5年(1720) 竪帳(56)
十・六十一・六十二

津軽／亀井／金森

AS288.2-118-51 改選諸家系譜 後編 巻之六 享保5年(1720) 竪帳(65)
十三

永井

AS288.2-118-52 改選諸家系譜 後編 巻之六 享保5年(1720) 竪帳(60)
十四・六十五

九鬼／土岐

AS288.2-118-53 改選諸家系譜 後編 巻之六 享保5年(1720) 竪帳(62)
十六

諏訪

AS288.2-118-54 改選諸家系譜 後編 巻之六 享保5年(1720) 竪帳(76)
十七・六十八・六十九・七
十

朽木／鳥居／稲垣／堀両家

AS288.2-118-55 改選諸家系譜 後編 巻之七 享保5年(1720) 竪帳(82)
十一・七十二・七十三・七
十四

秋月／小出／大村／西尾

AS288.2-118-56 改選諸家系譜 後編 巻之七 享保5年(1720) 竪帳(64)
十五・七十六・七十七・七
十八

植村／木下／三浦／増山

AS288.2-118-57 改選諸家系譜 後編 巻之七 享保5年(1720) 竪帳(56)
十九・八十・八十一

相良／安倍／六郷

AS288.2-118-58 改選諸家系譜 後編 巻之八 享保5年(1720) 竪帳(33)
十二

森／関

AS288.2-118-59 改選諸家系譜 後編 巻之八 享保5年(1720) 竪帳(53)
十三

織田

AS288.2-118-60 改選諸家系譜 後編 巻之八 享保5年(1720) 竪帳(62)
十四・八十五・八十六・八
十七

毛利／分部／大関／市橋
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AS288.2-118-61 改選諸家系譜 後編 巻之八 享保5年(1720) 竪帳(47)
十八

渡辺

AS288.2-118-62 改選諸家系譜 後編 巻之八 享保5年(1720) 竪帳(63)
十九・九十・九十一

久留島／土方／太田原

AS288.2-118-63 改選諸家系譜 後編 巻之九 享保5年(1720) 竪帳(50)
十二

片桐／森川／遠山

AS288.2-118-64 改選諸家系譜 後編 巻之九 享保5年(1720) 竪帳(48)
十三・九十四

高木／山口

AS288.2-118-65 改選諸家系譜 後編 巻之九 享保5年(1720) 竪帳(43)
十五

北条／福島

AS288.2-118-66 改選諸家系譜 後編 巻之九 享保5年(1720) 竪帳(72)
十六・九十七

青木／新庄

AS288.2-118-67 改選諸家系譜 後編 巻之九 享保5年(1720) 竪帳(48)
十八

一柳

AS288.2-118-68 改選諸家系譜 後編 巻之九 享保5年(1720) 竪帳(43)
十九・百

柳生／谷／遠藤

AS288.2-118-69 改選諸家系譜 序・前編総 享保5年(1720) 竪帳(51)
目録・後編総目録

序文青山平一鴎

AS440-1 大極図説 元禄13年(1700) 周敦頣 版本(31)
3月

日知館図書印あり

AS181-1-1 忠義水滸伝 二 林九兵衛 版本(83)

享保戊申孟春望日、京師書房、日知館図書印あり

AS181-1-2 忠義水滸伝 十一回至十五回 林九兵衛 版本(63)

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS181-1-3 忠義水滸伝 十六回至二十回 林九兵衛・ 版本(82)
林権兵衛

宝暦九年乙卯五月発行、京都書肆

AS209-340-1 殿居襄 折本

金氏蔵書印あり

AS209-340-2 殿居襄 後編 天保10年(1839) 折本
正月

AS209-341-1 青標紙 完 天保11年(1840) 折本
正月

金氏蔵書印あり

AS209-341-2 青標紙 後編 天保12年(1841) 折本

AS292-4 征使水路記　全 万延元年(1860) 版本(8)

北米大陸を中心に世界航路の概容を記す、〈包紙〉

AS185-9 善光寺の本地 上 竪帳(28)

(2) その他

AS499-2-1 蜈薬法書 (元文4年)(1739) 折紙
2月8日

〈包紙〉(2-1～2-2まで同一包紙）

AS499-2-2 蜈用様書 (元文4年)(1739) 切紙

AS140-1-1 月次風雨吉凶 継紙

暦と天候、米の作柄の関連について、〈包紙〉米の御守（1-1～1-2まで同一包紙）

AS140-1-2 自楽書 延享3年(1746) 切紙

「壽」の一字

AS172-1 六合祓 文政11年(1828) 高橋彦九郎 竪紙
3月11日

御年神大年神大祝詞、〈包紙〉

AS209-181 御馬始鞍皆具御馬洗方作法 弘化3年(1846) 師定八 竪帳(24)
古実 正月

AS791-1 御茶道方心得 嘉永2年(1849) 石川平馬 継紙

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS640-2 御馬請取渡古実作法目録 2月 師定八 竪帳(21)

AS640-3 仙台博労馬牒 11月 横帳(4)

AS180-2 闐信寺閑居大蟲物語 午　11月 介川東馬 竪帳(3)

AS122-1 論語解 竪帳(32)

AS159-3 風雷草 乾 横半(46)

AS289-52 御字并御別号 折紙

学者の実名と号の書体、〈包紙〉

AS290-5 仙台名区 竪帳(10)

AS291.5-1 城下近傍里数調 継紙

〈包紙〉

AS291.5-2 寺内村旧跡覚 横帳(2)

AS291.5-3 秋田郡寺内村の旧跡 竪帳(9)

AS312-20-1 秋田領御境榜示杭雛形 継紙

従是東秋田領、（朱書）雄勝郡大沢口御境榜示杭雛形、〈袋〉杉峠御境柱三枚、的形御境柱一枚、雄勝峠大沢

口同断一枚（20-1～20-3まで同一袋）

AS312-20-2 秋田領御境榜示杭雛形 継紙

従是北秋田領

AS312-20-3 秋田領御境榜示杭雛形 継紙

従是西南秋田領

AS322.5-11-1 下馬制札型紙 49×39

仏前裏、〈包紙〉仏前三枚・下乗一枚（11-1～11-4まで同一包紙）

AS322.5-11-2 下馬制札型紙 49×39

仏前脇

AS322.5-11-3 下馬制札型紙 49×39

仏前表

AS322.5-11-4 下乗制札型紙 49×39

仏前表、同裏下乗
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AS322.5-11-5 下馬制札型紙 57×48

諸侯城門追手、〈包紙〉諸侯城門三枚（11-5～11-7まで同一包紙）

AS322.5-11-6 下馬制札型紙 57×48

諸侯城搦手

AS322.5-11-7 下馬制札型紙 57×48

諸侯城脇門

AS322.5-11-8 下馬制札型紙 62×51

脇門、〈包紙〉御本丸西丸諸御門三枚行在所一枚（11-8～11-11まで同一包紙）

AS322.5-11-9 下馬制札型紙 62×51

追手

AS322.5-11-10 下馬制札型紙 62×51

行在所

AS322.5-11-11 下馬制札型紙 62×51

搦手

AS449-1 暦法 折本

〈包紙〉

AS499-1-1 松前より出ル薬功能書 伊勢三安 継紙

2枚目前半、〈包紙〉(1-1～1-3まで同一包紙）

AS499-1-2 松前より出ル薬功能書 伊勢三安 継紙

1枚目

AS499-1-3 松前より出ル薬功能書 伊勢三安 切紙

2枚目後半

AS526-2-1 御屋敷御絵図 31×44

彩色有

AS526-2-2 御屋敷御絵図 31×44

彩色有、屋敷周囲…壱岐守様・池田様・井上様・福井町・萱町

AS911.1-4 天満大自有天神法花経二十 折本
八品御詠歌
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Ⅳ．幕末維新秋田藩資料

１　幕府・朝廷・諸藩(安政期～慶応期)

AS310-14-1 佐竹義睦伺書 (嘉永7年)(1854) 佐竹次郎 切紙
正月

14-2の添伺書、〈包紙〉御上屋敷ニ而異国船之義ニ付御出張御伺書之写二通(14-1～14-2まで同一包紙)、包紙2
枚あり

AS310-14-2 佐竹義睦伺書 (嘉永7年)(1854) 佐竹次郎 継紙
正月

「異国船之儀ニ付御出張御伺書」

AS319.9-1-1 異国船近海渡来之節心得方 (安政元年)(1854) 佐竹次郎 継紙(2)
達ニ付伺 正月

〈包紙〉(朱書)安政元年正月ナルヘシ(1-1～1-3まで同一包紙)、〈包紙〉(1-1のみ)

AS319.9-1-2 登城差紙 (安政元年)(1854) 切紙

名代として左近将監を登城さすべし、〈端裏〉和泉守殿より正月廿二日夜差図有之控

AS319.9-1-3 佐竹次郎伺書断簡 (安政元年)(1854) 佐竹次郎 継紙
正月

前欠

AS393-7 佐竹家伺書 (嘉永7年)(1854) 継紙
正月

異国船渡来・海岸非常の節の対応方の事について、ほか1枚、〈包紙〉御上書并御附札

AS322.5-8-1 松平主計・中川修理大夫通 (嘉永7年)(1854) 松平主計使者村井 継紙
達書 9月26日 武平太・中川修理

大夫使者長谷川左
仲

幕令回文についての添状、〈包紙〉公儀嘉永七寅九月御法令被仰出候写(8-1～8-4まで同一包紙)、〈包紙〉(8-
1のみ)

AS322.5-8-2 大船製造ニ付被仰出書 (嘉永7年)(1854) 継紙
9月

荷船の製造については従来通り、大船の製造については言上すべし、〈包紙〉(8-2のみ)

AS322.5-8-3 御順達御名前書 (嘉永7年)(1854) 継紙

〈包紙〉(8-3のみ)
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AS322.5-8-4 武家諸法度 嘉永7年(1854) 継紙
9月25日

〈包紙〉嘉永七年九月廿六日牧野備前守様於御宅御渡被成候御法令御本書(8-4のみ)

AS317-135 蝦夷地御警衛御書付御渡之 (安政2年)(1855) 仙台藩主松平 継紙
写 3月27日 陸奥守名代田

村右京大夫

〈端裏〉安政二卯歳三月蝦夷地御警衛御書付御渡之写

AS310-15 蝦夷地御警衛御達書 (安政2年)(1855) 佐竹右京大夫 継紙

安政2年の西蝦夷地警備についての申渡、〈包紙〉

AS319.9-6-1-1 異国船取扱ニ付達書 (安政年間) 切紙
(1854～1860)

去る夏開港以後各国船入津、異情もはかりがたし、油断なきよう心得方の事、〈包紙〉

AS319.9-6-1-2 達書添書 (安政年間) 継紙
(1854～1860)

〈包紙〉

AS319.9-6-1-3 松平飛騨守届書 (安政年間) 松平飛騨守 佐竹右京大夫 継紙
(1854～1860)
3月16日

上意御達および添書、白書院において通達あり落手ありたし、御請の儀は各自月番老中へ提出の事

AS319.9-7 異国船取扱ニ付達書 (安政年間) 継紙
(1854～1860)

〈包紙〉

AS319.9-12 亜墨利加使節応接之儀ニ付 切紙
達書

井上信濃守・岩瀬肥後守、アメリカ使節と交渉次第別冊の通り書写の上同席の面々へ順達あるべし

AS319.9-13 亜墨利加使節応接之儀ニ付 切紙
達書

アメリカ使節への応接は国家治乱の境目となる、よって心付きたる点を上申ありたし

AS789-6-1 大目付触写 安政4年(1857) 大目付 継紙
2月28日

自今遠馬の節関所ある場所へ遠出の際は前々日まで大目付へ届出る事、〈包紙〉遠乗ニ付大目付触写弐通(6-
1～6-2まで同一包紙)

AS789-6-2 大目付触写 安政3年(1856) 大目付 継紙
8月

自今遠馬の節路程10里以上に遠出の際は関所・渡場の有無にかかわらず伺いのうえたるべき事
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AS209-223 御初野御相図書附 (安政年間) 御鷹方御刀番 継紙
(1854～1860)
12月

御初野御相図ならびにその他申含め事項の申渡書、〈包紙〉

AS209-194 六孫王宮御代参取調書 (安政4年)(1857) 竪帳(6)

「安政四年巳三月十日六孫王権現九百年御忌之節」と貼紙あり

AS209-195 佐竹左近将監家来渡辺泰治 (安政4年)(1857) 佐竹左近将監家来 切紙
伺書 7月20日 渡辺泰治

左近将監この度右京大夫家督相続にあたり席順について伺いの事、〈包紙〉安政四巳歳七月廿日席順之伺、

附札ニ而相済

AS317-138-1 出火之覚 (安政4年)(1857) 継紙
8月4日

出火の際の相図の仕様等についての取決め、〈包紙〉出火之覚 安政四丁巳歳八月四日上ル(138-1～138-2まで

同一包紙)

AS317-138-2 江戸屋敷方限書付 (安政4年)(1857) 継紙

AS319.9-2-1 御趣意書取覚 (安政4年)(1857) 継紙

「下田在番之墨吏」(ハリス)が江戸城登城の上大統領の書翰を将軍に上呈することについての幕府の見解、

〈包紙〉安政四巳歳九月墨吏登城一条ニ付土州より之書状并堀田備中守より承候書取壱通(2-1～2-3まで同一
包紙)、〈包紙〉(2-1のみ)

AS319.9-2-2 山内豊信書状 (安政4年)(1857) (土州拝) (佐竹君閣下) 切紙
9月4日

堀田備中申渡(9-2-1)の添状、書面を書写されたし、来る7日お集まり願いたし、〈包紙〉(2-2のみ)

AS319.9-2-3 山内豊信書状 (安政4年)(1857) 同席より(土州) 佐竹君 切紙
8月21日

ハリス登城一件については甚だ不安心、このままの傍観は不忠、ついては堀田閣老に幕府の意向を拝承する

ことについての同意を求む、〈包紙〉(2-3のみ)

AS310-17 山内豊信書状 (安政4年)(1857) 松平土佐守 佐竹左近将監 切紙
9月8日

米国使節の事につき意見を寄せられたし、〈包紙〉安政四歳九月八日翰吏一条ニ付同席申合土州より申来ル、

包紙2枚あり

AS387-49-1 津軽越中守書状 (安政4年)(1857) 越中守 右京大夫 切紙
9月19日

幕府閣老へ書取を差出すべき旨の廻状あり、その添状、〈包紙〉安政四巳歳九月十九日津軽より至来大屋大

輔江遣ス

AS387-49-2 大目付回状写 (安政4年)(1857) 松右近将監・ 松陸奥守ほか 切紙
9月18日 松土佐守 6名

〈包紙〉安政四巳歳九月翰吏一条ニ付同席申合土佐守右近将監堀田より差出候書取并右ニ付為知之廻状
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AS209-197-1 相続御礼之図 天 安政4年(1857) 27×39
9月

彩色有、〈包紙〉安政四巳歳相続御礼之図天地(197-1～197-2まで同一包紙)、〈端裏〉安政四巳歳九月十五日相

続之御礼之図、但家督御礼も侍従之格ニ而右同断なり、嫡子ニ而初而御目見之節者四品之格ニ候間右ニ者無
之候事

AS209-197-2 相続御礼之図 地 安政4年(1857) 27×39

彩色有

AS209-196-1 常憲院様御予参御次第書 安政4年(1857) 横半(7)
10月10日

〈包紙〉書留一冊絵図一葉(196-1～196-2まで同一包紙)

AS209-196-2 常憲院様御予参絵図 安政4年(1857) 64×80
10月

彩色有

AS387-51 加州江伺候之節之手続次第 (安政4年)(1857) 継紙
書付

〈包紙〉安政四歳十二月六日加州江相続後初而伺公之節之手続 但今日者絹紗ニ而伺公之所此廉者已後熨斗目

ニ相成ル、ほか2枚

AS387-50 御官位御礼被為済御祝儀御 (安政4年)(1857) 継紙
進物控

〈包紙〉安政四歳十二月廿一日官位之御礼申上候ニ付所々御先例之通御送り物之調

AS310-16-1 亜墨利加人申出之趣に付登 安政4年(1857) 横半(4)
城一件書留 12月29日

松平大和守書留を借請け写し置く、〈包紙〉安政四巳歳十二月廿九日登城一件、松平大和守書留借請写置之

AS310-16-2 亜墨利加人申出之趣に付登 安政4年(1857) 切紙
城一件書留 12月29日

松平左兵衛督書留を借請け写し置く、〈包紙〉安政四巳歳十二月廿九日登城一件、松平左兵衛督書留借請写

置之(16-2～16-3まで同一包紙)

AS310-16-3 亜墨利加人申出之趣に付登 安政4年(1857) 切紙
城一件書留 12月29日

御白書院にて老中と、松の御廊下上の部屋にて掛役人と対談の趣大略

AS387-53 安政五午歳正月廻勤之処々 安政5年(1858) 横半(10)

AS310-18 月次不参届之控 (安政5年)(1858) 継紙
正月28日

〈端裏〉安政五午年正月廿八日月次不参届之控
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AS789-7 佐竹右京大夫家来渡辺泰治 (安政5年)(1858) 佐竹右京大夫家来 継紙
伺書 3月18日 渡辺泰治

乗馬御試しのため近郷へ罷出たき旨お伺い、〈包紙〉安政五午歳三月十八日久世大和守江遠馬内慮伺差出同

廿一日夕後附札相済

AS310-21 安政五戊午年四月廿五日手 安政5年(1858) 横半(9)
留 4月25日

〈包紙〉安政五午歳四月廿五日不時登城一件、松平右近将監書留借請写置之

AS310-19 連名存意申上之書付 (安政5年)(1858) 松平内蔵頭ほか10 継紙
5月15日 名

条約問題、京都警備、軍制改革等について大広間詰合の連署建白書、〈包紙〉安政五午歳五月十五日月次御

礼後上杉弾正大弼・伊達遠江守居残堀田備中守江逢候而御差出之

AS209-198-1 佐竹義堯伺書 (安政5年)(1858) 佐竹右京大夫 切紙
6月5日

御嘉祥御規式登城つかまつりたく御伺、〈包紙〉安政五午歳六月六日嘉祥ニ付御用番松平伊賀守江伺差出ス

并御先例書共壱通、同七日附札相済伺之通り可有登城之(198-1～198-3まで同一包紙)

AS209-198-2 佐竹義堯伺書 (安政5年)(1858) 佐竹右京大夫 切紙
6月5日

AS209-198-3 佐竹義堯伺書 (安政5年)(1858) 佐竹右京大夫 切紙
6月5日

〈包紙〉(198-3のみ)

AS319.9-3 亜墨利加条約ニ付御達書付 (安政5年)(1858) 継紙

亜墨利加船のみならず魯西亜船も渡来、英仏の動静を報告し条約の急務なることを説く、これらについて叡

慮を伺う、〈包紙〉亜墨利加条約ニ付達書付 安政五午歳六月廿二日惣出仕之上白書院於縁頬伊井掃部頭老中
列坐相渡之、同夜写之上藤堂和泉守より表手紙添御使者至来返書并使者出ル

AS310-20-1 佐竹義諶願書 (安政5年)(1858) 佐竹壱岐守 切紙
8月17日

勝手向難渋により外御役勤めがたし、〈包紙〉安政五午八月十七日太田備後守江鳥越御役一条ニ付御差出同

廿二日以書付達有之、御差戻ニ相成ル

AS310-20-2 佐竹右京大夫家来渡辺泰治 (安政5年)(1858) 佐竹右京大夫家来 継紙
言上書 8月 渡辺泰治

佐竹右京大夫勝手向難渋により壱岐守家取扱方につき言上、〈包紙〉

AS310-20-3 申立一件に付類例書 (安政5年)(1858) 継紙

壱岐家に関する申立書についての類例として細川家の先例を上申、〈包紙〉

AS317-141-2-1 公方様御葬送に付櫓御相図 (安政5年)(1858) 竪帳(2)
方・火番方被仰渡之御書付 8月18日

〈包紙〉安政五午歳八月十八日御尊霊様上野江御葬送ニ付御相図并火事方江被仰渡候書付、江間伊織へ御用

差上候(141-1-1～141-1-2まで同一包紙)
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AS317-141-2-2 公方様御葬送に付櫓御相図 (安政5年)(1858) 継紙
方先例書

AS386-263-1 東叡山参詣之覚 (安政5年)(1858) 継紙

〈端裏〉八月十七日大目付触、〈包紙〉安政五午歳八月廿二日於上野御法事中日割参詣之図(263-1～263-4ま
で同一包紙)

AS386-263-2 大目付触写 (安政5年)(1858) 継紙

御出棺の刻限くり上げの事・御法事拝礼の席次など、〈端裏〉八月十七日大目付触

AS386-263-3 大目付触写 (安政5年)(1858) 切紙
8月21日

上野中堂御法事への参詣の人数を定む、〈端裏〉八月廿一日大目付触

AS386-263-4 於上野御法事中日割参詣図 (安政5年)(1858) 28×75

〈袋〉安政五午年八月二十二日於上野御法事中日割参詣之図

AS209-199-1 御院号拝見之手続 (安政5年)(1858) 継紙

〈包紙〉安政五午歳九月十日為伺御機嫌登城居残於大広間御院号拝見之手続并図、石川順仙ヨリ来ル(199-1
～199-2まで同一包紙)

AS209-199-2 御院号拝見之図 (安政5年)(1858) 19×28

彩色有

AS387-54-1 将軍宣下ニ付二条家並高倉 (安政5年)(1858) 継紙
御仕向之覚

〈包紙〉安政五午歳十一月将軍宣下ニ付二条家并高倉御仕向之覚(54-1～54-4まで同一包紙)

AS387-54-2 高倉侍従御仕向御先例書付 (安政5年)(1858) 継紙

〈端裏〉高倉侍従御仕向先例

AS387-54-3 二条家宛書状写 (安政5年)(1858) 継紙
11月

〈端裏〉二条家より別段御助力御頼ニ付断之趣意

AS387-54-4 二条家御贈物御先例書付 (安政5年)(1858) 切紙

〈端裏〉二条家御贈物御先例

AS209-200-1 佐竹右京大夫内渡辺泰治伺 (安政5年)(1858) 佐竹右京大夫家来 継紙
書 11月 渡辺泰治

〈包紙〉安政五午歳十一月浅草御屋敷江之略供相伺附札ニ而相済(200-1～200-2まで同一包紙)

AS209-200-2 御伺之処御附札写 (安政5年)(1858) 切紙
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AS209-201-1 将軍宣下御大礼之手留 安政5年(1858) 折本
12月1日

〈包紙〉安政五午歳十二月朔日将軍宣下御大礼之手留、上杉弾正大弼ヨリ借用写之、但無双之徳書なり、向

後可為国用事(201-1～201-3まで同一包紙)

AS209-201-2 将軍宣下御大礼之手留 安政5年(1858) 33×45

登城大広間着坐之図／目付御次第書為見畢而為寄候図／公家衆習礼之内之図 御式之内同断／出礼前大目付会

釈ニテ仮坐之図、彩色有

AS209-201-3 将軍宣下御大礼之手留 安政5年(1858) 37×27

出礼之図／引道之図、彩色有

AS209-205 将軍宣下御大礼之節手留 安政5年(1858) 折本
12月1日

〈包紙〉安政六己未年二月十五日藤堂和泉守ヨリ借受写之

AS288-74-1-1 御役人名前書 (安政5年)(1858) 継紙

〈包紙〉御用人方より差上候、安政五午歳十二月廿六日六郷筑前守江両殿取交ニ付此方より遣候御近親御家

内書其外書付草稿(74-1-1～74-1-4まで同一包紙)

AS288-74-1-2 御近親書 (安政5年)(1858) 継紙

AS288-74-1-3 御家内書 (安政5年)(1858) 切紙

AS288-74-1-4 御精進日 (安政5年)(1858) 切紙

AS292-3 松前福山より東西蝦夷地並 安政5年(1858) 横帳(23)
北蝦夷地東クシュンコタン
西エンルモコマフ迄道程所
々見聞略記

AS789-9 大目付触写 (安政6年)(1859) 継紙
3月

遠馬の儀近年盛んとなり遊参のようになっては武備励みの主意と相違、よって今後不容易に乗試には出かけ

ぬよう申合の事、〈包紙〉安政六未三月廿六日遠馬ニ付太田備後守相渡候趣ニ而同席江触ニ而申来為已後写
置之

AS288-74-2 佐竹義堯願書控 安政6年(1859) 佐竹右京大夫 太田備後守・ 竪紙
4月26日 間部下総守・

松平和泉守・
内藤紀伊守・
脇坂中務大輔

壱岐守仮養子願、〈包紙〉安政六未歳四月廿六日間部下総守登城前江直ニ相出無障落手ニ相成ル、美濃守ニ

而封之裏封之処墨印壱ツ封上左之通り、上 佐竹右京大夫

AS317-142-1 万石以上領知御改之御達写 (安政6年)(1859) 切紙
4月

〈包紙〉(142-1～142-2まで同一包紙)
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AS317-142-2 万石以上領知御改之御達写 (安政6年)(1859) 切紙
4月

領知御判物・御朱印御改につき不要の出費をなすべからざること

AS317-143-1 出火之節出精御賞言書付 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 切紙
5月22日

〈包紙〉安政六年未五月廿二日松平和泉守より留守居呼出近藤良之進被出頭公用人被相渡候当三月十五日出

火ニ付御賞一件并右ニ付承拝之写都合弐通(143-1～143-2まで同一包紙)

AS317-143-2 佐竹右京大夫書状写 (安政6年)(1859) 継紙

上記の御賞言に対する礼状、大老宛

AS310-26-1 蝦夷地領分達書 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 切紙

〈包紙〉被仰出御書附壱通入

AS310-26-2 佐竹右京大夫家来長瀬隼之 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫家来 切紙
助伺書 9月 近藤良之進

蝦夷地領地御請御礼回勤につき伺、〈包紙〉

AS310-26-3 某書状 (安政6年)(1859) 安藤 継紙

蝦夷地滞留の労をねぎらう上意に対し干鯛一箱献上、〈包紙〉(26-3～26-4まで同一包紙)

AS310-26-4 蝦夷地領分達書 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 継紙

蝦夷地割合方西蝦夷地マシケ領且ベツカイよりモンベツ領境迄、〈包紙〉

AS310-26-5 佐竹右京大夫家来宛指紙 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 継紙
9月26日 家来

明日27日四ツ時登城のこと、〈包紙〉

AS310-27-1 蝦夷地領分達書 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 継紙

〈袋〉御書附 三通、安政六未年九月廿七日御老中間部下総守様より御沙汰有之候ニ付壱岐守様御登城被仰渡

候(27-1～27-6まで同一袋)、〈包紙〉脇坂中務大輔様於御勝手御渡御書付入(27-1のみ)

AS310-27-2 蝦夷地領分達書添書 (安政6年)(1859) 切紙

委細は箱館奉行より指示あり

AS310-27-3 蝦夷地領分達書 (安政6年)(1859) 継紙

蝦夷人・漁事・漁場取扱方心得について箇条、〈包紙〉(27-2～27-3まで同一包紙)

AS310-27-4 佐竹右京大夫領分引渡につ (安政6年)(1859) 宮田菅太郎 堀織部正・ 継紙
き通達 11月 ほか13名 村垣淡路守・

竹内下野守・
津田近江守

勘定奉行から箱館奉行への通達写、蝦夷地地所・運上金引渡の事
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AS310-27-5 佐竹右京大夫家来長瀬隼之 (安政6年)(1859) 御名家来長瀬隼之 切紙
助伺書 11月 助

蝦夷地実地見分の儀につき伺

AS310-27-6 蝦夷地領分達書 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 継紙

蝦夷地割合領分申しつける、守衛・開墾の儀宣揚、〈包紙〉被仰出御書附壱通入

AS310-22 佐竹右京大夫家来近藤良之 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫家来 切紙
進伺書 9月 近藤良之進

蝦夷地分領御請御礼勤向につき伺、〈包紙〉

AS393-8-9 佐竹右京大夫へ申渡書 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 継紙

御本丸御普請につき材木3千本・挽板10万枚献納の内願の事、蝦夷地警備の折柄難儀のことではあるが内願

の通りたるべし、〈端裏〉(朱書)安政六未年十二月十六日役頭より被渡

AS310-24-1 老中より申渡書 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 切紙

〈包紙〉安政六未歳御本丸炎上ニ付材木献上之書付(24-1～24-2まで同一包紙)

AS310-24-2 佐竹右京大夫家来長瀬隼之 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫家来 切紙
助伺書 12月 長瀬隼之助

材木献上御礼御勤につき伺

AS310-23-1 老中より申渡書 (安政6年)(1859) 継紙

蝦夷地土人御撫育方について、〈包紙〉安政六年未十二月廿九日御老中脇坂中務大輔殿より御留主居江御左

右有之、近藤良之進致参上候処公用人を以被相渡之御書付二通(23-1～23-2まで同一包紙)

AS310-23-2 老中より申渡書 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 切紙

AS310-23-1の添文、委細は箱館奉行よりあり

AS317-145-1 御参御供被仰付先例書 (安政6年)(1859) 継紙

文化8・天保2・天保4・天保8・天保10・天保12・天保14・弘化2の記事写、〈包紙〉安政六未歳両役御参勤御

供被仰付候節宏徳院様御代末より寛淳院様御代御直ニ被仰付候所其已前無之事故此度より改り御家老より於
御目通相達候事ニ極ル(145-1～145-3まで同一包紙)

AS317-145-2 御参御供被仰付先例書 (安政6年)(1859) 継紙

寛政5・寛政13の記事写

AS317-145-3 御参御供被仰付先例書 (安政6年)(1859) 継紙

安永2の記事写

AS310-25 老中より申渡書 安政6年(1859) 佐竹右京大夫 継紙

蝦夷地割合分領、開墾守衛の儀につき、〈包紙〉脇坂中務大輔様於御勝手御渡御書付入

AS317-144 蝦夷地御領分御割合被仰渡 (安政6年)(1859) 竪帳(5)
写

佐竹右京大夫・松平陸奥守・南部美濃守・酒井左衛門尉・津軽土佐守の蝦夷地領分について、〈包紙〉
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AS393-8-10 蝦夷地警衛ニ付被仰渡 (安政6年)(1859) 佐竹右京大夫 切紙

西蝦夷地マシケ領并ソウヤ領よりモンベツ領境迄リイシリ・レフンシリ島々とも領分たるべき事

AS393-5-2 佐竹右京大夫家来長瀬隼之 (安政7年)(1860) 佐竹右京大夫家来 継紙
助伺書 正月 長瀬隼之助

蝦夷地領分の引渡し時期についての伺い

AS209-219 御釈菜御手控 安政7年(1860) 横半(5)
2月22日

AS209-221 御在国中御判物御頂戴御先 安政7年(1860) 竪帳(49)
例御諸家様江御問合記録 全 3月15日

松平安芸守・松平肥前守・松平美濃守・松平内蔵頭からの返答を纏めたもの

AS387-56-1 松平飛騨守通達書 (万延元年)(1860) 松平飛騨守 佐竹右京大夫 継紙
3月16日

公方様御目見の件につき老中の申渡しについての通知、〈包紙〉(56-1～56-2まで同一包紙)

AS387-56-2 松平飛騨守通達書 (万延元年)(1860) 松平飛騨守使者鎌 佐竹右京大夫 継紙
3月16日 田清之助

上意御達の添状

AS209-225-1 大目付通達書写 万延元年(1860) 大目付 那須与一・高 継紙
閏3月1日 木修理・知久

縄市郎・松平
太郎左衛門

年号改元、包紙2枚あり

AS209-225-2 大目付廻状 (万延元年)(1860) 松平陸奥守 加賀中納言ほ 継紙
閏3月1日 か7名

年号改元、〈包紙〉

AS212-2 大目付廻状 (万延元年)(1860) 切紙

「萬」「万」の文字の使用苦しからず

AS387-57 雲雀御頂戴ニ付後日御先例 (万延元年)(1860) 継紙
御贈物之控

〈包紙〉万延元七月廿六日雲雀上使ニ付後日御先例御贈り物之控 但雁上使も同断

AS387-58-1 佐竹家留守居伺書 (万延元年)(1860) 留守居名 継紙
10月8日

〈包紙〉万延元申十月藤堂和泉守より外国人途中行逢之心得伺書并附札之写(58-1～58-2まで同一包紙)

AS387-58-2 安藤対馬守様より御答御書 (万延元年)(1860) 継紙
取書付

外国人と路上にて不都合の際は外国奉行支配向附添の者と申し合う事、他の場合も国法をわきまえない者た

ちであるから穏便に取り計らうべし
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AS209-224 大前様御持参之御装束之御 (万延元年)(1860) 継紙
書附

儀式に対応する装束の覚書、〈包紙〉

AS310-31 老中達書 (万延2年)(1861) 切紙
2月26日

〈包紙〉万延二年酉二月廿六日御老中安藤対馬守殿より御留守居江御左右有之長瀬隼之助致参上候処公用人

を以被相渡之

AS319.9-8 御勘定格御徒目付書状 (万延年間) 刑部鉄太郎・ 外国掛御同役 継紙
(1860～1861) 日高圭三郎 中
2月18日

品川港を出港してサンフランシスコへ向かう途難破しサントイス(ハワイ)に着岸、土地の風俗や諸品につ

いての報告

AS210.1-1 御勅諚之写 文久元年(1861) 継紙
8月

イギリス船測量の儀申立てにつき伊勢神宮の神官衆宛勅書の写、〈包紙〉

AS310-53 禁闕守衛選出之達 (文久2年)(1862) 継紙
3月29日

〈包紙〉三月廿九日野宮様より御呼出ニ而此御書付御引替可致との御達、(朱書)文久二年、(朱書)禁闕守衛

選出之達

AS310-32-1 御黒書院別段御目見並於同 文久2年(1862) 横半(7)
所老中達之次第 6月1日～6月12日

〈袋〉文久二戌歳六月朔日月次御礼後於御黒書院別段御目見並於同所老中達之次第、附絵図二葉(32-1～32-2
まで同一袋)

AS310-32-2 文久二戌歳六月朔日月次御 文久2年(1862) 28×39
礼後於御黒書院別段 御目見 6月1日
之図

彩色有

AS310-32-3 文久二戌歳六月朔日月次御 文久2年(1862) 28×39
礼後於御黒書院別段 御目見 6月1日
畢而於同所老中達之図

彩色有

AS289-29-1 佐竹義堯届書 (文久2年)(1862) 佐竹右京大夫 切紙
8月

〈包紙〉文久二戌歳八月実名相改候節老中江届指出候控(29-1～29-2まで同一包紙)

AS289-29-2 佐竹義堯届書 (文久2年)(1862) 継紙
8月

Ⅳ．幕末維新秋田藩資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



AS209-236-1 月並御礼後於御黒書院別段 文久2年(1862) 横半(6)
御目見並老中より達之次第 閏8月15日
書留

〈包紙〉有馬中務大輔書留借受写之(236-1～236-2まで同一包紙)

AS209-236-2 月並御礼後於御黒書院御目 文久2年(1862) 28×41
見之図 閏8月15日

彩色有

AS310-33-1 被仰渡之写 (文久2年)(1862) 継紙
閏8月15日

文久の藩政改革、参勤緩和の被仰渡、〈包紙〉文久二壬戌歳閏八月十五日御礼後別段於御黒書院御用上上意

写演達写并廻状写但御勤書江も記之(33-1～33-3まで同一包紙)

AS310-33-2 上意振写 (文久2年)(1862) 切紙
閏8月15日

文久の藩政改革、参勤緩和の被仰渡

AS310-33-3 大目付回状 (文久2年)(1862) 有馬中務大輔・ 藤堂和泉守・ 継紙
閏8月15日 上杉弾正大弼 立花飛騨守・

宗対馬守・御
名・津軽越中
守

「被仰渡写」「上意振写」二通を順達回覧すべし

AS310-61 御上京ニ付藩内達 (文久2年)(1862) 継紙
10月

御英断の上御上京供奉御勤、家中もその御旨趣を存じ奉るべし、〈包紙〉文久二年御上京ニ付藩内達一通

AS310-36 御勅答写 文久2年(1862) (徳川家茂) 継紙
12月5日

攘夷実行については皇国全地の警衛が肝要、〈包紙〉文久二戌年上様より御勅答之翰書

AS210.1-3-1 勅使持参御書付写 (文久2年)(1862) 継紙

今般攘夷決定よって畿内警備のため諸藩より勇壮の士を募り御親兵とする、〈包紙〉勅書并演達書廻状、文

久二壬歳十二月十三日惣出仕ニ而被仰出候書付同席ハ於御座之間御目通御懇之上意も有之候内、但自分御暇
後ニ付登城無之(3-1～3-3まで同一包紙)、〈包紙〉(3-1のみ)

AS210.1-3-2 御演達之写 (文久2年)(1862) 継紙

この度の勅書につき銘々の策を上申せられたし、その見解を書面とし御上洛前までに差し出すべき事、〈包

紙〉(3-2のみ)

AS210.1-3-3 勅書写 (文久2年)(1862) 継紙

攘夷なくば人心一致いたしがたし、諸侯においてその策略を議定すべし、〈包紙〉(3-3のみ)

AS210.1-3-4 春嶽殿御演達書写 (文久2年)(1862) 継紙

御政事向不都合の事あり、この度官位一等を辞退し隠居願いの事、〈包紙〉(3-4～3-6まで同一包紙)、包紙2枚
あり
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AS210.1-3-5 御演達書写 文久2年(1862) 継紙

御政事向不都合の事あり、この度官位一等辞退の上意あり

AS210.1-3-6 勅書并演達書廻状写 (文久2年)(1862) 上杉式部大輔・ 松平播磨守・ 継紙
12月13日 松平左兵衛督 藤堂大学頭・

佐竹右京大夫
・松平大学頭
・松平飛騨守

AS210.1-2-1 勅諚書写 (文久2年)(1862) 継紙

公武合体の叡慮、大老閣老三家三卿家門列藩外様譜代とも一同群議評定をもって誠忠を尽すべし、〈包紙〉

水府江の勅諚并演達書廻状文久二壬戌歳十二月十五日居残ニ而被仰出候書付、但自分ハ御暇後ニ付登城無之
(2-1～2-3まで同一包紙)、〈包紙〉(2-1のみ)

AS210.1-2-2 演達書写 (文久2年)(1862) 切紙

先年水戸中納言へ御渡しの勅諚故井伊掃部頭等不都合の取計いあり、よってこの度あらためて水戸中納言へ

仰出の事、〈包紙〉(2-2のみ)

AS210.1-2-3 勅諚并演達書ニ付廻状 (文久2年)(1862) 松平安芸守・ 松平隠岐守・ 継紙
12月15日 松平出羽守 藤堂和泉守・

上杉弾正大弼
・佐竹右京大
夫

AS310-35-1 御上洛被仰付ニ付御届書 (文久2年)(1862) 切紙
12月25日

〈包紙〉文久二戌歳十二月廿五日御用番板倉并御上洛掛り水野江御留主居届相出之直々落手ニ相成候京都よ

り御用沙汰一件(35-1～35-3まで同一包紙)

AS310-35-2 佐竹右京大夫宛通達書 (文久2年)(1862) 切紙
12月

非事御備等国家のため早く上京すべき事

AS310-35-3 佐竹義堯届書 (文久2年)(1862) 佐竹右京大夫 切紙
12月

AS310-34 佐竹右京大夫伺書 (文久2年)(1862) 佐竹右京大夫 切紙
12月

将軍上洛供奉の次第について、〈包紙〉(朱書)文久二年将軍ニ先立上京之伺并付箋

AS310-37-1 宇都宮帯刀伺書 (文久2年)(1862) 佐竹右京大夫家来 継紙
12月 宇都宮帯刀

〈包紙〉京都より早上京之義被仰達候ニ付文久二戌十二月御用番并御上洛掛り老中江別紙之通り相届候(37-
1～37-3まで同一包紙)

AS310-37-2 宇都宮帯刀届書 (文久2年)(1862) 佐竹右京大夫家来 継紙
12月 宇都宮帯刀

国許より差し登せの供方人数残りなく揃わずとも急ぎ上京の事
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AS310-37-3 佐竹義堯届書写 (文久2年)(1862) 御名 継紙
12月25日

京都へ家老宇都宮帯刀を差し登らす、その後野宮宰相中将殿より別紙の如く沙汰あり

AS387-59-1 吹上御庭拝見之節三育順仙 (文久2年)(1862) 継紙
より参候書付

料理および拝領物の書上げ、〈包紙〉文久二戌歳吹上御庭拝見之節三育順仙より参候書付 但上意振りハ右ニ

者無之候(59-1～59-5まで同一包紙)

AS387-59-2 吹上御庭拝見之節次第書付 (文久2年)(1862) 継紙

石川順仙の質問に対し吹上御庭拝見の段取り心構え等について指導したもの

AS387-59-3 母衣引書付 (文久2年)(1862) 切紙

御馬頭・御馬乗・御馬乗見習等の馬種・人名の書上げ

AS387-59-4 三育書状 (文久2年)(1862) 三育 御用人中・ 継紙
御留守居中

吹上御庭拝見当日の手続について

AS387-59-5 吹上御庭拝見之次第書付 (文久2年)(1862) 継紙

AS310-38 将軍上洛従行之義ニ付達 (文久2年)(1862) 佐竹右京大夫 継紙

〈包紙〉(朱書)幕令類 文久二年将軍上洛従行之義ニ付達

AS317-149 御暇被仰付候達書 (文久2年)(1862) 佐竹右京大夫 継紙

〈包紙〉(朱書)文久二年

AS310-40-1 佐竹義堯書状 (文久3年)(1863) 右京 佐竹源六郎 継紙
正月12日

〈包紙〉文久三亥年正月十二日上京ニ付供申付、此節道中之処京都より格段供方減省之由仰出候ニ付、江戸

表江指置候ニ付御用人江渡 源六郎江遣候書状(40-1～40-2まで同一包紙)

AS310-40-2 佐竹義堯書状 文久3年(1863) 佐竹義堯 佐竹河内 継紙
正月3日

AS310-40-1と同封、〈端裏〉御祐筆例書、〈包紙〉

AS209-244 御上京御道中御手控 文久3年(1863) 横半(12)
正月12日

AS209-240-1 御参内御手続控 (文久3年)(1863) 継紙

〈包紙〉文久三亥歳正月廿八日上京即日御続合之訳ニ而 二条殿江伺公手続并参内之節御同所江之手続御同所

来ル(240-1～240-7まで同一包紙)

AS209-240-2 御参内御手続控 (文久3年)(1863) 継紙

右京大夫供回りの対応次第

佐竹文庫目録
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AS209-240-3 御参内御手続控 (文久3年)(1863) 継紙

因幡中将殿参内の次第

AS209-240-4 御参内御手続控 (文久3年)(1863) 継紙

御用談御対面の手続について

AS209-240-5 御参内御手続控 (文久3年)(1863) 継紙

参内の段取りについて

AS209-240-6 御参内御手続控 (文久3年)(1863) 切紙

公方様への挨拶文言の注意

AS209-240-7 御参内御手続控 (文久3年)(1863) 切紙
正月

AS387-66-1 上京中廻勤道順控 (文久3年)(1863) 切紙

近衛前関白をはじめ5名の名あり、〈端裏〉正月廿八日、〈包紙〉文久三亥歳上京中廻勤道順並口上書控(66-1
～66-3まで同一包紙)

AS387-66-2 佐竹義堯廻勤口上書控 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 切紙
正月29日

上京の挨拶、〈端裏〉(朱書)総而廻勤口上書左之通関白江斗り私儀伺公仕候と相認候

AS387-66-3 御廻勤御道筋控 (文久3年)(1863) 切紙

久世中将以下15名、〈端裏〉正月廿九日

AS209-242 御上京御供之面々 (文久3年)(1863) 横半(11)
正月

AS209-243 上京発駕着日行列帳 (文久3年)(1863) 横半(50)
正月

AS310-47 京都御滞留ニ付条々 (文久3年)(1863) 継紙
2月

〈端裏〉文久三亥歳二月四日於京都御滞留ニ付御家中並下々江相達候写

AS209-248 参内行列帳 文久3年(1863) 横帳(13)
2月

〈包紙〉文久三亥歳二月九日初而参内之御行列帳

AS209-245-1 文久三癸亥年二月六日参内 文久3年(1863) 横半(8)
被仰付候節之手続書 2月

AS209-245-2 文久三癸亥歳二月十八日格 文久3年(1863) 横半(6)
別之以思召参内被仰付候節 2月
之手続控

Ⅳ．幕末維新秋田藩資料
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AS209-246-1 参内御次第書 (文久3年)(1863) 継紙
2月6日

〈包紙〉文久三癸亥年二月六日参内之手続書并絵図其外諸書付入、但於京表相認候事(246-1～246-8まで同

一包紙)、〈包紙〉(246-1のみ)

AS209-246-2 参内御次第書 (文久3年)(1863) 折紙

〈包紙〉営中ニ而非蔵人より指出候(246-2のみ)

AS209-246-3 佐竹右京大夫家臣長瀬隼之 (文久3年)(1863) 御名家来長瀬隼之 継紙
助伺書 2月 助

〈端裏〉参内前伝奏江内慮伺之写

AS209-246-4 参内次第手控 (文久3年)(1863) 継紙

〈包紙〉参内前二条諸大夫江取合候手控(246-4のみ)

AS209-246-5 御出会堂上方書付 (文久3年)(1863) 切紙

〈端裏〉営中ニ而初而掛御目候堂上方非蔵人より上候

AS209-246-6 御渡之御次第書 (文久3年)(1863) 折紙

〈包紙〉野宮宰相中将殿内ニ来九日手続書(246-6のみ)

AS209-246-7 文久三癸亥年二月六日参内 文久3年(1863) 28×76
絵図 2月

彩色有

AS209-246-8 文久三癸亥年二月六日参内 文久3年(1863) 27×76
絵図 2月

AS310-44-1 松平容堂他連署届書 (文久3年)(1863) 松平容堂・ 継紙
2月14日 松平肥後守・

松平春嶽・
一橋中納言

攘夷期限につき帰着日より20日猶予されたし、〈包紙〉文久三癸亥歳二月十七日伝奏野宮宰相殿より用人御

呼出代ニ而町田平治被出候処右御渡封之侭指出にて御沙汰直々同人御請相勤候(44-1～44-2まで同一包紙)、
〈包紙〉(44-1のみ)

AS310-44-2 攘夷期限ニ付届書添書 (文久3年)(1863) 切紙

44-1の添状

AS209-250-1 佐竹義堯口上書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 切紙
2月19日

参内御礼申し上げ回勤の節口上書、〈包紙〉文久三癸亥歳二月十八日格別之以思召参内被仰付候手継書一冊、

同日席順書一通、翌十九日御礼被申上候廻勤之ケ所一通、同廻勤之節口上書三通(250-1～250-5まで同一包
紙)

AS209-250-2 御礼回勤之箇所書付 (文久3年)(1863) 継紙

参内御礼回勤先、青蓮院宮ほか９ヶ所、〈端裏〉今日廻勤之ケ所

佐竹文庫目録
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AS209-250-3 参内席順書 (文久3年)(1863) 継紙

〈端裏〉(朱書)今日之席順右之通一二相記、関東ニ而ハ官順ニ候得共御所ニ而ハ位順之御定ニ付右のこと

く着座、但隠居も位順ニ相書候

AS209-250-4 佐竹義堯口上書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 切紙
2月19日

参内御礼申し上げ回勤の節口上書

AS209-250-5 佐竹義堯口上書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 切紙
2月19日

AS310-42-1 廻達人名書付 (文久3年)(1863) 切紙

〈包紙〉文久三癸亥歳二月十八日参内於御前関白殿より演達御趣意書於靏之間伝奏野宮宰相殿より席上 阿州

江御渡 同廿一日長州より廻達申廻候、松平容堂江廻達申存候御ケ条書(42-1～42-2まで同一包紙)

AS310-42-2 御趣意書 (文久3年)(1863) 切紙

神宮御警衛につき御箇条、〈包紙〉(42-2のみ)

AS310-43 叡慮之御趣意 (文久3年)(1863) 折紙

〈包紙〉文久三癸亥歳二月十八日参内於御前関白殿より演達御趣意書於靏之間伝奏野宮宰相殿より銘々江御

渡シニ相成候叡慮之御趣意

AS310-45 伝奏より沙汰書 (文久3年)(1863) 継紙

〈包紙〉文久三癸亥歳二月十八日参内伝奏野宮宰相殿より於靏之間銘々江被相渡候御書付 学習院江有志之面

々指出候との趣意

AS175-5-1 六孫王社参之節書付 (文久3年)(1863) 切紙

〈包紙〉文久三癸亥歳二月十九日大通寺六孫王社参之節之書付、頼光公御腹巻縅糸少々、但古御腹巻ヲ掛候

紙江直々包、大通寺宝物書一通、同手続書一通、(5-1～5-3まで同一包紙)

AS175-5-2 六孫王社参手続書 (文久3年)(1863) 継紙

参拝の手順書付

AS175-5-3 六孫王社宝物書付 (文久3年)(1863) 継紙

AS310-46 京都所司代達書 (文久3年)(1863) (牧野備前守) 佐竹右京大夫 切紙
家来

〈包紙〉公用人浮野喜右衛門ヲ以御達 御使者高橋鉄之助、〈包紙〉文久三亥歳二月廿七日夜諸司代牧野備前

守より御留守居呼出ニ而御達之御書付

AS310-70-1 朝廷警衛につき沙汰書 (文久3年)(1863) 切紙

帰国につき在京の者朝廷の警衛にあてるべし、〈包紙〉文久三癸亥年二月廿七日夜学習院江重役之者御呼出

宇都宮帯刀付添飯塚伝也御呼出御達候書付(70-1～70-2まで同一包紙)

AS310-70-2 名前書付 (文久3年)(1863) 継紙
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AS387-60-1 御進物御答礼控 (文久3年)(1863) 継紙
3月1日

〈包紙〉文久三癸亥年正月廿八日京着より堂上方其外宮家江御贈り物配り物之控(60-1～60-4まで同一包紙)、
〈包紙〉(60-1のみ)

AS387-60-2 御進物御答礼控 (文久3年)(1863) 継紙
2月

AS387-60-3 御進物御答礼控 (文久3年)(1863) 継紙

AS387-60-4 御進物御答礼控 (文久3年)(1863) 切紙

AS310-55 佐竹家家臣長瀬隼之助届書 (文久3年)(1863) 佐家来長瀬隼之助 継紙
下書 3月3日

海岸並蝦夷地警備につき帰国の届、〈端裏〉春嶽殿所司代江一通ツツ

AS209-256-1 二条御城にて御目見略図 文久3年(1863) 28×41
3月

彩色有、〈端裏〉三月四日御着城登城より総而同席之詰席之図并同日初度老中謁之図、殿上之間并大広間、

〈包紙〉二条御城、文久三亥歳三月四日御着城御出迎登城より同八日御参内済直出仕登城迄之略図草稿
(256-1～256-4まで同一包紙)

AS209-256-2 二条御城にて御目見略図 文久3年(1863) 28×39
3月

彩色有、〈端裏〉文久三癸亥歳三月四日御着城ニ付大廊下并同席御唐門外江御出迎御目見之図 二条御城御玄

関ヨリ大手迄之図

AS209-256-3 二条御城にて御目見略図 文久3年(1863) 28×41
3月

彩色有、〈端裏〉三月五日惣出仕ニ而四ツ時登城御着城為恐悦老中謁之図 御黒書院 但三月八日御参内済直出

仕老中謁も右之通り故外ニ図出来不申候

AS209-256-4 二条御城にて御目見略図 文久3年(1863) 28×41
3月

彩色有、〈端裏〉三月四日御着城御目見之図并同日御目見之御礼老中謁之図 御黒書院

AS310-51 老中達書写 (文久3年)(1863) 大目付 継紙
3月

〈端裏〉文久三亥歳三月四日関東ニ而横浜江英夷渡来申立ニ付井上河内守より触達控

AS209-258-1 加茂社行幸に付達書 (文久3年)(1863) 継紙

来11日加茂社へ行幸につき供奉仰せられる、〈包紙〉加茂行幸ニ付品々書附(258-1～258-5まで同一包紙)

AS209-258-2 加茂社行幸次第書付 (文久3年)(1863) 両伝奏雑掌 松平阿波守・ 継紙
3月10日 伊達伊与守・

此方

明11日寅刻学集院参集のことほか

佐竹文庫目録
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AS209-258-3 行幸供奉先陣心得 (文久3年)(1863) 継紙

AS209-258-4 伝奏方より聞合 (文久3年)(1863) 継紙
3月10日

AS209-258-5 参内の節着用の次第 (文久3年)(1863) 伊沢美作守・ 折紙
3月6日 大井美濃守・

池田修理

AS310-52 大目付廻状写 (文久3年)(1863) 松平出羽守内永田 松平阿波守・ 継紙
3月10日 荘蔵・原民右衛門、 松平安芸守・

松平陸奥守内大童 此方様御留守
信太夫 居中

〈包紙〉文久三年於京都大目附回状

AS209-257 統仁天皇鴨下上社行幸御列 文久3年(1863) 横半(47)
控 3月11日

AS209-259 加茂両社江供奉行列帳 文久3年(1863) 横帳(3)
3月11日

〈包紙〉

AS209-255 文久三亥歳三月四日ヨリ同 文久3年(1863) 横半(16)
十三日迄行幸供奉随従参内 3月4日～3月13日
二条登城

AS209-254 将軍家茂公御参内御行列帳 文久3年(1863) 横半(24)
3月

AS310-48 佐竹義堯建白書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 継紙
3月

神宮御警衛等につき建白、〈端裏〉奉書中半切江相認封上下江佐竹右京大夫裏封朱封印相用候右は関白殿江

直々指出可申処寄付無之ニ付御頼申候事、〈包紙〉文久三亥歳三月十三日二条殿江為御暇乞参殿御直々封之
侭御頼申、関白殿江御指出被相成候

AS709-1-2-1 筆者目録 (文久3年)(1863) 切紙

二条家より義堯への贈品目録、〈包紙〉文久三亥歳三月十三日為御餞別二条右府殿より至来目録書(1-2-1～1-
2-4まで同一包紙)

AS709-1-2-2 筆者目録 (文久3年)(1863) 切紙

AS709-1-2-3 筆者目録 (文久3年)(1863) 切紙

AS709-1-2-4 筆者目録 (文久3年)(1863) 折紙

AS310-49 京都学習院より家来之者江 (文久3年)(1863) 継紙
御尋之書付 3月

〈包紙〉文久三亥歳三月於京都学習院より家来之者江御尋之書付
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AS310-50 佐竹義堯願書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 坊城大納言・ 継紙
3月 野宮宰相中将

〈包紙〉文久三亥歳三月於京都両伝奏坊城・野宮江御留主居帰国之御暇相願候写

AS310-54 佐竹家家臣長瀬隼之助伺書 (文久3年)(1863) 家来長瀬隼之助 御名 継紙
3月

〈包紙〉文久三亥歳三月十八日於京都水野和泉守より達取合京都詰隼之助より御同所江指出候写

AS310-56 佐竹家家臣近藤良之進届書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫家来 継紙
4月1日 近藤良之進

〈端裏〉四月朔日江戸江着ニ付届書写

AS310-68-1 佐竹家家臣岡内之丞伺書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫家来 継紙
4月 岡内之丞

京都より帰国途上にて江戸へ召還されるも何らかの御用か、いまだ御沙汰なし、沙汰あり次第帰国いたした

し、〈包紙〉文久三亥歳四月朔日江戸着より同八月迄滞留中閣老松平豊前守より達并右ニ付自分より申立候
書付早々入(68-1～68-2まで同一包紙)、〈包紙〉(68-1のみ)

AS310-68-2 佐竹義堯届書 (文久3年)(1863) 継紙
4月8日

悪徒取締りのため滞留の沙汰なれども御暇の叡慮ゆえ御断り申上げ、〈包紙〉文久三亥歳四月八日松平豊前

守江逢申込直談之上手控指出候、同夕同所より附札ニ而指図有之

AS310-68-3 悪徒徘徊御取締ニ付被仰出 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 継紙

〈包紙〉四月五日夜豊前守より達書付、〈包紙〉文久三亥歳四月六日豊前守逢申込直談之上右書付指上同夜

御免之達共井上河内守江も同朝逢申込演舌ニ而直談致候(68-3～68-8まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS310-68-4 附札 (文久3年)(1863) 切紙
4月8日

68-2の届書への附札、〈端裏〉同日夕 豊前守より右手控江附札之趣意

AS310-68-5 佐竹義堯届書 (文久3年)(1863) 御名 継紙
4月8日

68-2の案文

AS310-68-6 佐竹義堯届書 (文久3年)(1863) 御名 継紙
4月

異国船渡来につき市中悪徒取締りの儀通達あるも、帰国の叡慮ある故お断り、〈端裏〉四月六日豊前守江直

達書付写

AS310-68-7 召喚状 (文久3年)(1863) 公用人市川仁兵衛 継紙

AS310-68-8 府内取締御免之達 (文久3年)(1863) 御名 切紙

〈端裏〉四月六日夜豊前守より御免之達写

AS209-262 石清水行幸ニ付御警衛并随 文久3年(1863) 横帳(8)
身等之事件 4月
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AS209-264 御乗切御行列帳 文久3年(1863) 横帳(7)
5月

AS212-3 佐竹右京大夫家来長瀬隼之 (文久3年)(1863) 長瀬隼之助 竪帳(4)
助伺書控 5月

攘夷および禁裏御守衛の軍割について

AS317-151-1-1 井上河内守演達書写 (文久3年)(1863) 継紙
8月25日

横浜攘夷鎖港の談判御相談御用について出府に及ばず、〈包紙〉文久三亥歳六月廿三日大島修平罷下持参御

奉書写、其後右御請并又候御達并御請等写、江府(151-1-1～151-1-8まで同一包紙)、〈包紙〉八月廿四日江戸
より以飛脚申来候(151-1-1のみ)

AS317-151-1-2 井上河内守達書 (文久3年)(1863) 御名 継紙

出府に及ばず、〈包紙〉八月廿四日江戸より以飛脚申来候(151-1-2のみ)

AS317-151-1-3 井上正直・松平信義連署奉 (文久3年)(1863) 井上河内守正直・ 佐竹右京大夫 継紙
書写 6月16日 松平豊前守信義

参府の時節にはあらざれども江戸へ出府されたし、〈端裏〉御奉書写、文久三亥歳六月廿三日大島修平指急

罷下り持参

AS317-151-1-4 御達書控 (文久3年)(1863) 継紙

差急出府あるべし、〈端裏〉御達書 同年七月四日以飛脚申来候又候御達書控

AS317-151-1-5 佐竹家留守居届書写 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 継紙
家来御留守居

禁廷より上京の沙汰あるも中暑かつ疝気にて快気次第出足の事、〈端裏〉京都より御用召ニ付九月二日以飛

脚江府江御届之写

AS317-151-1-6 佐竹家留守居届書写 (文久3年)(1863) 御名 継紙
7月26日

朝廷より再度の上京の催促あるも病体により猶予を願う、〈端裏〉御請書、同年七月廿六日以飛脚六月廿六

日御請指出候節又候御達江の御請控

AS317-151-1-7 佐竹家留守居届書写 (文久3年)(1863) 御名 継紙
7月

〈端裏〉御請書、同年七月十二日以飛脚同月四日申来候御達江の御請控

AS317-151-1-8 佐竹家留守居届書写 (文久3年)(1863) 御名 継紙
7月1日

〈端裏〉御請書、同年六月廿六日御飛脚御請申上候趣其節又御書付ヲ以御達控共

AS310-57-1 飛鳥井様より御達之御書付 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 継紙
7月

〈包紙〉文久三亥歳七月廿五日右御達ニ付同廿六日長瀬隼之助京都出足指急キ八月六日秋田着持参御書付

(57-1～57-2まで同一包紙)
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AS310-57-2 飛鳥井様より御達之御書付 (文久3年)(1863) 継紙
添書

AS310-58-1 松平相模守殿より之廻状写 (文久3年)(1863) 松平相模守 上杉弾正大弼 継紙
8月24日 ・松平淡路守

・松平備前守
・山内兵之助

〈包紙〉文久三年八月於京都伝奏より御書付弐通御達一通、右ニ付松平相模守廻状并上杉弾正大弼・松平備

前守連名廻状(58-1～58-5まで同一包紙)

AS310-58-2 廻状添書 (文久3年)(1863) 松平備前守・ 藤堂和泉守ほ 継紙
8月24日 上杉弾正大弼 か11名

伝奏より廻達あり、よろしく順達すべし

AS310-58-3 伝奏より達書 (文久3年)(1863) 継紙

長藩七卿を追放、〈包紙〉(58-3～58-5まで同一包紙)

AS310-58-4 伝奏書付 (文久3年)(1863) 切紙

三条西中納言以下七卿の官位を停止する

AS310-58-5 伝奏書付 (文久3年)(1863) 定功 因幡中将 継紙
8月24日

別紙2通、柳之間衆へ順達あるべし

AS310-69-1 佐竹義堯届書 (文久3年)(1863) 佐竹右京大夫 継紙
9月2日

上京すべきの沙汰あるも病気療養につきかなわず、〈端裏〉八月十九日於陰之間十太夫江直々相渡候書付と

引替、此書書九月二日御飛脚指出候、右者京都八月十七日夜御変事有之付人数指出十太夫直々軍指申付候ニ

付引替ニ相成候、〈包紙〉文久三亥歳八月九日長瀬隼之助罷下り持参御達書写、其後右御請并又候不快ニ而
延引ニ付十太夫御届申上候写 京都(69-1～69-3まで同一包紙)

AS310-69-2 佐竹義堯届書 (文久3年)(1863) 御名 継紙
8月26日

〈端裏〉八月十九日於陰之間十太夫江直々相渡、同廿一日帰邑、同廿八日横手出足上京持参之書付、但九月

二日指出候書付と引替ニ相成候

AS310-69-3 佐竹義堯届書 (文久3年)(1863) 御名 切紙
8月

〈端裏〉京都江七月廿五日御達ニ付 八月十八日長瀬隼之助秋田出足之御請申上候控

AS310-59 佐竹義堯願書 (文久3年)(1863) 御名 継紙
9月29日

〈包紙〉文久三亥年九月廿九日於京都御用召御猶予願以隼之助伝奏江指出候控 同十月廿七日伝奏より右願御

聞置御達控

AS310-60 二条様より御口上控 (文久3年)(1863) 継紙
9月

家老戸村十太夫差登され御安否御見舞につき御満足の思召、〈包紙〉二条様ニ而野間三河介を以御渡し御口

上控
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AS310-62 佐竹義堯願書 (文久3年)(1863) 11月15日 御名 継紙

〈包紙〉文久三亥年十一月十五日於京都来子之春御警衛御繰替願ニ付伝奏江以隼之助指出候控 但内々二条殿

御相談之上案文取調候事

AS310-66-1 佐竹家家臣布施要人届書 (文久3年)(1863) 12月21日 佐竹右京大夫 継紙
家来布施要人

京都御警衛差替の事、野宮宰相より許可あり、〈包紙〉文久三亥歳於江府御達并願筋指出候控(66-1～66-3ま
で同一包紙)、〈包紙〉御聞置書草稿一通、文久三年亥十二月廿一日御用番御老中板倉周防守殿へ御留守代御
使役布施要人を以被差出候(66-1のみ)

AS310-66-2 大目付被仰渡 (文久3年)(1863) 切紙

京都警衛について、〈包紙〉文久三年亥十二月七日大御目付溝口讃岐守殿より御留主居江御左右有之御献上

方海老原渡参上致候処以用人備前守殿被仰渡候旨演説ニ而被相渡之御書付一通

AS310-66-3 佐竹義堯願書 (文久3年)(1863) 御名 継紙
11月

京都御守衛猶予願、〈包紙〉文久三年亥十一月廿五日御用番御老中牧野備前守殿江御留守居近藤良之進を以

被指出候御願書一通

AS310-63 伝奏より被仰渡控 (文久3年)(1863) 継紙
12月

戸村十太夫及び人数へ御暇仰せ出さる、〈包紙〉十二月十三日御月番野宮様より御左右有之翌十四日十太夫

・隼之助同道ニて午刻御清処御門より参、内諸大夫之間仮建ニおゐて両伝奏様御揃野宮様御演説ニて別紙之
通被仰出候

AS310-65 伝奏より被仰出書付 (文久3年)(1863) 継紙
12月

戸村十太夫及び人数に御暇、〈包紙〉亥十二月十七日野宮宰相中将様より御留主居御呼出ニ而被仰渡候御書

附、(朱書)文久三年、ほか1枚

AS310-64 佐竹家家臣長瀬隼之助届書 (文久3年)(1863) 継紙
12月 家来長瀬隼之助

病気療養のため御当地御警衛差替の願、〈包紙〉御所司代稲葉様へ今朝御届於江戸表御老中様へも御届申上

候段演説ニ而申述候御使者小倉友三郎相勤申候

AS209-267 関白様御口状写 (文久3年)(1863) 右京大夫 切紙
12月

禁中への進物につき礼口上、〈包紙〉(朱書)進献物御挨拶

AS209-241 御上京御供人数調 (文久3年)(1863) 横半(6)

AS526-3-1 二条様御間席画図 (文久3年)(1863) 49×36

彩色有、〈表題〉寝殿北廂御席画、〈包紙〉二条様御間席画図二枚(3-1～3-2まで同一包紙)

AS526-3-2 二条様御間席画図 (文久3年)(1863) 37×61

彩色有
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AS209-253 禁帝御平日御献立 (文久年間) 折紙
(1861～1864)

〈包紙〉

AS310-72 京都御警衛御繰替願 (文久4年)(1864) 佐竹右京大夫家来 継紙
正月 近藤良之進

〈包紙〉文久四年正月四日御用番御老中井上河内守殿江被差出候御願書一通 但三月九日御附札共

AS210.1-4 孝明天皇宸翰写 文久4年(1864) 折紙(3)
正月

将軍および各国の大小名皆朕が赤子、今の天下の事朕とともに一新せん事を欲す、〈包紙〉宸翰写

AS210.1-5 宸翰請書 (文久4年)(1864) 臣家茂 折紙(3)

〈包紙〉御請

AS310-73 佐竹義堯御直筆 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 継紙
3月

佐竹義堯自筆、〈包紙〉元治元子年三月長州父子より仮使者直書至来右返書指出候付同月廿一日江戸表飛脚

江老中江直書直封ニ而聞置之事指出候控、包紙3枚あり

AS310-165-1 徳川家茂請書写 臣家茂 切紙

横浜鎖港問題につき一条、〈包紙〉御請被仰上候御書付写二(165-1～165-2まで同一包紙)

AS310-165-2 横浜鎖港ニ付被仰出書 3月 切紙

横浜鎖港について御所よりの仰渡など心得のため拝見あるべし

AS209-268 於藤森調練上覧御行列帳 元治元年(1864) 横帳(8)
4月

AS310-78 京都御警衛達書写 (元治元年)(1864) 継紙
4月

〈包紙〉

AS387-91 松平飛騨守様より之御廻達 元治元年(1864) 松平飛騨守 竪帳(16)
物写 5月11日

「御順達御名前書」、演説写、勅書写、横浜鎖港奏上のことなど

AS209-270 山ノ手御殿御出御行列帳 元治元年(1864) 横帳(6)
5月

AS317-154-1 老中達書 (元治元年)(1864) 切紙

佐竹右京大夫少将御礼明朔日老中謁候間其心得ニ而罷出尤献上物も致し候様可仕候事、〈包紙〉元治元年子

五月晦日御用番御老中井上河内守殿より御留守居江御左右有之ニ付近藤良之進致参上候処、公用人佐野十左
衛門を以両通之御書付被相渡之、御書付二通、(朱書)少将御礼一条都合七通(154-1～154-2まで同一包紙)
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AS317-154-2 老中差紙 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 切紙
5月30日

名代として一類中より一人田安御殿へ差し出すべき事

AS317-154-3 佐竹右京大夫家来届書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫家来 切紙
5月 近藤良之進

節倹の節進覧物の先例なきにより万延元年の藤堂和泉守様中将仰せつけられるの例によりたし、〈包紙〉御

写置書 但御附札出一通 御先例書一通(154-3～154-4まで同一包紙)

AS317-154-4 先例書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫家来 継紙
5月 近藤良之進

藤堂和泉守中将へ昇進の節の例書

AS317-154-5 佐竹右京大夫伺書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 切紙
5月

少将昇進の御例進物についての伺い、〈包紙〉(154-5～154-7まで同一包紙)

AS317-154-6 佐竹右京大夫伺書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 切紙
5月

AS317-154-7 佐竹右京大夫伺書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 切紙
5月

AS317-155 元治元子年少将御昇進之御 元治元年(1864) 竪帳(14)
例

AS209-272 為上使御使番松野孫八郎殿 元治元年(1864) 竪帳(105)
御下向ニ付御用留書 7月15日～7月30日

AS317-156-1 幕府達書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 切紙

常州あたりにおいて浮浪の徒暴行などあり、よって警衛のため人数を召し連れ出府すべし、〈包紙〉元治元

子年七月晦日松野孫八郎殿為上使御下り御封書御渡之本書、翌八月朔日御家老右衛門御使者ニ而御同人旅館
江封書ニ而指出候草稿入(156-1～156-2まで同一包紙)、〈包紙〉(156-1のみ)

AS317-156-2 佐竹右京大夫届書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 継紙
8月1日

幕府からの出府要請(156-1)に対する返答、包紙2枚あり(156-2のみ〉

AS310-75-1 宸翰之写 (元治元年)(1864) 継紙

世情騒がしき由甚心痛の事、〈包紙〉八月二日一橋殿江御達書并ニ老中ヨリ演達書共六通、(朱書)元治元年

(75-1～75-6まで同一包紙)、〈包紙〉(75-1～75-2まで同一包紙)

AS310-75-2 叡慮被仰出 (元治元年)(1864) 一橋中納言 切紙

〈包紙〉一橋中納言殿江御達之御書付写一通 宸翰写一通

AS310-75-3 上意振 (元治元年)(1864) 切紙

長州征討の通達、〈包紙〉上意振
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AS310-75-4 牧野備前守御達書 (元治元年)(1864) 切紙
8月

〈包紙〉牧野備前守殿御達書・一橋中納言殿江賜候宸翰写為心得相達候事

AS310-75-5 大目付達書 (元治元年)(1864) 切紙
8月2日

宸翰写の順達方について、〈包紙〉大目付より御渡書付

AS310-75-6 松平左兵衛督・上杉弾正大 (元治元年)(1864) 松平左兵衛督・ 藤堂和泉守ほ 継紙
弼廻状 8月2日 上杉弾正大弼 か5名

牧野備前守より御渡しの諸書付順達の事、〈包紙〉各様 上杉弾正大弼・松平左兵衛督

AS209-275 佐竹義堯届書控 元治元年(1864) 竪帳(4)

八月十八日政変に関する一件

AS310-74 秋田江上使御下りニ付進物 (元治元年)(1864) 継紙
等目録 9月

〈包紙〉元治元子年七月晦日秋田江上使御下りニ付追而 御挨拶於江戸表御用人江御進内ニ相成候控 仙台南

部之例

AS310-77-1 佐竹義堯伺書 (元治元年)(1864) 御名 継紙
9月17日

京都御用内慮の伺、〈包紙〉元治元子年九月上京一条ニ付水野和泉守殿江指出御書取共弐通(77-1～77-2まで

同一包紙)

AS310-77-2 伺書附札 (元治元年)(1864) 切紙

京都御守衛の儀は彼地の模様次第

AS310-76-1 伺書ニ付附札 (元治元年)(1864) 切紙

在府の事指示、〈包紙〉元治元甲子年九月御用番諏訪因幡守殿江指出 同十五日夕留守居呼出附札相済候事

(76-1～76-2まで同一包紙)

AS310-76-2 佐竹義堯伺書 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 継紙
9月

出府せるもいまだ御沙汰なし、京都守衛をいかが心得るべきか

AS342-77-1 御領内金銀銅鉛出高調 元治元年(1864) 継紙
10月

〈包紙〉(77-1～77-3まで同一包紙)

AS342-77-2 銀座役処より御呼出ニて被 (元治元年)(1864) 切紙
仰渡控 12月8日

御領分産出の灰吹銀買上代について

AS342-77-3 吹銀御願之見込 (元治元年)(1864) 切紙

佐竹文庫目録
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AS387-64 於京都御使者勤控 (元治元年)(1864) 竪帳(2)

〈包紙〉元治元年子十二月七日於京都御使者勤控

AS310-81 京都所司代通達書 (元治元年)(1864) 松平越中守 佐竹右京大夫 切紙
12月 家来

〈包紙〉元治元子年十二月七日於京都御使者相勤候控 同九日堺町御門御警衛被仰付候控、包紙2枚あり

AS310-79 大目付触 (元治元年)(1864) 継紙
12月

〈包紙〉元治元甲子歳十二月廿八日大目付触 右者来年始西丸御中段も無之御仮り形りニ付、上杉弾正大弼殿

より廿八日営中ニ而御栄格大目付江御先例御触有之趣御問合之処、大目付も尤ニ承知ニ而則出候、右先例書
も大目付為有申来候事

AS209-277 大広間不時御礼太刀置所之 元治元年(1864) 28×41
図

彩色有、〈包紙〉元治元甲子歳十二月廿八日於営中上杉弾正大弼殿より為向後と有之御伝達并此絵図も借受

写置もの也、但年始ニ限り太刀折紙畳中央ニ置候、其外八朔等者畳下も江寄置候、右も同日御伝達也、包紙
2枚あり

AS209-278-1 西丸御坐之替席より書院御 元治元年(1864) 28×30
目見并大廊下達見謁之図

彩色有、〈端裏〉西丸御坐之替席より書院御目見并大廊下達見謁之図、〈包紙〉元治元子年於西丸月次其外御

目見之図(278-1～278-5まで同一包紙)

AS209-278-2 於西丸御盃頂戴并太刀折紙 元治元年(1864) 28×20
居所之図

彩色有

AS209-278-3 西丸御白書院替席大広間月 元治元年(1864) 28×20
次御目見之図

彩色有

AS209-278-4 西丸五節句月次天井之間同 元治元年(1864) 28×20
席詰之図

彩色有

AS209-278-5 西丸白書院図 元治元年(1864) 28×40

彩色有、書き込みのない白図

AS310-80-1 将軍家上洛に付江戸御警衛 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 切紙
之儀幕府ヨリ達書

〈包紙〉(朱書)元治元年(80-1～80-2まで同一包紙)

AS310-80-2 将軍家上洛に付江戸御警衛 (元治元年)(1864) 佐竹右京大夫 切紙
之儀幕府ヨリ達書写
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AS310-82 京都所司代通達書 (元治2年)(1865) 松平越中守 佐竹右京大夫 継紙
正月 家来

〈包紙〉元治二年丑正月十日御所司代松平越中守殿より御留守居江御左右有之、御留守居代小倉友三郎致参

上候所公用人を以御渡之 御書附一通

AS393-13 演習大意 (元治2年)(1865) 継紙
3月

軍事稽古規律条々、〈包紙〉慶応元丑年閏五月廿七日下曽根甲斐守殿御持参書附

AS387-65-1 元治二丑歳四月五日山里之 元治2年(1865) 佐竹右京大夫 横半(8)
御庭拝見手続き 4月4日～4月5日

〈包紙〉元治二丑歳山里御庭拝見之手続(65-1～65-5まで同一包紙)

AS387-65-2 若年寄・御側衆名前書上 (元治2年)(1865) 切紙

AS387-65-3 御献立品書 (元治2年)(1865) 継紙

〈端裏〉御献立

AS387-65-4 山里御庭拝見之次第書付 (元治2年)(1865) 継紙

山里御庭口御門より入り御錠口より退散までの次第

AS387-65-5 山里御庭拝見之次第書付 (元治2年)(1865) 折紙

御茶屋の風景など

AS209-281-1 於大広間御目見并御法令拝 慶応元年(1865) 佐竹右京大夫 横半(5)
承之手続 5月13日

〈袋〉慶応元丑歳御留守中之御法令拝承之手続付絵図(281-1～281-5まで同一袋)

AS209-281-2 御供之面々江被仰出候御軍 慶応元年(1865) 横帳(2)
令 5月4日

AS209-281-3 御目見并御法令拝承之手続 慶応元年(1865) 横帳(2)
5月13日

AS209-281-4 御目見并御法令拝承之図 慶応元年(1865) 28×40
5月13日

彩色有、〈端裏〉慶応元丑年五月十三日西丸江登城御進発ニ付御留守之面々於大広間御目見并御法令拝承之

図

AS209-281-5 御目見并御法令拝承之図 慶応元年(1865) 28×40
5月13日

彩色有、〈端裏〉慶応元丑年五月十三日西丸江登城御進発ニ付御留守之面々於大広間御目見并御法令拝承之

図

AS310-85 津軽越中守・佐竹右京大夫 (慶応元年)(1865) 津軽越中守・ 加賀中納言ほ 継紙
廻状 5月13日 佐竹右京大夫 か13名

本多美濃守よりの法令順達あるべき事、〈包紙〉
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AS310-88 将軍御発御目見之節大広間 (慶応元年)(1865) 31×43
御白洲之図 5月16日

彩色有、〈包紙〉慶応元丑歳五月十六日伺之上西丸御登 城塀重御門之内御白洲ニテ御進発御見立之図 西丸大

広間御白洲之図

AS310-87 老中達書 (慶応元年)(1865) 佐竹右京大夫 切紙
5月21日

〈包紙〉丑五月廿一日水野和泉守様より御達之御書附、(朱書)将軍進発留守中之義ニ付

AS317-157 佐竹右京大夫願書草稿 (慶応元年)(1865) 御名 継紙
閏5月

長々の在府により国元要地警衛領内の疲弊人心不穏等につき帰国を許可されたし、包紙2枚あり

AS310-84 老中達書 慶応元年(1865) 切紙

御暇の儀につき通達、〈包紙〉慶応元年丑閏五月廿日御老中水野和泉守殿より御留守居御呼出ニ而被相渡候

御書付

AS345-4 蝦夷地御領分運上金 (慶応元年)(1865) 切紙
8月

〈端裏〉慶応元丑歳当年より蝦夷地運上金朱書之通相増候覚

AS310-91-1 廻状 (慶応元年)(1865) 津軽越中守 加賀中納言ほ 継紙
10月9日 か35名

今日西ノ丸大廊下において御奏聞御書付御渡し、各々へ通達あるべし、〈包紙〉(91-1～91-6まで同一包紙)

AS310-91-2 老中演説書 (慶応元年)(1865) 継紙

廻状の取扱方について

AS310-91-3 老中演説書 (慶応元年)(1865) 継紙
10月

一橋中納言に御政務御譲りの段願い出る

AS310-91-4 老中演説書 (慶応元年)(1865) 継紙
10月

将軍上洛の経路について

AS310-91-5 御奏聞御書付写 (慶応元年)(1865) 折紙

当今時務の儀については慶喜へ御沙汰あるよう願奉る、〈包紙〉御奏聞御書付写

AS310-91-6 御奏聞御書付写 (慶応元年)(1865) 折紙(2)

通商条約につき勅許ありたし、〈包紙〉御奏聞御書付写

AS210.1-14-1 勅諚写 家茂 継紙

条約勅許の詔勅、包紙2枚あり
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AS210.1-14-2 大目付廻状 10月14日 津軽越中守 加賀中納言ほ 継紙
か31名

条約勅許の詔勅への添状、〈包紙〉廻状津軽越中守(14-2～14-5まで同一包紙)

AS210.1-14-3 奉書写 継紙

隠居願いに御沙汰なく、諸事奮発勉励、御政務御掌握の御沙汰あり、御請の事

AS210.1-14-4 丹羽左京大夫様御使者より 継紙
演説振

すべて九月廻状の通り心得の事

AS210.1-14-5 条約之儀ニ付達書 継紙

AS310-174 条約御許容に関する勅諚写 徳川家茂 折紙

包紙2枚あり

AS310-188 御奏聞御書付写 徳川家茂 折紙

臣家茂幼弱不才ゆえ徳川慶喜に政務を譲りたき儀上申す、〈包紙〉

AS310-189 御奏聞御書付写 徳川家茂 折紙(3)

通商条約勅許の奏聞、〈包紙〉

AS310-168 御政務御譲被遊度趣意御沙 10月 継紙
汰書

一橋中納言に御政務御譲りの願出の事、内意申達す

AS310-89-1 京都御警衛御免願 (慶応元年)(1865) 御名家来近藤良之 継紙
12月 進

〈包紙〉慶応元丑年十二月中老中江京都御警衛御免之願書并一冊願書御附札共写、外ニ右ニ付来寅之四月参

勤御猶予願書写(89-1～89-4まで同一包紙)

AS310-89-2 大目付達書 (慶応元年)(1865) 佐竹右京大夫 継紙
12月

正月より3月迄の京都警衛を免除されたし

AS310-89-3 佐竹義堯願書 (慶応元年)(1865) 御名 継紙
11月

持病につき来春の京都警衛を免除されたし

AS310-89-4 佐竹義堯願書并御付札之写 (慶応元年)(1865) 御名 継紙
11月～12月

持病につき来春の京都警衛を免除されたし

AS310-90-1 勅答被仰出写 (慶応元年)(1865) 切紙
12月

〈包紙〉慶応元丑年摂海江夷船渡来ニ付伺天機使者指出候所勅答被仰出候写 但使者は京都詰合より相勤候

(90-1～90-2まで同一包紙)
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AS310-90-2 勅答被仰出添書 (慶応元年)(1865) 継紙

AS209-324-1 貢献品相伺之名前 継紙

朝廷への献上品および献上者氏名、〈包紙〉丑年之内貢献品相伺之名前(324-1～324-2まで同一包紙)

AS209-324-2 貢献之手続 継紙

朝廷への献上品差し上げ方の手続き、〈包紙〉

AS310-92-1 御目付言上書 (慶応2年)(1866) 御目付 切紙
2月11日

〈包紙〉慶応二寅二月十一日松野文之助交代ニ而江戸表江出足之所定例御逢有之所保養中ニ而逢兼候ニ付以

封書言上之義以御膳番申付候所封書指上得御意候之義申上候ニ付直々以御膳番別段御用無之依江戸表同役源
治左門江宜敷可申伝旨申渡候 新例ニ付控之逢候セツハ直々其段申候事(92-1～92-2まで同一包紙)

AS310-92-2 御目付言上書 (慶応2年)(1866) 御目付 切紙
2月11日

AS310-93-1 大目付達書 (慶応2年)(1866) 継紙
5月

当秋中京都御警衛仰せつけられ候面々、〈包紙〉慶応二寅五月廿六日大御目附有馬阿波守様御宅ニ而御渡之

御書付写

AS310-93-2 佐竹義堯願書 (慶応2年)(1866) 御名 継紙
9月

〈包紙〉慶応二寅年九月大目付より京都御警衛冬迄詰越之御達 依而直々病気ニ付一門名代ニ而可相勤届写

(93-2～93-3まで同一包紙)

AS310-93-3 老中より大目付へ達書写 (慶応2年)(1866) 大目付 継紙
9月

当冬中京都御警衛在京の面々

AS310-93-4 御警衛御免願ニ付附札 (慶応2年)(1866) 切紙

〈端裏〉附札、〈包紙〉慶応二寅年七月御達并御進達(93-4・5・7同一包紙)

AS310-93-5 佐竹家臣長瀬隼之助届書 (慶応2年)(1866) 御名家来長瀬隼之 継紙
7月 助

一門家老名代にて警備のこと、御用仰せつけられたし

AS310-93-6 京都所司代達書 (慶応2年)(1866) 佐竹右京大夫 切紙
7月 家来

日之御門の警衛にあたるべし、松平土佐守人数より請取るべきこと、〈包紙〉七月廿日御所司代松平越中守

様より御呼出ニ而御留守居手間無之ニ付小倉友三郎被出候処宇野右膳を以御達之御書付一通

AS310-93-7 佐竹家臣長瀬隼之助届書 (慶応2年)(1866) 御名家来長瀬隼之 所司代・会津 継紙
7月 助 ・伝奏

一門家老名代にて警備のこと、御用仰せつけられたし
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AS310-93-8 老中より附札 (慶応2年)(1866) 継紙
5月

出足かなわざれば重臣にても上京すべし、〈端裏〉同月廿九日附札右之通り達ニ相成候事、〈包紙〉慶応二寅

五月廿六日御老中水野和泉守様江御留守居近藤良之進を以被差出候御内慮伺写

AS310-93-9 佐竹家留守居伺書 (慶応2年)(1866) 佐竹右京大夫家来 継紙
5月 近藤良之進

〈包紙〉京都秋三ヶ月御警衛之通慶応二寅五月廿六日大目付より達之写并病気ニて内慮伺且附札共写都合三

通

AS387-67-1 御上京御先登使者廻勤先書 (文久2年)(1862) 継紙
付

宇都宮孟綱自筆、〈端裏〉文久二戊戌十二月早春上京ニ付御先登宇都宮帯刀御頼之使者相勤候覚、〈包紙〉慶

応二寅年七月右衛門京着之節の控(67-1～67-5まで同一包紙)

AS387-67-2 小野岡右衛門書状 (慶応2年)(1866) 小野岡右衛門 継紙
7月

宮中御首尾合格段の御執奏につき祝の挨拶

AS387-67-3 小野岡右衛門口上書 (慶応2年)(1866) 右京太夫様御一門 関白様江右京 継紙
7月 御家老小野岡右衛 大夫様より

門

帯封に「七月十二日二条様江右衛門御使者相勤候節之御口上書弐通」とあり

AS387-67-4 二条様より之御返答書 (慶応2年)(1866) 北小路四部権大輔 継紙
7月

帯封に「七月十二日北小路四部権大輔を以二条様より之御返答書弐通」とあり

AS387-67-5 二条様より之御返答書 (慶応2年)(1866) 継紙
7月

AS387-69-1 佐竹義堯書状 (慶応2年)(1866) 佐竹右京大夫義堯 近衛内府 折紙
10月3日

御国産の畝織5疋所望への返書、ほか1枚、〈包紙〉慶応二寅年八月近衛内大臣殿より御直書ニ而御茶御菓子

至来秋田織五疋御所望依而御返書并御答礼相兼畝織五疋十月三日江戸表より御飛脚進書右江御肴相添御肴ハ
京都ニ而取斗得之事 御直書并御返書草稿入(69-1～69-2まで同一包紙)、〈包紙〉(69-1のみ)

AS387-69-2 近衛忠房書状 (慶応2年)(1866) 忠房 佐竹右京大夫 継紙
8月5日

御国産の畝織5疋所望のこと、〈包紙〉(69-2のみ)

AS310-96 二条殿より被仰下之控 (慶応2年)(1866) 継紙
8月8日

当秋は御名代にてよし、全快の上天機伺のため上京ありたし、〈端裏〉二条殿より八月御内々以御使者被仰

下候

佐竹文庫目録
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AS310-94-1 佐竹義堯届書 (慶応2年)(1866) 御名 継紙
8月

〈端裏〉八月晦日江府着之上届、〈包紙〉慶応二寅年七月上京病気之処押而出足之届、同八月江戸着之上病

気申立之届(94-1～94-2まで同一包紙)

AS310-94-2 佐竹家留守居届書 (慶応2年)(1866) 家来河野孫一 継紙
8月

当月13日国元発足、上京の予定、〈端裏〉七月廿三日一先之届

AS310-95-1 御警衛増人数ニ付御賞言 (慶応2年)(1866) 佐竹右京大夫 切紙
8月

〈包紙〉(95-1～95-2まで同一包紙)

AS310-95-2 佐竹義堯伺書 (慶応2年)(1866) 佐竹右京大夫 継紙
8月30日

京都警衛増人数御賞言について御礼言上

AS310-97-1 佐竹義堯口上書 (慶応2年)(1866) 根岸靭負 継紙
9月

江戸迄到着の所不快ゆえ、療養のため上京延期の伺い、〈包紙〉二条殿江之口上書九月六日江戸出足之事

(97-1～97-2まで同一包紙)

AS310-97-2 佐竹義堯口上書 (慶応2年)(1866) 根岸靭負 継紙
9月

佐竹義堯の延期願いに対する二条殿の措置についての礼状

AS317-161-2 慶応二寅年京都御先登人数 慶応2年(1866) 横半(13)

AS319.9-9-1 徳川慶喜建白書写 (慶応3年)(1867) 慶喜 継紙
3月5日

兵庫開港一件、〈包紙〉慶応三卯歳於京地伝奏より書面之通り御達し之処病気ニ付以書取存慮申上候封書控、

尤二条殿江も同様之書面封書ニ而指出候(9-1～9-3まで同一包紙)

AS319.9-9-2 徳川慶喜建白書写 (慶応3年)(1867) 慶喜 継紙
3月22日

AS319.9-9-3 武家伝奏達書 (慶応3年)(1867) 切紙

三港勅許は重大事よって早々上京の上腹臓なく意見を上申の事、〈包紙〉御月番飛鳥井殿亭ニ而御渡先日之

御書付ニ引替返上之段御達(9-3のみ)

AS310-103-1 佐竹家臣三木鉄弥伺書 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫家来 切紙
10月2日 三木鉄弥

蝦夷地警衛･開墾につき御刀拝領の次第方についての伺い、〈包紙〉慶応三卯歳蝦夷地上知ニ付諸御達并拝領

物控五通(103-1～103-10まで同一包紙)、〈包紙〉慶応三年卯十月二日御使役三木鉄治を以御老中稲葉美濃守
殿江被差出候処同三日以御附札被仰渡候御書面一通(103-1のみ)

Ⅳ．幕末維新秋田藩資料
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AS310-103-2 老中より被仰渡書 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 切紙

蝦夷地上知の指示、〈包紙〉三月廿二日御老中小笠原壱岐守殿御左右在之、御留守居河野弥一罷出候処公用

人今泉善助を以被相渡候御書付一通、外ニ公用人口達覚一通(103-2のみ)

AS310-103-3 老中公用人口達書 (慶応3年)(1867) 切紙

蝦夷地開墾費用等については追て沙汰あるべし、〈包紙〉(103-3～103-5まで同一包紙)

AS310-103-4 老中公用人口達書 (慶応3年)(1867) 切紙

これまで蝦夷地開墾方係の家来の名前・役名等を差し出すべき事

AS310-103-5 老中より被仰渡書 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 継紙
10月1日

蝦夷地御用係の者5名西丸へ差し出すべし

AS310-103-6 佐竹家臣近藤良之進届書 (慶応3年)(1867) 御名家来近藤良之 切紙
9月 進

蝦夷地開墾方人名書き上げ、〈包紙〉

AS310-103-7 老中公用人口達書 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 切紙

蝦夷地開墾の労を賞し御刀拝領、〈包紙〉(103-7～103-10まで同一包紙)

AS310-103-8 老中公用人口達書 (慶応3年)(1867) 御名 切紙

蝦夷地開墾費用につき1万両拝領

AS310-103-9 佐竹家臣へ被下物に付口達 (慶応3年)(1867) 継紙
書

佐藤時之助以下5人

AS310-103-10 佐藤時之助以下名代書付 (慶応3年)(1867) 切紙

AS317-163 佐竹右京大夫届書草稿 (慶応3年)(1867) 切紙
10月

公儀御用を始め宮・門跡・堂上方公辺寺社等の用事をかたり、領内へ入りし者あるいは悪党の処し方につい

て、〈包紙〉公儀江被仰立草稿、十月六日江戸表江御達ニ相成申候

AS310-99-1 老中より申渡書 (慶応3年)(1867) 継紙
10月

大政奉還の意図、それについて意見を問う、「慶応三卯歳十月於京都老中板倉伊賀守殿ヨリ御達同月廿二日

江府江御飛脚相達ス」とこよりにあり、〈包紙〉(99-1～99-2まで同一包紙)

AS310-99-2 御所より被仰出の件通達 (慶応3年)(1867) 継紙
10月

昨15日別紙の通り御所より仰出されあり

AS310-99-3 幕府沙汰書 (慶応3年)(1867) 切紙

大政奉還の趣意書、〈包紙〉佐竹右京大夫江(99-3～99-4まで同一包紙)

佐竹文庫目録
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AS310-99-4 伝奏達書 (慶応3年)(1867) 切紙

大事件外異一条云々

AS310-98-1 伝奏達書 (慶応3年)(1867) 切紙
10月

上京すべきとの沙汰書、〈包紙〉十月十六日月番伝奏飛鳥井中納言様より御達 御書附一通 奉中西文左衛門

AS310-98-2 伝奏達書 (慶応3年)(1867) 切紙
10月

召喚状、〈包紙〉十月廿五日伝奏飛鳥井様より御呼出ニ而小倉友三郎罷出候所御取次市岡監物相渡候、御書

付一通

AS310-98-3 伝奏達書 (慶応3年)(1867) 継紙

大事件外異一条付尽衆儀、其外云々

AS310-98-4 伝奏達書 (慶応3年)(1867) 切紙

天下ト共ニ同心尽力ヲ致シ皇国ヲ維持可奉安云々

AS317-164-1 御沙汰書 (慶応3年)(1867) 切紙

追々沙汰あるまでこれまで通り心得るべき事、〈包紙〉佐竹右京大夫江(164-1～164-4まで同一包紙)、〈包紙〉

(164-1～164-2まで同一包紙)

AS317-164-2 大政奉還奏聞書写 (慶応3年)(1867) 継紙
10月24日

AS317-164-3 佐竹右京大夫回文添書 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 松平大和守・ 継紙
11月6日 丹羽右京大夫

・松平鉄丸

〈包紙〉(164-3～164-4まで同一包紙)

AS317-164-4 回文に付達書 (慶応3年)(1867) 切紙

AS312-75-1 京都御達書 (慶応3年)(1867) 竪帳(5)

〈包紙〉慶応三卯歳十二月於京都御用召之御達并先月之御請書(75-1～75-3まで同一包紙)

AS312-75-2 佐竹義堯願書 (慶応3年)(1867) 御名 継紙
11月1日

上京致すべき旨達しあれども腰痛のためかなわず、家老をもって代行許可願い

AS312-75-3 演舌書 (慶応3年)(1867) 継紙

御変革御一新につき演舌書

AS310-100-1 佐竹義堯届書 (慶応3年)(1867) 御名 継紙
12月1日

腰痛のため上京できず、代わりに家老を上京させる、〈包紙〉伝奏衆江被差出候御書面写一通
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AS310-100-2 佐竹義堯届書 (慶応3年)(1867) 御名 継紙
11月

〈包紙〉御老中江被差出候御書面写一通

AS310-101-1 佐竹義堯届書 (慶応3年)(1867) 御名 継紙
12月

手勢を引き連れ一旦江戸より国元へ帰国の段御届、〈包紙〉慶応三卯歳十一月廿一日急段江戸引払帰国ニ付

届指上候控、同廿三日自分次郎発足候残共は同廿七日発輿(101-1～101-2まで同一包紙)

AS310-101-2 佐竹義堯届書 (慶応3年)(1867) 御名 継紙
12月

江戸よりの帰国に際し、同姓次郎の同行も了承されたし

AS310-102-1 佐竹義堯建白草稿 (慶応3年)(1867) 秋田中将 継紙

領内鎮撫を加え国論を一定せしめた上で上京仕りたし、〈包紙〉慶応三卯十一月廿三日平田大角江村瀬清相

添上京建白、此書付京着之上岩倉殿江相伺候処最早過去事故指出候ニ不及旨被仰聞候

AS310-102-2 御奏聞書并御達書 (慶応3年)(1867) 竪帳(7)
12月

〈包紙〉慶応三卯歳十二月同辰歳正月御所江徳川家より奏聞并徳川家より達之控

AS310-102-3 慶応三卯歳十二月御所大御 (慶応3年)(1867) 竪帳(8)
変革之調 12月

〈包紙〉慶応三卯歳十二月御所大御変革之調

AS312-73 向来控 文久3～慶応3年 竪帳(113)
(1863～1867)

AS310-39-1 坊城侍従様御渡之御書附 正月 佐竹右京大夫 継紙

各国力相応人数引きまとめ速に上京すべし、〈包紙〉正月十一日御用召ニ而兵部参朝仕候処乕之間ニ於て坊

城侍従様御渡候御書付(39-1～39-2まで同一包紙)

AS310-39-2 上京沙汰に付届書 正月 継紙

遠国ならびに積雪の季節ゆえ発向に至らず

AS310-29 阿州様御書取 2月11日 斎祐 太閤殿下内密 竪帳(2)
御直覧

「阿州書面写」の朱書あり、〈包紙〉

AS310-41-1 伝奏より被仰渡書 切紙

イギリス船渡来、防御のため帰国にあたり朝廷御警衛の人員を滞在さすべし、〈包紙〉京都御所司代牧野備

前守様江 御名家来布施要人(41-1～41-2まで同一包紙)

AS310-41-2 佐竹右京大夫家臣届書 2月28日 御名家来布施要人 切紙

別紙の通り沙汰あることについての報告
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AS393-25-1 諸国御警衛持場等差出方通 継紙
達

去子年以来諸国御警衛・持場・出先兵隊の人数・在家兵隊の人数等書き出しの指示

AS393-25-2 佐竹右京大夫留守居長瀬兵 2月 御名留守居長瀬兵 切紙
部届書 部

25-1に対する返書

AS310-71 坊城大納言様江御届之写 3月19日 御名家来長瀬隼之 切紙
助

水野和泉守より別紙の通り通達あるにつき御届、〈端裏〉木曾道中江水野より達ニ付坊城江届之写

AS209-308 御饗応之次第 4月23日 継紙

〈包紙〉

AS342-64 佐竹義堯願書 4月28日 佐竹義堯 継紙

銀山御前貸金の願い、〈包紙〉趣意書

AS310-167 佐竹家臣届書 4月 佐竹右京大夫家来 継紙
近藤良之進

当夏中不快につき京都御警衛御免、当冬御警衛を勤めたき所存、〈包紙〉

AS387-76-1 佐竹右京大夫口上書 5月 佐竹右京大夫 切紙

今般参府につき時候御見舞かたがた伺公の事、〈包紙〉御口上之御趣意(76-1～76-2まで同一包紙)

AS387-76-2 佐竹右京大夫口上書 切紙

AS393-26 浦賀表之風説其外見聞之趣 6月11日 関伝右衛門・ (御歩行御目付) 折紙
綱木久蔵

〈包紙〉上 御歩行御目付

AS317-151-2 御上京之節大津御泊所江申 竪帳(24)
上候箇条手控

AS317-151-3 御道中御用御右筆所御長持 切紙
注文

AS317-151-4 右筆願書 8月5日 御右筆 折紙

同役国安又三郎江戸登につき金子借用の願い、〈包紙〉

AS319.9-6-2 津軽越中守様御直答大略 8月6日 御使者篭谷縫殿 継紙

領内旅行中に御取扱に対する礼状

AS310-115 京都所司代達書 8月 佐竹右京大夫 継紙

今度五家守衛の件御免、〈包紙〉八月二日御所司代松平越中守様より御左右有之、小倉友三郎罷出候処公用

人手間無之関新左衛門を以御達一通
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AS317-167 今般御達次第 8月 竪帳(6)

冒頭に「水戸前中納言御事国家之御為筋之儀被仰立候は御当然之儀ニ候得共御建白之次第御取用無之迚御家

来之者を以御見込之筋品々京都江被仰遣」とあり、〈包紙〉

AS337-7 被仰出之趣控 辰　10月11日 継紙

金銀通貨の価を東照宮の法のごとくに復すべし

AS209-252 御内献上御手続 10月15日・16日 竪帳(8)

AS310-30 松平陸奥守願書写 10月17日 松平陸奥守 継紙

蝦夷地分領化により参勤を隔年にされたし、〈端裏〉仙台参勤相願候書付

AS209-235 御先祖様御上洛例書 継紙

〈包紙〉御先祖様御上洛例書

AS209-247 御参内御行列帳 横帳(5)

〈包紙〉

AS209-249 御参内之御次第 竪帳(12)

AS209-251 御参内之節御目録草案 秋田侍従義堯 竪帳(5)

AS209-261 石清水社御行列 横半(47)

AS209-328 御白書院御礼之絵図 24×36

彩色有

AS209-329 上意拝承之席絵図 33×24

彩色有、〈包紙〉上使御着席并右京大夫上意拝承之席着席共絵図

AS310-83 叡慮被仰渡 折紙

攘夷の指示、〈包紙〉

AS310-166 大目付通達 継紙

京都御警衛月割、〈包紙〉大目付神保伯耆守様御渡候書付写

AS337-8 十二大黒両面大黒銀之事由 継紙

AS387-55 京都表御答礼御進達物控 継紙

〈包紙〉

AS393-11 蝦夷地警固ニ付幕府へ申立 横半(6)
按伊達家より協議書

佐竹文庫目録
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AS590-46-1-1 上様御饗応有之節之御献立 継紙
品書

〈包紙〉上様御饗応御参内之節随従之面々も御饗応有之 右御献立但自分ハ御暇ニ而帰国ニ付不被出候(46-1-1
～46-1-2まで同一包紙)

AS590-46-1-2 上様御饗応有之節之御献立 継紙
品書

２　戊辰戦争

AS310-141 行政官通達 慶応4年(1868) 行政官 佐竹右京大夫 継紙
正月

羽前羽後両国の触頭を仰せつける、〈包紙〉(朱書)明治元年

AS212.1-1-1 徳川慶喜追討沙汰書 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 継紙
正月

〈包紙〉正月十五日参与役所より御呼出ニ付兵庫罷出候所被仰渡候御書附一通

AS212.1-1-2 徳川慶喜追討沙汰書 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 継紙
正月

〈包紙〉正月十五日参与役所より御呼出ニ付兵庫罷出候所被仰渡候御書附一通(1-2～1-3まで同一包紙)

AS212.1-1-3 入記 (慶応4年)(1868) 継紙
2月4日

朝廷よりの被仰渡書4通の目録

AS212.1-2-1 佐竹右京大夫家老真崎兵庫 (慶応4年)(1868) 御名家老真崎兵庫 継紙
請書草稿 正月

叛逆の者討伐の儀につき請書、〈端裏〉慶応四辰年正月於京地不取敢兵庫ヨリ御請指出候写、〈包紙〉慶応四

辰歳正月十六日村瀬御早打ニ而出足二月二日御国許江着(2-1～2-2まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS212.1-2-2 御内勅 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 継紙
正月

国力相応の人数を率いて上京せよ

AS212.1-4-1 御内勅御書付 (慶応4年)(1868) 秋田中将 継紙
正月

徳川慶喜追討の勅書、〈包紙〉御内勅御書附 正月十六日御内々大角江相渡 岩倉前中将殿、包紙2枚あり

AS212.1-4-2 御内勅御書付 (慶応4年)(1868) 秋田中将 継紙
正月

4-1と4-2は同文(包紙も)、〈包紙〉
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AS212.1-3-1 於京地御達之写 (慶応4年)(1868) 御名 継紙
正月

松平容保討伐にあたり仙台藩を応援すべき事、仙台藩への沙汰書の写を含む、〈包紙〉慶応四辰正月於京地

御達之写数通(3-1～3-2まで同一包紙)

AS212.1-3-2 秋田中将家老真崎兵庫請書 (慶応4年)(1868) 秋田中将家老真崎 継紙
正月26日 兵庫

秋田藩への沙汰書は同上

AS212.1-5-1 賊徒討伐被仰出 (慶応4年)(1868) 折紙

徳川慶喜詐謀にて兵端を開く、この時節に至り賊徒と謀を通じる者は朝敵とみなし厳刑に処す、〈包紙〉

AS212.1-5-2 賊徒討伐被仰出 (慶応4年)(1868) 折紙

5-1の写、〈包紙〉

AS212.1-6 諸役惣評議建白演説覚 (慶応4年)(1868) 御勘定奉行・郡奉 竪帳(7)
正月 行・御評定奉行・

町奉行・御財用奉
行・助教・御学館
詰役支配・砲術処
頭役・御副役・御
学館詰役支配見習

〈包紙〉

AS212.1-55 諸書付写 (慶応4年)(1868) 竪帳(7)
正月

佐竹家々老真崎兵庫届書ほか

AS212.1-9-1 太政官役所より被仰渡書 (慶応4年)(1868) 折紙
2月3日

賊徒征伐の御親征にあたり畿内七道大小藩はそれぞれ軍旅用意あるべき事、〈包紙〉(9-1～9-3まで同一包紙)

AS212.1-9-2 秋田中将家老真崎兵庫請書 (慶応4年)(1868) 秋田中将家老真崎 継紙
2月 兵庫

9-1の文書に対する請書

AS212.1-9-3 太政官役所より被仰渡書写 (慶応4年)(1868) 継紙
2月3日

9-1の写

AS212.1-7 官軍御繰出被仰渡 (慶応4年)(1868) 継紙

御親征大総督有栖川師宮以下構成人員の書上げ、〈包紙〉二月十七日卯半刻太政官代より御呼出ニ付中西文

左衛門罷出候所松尾但馬を以御渡ニ相成候御書付弐通

AS212.1-8-1 御軍令条々 慶応4年(1868) 軍防総督嘉彰 鎮撫総督九条 継紙
2月 左大臣

〈包紙〉(8-1～8-2まで同一包紙)
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AS212.1-8-2 御軍令条々 慶応4年(1868) 軍防総督嘉彰 鎮撫総督九条 切紙
2月 左大臣

8-1の写

AS212.1-10-1 陸軍諸法度条々 慶応4年(1868) 軍防事務総督 継紙
2月

〈包紙〉(10-1～10-2まで同一包紙)

AS212.1-10-2 陸軍諸法度条々 慶応4年(1868) 軍防事務総督 切紙
2月

10-1の写

AS212.1-11-1-1 御親征被仰渡書 (慶応4年)(1868) 継紙
2月

戦地巡覧、大坂へ行幸、上の命を四方に降下せられ追討の攻を聞こし召され、万民の苦を御救済の叡慮、

〈包紙〉太政官代弁事御役処より巳刻御呼出ニ付鈴木三郎太郎罷出候処松尾伯耆を以御渡ニ相成候御書附写
弐通(11-1-1～11-1-2まで同一包紙)

AS212.1-11-1-2 御親征被仰渡書 (慶応4年)(1868) 継紙
2月

御親征について種々浮説あり人心動揺、関東平定の上は還幸の事故安堵生業に励むべき事

AS310-111-1 太政官達書 (慶応4年)(1868) 継紙
3月15日

御親征行幸の仰せ出され、〈包紙〉三月十六日太政官より御呼出ニ付鈴木三郎太郎罷出候処松尾伯耆を以御

書付三通御渡ニ相成候(111-1～111-3まで同一包紙)

AS310-111-2 太政官沙汰書 (慶応4年)(1868) 継紙
3月15日

東海道筋鎮撫のため海軍出帆を指図す

AS310-111-3 太政官達書 (慶応4年)(1868) 継紙
3月15日

御親征日限御延引のところ、来21日御発途

AS212.1-12-1 伊達慶邦書状 (慶応4年)(1868) 伊達陸奥守慶邦 佐竹右京大夫 折紙
3月13日

徳川家御追討、会津襲撃の御沙汰について建白書を差し出すもすでに征討将軍御発向につき当惑の事、〈包

紙〉

AS212.1-12-2 佐竹義堯書状草稿 (慶応4年)(1868) 佐右京大夫義堯 伊達陸奥守 折紙
3月29日

奥羽鎮撫総督九条左府殿仙台に到着の事承知、追々御沙汰の程はかりがたきにつき諸事御相談ありたし、

〈包紙〉慶応四辰歳三月仙台より御使者直書至来、之江之返書草稿此方よりも御使者直書指出候草稿(12-2～
12-3まで同一包紙)
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AS212.1-12-3 佐竹義堯書状草稿 (慶応4年)(1868) 佐右京大夫義堯 伊達陸奥守 折紙
3月26日

12-1に対する返書

AS212.1-13-1 津軽承昭書状 (慶応4年)(1868) 津軽越中守承昭 佐右京大夫 折紙
3月20日

伊達よりの申越の件もあり、王政御一新の折柄、なおさら御臨国の事ゆえ時宜不都合なきよう心得方の事、

〈包紙〉慶応四辰歳三月津軽より以使者直書至来古直書草稿共弐通(13-1～13-2まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS212.1-13-2 佐竹義堯書状草稿 (慶応4年)(1868) 佐右京大夫義堯 津軽越中守 折紙
3月27日

奥羽鎮撫総督仙台表へ御下向の趣、以後何らの御沙汰もはかりがたく、この上は勉励の他なし、以後もよろ

しく相談ありたし

AS212.1-15-1 奥羽鎮撫副総督達書 (慶応4年)(1868) 奥羽鎮撫副総督 佐竹右京大夫 継紙
4月15日

庄内征伐出兵の催促、〈包紙〉返書入(15-1～15-6まで同一包紙)

AS212.1-15-2 副総督達書添状 (慶応4年)(1868) 長尾清右衛門・ 切紙
山本登雲介

副総督使節の人名書付、〈包紙〉(15-2～15-4まで同一包紙)

AS212.1-15-3 奥羽鎮撫副総督申渡書 (慶応4年)(1868) 副総督 長尾清右衛門 切紙
4月15日 ・山本登雲介

使節任命書

AS212.1-15-4 佐竹右京大夫願書 (慶応4年)(1868) 御名 奥羽御鎮撫副 継紙
4月22日 総督三位

庄内出兵の儀はなお問罪の上にいたしたき事、よって庄内討入りは暫時猶予ありたし、〈端裏〉御書方代筆

ニ而返書

AS212.1-15-5 奥羽鎮撫副総督達書 (慶応4年)(1868) 副総督 佐竹右京大夫 継紙
閏4月24日

攻口開戦にあたっては津軽越中守へも出張申しつける、よってよく申合いの上討入りすべきこと、〈包紙〉

(15-5～15-6まで同一包紙)、ほか1枚

AS212.1-15-6 佐竹義堯請書 (慶応4年)(1868) 御名 御副総督三位 継紙
閏4月7日

会津征討の沙汰に対する返書草稿

AS212.1-22 太政官軍防局通達 (慶応4年)(1868) 軍防局 奥羽鎮撫総督 継紙
4月18日 府参謀

芸州銃隊300人、有馬中務大輔・小笠原豊千代丸らの軍を奥羽鎮撫の応援として仰せつける

AS212.1-17 奥羽鎮撫総督府達書 (慶応4年)(1868) 奥羽鎮撫総督府大 継紙
4月29日 総督

この節軍艦を坂(酒)田港へ手配できます、よって越後路より薩長軍を援軍として送る
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AS212.1-23 御政務所日記抜書 (慶応4年)(1868) 竪帳(16)
4月

AS212.1-25 探索書 (慶応4年)(1868) 藤右衛門・熊三郎 奥羽鎮撫総督 竪帳(14)
4月 府

AS212.1-69 諸方風説書 (慶応4年)(1868) 御小人慶助・ 竪帳(10)
4月 久一郎

AS212.1-14-1 太政官御沙汰書 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 切紙
4月27日

松平肥後(容保)の追討を沙汰する、〈包紙〉京都ヨリ会津討伐御達ニ付新庄副総督江指出候控、辰閏四月(14-1
～14-3まで同一包紙)、〈包紙〉(14-1～14-2まで同一包紙)

AS212.1-14-2 佐竹義堯願書 (慶応4年)(1868) 秋田中将 継紙
閏4月

松平肥後追討の沙汰あれども庄内口交戦のため援兵ならず、〈端裏〉本庄副総督江河野総一郎ヲ以別紙添指

上候書付、本ハ新之誤ナリ

AS212.1-14-3 太政官御沙汰書 (慶応4年)(1868) 秋田 切紙
閏4月

松平肥後(容保)追討の沙汰書、〈包紙〉閏四月十九日太政官代軍防局御呼出ニ而松尾豊前を以御達ニ而尚演説

を以早々国許江申達候様被仰渡候(14-3のみ)

AS212.1-19-1 奥羽鎮撫副総督達書 (慶応4年)(1868) 副総督 佐竹右京大夫 継紙
閏4月4日

一手は清川口へ差し向けるよう指揮あるべし、〈包紙〉(19-1～19-2まで同一包紙)

AS212.1-19-2 副総督達書添状 (慶応4年)(1868) 切紙
閏4月4日

19-1の別紙

AS212.1-20-1 奥羽鎮撫副総督達書 (慶応4年)(1868) 新庄在陣副総督 佐竹右京大夫 継紙
4月28日

清川口にて戦争開始、一刻の猶予なく討入るべし、〈包紙〉返書入(20-1～20-2まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS212.1-20-2 佐竹義堯請書 (慶応4年)(1868) 御名 新庄御在陣御 継紙
閏4月4日 副総督三位

20-1の書状に対する請書、〈端裏〉御書方代筆ニ而返書

AS212.1-18-1 奥羽鎮撫総督府達書 (慶応4年)(1868) 新庄在陣副総督 佐竹右京大夫 継紙
閏4月9日

庄内攻めについては先日請書差し出しにもかかわらず今もって寸功もなき事はなはだ不審、〈包紙〉返書入、

副総督府ヨリ御達書、辰閏四月(18-1～18-2まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS212.1-18-2 佐竹義堯請書 (慶応4年)(1868) 御名 御副総督三位 継紙
閏4月12日

18-1の書状に対する弁明請書、〈端裏〉新庄副総督江平元正ヲ御請書指出候控、委曲者演節ニ而申述候
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AS212.1-16 太政官御沙汰書 (慶応4年)(1868) 秋田 切紙
閏4月

14-3と同文、〈包紙〉辰閏四月十九日太政官代軍防局より御留主居御呼出ニ付中西文左衛門罷出候処被仰渡候

AS212.1-24 今度庄内御征討ニ付為御先 慶応4年(1868) 竪帳(32)
手出張之面々御目見被仰付 閏4月
候御出座御手控

AS393-19-1 佐竹義堯願書別紙 (慶応4年)(1868) 継紙

〈端裏〉別紙、〈包紙〉京都ヨリ蝦夷地御達候儀ニ付新庄副総督江指出候控 辰壬四月(19-1～19-2まで同一包

紙)

AS393-19-2 佐竹義堯願書 (慶応4年)(1868) 継紙
閏4月

〈端裏〉本ハ新之誤也 本庄副総督江河野総一郎ヲ以別紙添指出候書付

AS393-15 佐竹義堯願書 (慶応4年)(1868) 継紙
閏4月

去月太政官代より箱館御警衛の通達あれども今般庄内攻めのため領内人数手薄ゆえ対応できず

AS212.1-11-2 御軍事纒草稿 慶応4年(1868) 竪帳(132)
2月3日

～閏4月16日

AS212.1-51-1 某書状 (慶応4年)(1868) 継紙

現状は官軍の援軍なく朝威も立たない状況ゆえ御引揚げ御帰京ありたし、〈包紙〉沢副督入藩ニ付書附五通

并戸村十太夫書簡一通(51-1～51-7まで同一包紙)

AS212.1-51-2 戸村十太夫書状 (慶応4年)(1868) 十太夫 大之進 継紙
5月8日

沢副総督の秋田入りについてまたその動静についての問題など、〈包紙〉(51-2のみ)

AS212.1-51-3 年寄衆より御膳番ヲ以差上 (慶応4年)(1868) 継紙
候御書付写 6月12日

九条殿・醍醐殿八戸領より軍艦にて秋田湊へ到着の筈云々

AS212.1-51-4 某書状 (慶応4年)(1868) 継紙

沢副総督領内発足の準備について

AS212.1-51-5 某書状 (慶応4年)(1868) 継紙

幣藩は銃隊もなく全体に弱兵、諸藩を四境にて敵にして勝算なし、よって御引揚げ御帰京されたし

AS212.1-51-6 両使節談判書付 (慶応4年)(1868) 継紙
5月

箱館へ弾薬購入のための便船手配方の事ほか2ヶ条
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AS212.1-51-7 奥羽列藩より差出候書面写 (慶応4年)(1868) 奥羽列藩 継紙

〈包紙〉於仙台総督府江奥羽列藩より差出候書面写(51-7のみ)

AS212.1-28 奥羽鎮撫総督府被仰渡写 (慶応4年)(1868) 奥羽鎮撫総督府 仙台藩・ 継紙
5月 米沢藩

今度秋田へ転陣につき人心に疑惑を生ず、諸藩一致して鎮撫にあたるべし、〈包紙〉五月十八日朝九条殿よ

り仙台・米沢両藩江御渡、同日会議之節列藩江伝達

AS212.1-26 佐竹義堯書状控 (慶応4年)(1868) 佐右京大夫義堯 伊陸奥守 継紙
5月29日

沢殿および九条殿の領内の動静を報告、〈端裏〉慶応四辰五月廿九日伝也直使者申付仙台・上杉江遣候直書

案文、上杉江は右之文面相違、趣意ハ同断、〈包紙〉

AS212.1-27 沢殿御達写 (慶応4年)(1868) (沢為量) 継紙
5月29日

仙・米両藩を中心に奸曲の主張あり、ために列藩方向一定せず、九条殿・醍醐殿の動静もあり、よって対面

の上、軍議を尽し万全の基盤をなすべし、〈包紙〉

AS212.1-30 奥羽鎮撫本陣達書 (慶応4年)(1868) 久保田 継紙
6月12日

九条殿・醍醐殿来る二十一日八戸領より軍艦にて秋田港へ御着陣の予定、宿陣等の手配ありたし、〈包紙〉

AS212.1-32-1 沢為量書状 (慶応4年)(1868) 為量 佐竹中将 継紙
6月17日

奥羽列藩同盟の動静とその周辺への影響を危惧す、〈包紙〉慶応四辰歳六月十八日能代御滞留沢三位殿より

以使者直書至来、同廿一日返書草稿共弐通(32-1～32-3まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS212.1-32-2 佐竹義堯書状草稿 (慶応4年)(1868) 継紙

32-1に対する返書

AS212.1-32-3 佐竹義堯書状別紙 (慶応4年)(1868) 義堯 沢三位 継紙
6月21日

32-2の別紙、義堯の署名と宛所のみ

AS212.1-29-1 朝廷御沙汰書 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 継紙
6月

その藩は祖先より勤王の遺言あり、官軍進撃の折は戮力奮励し、藩屏の務めを果たすべし、〈包紙〉同七月

十日京都より早かけニ而吟味役着(29-1～29-3まで同一包紙)

AS212.1-29-2 朝廷御沙汰書別紙 (慶応4年)(1868) 佐竹 切紙
6月

津軽藩へも同様通達すべき事

AS212.1-29-3 秋田中将家来高久祐助請書 (慶応4年)(1868) 秋田中将家来高久 継紙
7月 祐助

29-1に対する請書、〈端裏〉七月十二日不取合之御請高久祐助出足京都江指出候事
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AS212.1-31-1 朝廷御沙汰書 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 継紙
6月

29-1と同文、〈包紙〉(31-1～31-2まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS212.1-31-2 朝廷御沙汰書別紙 (慶応4年)(1868) 佐竹 切紙
6月

29-2と同文

AS212.1-33 奥羽鎮撫総督府達書 (慶応4年)(1868) 当藩 継紙
7月14日

庄内征伐応援出兵のため津軽軍領内進軍の事、触れ流すべし、〈包紙〉七月十四日沢殿・醍醐殿御列席ニ而

川井小六江御渡御奉書一通

AS212.1-38 沢為量書状 (慶応4年)(1868) 沢右衛門権佐 継紙
7月19日

〈包紙〉九州諸兵繰出ニ付沢右衛門権佐殿より来書

AS212.1-34 佐竹義堯書状 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 沢右衛門権佐 継紙
7月24日

九州諸兵当地へ繰出につき兵糧等欠乏の品手当方の事など

AS212.1-35 奥羽鎮撫総督府達書 (慶応4年)(1868) 秋田 継紙
7月28日

弘前藩四小隊、応援のため塩越表へ出兵の事、〈包紙〉

AS212.1-36 朝廷御沙汰書 (慶応4年)(1868) 諸軍 継紙
7月

流離の窮民撫恤の思召し御沙汰の事、〈包紙〉

AS212.1-40 奥羽鎮撫総督府三殿より御 (慶応4年)(1868) 道孝・為量・忠敬 継紙
達書 7月

戎装の事、〈包紙〉

AS212.1-41 朝廷御沙汰書 (慶応4年)(1868) 佐竹右京大夫 継紙
7月

国内の兵を挙げ諸軍と同心の上庄内を征討すべし、〈包紙〉慶応四辰七月従朝庭御達書壱通

AS393-16-1 軍服之義被仰出御書附 (慶応4年)(1868) 継紙

〈端裏〉慶応四辰歳七月今般出兵ニ付軍服被仰出候控、〈包紙〉(16-1～16-3まで同一包紙)

AS393-16-2 軍服之義被仰出御書附 (慶応4年)(1868) 継紙

〈端裏〉慶応四辰歳七月今般出兵ニ付軍服被仰出候控

AS393-16-3 軍服之義被仰出御書附 (慶応4年)(1868) 切紙

〈端裏〉慶応四辰歳七月今般出兵ニ付軍服被仰出候控
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AS212.1-52-1 軍将并諸隊長宛直書草稿 (慶応4年)(1868) 渋江内膳 継紙
7月

〈包紙〉慶応四辰歳御名字御家老軍将其外隊長江直書遣候草稿(52-1～52-6まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS212.1-52-2 軍将并諸隊長宛直書草稿 (慶応4年)(1868) 継紙

生保内口賊徒追討すべき事、〈端裏〉角館江之御書被下控

AS212.1-52-3 軍将并諸隊長宛直書草稿 (慶応4年)(1868) 継紙

四方敵陣、国力を尽し奮戦専要の事、〈端裏〉大和江被下候書控

AS212.1-52-4 軍将并諸隊長宛直書草稿 (慶応4年)(1868) 継紙

四方に敵あり、官軍の応援を渇望、実に危急の事態にあり、〈端裏〉薩州隊長島津登江直書遣候草稿

AS212.1-52-5 軍将并諸隊長宛直書草稿 (慶応4年)(1868) 真崎兵庫 継紙
8月

其方直々出張、軍将・諸頭を指揮し、天朝・国家のため忠戦あるべし

AS212.1-52-6 軍将并諸隊長宛勅書草稿 (慶応4年)(1868) 小野岡右衛門 継紙
8月

52-5とほぼ同内容、ただし冒頭に「横城を焼却」と「新屋口切迫」の記事がある

AS212.1-42-1 越後総督御達書 (慶応4年)(1868) 久保田藩 継紙
8月19日

援兵の催促、〈包紙〉(42-1～42-3まで同一包紙)

AS212.1-42-2 諸藩軍到着書上 (慶応4年)(1868) 切紙
8月16日

同日(8月16日)朝六半時英商船より薩州兵隊四百五拾人秋田到着の事ほか、「八月廿日於新潟民政局薩藩参謀

本田弥右衛門殿より入手」と貼紙あり

AS212.1-42-3 諸藩軍到着書上 (慶応4年)(1868) 切紙

「於新潟表本田弥右衛門殿より入手」と貼紙あり

AS212.1-43 歎願書 (慶応4年)(1868) 秋田中将内小野崎 北陸道大総督 竪帳(6)
8月19日 信蔵・安東半助 府参謀吉野昇

太郎

当表御出張の内より御分隊成し下されるよう嘆願、「此嘆願書越後三条於仁和寺宮様御本営指出申候、其後

於新潟参謀本田弥右衛門手内江も指出申候、依而其ケ処々々におゐて挨拶を得罷帰申候」と貼紙あり

AS310-114-1 軍艦脱走につき被仰出 (慶応4年)(1868) 継紙
8月

榎本釜次郎ら軍艦にて脱走の一件

AS310-114-2 軍艦脱走につき被仰出 (慶応4年)(1868) 徳川亀之助 継紙
8月

榎本釜次郎ら軍艦にて脱走の一件
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AS310-114-3 回達済御届写 (慶応4年)(1868) 秋田藩松田銈三郎 継紙
5月

徳川軍艦脱走の一件につき

AS310-114-4 品川沖碇泊脱艦につき徳川 (慶応4年)(1868) 継紙
より届書 8月21日

猶取調べ申上げるべき事御届

AS212.1-44-1 鎮将府弁事達写 (慶応4年)(1868) 鎮将府弁事 紀伊中納言ほ 継紙
9月7日 か21名

〈包紙〉九月八日夜加州藩より順達弘前藩江相廻候鎮将府弁事より之廻状并御書付壱通写(44-1～44-2まで同

一包紙)

AS212.1-44-2 鎮将府弁事廻状 (慶応4年)(1868) 継紙
9月

以後脱走・屯集の輩は厳科に処すべき事

AS212.1-97-1 沢右衛門権佐書状 (明治元年)(1868) 沢右衛門権佐 佐竹右京大夫 継紙
9月14日

施条銃100挺送状、〈包紙〉

AS212.1-97-2 佐竹義堯書状草稿 (明治元年)(1868) 御名 沢右衛門権佐 継紙

97-1に対する返書

AS212.1-52-7 戦功感状之草案 (明治元年)(1868) 須田政三郎 継紙

〈端裏〉九月十五日、〈包紙〉慶応四年九月十五日須田政三郎・渋江内膳・小野崎三郎へ感状案(52-7～52-8ま
で同一包紙)

AS212.1-52-8 戦功感状之草案 (明治元年)(1868) 渋江内膳・ 継紙
小野崎三郎

〈端裏〉九月十五日

AS212.1-46-1 御直筆御書付写 (明治元年)(1868) 竪帳(4)
9月

46-2と同文

AS212.1-46-2 御直筆御書付写 (明治元年)(1868) 継紙
9月16日

今般格段兵制変革申付け、忠戦尽力、宸襟を安んぜ奉るべし、〈包紙〉

AS212.1-58-1 五条為栄書状 (明治元年)(1868) 為栄 秋田中将 継紙
9月24日

戊辰戦役での働きに対する見舞状、〈包紙〉(58-1～58-2まで同一包紙)

AS212.1-58-2 佐竹義堯書状草稿 (明治元年)(1868) 継紙

58-1への返書草稿
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AS212.1-45 総督府参謀達書 (明治元年)(1868) 総督府参謀 院内宿中 継紙
9月25日

〈包紙〉総督府ヨリ院内宿中白米下賜

AS212.1-37 官兵到着書上 継紙

19日長崎出帆、御使者石田栄吉・太河平治兵衛、その他筑前・島原・平戸・大村の各兵

AS212.1-47 副総督府達書 (明治元年)(1868) 副総督府 佐竹河内 切紙
9月

佐竹河内に進撃・指揮すべきことを命ず、〈包紙〉

AS212.1-48 総督府達書 (明治元年)(1868) 総督府 秋田 継紙
9月

賊徒死骸の処理について、〈包紙〉

AS212.1-49 行政官達書 (明治元年)(1868) 行政官 継紙
9月

東北征討諸軍へ防寒毛布御下賜の御達

AS212.1-50 総督府達書 (明治元年)(1868) 総督府 秋田中将 継紙
9月

放火等にて困苦の者少なからず、巡見の上士民安堵の処置あるべし

AS212.1-54 賊徒首級姓名調 明治元年(1868) 横帳(6)
7月～9月

AS212.1-59 九条道孝・沢為量連署達書 (明治元年)(1868) 道孝・為量 佐竹右京大夫 継紙
写 10月

戸村十太夫の処分について、〈包紙〉慶応四辰十月於横手九条左府殿ヨリ御達弐通、戸村並小場江の御書付

(59～60まで同一包紙)

AS212.1-60 九条道孝・沢為量連署達書 (明治元年)(1868) 道孝・為量 佐竹右京大夫 継紙
写 10月8日

小場小伝治の処分について、〈包紙〉御達書写(60のみ)

AS212.1-61-1 総督府御沙汰書 (明治元年)(1868) 総督府 秋田藩 継紙
10月

南部美濃護送の兵差し出し方について、〈包紙〉明治元辰年十月廿七日落川能登持参直ニ指上候 朝廷より被

仰出候南部一条御書付六通(61-1～61-5まで同一包紙)

AS212.1-61-2 総督府御沙汰書 (明治元年)(1868) 総督府 秋田藩 継紙
10月

南部美濃護送の兵差し出し方について

AS212.1-61-3 総督府御沙汰書 (明治元年)(1868) 総督府 佐竹右京大夫 継紙
10月

南部領内士民鎮圧いたすべき事
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AS212.1-61-4 総督府御沙汰書 (明治元年)(1868) 総督府 秋田藩 継紙
10月

南部美濃所持の銃砲・弾薬御預の事

AS212.1-61-5 朝廷御沙汰書 (明治元年)(1868) 継紙

南部美濃一件につき心構え

AS212.1-61-6 朝廷御沙汰書 (明治元年)(1868) 秋田藩 継紙
10月18日

南部美濃一件につき心構え、〈包紙〉

AS212.1-62 奥羽鎮撫総督府達書 (明治元年)(1868) 奥羽鎮撫総督府 秋田藩 継紙
10月21日

旧幕府脱艦につき海岸防備の指示ほか、〈包紙〉

AS212.1-63 佐竹義堯届書 (明治元年)(1868) 秋田中将 継紙
10月

ミニーヘル銃五千挺拝借願、〈包紙〉

AS212.1-64-1 戦後処理ニ付達書 (明治元年)(1868) (沢主水正) (秋田中将) 継紙

戊辰戦役後の領内の戦後処理についての指示、〈包紙〉(64-1～64-3まで同一包紙)

AS212.1-64-2 沢宣種書状 (明治元年)(1868) 宣種 秋田中将 継紙
11月29日

残徒暴挙計りがたく兵制改革のうえ国境厳重御固めありたし

AS212.1-64-3 某書状 (明治元年)(1868) (沢主水正) (秋田中将) 継紙

AS212.1-64-4 沢宣種書状 (明治元年)(1868) 宣種 秋田中将 継紙
10月19日

南部藩の処置については御沙汰の通り、詳しくは小場小伝治などより聞取りありたし、〈包紙〉

AS212.1-99 義堯公御巡覧之御姿ニ而九 明治元年(1868) 御膳番局 竪帳(74)
条殿御出先迄被為入候ニ付 10月
取纏

AS310-117-1 行政官沙汰書 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹右京大夫 継紙
12月

酒井徳之助・磐城隆邦旧領を其藩にて取り締まるべし、〈包紙〉明治元辰年十二月羽州前後民政取締り被仰

付候ニ付従朝御達書(117-1～117-3まで同一包紙)

AS310-117-2 行政官沙汰書 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹右京大夫 継紙
12月

酒井徳之助・磐城隆邦旧領を其藩にて取り締まるべし
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AS310-117-3 行政官沙汰書 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹右京大夫 継紙
12月

上杉式部・酒井徳之助等旧領取り締まり方について

AS310-118-1 行政官沙汰書 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹右京大夫 継紙
12月

今般奥羽御領内の民政取り締まりを仰せつけられる、〈包紙〉(118-1～118-3まで同一包紙)

AS310-118-2 行政官通達 (明治元年)(1868) 切紙
12月

新県御取建の場所へ検分をとげ報告すべき事

AS310-118-3 弁事官通達 (明治元年)(1868) 弁事 佐竹右京大夫 継紙
12月6日

召喚状

AS210.1-9 松平容保等乱臣賊子糺罪に (明治元年)(1868) 継紙
関する詔書 12月

〈包紙〉明治元年辰十二月七日御用召ニ而御参朝被遊候処大広間江三条右大臣殿御出席官掌金谷敬次郎読之

AS317-200-1 行政官通達 (明治元年)(1868) 行政官 岩城隆邦 継紙
12月

奥羽諸賊と同盟せるにより24名を召上げ隠居申しつける、〈包紙〉明治元年辰十二月七日御用召ニ而御参朝

被遊候処三条右大臣殿大広間江御出席官学金谷政次郎を以御渡之御書附二通(200-1～200-2まで同一包紙)

AS317-200-2 行政官通達 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹修理太夫 切紙
12月

別紙(200-1)の通り相達す

AS312-78 御用留書 明治元～2年 竪帳(145)
(1868～1869)
11月1日

～正月17日

南部出役日記

AS212.1-53 奧羽鎮撫総督へ御建白 慶応4年(1868) 竪帳(6)

〈包紙〉慶応四年戊辰奥羽鎮撫総督へ御建白

AS393-17 施条銃込方詞抄 (慶応4年)(1868) 横半(8)
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３　新政府・諸藩(明治初期)

AS310-106-1 於京地被仰出候御達書 (慶応4年)(1868) 継紙
2月

各藩より貢士として太政官へ差し出すべし、〈包紙〉慶応四辰二月十一日於京地被仰出候御達書四通(106-1～
106-4まで同一包紙)

AS310-106-2 於京地被仰出候御達書 (慶応4年)(1868) 継紙
2月

各藩より徴士仰せつけられし者の心得

AS310-106-3 於京地被仰出候御達書 (慶応4年)(1868) 切紙

諸藩より江戸開成所に抜擢または雇いの者の名前を書き出すべし

AS310-106-4 於京地被仰出候御達書 (慶応4年)(1868) 継紙
2月

諸侯を大藩・中藩・小藩の三等に区別す

AS319.9-10 太政官三職布達 (慶応4年)(1868) 太政官代三職 継紙
2月17日

〈包紙〉慶応四辰歳於京地御達外国人御取扱書付弐通官軍御操出之書付壱通

AS210.1-6 五箇条御誓文写 慶応4年(1868) 継紙
3月

版本

AS210.1-7 御宸翰之御写 (慶応4年)(1868) 総裁・輔弼 継紙
3月

版本、〈包紙〉宸翰写一通

AS210.1-8 御宸翰之御写 (慶応4年)(1868) 総裁・輔弼 継紙
3月

版本

AS310-107-1 太政官御達書 (慶応4年)(1868) 継紙
3月

これまでの高札をすべて撤去し、別紙の条々を掲示すべし、〈包紙〉(107-1～107-6まで同一包紙)

AS310-107-2 五榜の掲示 第一札 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

人たるもの五倫の道を正しくすべき事ほか、〈端裏)第一札

AS310-107-3 五榜の掲示 第二札 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

徒党・強訴・逃散の禁止、〈端裏〉第二札
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AS310-107-4 五榜の掲示 第三札 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

きりしたん邪宗門は堅く御制禁、〈端裏〉第三札

AS310-107-5 五榜の掲示 第四札 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

万国公法を以て条約を履行し、外国人への狼藉を禁ず、〈端裏〉第四札

AS310-107-6 五榜の掲示 第五札 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

士民共にみだりに本国を脱走すべからず、〈端裏〉第五札

AS310-110 太政官達書 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

諸国の高札を除去し、別紙の条々を掲示すべし

AS159-2 五榜の掲示 第一札 慶応4年(1868) 太政官 継紙
3月

人たるもの五倫の道を正しくすべき事ほか

AS317-166 五榜の掲示 第二札 慶応4年(1868) 大政官 継紙
3月

徒党・強訴・逃散の禁止

AS190-1 五榜の掲示 第三札 慶応4年(1868) 太政官 継紙
3月

きりしたん邪宗門は堅く御制禁

AS310-109 五榜の掲示 第四札 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

万国公法を以て条約を履行し、外国人への狼藉を禁ず、〈端裏〉第四札

AS310-108 五榜の掲示 第五札 (慶応4年)(1868) 太政官 継紙
3月

士民共にみだりに本国を脱走すべからず、〈端裏〉第五札

AS393-20 於太政官箱館御警衛之御達 (慶応4年)(1868) 継紙
写

今般箱館裁判所取建てのため佐竹・南部・津軽・松前4藩に警衛を仰せつけられる、〈包紙〉

AS310-119 政体書 慶応4年(1868) 太政官 版本(15)
閏4月

AS310-112 封建郡県議 (慶応4年)(1868) 御名 竪帳(6)
5月

佐竹義堯の建白書
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AS310-113 建言 (慶応4年)(1868) 佐竹宰相 竪帳(7)
6月30日

佐竹義堯の建白書

AS310-116 演説書 (慶応4年)(1868) 秋田中将 竪帳(5)
6月

佐竹義堯の建白書

AS393-18 東京詰兵隊調 (慶応4年)(1868) 横帳(7)

〈包紙〉

AS310-120 公議所法則案 明治元年(1868) 議事体裁調局 版本(16)
12月

AS317-168 行政官達書 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹中将 継紙
12月

〈包紙〉明治元辰歳十二月投書有之右江答書於西京致候所行政官より下御賞御書付、包紙2枚あり

AS288.4-2-1 行政官通達 (明治2年)(1869) 行政官 在東京諸侯 継紙
正月

御着輦女御入内に付達、〈包紙〉(2-1～2-2まで同一包紙)

AS288.4-2-2 行政官通達 (明治2年)(1869) 行政官 切紙
正月

来る7日参賀に及ばず

AS310-124-1 行政官布告 (明治2年)(1869) 行政官 継紙
正月

御再幸につき諸侯以下参着すべし、〈包紙〉(朱書)明治二年 正月廿六日弘前御藩より伝達有之候、御布告書写

壱通、但御同処公用人より之手紙添(124-1～124-3まで同一包紙)

AS310-124-2 田代蔀書状 (明治2年)(1869) 田代蔀 御用役 継紙
正月27日

この度の行政官の布告は月番の弘前藩へのみ通達あり

AS310-124-3 弘前藩三上定右衛門書状 (明治2年)(1869) 弘前藩三上定右衛 久保田様公御 継紙
正月26日 門 用人中

別紙御渡の件は奥州諸藩ばかりへの御達し、御藩へも御達あるもはかりがたし

AS310-142-1 行政官布告書 (明治2年)(1869) 行政官 継紙
正月

東京江行幸に付大小侯伯御呼出達書、〈包紙〉東京江行幸ニ付大小侯伯御呼出達書二通(142-1～142-2まで同一

包紙)

AS310-142-2 行政官布告書 (明治元年)(1868) 行政官 継紙
12月

東京江行幸に付大小侯伯御呼出達書
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AS310-125 行政官達書 (明治2年)(1869) 行政官 佐竹中将 継紙
2月

〈包紙〉明治二年二月 思召ヲ以二十万円下賜ノ御書附

AS310-126 被仰立下書 明治2年(1869) 御名 竪帳(9)
2月

佐竹義堯の建白書、表紙に「明治二巳歳二月九日出足 細川官助東京江持参」とあり

AS310-128 行政官布告書 (明治2年)(1869) 行政官 継紙
2月

太政官御移りにつき4月朔日より諸願等は東京へ差し出すべし、〈包紙〉明治二年カ、三月十三日弘前藩より

伝達有之候御布告書壱通、但御本書

AS310-127 御建白写 (明治2年)(1869) 佐竹中将 弁事 竪帳(4)
3月18日

AS310-143 封建郡県論 (明治2年)(1869) 初岡敬治 竪帳(4)
4月17日

AS310-144 詔書写 (明治2年)(1869) 竪帳(6)
4月

AS337-3 金札発弘之義ニ付御沙汰書 (明治2年)(1869) 行政官 継紙
4月

〈封筒〉(朱書)明治二年

AS210.1-11-1 詔書写 明治2年(1869) 継紙
4月

新政にあたっての百官の意見をつめる、〈包紙〉(11-1～11-2まで同一包紙)

AS210.1-11-2 口達書取 (明治2年)(1869) 継紙
4月22日

勅詔の趣意に従い各々書面を以て来月四日まで差し出すべき事

AS310-147-1 御国是建議 (明治2年)(1869) 徳川三位中将議員 輔相公閣下執 竪帳(6)
5月 大津武五郎ほか16 事

名

AS310-147-2 御国是建議 (明治2年)(1869) 初岡敬治 竪帳(8)
5月4日

AS310-130-1 佐竹中将家来届書 (明治2年)(1869) 佐竹中将家来近藤 弁事御役所 継紙
5月 良之進

〈包紙〉(朱書)羽前羽後御取締高帳酒田民政局へ差出候届書(130-1～130-3まで同一包紙)

AS310-130-2 酒田民政局通達 (明治2年)(1869) 酒田民政局 秋田藩 継紙
5月14日

羽後国郷村高帳受取の事
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AS310-130-3 酒田民政局通達 (明治2年)(1869) 酒田民政局 秋田藩・ 切紙
5月14日 新発田藩

AS310-132 大原中納言様ヲ以御渡之御 (明治2年)(1869) 継紙
書付 5月

〈包紙〉五月廿二日弁事御役所ヨリ御名代重臣御呼出ニ付岡本又太郎罷出候処於大広間議長大原中納言様ヲ

以御渡之御書付弐通、(朱書)明治二年

AS310-133 大原中納言様ヲ以御渡之御 (明治2年)(1869) 継紙
書付 5月

蝦夷地取扱方について

AS310-145 輔相公江建白 (明治2年)(1869) 徳川三位中将議員 輔相公閣下執 竪帳(6)
5月26日 大津武五郎ほか16 事

名

AS310-146 不廃議院建議 (明治2年)(1869) 徳川三位中将議員 輔相公閣下執 竪帳(5)
5月 大津武五郎ほか16 事

名

AS310-129 版籍返上御達書 (明治2年)(1869) 切紙
5月

〈包紙〉明治二年版籍返上御達書一

AS310-131 両羽取締方ニ付上申書 (明治2年)(1869) 佐竹中将 弁事 継紙
5月

包紙2枚あり

AS310-134 独立自主の体裁并理財之道 (明治2年)(1869) 切紙
御下問書 5月

〈包紙〉

AS317-169-1 行政官達書 (明治2年)(1869) 行政官 佐竹中将 継紙
6月

勤王の儀を守り賊中において藩屏の道を遂げたことについてその賞として2万石を下賜する、〈包紙〉六月二

日御用召ニ付為御名代常丸様御参内被成候処於大広間御渡之写御呼出剪紙写共(169-1～169-3まで同一包紙)

AS317-169-2 弁事官通達 (明治2年)(1869) 弁事 佐竹中将 切紙
5月29日

御用の儀これあるによって名代として親族同列の者参朝すべし

AS317-169-3 太政官達書 明治2年(1869) (太政官印写) 佐竹中将 切紙
6月

戦功により高2万石を下賜する

AS210.1-10-1 勅答写 (明治2年)(1869) 佐竹宰相名代重臣 竪帳(4)
6月27日 岡本又太郎

新政の職制に関する建白書、〈包紙〉
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AS210.1-10-2 勅答写 (明治2年)(1869) 御名名代重臣岡本 竪帳(4)
5月28日 又太郎

〈包紙〉

AS210.1-10-3 勅答写 (明治2年)(1869) 御名名代重臣岡本 竪帳(6)
5月25日 又太郎

〈包紙〉(10-3～10-4まで同一包紙)

AS210.1-10-4 勅答写 (明治2年)(1869) 御名名代重臣岡本 竪帳(4)
5月25日 又太郎

AS212.1-70 戦死並傷之者御届 明治2年(1869) 佐竹宰相公用人近 軍務官御役所 切紙
6月22日 藤良之進

〈包紙〉

AS317-170 行政官達書 (明治2年)(1869) 行政官 継紙
6月

今回賞典として下賜する石高は御蔵米を以て与う、〈包紙〉二万石之御高御蔵出之御達書

AS317-202 久保田藩知事辞令 明治2年(1869) 佐竹宰相 切紙
6月

AS310-135 行政官布告書 (明治2年)(1869) 行政官 佐竹宰相 継紙
6月

版籍奉還につき公議を広く採用すべきの思食、〈包紙〉(朱書)明治二年六月

AS310-136 行政官布告書 (明治2年)(1869) 行政官 継紙
6月

公卿諸侯の呼称を廃し、華族と称す

AS327-7 弾例写 明治2年(1869) 太政官 竪帳(6)
9月

表紙に「九月十二日伝達之御布告」とあり

AS387-70-1 相馬因幡守書状 (明治2年)(1869) 五位 宰相 継紙
9月14日

仙台藩より旧好の和親の申出あり、願くは御洞察のうえ旧好を復されたし、〈包紙〉(70-1～70-3まで同一包

紙)

AS387-70-2 佐竹義堯書状 (明治2年)(1869) 継紙

仙台藩の儀については東京において済ませたし

AS387-70-3 某書状 (明治2年)(1869) 継紙

仙台藩追々国情定まり、旧来の懇親に復したき願いあり云々、70-1の草稿か
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AS310-138-1 版籍奉還に付演舌書 (明治2年)(1869) 継紙
10月

知藩事は世襲、諸藩君臣の名目を廃す

AS310-138-2 版籍奉還に付演舌書 (明治2年)(1869) 切紙
10月

天下の与論公議により藩治改革有るべき事

AS310-139 版籍奉還に付演舌書 (明治2年)(1869) 継紙
10月18日

内容は138-1と同じ、末尾に「右は照幡烈之助口上にて書取候」とある

AS310-140 按察使達書 (明治2年)(1869) 按察使 久保田藩知事 継紙
10月

今般按察府を設置し、親しく藩県の情態を案し、下民の疾苦を問わせらる

AS310-182-1 太政官布告 11月 太政官 按察使 継紙

按察使の任務につき条々、〈包紙〉十一月廿七日弁官より呼出ニ付近藤良之進罷出候所同時管掌方を以御渡

御書附両通当御触下之藩々江不洩様相触候段申聞ニ候、右ニ付於此表例之通伝達仕候(182-1～182-2まで同一
包紙)

AS310-182-2 弁官通達書 11月 弁官 継紙

別紙(182-1)の通り心得るべき事

AS383-4 御直衣之儀ニ付書取 明治2年(1869) 継紙
10月

〈包紙〉

AS383-5-1 直衣ノ故実 竪帳(2)

〈包紙〉(朱書)直衣ノ故実書附二通(5-1～5-2まで同一包紙)

AS383-5-2 直衣の事 竪帳(5)

AS312-82-1 久保田藩知事佐竹義堯伺書 (明治2年)(1869) 継紙
別紙 11月

藩諸役と人名書上げ、〈包紙〉久保田藩知事佐竹従三位義堯(82-1～82-2まで同一包紙)

AS312-82-2 久保田藩知事佐竹義堯伺書 (明治2年)(1869) 久保田藩知事佐竹 弁官 切紙
11月23日 従三位義堯

藩治職制改革別紙人員につき伺い

AS312-81 諸藩より御使者御口上書并 明治2年(1869) 公務局 竪帳(51)
同断御届取纏并此方様より
之御口上共

AS310-137 職員令 (明治2年)(1869) 御用御書物書所 版本(27)
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AS317-171 御賞典姓名書 (明治2年)(1869) 継紙

〈包紙〉(朱書)明治二年御賞典姓名書

AS172-2 小野崎通亮上申書 明治3年(1870) 権大参事神祇係臣 竪帳(7)
2月 通亮

祭政一致に関わる権大参事神祇係の上申書

AS310-148-1 弁官通達 (明治3年)(1870) 弁官 秋田藩 継紙
7月14日

召喚状、〈包紙〉七月廿五日弁官ヨリ御呼出ニ付近藤碌二出頭仕候処上野管掌ヲ以御渡之御封書、(朱書)明治

三年庚午七月(148-1～148-2まで同一包紙)、包紙2枚あり

AS310-148-2 弁官通達 (明治3年)(1870) 弁官 久保田藩知事 継紙
7月24日

別紙の通り御沙汰あり、〈包紙〉

AS602-1-1 久保田藩支配所国後郡開拓 (明治3年)(1870) 久保田藩支配所国 竪帳(3)
主官届書 10月1日 後郡開拓主官介川

作美

出稼人数等の報告、1-2への回答、〈包紙〉箱館開拓使より御達書并御届書写(1-1～1-2まで同一包紙)

AS602-1-2 開拓使達書 (明治3年)(1870) 開拓使 久保田藩出張 竪帳
8月 中

北海道中移住の人口・同開墾の員数・同産物の出高・土人の増減につき至急報告せよ

AS310-150-1 藩制被仰出書 (明治3年)(1870) 太政官 竪帳(4)
9月

〈包紙〉明治三年庚午九月十日弁官ヨリ御呼出ニ付近藤碌二致出頭候処谷森小史ヲ以御渡之(150-1～150-2ま
で同一包紙)

AS310-150-2 太政官布告 (明治3年)(1870) 太政官 切紙

AS310-149 御布告写 (明治3年)(1870) 竪帳(4)
9月

AS312-83 支配地諸務変革取調 (明治3年)(1870) 久保田藩知事佐竹 弁事 竪帳(25)
12月 従三位義堯

AS312-84 秋田藩政体 (明治3年)(1870) 竪帳(27)

〈包紙〉政體(朱書)明治三年改革藩政

AS322.6-1 駅法改正御布告書写 明治3年(1870) 竪帳(17)

AS387-94 明治三午年到来御用状 明治3年(1870) 竪帳(168)

AS393-21 藩士兵卒取調 (明治3年)(1870) 竪帳(4)
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AS342-98-1 秋田藩知事佐竹義堯願書 (明治4年)(1871) 秋田藩知事佐竹義 弁官 継紙
2月23日 堯

賞典米すべてと家禄3分の1をもって藩用の不足を補いたし、〈包紙〉明治四年未二月廿五日弁官より令扶之

内壱人御呼出しニ而蔀出頭之処、御願書付札ニ而御渡本書邸庁へ差出し、右写し并ニ御呼出し写し共ニ弐通
入、但し御賞典之内御藩江御補之御願(98-1～98-3まで同一包紙)、付紙あり

AS342-98-2 秋田藩知事佐竹義堯願書 (明治4年)(1871) 秋田藩知事佐竹義 弁官 継紙
2月23日 堯

賞典米すべてと家禄3分の2をもって藩用の不足を補いたし、付紙あり

AS342-98-3 弁官伝達所通達 (明治4年)(1871) 弁官伝達所 佐竹秋田藩知 継紙
2月24日 事家令中

召喚状

AS310-151 弁官通達 (明治4年)(1871) 弁官伝達所 佐竹秋田藩知 継紙
2月24日 事殿家令中

召喚状、〈包紙〉明治四未年二月廿五日弁官より令扶之内壱人御呼出し蔀出頭致候事

AS387-72-1 英国代理公使礼状 (明治4年)(1871) 英国代理公使エフ 副島外務卿・ 竪帳(2)
4月9日 オアダムス 寺島外務大輔

秋田能代近海において難破せるライザコレイ号一件について対応に関する礼状、〈包紙〉外国人秋田湊へ着

世話相成候礼状外務省江参候依秋田県へ御達写(72-1～72-2まで同一包紙)

AS387-72-2 英国代理公使礼状 (明治4年)(1871) 英国代理公使エフ 副島外務卿・ 竪帳(2)
4月9日 オアダムス 寺島外務大輔

AS310-152 佐竹義堯伺書 (明治4年)(1871) 秋田藩知事佐竹義 弁官 継紙
5月20日 堯

〈包紙〉明治四年未五月廿日御上京被遊御到着御私邸ニ御住居可被成之処御私邸御住居向無之、依之御官邸

ニ御住居被成度旨御願之処、御願之通御付札ヲ以被仰付候、蔀相勤、包紙2枚あり

AS317-207 東京府貫属掛通達 (明治4年)(1871) 東京府 罫紙
6月

華・士・卒族の者職務外において宿泊をともなう旅行については届出るべき事

AS337-6-1 秋田藩知事佐竹義堯伺書 (明治4年)(1871) 秋田藩知事佐竹義 弁官 継紙
7月4日 堯

贋金一件につき御進退伺書并御付札、「贖罪金一十五両」と付紙あり

AS337-6-2 佐竹義堯請書控 (明治4年)(1871) 従三位佐竹義堯 司法省 竪帳(2)
12月28日

〈包紙〉御進退御伺御附紙御請書控・贖罪金上納書付控、右二通入(6-2～6-3まで同一包紙)

AS337-6-3 佐竹義堯届書 (明治5年)(1872) 従三位佐竹義堯 司法省 切紙
正月10日

贖罪金15両納入添書、〈包紙〉御進退御伺御附紙御請書控・贖罪金上納書付控 右二通入
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AS210.1-13 詔書写 明治4年(1871) 継紙
7月14日

廃藩置県の詔勅、〈包紙〉

AS310-155-1 太政官布告 (明治4年)(1871) 太政官 継紙
7月17日

廃藩にあたり沙汰あるまで従来通り印鑑を以通行すべき事、〈包紙〉明治四年未七月十八日東京府貫属掛よ

り家令御呼出ニ付右代田代久出頭之処御達書并御呼出切紙共入(155-1～155-4まで同一包紙)

AS310-155-2 東京府通達 (明治4年)(1871) 東京府 従三位佐竹義 継紙
7月 堯

別紙の通り心得あるべし

AS310-155-3 東京府通達 (明治4年)(1871) 東京府 佐竹従三位殿 継紙
7月17日 家令中

明日貫属掛へ出頭すべし

AS310-155-4 太政官通達 (明治4年)(1871) 太政官 東京府 罫紙
7月

廃藩に際し元知事の面々へ9月中帰京すべく通達すべし、〈封筒〉(155-4のみ)

AS317-205-1 太政官通達 (明治4年)(1871) 太政官 秋田県少参事 切紙
7月27日 佐藤忠正

秋田県少参事佐藤忠正本官を免ず、〈包紙〉(205-1～205-2まで同一包紙)

AS317-205-2 太政官通達 (明治4年)(1871) 太政官伝達所 秋田県 切紙
7月

萩庭彦七民部省出仕を免ず

AS310-153-1 太政官布告写 (明治4年)(1871) 竪帳(9)
7月

〈包紙〉明治四年未七月廿七日松平正四位様令扶之内壱人東京府貫属掛より呼出ニ而御渡之御書付九通御同

所様より順達を以達候ニ付直々御触下江順達を以廻章江相添差出候処周尾より返却(153-1～153-2まで同一包
紙)

AS310-153-2 回章 (明治4年)(1871) 佐竹従三位家扶 上杉従四位様 継紙
7月28日 御家扶ほか9名

別紙御布告9通回覧の事、〈包紙〉回章 佐竹従三位家扶

AS310-154 太政官布告写 (明治4年)(1871) 竪帳(3)
7月

廃藩置県について、〈包紙〉(朱書)明治四年辛未七月、触頭二十四藩エ御達書三通、廃藩置県太政官達

AS317-206 太政官通達 (明治4年)(1871) 太政官 秋田藩知事佐 切紙
7月 竹義堯

佐竹義堯秋田藩知事を免ず、〈包紙〉
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AS212.1-80 別紙 (明治4年)(1871) 八代隆太・小田部 竪帳(28)
7月 五郎右衛門

戦死手負之人数控

AS310-156-2 東京府布達 (明治4年)(1871) 東京府 罫紙(3)
8月19日

太政官布告書の通達

AS310-156-1-1 回章 (明治4年)(1871) 佐竹従三位家扶 上杉従四位様 継紙
8月23日 御家扶ほか9名

東京府より御布告書御渡の件回達すべし、〈包紙〉回章　佐竹従三位家扶(156-1-1～156-1-4まで同一包紙)

AS310-156-1-2 回章 (明治4年)(1871) 佐竹従三位家扶 上杉従四位様 継紙
8月28日 御家扶ほか9名

東京府より布告書3通御渡しの旨回達あるべし

AS310-156-1-3 太政官布告書写 (明治4年)(1871) 太政官 罫紙
8月

散髪・制服・略服・脱刀とも自今勝手たるべし

AS310-156-1-4 太政官布告書写 (明治4年)(1871) 太政官 罫紙
8月

大蔵省寮司の定

AS358-2 大蔵省布達他 (明治4年)(1871) 罫紙(4)
8月

高齢者および棄児の員数を調査すべき事

AS337-4 贋金一件取纏 明治4年(1871) 竪帳(8)
11月12日

～11月15日

〈包紙〉当未七月四日弁官江贋金之一件ニ付御進退御窺ノ儀東京府并史官ヨリ御尋之上御差図之次第取纏一

通、〈包紙〉贋金一件御所置済迄之纏三通入

AS337-5 贋金一件書上控 (明治4年)(1871) 竪帳(6)
11月12日

～11月14日

AS324-9-1 非人身寄之者江引渡証書 明治4年(1871) 長浜町二丁目佃屋 御屋敷様御役 切紙
11月28日 勝次郎煩ニ付代銀 人衆中

次郎

〈包紙〉辛未十一月廿六日夜御門前ニ倒居り候非人身寄之者江引渡証書(9-1～9-2まで同一包紙)

AS324-9-2 非人身寄之者江引渡証書 (明治4年)(1871) 佐竹従三位内高橋 切紙
11月26日 庄蔵
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AS312-85-2 明治四年官令控 明治4年(1871) 太政官 元秋田県 竪帳(5)
11月

旧来の物成の納入に関する太政官布達ほか

AS210.1-12 鎮祭詔写、宣布大教詔写、 (明治4年)(1871) 竪帳(8)
宣教長官宣命写

AS310-160 佐竹将監建白 (明治5年)(1872) 佐竹将監 継紙
正月19日

上京に関する演説覚

AS342-106 岩崎藩士御請書 明治5年(1872) 町田基ほか8名 塩谷弥太郎・ 切紙
9月26日 田代蔀・秋山

直・近藤碌二

旧岩崎藩士廩米滞のことにつき嘆願、佐竹氏承諾し家禄米より助成す、〈包紙〉

AS310-121-1 御達並願伺御届写 壱 明治元年(1868) 罫紙(35)
11月～12月

〈包紙〉諸御達伺届等取纏七冊、慶応三丁卯年十月ヨリ明治元戊辰年十月マテ暦史課へ、戊辰年十一月ヨリ

明六癸酉五月マテ日録課へ御書出控(121-1～121-5まで同一包紙)

AS310-121-2 御達並願伺御届写 二 明治2年(1869) 罫紙(87)
正月～12月

AS310-121-3 御達並願伺御届写 三 明治3年(1870) 罫紙(33)
4月～7月・10月

AS310-121-4 御達並願伺御届写 四 明治4年(1871) 罫紙(128)

AS310-121-5 御達並願伺御届写 五 明治5～6年 罫紙(10)
(1872～1873)

AS324-13 久保田藩知藩事願書 (明治年間) 久保田藩公用人近 弁事 継紙
(1868～1912) 藤碌二

分家佐竹従五位分割地所について願の通り御沙汰下されたし、〈包紙〉

AS310-180-1 松平陸奥守より回状 2月24日 松平陸奥守 松平加賀守ほ 継紙
か9名

〈包紙〉各国諸侯東京江御催促ニ付武廉ニ御達弐包(180-1～180-2まで同一包紙)

AS310-180-2 松平陸奥守より回状に付添 2月 松平陸奥守内児玉 継紙
状 覚之進

回達につき演舌覚、〈包紙〉松平陸奥守より回状共ニ(180-2のみ)

AS343-9-1-1 財政諮問の条目 5月 印刷(2)

通貨、内外の国債、歳入歳出について意見を求む
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AS387-93 佐竹義脩書状 6月7日 佐竹従四位義脩 伊達従四位 折紙

時候挨拶、〈包紙〉

AS310-122 弁事役所通達 6月 竪帳(2)

旧領惣石高・諸産物等について取調べの通達、〈包紙〉六月廿五日弁事御役所より又太郎殿御呼出ニ而御渡

之御書付

AS310-173 沢宣嘉書状 10月10日 沢宣嘉 佐竹従三位 折紙

薩藩改革書付の写御覧の後御返却下されたし、〈包紙〉佐竹従三位殿　沢外務卿

AS317-211-1 各県当分御規則 12月 継紙

租税収納・金札下げ渡し・月給等について条々、配置すべき官員についての規定ほか

AS317-211-2 各県当分御規則 12月 継紙

租税収納・金札下げ渡し・月給等について条々、配置すべき官員についての規定ほか

AS209-359 年賀被仰立写 竪帳(3)

久保田藩知事としての弁官宛年始挨拶状の控

AS317-172 御賞高取調別紙 竪帳(3)

AS317-173 御賞御高御扶持被下人別 竪帳(28)

AS317-175 旧秋田県士民賞典禄折半取 竪帳(75)
調帳

AS317-191 旧秋田藩士族平民終身年限 竪帳(43)
分与賞典金禄取調

AS319.9-11 弁事御役所達書 継紙

この度親征仰せ出されにつき各国公使に参朝を仰せつける、〈包紙〉二月十四日大政官代より御呼出之趣弁

事御役所より御達ニ付即刻小倉豊罷出候処松尾但馬を以御渡ニ相成候御書付壱通

AS343-9-1-2 財政諮問の条目別紙 印刷(4)

AS387-77 京都ニて礼節覚 継紙

御改正により御礼節御改正につき達書、義堯直筆、〈端裏〉京都ニて礼節覚
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４　秋田領内支配(安政期～明治初期)

(1) 仰渡

AS312-56 憲諒院様より被仰遣候御加 (嘉永7年)(1854) 継紙
談手控

壱岐守様へ御加談仰せつける、〈包紙〉嘉永七寅三月廿日源右衛門御使者ニ而憲諒院様より自分江被仰遣候

御加談手控

AS310-3-1 御代々様御目附江被成下候 (佐竹義堯) 竪帳(99)
御直書写 一

AS310-3-2 御代々様御目附江被成下候 (佐竹義堯) 竪帳(98)
御直書写 二

AS288.6-5-1 四家御領御紋幕一件 継紙

寛政十二庚申年秋田御亀鑑六月廿五日之条々、〈包紙〉四家御領内紋幕一件(5-1～5-3まで同一包紙)

AS288.6-5-2 四家御領御紋幕一件 2月 継紙

御紋幕の儀につき御一門10人に仰せ渡され

AS288.6-5-3 四家御領御紋幕一件 安政元年(1854) 切紙
5月19日

御紋幕の儀に付佐竹中務へ仰せ渡され

AS342-58-1 憲諒院様被仰出候御厳略之 (安政2年)(1855) 継紙
写 正月

〈包紙〉安政二卯歳、憲諒院様被仰出にて御厳略之写(58-1～58-2まで同一包紙)

AS342-58-2 憲諒院様被仰出候御厳略之 (安政2年)(1855) 継紙
写 正月

AS342-56-1 憲諒院様より新田御合力之 (安政2年)(1855) 継紙
召上書 3月

〈包紙〉鳥越 安政二卯歳三月憲諒院様より源右衛門御使者新田御合力之召上書(56-1～56-3まで同一包紙)

AS342-56-2 憲諒院様より新田御合力之 (安政2年)(1855) 継紙
召上書 2月28日

AS342-56-3 憲諒院様より新田御合力之 (安政2年)(1855) 切紙
召上書 3月9日

AS342-59 方角御助力御手控 (安政2年)(1855) 切紙
2月

方角御火消役のための物入に対しわずかながら助力する、〈包紙〉鳥越 安政二卯歳方角御助力手控
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AS317-73-1 御条目 (安政2年)(1855) 大森綱吉 継紙
4月

大御番所にて相番の者と喧嘩に至り無調法により改易を申しつける

AS317-73-2 御条目 (安政2年)(1855) 大森清之進 継紙
4月

嫡子綱吉当番の節無調法につき改易を申しつける

AS317-73-3 御条目 (安政2年)(1855) 山方祐三郎 継紙
4月

大御番所において無調法の致し業につき領外追放を申しつける

AS317-73-4 御条目 (安政2年)(1855) 松野文之助・ 継紙
4月 国安源左衛門

大森綱吉・青野円之助の喧嘩取扱無調法につき大番組頭召放ち逼塞を申しつける

AS317-73-5 御条目 (安政2年)(1855) 真崎兵庫 継紙
4月

配下の者への指揮形不行届につき真崎兵庫浮武者大将召放ち逼塞を申しつける

AS342-57-1 御直書御草稿 (安政2年)(1855) (佐竹義睦) 年寄共江 継紙
11月

〈包紙〉安政二年卯十一月御家老より御財用難渋并海岸御手当・蝦夷地御警衛ニ付格段之御大倹被仰出候様

申出候付被下之(57-1～57-2まで同一包紙)

AS342-57-2 倹約御直筆別紙 (安政2年)(1855) (佐竹義睦) 継紙
11月

倹約の内容

AS312-64-2 町触控 安政4年(1857) 竪帳(25)

AS383-3 相馬家御旧例次第ニ付伺書 (安政4年)(1857) 継紙

〈包紙〉安政四巳歳十月実家より年始別火之義掛合申来候覚并御役人共御在々指出候覚此方より之附札共

AS789-10 御学館武芸方御伺書付 安政6年(1859) 御学館武芸方 横半(10)
10月10日

AS789-11-1 武術御取立ニ付被仰出候書 (安政6年)(1859) 継紙
付 12月

〈包紙〉安政六未十二月廿四日同七申正月廿一日武術御取立ニ付被仰出候書付(11-1～11-3まで同一包紙)、ほ

か2枚

AS789-11-2 武術御取立ニ付御賞言書付 (安政6年)(1859) 小野岡市太夫 継紙
12月

AS789-11-3 武術御取立ニ付申渡書下書 (安政6年)(1859) 継紙

武芸取立てのため武芸上覧のうえ一流へ500疋ずつ、刀槍組合せの流儀には700疋ずつ御内証より合力を出す

佐竹文庫目録
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AS322.5-9-1 御条目草稿 (安政年間) 竪帳(5)
(1854～1860)
2月

〈包紙〉(9-1～9-2まで同一包紙)

AS322.5-9-2 執達草稿 (文久3年)(1863) 竪帳(7)
2月

AS342-67-1 御省略被仰渡着座次第書 (文久2年)(1862) 折本
2月19日

「被仰渡」の際の御広間における各役職の者着座次第、〈包紙〉御手控、(朱書)文久二年二月省略仰渡 御省略

調 四冊五通

AS342-67-2 被仰渡手順書付 (文久2年)(1862) 継紙

〈包紙〉

AS342-67-3 御省略御用掛名前書付 (文久2年)(1862) 継紙
正月29日

勘定奉行・評定奉行・財用奉行・用人・膳番・刀番・納戸役・副役の人名書付、〈包紙〉文久二戌歳正月廿

九日格段御省略ニ付被仰出候御用係名面(67-3～67-5まで同一包紙)

AS342-67-4 格段之御省略ニ付被仰出控 (文久2年)(1862) 継紙

AS342-67-5 格段之御省略ニ付被仰出控 (文久2年)(1862) 継紙

AS343-7-1 被仰渡書控 (文久2年)(1862) 竪帳(19)
3月

〈包紙〉被仰渡書別紙共三通(7-1～7-3まで同一包紙)

AS343-7-2 役々壱人宛呼出御用番申渡 文久2年(1862) 竪帳(28)
之控 3月

AS343-7-3 別紙 (文久2年)(1862) 竪帳(6)
3月

AS343-8 義就公御大倹取纏 文久2年(1862) 竪帳(48)

AS393-12 御家中江被仰渡 (文久3年)(1863) 継紙

此度の軍割につき甲冑・武器等については花美・虚飾を省き実用を本とすべき事、〈包紙〉御家中被仰渡、

〈端裏〉文久三亥歳三月中御家中江被仰渡候甲冑製書附

AS588-1 清酒醸造御免ニ付家中江被 (文久3年)(1863) 継紙
仰出之書付

濁酒は春中持ち越しがたき事ゆえ格別の思召をもって清酒造御免とする、〈端裏〉文久三亥歳八月廿三日清

酒造御免申付候ニ付御家中筋江被仰出候書付写
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AS317-150 江戸詰方心得ニ付天樹院様 (文久3年)(1863) 継紙
御直書写 9月11日

〈包紙〉文久三亥歳天樹院様被仰出右之通りニ候処中絶ニ付文久三亥歳江戸発駕前被仰出ニ相成已後御在府

御在国共家老ヲ始御剋達調家老より月纏ニ被致段御膳番指上候事ニ御定

AS322.5-10 御条目并執達 (元治元年)(1864) 横半(8)
8月

AS310-86 佐竹義堯御直筆草稿 (慶応元年)(1865) 年寄共 継紙
5月

西洋砲術改革に付一同入精あるべき事、〈包紙〉慶応元丑歳五月十六日宇都宮帯刀帰国申付候砌直書ニ而相

渡候書付草稿

AS342-81 三都在番之面々へ割増被仰 (慶応元年)(1865) 継紙
出候書付 11月

〈端裏〉慶応元乙丑年十一月三都在番之面々御仕切江割増被仰出候書付

AS393-14-1 海岸住居新家帰住之演説覚 (慶応元年)(1865) 御軍事係御勘定奉 竪帳(2)
11月 行・御評定奉行・

御副役

〈包紙〉慶応元丑年十二月海岸住居新家帰住之義再応之伺並当今御軍事急務之折柄不得止此度限り帰住申付

候書付并伺書壱冊 但三人住と申付候事(14-1～14-3まで同一包紙)

AS393-14-2 海岸住居新家帰住之演説覚 (慶応元年)(1865) 継紙
12月

献納を以て帰住の者3人までさし免ず

AS393-14-3 海岸住居新家帰住ニ付書付 (慶応元年)(1865) 継紙

帰住に際しては近海異変の節に臨時召使の事あり、怠りなく砲術をたしなむよう申渡すべし

AS317-161-1-1 在々給人座順申渡候書付 (慶応元年)(1865) 継紙

〈包紙〉慶応元丑歳十二月在々給人共坐順ニ付申渡候書付并御諭書壱通(161-1-1～161-1-3まで同一包紙)、
158-2に同じ

AS317-161-1-2 在々給人へ御諭書 (慶応元年)(1865) 継紙
12月

158-1に同じ

AS317-161-1-3 目付言上書 (慶応元年)(1865) 御目付 継紙
12月18日

〈包紙〉慶応元丑年十二月在々給人江坐順之申渡候ニ付同年十二月十八日御目付共より差上書(161-1-3のみ)

AS317-158-1 組下持江被仰渡御書付写 (慶応元年)(1865) 継紙

久保田在住旗本諸士と在々組下給人との違いは士分に階級の差を設ける趣旨にあらず、〈包紙〉慶応元年十

二月御用番兵庫殿より御渡組下持江被仰渡御書付写弐通(158-1～158-2まで同一包紙)
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AS317-158-2 組下持江被仰渡御書付写 (慶応元年)(1865) 切紙

在々給人京都御警衛御軍事方につき久保田諸士同様召し使われる時は禄並順席に致すべき事

AS342-84-1 御家老共江以直書遣候御加 (慶応元年)(1865) 竪帳(4)
増一件

〈包紙〉慶応元丑歳十二月廿五日御家老共江御直書遣候草稿御加増高一件奉書半切年寄共江は相認候上包美

濃紙上書年寄共江は相認候定式之通り(84-1～84-5まで同一包紙)

AS342-84-2 佐竹義堯直書 (慶応元年)(1865) 継紙

加増高増加につき以後償高は諸品・金銀に改める、〈端裏〉慶応元丑十二月此趣意壱両年見合御基本相立候

上申出候事ニ致候

AS342-84-3 佐竹義堯直書 (慶応元年)(1865) 切紙

借上高四六の割合

AS342-84-4 半知割合草稿 (慶応元年)(1865) 切紙

AS342-84-5 償高支給に付草稿 (慶応元年)(1865) 切紙

加増高増大のため蔵入減少

AS317-159-1 宇都宮鶴山江被仰渡書 (慶応2年)(1866) 切紙
2月

〈包紙〉慶応二寅年二月宇都宮鶴山御家老職加談被仰付候節之手続其外共書付入(159-1～159-4まで同一包紙)、
ほか2枚

AS317-159-2 宇都宮鶴山御目見被仰付候 (慶応2年)(1866) 継紙
御手続書付

AS317-159-3 鶴山へ被仰渡書控 (慶応2年)(1866) 切紙

着座の儀は家老職勤中の通り、但し日々出勤に及ばず

AS317-159-4 宇都宮鶴山請書控 (慶応2年)(1866) 継紙
2月24日

家老職加談拝命についての請書

AS317-160 毎年勤功御賞之儀今般改革 慶応2年(1866) 竪帳(9)
ニ付表方御賞振り取調相伺 3月
候書付写并御家老共附札共
写之外ニ八歳以下并末期養
子割合被弛置候書付写

AS310-105-1 宇都宮鶴山他連署建白書 (慶応4年)(1868) 宇都宮鶴山ほか5名 継紙
正月23日

早急に時勢に対応せる達あるべし、〈包紙〉慶応四辰正月廿四日家中に達置(105-1～105-2まで同一包紙)
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AS310-105-2 家中へ被仰渡書 (慶応4年)(1868) 継紙
正月

洛中騒擾につき小野岡右衛門登京、全快次第御上京の事、〈端裏〉(朱書)正月廿四日被仰渡

AS310-104 御家老より御窺ニ相成候書 (慶応4年)(1868) 継紙
付 正月

〈包紙〉慶応四辰正月上京ニ付惣評申付候達之書付

AS312-79 御直書にて年寄共へ被仰出 (明治元年)(1868) 佐竹義堯 継紙
稿 12月

〈端裏〉明治元辰歳十二月御家老共江直書ニ而申達書之通改革ニ相成候、〈包紙〉

AS342-107-1 佐竹義堯申渡書 (明治5年)(1872) 義堯 旧官人中 継紙
6月

家禄54石を以て困窮の助成とする、〈包紙〉明治五壬申年銀穀一件弐通 前六月旧官人共江 後七月十五日士族

共江(107-1～107-2まで同一包紙)

AS342-107-2 佐竹義堯申渡書 (明治5年)(1872) 継紙
7月

AS383-7 江戸京大阪在番定府御家中 正月 継紙
之諸士着服に付被仰渡

以後は組頭以下の諸士も熨斗目着用の事

AS342-73 御省略ニ付向々為御知覚 4月 竪帳(9)

〈包紙〉

AS342-62 御直書写 11月 佐竹義堯 年寄共江 継紙

異国船渡来、海岸警備・蝦夷地警備につき大倹の事、〈包紙〉

AS317-130 御膳番を以被仰渡書 継紙

三浦新之助姉千枝此度一生召抱の事

AS317-152 御側医御取扱御達 継紙

御側医見習い勤の内より本役に仰せつけるについて、父子同役は好ましからざれども、御側医については時

の思召によってかく仰せつける

(2) 書上・書状

AS312-51-1 江戸来書控 一 (嘉永2～文久3年) 岩堀文四郎・村瀬 藤本束・根岸 竪帳(98)
(1849～1863) 嘉右衛門ほか 司ほか

AS312-51-2 江戸来書控 二 (嘉永2～文久3年) 大島修平・前沢東 岡百八・秋山 竪帳(109)
(1849～1863) 市・大山学助ほか 此治・根岸司

ほか

佐竹文庫目録
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AS312-51-3 江戸来書控 三 (嘉永2～文久3年) 村瀬良助・中村茂 秋山此治・田 竪帳(151)
(1849～1863) 吉・大山学助ほか 代鉄也・中村

茂吉ほか

AS288-75 佐竹主計願書 (万延元年)(1860) 佐竹主計 継紙
8月5日

〈包紙〉万延元庚申歳八月佐竹主計病死ニ付跡目無之遺跡御願置一件

AS342-79 勘定奉行伺書 (元治年間) 御勘定奉行 竪帳(2)
(1864～1865)
正月

〈包紙〉御用物、〈包紙〉(朱書)御財用出入取調書弐冊

AS342-101-1 四小屋備籾差引立 (明治4年)(1871) 会計 罫紙(3)
10月

〈包紙〉四御小屋御米調、明治四未歳十月廿三日山本権少参事福田権少参事被仰出古書付指上居候(101-1～
101-2まで同一包紙)

AS342-101-2 四小屋御米返納之証 (明治4年)(1871) 信太権大参事萩庭 継紙
10月 政正

AS387-74 御用状控 明治4～5年 竪帳(141)
(1871～1872)

AS288-77-1 某書状 正月 継紙

屋形様未だ御男子様なきにつき壱岐守様御嫡子亀丸様養子願いの事、〈包紙〉御挨拶書

AS288-77-2 某書状 正月 継紙

壱岐守嫡男亀丸養子一件、〈包紙〉手控

AS288-77-3 某書状 正月 継紙

〈包紙〉御請書

AS288-77-4 某書状 正月 継紙

〈包紙〉手控

AS312-74 塩谷伯耆他連署状 6月9日 塩谷伯耆・宇都宮 継紙
帯刀・石塚孫太夫

御即位の節京都への御使者について、〈包紙〉

AS317-147 茂木百騎子孫之者願書写 8月 横半(8)

AS289-28-1 町田平治・近藤久蔵連署状 9月7日 町田平治・近藤久 大島甚左衛門 継紙
蔵

屋形様御着府につき諒鏡院様御意、〈包紙〉
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AS289-28-2 町田平治・近藤久蔵連署状 9月5日 町田平治・近藤久 継紙
蔵

〈包紙〉

AS310-175-1 石井定之進他連署状 10月10日 司・定之進・弥太 蔀・碌二 竪帳(3)
郎

役仰せ付けられ及び免職とも県庁へかけ合い済みの上、御内務において申渡すべく仰せ出されあり

AS310-175-2 石井定之進他連署状 10月20日 司・定之進・弥太 蔀・碌二 竪帳(2)
郎

元御召使喜代安産、御男子様御誕生

AS310-175-3 石井定之進他連署状 10月10日 定之進・司 蔀・碌二 竪帳(8)

AS317-123-1-1 家老職人物御吟味一件書付 10月29日 継紙

小貫佐渡へ家老職仰せつけられるも佐渡人物よろしからず、よって寺崎藤九郎へ家老職を申しつける、〈端

裏〉鳥越様江御案文

AS317-123-1-2 家老職人物御吟味一件書付 継紙

小貫佐渡人物よろしからず、家老職申付けの儀延引、別段人物吟味すべき事

AS317-123-2 某伺書 切紙

人事についての伺書3箇条、〈包紙〉

AS289-30-1 某口上書下書 継紙

右京大夫中村御発駕の供揃について

(3) 儀礼・儀式

AS209-190 義睦公御系図御拝見之御記 安政2年(1855) 竪帳(14)
録 12月1日

AS175-4 諸社江御奉納品調書付 安政2年(1855) 継紙

〈包紙〉

AS209-217 義就公御系図御拝見之御記 安政6年(1859) 竪帳(23)
録 11月2日～12月2日

AS385-10 安政六未歳正月廻勤之処々 安政6年(1859) 佐竹義堯 横半(10)

AS386-256-1 乾徳院様御祥月御代参之書 (安政7年)(1860) 継紙
付 正月

〈包紙〉乾徳院様御祥月御代参之書付 安政七申正月極ル(256-1～256-2まで同一包紙)、ほか1枚
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AS386-256-2 寺社奉行吟味形之書付写 (安政7年)(1860) 継紙
正月

AS289-21-2 宏徳院様新撰御家譜出来指 安政7年(1860) 竪帳(13)
上候記録取纏 3月16日

ほかに御席順図2枚あり、〈袋〉

AS386-266-1 於天徳寺御法事之節同所書 (安政年間) 28×41
院御番之御菓子より御吸物 (1854～1860)
御茶御相伴之図

彩色有、〈包紙〉於天徳寺御法事之節御焼香并書院御相伴之図(266-1～266-4まで同一包紙)、〈表題〉

AS386-266-2 於天徳寺御法事之節御出迎 (安政年間) 28×41
并御通り筋略図 (1854～1860)

彩色有、〈表題〉

AS386-266-3 於天徳寺御法事拝礼之次第 (安政年間) 28×41
并詰方略図 (1854～1860)

彩色有、〈表題〉

AS386-266-4 於天徳寺御法事之節御施餓 (安政年間) 28×41
鬼ニ付拝礼之次第并諸詰方 (1854～1860)
ハ御法事之節之通り故略之

彩色有、〈表題〉

AS386-264 月並御精進日・御祥月御精 (安政年間) 継紙
進書付 (1854～1860)

AS386-265 御祥月料覚 (安政年間) 継紙
(1854～1860)

AS385-11 御年始御勤所 万延元年(1860) 横帳(6)

AS312-71 御在国年御手控 文久2～慶応元年 竪帳(152)
(1862～1865)

AS209-282 御曹司様御行列品々 慶応元～明治元年 竪帳(86)
(1865～1868)

御曹司様御迎御行列帳(慶応元)／御曹司様御引移御行列帳(同前)／御曹司様御忍御出行列帳(同前)／籏本人数

行列帳(同前)／御曹司様御三ツ目ニ付表御殿江御出御行列帳(同前)／御行列帳(慶応3)／御社参御仏詣御行列帳

(同前)／御登城并御廻勤之節御行列帳(同前)／若殿様御登御行列帳(明治元)／若殿様御下国御道中御行列帳(明
治2)／若殿様於東京御参代御行列帳(明治元)

AS288.2-35 御系図御書上留書 慶応2年(1866) 竪帳(17)
12月

元治元年の大目付触により慶応2年に提出した書類の一覧ほか
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AS385-36 御年始中御廉々 明治2年(1869) 竪帳(7)
正月元日

～正月15日

AS209-353 御行列帳 明治2～3年 竪帳(13)
(1869～1870)

AS385-38 内務年始記録 明治3年(1870) 横帳(3)
正月元日

〈包紙〉

AS385-39 年始記録 明治3年(1870) 横帳(11)
正月元日

～正月3日

AS385-47 年寄衆より被相渡候品々御 4月 継紙
吟味之御書付

御一門御家老引渡廻座諸近進年始玄猪之次第、〈包紙〉

AS209-184 御乗出ヨリ御登城并御廻勤 竪帳(92)
等品々御行列帳

嘉永7・安政2・安政3・安政4・安政5・安政6・万延2・文久2・文久3・元治元

AS209-285-1 御一門童形御目見並家督出 竪帳(61)
仕目録、同座順並御取扱形

御苗字始引渡廻座童形御目見家督御礼出仕復氏名改目録(文政8～慶応2)／御苗字之面々始引渡廻座童形御目

見并座順之次第出仕家督御礼之節御取扱等之覚(文化4)

AS209-285-2 御一門童形御目見並家督御 竪帳(97)
礼次第書、御一門凶事御取
扱書類

御苗字之面々始引渡廻座童形御目見并座順之次第出仕家督御礼之節御取扱等之覚／御四家御所預出府帰邑并

御家老病気死去外ニ諸事異類目録(安永7～慶応2)／御四家御一門引渡御家老病中より死去之節御取扱定／御
四家より御家老宝鏡院天徳寺迄病中并死去之節御取扱之次第(天保7)

AS385-46 御月見一件草稿 継紙

御月見の節着座などの次第書付、〈包紙〉

AS386-227 若殿様御服忌調 横帳(4)

AS386-267 禁裏御日柄書付 継紙

御慎日・御聴日等の書き上げ、〈端裏〉禁裏御日柄
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(4) 財用

AS342-61-1 御納戸御備高銀穀壱紙 (安政4年)(1857) 継紙
3月

御納戸御備籾納高の書上げ、〈包紙〉(61-1～61-2まで同一包紙)

AS342-61-2 御納戸御備高銀穀壱紙 安政4年(1857) 継紙
3月

安政4年御納戸御備高金銭受払一紙

AS342-60-1 御納戸払被下覚 (安政4年)(1857) 継紙

〈包紙〉安政四之歳十二月御納戸払初而ニ付御納戸役江申付書付御内々上候(60-1～60-2まで同一包紙)

AS342-60-2 御納戸払被下覚 (安政4年)(1857) 継紙

AS590-1 御在国御在江二ケ年御召料 安政5年(1858) 竪帳(91)
積 12月

AS342-66 御納戸御備高請払覚 文久元年(1861) 大和清一郎・ 竪帳(3)
12月 永井要助

〈表題〉川辺郡四小屋村御納戸御備高御物成当酉年分十二月十七日より同廿六日まで村々上納覚

AS342-69 北ノ丸御蔵籾取調書附 (文久2年)(1862) 継紙
閏3月

〈包紙〉

AS342-68 四ツ小屋御納戸御備籾御挽 文久2年(1862) 御膳番 竪帳(7)
立米御払代御軍事別御備金 4月12日
取調帳

御金蔵

AS342-86 四ツ小屋御蔵御備高調 (慶応元年)(1865) 継紙
9月

〈端裏〉慶応元丑歳四ツ小屋より御出之尽当時之御高書上ケ之覚

AS342-82 秋府御膳番御預金控 慶応元年(1865) 継紙
11月25日

〈端裏〉秋府御膳番御預り金 慶応元丑年十一月調 岡百八・大山学助・前沢東市

AS342-83 御納戸払被下控 (慶応元年)(1865) 継紙
12月

〈端裏〉慶応元丑年十二月拝領御納戸払控

AS342-85 御参勤御入料取調 慶応元年(1865) 竪帳(4)
12月
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AS342-88 北ノ丸籾御備調 (慶応2年)(1866) 御収納方 竪帳(4)
8月

〈包紙〉秋府 慶応二寅年 北之丸御籾調

AS611-7 川井仲支配所開発出高調 (慶応2年)(1866) 継紙

〈包紙〉慶応二寅年二月十一日川井仲支配所追々開発出高有之御軍事ニ御備ニ被致度同人申出候趣御家老共

より申上直々御備ニ申付候追々三百石高ニ被致可指上候よし

AS342-90 余米代金送帳 慶応4年(1868) 佐々木善六 横帳(5)
正月

AS611-8 元岩崎藩高調 (明治年間) 竪帳(2)
(1868～1912)

〈包紙〉御分家様御藩名被定置候節御分国郷村調書入(略)

AS344-1 歳入歳出取調 (明治3年)(1870) 竪帳(6)
12月

AS650-1 山林方損益取調 (明治3年)(1870) 竪帳(2)
12月

AS569-3 鉱山方損益取調 (明治3年)(1870) 竪帳(9)

AS342-100 御上京御道中金銭本払目録 明治4年(1871) 大久保鉄太・ 竪帳(68)
帳 5月～6月 田代久

御上京御道中金銭本払目録帳／御上京御道中金払御取継判帳控／御上京御道中駅々被下金払帳／川前被下金

払目録壱枚／御上京御道中御昼所御小休所被下并御本納金払控／両替帳控／御上京御道中残払帳控／御駄賃
金両替帳控／御上京御道中駅々継立人足代賃銭払帳

AS342-80 御財用御出入御伺書 正月 御勘定奉行 竪帳(6)

AS342-76 江戸京大坂詰方御仕切金割 11月 勘定奉行 竪帳(7)
増并定居割増

AS342-74 諸役料合力定 横帳(22)

AS342-75 大坂御館入并寺院知行御扶 竪帳(14)
持金銀被下物調

AS345-5 小役銀献納金願済控、小役 壬申 横帳(14)
銀献納金人別帳

AS345-6 小役銀献金取調帳 横帳(25)

AS387-75 御在府御在国年中御献上并 横半(48)
御進達之覚
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(5) 判物改

AS317-121-1 御判物御改記録 全 嘉永7年(1854) 御用局 竪帳(28)

AS317-121-2 御判物御改御記録 嘉永7～安政4年 竪帳(70)
(1854～1857)

AS317-140 御判物御改記録 全 安政5～万延元年 竪帳(172)
(1858～1860)

(6) 江戸屋敷

AS324-2-1 十間川佐久間町御屋敷御相 (天保13年)(1842) 佐竹右京大夫 継紙
対替御書取被仰渡

〈包紙〉(2-1～2-2まで同一包紙)

AS324-2-2 御屋鋪替被仰渡候ニ付御勤 (天保13年)(1842) 佐竹右京大夫家来 切紙
向御伺御附札 2月29日 北川治之助

AS324-3 十間川御屋敷御相対替御記 天保13～14年 竪帳(40)
録 (1842～1843)

11月29日
～5月28日

AS324-4 佐久間町十間川両御屋敷御 安政2～3年 竪帳(34)
相対替御記録 (1855～1856)

12月14日
～3月24日

AS324-5 本所十間川本所中之郷両御 安政6～万延元年 竪帳(26)
屋敷替御記録 (1859～1860)

12月～4月

十間川中屋敷の彩色敷地図あり

AS324-7 神田佐久間町御屋敷御相対 文久3～4年 竪帳(22)
替記録 全 (1863～1864)

8月25日
～正月14日

AS310-13-1 御上屋敷勤事脞記 二 嘉永7～安政2年 (佐竹義堯) 竪帳(50)
(1854～1855)

AS310-13-2 御上屋敷勤事脞記 三 安政2～4年 (佐竹義堯) 竪帳(49)
(1855～1857)
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AS310-163 江戸御屋敷坪数覚 6月 継紙

〈端裏〉

AS312-64-1-1 江府勤事 安政4～6年 佐竹義堯 竪帳(91)
(1857～1859)

AS312-64-1-2 江府勤事 万延元～元治元年 佐竹義堯 竪帳(97)
(1860～1864)

AS312-64-1-3 江府勤事 元治元～慶応3年 佐竹義堯 竪帳(99)
(1864～1867)

AS324-6-1 佐竹右京大夫願書 (万延元年)(1860) 佐竹右京大夫 切紙
3月

〈包紙〉御屋敷御相対替御願書草稿

AS324-6-2 佐竹右京大夫願書 (万延元年)(1860) 佐竹右京大夫 継紙
3月

御屋敷御相対替に関する願書

AS324-6-3 被仰渡候御書取写 (万延元年)(1860) 継紙

〈包紙〉

AS324-6-4 佐竹右京大夫家臣伺書 (万延元年)(1860) 佐竹右京大夫家来 継紙
閏3月 長瀬隼之助

〈包紙〉御屋敷御相対替御願済ニ付御伺書草稿

AS324-6-5 佐竹右京大夫家臣届書 (万延元年)(1860) 佐竹右京大夫家来 切紙
閏3月28日 長瀬隼之助

相対御屋敷替終了の件についての報告、〈包紙〉

AS310-123-1 東京府判府事達書 9月 東京府判府事 継紙

郭中屋敷は家作とも召上げの事ほか、〈包紙〉九月三日上水屋敷より御呼出ニ而松田銈三郎罷出候処御渡御

書付壱通、外ニ願書［　　］通演達書写壱通(123-1～123-4まで同一包紙)

AS310-123-2 屋敷拝領願雛形 9月 継紙

〈端裏〉願書認振

AS310-123-3 御達振 9月 切紙

屋敷地召上げ一件につき達

AS310-123-4 東京府上水屋敷改掛通達 辰　9月 東京府上水屋敷改 継紙
掛

辻番所引払いにつき見苦しき事のないよう取りはからうべき事
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AS324-10-1 拝借地低価御払下地代上納 (明治5年)(1872) 従三位佐竹義堯 竪帳(3)
帳 7月23日

〈包紙〉御拝借御囲込地弐ヶ所御払下ケ代金上納書面控入(10-1～10-2まで同一包紙)

AS324-10-2 拝借地低価御払下地代上納 (明治5年)(1872) 従三位佐竹義堯 竪帳(3)
帳 7月23日

(7) 東家一件

AS312-70-1 佐竹中務書状 (安政年間) 佐竹義祚 左近将監 継紙
(1854～1860)
4月16日

大越甚右衛門家老職仰せつけられる、〈包紙〉(70-1～70-2まで同一包紙)

AS312-70-2 佐竹中務書状 (安政年間) 継紙
(1854～1860)
10月10日

佐藤源右衛門不正の事多く重職に差置くべからざる事

AS312-70-3 佐竹中務書状 (安政年間) 佐竹義祚 継紙
(1854～1860)
閏5月1日

石塚孫太夫の不行跡、家老4名の更迭、佐藤源右衛門の復職等政治向きに関わる上申、〈包紙〉(70-3～70-4ま
で同一包紙)、ほか2枚

AS312-70-4 佐竹中務書状 (安政年間) 佐竹義祚 継紙
(1854～1860)

家老石塚孫太夫弾劾書7ヶ条、ほか3枚

AS312-70-5 佐竹中務書状 (安政年間) 佐竹義祚 継紙
(1854～1860)
5月6日

佐藤源右衛門へ下され物延引の事、〈包紙〉

AS288.3-189-1 東家一件留書 (安政4年)(1857) 竪帳(13)

〈包紙〉安政四年東家之一件密告書也 六冊(189-1～189-6まで同一包紙)

AS288.3-189-2 東家一件留書 (安政4年)(1857) 竪帳(5)
8月26日

大内愍之進起請文写(但野坂源太夫宛)

AS288.3-189-3 東家一件留書 (安政4年)(1857) 竪帳(3)
8月

〈表題〉中務様御注文書
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AS288.3-189-4 東家一件留書 (安政4年)(1857) 竪帳(4)
8月23日

大内愍之進の告発状、「大内愍之進」と貼紙あり

AS288.3-189-5 東家一件留書 (安政4年)(1857) 竪帳(4)

御家中の有職の心得、「加藤主鈴」と貼紙あり

AS288.3-189-6 東家一件留書 (安政4年)(1857) 竪帳(5)
7月

「田代彦八郎」と貼紙あり

AS288.3-190 東家一件留書 (安政4年)(1857) 横半(3)

AS327-6-1 東家其外御処置ニ付評議書 (安政5年)(1858) 継紙
取 正月

〈包紙〉安政五午歳二月東家其外御所置付御国許内評議之写(6-1～6-4まで同一包紙)、〈端裏〉御国許より最

初申越候評議之写

AS327-6-2 佐竹義堯達書 (安政5年)(1858) 老共 継紙
2月

中務一件、〈包紙〉同午歳二月十四日又有十一日之書付之添書ニ而藤九郎より相下ケ同日御飛脚より御国許

江相達ス老共江(6-2のみ)

AS327-6-3 佐竹義堯達書 (安政5年)(1858) 継紙
2月

中務事親類共の内へ取囲の事ほか、〈端裏〉二月十一日藤九郎江申含候書控

AS327-6-4 御国許より二度目申越候評 (安政5年)(1858) 継紙
議形

中務一件につき

AS312-65 佐竹中務他処分仰渡写 安政5年(1858) 横半(5)
2月

佐竹中務ほか7名の処分の申渡

AS327-5-2 佐竹英千代家来宛御条目 2月 継紙

罪科を申し渡す条目、〈包紙〉

AS317-141-1-1 佐藤源右衛門書状 (安政5年)(1858) 佐藤源右衛門 継紙
9月30日

大越甚右衛門にかわる家老職の人物選定についての意見書、〈包紙〉(141-1-1～141-1-2まで同一包紙)

AS317-141-1-2 佐藤源右衛門書状 (安政5年)(1858) 切紙

家老の選定について、屋形様の御書は決して宇都宮帯刀には見せざるように
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AS317-141-1-3 佐藤源右衛門一条 (安政5年)(1858) 横半(4)

〈包紙〉源右衛門一条(141-1-3～141-1-9まで同一包紙)、〈包紙〉永井玄蕃頭書上小栗右膳より密ニ到来御用済

御返却(141-1-3のみ)

AS317-141-1-4 小栗右膳書状 (安政5年)(1858) 継紙
正月29日

先方の書状に対する返書、御出生様御母子様とも御丈夫、〈包紙〉小栗江其後之書上も有之候様子ニ付文通

仕候所右之通り申越為念入御覧候是文御覧済之上は御返却奉希候(141-1-4のみ)

AS317-141-1-5 大凡見聞之覚 (安政5年)(1858) 横半(6)

表紙に「御用済御返却奉希候」とあり

AS317-141-1-6 某上書 (安政5年)(1858) 横半(10)
2月

佐藤源右衛門を糾弾する上書

AS317-141-1-7 佐藤源右衛門江被仰渡書 (安政5年)(1858) 佐藤鉄治父佐 切紙
5月 藤源右衛門

佐藤源右衛門不慎につき生涯茂木筑後へ預置く、〈包紙〉佐藤源右衛門江両度被仰渡之覚(141-1-7のみ)

AS317-141-1-8 佐藤源右衛門江被仰渡書 (安政5年)(1858) 佐藤源右衛門 継紙
10月

佐藤源右衛門家老職召放ち禄高3分の1を召し上げ生涯蟄居仰せつけられる

AS317-141-1-9 某日記抜書 安政4～5年 竪帳(6)
(1857～1858)
12月3日～3月8日

AS327-5-1-1 御条目之写 (安政5年)(1858) 継紙
5月

佐竹英千代家来御政体に関わる不埒の行いにつき能代住居近進並小島七左衛門へお預けの事、〈包紙〉加藤

主令永松直右衛門当福寺御条目之写 安政五午歳六月十二日帯刀より上ル(5-1-1～5-1-3まで同一包紙)

AS327-5-1-2 御条目之写 (安政5年)(1858) 継紙
5月

当福寺住職仰雲へ住職召し放ち逼塞を申しつける

AS327-5-1-3 御条目之写 (安政5年)(1858) 切紙
5月

加藤主鈴御国家の大事取計い方不埒により半知召し上げ閉門を申しつける

(8) 男鹿異国船渡来

AS319.9-4 異人上陸に付届書 (安政6年)(1859) 竪帳(6)
7月3日
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AS319.9-5-1 異人持参書付写 (安政6年)(1859) 切紙

〈包紙〉安政六巳未歳七月朔日男鹿門前村江魯西亜蒸気船一艘渡来一条 附而公辺江届并伺之写(5-1～5-8まで

同一包紙)、〈包紙〉(5-1のみ)

AS319.9-5-2 異国船男鹿門前村沖滞帆届 (安政6年)(1859) 切紙
書

AS319.9-5-3 佐竹家留守居伺書 (安政6年)(1859) 御名内御留守居名 継紙
7月 前

男鹿門前村沖にて異国船停泊、数名小船にて上陸柴木を求む、以後異国人上陸時の対応について伺い

AS319.9-5-4 異人持参書付写 (安政6年)(1859) 切紙

AS319.9-5-5 異人持参書付写 (安政6年)(1859) 切紙

AS319.9-5-6 異人持参書付写 (安政6年)(1859) 切紙

AS319.9-5-7 異人持参書付写 (安政6年)(1859) 切紙

〈包紙〉安政六年未七月朔日男鹿門前江異国船到来同二日出帆(5-7のみ)

AS319.9-5-8 異人持参書付写 (安政6年)(1859) 継紙

(9) 藩主巡見

AS209-229 下筋御巡見御泊付及御供人 文久元年(1861) 継紙
数調 8月3日

〈端裏〉文久元辛酉歳八月三日下筋御巡見御泊附

AS385-12 七夕灯籠蝋燭書上覚 (文久元年)(1861) 竪帳(4)
8月

AS385-13 灯籠丈数書上 (文久元年)(1861) 横帳(3)
8月

AS388-1-1 切石村汐井之碑写 (文久元年)(1861) 切紙

〈包紙〉文久元辛酉歳八月下筋御巡見之節切石村汐井之碑写(1-1～1-3まで同一包紙)

AS388-1-2 切石村汐井之碑写 (文久元年)(1861) 切紙

AS388-1-3 切石村汐井之碑写 (文久元年)(1861) 切紙

AS569-2 小沢銅山奉行江被仰出 (文久元年)(1861) 田所勘兵衛 継紙
8月

山勢立ち直りにつき慰労の賞言、〈包紙〉文久元辛酉歳八月御巡見之節於小沢銅山奉行江被仰出候

佐竹文庫目録

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)

－356－



AS911.9-1 汰場唄の唱歌拾五章 (文久元年)(1861) 継紙

〈包紙〉文久元辛酉歳八月御巡見之節小沢於銅山上候

AS911.9-2 船唄 (文久元年)(1861) 清助町丁内 竪帳(5)

〈包紙〉文久元辛酉歳八月下筋御巡見之節米代川御渡之節上候

(10) 上方館入

AS387-61-1 上方御館入人名書上 (文久3年)(1863) 継紙

大坂・京都・堺・大津など22名、山中新十郎の名前あり、〈包紙〉文久三癸亥年上京中御館入町人御目見并

被下物献上物之手控(61-1～61-3まで同一包紙)

AS387-61-2 大坂御館入へ被下物書付 (文久3年)(1863) 継紙

AS387-61-3 大坂御館入へ被下物書付 (文久3年)(1863) 継紙

AS387-63-1 当十六日御目見被仰付御館 (文久3年)(1863) 横帳(2)
入之内上京面々并拝領物取
調

〈包紙〉文久三癸亥年上京中御館入町人江被下物并献上物直御目見被仰付候書付早々入(63-1～63-3まで同一

包紙)

AS387-63-2 惣御館入順筆并被下物調 (文久3年)(1863) 横帳(8)

AS387-63-3 当十日御目見被仰付候御館 (文久3年)(1863) 竪帳(10)
入献上物取調

AS387-62-1 尊寿院並御家来江御賜物書 (文久3年)(1863) 御勘定奉行 尊寿院様御家 継紙
付 3月 来武田図書

〈包紙〉文久三亥年京都発足前尊寿院殿并御家来武田江御挨拶御贈り物并御仕向ケ書付(62-1～62-2まで同一

包紙)

AS387-62-2 尊寿院並御家来江御賜物書 (文久3年)(1863) 御勘定奉行 尊寿院 継紙
付 3月

AS310-67 尊寿院殿使者口上書 (文久3年)(1863) 尊寿院殿使者倉坂 石井嘉左衛門 継紙
8月14日 出雲

(11) 大滝入湯

AS209-283 義堯公大滝江御入湯御記録 慶応2年(1866) 竪帳(114)
3月

2冊合冊
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AS209-284-1 秋田郡大滝江義堯公御入湯 慶応2年(1866) 竪帳(78)
御用記録 一 3月

AS209-284-2 秋田郡大滝江義堯公御入湯 慶応2年(1866) 竪帳(31)
御用記録 二 3月

S209-284-3 秋田郡大滝江義堯公御入湯 慶応2年(1866) 竪帳(33)
御用記録 三

AS209-284-4 秋田郡大滝江義堯公御入湯 慶応2年(1866) 竪帳(29)
御用記録 四

AS750-3-1 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 継紙

〈包紙〉慶応二寅歳三月大滝入湯中大館并十二所より入御覧刀剣控(3-1～3-6まで同一包紙)

AS750-3-2 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 継紙

AS750-3-3 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 切紙

AS750-3-4 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 切紙

AS750-3-5 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 折紙

AS750-3-6 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 折紙
3月21日

AS750-3-7 定利之太刀由来 (慶応2年)(1866) 切紙

〈包紙〉

AS750-3-8 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 折紙

〈包紙〉

AS750-3-9 刀剣書上 (慶応2年)(1866) 折紙

〈包紙〉

AS750-3-10 刀剣書上 慶応2年(1866) 折紙
3月

〈包紙〉

AS750-3-11 刀剣書上 慶応2年(1866) 横帳(2)
3月

〈包紙〉
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(12) 討死母妻御酒被下

AS387-71-1 討死母妻御酒被下調 明治3年(1870) 竪帳(7)
11月27日

〈包紙〉

AS387-71-2 三ノ丸様より被仰出書 (明治3年)(1870) 継紙
11月

討死せし者の母妻に御酒を賜わりたき思召、〈包紙〉(71-2～71-4まで同一包紙)

AS387-71-3 討死母妻御酒被下之思召に (明治3年)(1870) 継紙
付演説書

当日の服装など

AS387-71-4 討死母妻御酒被下之思召に (明治3年)(1870) 継紙
付演説書

戊辰戦争において戦死せる者の母妻への被仰渡

(13) 二三男軍功調

AS317-216 久保田二三男等級調 74×119

〈封筒〉

AS317-217 在々二三男等級調 46×54

〈封筒〉

AS317-218 二三男軍功再調 竪帳(90)

AS317-219 御決議 竪帳(9)

AS317-220 二三男軍功調 竪帳(31)

(14) 公務控

AS312-85-1-1 公務控 明治3年(1870) 公用方 竪帳(71)
5月3日～5月30日

原題「公務扣」、裏打ち後の表紙には一～十三の番号も付されている

AS312-85-1-2 公務控 明治3年(1870) 用番近藤 竪帳(54)
閏10月3日

～閏10月28日
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AS312-85-1-3 公務控 明治4年(1871) 用番川井 竪帳(82)
正月3日

～正月30日

AS312-85-1-4 公務控 明治4年(1871) 公務係大属山本安 竪帳(70)
2月2日～2月30日 分

AS312-85-1-5 公務控 明治4年(1871) 公務係権大属川井 竪帳(96)
3月2日～3月29日 忠雄

AS312-85-1-6 公務控 明治4年(1871) 竪帳(77)
5月1日～5月30日

AS312-85-1-7 公務控 明治4年(1871) 竪帳(94)
6月2日～6月29日

AS312-85-1-8 公務控 明治4年(1871) 竪帳(128)
7月2日～7月30日

AS312-85-1-9 公務控 明治4年(1871) 竪帳(117)
8月2日～8月29日

AS312-85-1-10 公務控 明治4年(1871) 竪帳(152)
10月1日

～10月29日

AS312-85-1-11 公務控 明治4年(1871) 竪帳(134)
11月2日

～11月29日

AS312-85-1-12 公務控 明治4年(1871) 竪帳(115)
12月2日

～12月28日

AS312-85-1-13 公務控 明治5年(1872) 竪帳(102)
正月4日

～正月25日

(15) 上書

AS342-104-1 献上金之始末并由緒之次第 慶応元年(1865) 那波三郎右衛門 竪帳(5)
書取 12月

〈表題〉壱番 上、〈封筒〉(104-1～104-4まで同一封筒)

AS342-104-2 献上金之始末并由緒之次第 文政10年(1827) 那波三郎右衛門 竪帳(6)
書取 閏6月

〈表題〉弐番 上
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AS342-104-3 献上金之始末并由緒之次第 慶応元年(1865) 那波三郎右衛門 竪帳(21)
書取 12月

〈表題〉三番 上

AS342-104-4 献上金之始末并由緒之次第 明治5年(1872) 那波三郎右衛門 竪帳(11)
書取 3月

〈表題〉四番 慶応二寅年与利以来御軍用金献上之仕末并御用達上候書面

AS185-7-1 上書 明治4年(1871) 常陸国久慈郡増井 羽後秋田佐竹 竪帳(6)
8月7日 村正宗寺 中将様御諸役

方

〈封筒〉〈包紙〉

AS185-7-2 上書 明治4年(1871) 常陸国久慈郡増井 陸奥出羽邦秋 継紙
8月 村正宗寺 田佐竹様御役

方

〈封筒〉〈包紙〉(7-2～7-3まで同一包紙)

AS185-7-3 上書 明治4年(1871) 常陸国久慈郡増井 陸奥出羽邦秋 切紙
8月 村正宗寺 田佐竹様御役

方

(16) その他

AS611-6 検見心得抄 安政2年(1855) 中川徳基 横半(52)

AS358-1 安政二卯年より同六未年迄 万延元年(1860) 竪帳(36)
御領内惣人数御調一紙 4月

〈封筒〉

AS492-1 バイ疫済急法 文久2年(1862) 版本(2)
8月

AS209-237 御乗馬之節御行列帳 文久2年(1862) 横帳(6)
10月

〈包紙〉

AS317-201 官等便覧 (明治元年)(1868) 御用御書物所東京 38×50
12月 須原屋茂兵衛

官板、〈包紙〉

AS317-203 官位相当表 明治2年(1869) 御用御書物師須原 72×56
8月 屋茂兵衛・和泉屋

市兵衛

官板、〈包紙〉
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AS373-3 御条目 (明治3年)(1870) 竪帳(13)
6月

執達・覚・学則もあり

AS373-2 学式 (明治3年)(1870) 竪帳(3)

AS680-2 雇人馬帳 明治5年(1872) 秋田県関甚之助 横半(28)
2月

AS680-1 人足帳 明治5年(1872) 秋田県 横半(18)
3月

AS317-114 御境口取調 竪帳(21)

安政4年以降、〈封筒〉

AS342-111 明治十二年一月以来御分与 継紙(36)
賞典御買上願人名書

36枚、綴られず大きさ不揃い、〈包紙〉

AS640-1 御馬数被極置候書付 9月 横帳(4)

５　御手控

AS385-23 年始之御手控 正月元日 横半(17)

AS385-24 年始之御手控 正月2日 横半(18)

AS385-25 年始之御手控 正月3日 横半(9)

AS385-26 年始之御手控 正月7日 横半(15)

2冊合綴

AS385-27 御手控 正月11日 横半(8)

2冊合綴

AS385-29 節分之御手控 正月12日 横半(3)

AS385-28 御手控 正月15日 横半(15)

3冊合綴

AS385-30 御手控 正月16日 横半(11)

2冊合綴
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AS290-4 御手控 横半(5)

京都(3月14日発駕)から久保田(4月14日着城)までの藩主の旅程、中山道を経由

AS209-314 御手控 3月27日 横半(5)

三月廿七日明半時御供揃ニ而四ツ小屋村江被為入候事

AS209-311 御政務江初而被為入候節之 6月12日 横半(9)
御手控

AS209-316 上々様御使者并独礼御手控 6月17日～6月20日 横半(17)

AS209-326 岩城家より御使者之節之手 6月30日 横半(7)
控

AS779-1 御前踊御手続 7月4日 横半(6)

AS384-32 御盆棚御拝礼御手控 7月14日～7月15日 横半(7)

AS385-33 神鏡之餅御披御手控 7月27日 横半(6)

AS384-33 御座之間月見之御会御手控 8月15日 横半(11)

AS209-315 御系図御拝見之御手控 12月1日 横半(9)

AS384-27 御年忘御手控 12月26日 横半(7)

AS209-209 御入部御着城当日御手控 (安政6年)(1859) 横半(18)

AS209-210 金之間御入部御祝儀御手控 (安政6年)(1859) 横半(6)

AS209-211 御広間御入部御祝儀御手控 (安政6年)(1859) 横半(9)
6月25日

AS209-317 諸社御参詣御手控 5月 横半(12)

AS209-222 御入部初而天徳寺江御仏詣 (安政6年)(1859) 横半(4)
御手控 5月25日

AS209-318 寺院独礼御手控 7月21日 横半(10)

AS209-296 寺院修験社人御礼御手控 7月22日 横半(6)

AS209-214 御釈菜御手控 安政6年(1859) 横半(6)
8月6日
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AS384-25 養老御手控 安政6年(1859) 横半(6)
8月6日

AS209-119 御額立御袖留之御手控写 9月16日 横半(10)

AS209-118 御前髪被為執候御手控写 9月19日 横半(10)

AS209-310 御成御記録 横帳(5)

AS209-304 正洞院闐信寺江御仏詣御手 5月29日 横半(4)
控

AS209-213 小田野刑部出仕之御手控 安政6年(1859) 横半(6)
6月13日

AS386-14 東家元服出仕御手控 8月1日 横半(10)

AS386-13 北家元服出仕御手控 安政6年(1859) 横半(9)
8月16日

AS386-15 南家元服出仕御手控 安政6年(1859) 横半(10)
8月19日

AS209-216 御乗廻御手続 安政6年(1859) 横半(6)
9月20日

〈包紙〉

AS209-215 玄猪之御手控 安政6年(1859) 横半(10)
10月3日

AS209-207 御発駕より及位迄之御入部 安政6年(1859) 横半(33)
御手控

AS209-220 御手控 安政7年(1860) 横半(4)
3月16日

新調御家譜差上御手控

AS209-218 御初野之御手控 安政7年(1860) 横半(10)
正月4日

AS209-226 御参勤御道中御手控 万延元年(1860) 横半(59)
閏3月16日

AS209-227 御道中御手控 文久元年(1861) 横半(53)
4月29日
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AS209-230 下筋御巡覧御手続 文久元年(1861) 横半(47)
8月3日～8月28日

AS209-231 能代御手続 文久元年(1861) 横半(12)
8月8日～8月13日

文久元年の下筋御巡覧の行程のうち、能代およびその周辺の巡覧記録

AS209-232 大館・十二所・桧山御手続 文久元年(1861) 横半(28)
8月20日～8月26日

文久元年の下筋御巡覧の行程のうち、大館・十二所・桧山の巡覧記録

AS209-273 御上京御道中御手控写 元治元年(1864) 横半(86)
8月16日

AS209-274 御上京御道中御手控 元治元年(1864) 横半(75)
8月16日

〈包紙〉

AS209-276-2 御上京御供人数 元治元年(1864) 横半(22)

AS209-208 院内杉峠より御玄関前迄御 (安政6年)(1859) 横半(28)
手控 5月15日～5月19日

AS209-321 御入湯済御途中御手続 4月9日 横半(10)

AS209-322 御往来御泊御昼休 但御小休 横半(6)
御駕籠立共

AS209-323 大滝江御湯治御途中御手続 3月14日 横半(12)

AS209-303 小沢銅山御手続、真木銅山 横半(21)
御手続、加護山御手続

AS209-312 御馬出御乗初之御手控 正月5日 横半(4)

AS387-46 憲諒公幕府謁見前御手続 (嘉永7年)(1854) 竪帳(7)
8月

〈包紙〉

AS385-14 年始之御手控 (文久2年)(1862) 折本
正月元日

〈包紙〉

AS385-15 年始之御手控 (文久2年)(1862) 折本
正月2日

〈包紙〉
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AS385-16 年始之御手控 (文久2年)(1862) 折本
正月3日

〈包紙〉

AS209-233 御初野年始御手控 (文久2年)(1862) 折本
正月4日

AS385-17 年始之御手控 (文久2年)(1862) 折本
正月5日

〈包紙〉

AS385-19 年始之御手控 (文久2年)(1862) 折本
正月7日

〈包紙〉

AS385-20 年始之御手控 (文久2年)(1862) 折本
正月11日

〈包紙〉

AS209-271 御働御具足御飾付御手控 元治元年(1864) 折本
7月20日

AS209-280 少将御昇進御祝儀之御手控 慶応元年(1865) 折本
9月5日

藩主義堯少将昇進の際の祝儀をまとめたもの、〈包紙〉

AS387-68-1 東家江立寄候節之絵図 (慶応2年)(1866) 31×40
8月6日

彩色有、〈包紙〉慶応二寅年八月六日東家江初而立寄候節之絵図并手控(68-1～68-4まで同一包紙)

AS387-68-2 東家江立寄候節之絵図 (慶応2年)(1866) 28×40
8月6日

彩色有

AS387-68-3 東家江立寄候節之御手控 (慶応2年)(1866) 折本
8月6日

AS387-68-4 佐竹山城家来書上 (慶応2年)(1866) 継紙
8月6日

AS212.1-39 奥羽御鎮撫九条殿醍醐殿御 慶応4年(1868) 折本
着陣ニ付御手控 7月1日

〈包紙〉

AS209-351 従天朝御頂戴之御品并御書 (明治元年)(1868) 折本
付御拝見ニ付而之御手控 12月15日

〈包紙〉
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AS209-350 従天朝御頂戴物御祝儀之御 (明治元年)(1868) 折本
手控 12月24日

〈包紙〉

AS385-37 年始之御手控 明治3年(1870) 折本
正月元日

〈包紙〉、ほか1枚

AS385-40 年始之御手控 明治3年(1870) 折本
正月3日

〈包紙〉

AS385-41 七種御祝之御手控 明治3年(1870) 折本
正月7日

〈包紙〉

AS209-356 御用初之御手控 (明治3年)(1870) 折本
正月7日

〈包紙〉

AS209-355 御馬出御乗初之御手控 (明治3年)(1870) 折本
正月5日

〈包紙〉

AS209-357 御手控 (明治3年)(1870) 折本
正月15日

年始之控、〈包紙〉

AS209-358 従五位様御高御分轄御判物 (明治3年)(1870) 折本
御渡之御手続 正月28日

〈包紙〉

AS385-21 年始之御手控 正月15日 折本

〈包紙〉

AS385-22 年始之御手控 正月16日 折本

〈包紙〉

AS209-335 鶴御拝領之御手控 折本

〈包紙〉

AS209-313 鶴御披之御手控 3月2日 折本

〈包紙〉

AS209-260 上京御参内済御祝儀控 6月25日 折本
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AS209-334 御朱印御頂戴之御手続 6月19日 折本

〈包紙〉

AS209-319 御着城御当日之御手控 折本

AS209-279 少将御昇進之口宣着ニ付御 (元治元年)(1864) 折本
手続 7月26日

ほか3枚

AS385-32 神鏡之餅御披御手控 7月27日 折本

〈包紙〉

AS209-163-3 上使御着ニ付御手続 7月30日 折本

〈包紙〉

AS209-336 口宣御頂戴之御手控 10月15日 折本

〈包紙〉

AS209-320 玄猪之御規式御手控 10月20日 折本

AS385-18 節分之御手控 正月5日 折本

〈包紙〉

AS385-34 御茶口切之御手控 12月15日 折本

〈包紙〉

AS312-77 御着城御当日御手控 折本

〈包紙〉

AS385-35 御年忘之御手控 12月26日 折本

〈包紙〉

AS186-1 御施餓鬼御手控 7月10日 折本

憲諒院とあり

AS209-294 若殿様初而御登城御祝儀之 折本
御手続

〈包紙〉

AS209-295 若殿様初而御登城之御手続 折本

〈包紙〉

AS175-12 諸社江御参詣 御長袴 (万延元年)(1860) 折本
閏3月12日

〈包紙〉諸社へ御参詣御手控二冊之内
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AS212.1-21 庄内江御人勢被差上候付御 (慶応4年)(1868) 折本
手続 4月16日

別紙あり(4月27日・29日付)、〈包紙〉

AS386-100 御養子済御式御手控 4月 折本

〈包紙〉

AS209-297 金御書院御着座寺院御礼御 正月15日 折本
手控

〈包紙〉

AS209-299 御座之間上段御着座社人御 正月15日 折本
礼御手控

〈包紙〉

AS209-298 御下国御歓ニ付金御書院寺 11月1日 折本
院御目見御手控

〈包紙〉

AS209-301 金御書院御着座寺院御礼 正月7日 折本

〈包紙〉(301～302まで同一包紙)

AS209-302 御座之間上壇御着座社人御 正月7日 折本
礼

AS209-300 金御書院寺院御礼御手控 正月16日 折本

〈包紙〉

６　宇都宮孟綱日記

AS312-45-1 宇都宮孟綱日記 一 天保12年(1841) 宇都宮孟綱 横半(138)
6月29日～8月30日

AS312-45-2 宇都宮孟綱日記 二 天保12年(1841) 宇都宮孟綱 横半(82)
9月1日～10月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-3 宇都宮孟綱日記 三 天保12年(1841) 宇都宮孟綱 横半(83)
11月1日

～12月29日

〈表題〉御用留書
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AS312-45-4 宇都宮孟綱日記 四 天保13年(1842) 宇都宮孟綱 横半(83)
正月元日

～2月30日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-45-5 宇都宮孟綱日記 五 天保13年(1842) 宇都宮孟綱 横半(52)
3月1日～3月29日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-6 宇都宮孟綱日記 六 天保13年(1842) 宇都宮孟綱 横半(25)
4月1日～4月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-7 宇都宮孟綱日記 七 天保13年(1842) 宇都宮孟綱 横半(55)
5月1日～6月29日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-8 宇都宮孟綱日記 八 天保13年(1842) 宇都宮孟綱 横半(96)
7月1日～8月29日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-9 宇都宮孟綱日記 九 天保13年(1842) 宇都宮孟綱 横半(70)
9月1日～10月28日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-10 宇都宮孟綱日記 十 天保13年(1842) 宇都宮孟綱 横半(79)
11月1日

～12月29日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-11 宇都宮孟綱日記 十一 天保14年(1843) 宇都宮孟綱 横半(71)
正月元日

～2月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-12 宇都宮孟綱日記 十二 天保14年(1843) 宇都宮孟綱 横半(62)
3月1日～4月29日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-13 宇都宮孟綱日記 十三 天保14年(1843) 宇都宮孟綱 横半(84)
5月1日～7月21日

〈表題〉御用留書

AS312-45-14 宇都宮孟綱日記 十四 天保14年(1843) 宇都宮孟綱 横半(69)
7月21日

～閏9月30日

〈表題〉江戸在番御用留書
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AS312-45-15 宇都宮孟綱日記 十五 天保14年(1843) 宇都宮孟綱 横半(81)
10月1日

～12月29日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-45-16 宇都宮孟綱日記 十六 天保15年(1844) 宇都宮孟綱 横半(61)
正月元日

～3月29日

〈表題〉御用日記 付自分江も

AS312-45-17 宇都宮孟綱日記 十七 天保15年(1844) 宇都宮孟綱 横半(92)
4月1日～6月30日

〈表題〉御用日記 付自分とも

AS312-45-18 宇都宮孟綱日記 十八 天保15年(1844) 宇都宮孟綱 横半(62)
7月1日～9月26日

〈表題〉江戸在番御用日記

AS312-45-19 宇都宮孟綱日記 十九 天保15年(1844) 宇都宮孟綱 横半(79)
10月1日

～12月30日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-45-20 宇都宮孟綱日記 二十 弘化2年(1845) 宇都宮孟綱 横半(51)
正月元日

～2月29日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-45-21 宇都宮孟綱日記 二十一 弘化2年(1845) 宇都宮孟綱 横半(44)
3月1日～5月1日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-46 御発駕御旅中日記 弘化2年(1845) 宇都宮孟綱 横半(46)
5月2日～5月30日

〈表題〉御発駕御旅中日記

AS312-45-22 宇都宮孟綱日記 二十二 弘化2年(1845) 宇都宮孟綱 横半(90)
6月1日～8月25日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-23 宇都宮孟綱日記 二十三 弘化2年(1845) 宇都宮孟綱 横半(81)
9月1日～10月27日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-24 宇都宮孟綱日記 二十四 弘化2年(1845) 宇都宮孟綱 横半(72)
11月1日

～12月29日

〈表題〉御用番御用留書
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AS312-45-25 宇都宮孟綱日記 二十五 弘化3年(1846) 宇都宮孟綱 横半(100)
正月元日

～2月29日

〈表題〉御用番御用日記

AS312-45-26 宇都宮孟綱日記 二十六 弘化3年(1846) 宇都宮孟綱 横半(53)
3月1日～3月30日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-27 宇都宮孟綱日記 二十七 弘化3年(1846) 宇都宮孟綱 横半(78)
5月1日～6月29日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-28 宇都宮孟綱日記 二十八 弘化3年(1846) 宇都宮孟綱 横半(35)
9月1日～9月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-29 宇都宮孟綱日記 二十九 弘化3年(1846) 宇都宮孟綱 横半(81)
10月1日

～12月29日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-30 宇都宮孟綱日記 三十 弘化4年(1847) 宇都宮孟綱 横半(80)
正月元日

～3月30日

〈表題〉御用之日記

AS312-45-31 宇都宮孟綱日記 三十一 弘化4年(1847) 宇都宮孟綱 横半(52)
4月1日～5月29日

〈表題〉御用日記

AS312-45-32 宇都宮孟綱日記 三十二 弘化4年(1847) 宇都宮孟綱 横半(82)
6月1日～7月29日

〈表題〉御用番御用之留書

AS312-45-33 宇都宮孟綱日記 三十三 弘化4年(1847) 宇都宮孟綱 横半(73)
8月1日～9月24日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-34 宇都宮孟綱日記 三十四 弘化4年(1847) 宇都宮孟綱 横半(97)
10月1日

～12月30日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-35 宇都宮孟綱日記 三十五 弘化5年(1848) 宇都宮孟綱 横半(65)
正月元日

～2月30日

〈表題〉御用之日記

佐竹文庫目録
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AS312-45-36 宇都宮孟綱日記 三十六 弘化5年(1848) 宇都宮孟綱 横半(102)
3月1日～5月30日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-45-37 宇都宮孟綱日記 三十七 嘉永元年(1848) 宇都宮孟綱 横半(71)
6月1日～8月27日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-38 宇都宮孟綱日記 三十八 嘉永元年(1848) 宇都宮孟綱 横半(125)
9月1日～12月29日

〈表題〉御用番御用略日記

AS312-45-39 宇都宮孟綱日記 三十九 嘉永2年(1849) 宇都宮孟綱 横半(78)
正月元日

～4月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-40 宇都宮孟綱日記 四十 嘉永2年(1849) 宇都宮孟綱 横半(99)
閏4月1日

～5月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-41 宇都宮孟綱日記 四十一 嘉永2年(1849) 宇都宮孟綱 横半(119)
6月1日～8月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-42 宇都宮孟綱日記 四十二 嘉永2年(1849) 宇都宮孟綱 横半(63)
9月1日～10月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-43 宇都宮孟綱日記 四十三 嘉永2年(1849) 宇都宮孟綱 横半(20)
12月1日

～12月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-44 宇都宮孟綱日記 四十四 嘉永3年(1850) 宇都宮孟綱 横半(75)
正月元日

～2月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-45 宇都宮孟綱日記 四十五 嘉永3年(1850) 宇都宮孟綱 横半(89)
3月1日～5月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-46 宇都宮孟綱日記 四十六 嘉永3年(1850) 宇都宮孟綱 横半(68)
6月1日～9月29日

〈表題〉御用略日記

Ⅳ．幕末維新秋田藩資料
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AS312-45-47 宇都宮孟綱日記 四十七 嘉永3年(1850) 宇都宮孟綱 横半(86)
10月1日

～12月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-52 御飛脚自筆控 但江戸来書 嘉永3年(1850) 宇都宮孟綱 横半(74)

AS312-45-48 宇都宮孟綱日記 四十八 嘉永4年(1851) 宇都宮孟綱 横半(117)
正月元日

～4月30日

〈表題〉御用之日記

AS312-45-49 宇都宮孟綱日記 四十九 嘉永4年(1851) 宇都宮孟綱 横半(78)
5月1日～7月30日

〈表題〉御用之日記

AS312-45-50 宇都宮孟綱日記 五十 嘉永4年(1851) 宇都宮孟綱 横半(86)
8月1日～10月29日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-45-51 宇都宮孟綱日記 五十一 嘉永4年(1851) 宇都宮孟綱 横半(80)
11月1日

～12月29日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-53 江戸来書御飛脚自筆控 外自 嘉永4年(1851) 宇都宮孟綱 横半(36)
筆之外御飛脚関係御用共

AS312-45-52 宇都宮孟綱日記 五十二 嘉永5年(1852) 宇都宮孟綱 横半(92)
7月1日～9月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-53 宇都宮孟綱日記 五十三 嘉永5年(1852) 宇都宮孟綱 横半(104)
10月1日

～12月29日

〈表題〉御用留書

AS312-54 江戸来書自筆内書 御飛脚御 嘉永5年(1852) 宇都宮孟綱 横半(137)
用留

AS312-45-54 宇都宮孟綱日記 五十四 嘉永6年(1853) 宇都宮孟綱 横半(91)
正月元日

～3月26日

AS312-45-55 宇都宮孟綱日記 五十五 嘉永6年(1853) 宇都宮孟綱 横半(92)
4月1日～5月29日

〈表題〉御用之日記

佐竹文庫目録
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AS312-45-56 宇都宮孟綱日記 五十六 嘉永6年(1853) 宇都宮孟綱 横半(76)
6月1日～7月23日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-45-57 宇都宮孟綱日記 五十七 嘉永6年(1853) 宇都宮孟綱 横半(127)
8月1日～10月30日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-45-58 宇都宮孟綱日記 五十八 嘉永6年(1853) 宇都宮孟綱 横半(75)
11月1日

～12月30日

〈表題〉御用之日記

AS312-55-1 自筆来書留 附内書其外異事 嘉永6年(1853) 宇都宮孟綱 横半(102)
正月～6月

AS312-55-2 自筆来書留 附内書其外異事 嘉永6年(1853) 宇都宮孟綱 横半(105)
7月～12月

AS312-45-59 宇都宮孟綱日記 五十九 嘉永7年(1854) 宇都宮孟綱 横半(122)
正月元日

～3月29日

〈表題〉御用之日記

AS312-45-60 宇都宮孟綱日記 六十 嘉永7年(1854) 宇都宮孟綱 横半(112)
4月1日～6月30日

〈表題〉御用之日記

AS312-45-61 宇都宮孟綱日記 六十一 嘉永7年(1854) 宇都宮孟綱 横半(77)
7月1日

～閏7月29日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-45-62 宇都宮孟綱日記 六十二 嘉永7年(1854) 宇都宮孟綱 横半(146)
8月1日～10月30日

〈表題〉御用番御用之日記

AS312-45-63 宇都宮孟綱日記 六十三 嘉永7年(1854) 宇都宮孟綱 横半(47)
11月1日

～12月30日

〈表題〉御用之日記

AS312-57-1 江戸来書自筆留書 嘉永7年(1854) 宇都宮孟綱 横半(113)
正月～6月

AS312-57-2 自筆来書留 嘉永7年(1854) 宇都宮孟綱 横半(99)
7月～12月
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AS312-45-64 宇都宮孟綱日記 六十四 安政2年(1855) 宇都宮孟綱 横半(82)
正月元日

～2月30日

〈表題〉御用之日記

AS312-45-65 宇都宮孟綱日記 六十五 安政2年(1855) 宇都宮孟綱 横半(136)
3月1日～6月10日

〈表題〉御用之日記

AS292-1 宇都宮孟綱旅中日記 安政2年(1855) 宇都宮孟綱 横半(105)
8月19日

～10月26日

AS312-45-66 宇都宮孟綱日記 六十六 安政2年(1855) 宇都宮孟綱 横半(83)
11月1日

～12月29日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-60 江戸来書 自筆留書 安政2年(1855) 宇都宮孟綱 横半(80)

AS312-45-67 宇都宮孟綱日記 六十七 安政3年(1856) 宇都宮孟綱 横半(90)
正月元日

～3月29日

〈表題〉公私江戸在番日記

AS312-45-68 宇都宮孟綱日記 六十八 安政3年(1856) 宇都宮孟綱 横半(102)
4月1日～6月30日

〈表題〉江戸在番公私日記

AS312-45-69 宇都宮孟綱日記 六十九 安政3年(1856) 宇都宮孟綱 横半(52)
7月1日～8月23日

〈表題〉江戸在番公私日記

AS289-51-1 宇都宮孟綱旅中日記 安政3年(1856) 宇都宮孟綱 横半(35)
8月24日～9月30日

AS312-45-70 宇都宮孟綱日記 七十 安政3年(1856) 宇都宮孟綱 横半(89)
10月1日

～12月30日

〈表題〉公私日記

AS312-45-71 宇都宮孟綱日記 七十一 安政4年(1857) 宇都宮孟綱 横半(103)
4月1日～5月30日

〈表題〉御用番御用留書
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AS312-45-72 宇都宮孟綱日記 七十二 安政4年(1857) 宇都宮孟綱 横半(118)
閏5月1日

～6月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-119 宇都宮孟綱日記 百十九 安政4年(1857) 宇都宮孟綱 横半(104)
7月1日～7月29日

AS312-45-73 宇都宮孟綱日記 七十三 安政4年(1857) 宇都宮孟綱 横半(108)
8月1日～9月30日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-74 宇都宮孟綱日記 七十四 安政4年(1857) 宇都宮孟綱 横半(145)
10月1日

～12月30日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-63 江戸来状自筆共 御飛脚留書 安政4年(1857) 宇都宮孟綱 横半(154)

AS312-45-75 宇都宮孟綱日記 七十五 安政5年(1858) 宇都宮孟綱 横半(88)
正月元日

～3月13日

〈表題〉御用留書

AS292-2 宇都宮孟綱旅中日記 安政5年(1858) 宇都宮孟綱 横半(95)
3月14日～4月29日

AS312-68 江戸在番中 御飛脚手紙写 安政5～6年 宇都宮孟綱 横半(172)
(1858～1859)
4月～3月

AS312-45-76 宇都宮孟綱日記 七十六 安政5年(1858) 宇都宮孟綱 横半(150)
5月1日～7月29日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-45-77 宇都宮孟綱日記 七十七 安政5年(1858) 宇都宮孟綱 横半(135)
8月1日～10月29日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-45-78 宇都宮孟綱日記 七十八 安政5年(1858) 宇都宮孟綱 横半(73)
11月1日

～12月28日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-45-79 宇都宮孟綱日記 七十九 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(75)
正月元日

～2月29日

〈表題〉江戸在番御用留書

Ⅳ．幕末維新秋田藩資料
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AS312-45-80 宇都宮孟綱日記 八十 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(88)
3月1日～5月2日

〈表題〉江戸在番御用留書

AS312-66 御入部御旅中日記 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(37)
5月3日～5月19日

AS312-67 御用留書 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(53)
6月12日～7月1日

AS312-45-81 宇都宮孟綱日記 八十一 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(108)
7月1日～8月5日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-82 宇都宮孟綱日記 八十二 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(65)
9月1日～10月29日

〈表題〉御用留書

AS312-45-83 宇都宮孟綱日記 八十三 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(120)
11月1日

～12月30日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-69-1 諸事録 壱之巻 安政6年(1859) 宇都宮孟綱 横半(103)

AS312-45-84 宇都宮孟綱日記 八十四 安政7年(1860) 宇都宮孟綱 横半(36)
正月元日

～正月10日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-85 宇都宮孟綱日記 八十五 安政7年(1860) 宇都宮孟綱 横半(107)
2月1日～3月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-86 宇都宮孟綱日記 八十六 安政7年(1860) 宇都宮孟綱 横半(92)
閏3月1日

～閏3月30日

〈表題〉御用番御用留書

AS312-45-87 宇都宮孟綱日記 八十七 万延元年(1860) 宇都宮孟綱 横半(89)
4月1日～6月28日

〈表題〉御用留書

AS312-45-88 宇都宮孟綱日記 八十八 万延元年(1860) 宇都宮孟綱 横半(113)
7月1日～9月30日

〈表題〉御用番御用留書
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AS312-45-89 宇都宮孟綱日記 八十九 万延元年(1860) 宇都宮孟綱 横半(89)
10月1日

～12月30日

〈表題〉御用留書

AS312-45-90 宇都宮孟綱日記 九十 万延2年(1861) 宇都宮孟綱 横半(135)
正月元日

～3月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-69-2 諸事録 二之巻 文久元年(1861) 宇都宮孟綱 横半(89)

AS209-228 御飛脚来状留 文久元～2年 (宇都宮孟綱) 横半(57)
(1861～1862)
6月8日～4月9日

AS312-45-91 宇都宮孟綱日記 九十一 文久2年(1862) 宇都宮孟綱 横半(145)
正月元日

～2月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-92 宇都宮孟綱日記 九十二 文久2年(1862) 宇都宮孟綱 横半(89)
3月1日～4月11日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-93 宇都宮孟綱日記 九十三 文久2年(1862) 宇都宮孟綱 横半(59)
4月30日～5月29日

〈表題〉江戸在番御用略日記

AS312-45-94 宇都宮孟綱日記 九十四 文久2年(1862) 宇都宮孟綱 横半(129)
6月1日～8月30日

〈表題〉江戸在番御用略日記

AS312-45-95 宇都宮孟綱日記 九十五 文久2年(1862) 宇都宮孟綱 横半(101)
閏8月1日

～9月30日

〈表題〉在番御用略日記

AS312-45-96 宇都宮孟綱日記 九十六 文久2年(1862) 宇都宮孟綱 横半(85)
10月1日

～11月26日

〈表題〉江戸在番御用略日記

AS289-51-2 宇都宮孟綱旅中日記 文久3年(1863) 宇都宮孟綱 横半(43)
4月15日～4月26日
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AS312-45-97 宇都宮孟綱日記 九十七 文久3年(1863) 宇都宮孟綱 横半(202)
6月1日～8月30日

〈表題〉御用番御用略日記

AS312-45-98 宇都宮孟綱日記 九十八 文久3年(1863) 宇都宮孟綱 横半(136)
9月1日～10月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-99 宇都宮孟綱日記 九十九 文久4年(1864) 宇都宮孟綱 横半(127)
正月元日

～2月29日

〈表題〉御用番御用略日記

AS312-45-100 宇都宮孟綱日記 百 元治元年(1864) 宇都宮孟綱 横半(51)
5月1日～5月25日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-101 宇都宮孟綱日記 百一 元治元年(1864) 宇都宮孟綱 横半(92)
6月1日～6月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-102 宇都宮孟綱日記 百二 元治元年(1864) 宇都宮孟綱 横半(143)
7月1日～8月15日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-103 宇都宮孟綱日記 百三 元治元年(1864) 宇都宮孟綱 横半(158)
9月6日～12月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-104 宇都宮孟綱日記 百四 元治2年(1865) 宇都宮孟綱 横半(111)
正月元日

～2月28日

〈表題〉在番御用略日記

AS312-45-105 宇都宮孟綱日記 百五 元治2年(1865) 宇都宮孟綱 横半(131)
3月1日～5月16日

〈表題〉江戸在番御用略日記

AS289-51-3 宇都宮孟綱旅中日記 慶応元年(1865) 宇都宮孟綱 横半(16)
5月17日～5月25日

AS312-45-106 宇都宮孟綱日記 百六 慶応元年(1865) 宇都宮孟綱 横半(88)
閏5月4日

～6月28日

〈表題〉御用略日記

佐竹文庫目録
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AS312-45-107 宇都宮孟綱日記 百七 慶応2年(1866) 宇都宮孟綱 横半(64)
正月元日

～2月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-108 宇都宮孟綱日記 百八 慶応2年(1866) 宇都宮孟綱 横半(152)
3月1日～6月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-109 宇都宮孟綱日記 百九 慶応2年(1866) 宇都宮孟綱 横半(134)
7月1日～8月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-110 宇都宮孟綱日記 百十 慶応2年(1866) 宇都宮孟綱 横半(156)
9月1日～12月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-111 宇都宮孟綱日記 百十一 慶応3年(1867) 宇都宮孟綱 横半(91)
正月元日

～2月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-112 宇都宮孟綱日記 百十二 慶応3年(1867) 宇都宮孟綱 横半(111)
3月1日～4月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-113 宇都宮孟綱日記 百十三 慶応3年(1867) 宇都宮孟綱 横半(150)
5月1日～7月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-114 宇都宮孟綱日記 百十四 慶応3年(1867) 宇都宮孟綱 横半(107)
8月1日～10月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-115 宇都宮孟綱日記 百十五 慶応3年(1867) 宇都宮孟綱 横半(115)
11月1日

～12月30日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-116 宇都宮孟綱日記 百十六 慶応4年(1868) 宇都宮孟綱 横半(111)
3月1日～4月29日

〈表題〉御用略日記

AS312-45-117 宇都宮孟綱日記 百十七 慶応4年(1868) 宇都宮孟綱 横半(61)
閏4月1日

～閏4月2日

〈表題〉御用略日記

Ⅳ．幕末維新秋田藩資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)
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AS312-45-118 宇都宮孟綱日記 百十八 慶応4年(1868) 宇都宮孟綱 横半(79)
8月1日～12月29日

〈表題〉日記

佐竹文庫目録
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Ⅴ．近代佐竹家資料

１　冠婚葬祭

(1) 入部

AS209-202 義就公御入部御記録 全 安政5～6年 竪帳(83)
(1858～1859)
4月22日～4月28日

表紙に「御膳番局御備」とあり

AS209-203-1 義就公御三十二代御入部御 安政5～6年 竪帳(114)
記録 天 (1858～1859)

8月22日～5月27日

AS209-203-2 義就公御三十二代御入部御 安政6年(1859) 竪帳(128)
記録 地 6月12日～6月20日

AS209-204-1 義就公御入部記録 二 安政6年(1859) 竪帳(105)
正月7日～3月30日

AS209-204-2 義就公御入部記録 三 安政6年(1859) 竪帳(64)
4月2日～4月29日

AS209-206 御発駕より及位迄之御入部 安政6年(1859) 横半(42)
御手控写

AS209-212 義就公御入部 安政5～6年 竪帳(106)
(1858～1859)

AS209-234-1 義就公御入部御手控 仁 (安政6年)(1859) 竪帳(61)
5月19日～6月17日

表紙題箋に「文久二戌年 義堯公ト御改」と朱書あり(234-1～5)

AS209-234-2 義就公御入部御手控 義 (安政6年)(1859) 竪帳(52)
6月20日～7月27日

表紙に「御膳番局」と朱書あり(234-2～5)

AS209-234-3 義就公御入部御手控 礼 (安政6年)(1859) 竪帳(49)
8月1日～12月26日

AS209-234-4 義就公御入部御手控 智 (安政7年)(1860) 竪帳(50)
正月元日

～正月4日

Ⅴ．近代佐竹家資料
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AS209-234-5 義就公御入部御手控 信 (安政7年)(1860) 竪帳(53)
正月5日

～閏3月12日

AS209-113 御二方様御下国御行列帳 横帳(16)

AS209-238 諒鏡院様義堯公御母公御弐 文久2～3年 竪帳(93)
拾弐歳御下国御記録 (1862～1863)

12月24日～5月6日

AS209-239 御姫様雅姫様鐶姫様御下国 文久2～3年 竪帳(108)
御記録 (1862～1863)

12月24日
～3月23日

AS209-287-1 諒鏡院様御登御用留書 一 慶応3年(1867) 竪帳(111)

日記／町送控／江戸秋田江之連状／江戸秋田より之来状

AS209-287-2 諒鏡院様御登御用留書 二 慶応3年(1867) 竪帳(90)
5月

御用人馬并有人賃馬賃夫宿組通夫数等可書出被仰渡事／雇通夫勝手之もの可申出被仰渡候事／他領賃馬賃夫

帳／他領宿割同宿組帳／御領内宿割同宿組帳／御領内夫伝馬并賃馬賃夫帳／人馬代銀上納帳／通夫代銀上納

被貸下候分共人数取調帳／御足軽差紙控／貫目之義并下々駅場江罷越猥ケ間敷義無之様可致被仰渡候事／人

馬代銀上納書付向々へ相渡事／御用人馬他領代金渡之事／御発輿之段御膳番御物頭并向々へ被仰渡付而東家
以下無役廻座迄被仰知共／御道中御作法書被仰渡候事

AS209-287-3 諒鏡院様御登御用留書 三 慶応3年(1867) 竪帳(80)
5月

御供帳／江戸小屋割当帳／御発着御行列帳／御道中御行列帳／御青印御判紙控／人馬取調帳

(2) 誕生・成人儀礼

AS289-30-2-1 佐竹義就御印並御花押 切紙

朱印・黒印書付、〈包紙〉御印并御花押(30-2-1～30-2-3まで同一包紙)

AS289-30-2-2 佐竹義就御印並御花押 切紙

花押書付

AS289-30-2-3 佐竹義就御印並御花押 切紙

実名・花押書付

AS280-9-1 寿算御目録 安政5年(1858) 佐竹義就 折紙
2月4日

雅子、〈包紙〉寿算御目録(9-1～9-4まで同一包紙)
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AS280-9-2 寿算御目録 文久3年(1863) 佐竹義堯 折紙
8月15日

定丸

AS280-9-3 寿算御目録 慶応3年(1867) 佐竹義堯 折紙
7月13日

銛丸

AS280-9-4 寿算御目録 明治3年(1870) 佐竹義堯 折紙
3月11日

米子

AS289-37-1-1 佐竹義脩御実名御花押下書 (慶応元年)(1865) 切紙

〈包紙〉(37-1-1～37-1-4まで同一包紙)

AS289-37-1-2 佐竹義脩御実名御花押下書 慶応元年(1865) 宝鏡院宥米 切紙
5月

AS289-37-1-3 佐竹義脩御実名欽考 慶応元年(1865) 宝鏡院宥米 切紙
5月

AS289-37-1-4 佐竹義脩御実名御花押下書 慶応元年(1865) 御印師福広兵庫 折紙

AS289-37-2-1 佐竹次郎御名乗書 元治2年(1865) 右京大夫義堯 佐竹亀丸 折紙
4月

〈包紙〉(37-2-1～37-2-3まで同一包紙)、〈包紙〉佐竹次郎殿(37-2-1のみ)

AS289-37-2-2 佐竹次郎御名乗書 慶応元年(1865) 右京大夫義堯 佐竹次郎 折紙
7月12日

〈包紙〉佐竹次郎殿(37-2-2のみ)

AS289-37-2-3 佐竹次郎御名乗書 慶応元年(1865) 右京大夫義堯 佐竹次郎 折紙
5月

〈包紙〉(37-2-3のみ)

AS386-106 雅姫様御誕生御記録 安政4～5年 竪帳(106)
(1857～1858)
10月13日～6月2日

AS386-107 雅姫様御誕生より記録 安政4～5年 竪帳(60)
(1857～1858)
10月13日～8月2日

AS386-108-1 千枝御安産御七夜取調書付 (安政5年)(1858) 継紙
正月27日

〈包紙〉安政五午正月廿七日千枝因安産且二月四日七夜御祝儀取調 御膳番(108-1～108-2まで同一包紙)
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AS386-108-2 千枝御安産御七夜取調書付 (安政5年)(1858) 継紙
2月4日

AS384-26 雅姫様御髪置御記録 全 安政6年(1859) 御膳番局 竪帳(18)
8月7日

AS386-11 雅姫様鐶姫様御紐解御祝御 元治元・慶応2年 竪帳(27)
記録 (1864・1866)

雅姫様：元治元年11月27日、鐶姫様：慶応2年11月15日

AS384-34 雅姫様御鉄漿御祝 明治3年(1870) 竪帳(7)
11月

AS386-109 御前様増銘姫様御妊娠より 安政6年(1859) 竪帳(128)
御出産御枕直迄記録 4月15日～9月11日

AS386-110 義就公御内室御前様御安産 安政6年(1859) 竪帳(117)
御記録 4月15日～9月11日

奥御記録之写

AS386-122 昌珠院様御前様御産御記録 4月19日～9月14日 竪帳(158)
全

AS386-117 鐶姫様御誕生御記録 万延元～文久元年 竪帳(124)
(1860～1861)
7月6日～4月2日

鐶姫様御誕生御記録(万延元～文久元)／鐶姫様御種痘御纏(文久元)／鐶姫様御髪置御纏(文久元)

AS386-118 鐶姫様御誕生より御箸初迄 万延元～2年 竪帳(68)
記録 (1860～1861)

7月6日～4月2日

AS384-29 環姫様初御誕生日取纏 文久元年(1861) 竪帳(12)
11月29日

～12月1日

AS386-119 庸姫様御誕生より御酒湯済 万延2年(1861) 竪帳(87)
迄御記録 2月4日～10月18日

AS386-120 庸姫様御召使千枝着帯より 万延2年(1861) 竪帳(81)
御出生様書留 正月24日

～10月18日

AS384-30 定丸様御誕生御宮参御箸初 文久3～4年 御用懸御右筆々頭 竪帳(74)
御幟御建初迄御記録 全 (1863～1864) 小野崎兵右衛門通

4月26日～5月5日 志
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AS384-31 定丸様御誕生より御初小籏 文久3～4年 竪帳(102)
迄御記録 (1863～1864)

4月26日～5月7日

AS386-124 銛丸様御誕生御記録 慶応3・明治2年 竪帳(183)
(1867・1869)

銛丸様御誕生御記録天(慶応3)／銛丸様御誕生御記録地(慶応3)／銛丸様御髪置御祝儀御記録(明治2)

AS386-125 銛丸様御誕生御記録 全 慶応3年(1867) 竪帳(61)
3月20日～8月22日

AS209-360 銛丸様御袴着御記録 明治4年(1871) 家扶局 竪帳(14)
11月15日

〈袋〉

AS386-127 御誕生様御入料 明治5年(1872) (会計方) 竪帳(14)
8月

〈包紙〉忠姫様御誕生御待受 明治五年壬申五月 会計方、ほか受取証19枚

AS386-128 於浜様御誕生留書 明治5年(1872) 竪帳(19)
3月～7月17日

AS386-129-1 御前様御誕生御七夜御用取 明治6年(1873) 横帳(5)
纏帳 9月3日

〈包紙〉(129-1～129-5まで同一包紙)

AS386-129-2 御誕生様御用 (明治6年)(1873) 会計控 横帳(4)

AS386-129-3 御誕生様御入料書付 (明治6年)(1873) 継紙

AS386-129-4 薬種注文書付 (明治6年)(1873) 小津権兵衛 秋山 継紙
8月10日

AS386-129-5 受取証綴 (明治6年)(1873) 綴(13)

AS386-130-1 若枝妊娠ニ付取しらへ 明治7年(1874) 横帳(11)
8月

〈包紙〉五十若様御誕生御待受調(130-1～130-3まで同一包紙)

AS386-130-2 御誕生様御待請申立 (明治7年)(1874) 横帳(9)
4月

AS386-130-3 御誕生様御用代 明治5年(1872) 竪帳(15)
7月11日

AS386-133 御前様御着帯御安産纏 明治11年(1878) 竪帳(28)
5月20日～9月30日

Ⅴ．近代佐竹家資料
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AS384-35 於英様御髪置御祝儀取調簿 明治15年(1882) 罫紙(5)
11月21日

後半部に「義章様御髪置之節」(明治13)あり

AS209-263 諒鏡院様御出略御行列帳 文久3年(1863) 横帳(5)
6月

AS209-265 諒鏡院様御社参御行列帳 文久3年(1863) 横帳(7)
5月

(3) 御目見・家督・昇進

AS386-101-1 義就公御相続以来御記録 安政4～5年 竪帳(281)
(1857～1858)
7月15日～4月1日

AS386-101-2 義就公御相続御記録 安政4年(1857) 竪帳(86)
8月12日

～12月21日

AS317-139-1 義就公御官位御記録 安政4～5年 竪帳(156)
(1857～1858)
11月24日

～2月16日

AS209-269-1 少将御任官御書付写 (元治元年)(1864) 御名 切紙

〈包紙〉

AS209-269-2 御老中水野和泉守様公用人 元治元年(1864) 御名家来 切紙
演説之覚書 4月17日

御用の儀につき名代二条城まで出頭すべし、〈包紙〉子四月十八日御老中水野和泉守様より御留主居御呼出

ニ而御渡之御切紙写入、但演説書共

AS209-269-3 佐竹右京大夫家来長瀬隼之 元治元年(1864) 佐竹右京大夫家来 切紙
助伺書 4月 長瀬隼之助

少将任官御礼進物の取り計らい方について、〈包紙〉

AS209-269-4 佐竹右京大夫家来長瀬隼之 元治元年(1864) 佐竹右京大夫家来 継紙(16)
助伺書 4月 長瀬隼之助

〈包紙〉

AS209-288 二条様より被進候御書取 (慶応3年)(1867) 継紙
7月

中将任官に際し幕府より指示あり、従四位御加級は延引のこと、〈包紙〉二条様より被進候御書取並ニ御使

御口上書共入
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AS209-289 口宣頂戴奉書 (慶応3年)(1867) 松平越中守 日野大納言・ 折紙
7月23日 飛鳥井中納言

佐竹右京太夫を中将に申付ける事についての奏上、〈包紙〉

AS209-290 中将叙任申渡書 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 切紙

今度中将仰せつけらるも以後の家格とはならず、〈包紙〉

AS209-291-1 佐竹義堯願書 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 切紙
9月

〈包紙〉慶応三年卯九月十日御国内事務総裁御老中稲葉美濃守殿江御留守居近藤良之進を以被差出候御昇進

之御礼御願書 一通

AS209-291-2 中将叙任ニ付取運方書付 (慶応3年)(1867) 継紙
7月6日

〈包紙〉七月六日夜大村弾正罷越兼而之御一条種々御手数諸説も有之候得共御御運共ニ相成ハ延引之段御気

之毒ニ思召候由ニ御座候(291-2～291-3まで同一包紙)

AS209-291-3 摂政様御目通ニ而及言上候 (慶応3年)(1867) 継紙
書取写

佐竹叙任についての幕府の意向

AS209-291-4 佐竹右京大夫家臣伺書并御 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫家来 継紙
付札写 8月 阿野捴一郎

口宣奉書の渡方の有無について、〈包紙〉

AS209-292-1 申文雛形 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 折紙

〈包紙〉慶応三年卯七月十三日御登城之上御達 同月十六日御老中稲葉美濃守殿江御留守居を以被差出候御本

書写(292-1～292-3まで同一包紙)、〈包紙〉(292-1のみ)

AS209-292-2 申文雛形 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 折紙

〈包紙〉(292-2のみ)

AS209-292-3 申文雛形 (慶応3年)(1867) 折紙

〈包紙〉(292-3のみ)

AS209-292-4 中将叙任ニ付御達御書付 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 切紙

出格の思召により中将に仰せつけられるので雛形のとおり申文を提出せよ、〈包紙〉(292-4のみ)

AS209-292-5 中将叙任ニ付御達御書付 (慶応3年)(1867) 切紙

申文の作成方についての心得を達す

AS209-292-6 中将叙任ニ付御達御書付 (慶応3年)(1867) 佐竹右京大夫 切紙

292-4と同文
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AS209-349-1 行政官申渡書 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹次郎 継紙
12月

叙位・任官の意向について、〈包紙〉明治元年辰十二月六日御用召ニ而御参朝被遊候処於御伝達所弁事千種

少将殿を以被仰渡之(349-1～349-3まで同一包紙)

AS209-349-2 官位口宣案 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹次郎 切紙
12月6日

従五位下修理大夫叙任

AS209-349-3 行政官申渡書 (明治元年)(1868) 行政官 佐竹修理大夫 切紙
12月

紫組掛緒被免

AS209-352 重而御昇進宣下并御達書付 (明治元年)(1868) 継紙
写 12月14日

従四位下侍従叙任、〈包紙〉明治元辰歳十二月十四日修理大夫殿重而御昇進宣下并御達書付 但最初之御官位

は全く弁事調違ひ之御模様ニ相聞得候

AS209-354-1 佐竹中将叙任口宣案 (明治2年)(1869) 行政官 佐竹中将 切紙
6月5日

従三位参議叙任、〈包紙〉(354-1～354-3まで同一包紙)

AS209-354-2 弁事指紙 (明治2年)(1869) 弁事 佐竹中将 切紙
6月4日

明日巳刻まで参朝あるべき事

AS209-354-3 口宣案別紙 (明治2年)(1869) 切紙

354-1の添状

AS386-121-1 亀丸様就御養子記録 全 元治2年(1865) 竪帳(133)
正月17日

～閏5月16日

AS386-121-2 亀丸様後次郎様ト御改御養 元治2年(1865) 竪帳(186)
子ニ付御記録 正月17日

～7月26日

AS386-126-1 義脩公御養子御記録 上 元治2年(1865) 竪帳(78)
正月17日～4月9日

亀丸様就御養子御記録草稿

AS386-126-2 義脩公御養子御記録 下 元治2年(1865) 竪帳(80)
4月15日

～閏5月16日

AS387-92-1 義脩公御乗出御記録 全 慶応3年(1867) 竪帳(109)
2月17日～6月9日
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AS387-92-2 義脩公御乗出御記録 慶応3年(1867) 竪帳(109)
2月22日～5月19日

義脩公御乗出御記録／義脩公若殿様御乗出済御祝儀御記録

AS387-92-3 義脩公若殿様御乗出御記録 慶応3年(1867) 竪帳(114)
全 2月17日～10月1日

AS386-123 常丸様鳥越様御養子御願よ 慶応元～2年 竪帳(51)
り御引移迄之記録 全 (1865～1866)

9月28日～4月9日

(4) 婚礼

AS386-112 義就公再御縁組御記録 全 万延元年(1860) 竪帳(85)
3月20日～7月17日

AS386-113 義就公御再縁組記録 万延元年(1860) 竪帳(90)
3月20日～7月17日

AS386-114 義就公御結納より御舅入迄 万延元年(1860) 竪帳(113)
留書 6月22日～8月13日

御結納ニ付御打合／初度御道具送ニ付御打合／御婚礼ニ付御打合／御三目ニ付御打合／御聟入御里披ニ付御

打合／御舅入ニ付御打合

AS386-115-1 義就公御婚礼記録 天 万延元年(1860) 竪帳(84)
4月5日～8月18日

AS386-115-2 義就公御婚礼記録 地 万延元年(1860) 竪帳(79)
8月18日～8月21日

AS386-115-3 義就公御婚礼記録 人 万延元年(1860) 竪帳(93)
8月22日～9月13日

AS386-116-1 義就公御婚礼御記録 一 万延元年(1860) 竪帳(89)
閏3月18日

～7月10日

AS386-116-2 義就公御婚礼御記録 三 万延元年(1860) 竪帳(73)
7月25日～8月18日

AS386-116-3 義就公御婚礼御記録 四 万延元年(1860) 竪帳(87)
8月18日～8月21日

AS386-116-4 義就公御婚礼御記録 五 万延元年(1860) 竪帳(102)
8月22日～9月12日

Ⅴ．近代佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



AS386-131 鐶姫様御婚礼ニ付御入用控 明治9年(1876) 竪帳(6)
6月

AS386-132 鐶姫様従五位様江御引移纏 4月30日～8月19日 横帳(15)

AS386-134 祚姫様御入輿御記録下タ調 明治18年(1885) 竪帳(46)
正月15日～4月6日

(5) 葬礼

AS289-32 佐竹義堯公墓誌銘 印刷

AS386-220-1 昌珠院様御不例より御百ケ 安政6～7年 竪帳(171)
日御法事迄御記 (1859～1860)

10月2日
～正月18日

AS386-220-2 昌珠院様御遺物被進帳 (安政6年)(1859) 竪帳(7)

AS386-220-3 昌珠院様御逝去御記録 安政6年(1859) 竪帳(223)
9月30日

～12月25日

AS386-221-1 真誠院様御不例より御逝去 (安政6年)(1859) 竪帳(50)
御百ケ日迄被仰渡 10月～12月

AS386-221-2 真誠院様御不例より御逝去 安政6年(1859) 竪帳(35)
御百ケ日迄御用日記 10月8日

～12月20日

AS386-221-3 真誠院様御逝去ニ付諸申立 安政6年(1859) 竪帳(30)
并伺之部 附而雑之部共

AS386-221-4 真誠院様御逝去ニ付文通 安政6年(1859) 竪帳(69)
10月～11月

AS386-221-5 真誠院様御不例より御逝去 安政6年(1859) 竪帳(64)
大御法事迄連状 10月8日

～12月29日

AS386-221-6 真誠院様御逝去ニ付御奉書 安政6年(1859) 竪帳(54)
并御使者之部 10月

AS386-222 荷玉様御逝去御記録 文久2年(1862) 竪帳(44)
5月～7月
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AS386-230 定丸様御逝去御記録 全 元治元年(1864) 御用局 竪帳(59)
6月19日

～12月24日

題箋「定丸様」、原表題「定照様」

AS386-231-1 定照様御病中より御逝去御 元治元年(1864) 竪帳(58)
百ケ日御廻向迄御記録 全 6月19日

～12月24日

AS386-231-2 定照様御逝去御記録 元治元年(1864) 竪帳(58)
6月19日

～12月24日

AS386-232-1 松操院様御不例より御逝去 慶応3年(1867) 竪帳(81)
御記録 正月4日～9月13日

AS386-232-2 松操院様御卒去纏 全 慶応3年(1867) 竪帳(79)
5月～8月

AS386-233 龍頷様御仮物書上 (明治5年)(1872) 井上伊三郎 会計方御役人 横帳(4)
7月 衆中

AS386-234 龍頷様御仮物御絵図面 井上伊三郎 竪帳(6)

AS386-235-1 米姫様御逝去御用代取纏 (明治5年)(1872) 竪帳(8)

AS386-235-2 米姫様御逝去調、亀丸様御 (明治5年)(1872) 横帳(21)
逝去ニ付取調

米姫：6月29日～8月3日、亀丸：7月29日～8月4日

AS386-235-3 龍頷様米姫様御逝去御買上 (明治5年)(1872) 横帳(9)
物代

〈包紙〉

AS386-235-4 米姫様御死去御用品々御買 (明治5年)(1872) 横帳(4)
上控 6月29日

AS386-236-1 御見送人名帳 (明治5年)(1872) 横帳(6)

AS386-236-2 亀丸様御逝去御用代取纏 (明治5年)(1872) 竪帳(8)

AS386-236-3 鱗嶽様御仮物御入用 (明治5年)(1872) 井上伊三郎 会計方御役人 横帳(4)
8月 衆中

AS386-236-4 御仮物御絵図面 (明治5年)(1872) 井上伊三郎 会計方御役人 竪帳(7)
9月 衆中
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AS386-236-5 亀丸様御逝去書付 (明治5年)(1872) 横半(10)

〈封筒〉鱗嶽様亀丸様御逝去書付入 壬申七月廿九日 会計方(236-5～236-6まで同一包紙)

AS386-236-6 麟嶽様亀丸様御逝去取調帳 (明治5年)(1872) 会計方 横帳(17)
7月29日

AS386-243 於米様愛珠様御逝去ヨリ御 明治5年(1872) 竪帳(89)
百ケ日マテ取纏、亀丸様麟
嶽様御逝去ヨリ御百ケ日マ
テ取纏

愛珠様：6月29日～8月4日、麟嶽様：7月29日～8月5日

AS386-237 玉崗様御誕生様御逝去諸品 明治6年(1873) 横帳(9)
御買上帳 8月29日～10月2日

AS386-238 玉岡様御仮物御絵図面 明治6年(1873) 井上伊三郎 会計方御役人 竪帳(6)
8月 衆中

AS386-239 玉崗様御誕生様御逝去御用 (明治6年)(1873) 井上伊三郎 会計方御役人 横帳(4)
取纏帳 8月 衆中

〈包紙〉玉岡様御仮物書上ケ、ほか12枚

AS386-240-1 瑶質様御仮物御仕様書 (明治6年)(1873) 井上伊三郎 会計方御役所 竪帳(7)
7月 御役人衆中

〈封筒〉瑶質様浜姫様御逝去御用取纏(240-1～240-9まで同一封筒)

AS386-240-2 瑶質様御仮物書上ケ (明治6年)(1873) 井上伊三郎 横帳(4)
7月

AS386-240-3 瑶質素蓮禅童女様浜姫様御 (明治6年)(1873) 横帳(8)
逝去ニ付諸品御買上調 7月29日

AS386-240-4 墓石代金書付 (明治6年)(1873) 井上伊三郎 会計方御役人 切紙
9月 君中

AS386-240-5 御位牌御厨子代金受取 明治6年(1873) 大仏師福田光龍 御霊屋守 切紙
9月

AS386-240-6 瑶質素蓮様御逝去ニ付御葬 (明治6年)(1873) 御霊屋守奥村実応 佐竹様会計方 継紙
送諸品書付 8月 御役所

AS386-240-7 瑶質様御頭刺布施等受取 (明治6年)(1873) 御霊屋守奥村実応 佐竹様会計方 継紙
8月7日 御役所

AS386-240-8-1 御当日御葬送御布施金等受 明治6年(1873) 御霊屋守奥村実応 会計方御役所 継紙
取 8月
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AS386-240-8-2 御幡仕立金受取 (明治6年)(1873) 三かわ清兵衛 切紙
9月14日

AS386-240-9 諸品代金受取綴 明治6年(1873) 三かわ清兵衛 佐竹 綴(4)

AS386-241-1 崑山様御逝去仮纏 明治8年(1875) 家扶局 竪帳(18)
5月7日～5月9日

AS386-241-2 崑山様御一七日参候帳 (明治8年)(1875) 横帳(3)

AS386-242-1 崑山様五十若様御逝去取纏 明治8年(1875) 横帳(10)
5月7日

〈封筒〉五十若様御逝去諸事纏袋 明治八乙亥年五月七日 家扶局(242-1～242-3まで同一封筒)、封筒2枚あり

AS386-242-2 崑山様御葬式御入用 (明治8年)(1875) 竪帳(6)
5月

AS386-242-3 崑山様御葬式御入用 (明治8年)(1875) 総泉寺御霊屋守奥 佐竹従四位様 切紙
5月13日 村実応 御家扶

〈包紙〉

AS386-244 故従二位様御送葬御出棺ニ 明治17年(1884) 竪帳(11)
付御手控 11月4日

AS386-245 雅子様御逝去取纏 明治36年(1903) 竪帳(89)

ほか4冊

AS386-246 凶事費受取綴 明治36年(1903) 会計 綴(67)

〈封筒〉雅子様御凶事書類

AS386-247 春台院殿御逝去日誌 明治36年(1903) 竪帳(120)
正月23日～5月2日

春台院殿御逝去日誌／春台院様御凶事費

AS386-248-1 銀子殿不幸書類 到来品 明治39年(1906) 竪帳(3)
6月25日～6月28日

〈封筒〉銀子殿不幸書類(248-1～248-4まで同一包紙)

AS386-248-2 銀子殿不幸書類 日誌 明治39年(1906) 竪帳(5)
6月25日～7月29日

AS386-248-3 銀子殿不幸書類 諸事取纏 明治39年(1906) 竪帳(16)
6月25日

AS386-248-4 銀子殿不幸書類 会葬者人名 明治39年(1906) 横帳(3)
帳 6月28日

Ⅴ．近代佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－396－

(6) 祭礼

AS172-3 御鎮守大八幡社御由緒書 (明治5年)(1872) 馬田内記 竪帳(4)
4月25日

AS172-4 御城正八幡宮稲荷宮御由緒 (明治5年)(1872) 飛田鶴女 竪帳(8)
覚 4月

AS385-42 御祭礼御用代払帳 明治5年(1872) 会計方 横帳(6)
3月13日～4月8日

AS385-43 御祭礼御入料纏 明治5年(1872) 竪帳(4)
5月27日

AS385-44-1-1 十一月廿八日三ノ酉御入料 (明治5年)(1872) 竪帳(3)
調 12月

AS385-44-1-2 二ノ酉御入料取調控 (明治5年)(1872) 竪帳(5)
11月16日

AS385-44-1-3 壬申十一月四日初酉諸事取 (明治5年)(1872) 横帳(4)
纏

AS385-44-2 初酉御入料取調控 明治5年(1872) 竪帳(7)
11月

AS385-45-1-1 大祖義光命御祭典諸纏 明治10年(1877) 竪帳(20)

〈包紙〉(45-1-1～45-5まで同一包紙)

AS385-45-1-2 大祖御祭典斎場図 明治10年(1877) 28×40

AS385-45-1-3 大祖御祭典献饌図 (明治10年)(1877) 24×33

AS385-45-1-4 大祖御祭典献饌図 (明治10年)(1877) 28×40

AS385-45-2 大祖義光命祭典式 (明治10年)(1877) 竪帳(3)

AS385-45-3 遠祖義光命神霊御祭式 明治11年(1878) 竪帳(3)
11月24日

AS385-45-4 遠祖義光命神霊御祭式 (明治11年)(1878) 竪帳(2)

AS385-45-5 大祖御祭典拝礼者名簿 明治15年(1882) 竪帳(3)
10月20日
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AS175-6 祠堂社中人名簿 明治17年(1884) 惣代人経徳鉄太・ 竪帳(7)
4月 管清七

AS175-7-1 御鎮守社御遷宮新殿御門鎮 辛未　4月30日 竪帳(12)
火祭奠式

AS172-5 御藩内大小之神祇並御代々 (明治年間) 竪帳(27)
様御祭奠諸事記稿 (1868～1912)

3月

AS175-7-2 供物次序 継紙

AS175-10 正一位与治郎稲荷之縁記 継紙

〈包紙〉

AS175-13 諸社江御参詣 御衣冠 折本

AS209-332 大八幡社御参詣次第 竪帳(9)

２　家政

(1) 日記

AS310-28-1-1 御日記 安政6年(1859) 浅草奥御寄附間 竪帳(103)
正月元日

～2月29日

AS310-28-1-2 御日記 安政6年(1859) 竪帳(110)
3月1日～4月29日

AS310-28-1-3 御日記 安政6年(1859) 竪帳(94)
5月1日～6月29日

AS310-28-2-1 御日記 安政6年(1859) 浅草奥御寄附間 竪帳(104)
7月1日～8月29日

AS310-28-2-2 御日記 安政6年(1859) 竪帳(106)
9月1日～10月29日

AS310-28-2-3 御日記 安政6年(1859) 竪帳(100)
11月1日

～12月30日

AS310-28-3-1 御日記 安政7年(1860) 御寄附間 竪帳(102)
正月元日

～2月29日
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AS310-28-3-2 御日記 安政7年(1860) 竪帳(132)
3月1日～4月29日

AS310-28-3-3 御日記 安政7年(1860) 竪帳(54)
5月1日～6月30日

AS310-28-4-1 御日記 文久元年(1861) 浅草御寄附間 竪帳(95)
正月元日

～2月30日

AS310-28-4-2 御日記 文久元年(1861) 竪帳(95)
3月1日～4月29日

AS310-28-4-3 御日記 文久元年(1861) 竪帳(76)
5月1日～6月29日

AS310-28-5-1 御日記 文久元年(1861) 浅草御寄附間 竪帳(92)
7月1日～9月30日

AS310-28-5-2 御日記 文久元年(1861) 竪帳(90)
10月1日

～12月30日

AS310-28-6-1 御日記 文久2年(1862) 御寄附間 竪帳(120)
7月1日

～閏8月29日

AS310-28-6-2 御日記 文久2年(1862) 竪帳(65)
9月1日～10月29日

AS310-28-6-3 御日記 文久2年(1862) 竪帳(74)
11月1日

～12月29日

AS310-28-7 御日記 文久3年(1863) 浅草奥御寄附間 竪帳(30)
2月1日～2月30日

AS310-28-8 御日記 元治元年(1864) 三丸御寄附間 竪帳(40)
4月1日～4月30日

AS310-28-9 御日記 慶応元年(1865) 御寄附間 竪帳(34)
5月1日～5月29日

AS310-28-10 御日記 慶応元年(1865) 三之丸奥御寄附間 竪帳(23)
閏5月1日

～閏5月30日
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AS310-28-11 御日記 慶応2年(1866) 御寄附間 竪帳(41)
正月元日

～正月30日

AS310-28-12 御日記 慶応2年(1866) 御寄附 竪帳(26)
5月1日～5月29日

AS310-28-13 御日記 慶応2年(1866) 御寄附間 竪帳(37)
6月1日～6月12日

AS310-28-14 御日記 慶応2年(1866) 御寄附 竪帳(18)
10月1日

～10月30日

AS310-28-15 御日記 慶応2年(1866) 御寄附 竪帳(33)
2月1日～2月29日

AS310-28-16 御日記 慶応3年(1867) 浅草奥御寄附 竪帳(40)
11月1日

～11月30日

AS310-28-17 御日記 慶応3年(1867) 御寄付間 竪帳(19)
2月1日～2月30日

AS310-28-18 御日記 慶応4年(1868) 御寄付 竪帳(17)
4月1日～4月30日

AS310-28-19 御日記 慶応4年(1868) 御寄付 竪帳(19)
閏4月1日

～閏4月30日

AS310-28-20 御日記 明治元年(1868) 御寄附 竪帳(24)
12月1日

～12月29日

AS310-28-21-1 御日記 明治2年(1869) 御寄附間 竪帳(109)
7月1日～9月29日

AS310-28-21-2 御日記 明治2年(1869) 竪帳(82)
10月1日

～12月30日

AS310-28-22-1 御日記 明治3年(1870) 三之丸御寄附間 竪帳(102)
正月元日

～3月30日

AS310-28-22-2 御日記 明治3年(1870) 竪帳(79)
4月1日～6月29日
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AS310-28-22-3 御日記 明治3年(1870) 竪帳(67)
7月1日～9月30日

AS310-28-22-4 御日記 明治3年(1870) 竪帳(97)
10月1日

～12月29日

AS289-31-2-1 申伝帳 一 安政6年(1859) 手代役 横帳(242)
正月～6月

AS289-31-2-2-1 申伝帳 二 文久2年(1862) 手代役 横帳(243)
正月～6月

AS289-31-2-2-2 申伝帳 二ノ一 文久3年(1863) 浅草奥手代役 横帳(91)
正月～3月

AS289-31-2-2-3 申伝帳 二ノ二 横帳(34)

原表紙欠

AS289-31-2-3 申伝帳 三 元治元年(1864) 手代役 横帳(293)
7月～12月

AS289-31-2-4 申伝帳 四 慶応4年(1868) 手代役 横帳(276)
正月～6月

AS289-31-3-1 申伝帳 一 明治2年(1869) 手代役 横帳(269)
正月～6月

AS289-31-3-2 申伝帳 二 明治10年(1877) 横帳(89)
正月～12月

AS289-31-3-3 申伝帳 三 明治11年(1878) 会計 横帳(109)
正月～12月

AS289-31-3-4 申伝帳 四 明治11年(1878) 横帳(79)
正月～12月

AS289-31-3-5 申伝帳 五 明治13年(1880) 横帳(80)
正月～12月

AS289-31-3-6 申伝帳 六 明治13年(1880) 会計 横帳(113)
正月～12月

AS289-31-3-7 申伝帳 七 明治14年(1881) 会計 横帳(110)
正月～12月

AS289-31-3-8 申伝帳 八 明治15年(1882) 東御殿 横帳(60)
正月～12月
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AS289-31-3-9 申伝帳 九 明治17年(1884) 東御殿 横帳(61)
正月～12月

AS289-31-3-10 申伝帳 十 11月～12月 横帳(27)

原表紙欠

AS289-31-3-11 申伝帳 十一 2月～6月 横帳(233)

原表紙欠

AS209-293-1 御日記 慶応3年(1867) 竪帳(40)
正月元日～2月2日

AS209-293-2 御日記 慶応4年(1868) 竪帳(40)
正月18日～3月1日

AS312-80-1 御日記 明治2年(1869) 竪帳(36)
3月1日～3月22日

AS312-80-2 御日記 明治2年(1869) 竪帳(30)
7月1日～7月19日

AS312-80-3 御日記 明治2年(1869) 竪帳(49)
7月20日～7月29日、
10月1日～10月30日

AS312-80-4 御日記 明治2年(1869) 竪帳(20)
9月1日～9月28日

AS312-80-5 御日記 明治2年(1869) 竪帳(52)
11月1日

～11月30日

AS312-72 御日記 文久3年(1863) 竪帳(277)
3月29日

～12月30日

AS312-61-1 御日記 安政4年(1857) 熨斗祐 竪帳(113)
4月～6月

AS312-61-2-1 御日記 慶応3年(1867) 熨斗祐 竪帳(90)
正月元日

～6月21日

AS312-61-2-2 御日記 慶応3年(1867) 竪帳(106)
6月22日

～12月30日
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AS312-61-3-1 御日記 明治3年(1870) 秋田のし御祐筆局 竪帳(101)
正月元日

～4月29日

AS312-61-3-2 御日記 (明治3年)(1870) 竪帳(114)
5月1日～9月30日

AS289-31-4-1 申伝 明治2年(1869) 根岸司・岡百八・ 竪帳(216)
4月～6月 大山学助・前沢東

市

AS289-31-4-2 申伝 明治2年(1869) 大島甚左衛門ほか 竪帳(183)
7月～8月 6名

AS289-31-4-3 申伝 明治2年(1869) 大島甚左衛門・石 竪帳(261)
9月～12月 井定之進・長瀬長

・根岸司・岡百八

AS289-31-4-4 申伝 明治4年(1871) 石井定之進・ 竪帳(98)
7月～12月 根岸司

AS289-31-4-5 申伝 明治4年(1871) 大島・石井・根岸 竪帳(188)
正月～7月 司

AS289-31-5 御日記 全 明治4年(1871) 御祐筆間 竪帳(195)
正月～12月

AS289-31-6-1 御日記 明治4年(1871) 家扶局 竪帳(168)
5月～6月

AS289-31-6-2 御日記 明治4年(1871) 竪帳(261)
9月～12月

原表紙欠

AS289-31-6-3 御日記 明治5年(1872) 竪帳(279)
正月～4月

AS289-31-6-4 御日記 明治5年(1872) 竪帳(208)
5月～8月

AS289-31-6-5 御日記 明治6年(1873) 竪帳(175)
正月～6月

原表紙欠

AS289-31-7-1 御日記 明治5年(1872) 竪帳(99)
9月～12月

原表紙欠
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AS289-31-7-2-1 御日記 明治6年(1873) 竪帳(105)
正月～5月

原表紙欠

AS289-31-7-2-2 御日記 明治6年(1873) 竪帳(100)
6月～12月

原表紙欠

AS289-31-7-3 御日記 明治6年(1873) 竪帳(100)
正月～6月

AS289-31-7-4 御日記 明治6年(1873) のし祐 竪帳(111)
7月～12月

AS289-31-7-5 御日記 明治7年(1874) 竪帳(132)
正月～12月

AS289-31-7-6 御日記 正月～2月 竪帳(15)

AS289-31-7-7 御日記 (明治12年)(1879) 竪帳(86)
5月～10月

AS289-31-7-8-1 御日記 明治3年(1870) 竪帳(143)
正月～3月

AS289-31-7-8-2 御日記 明治3年(1870) 竪帳(75)
4月～5月

AS289-31-7-9 日記 明治8年(1875) 奥御家従 竪帳(25)
正月～12月

AS289-31-8-1 日記 明治5年(1872) 家扶 竪帳(56)
正月～3月

AS289-31-8-2 日記 明治5年(1872) 竪帳(54)
3月～12月

AS289-31-8-3 日記 (明治6年)(1873) 竪帳(36)
正月～12月

AS289-31-8-4 日記 (明治7年)(1874) 竪帳(27)
正月～12月

AS289-31-8-5 日記 (明治8年)(1875) 竪帳(122)
正月～12月

AS289-31-9-1-1 御日記 明治6年(1873) 竪帳(135)
7月～9月
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AS289-31-9-1-2 御日記 明治6年(1873) 竪帳(116)
10月～12月

AS289-31-9-2-1 御日記 明治8年(1875) のし祐 竪帳(102)
正月～6月

AS289-31-9-2-2 御日記 明治8年(1875) のし祐 竪帳(91)
7月～12月

AS289-31-9-3-1 御日記 明治10年(1877) のし印 竪帳(84)
正月～6月

AS289-31-9-3-2 御日記 明治10年(1877) のし印 竪帳(80)
7月～12月

AS289-31-9-4-1 御日記 明治11年(1878) のし印 竪帳(83)
正月～6月

AS289-31-9-4-2 御日記 明治11年(1878) のし印 竪帳(87)
7月～12月

AS289-31-10 御日記 明治7年(1874) 竪帳(100)
正月～12月

AS289-31-1-1 御日記 一 明治16年(1883) 竪帳(103)
3月24日～9月14日

AS289-31-1-2 御日記 二 明治16年(1883) 竪帳(73)
3月2日～8月29日

(2) 勘定帳

AS342-28-1 金銀受払帳 文政11年(1828) 御錠前役所 竪帳(26)
7月

AS342-28-2 金銀請払帳 文政12年(1829) 御錠前役所 竪帳(31)
7月

AS342-28-3 金銀請払帳 安政6年(1859) 竪帳(44)
4月

AS342-28-4 金銀請払帳 安政6年(1859) 御錠前役 竪帳(43)
8月

AS342-28-5 金銀請払帳 安政6年(1859) 御錠前役 竪帳(33)
10月
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AS342-28-6 金銀請払帳 安政6年(1859) 御錠前役 竪帳(53)
12月

AS342-28-7 金銀請払帳 万延元年(1860) 御錠前役 竪帳(45)
12月

AS342-28-8 金銀請払帳 文久元年(1861) 御錠前役 竪帳(32)
4月

AS342-28-9 金銀請払帳 文久元年(1861) 御錠前役 竪帳(36)
5月

AS342-28-10 金銀請払帳 文久元年(1861) 御錠前役 竪帳(48)
7月

AS342-65-1 金銀請払帳 文久元年(1861) 御錠前役 竪帳(35)
8月

AS342-65-2 金銀請払帳 文久元年(1861) 御錠前役 竪帳(38)
9月

AS342-65-3 金銀請払帳 文久元年(1861) 竪帳(31)
11月

AS342-65-4 金銀請払帳 文久2年(1862) 竪帳(35)
3月

AS342-65-5 金銀請払帳 文久2年(1862) 竪帳(32)
8月

AS342-70 江戸御注文御勘定帳 文久3年(1863) 竪帳(19)
7月～12月

AS342-71-1 御勘定帳 文久3年(1863) 御錠前役 竪帳(39)
4月～5月

AS342-71-2 御勘定帳 文久3年(1863) 御錠前役 竪帳(19)
6月

AS342-71-3 御勘定帳 文久3年(1863) 御錠前役 竪帳(30)
9月

AS342-71-4 御勘定帳 文久3年(1863) 御錠前役 竪帳(38)
10月～11月

AS342-71-5 御勘定帳 文久4年(1864) 御錠前役 竪帳(23)
正月
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AS342-71-6 御勘定帳 文久4年(1864) 御錠前役 竪帳(24)
2月

AS342-71-7 御勘定帳 文久4年(1864) 御錠前役 竪帳(25)
3月

AS342-71-8 御勘定帳 元治元年(1864) 御錠前役 竪帳(25)
4月

AS342-71-9 御勘定帳 元治元年(1864) 御錠前役 竪帳(30)
5月

AS342-71-10 御勘定帳 元治元年(1864) 御錠前役 竪帳(27)
6月

AS342-71-11 御勘定帳 元治元年(1864) 竪帳(44)
7月

AS342-71-12 御勘定帳 元治元年(1864) 竪帳(33)
8月

AS342-71-13 御勘定帳 元治元年(1864) 御錠前役 竪帳(34)
9月

AS342-71-14 御勘定帳 元治元年(1864) 御錠前役 竪帳(32)
10月

AS342-71-15 御勘定帳 元治2年(1865) 御錠前役 竪帳(25)
正月

AS342-71-16 御勘定帳 元治2年(1865) 御錠前役 竪帳(26)
4月

AS342-71-17 御勘定帳 慶応元年(1865) 御錠前役 竪帳(40)
7月

AS342-71-18 御勘定帳 慶応元年(1865) 御錠前役 竪帳(29)
10月

AS342-71-19 御勘定帳 慶応2年(1866) 御錠前役 竪帳(25)
2月

AS342-71-20 御勘定帳 慶応2年(1866) 御錠前役 竪帳(32)
4月

AS342-71-21 御勘定帳 慶応2年(1866) 御錠前役 竪帳(31)
10月
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AS342-71-22 御勘定帳 慶応3年(1867) 御錠前役 竪帳(23)
2月

AS342-71-23 御勘定帳 慶応4年(1868) 御錠前役処 竪帳(23)
3月

AS342-71-24 御勘定帳 慶応4年(1868) 三之丸御錠前役処 竪帳(28)
4月

AS342-71-25 御勘定帳 慶応4年(1868) 御錠前役処 竪帳(31)
6月

AS342-71-26 御勘定帳 明治元年(1868) 御錠前役所 竪帳(52)
10月

AS342-71-27 御勘定帳 明治2年(1869) 御錠前役処 竪帳(24)
正月

AS342-71-28 御勘定帳 明治2年(1869) 御錠前役処 竪帳(23)
2月

AS342-71-29 御勘定帳 明治2年(1869) 御錠前役所 竪帳(24)
3月

AS342-71-30 御勘定帳 明治2年(1869) 御錠前役処 竪帳(22)
5月

AS342-71-31 御勘定帳 明治2年(1869) 御錠前役処 竪帳(26)
6月

AS342-71-32 御勘定帳 明治2年(1869) 三之丸内庁庶務 竪帳(27)
8月

AS342-71-33 御勘定帳 明治2年(1869) 竪帳(22)
9月

AS342-71-34 御勘定帳 明治2年(1869) 竪帳(16)
11月

AS342-71-35 御勘定帳 明治3年(1870) 内務庶務 竪帳(18)
2月

AS342-71-36 御勘定下帳 明治3年(1870) 竪帳(17)
3月

AS342-71-37 御勘定帳 明治3年(1870) 竪帳(21)
3月
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AS342-71-38 御勘定帳 明治3年(1870) 竪帳(18)
4月

AS342-71-39 御勘定帳 明治3年(1870) 竪帳(16)
5月

AS342-71-40 御勘定下帳 明治3年(1870) 竪帳(16)
5月

AS342-71-41 御勘定帳 明治3年(1870) 竪帳(24)
6月

AS342-71-42 御勘定帳 明治3年(1870) 竪帳(23)
8月

AS342-71-43 御勘定帳 明治3年(1870) 竪帳(47)
12月

AS342-71-44 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(16)
正月

AS342-71-45 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(16)
3月

AS342-71-46 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(17)
4月

AS342-71-47 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(20)
5月

AS342-71-48 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(18)
6月

AS342-71-49 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(23)
7月

AS342-71-50 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(13)
8月

AS342-71-51 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(18)
9月

AS342-71-52 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(18)
10月

AS342-71-53 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(14)
11月

佐竹文庫目録
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AS342-71-54 御勘定帳 明治10年(1877) 竪帳(26)
12月

AS342-71-55 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(18)
正月

AS342-71-56 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(19)
2月

AS342-71-57 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(20)
3月

AS342-71-58 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(18)
4月

AS342-71-59 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(22)
5月

AS342-71-60 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(22)
6月

AS342-71-61 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(24)
7月

AS342-71-62 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(19)
8月

AS342-71-63 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(18)
9月

AS342-71-64 御勘定帳 明治12年(1879) 竪帳(15)
10月

AS342-71-65 御勘定帳 明治15年(1882) 竪帳(52)
5月～8月

AS342-71-66 御勘定帳 明治17年(1884) 竪帳(52)
正月～4月

AS342-71-67 御勘定帳 明治17年(1884) 竪帳(70)
5月～8月

AS342-71-68 御勘定帳 明治17年(1884) 竪帳(60)
9月～12月

AS342-71-69 御勘定帳 竪帳(4)
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AS342-30 御勘定御帳 亥　11月 竪帳(15)

AS342-72 江戸御注文御勘定帳 元治元～2年 平野亘・ 竪帳(52)
(1864～1865) 海老原保吉
2月～12月

AS342-78 江戸御注文御勘定帳 元治元年(1864) 御錠前役 竪帳(37)
正月～12月

AS342-87 御前御備金取調帳 慶応2年(1866) 竪帳(4)
3月

AS342-89 御下国御取調申立控 慶応3年(1867) 御錠前役所 竪帳(47)
12月

AS342-91 御注文覚帳 慶応4年(1868) 浅草手代役 竪帳(8)
2月

AS342-92 御滞高本帳割印帳控 慶応4年(1868) 浅草御殿御錠前役 竪帳(3)
閏4月

AS342-93 表奥御料理御入高取調 明治元年(1868) 竪帳(6)
12月

AS342-94 東京御勘定帳 明治元年(1868) 御錠前役処 竪帳(15)
12月

AS342-95 金銀引渡帳 明治2年(1869) 手代役 横帳(14)

AS342-96 当地御注文帳 明治2年(1869) 御錠前役所 竪帳(12)
5月

AS342-97 大坂御注文御勘定帳 明治2年(1869) 竪帳(10)
12月

AS342-99 須用惣勘定帳 明治4年(1871) 山下惣左衛門 竪帳(7)
8月

AS342-102 杉田屋并秋田屋諸貸附 明治4～9年 横半(82)
(1871～1876)

AS342-103 西村并行岡貸附諸利益 明治4～11年 横半(86)
(1871～1878)

AS342-108 明治六酉年より年々御残金 明治6・10年 竪帳(22)
同十丑年より年々宿料上り (1873・1877)
高御勘定帳

佐竹文庫目録
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AS342-109 金銭元請帳 明治12年(1879) 会計方 横帳(6)

AS342-110 御元金請払帳 明治12年(1879) 会計 横帳(7)

AS342-112 東京御注文・不時御払分・ 竪帳(6)
御台処御払分・次用分御勘
定帳

AS342-114 東京御勘定覚 竪帳(16)

AS525-2 御請負御定用御普請御書上 明治9年(1876) 井上伊三郎 御役所御役人 竪帳(27)
ケ 12月 衆中

AS525-3 御屋鋪御普請書上ケ 申　11月 井上伊三郎 番場御屋鋪御 竪帳(9)
役所御役人衆
中

AS525-4 御普請御書上ケ 明治10年(1877) 井上伊三郎 番場御役所御 竪帳(19)
5月 役人衆中

AS525-5 御定用御普請御書上 明治10年(1877) 井上伊三郎 番場御役所御 竪帳(24)
役人衆中

ほか1冊

AS525-6 御定用御請負御普請御書上 明治12年(1879) 井上伊三郎 番場御役所御 竪帳(15)
ケ 役人衆中

AS525-7 御営繕御入費書 明治15年(1882) 井上伊三郎 会計御係 竪帳(3)
11月

AS590-2 浅草御殿諸品覚 安政5年(1858) 御錠前役 竪帳(21)

AS590-3 呉服料御勘定帳 万延2年(1861) 御錠前役 竪帳(28)

AS590-4 長局渡御道具控、焚炭渡方 文久3年(1863) 中城御錠前役所 竪帳(15)
控、御抱女中被下金覚 閏4月

AS590-5 次向着類控 文久3年(1863) 竪帳(6)
5月

AS590-6 御呉服御勘定帳 文久4年(1864) 御錠前役所 竪帳(25)
12月

AS590-7 御呉服御勘定帳 慶応元年(1865) 御錠前役 竪帳(9)
7月

AS590-8 呉服御勘定帳 慶応元年(1865) 御錠前役 竪帳(13)
12月

Ⅴ．近代佐竹家資料

資 料 番 号 資　料　名 年　　代 作成・差出 受　　取 形状(丁数)



－412－

AS590-9 御待請諸品取纏控 慶応2年(1866) 浅草奥御寄附 竪帳(40)
8月

AS590-10 御召服御注文帳 慶応2年(1866) 手代役 竪帳(41)

AS590-12 諒鏡院様御用御廻品 慶応3年(1867) 竪帳(5)
3月

AS590-13 江戸呉服并御当用御勘定帳 慶応2～3年 御錠前役処 竪帳(46)
(1866～1867)

AS590-14-1 御呉服御買立帳 慶応4年(1868) 竪帳(19)

AS590-14-2 御呉服御勘定帳 慶応4年(1868) 御錠前役処 竪帳(21)

AS590-15 御召呉服御注文控帳 慶応4年(1868) 手代役 竪帳(17)

AS590-16 奥女中御給金五菜代膳椀代 明治元年(1868) 奥附役 竪帳(11)
諸被下壱ケ年取調帳 12月

AS590-17 御召服并ニ諸品引渡帳 明治2年(1869) 手代役 横帳(15)

AS590-18 松印様菊印様寿印様御召料 明治2年(1869) 竪帳(4)
御代金御仕分帳 3月

AS590-19 松印様菊印様寿印様東京御 明治2年(1869) 竪帳(6)
注文 6月

AS590-20 表奥御台所其外共一ケ年御 明治2年(1869) 竪帳(11)
積金 8月

AS590-21 御膳菜御仕切金取調帳 明治2年(1869) 竪帳(3)
12月

AS590-22 雅姫様鐶姫様銛丸様当巳年 明治2年(1869) 竪帳(4)
御召料差引帳 12月

AS590-23 一ケ年御召服並御雑用金御 明治2年(1869) 竪帳(5)
定

AS590-24 松印様菊印様寿印様諸品御 (明治2年)(1869) 竪帳(6)
注文帳

AS590-25 御召呉服御注文帳 明治2年(1869) 手代役 竪帳(21)

AS590-26 御膳菜御仕切金取調帳 明治3年(1870) 竪帳(4)
正月
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AS590-27-1 申立帳 明治3年(1870) 内務庶務 竪帳(70)

AS590-27-2 申立帳 明治4年(1871) 竪帳(62)

AS590-28 日記 明治4年(1871) 御台所 竪帳(75)
正月元日

～3月11日

AS590-29 五菜代 明治4年(1871) 竪帳(47)

AS590-30-1 御当用并不時諸払帳 明治4～9年 横半(176)
(1871～1876)

AS590-30-2 御当用并不時諸払帳 明治9～13年 横半(175)
(1876～1880)

AS590-30-3 御当用并不時諸払帳 明治13～14年 横半(82)
(1880～1881)

AS590-31 僕婢税御取立ニ付人員取調 明治6年(1873) 家扶局 竪帳(43)
書差出候様当区扱所より達
有之候ニ付被差出候取調書
面

AS590-32 御道具審査簿 明治25年(1892) 竪帳(4)
6月

AS590-33 呉服御勘定帳 明治16年(1883) 竪帳(11)

AS590-34 魚類通 明治40年(1907) 渡辺吉造 佐竹様会計 横半(37)

「相州西鎌倉海浜院前魚吉」の押印あり

AS590-35 御姫様御用諸品御注文帳 竪帳(4)

AS590-36 松印様菊印様寿院様注文物 竪帳(5)
代付帳

AS590-37 諒鏡院様御下国御勘定下帳 竪帳(33)

AS590-38 御姫様銛丸様御注文物代付 竪帳(12)
帳

AS590-39 御焼捨品 竪帳(4)

AS590-40 呉服御勘定帳 横帳(21)
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AS590-41 御料理代請取帳 横帳(7)

AS590-44 金員受領証 明治34～35年 佐竹義生 綴(31)
(1901～1902)

〈封筒〉金員受領証一括

AS590-46-2 御手許金御使途書付 横帳(4)

AS590-47 金員受領書 明治5年(1872) 会計方御役所 綴(11)

AS640-4 御馬取調 (明治4年)(1871) 会計出納係り 竪帳(4)
9月

AS317-104-2 御方々様御附女中人数 横帳(5)

屋形様御附／御前様御附／御子様方御附

AS317-104-3 方々様御附女中御給金・五 横帳(16)
菜代・膳椀代調帳

屋形様御附／御前様御附／雅姫様御附／鐶姫様御附

AS317-139-2 御前様御附女中御扶持引渡 安政4年(1857) 御錠前役所 竪帳(40)
帳 4月～12月

AS317-148 安宮御方女中・中将殿女中 横帳(3)
・育姫御方女中書上帳

AS317-153 御側女中等扶持米給金等書 継紙
付

御休息附／雅姫様御附／環姫様御附

AS317-161-3 女中御給金帳 慶応2～3年 御錠前役所 竪帳(61)
(1866～1867)
3月～3月

AS317-162 御扶持渡帳 慶応3年(1867) 御錠前役所 竪帳(44)
5月～12月

AS317-165-1 御扶持方御末書帳控 慶応3年(1867) 竪帳(10)

AS317-165-2 女中御給金渡帳 慶応3年(1867) 御錠前役所 竪帳(22)

AS317-176-2 惣女中御給金帳 明治5年(1872) 竪帳(15)
3月～11月

AS317-199 佐竹義堯明細書 (明治元年)(1868) 切紙(2)

〈包紙〉
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AS317-204 御内務他処御扶持調 明治4年(1871) 田代蔀・近藤碌二 会計方 竪帳(21)
8月

AS317-208 月給取調帳 明治4年(1871) 会計方 竪帳(40)
6月～12月

AS317-209 月給帳 明治5年(1872) 会計方 竪帳(96)
正月～11月

AS317-212 月給帳 明治6年(1873) 会計方 竪帳(101)
正月～12月

AS317-213 月給判突帳 明治8～9年 竪帳(25)
(1875～1876)
4月～8月

３　通達・届書

AS320-1-1-1 御布告控 明治6年(1873) 竪帳(91)
正月～4月

AS320-1-1-2 御布告控 明治6年(1873) 竪帳(144)
3月～5月

AS320-1-1-3 御布告控 明治6年(1873) 竪帳(86)
6月～7月

AS320-1-1-4 御布告控 明治6年(1873) 竪帳(106)
8月～12月

AS320-1-2-1 御布告控 明治7年(1874) 竪帳(107)
正月～6月

AS320-1-2-2 御布告控 明治7～8年 竪帳(101)
(1874～1875)
7月～2月

AS320-1-3 御布告控 明治7～8年 竪帳(109)
(1874～1875)
12月～12月

AS320-1-4-1 御布告控 明治4～5年 竪帳(135)
(1871～1872)
12月～5月
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AS320-1-4-2 御布告控 明治5年(1872) 竪帳(131)
5月～8月

AS320-1-4-3 御布告控 明治5年(1872) 竪帳(92)
9月～11月

AS320-1-5-1 御布告控 明治9年(1876) 印刷(110)
正月～4月

AS320-1-5-2 御布告控 明治9年(1876) 印刷(104)
4月～6月

AS320-1-5-3 御布告控 明治9年(1876) 印刷(97)
7月～9月

AS320-1-5-4 御布告控 明治9年(1876) 印刷(94)
10月～12月

AS320-1-6 御布告控 明治18年(1885) 印刷(3)
10月～11月

AS387-95-1 諸進達物控 明治12年(1879) 竪帳(70)

不参御届・出立御届・帰京御届など、佐竹義堯・佐竹義脩提出書類中心

AS387-95-2 諸進達物控 明治8年(1875) 竪帳(13)

AS387-95-3 諸進達物控 明治8年(1875) 竪帳(30)

AS387-95-4 諸進達物控 明治5年(1872) 家扶局 竪帳(94)

AS387-95-5 諸進達物控 明治7年(1874) 竪帳(116)

AS387-95-6 諸進達物控 明治8年(1875) 竪帳(37)

AS280-10 覚纏 明治9～14年 佐竹義脩 竪帳(173)
(1876～1881)

父隠居義堯不参御届ほか

AS280-11 語伝書 明治10年(1877) 佐竹義堯・ 竪帳(109)
佐竹義脩

出立御届ほか

AS280-12-1 御上申控 明治13年(1880) 佐竹義堯・ 竪帳(129)
佐竹義脩

不参御届ほか
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AS280-12-2 御上申控 明治14～15年 佐竹義堯・ 竪帳(179)
(1881～1882) 佐竹義脩

AS280-12-3 御上申控 明治15年(1882) 佐竹義堯 竪帳(65)

AS280-12-4 御上申控、履歴調 明治16年(1883) 佐竹義堯・ 竪帳(177)
佐竹義生

合冊

AS280-12-5 御上申控 明治17～18年 佐竹義堯・ 竪帳(106)
(1884～1885) 佐竹義生

旅行追願ほか

AS288-73 御家族御親族書上 4月 継紙

佐竹義堯の家族・親類を列記したもの、〈包紙〉

AS317-176-3-23 東京府貫属掛呼出状 (明治4年)(1871) 東京府 佐竹従三位 継紙
7月24日

〈封筒〉、〈包紙〉

AS317-176-4-1-1 太政官伝達所通達 (明治4年)(1871) 太政官伝達所 秋田県 罫紙
7月27日

〈封筒〉(176-4-1-1～2まで同一封筒)

AS317-176-4-1-2 史官呼出状 明治9年(1876) 史官 陸軍少尉佐竹 切紙
2月25日 義脩

AS324-8-1 御本籍書 (明治4年)(1871) 従三位佐竹義堯 切紙
10月

〈包紙〉(8-1～8-6-1まで同一包紙)

AS324-8-2 御本籍書 (明治4年)(1871) 従三位佐竹義堯 切紙
10月

AS324-8-3 御本籍書 (明治4年)(1871) 従三位佐竹義堯 切紙
10月

AS324-8-4 御本籍書 (明治4年)(1871) 従三位佐竹義堯 切紙
10月

AS324-8-5 御本籍書 切紙

AS324-8-6-1 御本籍書下敷 切紙

AS317-176-3-14 東京府貫属掛呼出状 (明治4年)(1871) 東京府 佐竹従三位 切紙
11月12日

封筒2枚あり
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AS289-35-1 佐竹義堯願書 明治4年(1871) 従三位佐竹義堯 東京府 竪帳(2)
11月14日

嫡子義脩帰京猶予願、〈包紙〉(35-1～35-2まで同一包紙)

AS289-35-2 佐竹義堯願書 明治4年(1871) 従三位佐竹義堯 東京府 竪帳(2)
11月14日

娘共帰京猶予願

AS317-176-4-11 司法省呼出状 (明治5年)(1872) 司法省 従三位佐竹義 罫紙
正月8日 堯

〈包紙〉

AS317-176-4-2-1 秋田県貫属士族之者拝借願 (明治5年)(1872) 従三位佐竹義堯 東京府 竪帳(2)
正月10日

〈包紙〉(176-4-2-1～4まで同一包紙)

AS317-176-4-2-2 秋田県貫属卒之者拝借願 (明治5年)(1872) 従三位佐竹義堯 東京府 切紙
正月10日

AS317-176-4-2-3 東京府貫属士族之者拝借願 (明治5年)(1872) 従三位佐竹義堯 東京府 竪帳(2)
正月10日

AS317-176-4-2-4 東京府貫属卒之者拝借願 (明治5年)(1872) 従三位佐竹義堯 東京府 竪帳(2)
正月10日

AS317-176-3-25-1 東京府戸籍掛呼出状 (明治5年)(1872) 東京府 従三位佐竹義 切紙
正月13日 堯

〈封筒〉(176-3-25-1～2まで同一封筒)

AS317-176-3-25-2 東京府戸籍掛呼出状 (明治5年)(1872) 東京府 従三位佐竹義 切紙
正月10日 堯

〈封筒〉(176-3-25-2のみ)

AS343-10 太政官布達 (明治5年)(1872) 太政官 従三位佐竹義 継紙
2月 堯

〈封筒〉外国負債為支消当壬申年より来ル戌年迄三ヶ年之間御家禄之内三千石宛御上納御願之処御聞届書面

入、〈包紙〉壬申二月四日東京府戸籍掛りより御呼出にて蔀出頭候処戸長　　　　を以被相渡候(空白はママ)

AS317-176-4-16-1 陸軍省築造局呼出状 (明治5年)(1872) 陸軍省 佐竹右京 罫紙
3月2日

〈封筒〉(176-4-16-1～3まで同一封筒)

AS317-176-4-16-2 第六大区調所呼出状 (明治5年)(1872) 第六大区調所 従三位佐竹義 継紙
堯

AS317-176-4-16-3 東京府戸籍掛呼出状 (明治5年)(1872) 東京府 従三位佐竹義 継紙
3月2日 堯
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AS317-176-3-26 戸籍調所呼出状 (明治5年)(1872) 戸籍調所 佐竹従三位 継紙
4月4日

〈封筒〉

AS317-176-3-20 東京裁判所断獄掛呼出状 (明治5年)(1872) 東京裁判所 佐竹従三位 罫紙
4月9日

封筒2枚あり

AS317-176-4-23-1 八小区扱所呼出状 (明治5年)(1872) 八ノ小区区長 佐竹従三位 切紙
4月22日

〈封筒〉(176-4-23-1～3まで同一封筒)

AS317-176-4-23-2 秋田県貫属士族拝借願 (明治5年)(1872) 第六大区八小区華 東京府 竪帳
4月14日 族従三位佐竹義堯

AS317-176-4-23-3 秋田県貫属士族拝借願 (明治5年)(1872) 第六大区華族従三 東京府 竪帳(2)
4月14日 位佐竹義堯

AS317-176-4-17 第六大区役所呼出状 (明治5年)(1872) 第六大区八小区区 佐竹従三位 罫紙
4月19日 長

AS342-105 旧秋田県御賞典米請払取調 明治5年(1872) 山形玉井平右衛門 横帳(13)
書 5月～6月

AS317-176-3-19 東京裁判所呼出状 (明治5年)(1872) 東京裁判所 従三位佐竹義 罫紙
5月22日 堯

封筒2枚あり

AS317-176-3-18-1 第六大区役所呼出状 (明治5年)(1872) 第六大区役所 小八区扱所 切紙
6月12日

〈封筒〉壬申六月十三日第六大区役所より令扶之内御呼出ニ而碌二出頭之処冨岡英之助家従ニ拝借願済書面

御渡右書面入(3-18-1～3-18-2まで同一封筒)

AS317-176-3-18-2 佐竹義堯願書 (明治5年)(1872) 第六大区八小区華 東京府 切紙
6月7日 族従三位佐竹義堯

冨岡英之助を家従に拝借したい

AS317-176-1-1 東京府貫属被仰付候面々願 (明治5年)(1872) 第六大区八小区士 東京府御庁 竪帳(4)
書 6月 族田代蔀ほか13名

〈包紙〉明治四辛未年十二月中東京府貫属被仰付候面々当分之内旧県より家禄請取候御達ニテ壬申夏渡分秋

田県ヨリ請取候処県地相場ニテ被相渡一同難渋ニ付東京御蔵前相場ニテ御渡被下度旨東京府江願申立候処書
面江奥書被仰渡入(176-1-1～176-1-2まで同一包紙)

AS317-176-1-2 東京府貫属被仰付候面々願 (明治5年)(1872) 継紙
書
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AS310-158 東京府達書 (明治5年)(1872) 東京府 従三位佐竹義 継紙
7月30日 堯・従四位佐

竹義脩

来月第十字礼服着用之上参府すべし、〈包紙〉壬申八月二日従三位様従四位様御同様御用召東京府ヨリ御達

書入、此節於東京府従三位様御隠居従四位様御家督被仰蒙候、包紙2枚あり

AS317-210 当御邸并番場御邸人員調 (明治5年)(1872) 家扶局 竪帳(65)
7月

AS310-159 大蔵省勧農寮達書 (明治5年)(1872) 勧農寮 従四位佐竹義 罫紙
9月7日 脩殿家令中

新堀村御邸大蔵省勧農寮御用地ニ可相成御達有之候処右は御用ニ不相成段御達書入

AS387-73 外務省通達 (明治5年)(1872) 外務省 佐竹従四位様 罫紙
10月14日 御家扶御中

〈包紙〉明治四壬申年十月十六日魯国親王渡来ニ付滞留当御庭中一覧為致旨外務省より文通入 追而一覧無之

達有之

AS317-176-4-9 正院達書 明治5年(1872) 正院 竪帳(2)
11月19日

〈封筒〉

AS317-176-3-17 東京府戸籍掛呼出状 (明治5年)(1872) 東京府 従四位佐竹義 継紙
11月26日 脩

〈封筒〉

AS317-176-3-21 東京裁判所呼出状 (明治5年)(1872) 東京裁判所 佐竹義脩 継紙
11月26日

封筒2枚あり

AS317-176-4-22 御賜邸并御拝借地税小間割 (明治5年)(1872) 第六大区小八ノ区 切紙(3)
申立書面 華族従三位佐竹義

堯

〈包紙〉

AS317-176-4-28 新堀村抱邸絵図 (明治5年)(1872) 従四位佐竹義脩 28×40

〈封筒〉

AS317-176-4-7-1 史官伝達所呼出状 (明治6年)(1873) 史官伝達所 佐竹従四位 切紙
正月17日

〈封筒〉(176-4-7-1～2まで同一封筒)、封筒2枚あり

AS317-176-4-7-2 史官達書 (明治6年)(1873) 史官 罫紙
正月

〈包紙〉
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AS317-176-4-8 佐竹義脩願書 明治6年(1873) 第六大区八小区華 東京府知事大 竪帳(3)
正月20日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

上納金御免の願い、〈包紙〉

AS317-176-3-1 大蔵省負債掛呼出状 明治6年(1873) 林大蔵少丞 佐竹従四位 切紙
3月18日

封筒2枚あり

AS317-176-3-2 秋田県出張所呼出状 明治6年(1873) 秋田県出張所 佐竹従三位 罫紙
3月31日

封筒2枚あり

AS317-176-4-20-1 史官伝達所呼出状 明治6年(1873) 史官伝達所 従四位佐竹義 罫紙
5月9日 脩

〈封筒〉(176-4-20-1～2まで同一封筒)、封筒2枚あり

AS317-176-4-20-2 太政大臣通達 明治6年(1873) 太政大臣三条実美 切紙(2)
5月8日

一藩関係の達書伺書等諸書類の原文を記し、事実を歴叙し別冊に認めさし出すべき事

AS317-176-3-10 司法省呼出状 (明治6年)(1873) 東京府 従四位佐竹義 継紙
5月28日 脩

〈封筒〉

AS317-176-4-19 司法省裁判所呼出状 (明治6年)(1873) 東京府 従四位佐竹義 切紙
5月30日 脩

封筒2枚あり

AS317-176-3-5 司法省裁判所呼出状 (明治6年)(1873) 東京府 従四位佐竹義 切紙
6月4日 脩

封筒2枚あり

AS317-176-4-31 御府貫属元卒拝借願 明治6年(1873) 第六大区八小区華 東京府知事大 切紙
6月4日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

〈包紙〉

AS317-176-3-12 東京府戸籍掛呼出状 (明治6年)(1873) 東京府 従四位佐竹義 継紙
6月7日 脩

封筒2枚あり

AS317-176-3-16 東京府戸籍掛呼出状 (明治6年)(1873) 東京府 従四位佐竹義 継紙
6月23日 脩

封筒2枚あり

AS317-176-4-26-1 僕婢税受取証 (明治6年)(1873) 八小区扱所 切紙
7月9日

〈封筒〉(176-4-26-1～2まで同一包紙)
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AS317-176-4-26-2 僕婢税受取証 (明治6年)(1873) 八小区扱所 切紙
7月9日

AS317-176-3-8 東京府庶務掛呼出状 (明治6年)(1873) 東京府 従四位佐竹義 切紙
8月23日 脩

〈包紙〉

AS317-176-3-7 外務省接伴掛達書 (明治6年)(1873) 外務省接伴掛 佐竹従三位 切紙
9月3日

〈封筒〉明治六年九月四日伊太里国皇族当御邸御庭一覧致度段外務省より之御達書入、封筒2枚あり

AS317-176-3-3 司法省裁判所呼出状 明治6年(1873) 東京府 従四位佐竹義 継紙
9月9日 脩

〈封筒〉

AS317-176-3-9 正院地誌課呼出状 (明治6年)(1873) 正院地誌課 佐竹従四位 罫紙
10月2日

〈封筒〉

AS212.1-98 諸御達伺御届書等之写 明治6年(1873) 従四位佐竹義脩 竪帳(31)
11月2日

AS317-176-4-30 御初穂受取証 (明治6年)(1873) 出雲大社大宮司代 切紙
11月10日 人飯田滝太郎

〈封筒〉

AS317-176-3-15 東京府戸籍掛呼出状 (明治6年)(1873) 東京府 従三位佐竹義 罫紙
11月28日 堯

〈封筒〉

AS312-86 御進達控 明治6年(1873) 竪帳(79)

AS324-8-6-2 御明細書 (明治6年)(1873) 佐竹義堯・ 切紙
佐竹義脩

2枚の明細書を1枚の和紙に貼付、〈包紙〉御明細書并御本籍書入

AS317-176-4-10 税金受取証 (明治7年)(1874) 八小区扱処 継紙
正月29日

〈包紙〉

AS317-176-4-6 御府貫属士族拝借願 明治7年(1874) 第六大区八小区華 東京府知事大 切紙
2月10日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

〈包紙〉

AS393-22 銃砲売渡之儀願 明治7年(1874) 東京第六大区八小 秋田県権令国 竪帳(11)
4月15日 区華族従四位佐竹 司僊吉

義脩

〈包紙〉
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AS317-176-4-21 父隠居湯治御暇願 明治7年(1874) 第六大区八小区華 東京府知事大 竪帳(2)
5月7日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

〈封筒〉

AS317-176-3-22 司法省裁判所申渡書 明治7年(1874) 司法省裁判所 東京府貫属華 罫紙
5月23日 族義脩父隠居

従五位佐竹義
堯

「其方儀旧秋田岩崎両藩外債一件ニ付相糺候処不束之筋無之間無構候事」とあり、〈封筒〉

AS317-176-4-18-1 総持寺ヨリ掛合書面 明治7年(1874) 曹洞宗大本山能登 佐竹従四位 罫紙
6月2日 国総持寺住職大教

正諸嶽奕堂

末寺総泉寺住職を千葉俊機とし能州へ発向の段許可賜わりたし、〈封筒〉(176-3-18-1～2まで同一封筒)

AS317-176-4-18-2 総持寺執事届書 明治7年(1874) 曹洞宗大本山総持 佐竹従四位 罫紙
6月2日 寺執事権少教正瀧

谷琢宗

総泉寺住職千葉俊機今般能州大本山総持寺へ差向けることについての報告

AS317-176-4-12-1 僕婢税受取証 (明治7年)(1874) 八小区扱処 切紙
7月2日

〈封筒〉(176-4-12-1～2まで同一封筒)

AS317-176-4-12-2 僕婢・馬駕籠税請求書 (明治7年)(1874) 八小区扱所 右令扶御中 継紙
6月25日

AS317-176-3-27 正院地誌課呼出状 明治7年(1874) 正院地誌課 佐竹義脩 罫紙
7月19日

〈封筒〉

AS317-176-4-5 戊辰戦争事実書類下賜御拝 明治7年(1874) 秋田県権令国司仙 罫紙
令書写 8月17日 吉代理秋田県参事

加藤祖一

旧藩軍事関渉書類52冊を下附、〈封筒〉

AS317-176-4-15 内務省記録課呼出状 (明治7年)(1874) 内務省記録課 従四位佐竹義 切紙
8月30日 脩

封筒2枚あり

AS317-176-4-29 秋田県貫属士族拝借願 明治7年(1874) 第六大区八小区華 東京府知事大 切紙
8月31日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

〈包紙〉

AS317-176-4-4 御府貫属士族拝借願 明治7年(1874) 第六大区八小区華 東京府知事大 切紙
9月29日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

〈封筒〉
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AS317-177 賞典禄奉還資本金御下渡願 明治7～8年 竪帳(7)
人員控 (1874～1875)

10月9日～7月10日

AS317-176-4-13 旧藩公務控拝借願 明治7年(1874) 東京府華族佐竹義 秋田県権令国 罫紙(2)
11月13日 脩家扶代石井定之 司仙吉

進・岡百八

〈封筒〉

AS324-11 小野組江預ケ金有之候御届 明治7年(1874) 第六大区小八区華 大蔵省御役所 竪帳(2)
12月7日 族従四位佐竹義脩

家従冨岡英之助・
近藤碌二・田代蔀

〈封筒〉

AS317-176-4-14 式部省受取証 (明治7年)(1874) 式部寮 従四位佐竹義 切紙
12月31日 脩

〈封筒〉

AS310-161 官報五十日誌 明治8年(1875) 印刷(342)

第十六号～第三十九号、合冊

AS317-185 賞典禄金奉還願綴 明治8年(1875) 竪帳(33)
2月～6月

AS317-187 賞典終身禄奉還資本金御下 明治8年(1875) 竪帳(3)
渡願 2月～3月

AS317-184 賞典分与分資金下渡願綴 明治8年(1875) 従四位佐竹義脩 秋田県権令国 竪帳(7)
2月19日 司仙吉

AS317-186-1 佐竹義脩伺書 明治8年(1875) 東京第六大区八小 秋田県権令国 竪帳(2)
3月 区華族従四位佐竹 司仙吉

義脩

秋田県貫属士族大島忠四郎賞典禄之内廩米金半額奉還願、〈封筒〉(186-1～186-3まで同一封筒)

AS317-186-2 佐竹義脩伺書 明治8年(1875) 東京第六大区八小 秋田県権令国 竪帳(2)
3月 区華族従四位佐竹 司仙吉

義脩

AS317-186-3 佐竹義脩伺書 明治8年(1875) 東京第六大区八小 秋田県権令国 竪帳(2)
2月 区華族従四位佐竹 司仙吉

義脩

AS317-176-4-32 秋田県貫属士族拝借願 明治8年(1875) 第六大区八小区華 東京府知事大 切紙
3月24日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

〈包紙〉
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AS317-176-4-24 内務省通達 明治8年(1875) 内務省第三局 従四位佐竹義 罫紙
4月5日 脩

〈封筒〉増見遊覧記正院より御戻し相成候ハヽ内務省御用ニ付同省第三局へ差出候様御達書入 明治八年四月

五日御達、封筒2枚あり

AS317-176-4-34 佐竹義理伺書 明治8年(1875) 従四位佐竹義脩留 東京府知事大 切紙
5月 守心得第五大区一 久保一翁

小区華族従五位佐
竹義理

所用につき御暇願い、〈包紙〉

AS310-157 久保田藩諸向伺並御答 明治8年(1875) 罫紙(3)

〈包紙〉明治元辰年より炎上迄之諸願伺等之類正院記録課へ取調差出御達ニ付差出候処、右之内御問合之

廉々書面を以同年五月中同所より御下渡之書面入右ニ付御答同六月七日差出候

AS317-178 進達控 明治8年(1875) 竪帳(50)
6月～7月

AS317-176-3-4 宮内省呼出状 明治8年(1875) 宮内卿徳大寺実則 従三位佐竹義 罫紙
6月5日 堯

〈封筒〉

AS317-176-3-13 正院記録課呼出状 明治8年(1875) 正院記録課 従五位佐竹義 切紙
6月23日 脩

〈封筒〉

AS317-179 賞典禄奉還に付資本金御下 明治8年(1875) 竪帳(14)
渡願綴 6月

AS317-176-3-11 地理局地誌課呼出状 明治8年(1875) 地理局地誌課 従四位佐竹義 罫紙
7月15日 脩

〈封筒〉

AS317-176-4-25 第六大区八小区戸長伺書 明治8年(1875) 第六大区八小区戸 竪帳(3)
7月 長中田国知・松島

茂承

町名変更願い、〈包紙〉

AS317-176-4-33 佐竹義脩伺書 明治8年(1875) 第六大区八小区華 東京府知事大 切紙
8月30日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

父佐竹義堯の湯治御暇願い、〈封筒〉

AS020-1 玉篇板権願 明治8年(1875) 東京府華族従四位 内務卿大久保 竪帳(2)
9月19日 佐竹義脩 利通

〈封筒〉出版定例御布告ニ付御蔵版玉篇版権願、明治八年十月九日東京府庶務課江進達、同年十月廿九日内

務卿ヨリ願済御指令書写入、且同年十一月廿七日東京府庶務課ヨリ板権免許書御渡相成、同月廿九日免許料
上納
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AS317-180 東京府知事通達写 明治8年(1875) 東京府知事大久保 罫紙(5)
9月27日 一翁

～10月20日

賞典分与資本金下賜の事

AS317-181 秋田県士族菊地武温終身賞 明治8年(1875) 第六大区八小区華 東京府知事大 竪帳(3)
典禄分与之分奉還願 10月3日 族従四位佐竹義脩 久保一翁

AS317-176-4-27 修史局通達 明治8年(1875) 修史局長従五位長 従四位佐竹義 罫紙
11月18日 松幹 脩

〈包紙〉八年十一月十八日修史局より戊辰之年戦争等出兵之人数調差出候様御達書入 但同月廿日右人数調進

達候也

AS317-176-4-3-1 用達金返済断状 明治8年(1875) 元光院 切紙
12月17日

旧藩時代の負債は廃藩によりて当家に一切かかわりなし、〈包紙〉(176-4-3-1～2まで同一包紙)、ほか1枚

AS317-176-4-3-2 用達金返済断状 明治8年(1875) 従四位佐竹義脩 元光院 罫紙
12月17日

AS317-182 御賞典分与之内奉還調控 明治8年(1875) 佐竹義脩家扶岡百 竪帳(10)
12月 八

AS317-183 家禄賞典禄奉還に関する控 明治8年(1875) 竪帳(25)

AS317-188 旧秋田藩士族平民終身年限 明治9年(1876) 東京府華族従四位 竪帳(65)
分与賞典禄取調 2月 佐竹義脩家扶岡百

八

明治九年二月廿七日戸籍掛江差出候控

AS317-189 旧秋田藩士族永世分与賞典 明治9年(1876) 東京府華族従四位 竪帳(107)
禄取調 2月 佐竹義脩家扶岡百

八

明治九年二月廿七日戸籍掛江差出候控

AS312-87 諸上申事御布告纏 明治9年(1876) 竪帳(46)
9月～11月

AS317-190 金禄高調控 明治10年(1877) 竪帳(21)

金録公債を抵当とした銀行設立の推薦依頼

AS317-192 金禄公債証書処分方伺 明治10年(1877) 竪帳(5)
11月

AS324-12 戸籍面改正願 明治11年(1878) 従四位佐竹義脩留 東京府知事楠 竪帳(2)
11月15日 守心得従三位佐竹 本正隆

義堯

長男銛丸の儀に付、〈包紙〉
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AS310-162 区改正御布達 明治11年(1878) 家扶局 印刷(74)
11月

AS317-193 公債証書御分与可相成分直 明治11年(1878) 竪帳(30)
々御買上願綴

AS317-194 御分与金禄御買上願人員控 明治11年(1878) 竪帳(67)

AS317-197 秋田県御旧臣之内御賞典御 明治11～17年 竪帳(37)
分与公債証書御買上ケ願写 (1878～1884)
取纏

AS317-195-1 軍功賞典禄記録 明治12年(1879) 佐竹家扶 竪帳(34)
正月

〈表題〉軍功賞典禄 終身年限御分与之内公債証相当之分御買上願十一月十二月申立分今般現金之分とも都合

正金を以石川秀治外三拾名江引渡証

AS317-195-2 軍功賞典禄記録 明治12年(1879) 佐竹家扶 竪帳(65)
4月

〈表題〉軍功賞典禄 終身年限御分与之内公債証相当之分御買上願一月より三月迄申立分今般現金之分共都合

正金を以真崎連外六拾壱名江引渡証

AS317-195-3 軍功賞典禄記録 明治12年(1879) 佐竹家扶 竪帳(76)
7月

〈表題〉軍功賞典禄 終身年限御分与之内公債証相当之分御買上願四月より六月迄申立分今般現金之分とも都

合正金を以角田百助より松野敬之助迄七拾三名江引渡証

AS317-195-4 軍功賞典禄記録 明治13年(1880) 佐竹家扶 竪帳(60)
正月

〈表題〉軍功賞典禄 終身年限御分与之内公債証相当之分御買上願七月より十二月迄申立分今般現金之分とも

都合正金を以川尻藤太より五拾八名江引渡証

AS289-33-1 太政官通達書 明治13年(1880) 太政官 陸軍歩兵中尉 切紙
10月6日 従四位佐竹義

脩

秋田県下学校資寄付に付銀杯を下賜、〈包紙〉(33-1～33-2まで同一包紙)

AS289-33-2 太政官通達書 明治16年(1883) 太政官 従三位勲三等 切紙
4月5日 佐竹義堯

鹿児島県逆徒征伐の際、寄付金に付銀杯を下賜

AS312-88 御勤向御布達控 明治12～14年 竪帳(86)
(1879～1881)

AS317-174-1 御賞典并御家禄諸上納 明治4～14年 横半(177)
(1871～1881)

Ⅴ．近代佐竹家資料
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AS317-174-2 御賞典并御家禄諸上納 明治12～14年 横半(84)
(1879～1881)

AS317-174-3 御賞典并御家禄諸上納 明治10～14年 横半(84)
(1877～1881)

AS317-196 公債証書御分与相成分直々 明治14～18年 竪帳(92)
御買上願綴 (1881～1885)

AS209-361 賢所参拝被仰付達 明治17年(1884) 竪帳(3)
8月

AS387-96 回章写 明治17～18年 竪帳(81)
(1884～1885)

AS317-198 賞典禄分与利子金関係書類 明治18年(1885) 竪帳(11)

AS327-8 被告人須田盛貞調書 明治19年(1886) 竪帳(24)
4月

AS289-38 従五位様御下県ニ付取調書 明治22年(1889) 竪帳(11)
類

AS317-176-3-6 大蔵省呼出状 (明治年間) 大蔵大少丞 従三位佐竹義 罫紙
(1868～1912) 堯
正月9日

〈封筒〉

AS317-176-3-24 史官伝達所呼出状 (明治年間) 史官伝達所 従四位佐竹義 切紙
(1868～1912) 脩
3月7日

〈封筒〉

４　華族

AS049-2-1 会館取調 明治7年(1874) 竪帳(182)

AS049-2-2 会館江差出候後之借入金高 明治9年(1876) 竪帳(7)
調、同返済金高調、連借并 9月23日
証人ニ相立候廉調

AS049-2-3 借入金返済願書 明治10年(1877) 第廿一類宗族松前 第三部長五辻 竪帳(6)
7月28日 修広・右後見人南 安仲殿代理松

部信民・族長佐竹 浦詮
義堯
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AS049-4-1 本館布達部内議事回達控 壱 明治8～9年 竪帳(137)
(1875～1876)
10月～2月

AS049-4-2 本館布達部内議事回達控 弐 明治9年(1876) 竪帳(115)
2月～3月

AS049-4-3 本館布達部内議事回達控 参 明治9年(1876) 竪帳(136)
4月～12月

AS049-5 会館資本金並保釈金等都テ 明治8～9年 竪帳(26)
金銀ニ係ル願伺届 (1875～1876)

11月～11月

AS049-6 会館願伺届控 明治8～10年 竪帳(46)
(1875～1877)

AS049-10 会館御達控 明治11年(1878) 竪帳(155)

AS049-7 華族会館章程 印刷(8)

AS049-3 会館雑誌 明治9年(1876) 印刷(100)
2月～6月

第二号～第八号

AS338-1 国立銀行留 明治9～11年 竪帳(69)
(1876～1878)

国立銀行創立願(明治10)／第十五国立銀行創立ニ付願請条件(明治10)／国立銀行創立順序第二報告(明治10)
ほか

AS289-50-1 南部利義書状 (明治10年)(1877) 継紙
4月29日

相続の義あり、南部利恭邸に参上されたし、〈端裏〉丑ノ四月廿九日

AS289-50-2 南部利義書状 (明治10年)(1877) 南部 佐竹義堯 継紙
5月2日

借財及び印形の事について、〈端裏〉丑ノ五月二日

AS289-50-3 南部利義書状 (明治10年)(1877) 南部 佐竹義堯 切紙
5月29日

風邪のため外出ならず、明後日拙宅まで御足労願いたし

AS289-50-4 南部利義書状 (明治10年)(1877) 麻布 東橋 継紙
5月8日

借財返済方について、及び方栄社について、〈端裏〉丑ノ五月八日、〈封筒〉
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AS289-49-1 南部利義懲戒一件書類 明治10年(1877) 佐竹義堯・柳沢光 南部利恭 竪帳(7)
8月 邦・溝口直正

南部利義懲戒に関わる通達書

AS289-49-2 南部利義懲戒一件書類 明治10年(1877) 佐竹義堯・柳沢光 南部利恭 竪帳(4)
8月10日 邦・溝口直正

AS289-48 佐竹義堯届書 明治10年(1877) 廿一類宗族長佐竹 第三部長五辻 切紙
8月11日 義堯 安仲

宗族中南部利義行状の届、〈包紙〉

AS310-169 松前修広家臣連署状 8月 新井田泡一ほか9名 佐竹義堯・南 継紙
部信民

負債一件につき協力の礼、〈包紙〉

AS288-78 御宗族御本籍調控 明治10年(1877) 佐竹義脩ほか16名 竪帳(31)
10月

AS288-79 宗族仮幹事日記 明治11年(1878) 柳沢徳忠 竪帳(34)
2月12日～3月25日

AS288-80 宗族本籍調 明治12年(1879) 佐竹義脩ほか17名 竪帳(34)

AS317-214-1 宮中祗候戻り回状纏 明治10年(1877) 竪帳(158)
正月～12月

AS317-214-2 宮中祗候御用纏 明治9～10年 竪帳(147)
(1876～1877)
12月～12月

AS317-214-3 宮中勤番条例 明治9年(1876) 竪帳(7)
5月

AS317-214-4 宮中祗候御用戻り回章纏 明治11年(1878) 竪帳(14)
正月～6月

AS317-215-1 麝香之間祗候御用纏 明治11年(1878) 竪帳(75)
6月～12月

AS317-215-2 麝香之間祗候御用纏 明治12年(1879) 竪帳(77)
正月～12月

AS317-215-3 麝香間御用纏 明治13～16年 竪帳(122)
(1880～1883)
正月～正月
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AS317-215-4 麝香間御用纏 明治16～17年 竪帳(83)
(1883～1884)
正月～10月

５　戊辰戦史編纂

AS212.1-56-1 御軍事方日記写 御軍事纒草 慶応4年(1868) 竪帳(124)
稿 一 2月～4月

AS212.1-56-2 御軍事方日記写 御軍事纒草 慶応4年(1868) 竪帳(60)
稿 二 7月

AS212.1-56-3 御軍事方日記写 御軍事纒草 慶応4年(1868) 竪帳(145)
稿 三 8月

AS212.1-56-4 御軍事方日記写 御軍事纒草 慶応4年(1868) 竪帳(15)
稿 四 9月

AS212.1-57 陣中記録 慶応4年(1868) 中安泰治 竪帳(93)
7月～9月

AS212.1-79 戊辰勤王記之史料 慶応4年(1868) 竪帳(41)
8月

AS212.1-65-1 御評定所御日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(13)
3月

AS212.1-65-2 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(33)
閏4月

AS212.1-65-3 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(15)
5月

AS212.1-65-4 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(30)
6月～7月

AS212.1-65-5 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(22)
8月

AS212.1-65-6 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(38)
9月

AS212.1-65-7 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(55)
10月
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AS212.1-65-8 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(36)
11月

AS212.1-65-9 御評定所日記 御軍事書抜 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(37)
12月

AS212.1-66-1 御軍事纒大草稿 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(103)
4月～7月

AS212.1-66-2 御用所御軍事纒写 一 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(40)
7月

AS212.1-66-3 御用所御軍事纒写 二 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(82)
8月

AS212.1-66-4 御用所御軍事纒写 三 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(80)
9月

AS212.1-66-5 御用所御軍事纒写 五 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(47)
11月

AS212.1-66-6 御用所日記御軍事纒写 六 (明治元年)(1868) 御右筆所 竪帳(18)
12月

AS212.1-82-1 戊辰秋田戦争記 仙北口之部 明治元年(1868) 竪帳(70)
7月～9月

AS212.1-82-2 戊辰秋田戦争記 下筋口之部 明治元年(1868) 竪帳(35)
8月～9月

AS212.1-82-3 戊辰秋田戦争記 椿台口之部 明治元年(1868) 竪帳(22)
8月～9月

AS212.1-82-4 戊辰秋田戦争記 新屋口之部 明治元年(1868) 竪帳(24)
閏4月～9月

AS212.1-84 戊辰勤王記外篇 河辺通戦争 (明治元年)(1868) 竪帳(19)
実記 8月10日～9月17日

未定稿、河辺郡椿台ヨリ仙北郡刈和野迄

AS212.1-67 記録 明治元年(1868) (伊藤喜一郎) 竪帳(16)
9月5日～10月21日

戊辰戦争記録

AS212.1-68 戊辰戦争関係書類 (明治元年)(1868) 竪帳(106)

根本通明ほか諸氏日記抜書
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AS212.1-86 戊辰勤王戦争記 院内口 明治元年(1868) 竪帳(8)
7月5日～7月29日

AS212.1-87 南藩降伏記 明治元年(1868) 北秋田郡十二所町 竪帳(6)
9月～10月 茂木知端

AS212.1-88 戦争履歴月表 (明治元年)(1868) 竪帳(48)

AS212.1-90 戊辰戦争記 仙北郡生保内口 (明治元年)(1868) 竪帳(11)
8月10日

～10月19日

AS212.1-91-1 戊辰勤王記稿 (明治元年)(1868) 竪帳(56)
7月～9月

AS212.1-91-2 戊辰勤王記稿 (明治元～2年) 竪帳(55)
(1868～1869)
9月～6月

AS212.1-92 戊辰勤王記稿 新屋口 (明治元年)(1868) 竪帳(13)
4月～8月

AS212.1-93 新庄領・神宮寺・志摩村等 (明治元年)(1868) 竪帳(9)
之戦争略記 8月

AS212.1-96 戊辰勤王記之史料 (明治元年)(1868) 竪帳(33)
9月

長浜口戦争記／椿台戦争記／神宮寺戦争記／仙北三郡戦争記／十二所口戦争記／生保内口戦争記

AS212.1-78-1 戊辰戦争前後之事実 慶応4～明治7年 従四位佐竹義脩 竪帳(69)
(1868～1874)

AS212.1-78-2 戊辰戦争前後之事実 慶応4～明治7年 従四位佐竹義脩 竪帳(67)
(1868～1874)

東京表控

AS212.1-81 布政局御日記 御軍事書抜写 (明治2年)(1869) 書記所 竪帳(15)
正月～2月

AS212.1-94-1 戊辰戦争出陣記纏 一 明治3年(1870) 中安泰治手赤津酉 竪帳(29)
10月 蔵ほか

AS212.1-94-2 戊辰戦争出陣記纏 二 明治3年(1870) 中安泰治手上遠野 竪帳(45)
10月 理吉ほか

1点のみ明治19年提出

AS212.1-94-3 戊辰戦争出陣記纏 三 明治3年(1870) 中安泰治手佐川伝 竪帳(44)
10月 三郎ほか
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AS212.1-94-4 戊辰戦争出陣記纏 四 明治3年(1870) 中安泰治手秦長治 竪帳(44)
10月 ほか

1点のみ明治19年提出

AS212.1-94-5 戊辰戦争出陣記纏 五 明治3年(1870) 中安泰治手片野鶴 竪帳(52)
10月 治ほか

AS212.1-71 戊辰勤王史編纂凡例 (明治18年)(1885) 竪帳(2)

AS212.1-72-1 戊辰戦争関係書類 明治19年(1886) 小貫勇吉ほか 竪帳(137)

戊辰勤王記史料

AS212.1-72-2 戊辰戦争関係書類 明治19年(1886) 信太武治ほか 竪帳(131)

戊辰勤王記史料、別冊3冊含む

AS212.1-72-3 戊辰戦争関係書類 明治19年(1886) 塩藤太ほか 竪帳(227)

戊辰勤王記史料

AS212.1-72-4 戊辰戦争関係書類 明治19年(1886) 岡本大作ほか 竪帳(18)

戊辰勤王記史料

AS212.1-73 戊辰戦争関係書類 明治19年(1886) 小松弘毅ほか 竪帳(92)

AS212.1-74 戊辰戦争関係書類 明治19年(1886) 泉田政成ほか 竪帳(96)

AS212.1-75 戊辰戦争関係書類 明治19年(1886) 奈良与市ほか 竪帳(20)

AS212.1-85-1 戊辰戦争出陣記 一 明治19年(1886) 前沢ミサほか 竪帳(49)
9月

AS212.1-85-2 戊辰戦争出陣記 二 明治19年(1886) 遠藤宗浩ほか 竪帳(47)
9月

AS212.1-89 戊辰戦争出陣記纏 明治19年(1886) 糸井家興ほか 竪帳(47)
正月

AS212.1-95-1 戊辰戦争出陣記纏 一 明治19年(1886) 斎藤惣兵衛ほか 竪帳(47)
9月

AS212.1-95-2 戊辰戦争出陣記纏 二 明治19年(1886) 佐藤半治ほか 竪帳(44)
9月

AS212.1-95-3 戊辰戦争出陣記纏 三 明治19年(1886) 坂本平右衛門ほか 竪帳(37)
9月
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AS212.1-77 戊辰勤王記編輯方出欠簿 明治20年(1887) 竪帳(7)

AS212.1-76 戊辰役尽力につき御沙汰伺 明治21年(1888) 高階豊治ほか7名 竪帳(2)
書 正月

AS212.1-83 戊辰秋田勤王記他抜書 明治24年(1891) 佐竹義生 土方久元 竪帳(35)
6月10日

AS212.1-100 戊辰秋田勤王記凡例稿 罫紙

６　その他

(1) 目録

AS029-2 御書物御手元上調並拝借控 竪帳(10)

AS029-3 御記録御目録草稿 竪帳(26)

日月星印箱と国典類抄の目録

AS029-4 御文庫 和書部 竪帳(46)

AS029-5 御記録御目録草稿 竪帳(34)

日月星印箱・国典類抄・挟箱春夏秋冬の目録

AS029-6 御蔵書出所 竪帳(13)

AS029-7 御記録目録草稿 竪帳(39)

一番～三十七番の目録

AS029-8-1 御記録御目録草稿ノ一 横帳(10)

日月星印箱・国典類抄の目録

AS029-8-2 御挟箱入古書附 御記録御目 横帳(18)
録ノ二

挟箱春夏秋冬の目録

AS029-8-3 一番ヨリ 御記録御目録ノ三 横帳(19)

一番～三十七番の目録

AS029-9 御記録目録 竪帳(4)

AS029-12 蔵書目録 六ノ内下部 竪帳(5)
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AS049-8 溜塗桐御掛硯入日記 横帳(6)

上中下段ごとの蔵書目録

AS209-115 御台所より出分御具足御召 3月11日～3月14日 竪帳(17)
初一式帳

AS289-16 (引証本・日記等目録) 横帳(3)

各家譜の引証本や日記類の目録

AS342-113 御内務江指上候分 竪帳(5)

AS559-2 御兵具北御蔵御分 竪帳(25)

AS559-3 御兵具御本帳御品指引帳 竪帳(7)

AS590-45 中御殿御道具調 横帳(10)

AS590-11 諒鏡院様御持込御道具秋田 竪帳(34)
御船廻之途中奥羽戦争之場
合ニ而掠奪相成右ニ付御賠
被進御品調

AS709-2 目録覚 横帳(2)

〈包紙〉

AS709-3-1 御帳外諸々道具調 明治18年(1885) 竪帳(7)
8月

AS709-3-2-1 八千代印御代々様御筆 明治18年(1885) 竪帳(19)

AS709-3-2-2 永代印御代々様御伝書 明治18年(1885) 竪帳(12)
8月3日

AS709-4 御本帳御品指引帳 竪帳(7)

AS709-5 七宝印古物高砂印砂石 竪帳(26)

AS709-6 呉竹雑ノ下目録 金 明治18年(1885) 竪帳(42)
8月3日

新古雑珍目録／雑御軸物目録

AS709-7 御什器目録 竪帳(30)

AS709-8 呉竹印御懸物 上 明治26年(1893) 竪帳(31)
3月
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AS709-9 御道具控 竪帳(423)

AS709-13 御本邸御庫御道具下調帳 横帳(8)

AS728-1 呉竹雑ノ下目録 木 明治18年(1885) 竪帳(25)
8月3日

御京進／歌之部／御書法

AS750-1 御道具御改 元禄12年(1699) 横半(18)

AS750-4 万代印御什物御帳 明治18年(1885) 竪帳(29)
7月23日

AS750-5 御大小御拵 (明治年間) 竪帳(58)
(1868～1912)

AS750-6 刀鍛冶覚 竪帳(17)

AS750-7 御腰刀并御小道具御副帳 全 竪帳(30)

AS750-8-1 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(45)
(1868～1912)

梅枝印諸御道具 上

AS750-8-2 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(39)
(1868～1912)

梅枝印諸御道具 中

AS750-8-3 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(36)
(1868～1912)

梅枝印御床並御棚飾 中下

AS750-8-4 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(34)
(1868～1912)

〈表題〉春風印御伽羅・秋風印御御飾御香道具・亀甲印御香道具

AS750-9-1 御甲冑 上 (明治年間) 竪帳(78)
(1868～1912)

ほか1枚

AS750-9-2 御甲冑 下 (明治年間) 竪帳(98)
(1868～1912)

AS750-10-1 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(57)
(1868～1912)

〈表題〉梅枝印御床并御棚飾・御文房御道具・諸御道具
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AS750-10-2 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(35)
(1868～1912)

〈表題〉呉竹印御掛物之部・御屏風之部・御軸物并御額之部・御手鑑之部・御歌書之部・御法帖之部・御縮

図之部・雑上之部・雑下之部

AS750-10-3 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(41)
(1868～1912)

〈表題〉古菊印全・新菊印全・万代印全・右御宝物部

AS750-10-4 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(30)
(1868～1912)

〈表題〉八千代印御筆類・永代印御伝書・御官服・翁印乱舞・七宝印古物・高砂印砂石

AS750-10-5 諸御道具目録 (明治年間) 竪帳(85)
(1868～1912)

〈表題〉松風印御茶道具之部・御会席御道具之部

AS750-11 御大小 (明治年間) 竪帳(51)
(1868～1912)

〈表題〉御大小・御神剣・友印・丸印

AS750-12 御具足目録 切紙

〈包紙〉

AS770-1 翁印乱舞御道具 明治18年(1885) 竪帳(23)
8月3日

(2) 雅姫書状

AS289-39 雅姫書状 元治元年(1864) もと 御とゝ様 継紙

〈封筒〉雅姫七才ニ而御国許より初而之御書
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